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一、 歐洲 にいよ < 大戰が 勃發 した。 これは、 m に英阀 の 「民主主義」 と ドィツの 「國民 社 會 主義」 
との 爭岡 ではない。 問題は もつ と 深いと ころに ある。 だが この 戰爭で ドィツが 勝てば 阈家 主義が 一 
屏の 勢力を 得 •英國 が 勝利 すれば •民主 主袭 思想が 若干 盛り返す であらぅ ことは 事實だ 。しかし* 
後者の 場合で も •一九 一九 年當 時の 如き、 空漠た*? デモ クラシ ーの氾 濫を來 たす ことは* 先づな い 
とみて よい。 何とな れば •國 家中： 義と いふ ものは •今 £=及び今後の世界を貫く普迎的動向であり、 
いはゆる獨栽主義國家といはず民主主義國家といは中*その經濟的地盤の狹小化により國內政洽と 
しては 阈家 主義 化せざる を 得ない 必然を もつ てゐ るから だ。 そして この ことは、 その 國の 有つ 憲法 
的 機構 乃至は 國際的 態勢と 嗦 1* 應別筒 の 問題な ので ある。 

1 、 日沐の 政治 r 及び 経 濟) が、 一九 三 一年 頃より 阈家主 義的傾 昀 を 濃厚に し來 たり •支那 事變 勃發 
以來 •殊に それが 顳著 となつ たことは 、人の 知る ところで ある。 しかしながら* それは、 滿洲 事掰 
序 一 



序 ニ 
乃至は 支那 事變を 俟つて •始めて さぅな つたので はない。 その 因る ところ や 深く、 その 來た ると こ 
ろや遠いのでぁる。本書は、さ、やかなるものながら*その問の琪情を明かにした袂りでぁる。 

: 本書は、 日本 1 ： 家 主義 運動 史 2容觀的な叙述でぁり、その理論的批判は、本軎 /> 範圍外のことに 
場す る。 舊著の 規準 も、 さぅ でぁつ たが、 本 寄は、 特に 辟 密に この 立場を 恪 守した 销り でぁる 〇 從 
つて 日本 _家主義各派の指導理論の究明、 〇 本阈家主義運勖の將來の展望等はー切割愛した0これ 
らは H づれ 稿を 改めて 記述したい と考 へて ゐ る。 

. 本齊は、：=木革新寐の結成並びに發展を以て終 |1: つてゐる。その後の運勖ハ ^ 関、殊にい |± ゅる 
新黨 運動と 阔 家主 義閿體 > - S 關係 •新種 阈 家主龚 渑勖 として S n 本 革新 逸 村 協議 待 及び H 本 農民 聯 
盟の 生誕、 その他 朿方會 ， 社大黨 及び 革 費 協の 合同の ィキ サッ 等々 ?: 述べる 像 定で最 初は ゐた 。し 
かし、本讲の紙數が意外に尨大と打つた、め、それらは、遺憾乍ら割愛するのほかはなかつた。これ 
は、 將來何 らかの 形に おいて 補足したい と考 へて ゐ る。 

ー，去ろ四 >1 十五日、日木國家主_運動のホーブ大日本捋苹黨統領橋本欣 7«*. 郞大佐が刀：：集解除となつ 
て朿 都へ： |還 した。 大陸の 實戰 中に 得た 赀 m な體驗 を 基と して、 大佐が いかなる 飛躍的 運勖を 展開 



する か、 また、 青— に 刺戟せられ て阈家 主義 運動 全般が いかなる 展開を 示す か •文字 Ml 大な 
る 時局と 相俟って 興 深き を覺 える 0 

最後に、本書の記述に當って*多くの友人に資料の提示を受け、また多くの先策の著进.團髓機 
關紙 等から 示唆を 得た。 一々 名を 擧げ ない が* こ、 に 一括して 厚く 謝意を 表する 次第で ある 0 
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4'ゴ ?' -:; ••第一章 國家 主義 運動 前史 

0L il F f & 

霸 ::. _ ; - 1 • 

一 f 窗義 

今や、 H 本の 政治 •經濟 •思想 •社 # の 各 分野に おいて、 ます.^ その 指導 的 立場を 幣 同に し 
つ、ぁるものは、阔家主義でぁる。人は、各々、その好むところに從つて、これを近代的阈民主 
義 と 呼ぶ もよ い。 また、 これを 國粹 主義と いひ、 "木主涟ぁるひは祭逍主義と稱するも可なりで 
ぁる。 この H 本の！： 家 主義の ィデ ォ 3ギー的淵源は、その浓礎をなす日本の此治的.經 ^ 的組織 
のそれと同じく、これを明治元年(ー八六八年)の明治維新に求めねばならないのでぁる0 
明治維新によって、日本は、地方分權的封迮阈家から、中央集榷的.阈民的近代阔家となった。 

• 9 

いな より 正確に いへ ば、 然る ものた らんと したので ぁる。 從つ て、 明治維新の 變革に よつ て 色 
川蘇府を倒した新告木は、ー個の近代的.獨立的民族_家としての自己完成に忙しかった。明 
笫 一節 先聃者 時代 .1 



第一章 . E 家 ヤ義拯 動 前史 二 
治の變革過程それ自體のスローガンは、人も知る如く、尊王揀夷といふことであった。その怙神 
は、 今日の 闽家主義卽ち近代的阈民主谦に至るまで、ー本の「赤い絲」の如くずっと打いてゐる 
のではあるが、その具婭的發现形式は、明治新政府成立忽々、平くも變更を爻けねぱならなかっ 
た。 撑王に っいては、 變り はない。 だが 谈夷 とい ふことは、 - I — ：兀來が極めて政策的に帟み出さ 
れた ものと もい はれる ので あるが —— そのま、新政權のスローガンとして ;1] ひるわけには行かな 
かった" こ、 に A いて、 饵王摈 夷は 筇王開 阈とな 0 たので あるが、 この K 11 1 ガンに 窺 はれる：！ 
夷 主義の 修正は. 二っの 而にお いて 現 はれた。 ： っは、 それの 對踮 的なる發現ともいふべき、榀 
端なる 歐化主 a であり、 他は、 拢兴 主義 2 稍 極 的發展 形式た る大问 進 mil である； 

歐化主 雜の稂 極 的なる 表現は、 經濟的 には 西 歐的资 本 主義 制度の 採 作で あ 0、 政治的には 西 歐 
的 •近代的 •立憲 的 政治 制度の 採 出である。また、それの消栎的なる表现は、いはゅる鹿嗚館時 
代に みられる WH 的 .杆 燥 的なる 西 歐模倣 である。 前 荠の w fji o ためには、 找間におい -€ 、沾烈 
なる 「自由 民 樺」 M 動を 勃 發 r しめ、 また、 後者の 餘弊 としては、 汴碑なる來西 114 姙にょる=本 
人 稀改 A 論 や、 近視眼 的 條約改 正 述動が 起っ た。 H 木 ^ 民主 義は 、先 づこ れらの 反動 •として 現れ 
た。 卽ち 、阈民 主義者ょり みれば、 いふと ころの C 由 民槠述 勤なる ものは、 n 本 古 來の阈 粹と相 



容れぬ もので あり、 殊に 鹿嗚館 時代に n 本社 # の 上下を 掩ふ た. 姑 もちなら ぬ 媚歐 主義は、 彼等の 
耐ふ ると ころでは なかった-この 稂枨 消 搔唞 方而 の歐化 主義に 對する 反感が、 維新當 時 以来の 大 
降 進；：：： 論と 給び っいて こ、 に、 日 木闲民 主義の ィデ オ ：一ギー及びその述動がスタートしたので 
あった ^ 0 

ニ 國家 主義 運動の 先驅的 存在と しての 玄洋社 

明治初 /|-- ヰにおける大陣進出淪は、沌々の祺件となって現はれた。先づ笫ーに、明治五苹(ー八 
七 ニ 年) には、 Kg ち 朝鮮 征时を 主張す る获 の 亂 (前 g 一 誠) が あり、 明治 七 年 二八 七眾) 
の 忤负の亂も、符魁 ?1: 藤新平が征韓淪に敗れて政府を返いたことが發端となってゐる。同じ年 
(明治 七 年 = 一八 七 四 年) には、 琉球列 占 知が 敢行せられ、 また _征 伐が 行 はれて ゐ る。 
その 翌年、 卽ち 明抬八 年 (一八 七 五 年) には、 韓 g 政府に S 通牒が 管れ てゐ る。 

これら一述の出來事のぅちで、姣も大規模で、ロ本の上下を遨撼せしめたものが、明治十年ニ 
八 七 L 年) の K 南戰？ ある。 肇 の 總將 ii は、 狼ね てょり— なる 大陳 進出 論— り、 
っとに 黯 S を 強調して ゐ た。 鋈§ 進 的なる 襲 S 、 大久保 利 通ら の 證的 § 論の 抑 
第一 節先驅 者 咔代 
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へる ところと なり、 隆盛は、 不平に® ぇずして 野に 下っ た。 これが、 有名 S 西南 戰怎第 5 
である。 . 

西南の役は、た v に明治初年における最大の掩亂 m 件たるのみならず、. n に今 H の H 本國民主 
義 運動に 直接の 關 係を もっ 最初の 出來壤 であった。 卽ち 、それは、 玄汗 社の 生誕と 深いっな がり 
を もつ ので ある。 

日本 QS 主義 史上に 重大なる 地位 fs 洋 社は、 明治 十 年 (二八 七 七ぎ に、 す 撰 太 
郞 及び 頭 山滿ら にょっ て 九州 福 岡に おいて 创 立せられ たもので ある。 兩 人は、 出 ハに、 货時 明治 推 
新 政府に 對 する 不滿を 有し、 これに 公 管っ 形式的に 協力す る ことを 好まな かった とい はれる 
殊に、 平 岡 浩太郞 は、 西鄕降 盛® 征韓 論に 共嗚 する きろが あり 西南 役には 藤^' にね し, が 
後、 民寐 として 活罐 した。 玄洋社 設立 6趣旨は、大 ^: 進出の议行にある。その名稱は}梅战の 
讓を 越ぇて 遠く アジ h 大陸に 進出 せんとす る 抱 S 表明で f 、 今 n 大多數 SSSS 
中心 ス I ヵンの 一た る、 大亞 細 . i 義—榜 する— の 布 力なる 货 行團艘 であっ た。 

この 玄洋 社は、 n 淸、 SS 役、 朝 P 問題 丨 なかんづく S<M 併 間 g 、 哉經综 々にお 

いて、 いは ゆる 民間 志士と して 多大の 活動を なした。 しかしながら その 活動の 多くは iL K;g 



工作であって、 正式の 記錄 として 殘 5 れてゐ る ものが、 逭に 少ない。 卽ち玄 洋社 は、 その 活動に 
ょり、專ら日本阈家の發展に對して、緣の下のカ持ち的なる « 獻をなすところがあったのである。 

\ かし、 吾々 がい ま玄洋 社の 名を 特に こ、 に擧げ る 所以は、 玄洋社 固有の 活動 それ 自 1 g のた めで 
J 1 ;- , -はなく、それは、第ーに、現在 11 本の阈民主義_體の多數が莳接的.間接的にこの玄泎社から系 
桄 5: 引いて ゐる とい ふこと、、 笫ニに 、玄洋 社の 创立 者の 一人た る 頭 山滿が 、第三者には 想像し 
難き ほどの 信賴 を、 今 ロの阈民主義阐體の間に伤し、隱然たる大御所的#在となってなるが故で 
ある。 

玄泎社 ょりは、 多くの 阈 民主 義阐肢 が 分岐して ゐるが 、その 先頭を 切っ たものは、 明治 三十 四 
年 (一九 〇一 年) 一月、- 2:田芘平にょって创立せられた ^ 舰 « : である。 1 : 4 田良平は、.頭山滿門下 
の逸足であって、黑酣#設立の際、頭山翁はその#公たることを要請せられたが、翁はこの諳ひ 
を容れずして、單にその後援を約するに土まったともいはれる。 

次ぎに 玄洋 社と K 抟關 係を もっ た 冇名な る阔域 主義 _砬 は、 浪人# である。 黑酣會 及び 浪人 鋒 
については、後述すること、する。 

玄洋社と關聯してー寸述べて涩かねばならぬのは、吉田三郞の大統社である。吉 |1| 1ニ郞は、福 
佑 一節 先睜者 時代 t 
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岡縣 の砟 にして、 始め 玄洋 社に 學び 、後柬 束の杉浦重剛の稱好熟に入った。その間、頭山滿、準 
藤 喜 平 太、 杉 浦 欺 剛塔の 影缚 を 受け、 大正 十五 年 (一九二 六 年) 蓓、 ife M に 於いて 紕織 したの が 

^ -4 人转！ y でぁる。 

元来、 大統 社とは、 大阪の 新聞記者 武井裕 が 靑年を 集めて 作った 柔逍 々場 (今 の 供 火食が 發 M 
して 火 正 十三 年に 创立せ られ たもので ある。 吉田三 郞は 一時、 後述 淸水行 之 助の 大行杜 に 身を 奋 
せて ゐたが 、後、 大阪に 下り、 武井裕 を 助けて この 大阪 の大統 杜を世話したのであった。大 ||-: 卜 
四 年、 淸水行 之 助ら と共に 滿洲に 渡り、 所謂 大迚 遼柬 新報 大來社 長 琪件な る ものに 關係 したが、 
投獄せられ、 出 所後滿 a 問題に っき 深く 艿 ふるところ あり、 玄洋社 時代の 經驗を 喚起して 大連に 
大連大統社を設立した。後、病を得て歸阔し、大正十五年來上して朮束火統社を組織すること、 
なった ので ある。 

東古小大統社は、左の如き綱領をもち、大腊において大亞細亜主袭の阁腊である。た ^ その茁ミ 
項に阀 |^ 改革的の意阏の包藏されてゐるのを窺ひ知るのみである。思ふにこれは大行 # の淸水行： 
之 助の 影發に ょる もので あらぅ。 

朿朿大統社綱領 



一、 大統 社は 光輝— 我篇毫 QS 決死 f 難 S - HS って 結ばれ 1 なり。 

一、 大統 社は 新興 H 木 si に 副— る 制度、 不條理 11 isf 期す。 
1、大統社は弱小亞細亞民族の大同阐結を策し、奪はれたる亞細亞の奪遌を期す- 
一、 大統社 は 進んで 外 雁の 武裝 的鐵賴 た斷ち人棟の平噂、入 ^ ^ 姑の自由を提 |, « し '|||: 界人類の 
共存 共 榮 を 期す。 _ 

•1、大統社はー切の行動世俗の毀#褒貶を_みず只天の照迄、審判を待っ。 
大統社はゝ杉沭重剛門下の中野刀水の援助を得て靑年の熟敎脊を始めゝ中山博逍にょり劍道を 
彼等に 敎 へ、 鄉里福 g 縣に 大統社 ：丄 業 f 、 千葉縣 八幡 町に 大統 社囊 熟を 開く 等、 多岐なる 活 
動力を 示した。 

三黑 龍 會 

rl 木 人の 斗に 親しい 黑龍 f? Q 名は、 いふまで もな く 今日の 滿 •ソ 网境を流る、黑龍江ょりとっ 
たもので ぁって、 大亞 細亞 主義が. その 中心的 ィデ ォロ ギーで ぁる。 明治 二十 七、 八 年 (一八 九 四 
i 九 五 年) の n 淸戰役 後に 起った、 かの 有名なる 宓獨佛 の 三 g 干涉に m 槪措 くと ころを 知らず、. 
第一 節 先稱者 時代 L - 
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明治 三十 三年 ニ 九 〇〇 年) 00 北淸事變2直後に設立せられたも3である。首領内 |1| 良平のほか 
に、 伢柬知 也、 吉倉 旺盛、 本 間 九 介、 莴生修 兜、 平 山 周、 榷藤震 ニ、 尾岛行 EC 、 秋 山 長 次郞 等々 
の 諸 豪傑 の名 が、 創立 當時に 擧げ られ てゐ る。 

黑能 舎の 綱領は 左の 如くで ある。 —— 

一、 吾人は 带國の宏謨を恢暢して東方文化の大道を《明し、進んで朿西文明の深和を圖り亞細 
亞民族 興隆 Q 指導者た る ことを 期す。 

ー、吾人は法治主袭の形式に偏して人民の自由を朿縳し時勢に常識を缺き公私の能率を障砑し 
憲政の 本 ^ を沒却したる行般の衍弊をー洗し以つて天皂主茬の妙諦を發揮せんことを期す。 

一、 吾人は 現行 制度を 改造し 外交を 振作して 海外の 發展 を阔 り、 内政を ^ 革して 阔民 S ： S 利を 
增進し、社#政策を確立して勞働問題を解決し以つて阜：阈の莊礎を笨冏ならしめんことを期 
す。 

一、 吾人は 軍人 勅諭の、 精神を 奉體 して 尙武 の氣風 を 振作し、 阈民赀 JT : ハの赏 を擧げ 以つて 阈防機 
關 を充實 せしめん ことを 期す。 

一、 吾人は 馱米に 模倣せ る 現代 敎 WS 根本的 改眾 を阚 り阔體 に 淵源せ る！： 民敎 脊の茈礎學を建 



設し、以つて大和民族の公徳良智を向上發述せしめんこと 5: 期す。 
この綱領の中心はゝ间ょり第ー项の亞細亞主義と’笫ニ项の天 & 主義の高叩にある。 ^ !: ^^ 
-法 ^, 主逾の形式」に偏してー'人 ^ の^1由を來轉」すること $: 排斥してゐるのは、明治政府の首 
僚 主義に 嫌： 指た る 黑能伶の而=:躍如たるものありといふべく、笫三祺の「現行制度の改造、「社 
伶政策の確立」、「分资問題の解決」$々の阀内改造綱領は、同钤が新しき社抒的潮流に榨さして 
2L 代 WWW 主 淡！！ 脱た らんと する 決 泣を 表示した もので あつて、 か、 る 意味に おいて 注；；；；； すべき 

條項 e ある。 ^ 叫孭 「武逍 振作」、 「g 防 充 议」は、また过踐方面において黑酣涔が重耍视せしと 
ころで ある。 

,,4 ハ しかしながら、黑诎侍の本領は、前述の如く於而的に現はれたところょりも、むしろ奥面的な 

る 估 動に—。 mis 前身と も s ふ-へ 美 復 g が 明治 二十 七 年 二八 og 年) に證 におい 

て來璆 截 の 亂に參 加した のは 布 名で あるが、 その後 も アナ ギルドの フィリッピ ン 15 ?立述動.係文 
S 那 本命 述 動 、 njr ロ 露の： S 、 北辕變 部々、 1 sf ? 起した 大取 件には、 必ず 
そ si に 同 ssfs 動が t 、 それは、 SS はる— 少なく、 從？ また 報 
ひらる、 ところ も 多くな かつた が、 日本 阈家の 封 外的發 M には、 かなりの 寄 與を なした。 

第一 節 先躲者 時代 ，ム 
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m l ftll fr Q 名を 特に こ、 に 記す る 所以は、 1 ：!： 分が 明治 初年に 簇生した N 家主 淡 ^ 體の ぅちで も、 
特に « ヵを耵つてゐたこと、玄洋社の俾統を發展させて多くの阀家主淡者及び ^ 家主遂 |«1 將を尘 
んだこと、多くのその類似 [* 體と異なり、多少な0とも ^ 家主義的=近代阀过主袭的なる綱傾を 
掲げ、 「阔 €!改造」と「旣成政蘇」の打破を叫び、尜朴ながらもいはゅる「社钤艰龙」に节を染め、 
赤 坂 溜池の ぁたりに 勞働柄 jrl 所 や 「肖 由 食堂」 ^ を 經资 して 一部勞 働 者との 接近を 策した こと、 
酋領 2 :E- xi 平が 「设 後の 御 本 公」 として 大 1=本生產黨の組織齐となつたこと、 ^ 々にぁ 0 。 

かくの 如く、 ^. ー龍會は、その麽史の拷きにも拘はらず、一面にぉぃて栎めて近代的な阔家主邊 
时色調を具布してゐた異色ぁる_骼でぁ0たが、その机織方針は、矢張り制建的なる仍進を脫し 
得ず、 結局は、 竹 領 2 (11 良 平なる 個人的 傑物を 中心とした 非 大衆 的なる 染一 であつ たといへ よ 
ぅ。而して、この點は、同時にまたロ木の阈民主義阐體に程度の羌こそぁれ、共通した特微でも 



あった ので ある* 



四 浪人 會 



浪人 會は 、玄洋 社 同人 中、； 1 岡縣 人に 非らざる 人士が 相 集まって 別個に 机 織した ものでぁって、 



明治 §： 卜！ 年 二 九 〇 八 年) Q — に 係る。 これは、— 社の 別 倒— もい ふべき もので あつて、 
三沛 悟樓 (■將 5、 頭山滿 、佐々 木 安五 郞 (赛王 )、 美 和 作 次郞、 S1 雄、 小川 運 平、 野 添 
害 一 (S 縣 選出 代議士) 等が、 中心人物で あつた。 その 顏 振れから みると、 犬 is 民踩り 
色彩の 強い ことが 感ぜられる。 

.iA 人 分 QS りは、— 風 發、— に 一世の 偉觀 で— のこと であるが、 浪人 分が その 巧 
名を 思 如く 通 かした のは、 大正 初年の デモ クラシ 丨勃 M ハの 氣 運に 反對 して 诉 動し、 なかんづく 
大 正七今秋货时のデモクラシー運動の巾心人物たる帝大敎授古野作迓博士と神⑴南明仉樂部に. 
おいて 立命 演說を 行つ たこと、 及び 常時 鳥 井 索 川、 _ 川如楚 閉 等を 集めて デモ クラシ 丨 派の 姐. 
n の 4くみられてゐた大阪朝 [3 新聞の自由主淡的傾向を憤慨し同社设村 |11 簡平を大阪屮之. « 公 [« 

に議 •界 し奈 件で ある。 露 博士と Q 立當說 は、！^ 年 十二 H 下 S おけ 5 明 待 及び 也 
大 新人. 付の ニ廣创 立の 端 紐と なつた。 前者は、 幕の 自由 主 _ 及び 民主主義 君 大 M 剛 結で 
あり、 後者は、 學生社 #- 科平述動の草分けであつた。か、る意味においても.4人侍1、ロ4のト- 
伶運動に、ー個の歷史的地位をもつたのであつた。 

嬅 

讲一 節 先耦弈 時代 ' V .' . = 
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第二 節歐 洲大戰 にょる 社 會的變 動 

一 近代的 勞働者 運動の 勃興 

一九 一四 年— 一八 年の ョー o ッバ大戟は、 H 本の政治•經濟•社 f ■?■ 及ぴ思想の各方 Ifil に對し、 
異常なる影缚を與へた。先づ經濟的にみれば、戰箏にょる外國商品の輸人杜絕は、嫌應なしに0 
本 產業の「獨立」化を招來した。ロ本の砟棠は、楡人外阀商品の杜絕にょって生じた間隙を 11 めて 
阈内耑耍に應じたのみならず、交戰中の 3 1ロッパ务3!並びにこれらのョーロッバ請 ^ の淹業に 
依杯してゐた譜棟民地に對して、平和商品並びに艰需资材を供給するためのことを门的とする「 ^ 
產 獎勵」 は、 H 木 資本 主 S 飛躍的な 發收 5: 菏 らし、 日本 资木主 連は この 時を 轉機 として、 獨占的 
段 防に 入った のであった。 . 

U 木资本 主義が 發 展し、资本の集中及び獨占が行はれ、生淹規模が擴張されたことは、！=木に 
おける 近代的 勞働者 述動 勃興の 經濟的 •物 it 的 ^ 地を 形成す る ものであった。 エ垛が玢汶され、 
多くの 人々 が エ龙に 吸 收せ られ 、勞働 齐の敕 的 嘮力を 偉大な ものたら しめたが、 物 m 騰 货 にょる 



生活 維は、 勢 ひ 彼 ^ を剌戟 せざる を 得なかった。 一方に おいて、 ョー a ッバ 大戰の 政治的 思想 的 影 
辑が 、日本の 民衆の 心を 洗った。 ョー s ッパ 大戰 が英 .獨： 1 资木 主義 國の世 株 制 剥の ^ ひで あっ 
たことは、 今 ：=誰も疑はぬー個の客觀的事赏であるが、戰乎そのものは、正蓰人逍の名を以て戰 
はれた。 換言すれば、 聯合 取は、 この 大戰を 以て、 ドィツの 野 ^ 主義. 庳制 主義に 對 する 英 •佛 
の人逍主葙.民主主義の聖戰として宣傅したのである。從って、ー九ー八年にドィツが刀析れ矢 
盡きて屈するや、英.佛.米側は、これを以てオートクヲシーに對するデモクラシーの勝利であ 
ドノ ると なした。 この 見解は、 执界 的に 承認せられ、 n 本に おいても. しかる ものと して 受け とられ 
.し 丨 た。 こ、 において か、 n 本の あらゆる 社 分 W は、 戰' 9 後、 澎湃 として 押し寄せて きた デモ クラシ 
1 の ^ に、 枳こ そぎに 洗 はれる こと、 なつた ので ある。 なかんづく、 ィンテリ ゲンツ ィア が、 そ 
の 砹も 深刻なる 影 释を 受け、 次いで 都市の 勞俲者 及び ^ 村の ^ 民 階級が これに 倣った。 これが 卽 
ち n 本の 近代的 勞働者 (及び 苡 民) 運動 勃興の 政治的 •精神的 兹礎で ある。 一九 一七 年 (大正 六 
年}の3シア苹命が、デモクラシーの洗禮を受けたばかりのィンテリゲンツィア、都市勞拊者及 
び 地方 農玫 にかな りの 影響を 與へた ことは 否定し 難い 咁货 であらぅ。 また 大 JE 七 年 (一九 一八 年) 

八月の 米騒動 も、 この 時代の 產物 として 記錄さ るべき であらぅ。 

笫ニ節哚洲火戰に於ける肚舍的變勒 一三 

トル， 妙” Mvf , g 你バ で、 トポ分 >込 VVS 、- 〜 ，乂 r - 



笊一窣闺家ホ義遝動前羾 l PM 
大戰後の » 木にあつては、ー方において不健全なる成金的風潮が橫行すると2:時に、他方にお 
いては、 勞働爭 _ 及び 小作 爭議が 各所に 頻發 し、 分 働 組合 及び aw 組合が 校々 と 机 織せられ た。 
また、この時代の歷史的特異性として指摘さるべきは、ソシアリズムと勞働其牌紱との結介とい 
ふこと であらぅ。 從來 、口木の ゾシ アリ. ス ムとい へば、 一部の ルンペン 的 •小 ブル •シ 3 ア的 イン 

テリの 私^: 物で あり、 一般大衆とは 赤の他人で あつた。 明治 ^ 十 平 (一九 ◦七 年) の 幸 德取件 以後 
は、 特に 然りで ある。 しかるに、 ョ ー U ッバ 火戰後は、比較的 ^ ^ なるインテリ及ぴ ^ 生好が、 

1 アモ クラシ ー及 びその 發展的 延长 としての ゾシア リズムの 理論に 捉へ られ 、彼 ^ が 姑 介と なつて、 
ソシア リズムが 勞 _者(及び農挝)陪級に烯らされた。帝火新人命七2他の平也及び竹識好の硏 
究阐體の虮織，大 11-: 九年ニ九ニ〇 4 |-- )における社舍主蓰同盟の成立がその里程槪である。また、 
ソシア リズム そのもの も、 從來は フランス 流の アナ ルコ •サンディカリズム (左 焚 系) に 非らず 
んば ドイツ 社# 玫主 m 流 の讅會主義的ソシアリズム(右焚系)を意味したが、ー九1七年以後は、 
ロシア 流の コミュニズム 乃至 左 箕的マ ル クシ ズムが 勢力を 得る こと、 なつた ので ある。 

大戰 中に おける 日本 資本主義の 爛熟と その 政治的 表現た る デモ クラシ ーの绦 入とは、 U 本の 上 
麽改治において、大正六年(ー九ー七年)の股 1^ 閣をトツプとするいはゆる政窯政治時代を招來 



した 永年の 間、 n 木の 政治に おいて 11 はせられ て來 た— が？ かなる 脚光— びて & 
浐 S 1 線に— し來 たつた St が、 そ sss —、 SS 人に S ざれば 人 こ 
ui 風潮 斧み 從來の 政治の 拉荽 たる 僚 及び ポ 人は、 S に 押し やられた。. 而し 
-:-€ 、 この 風潮の— ると ころ、 いは 1 とな？ 现 はれ、 後 HS —憲 の 一爽 機を 
件つ たのて 5 たが、 一方、 それは、 繁各— における Mlf — し、 I (大正 
十三， 牛) 1 なつた。 しかし、 问 時に—— 動 為 方法 も 強化 せら L 、 

大正 十一 年 (一九二 ニ 年) fQI — 取— 提出、 及び 炎 十三 年 (一九二 環) 

..の治安 «^ 持法の -1| 记は この方針を表-不するものでぁつた。 

ニ 國民 主義 團 體の對 内的 轉向 

近代的 1 動の— と、 これを 抑制 せんとす る S 的— とに 刺當れ て、 こ S こ. H 、 

愛闽 王義 表！：^ 分蠢を 餞す る認 が、 誠に 多く 組織せられ た。 從來 、大以 細亞主 
f 主靠篇 神と し 、 f n 本 外的 發展 s —念して 惠货囊 Mg . tr 辦 くそ 
金を 對外問 fosis じ“ Igs ¥1 sflf する 5 

第二 節 跺洲大戰に於ける社分的變顸 ブ： 



)I\ U 



一 六 

.正 赤心 刚 及び 1 、大正 八 年に mf み た 1 森® ちず I ' rh 一至 w 

lil l _ 

年 (：| 里 ili 塞— i •少し ■1 5 •一九二 八) 

八,：：： 一— 1 1 inln .ミこょ、 
U 上 OSS 、 I 的には、 玄洋社 1 浪人 S 1 I む もので— 力！ 
主：^ て:: i ' l t 逢 11 淡 1 ひ 1 た。 か— 

墨^— 本— ii 、 從 

とい ふ liilil —、 そ SI は 院タ？ -- 土 
k m 者， 土方、 人足と いふ 封建的 職業 者が 多かった。 . 

三 大日 本 國粹會 



戰 後の デモ クラシ 丨 全盛時代 I 出した g 民 主義 器のぅ ちで、 f 布 名 5 有力で あつた 3 
は、 大日 本國粹 $ある。 これは 常時の 原，^ の爲大 R にして 「闻 粹 保存 」 I 奉 者たり し k 
次 竹 一一郎が 肝 令— P、 關西 Q_g 村 2ー 郞、 is 靑山 廣吉、 sf 、 いふ 俠 1 
携 して 創立した ものである。 闕粹會 の 綱領は、 通常 友の 如き ものと されて ゐ る 。 I 
【一、 皇室を 中心として 民族の 統一を V 盛んに 經 f 行 ふ 事。 

一、 政治を 怏道に ょり 行 ひ 政治家に 信義を 守らし むる 事。 

一、 S 併合 以來 二十 年 束亞 Q 天地 今、 i — 生 i 炭 S しむ、 之 I ふは n 本 g 民 Q 
天職と 信ずる 祺。 

ー、敬神崇肌の念を昂め阈民の思想を善導する其。 

一勞資 ょり 資本審 傲 者 相： 含 共存 共榮 高り 國民 生活の 安定を 5 しめる 事。 

もと 併行して、 今一つ 杉 望剛 QS な f い ふ 別個 S 領が 存在して ゐ る。 兩 綱領の 何れが 
重— れ 俄かに 明尝 ない が、 杉— 刚は 、综 I 稱 の# 親と して 傅へ 
らォ てゐる 力ら この 綱 句は S 綱 @である かと も考 へられる 。この 綱領の 文 言は、 次ぎの h 
きもので ある。 — . 

笫ニ節 联洲大 ©に 於け る 社 會的變 S 



第一章 阐家主義運動前史 一. ノ 
1、本會は意氣を以て立ち、仁俠を本領とする集阐なり。 

一、 蠢を 中心として、 許く Ef 糾合し SQ 緩— 應 じて、—— ぐる ことを 期す， 

一、 本 S は 古 來ょ晶 志の 間 S 2 られ たる 血 約 作法を 蓳し 、且っ 之を 維持す 
この 兩 綱領を 通じて 吾 is し S る 大方 針は、 蠢 中心 蠢 S 奉、 机 先傅來 SSG 固 
.守、 思想 q ■、■協調 及び 阐民 生活の 安定と いふ ことで ある。 一見 政 i 治ょりの 超越と い 
ふこと が 感得せられ る？ あるが、 その 創立に 床 次 竹 一一郎が— 役と な？— とい ふこと、 並 
びに 創立 Is 部と して、 鐘に 大木 馨 伯、 S & 野 常 右衛門、 If 中 S 三 郎等々 
の 顏 振れを 並べ、 そ 8、 總 栽に 鈴 木宣郞 、寞に 高 橋 光成 fs 三郞 f を迎 へたと 
いふ 點 sn ば、 同爲政 友# 系 ある ことが 推 S られる Q である。 なほ、 國粹件 S 
問と して、 頭山滿 及び— 子— 列して S の— 意すべき であ—。 

大日 本 g 粹 S 、 そ S 音 初には、 こ 1 活動力 集した も 
ので あって、 1、 社 待 主義 遲 、水平 社 速 動に 對 して、 手痛い 攻擊を 加へ た。 なかん っく 
水平 社とは、 しばく—— f 行っ た。 その 有名 1 は、 大正 十— 三 H 、 8 縣 
水平 社 (柏 原) と 阈粹诗 支部との 術 突 ^ 件であった。 



故 S は； S め S に 本部を 管、 各府縣 に府縣 支部を ■し、 全 S 六十 离と號 して、 一時 
は 大いに 天下を S せしめた もので あった。 しかるに、 そ S* 後述 Q 如く 關東 g 粹 命との 對立 
I じ、 そ Q 本部 も— S され、 命と して Qi も、 少なくとも 表； g 的に みぇた ところは、 や 

、沈滯 の 形で ある。 . 

✓ 

四關東 國粹會 

關 東闻粹 待は 形式的に 論ずれば、 前項 Q 大日 本 g 粹伶 Q 關来 本部と いふ 一地 方 g 體に 過ぎな 
い。 しかしながら 、第一に、 それは 本 (S 大 m 木國粹 fo 時間 的に みて 若干 平く 翌 せられた 

こと、 第二 に、 關8粹贫| 範 S が S 陣 Qs—Qf S 含ろ を 網羅して 
ゐ たこと、 と い ふ ニっ S 情よ り 、賽上 、織# S 部より 1 して ゐた 2—t ばく 
總 本部に 挑戰 して 繩 队 り S まで やった Q である。 從 って、 こ、 では 大日 本霖？ 別個に 取丧 
ふこと、 した？—。 大 H 本®— 關靡粹 te 抗 S、 1 を 生んだ が、 っ ひ 
丨 ^ 孝ニ心-ニプ-ニ七年)-!-;!^ R' 者 間の 勢力 範圍の 協定が 成った。 それに よれば、 關西 は®.^ 
部の 所辟關 東方 } g は、 山 梨 及び 板木 S 縣を 除き、， 市 及び 來京府 、關 八州、 ^ 越 地方、 K 
第ニ 8> » 洲火|?に於ける肚伶的變 «| - ^ 



笫一窣 W 家 ホ 義速動 前史 11〇 
北 地方を、 關束 本部の 所蛄 、とい ふこと となっ た。 

これで、 兩者 間の 軋 櫟は全 然解 消した わけでは ない が、 小康を 得た ことは、 疑 ひを 容れぬ 。現 
在では、 大 0 本阈粹 钤と關 東阔粹 伶との 關係 は、 いは ゆる 「不卽 不離 JQ 狀態に ある。 而 して、 關 
柬阔粹合は、役 /1 も總本部とはー應別個にこれを冇し、始め總裁渡邊千冬子爵、總苌木 (1| 斫之助 
退役陸堪少將を推してゐたが、前者の關係は不明、木川少將は死 ±- し、その後は、梅津勘典銜あ 
たりが 實際 上の 首領と して 萬 事を 切り 廻は して ゐる らしく 思 はれた。 本部は、 芝、 虎ノ門 附近に 
ある。 天 能を 中心とする 住 年の 角力 騷動に おいて、 いは ゆる 脫 退組の連中が骷を下ろさ>るを懵 
なかった のは、 たま < 斯界に おける 關柬 阔粹伶 の 勢力を 表示す る ものである。 

關東阔 粹會の 綱領は、 前述、 杉 浦 重剛の 草案になる とい ふ 三 ケ條 、郎ち 

ー、本會は意氣を以て立ち、仁怏を本領とする集阐なり。 

一、 蛊 室を 中心として* 费く同 志を 糾合し 阔 家の 緩急に- 應じて、奉公の實を舉ぐることを期す。 

1 、本 # . a は 古来ょ o 同志の 間に mn せられた る 血 約 作法を 锌 重し、 且っ 之を 維持す。 

を 採用して ゐる らしい が、 右の 三 ケ條の ほかに ニケ 條の申 合は せ倌條 とい ふ ものが 行 はれて ゐ 
る。 その内 容は 、左の 如き ものであって 、一 請 關東阔 粹會の 面 F } 躍如たる ものが あると いふべき 



であらぅ。 

一、 f — sf 未来永劫 鐘し 奉る、 是れ f 同胞 無上 S にして 一切の 疋レ 

き 布、 一切 Q 蓄行 Q 編に 御座 候琪。 

1 fs け 強— 挫く は 私共 俠蓄 以心 S 荽 がら g 不動心 S へ f 每 f り 前項 

主意に 艰く べき ものに 御座 候 4*。 

五大 和 民勞會 

こ Qb g 粹命 といへ ぱ 必ず その 對立 物と して 民雾 を银げ るの が 例で ぁつた。 そむは、 兩 

1 が— 辛 者 ヵ镖— つたと いふの—、 大日 裘粹 I •ひ關 sf が I 
の4 く f Is ? ぁつた QS して、 大和 民雾 は 、 isf t れてゐ たが 故 
である。 

人 f 勞 6 の扣立 者は i 業者の 大 親分に して、 大都 キネ マの 社長で ぁつた 河 合 璧郞 でぁ 
る。 彼は、— 大 H 本鬆 分に I して ゐ たが 、 f こと 半年に して f 分離して、 大正 十 
年 一月に 大和 袋 f 組織した ので ぁつた。 設立 以来の 民雾 は、— 5ま では、— 
5 節 晚洲大 戰に於 け， 〇 肚食的 i こ. 



. 第 一 ¢5- S 主義 運 勘 前史 • ニニ 

ましき 活動力を！： 小した。 單 なる 「阈 粹阐 5 §」たるに土まらず、あるひは谷中に慈#病院を迖設し^ 

あるひは 勞働社 會大學 によって 勞働者 陪級に 呼びかけたり、 また ある 時には 社# 運動の 巨頭 堺利 

彥を襲幣したりなどして、勇名を馳せた。 

しかるに 震災は 民勞會 に ー轉 機を 與 へ、 浚 災後 は创立 者 河 合德三 郞が笫 一線より 退き、 その後 
を 受けて 藤 代 天 放が# 長と なった。 機關 誌と して 「民勞 」及び「法怵 -|«: 界」を發行してゐるが、最 
近は餘りロ立った活動拫0を示さず、带務所の如きも世田ヶハ介の一隅へ移轉したらしい。#只も 
一時は ニ 萬な どと いはれ たが、 最近の 寊數は 不明で ある。 大和 民勞侍 の 干與 した 大罷業 は、 有名 
なる野田馋油钤社の勞働爭議と、東京朝1!:新聞の逬月新聞舖の氓讅等であった。 

大和民勞分には「主張」と稱するものがある。恐らく侍長藤代天放の氓になるものと思はれる 
が、 民勞 f¥ とい ふ 名 稱にっ いて 世人の 冇 して ゐる 通念とは 遠く かけ 隔った 感傷的な 背きを もっ た 
ものである。 —— 

「一時は 一時より、 一刻は 一刻よ P 、 流れて 偉大な れ 、民勞 の 精神よ、 我等は 光と 共に 在る も 
のな 0、 我等は 太陽と 共に 昇る ものな り。 犁の 重みに 屈める 腰を 伸べ 土臭き 手を 翳して ^ 民よ 1 
森林に菜阑に芋の葉に注がるる我等の光を見よ、鑛夫はその餡嘴を休めて地上に唸る民勞の叫 



びを g き 彼 S 心は 益したり。 金 SS 險 思想を 彥 I 運動 运 よ、 2 千金に て § 
の— にして 足らず、 日本 震 Qlff ん とする 卑 f 汝等 S は 旣に絕 
たれたり、 彼等 §1/ は 一片の 猫 ィラ ズ のみ、 然らずんば 本来の 心 S め 走？ 我等に 來 
れ 、我等は C 熱— 蔻な P 、 總て秦 解し、 總てを 化して 民劳 — i せし むる ものな 

り、 我等は— ム？ 裳て 將に卿 化せん とす 鑫 f 、 寒は K れ たる 小 麥 なり、 我 
民穷の 生命 希望と 光輝に 充つ 。」 

六 赤化 防止 困 その他の 活動 

大 1 心 E と 赤化 防止 g は、 霖# 及び 民雾系 ss n ls 名— 味 S いて 一時々，. 
を S た 右 S ? あつた。 卽 ち、 E 粹 命、 民 霧 等が、 内 來の俠 客 网の範 g より 餘り 遠く 路 み 
出さな かつた Q に對 して、 赤心 阐 、赤化 防止 團等 々は、 直接に 社# 主義 ■讓 を 使命と して 生 
れ たる gn - であつ て從 つて その 實カ的 活動は かなり 燦烈 なる ものが あつた？ ある。 

大正 赤、 也阐は 大正 七 年 ニ 九 一八 年) 七月、 森 健 二に よつ て 組織せられ た。 彼は、 土木 請負 
と 新聞— 1 も Q で 含た が、 野 m 卯 太 郞、— 金— 政 友 S 一 部 幹部 Q 後 f 得 

第二 節 哚洲火 戰に 於け る— 的 i i 



第一 京 W 家主 義 at 動 駔史 . こ,, ， 
て赤心阑を机織したのでぁつた。 

左に 示す 大正 赤心 闻の綱 餌は、 赤防團 に 比すれば 苦 干旣成 政黨的 色調の 強い ものでぁるが、 そ 
の 綱領の 色調に 拘 はらず、 本 諸 動は、 相當 M な fQ が ぁつた。 丨 
1、皇室を中心として我阔民精神の統ー完成に務む。 

ニ、阔||.の轉骰を危くする凡ての思想に對し其找滅 5: 期す。 

三、 帝阈 :€ 政の 稔 健なる 發達を 庶幾す。 • 

R 、 黨派に偏せずー意阈威の仲張を念とす。 

五、 航 K- M ハ 業の 阈家 的發達 に 協力 •す。 

なほ大 .11-: 赤心阐は、對支問題、.2:蚱融和、荇選反對運動等にはー役 ^ 0 て出たのでぁつた。 

赤化防と阑は、辯_士米村崧ー郞が「本業の閑なるま、に」大正十ー年(ー九ニニ年)十|月 
に組織せし阐婭でぁつて、その名の如く「赤化思想」の找滅をー枚打板とするものでぁつた。そ 
の綱領は、灰の如くかなり明確なるものでぁつて、「勞資の協同」を主張する國粹分や「航民興龙」 
の 發违 を庶幾する赤心阐ょりは1步出で、「資本家の橫暴」と「官粢の惠恣」とに攻幣の矛を向 
けたるところに、近代的阀托主雜 |#| 脫の|としての间 1 # 1 の特徴が玢取さ 41 るのでぁる 。. I 



一 ^ y tol」、 If I— f 

一 ^ ut—1—Ii、 f 

る t、f Mtsf には、 贫數十 名の 壯 f g 、 li 支 f f 、 そ 
p の s 後間 — 一年 n 九 一三 尔 ) 神 s 中央 佛敎！ い 

^?£ 0 f 1^ 
天 野 岡 太— が 出 浪し、 I 侧 (とい？ も、 アナ キ ストの は、 

は 近 1 i 出た。———、 解散！” U れ 
4 ア 1 r — 看— 太郞譽 — i 、 if 年 (ii 

f アナ キ ストょ £ i 二？ に 「轉 序— — 平—、 長 山 S 、 吉出ー 1 を 

! >r> 1# tr - bj 
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笫 1¢ W 家主 義 a 動 前史 . = 六 
提げて赤化防 11-. 闻木部を襲ったことがあった。髙尾平兵銜は、當時左突陣營 |^ における「暴れ者」 
であり、 長 山疽厚 、吉 ㈩ 一、 何づれ も 一癖 ある 連中で あった。 高 尾 ^ は、 散々 赤防阐 の 本部を 荒 
らし廻はった末引き上げょぅとしたところを、背後から米村のために射辑せられて落命した。 

この高甩と长村との爭！1は、常時の社會運動にとっては木沌外の川來苹であったが、赤化防止 
阐 に 對 する ジ 尤 K チュア の 意味で、 高 吊の 死は 社 脅 ^ を 以て 送られた。 

萵尾平典衞射殺後、首領米村嘉ー郞は一年半の冇期慫役(仉し三年間の執行狨豫附き〕に處せ 
られた、め、赤化防 ^ §の活動も下火となり、米村の後を金輪 « 龙が代って會長となり、大疋十 
ニ 年 (一九二 三 平) 二月、 日 •ゾ 阈交恢 fk - 交沙 のた め やって 來た ョッフ H の 排喂 運動を起し、 [»1 
じ月にョッフ1を「招聘」した表甜の炎任者後藤新平朿京市長に對して辭職勸街 5: 行ひ、また大 
正十三年(ー九ニ四年)七3:にはアメリヵ大使館の國旗を引下ろしたりして、時々小波澜をみせ 
てゐ たが、 その後は 絕 ぇて 消息を 聞かず， 米村嘉 ー郞が 死亡した 頃には、 分は 殆んど 解消 狀態と 
なつて ゐた。 

& 道義會 は、 前 荒木 文相の 秘# tr で、 齋煺 |^ 閣の時荒木陸相の下に參與介であった茨城縣選叫 
政友#代議士石井三郞が、大正七年(一九一八年)四月、野出卯太郞、小川平 7*| 等の政友#領袖 



SI て！ — て、 1 反對、 11 し、 碎 
道、 (な i づ く—) を 以て 國吉 1!?—。 真孬— sf ょく 

しその 千駄ヶ 谷の 11 館) には、 荒木 大將 の顏も 時々 みかけた やぅで ぁつた。 f 的に ま 
別段に 大した 活動は しな かつ— る。 蕾 _Q 綱領は、 左の 如し 。 I f 

一、 畫中心 主管 甚？ し_1の 美を 濟す こと。 

一、 闻 民 思想を 善導し、 忠誠 至純 S ? 涵 f る こと。 

一、 大和民族の 海外 發展に 努力す る こと。 

一、 行政 機能を 刷新し 地方自治 Q 發 達を 圖る こと。 
i 舶^: 興業の 报興を 策し 网防 を充货 せし むる こと。 

一、 尙 i 文 Q 士氣 S 作し、！： 士裏 f と。 

縱 1 は 、 Isgf St 趣— S した— つて、— 5 SI 
£ てゐ た。 大疋八 年 ニ 九 一九 年) 六月の— に 係り、 その 首腦 部は、—、 I ! といつ 

hi — に — i られ 、こ ii に、 靈千 三、 三 i 、 If も 

II 列して ゐた 。その—、 元來 、平 lili るが、 そ 

饰ニ節 S 大较に 於け， 〇 壯 件的畧 こ セ 



笫ー帘阈家主義運動前史 • 一一 八 
の綱領は /|-: の如きものでぁった。 —— 

一 门本闽|. |11 の原理を閱叫し皇逍 5: 低界に布かんことを期す。 

一、 世界 經濟聯 既を組 織し、 人類 共布 共榮の 實 を 擧 げんこと. を 期す。 

一、 人類 共存の 大義に 弗き 總ての 偏狭 的 思想を 撲滅 せんこと を 期す。 

ー、社侍浞浊の病极を剔抉し、之が掃蒗を期す。 

一 東两文明の融命を岡り之が純突文明を创选せんことを期す。 

縱橫仍梁部がその存在を天下に示したのは、大正十ニ年(ー九ニ三年)の„ぃ大、取琪硏究闽の 
組織に由來する大騷動でぁる。问俱樂部はその時、支那迎の¥大敎授靑柳篤 1*» を分铋として¥ 3|!: 
硏究 f 翌し 、時 Q 错次砮 光屮 S 下 Q 结將？ 釋 して 盛んに 霁式 はぅ とした * 

そこへ、早大内の對立團體たる左燹の文化同盟(これは、文化 ^ と迚設荠同盟との合併阑做でぁ 
った)が.帝大の新人许その他 «0 昂聯加盟阇腊の應援を打て、發份式開始前から大^構内をデモ 
して ゐて たが、 さていょ <式が始められるや、諸將取の祝辭に對して彌次を飛ばし、 5|? 祺硏 ^ 
1 :發會 式を 破壊し 去った のでぁった。 

その後、 文化 同盟 ー泯は 勢 ひに 朵じて 帘梁 硏究阒 反對の 學生大 # を 催した ところ、 今度は 縱橫 



Hi 、 そ の後大正十五 年 (一九二 六 年) に 縦—、 機關！ 

は 、 if t、 if I、 if S ょ 

一— — ,、— — ぁっ iilu fg : 

比 しては、—— gi 。 I 現 

1 れ にして h iii — は、 霧— は— 1!、 學生 f 

メグ こ „を恐れる冰ー方ならぬものがあつた。 

七 和製 黑シ ヤツ 黨 = 大日 本 正義 圑 

大日 本 正義 阐は 贾 にず シ ヤツ-の 制服を 着用せ しめて I 、 外觀 的に みる 場合、 この頃の ¥ 

笫ニ節 欺洲 火 ^ に 於け る It # 的 ® 動 

• 一 1 * 



第 i it w 来 中 義述動 前史 • 三 〇 
契阒將としては、设もィタリー.フアシスト的なる集阐であつた。正義凼の剖立者にして筲領た 
る 酒 井 榮藏 は、 人 も 知る 如く 大阪の 有名なる 俠客小 林 佐兵衞 の ニ 代 目と して その 跡 H を 相續 した 
大 親分で ある。 酒 丼榮跋 が 正義 _を 机 織した のは、 大正 十四 年 (一九二 五 年) 二月の ことで あるが. 
彼は、その前年の 5£ 、關西地方を浚撼せしめた大阪市電の大爭議に調停役を買って出てゐる。當 
時の 關西 地方と しては 社會全 般に朱 だ 封 扭的な 空氣が 多分に 淺存 してを り、 か、 る 意味に おいて 
兩竦み狀態に陷れる大带議の解決荠として、有カなる顏役の出ることは、左まで不自然ではなか 
ったので あった ので あるが、 この 市電 ^ 議に關 係した ことが、 彼れ 酒 井榮跋 の 大 门本正義一組織 
に 若干の 示唆を 與へ たのでは あるまい かと 憶測され る。 

大阪市電带議における洒并榮跋の態度は、比較的公疋であったと傅へられる。強きを挫き弱き 
を扶 ける とい ふ ！=本古來の俠客道意識が、彼れ酒井をして「弱き者」としての市苽勞働对に對せ 
しめたものであらぅ。设後の商野山における爭議阐解散式の挨拶に際しても、勞働者 0||| に對し部 
下を 戒餘 して 0肅するところがあった。带議を無第解決せしめた後の酒井榮藏は、返いて近代劳 
働 運動に っいて 深く 考ふ ると ころが あった ことで あらぅ。 而して その 思念の 結 ^ が、 彼獨 自の劳 
慟問題解決策となり、それがこ、にいふ大日本正義 1« の結成となって具體化せしものと思はれる 



めで ある。 

酒 井 榮藏が 正義 團の 組 f 決意し、 從來 快 道から ー步 - 
代 ィ林佐 兵 衞以來 S き 乾 分らのぅ ち. .る 先 
れ C ゐる。 ：し「？—- _ i 諫 正せん とす f のが かなり あつたと 体 へら 
力 ？ どの 彼は それらの 反對を 敢然と して 斥け、—、 >--1 ご： 
努力した。 そ sg 彼れ 酒 井 震は、 ィタ？ の々.^ W J l u sf 破ら ん士 
ヤツ— 用せ し 6、 飛, 了 幾—、* . r . ，リ i 一に f に 私淑し、 正 f 5 MI シ 
を硏究し こ？ ，—— して 正義 圈 の— に參 加せ しめ、 社 1 義 

I す 

は 喜— 1— rl た— して 慕、 そ— 的— は、 他 i 比較して や 

と… rr f U — へて ゐる。 

たら I - 日* 正義 S 间 期の 右 _ iQ 間に あ？、 明確なる 

先ら ん—— じ、 諸方— ィタ！ フ 5 シスト 
第二 節 歐洲 大戰に 於け る 装的畧 ム の 風を？ 入 i として— 點 において、 か 
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なり 注目 さるべき 闯 t 3 である。 

大日 本 正義 團の綱 領は 、左の 如くで ある。 —— 

, 忠君 愛阈 、孝行 倍 義の念 を專ら とし、 己が 稼業に 精 勳す べし。 

-; 仁 道 正義を 旨と し、 慈悲 仁 俠の道 を 忘る、 な。 

一、 自重の 念を 起し、 廉耻の 心を 養 ひ 共同 親和の 奴を あげる。 

一、 親分は 親の 如く 乾 分は 子の 如く 乾 分 同志は 一家 兄弟たり、 親分の 命ずる 處は 水火 も辭せ ず 
兄弟は 互 ひに 相 親しみ 互 ひに 相扶 け又禮 滚を忘 る 可から ず。 

これは、ィタリー.ファシズムの綱領とは相常に距離のある封纽性の濃 |9: なるものといふべき 
であらぅ。 

大日 本 正義 一の！！ 只には 前述の 如く 一時は 苦 干の 近代的 交通 M 力 働 者 も數 へられた が、 その 大多 
數は 土木 業者、 大工、 左 * ft 等の 職人で ある。 阇 乃 の數 は、 數年前 の發 表に ょれば、 關東十 萬、 關 
西十ニ离、九州五离と註せられてゐた。符領洒井榮跋は — I 恐らく 「ドゥ ーチ h 」 の 譯名で あら 
ぅが 1 主盟 とい ふ。 支部の 机 織は、 支部 ^: !. 副 支部 長 1 小舫 I 助役と いふ 獨特 なる 段階 
を眯んでゐる。 



主盟 酒并榮 蔵は、 政治的 進出の 氣 f 、 卽ち昭 
生す 1 れか f 、 —i ぁ iff i 

三年(ー^^ー1志|てず、右|馨||卽| 
M 7 1 ノ 年) 二月 QI 選擧 にょ SI 墨 _ に 大阪第 si 候 袖し 
餘木 文治と 大いに 爭 つたが、 酒 井の 敗北 § つ た。 す！ PQ 

八愛國 社の 存在 

る g""TI 及び 滿洲 における i に f、 對外 fK —とを 彥 S と' 

1 で ぁる。 そ| 昼|1る。 — ： を if す 

愛國社 綱. 領 

笫ニ© 歐 洲大戰 にょる 肚 會的變 動 

三||| 
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一、 愛阈社 は 對支問 題 及び 思想 問題の 硏 究を爲 す、 倚 問題の 發生 する 毎に 社 A たる ものは# 議 
に依り種々なる述動をなすもの，なり。 

一、 本 侍は 大陸 積栎 政策の 遂行 及び 硏究並 に 思想 問題の 硏究を 以て 目的と する。 

愛一; 社の 本領は、 右の 如く 對支 、對滿 問題に 關 する 述動に 積極的に 參加 する にあっ たが、' 方、 
靑年の 敎 W に 留葸 したのは 達見であった。 卽ち 、昭和 四 年頃ょり 神奈川 縣稻 ㈩ 多摩川 邊りに 愛國 
村墊を 開き、 また 昭和 六 年 顷ょりは愛阈社の指琪下にある嘐生をして愛阔眾生聯盟を紕織せしめ 
た。 昭和 五 年 十 十 n 、 愛阈 社に ^ 试 する 佐贺靑 年 佐鄕 屋留亩の贫 14 首扪狙幣事件が起った。 
この 琪 件は、 まさに 政 裸 政治 沒落の 前奏曲たり しもので あるが、 この 佐 鄕 M 靑年の 行爲に ょっ て、 
愛阈社 の 存在は 俄かに 世上に 名高くな った。 しかし 社主 岩 Hi 愛之助は 個人的には 溫 M な 人物で あ 
.り、 阈家 主義 陣资内 には かなり Q 人望が あり、 多くの a 者を 有した のであった。 



第二 章 近代的 國家 主義への 行進 
第一 節國 家祉會 主義 運動の 生誕 

I 革新的 要求の 提示 

困內 社會 問 埋に對 する 視野た る や 、 f して 1 g す る能は „、 Khpu —*J4 の 

*!■ 1 

— li し—。 こ 



笫ニ 牮 近 代 的 《家ホ_義への行逛 三 六 
れらの諸阒體はヽ對外的には依然として大亞細亞主義を唱へゝ大陸進川に思ひを潜めっ〜あった 
ことに 變り はない が、 その 對内的 視野は、 一步を 踏み出して、 從來の 如き 犁な る勞资 協調 程度に 
土 まらず、 進んで 「 g ft 改造」 とい ふこと を 主張し 始めた ので あつた。 これらは、 沿革 的に も、 
人的に も從來 の國粹 1#1 體とは 全然 別個の ものであって、 語の 嚴密 なる 意 淡に おける n 木の 近代的 
阈家主 義述 動の 起り は、 これらの _悶の视にこそみることを得るといふべきであらぅ。 

一九 一四 —— 一八 年の ョー P ッ パ大戰 を轉 機と して 獨占的 段陪に 入つ た n 本 资本、 王 義は 、戰後 
の 反動 來と共 に、 深刻なる 恐慌に 常而 した。 加 ふるに 大正 十二 年 (一九二 三年) 九 W の 關柬 大谋災 
があった。そのため、不景氣に苦しんだ勞働者及び農民は、その生沽條件維抟のために、守勢的 
勞俲爭 銥及び 小作爭 a s : 頻々 と 起した。 戰箏 抑後のデモクラシー熱に乘じて勃两した上ヒり的な 
社 件 主義の 波は、 大震災 常時の 反動的 券 阅氣 のために 一時 杂息 せしめられた かの 如くであった が、 
大遂災 の 現 ^ に 打っ かって 自 「 J の 足 許 Q 大衆ょり 遊離せ る ことを 知った n 木 *!: #、 王 雜は 、この 打 
辩にょって反劣の機 # を與へられ、著しく.：11:己を現赏化した。この現實化せられた社侍主義とハヵ働 
方 及び 農民の 運動との 結 介は 一段と 進行した。 その 程度は、 表而的 に 傅 へられた ほど 枳祗の 深い 
ものではなかった が、 たま <冏 時に 找 施せられ た 並 =迎 選 擧に ょる 民衆の 政治 熱の：# 描と 共に、 



多く". 識^: 3 & 进を 招いた Q であつ た。 

こ、 において か、 日本を 「赤化，- の 危險 ょり 救 ひ 

■主 _ が 涅れ 出で、 それらの—:! チ tis の If It とする’ 
ある。 彼 f 、 「15 ず ハ h u i— 織す る—.— 勢 ひで. 
ざれべ：：： f ぼ 1 : , ネヵ sli した r にして 打倒せ 

,., il へた。 1 f f K f ご 

/- )のヮシントン帘縮分_と大正十四年 - t -, - ープ I 二 

f のは、 英 •米の— 戀一表 f り、 ィそト あ” ヮシントン— 

ものでは— が、— とに 列、 それ— 1 fn " く簡 軍には 下し” ない 
はれぬ。 從 つて、 こ fni とい ふ 一而！ つて ゐた こと— 

: lr _ 11 ”“ | 

主— Q 行— では 起 時 ^以^^王1は、|^し袭ら、從來の涅3粹主_乃署翼 

? 節—— t 動 Mr 力 丁 fi 健 111 を 招き、 

, 一 ニ . J 
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思は ざる 結 栗を 招來 すべし との 從醍が あった。 もはや 今：：： の 時代に おいては、 m なる 右 突、 王 義、 
單な る阈粹 主義、 眾なる n 本 主義 一本槍を 以てして は、：： 一本 阈 |^ の馄亂を匡救し行ざることが、 
彼等の眼にも明白であった。また阈民大衆の立場に身を蓝かんとする彼等のあるものにとっては> 
资本 主義の 幣害 乃至 一部资 本家の 橫暴 とい ふこと も 感得せられ る。 こ、 において、 阈民 主義 的 精神 
と社會主義的思想との結合といふ近代的全體主義の特徴たる現象が、日本にもみらる、に -51 った。 
而して、こ、に阔民社钤主義といふ新動向が生誕したのである。 

ニ 老壯會 の 歴史的 意義 

か、 る 新しき 阈民社 # 主義の トップを 切った ものは、 大正 七 年 (一九 一八 年) 十 片、 卽ち ロシア 
革命 後一 年に 也れ た 老壯# である。 

老壯# は、 © 初は かなり 漠然たる 團體で あった。 その 名の 如く、 年齡の 「老壯 」 思想の 左右を 問 
はず、 思想家 あり、 實際 運動家 あ P 、 軍人 あり、 實業家 ありと いふ 狀態で あって、 その ィデ ォ口 
ギ ー的基準としては明確性を缺き特にとるべきところとてはなかつた。たマ、何となく^本阔家 
を改革せんとする熱葸を布する人々が相集まって、忌惲なき意見を交換せんとするものであった 
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ので ある • 



111 は 、 iff I 
I 貯水池 的 I 義 — で？ — S て 、;^”、 rur S 
に f 過し 難き 地位 — める ものと いふべ —。- • PH0^ 

£_ il — 

PSP ,- 

細 1 按 へ、 その他の 變り？ して i、-- 右" ィ- すん 良 * 山 1 次郞、 1 、 

支那 通の 水 野 梅 暗、 ボ人 Q J 鋼ぐ p 、 \{ t ( い f 美 S にして 谋黨の！ 大 i 太郞、 
f 、 r 銷 f 八千代 生命 QI 小 S 明、 山 ロ i 、 f 、 

, iiii f! 

Iff .3 



笫ニ章近代的 « 家中：義への行進 ■ 四 0 
す 如くで ある。 彼等は、 每 月一囘 集ま 0 ては、 時： g s: 談じ 、また 講演 會を催 したりな どした。 圯 
話 人と しては、 尊ら 滿川龜 太郞が 當っ てゐた 。 

老壯 會 は、 最初の ほどは なか <活氣を もって ゐた が、 何に しろ 一定の 目的、 原則を 缺く 空漠 
たる集_であったが故に、その後、だん<と無活動狀態に陷り、各-::それ<その志す方に向 
って進んで行ったがために、っひに大正十年(ー九ニー邮)頃、合としての -» 際の朴在は解消され 
てし まった のであった。 

三猶存 社の 運動 

新 柯 N 家 主義 阐體 •の 先 願 者た る老壯 # は、 # それ， 11 0としては背しき發展をみせずして、いは 
ぱ 一 秘 の 自然死の 如き 狀 態を 以て その 姿を消して 了った のであった が、 この 老壯 # を 母 犯と して 
老壯會 成立の 翌大 JH 八尔 (一九 一九 年) に 結成せられ た 射 存社 は、 ロ 本の 阀家主 義 M 動 史上、 大 
きな 足跡を 殘し た。 

先づ「猶存社」といふ名稱である：*§ 5? £1 2. 5ョ31^135 2. | 3- ^ , 〇 311:の著者0.7311 5- 
and E. Yohan は、 この 「射 ^ 社」 なる 名 稱の 字蓰解 釋に大いに常惑の色を示してゐるが、これは、 



. II、 f f If f ぅ。 

. - I でぁへ 新—— で 1 つた °fi 裘一 -UL ■如く— i — 吉 
• V 埤利彥 の 門に 出入し、 V くょり 「n 本 '^ , 浮 火— だが、 明治 四十 年 g 、 
:. _ に 知られ 農— で i 。 北 一 — i 義」 11 

、 II た。— い f し gif 、 支那 革 

H lr lr —、 デ モク f ili—HU — て、 

y 1グ1 に、 北 一輝は、 一 I 著 •ま 
:p l し：^^^ 

5 節 |杜;;義1め^:ふきろにょれば、「全||人を|すべ 



第二 章 近代的 W 家* 義へ S 行進 PM ニ 
き最後の封建城廊」を打ち樹てんがために作つたものでぁる。 

この 時、 支那から 北 一輝に 從つて 歸 つたものは、岩 ||| 甯美夫、淸水行之助、辰川龍之助等の岡 
士でぁり、铋存社同人として北の伞下に糾合せられたもの、ぅちには、西旧稅、笠木良明、鹿予 
木 以信、安岡正捣、練川武治、角阳淸彥、松延繁次、岛野三郞、金内良輔、中ハ介武 1 «: 等がゐた* 
なかでも、西出稅が北の砬高弟として刑場まで隨作したことは、 1«: 人の知るところでぁる。 

猶 #社の小心スローガンは、日本帝國の改造と亞細 ';|* 民族の解放とでぁる。その綱領には、ニ 
種傅へられるが、最も多く用ひられたのは、左の七項卩のそれでぁる( |£ ー . 

1、革命1=木の建詨 

1、£=本阈民の思想的充實 • 

一、 m 木 阔家の 合理的 組織 
一、 民族 解放 運動 
一、 道義 的對外 政策の 遂行 
一、 改迆 運動の 連絡 
一、 戰鬪的 同志の 精神的 銀鍊 






11 f f I。 I 

一、 w 拉格祌 の 削 造 的 本命。 

一、 il 義的對 外 政策の la grc 
一亞 細®！ 解放 q ^5 め q 大軍 W 的 紐 枝。 

一、 各 SISIS 究。 

一、 susses 。 

ニ九ニ六 5* ニ月十|日の第三版があ^,改造が版にょる第ニ版、西川稅の名にょる大疋十五年 

次ぎに、 f 社は、 大正 f 〇®、 その 機關 紙と して 「f 、 

下に 同 f 求めて 呼びかける ところが あ？。 と 雄？」 を Tl て 廣く天 

• 四 三 



第二 京 近代的 w - ic 主義への 行 逛 W S 
つひに火 .|1-: 卜ニ年ニ九ニ三年)三 ^ 、#只鹿'レ木以信の洋行を機として完全に解散すること、な 
つたので ある。 

四猶存 社の 傍系 團體 

涡杯社 の 沢 系 ^ 婭は、行地社=神武#の系統である。これは後に別に述ぶること、するが、射 
冇社の流れを掏む ^ 腊としては，侉系であるが時=的にいつて ^ も |.! 十く生誕した陕 ^ 主義 1#1 ^ が 
ある。それは、沿 ||| 诂戈夫の大化 # と、その分岐物たる淸水行之助の大行社である。 

大 化 # は、 大 J 1-: 九 年 (一九二 〇苹)四月に結成せられた。主宰著若 |1| 從美夫は、北ー輝の. 1« 弟で 
あると同時に、當時なほ社<&主莪老たりし高は朵之の門下でもあるといふ、その時代としては相 
常保雜な、 |1 , 11 ,1:い忭格の所仞 -^ であつた。.-九ニ〇尔、ー九ニニ年の |'|'1 度にー (1 ーりゾ聯潜入を企て 
て、 チタ 監獄の 飯を も 食つ たさぅ であるが、 その 秀れた 腕力 (とい ふょりも 蜞ろ革 力) と 度胸と 
を以て、ー時は右箕_體中、最も派手な動きを.ー小したものであった。その斗込加れ町の灸迅々提 
へは、高％爭校時代の .^ 渚も訪問したことがあると記惊してゐる。 

大化泠の綱領は、いかにも武カを本領とする大化许らしきものである 。 I 



源— Li!r °1 界 111 せしめ、 以 つて 日本 の合理 的改— 行す る 振 
一 排 wlis 想 — 、 同時 ilf ii— 的 f 
の HI 力 民— i して その 冊の 遠的靑 年の 人格 的 結 f 計へ 以て 全 阔に號 する 

.大 化# 5 天下 f 他れ f へし、 佐 
大化會 I は、 不幸 1 Lrp ^ lw も 111 
f 小 f i 、 大 る^;;— f でぁる が、 

M 大 f 、 II 着 衆—— し、 の 典型 uu —なく示 し 

.方 f 社の 靑年部 f 牧容 して ゐたの で、 元 氣灣" の J ナ！ 動 部—? i 
られ た。— ー兀氣 S つた f 典型的な 1 、— 卜 ニ ." J つた やぅな 有様に み 
第一 g SC -1— i 丨：ア S の 入— の— 奪取事件でぁ る • 



第二 窣 近 代 的 M 家主 義への 行進 pi 广 
大杉榮 Q 署 がその 儘に 下げ渡され、 近藤憲 ニ、 岩 佐 作 太郞ら ® アナ"" 午 スト かこれ を迎 へて 

雜儀 f 忠鄕 § Q 勞 1 SS まって ゐ たと ころへ、 大化 S 當裏 夫、 下 農… 

ら の諸_ が® り 込んで、 大 杉の 遺骨を 奪取し 去っ たので あった。 - 

これは、 思想 的、 政治的には 大した 极據を もっ 事件で なかっ たが、 社 會を騷 がした ことは 火變 
な もので あった。 遺骨は、 篇、 大 杉 S 族の 手に 返却され たが、 この 時、 结を 助けて 爾闕し 
た 大化餘 S 分 下—— 1 傑で ピストル e 名手で I 。 彼 5 いては f Q 3 が 牌へ 
られてゐるが、後、帑と曝して大化舍を飛び出し、病を得て死ん1。 

大化會 には 彼 QKS 々 Q _ がを り、 日本 ssf 稻次郎 も ミ S 場で i をして 
ゐ たこと が—。 淸水行 之 助、 辰 川 龍 之 助、 茂 木久平 もこ、 にゐ た。 大化 sil 件と 
しては、 大杉 遺骨# 放 事件の ぼかに、 前 橋 水平 社 事件、 野 W 醤油 S 、 不戰條 約 問題、 W 政黨の 

議會 中心 主義 反對 運動 等が あった。 、： 
大行 社は、 大化 命の 兄弟分と もい ふべき 闻粒 であっ て、 大正 十三 年 ニ 九 ニ 四 年) 六 H に淸水 

行 之 助が— した も？—。 棠行— は、— 久 平の 指 S ょる 天 能 S 力 1 事 

件と 絡らん で、 S 山が 需界 に轉身 X とした 時* 彼 sf して 世人の 前に？ 現は した こ 



4 1 でぁる 。 f S 美 t 同じく、 

る歸 IQ 彼は、 老壯會 1 好 、 is 從 つて 支那 力— つた も 3? 
て大行 社— 織した わけで ぁる。.* - と" 行 f 共に して ゐ たが、 後、 獨 立し 

一、 11 Mu— I! • 

「我 徒は 賣— 的— SI 的 i を 期す。 

| “：顯 

i 的 f If しては、 令 ま J 

1 一九 年) の— 擧 蒙— 淸水の Hfi —、 i 年 

助は 民政 11 候補 として 立つ たので あつたが '- 不 ful LO uwu は、 淸水 £ 
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第二 $ 近 代 的 W 家主 義への 行進 w < 

五 白 狽會 

白 狼 f ¥ も、 狳杯社 系の ^ 家主 義團體 として、 大正 十二 年 ニ 九 ニ三华 )に反川龃之助によつて組 
織せられ たもので ある。 辰 川は 前述の 如く 北 一輝に 從つて 上海より 歸つた 人物で あ 5、 狨 存社が 
解散さる、と同時に組織したのがこの甶狼侍である。それにも矢張り北ー輝の援助があつた。し 
かし創立後間もなく彼は某柽文書事件、十五鈸行事件等のため下獄を餘儀なくせられ、滿洲ホ變 
後は 滿洲へ 押し渡つ た。 

六 行 地 社の 足跡 

火 化 伶 及び 大行社 を 以て、 辆 祚 社の 傍系 阐體 とすれば、 射# 社の 正系の 嫡子は、 行 地 社で ある。 
その 创 立は、 大化會 及び 大行社 より 運れ た 大正 十 •三年 ニ 九 ニ 四 年) 四月の ことに ^ する が、 その 
陣容の 装備、 その 步み たる 足跡、 その 歷史的 役 制 等より みて、 これが 正系た る ': とは 疑 ひを# れ 
ない ところで ある。 

行地壯の名稱にぃはゅる行地とはー般大衆の.斗に餘り親しくなぃ文字であるが、それは「^< 



行 地」 ょり 出て ゐる 。それは— 葛 大川周 明の いふと こ — 

に 行 はんとす る 同志 S 結」 で— 「天に f 、 y ; r ,. f く 天に 切り 地 
る こと」 である。 また、 「他 こ f と：、 「 I ‘ —f 4 し f それを 把持す 
る o - r 也 tl 、 . つ\,ィど f r - Q 理想を f の 生活に 益す る ことを 
u I i 如—— 11 !、 I 
S に 大川周 明、 主事 こ 系" 聪 ノ、； しては 統務金 
丨1 . iff I ね 力 就任し その他 各專 1 として： 女 岡 1 、左 交 J ; 

は、 次ぎの 如き もので あ 言、 - i " 备臭 等— えた。 而 して 網 知 
•かし、 爾 — •へて、 一—— 1 

I 、 維 —SM ——1、 若 iii へる。— 

1、阔民的邱想の確立。 . 

一 粘 神 生活に 於け る 自由 Q n ' JJi 。 

1、政治生'活に於ける平等の货現。 

一 經濟生 活に 於け る 友愛の 萁現。 

1、有色人钝の解放。 

第一 節 W 家 社會— 運動の 生誕 

四 九 



し 



第ニ窣近代：^興家虫箱へのむ迓 五 o 
一、 世界の 道義 的 統一。 

行 地 社は、 機關 誌と して： 3： 刊 「ロ本」を出したが、それ以外に、分の竹腦たる大川如明、滿川 
龜太郞等の著教の刊行、その他多くの出版活動をなした。しかしながら、行地社の活動として注 
窓すべき ものは、 同社が 扔本丸 |^ において經營せし社#敎竹硏究所及び火取找の祺業である。行 
地 社は、 これらの 機 關 を もって、 行 地 思想に 进く行 地遝 動の 靑年 岡士の 養成に 努力を 傾倒した。 
西 m 税及び 後に ^ 民 主義の 立 役 客の 一人と なった 狩 野 敏 も、 大県袼 の 生徒で ある。 この 社 ^ 敎 fi 
研究所 ！ 火嘐伤 と關聯 して 注；！：： すべきは、 この間に 行 地 社と ー部祺 人との 交 涉が あった； しとで 
ある、 この 點に おいて、 行 地 社の 淺せる 足跡は、 n 木 阔 {永、 王 義 M 動 史上、 記 惊さ るべき である。 

かくの 如く、 行 地 社の 本領は、： 部 取 人との 接近に あつたと いへ るので あるが、 そのために、 
「常人」に對する働きかけを無視したといふのでは決してない。ー般市挝好獲«のためには、行地 
社は、 大阪、 XC 都 その他に 支部を 設 E し、 また 學生 M の 獲得の ためには 、炎 大及び M 大その 他の 
諸大擧に學生阐微を結成せしめた。これはーの逹兑である。例のアフガニスタン志士ブラタプ奪 
還 取 件 も 行 地 社の 活動に ょった。 

しかるに、火正十五年(ー九ニ六年)に至って、行地社の某礎を危くするスキャンダルが起っ 



た それは、 批 上— がれ た安2 生 翁 件 I でぁる 。 w t 、 . ff - 
11111 if li して 

チ 周 明は、 いふ— ぐ 被— 者の 側に 立つ たが、 さきに，, 1 zu て 11 Is 長 
し 北 一輝 派が、 安出— 側を 支持す るに 及び J 女 ^^ 大川如 1 せ 
北 Ifs 對老轉 化して、： gs ミろ i の— は、 S に 入 川 周 明？ 

I アマ、. •ひろ— f ——。 I に、—々 
一— 3 .、r る 111 
ニ—)，— 郎— 、高 村 光次、 練 川—、 f ; 41 年 二 九 
社ょり 脫说 し、 また 大阪 、京都、 足 尾 た こ '. f ff 紇正 i 、 行 地 
收拾 すべ か fi 陷 i っ。-；;^^: もこ— ふ i 出し、 っ— i 

— l!f P ? I ; M ^ 

癸、 11 ブ こタ： : 金 I 、 11 

りに—、—、 ii に 努力した が、 が^人 40 ^1光造狩野敏—— 

や、 それに— 的 解消」— げたの でぁった。 i 七 11 ) 二月 神# が— する 

、 A - 

第 i ® 2 家 社 分. ド. 義蓋 の沈誕 



第二 章 近代的 《来 :+. 義への行逛 五 二 

七 左 H 陣營 よりの 轉者 向の 先驅 —— 高皇素 之の 地位 

以上 述べ 來たつ たと ころは、 右翼侧 よりす る全體 主義 阐體 生誕の 過程で ある。 しから ぱ、" S 
侧 よりす る轉 向の 過程は、 如何で あらぅ か？ 近代的 ^ 家 主義の ー特徵 は、 阔民 主 ^ と 社 侍 主 选 
との 結合に ありと いはれ る。 阈 民主 義侧の / r へ步み 寄りの あると ころ、 必ず これに 對應 する 社 餘 
圭葙側 より 右への 近接 的 動きが 當然 あるべき である。 

大芷七年 I 一 0 年 ニ 九 一八 I 一九二 一年) の 老壯 # に、 幾多の 左 興 分子が 參加 してゐ たこ 
とは、旣に述べたところである。この時集まつた友翼派のぅちには、堺利彥その他の如く、老壯 
伶の死滅と同時にゝその本然のカ见たる左究陣營に徇歸して行つたー乃至はこれによつて寄逍を 
止めて從來の左翼述動を繼栻して行つたものもあつた。しかし、なかにはしからざるものもあつ 
た。 卽ち高 m 索 之と その 一統と がそれ であつ て、 彼等は、 老壯 件 によつ て 踏み出した 右翼への 步 
みをそのま、桉けて行つて、つひに今日の阀家社#主義のィデォ 1» ギー的截祖となるに茧つたの 
である。 

高 CE 素 之は、 長 脇差を 以てなる 封建的た る 群馬縣 の 席で ある。 京都 同志 社に 學んだ こと も あ 5、 



辨= 山川 派— にょくな かつた が、 それ up 文 つ て 

に不 f — 初め、 漸次 “— ffd つ^^ U ひ—^^ g ま— 

f 11_ 着け— 「：：5 i — 

い」 (屋臺 大義) ilf に f 。ぶ f II ければ ならな 

高 i 之の S 社 1 義 化の 5 次 的 表 f 、 大正 七 s T て P 一 
ぁる。芝時、大衆社へ1诺*、』1「“(、ー: _ .八已におけ|1で 

上 U 大 1 八 ひ 
濟的 f れず 、そ— は 短— 慶號 ff ilMI 「i 裏」 誌は、 經 

i 力“ こ P ぁ: 文 

, 五三 
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ト運動 こ 注 &を拂つてをり、1九ニニ年十片、ィタリーのムッゾリーニが ^ 丨.マ進 ¥ にょつて政 
欉を把捤するや、「先手を打たれた」と 0 惜しがった萵 @ 索之が、泥醉して路傍の馄往に抱 $ っい 
て泣(たとは、彼自身のロから後に語られたところでぁる。また、ドィッのヒットヲー主淡 5 , '!( 動 
にっいても、いち |.1 十く報道し、その木 ^ を批判してゐたことも人の知るところでぁる。 

八經 綸學盟 

高！： £素之の阔家社會主義運動は、始め餘り此の注意を惹かなかったが、彼が來大教授上杉愤士只 
博士と_手して、經綸舉盟なるものを結成してからは、相常、 1 «: に認められること、なった。高 
岛素之と上杉博士との仲介をなしたのは、かの岩田常美夫でぁる。綷綸爭盟は、设初大なる抱負 
を以て始められ、その紐織も、思想行動部と武カ行動部とに分れ、後者には、耑 ||| 沾突夫が據っ 
て大いにその木領を發押しょぅとしたが、上杉愤吉博士と高3索之の紕合せは、矢报り枳木的に 
妥當性 を 缺 如して ゐ たもの らしく、 っ ひに 十分の 活動を 示さぬ ぅちに 自然 消滅の 形と なった。 

經輪學盟そのものは、かくの如く敢ぇない妓後 5: 遂げたのでぁったが、この ^ 盟からは多くの 
鬮體が 分流した。 そのぅち、 3 V 2 項 系と して 雄久井 M 雄の 念 進爱 网餐へ前述沿⑴访美夫の大化待、 



部の n 本社— 九 所 1 大 n 本 謂 紫— り 
尾 敏の諸 代 天 野 辰夫 の 興國 同#、 竹 內—治 S 本社 If で て， 赤. 

. 九 建 國會の 活動と その 衰退 

この 阐—— 動 生誕 時代に おいて、— 間 的 SII し , 

f は、 奉 ■九 着 ニ 2— f して 

である。 赤 i 、 I 古 5 f 午— ら iQ 

1 I !—' 0 iKh^li 

尾敏 は、 こ sib — 好 。 r に— 赤 
In こ、 その そ，：: 間 說—た そして 大正 十五 年 ニ 九 ニ 六 年) の 二月 十 
つた 「 U こと— こ— 111 のであ 

11 いては、— に—、 顧 ， 

笫 一節 SII 動の S ソ -f ijlr 



笫ニ章 近代的 一; 家主 義への 行進 五六 
山川健次郞、丸山鶴吉、ー戶兵衞等を頂き、理事長には赤尾敏自身、書記長には谁久井龍雄と5 
ふ 堂々 たる 陣容であった。 その 指導 精神は 高 S 素 之 流の 阈家 社會 主義で あり、 その 綱領は、 左の 
如きものであった。 —— 

一、 我等は 並 H 通 選擧 の 實施 と共に 全 阈民をあげて天皇に赶接し建阈の怙神に立 ^ せる菸疋なる- 
E 本 民族の 日本 阈釔を 建設 せんこと を 期す。 

ー、我嚀は日本民族が冇色 \ 種の先頭に立ちて全人類の世界文明を實現するの我が歷史的使命 
S : 成就せ んこ とを 期す。 

一、 我等は n 本 民族の 傳統的 道 德を 維持し 輕佻浮 碑を 棑し饯 议剛健の芡風を作興せんことを期 
す。 

ー、我哗は阈家にょりて阈民生活を統制し日本阈民の天 3: の赤子として平等なる所以を徹底レ 
同胞 中 一人の 不幸なる ものな からし めんこと を 期す。 

ー、我等は各人の冇する財糜、地位，陪紱、職龙、知識、技術、筋肉が仵阔家社會のために办 
• 作す る ことを 確信し 铋牲の 姑 神に 依りて 枨度に 之を 阔 家 社# に 奉ぜし めんこと ^ 期す。 
..赤挞敏にょって始められた迚阔祭は牢々盛大に赴き、今 |! の日本においては重：嬰なる年中行亊 



の h つ參、 111 ん として t 。 而 して 11 で— 1 f 

-yp l — 

mpf と恳 して 幹部 間 2對？ 激化し、 殊 S 杉 m 吉博 4J、 §索 之 $ 
と」 111 」 

i 立ょり— 年 (一九二 八 年)—、 ぁらぅ。 その—、 姿 

P こプ .1 I 八— ヴ H 丨ト 大使館 = 勞 li 本部" 大山 郁夫 宅の 花火#、 メ丨 デ丨— 
r,i 人— しめ— が、—— ょつ て f して— れ た。？ おいて 

U 获へ ば 1 審 中の 電力 案 反 慰 動—、 對ソ斷 交— の 立— 相 I 

牙した かそれ は 往年の 如き 潑裥 たる ものでは なかつ た。 

—if 蕭—た 

五 七 



第二 京 近代的 《家中：義への行逆 
が、 何 づれも 規模 狹少で 發 M 性を 缺い てゐた 。 



、第二 節靈の 進化と 國家 主義の 昂揚 

• • . . I . . 

一恐慌と合理化 

M (一— 大寶 の— 合 I 

す uplr 寒 テょ—— § 

多の人 '( 1ー11、とょ4る人0に篇する宗つた。この時、ト五銀行を始めとし幾 

:::_ l llp 

1 i“fp l l _ 

sp 。 i 。- ! 並行して f おい 1土 地所 11 禮. 
讲ニ 節 湯の 深化と sf 義 の昂染 

yL 九 







第二 章 近代的 W 家 +: 義 への 行進 六 o 

金融恐慌後の=本資本主義は、糜業合理化と海外市場の確保とを必耍とした。金融恐慌にょっ' 
て 倒れた 蒞槻 の閣の後を受けて成立した出巾政友會 ^ 閣は、元首相にして阔家财政のヴ1テラン 
なる商橋足淸を起用して財界の收拾に當らしむるに同時に、ー聯の索朴的.封战的なる方法にょ 
って政治的危機の切り拔けといふ近代的事業を遂行しょぅとした。 . 

產業 合理化の 結果、 大正 十五 年 (一九二 六 年) ょり 昭 SI 年 ニ 九 二八 年) Q 間に 生じた 失業 
者數 は、 約 W 萬 人に 上っ たとい はれた。 

m 中 ft 開は 一方に おいて、 阈內の 危險思 想の 撲滅に 努める と共に、 他方、 大陸 進出に 銳® 努力 
した。いはゆる束万#讅及びその所產として傅へられる「田中扭甶许」なる大亞細亞主義網領がこ 
の 努力の 產物と 傅 へられた。 • 

E 中 C 閣は滿 洲某 重大祺 件 ( 張作霖 爆死 事件) の 黄 任を とって 辭職 した。 その後を 受けて 成立 
した濱 0 雄幸の民政黛內閣は、往年原敬の政友會 ^ 閣にも比すべき純粹なる政狨，2:閣でぁり、 ^ 
•^ 面における 11 險政策を捨て、、合理化のー路をひたむきに進んだ。この合理化エ作のエクスバ 
丨ト となった のが 蔵相 井上準之助でぁった。* 

濱 (| 2開に表現せられた財阁2合理化政策は、對內的には栎端なるデフレ政策=緊縮政策=不 



和 j If るふ 外 

1111 

力ら-. .こグ 間 民衆の 「代表 棟 關」 たる_ま、 4 を ミ、* し、 

uh?u:“:: 3111 外 If - 

: 产- カンの 下 y、 I が— り 始めた ので ある。 



ニ國 家主 義團體 の 叢 出 

切 ニ®® 惊の 深化と W . S •義 の昂 3 
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第二 章 近代的 闲家主 義への 行進 犬 ニ 

猶杯社 の 直系た る 行地社の分裂は、前述の如く人正十五年(ー九ニ六苹)のことであるが、こ 
の分裂の商後に(同年)、先づ行地社ー方の雄たる滿川齙太郞は、ー新社といふ思想 1«1 體を作り、 
笠木良明は、柬興聯盟なる赏行 |#1 體を興した。また、絞川武治、屮ハ介武世は、全=本興阔同忐分 
01 iil )を创立し、西 ||| 稅は北ー輝の後拔を锝て昭和三 -¥ ニ九ニ八年)に士林莊を設立し、同 | ,, ] の 
思 場阅義 馬は 阔民戰 線 社を 机 織した。 また その. ぬ (昭和 ニ 年)、 廣 A 萵 lilti 敎授の n tll yv 倌に ょって 
大邦社なるものが机織されて、ー新社、來興聯盟、阈民戰線社等々とれ動を共にした。 

次ぎに、 その 友 系と して、 北 一輝の 弟 北阶吉 は 昭和 四 年 ニ 九 ニ 九 年) 三 月に虮阈：一:志竹を結成 
し、ー方：兀無政府主義者2遠藤友四郞(無水)は昭和ニ年(一九ニ七年)五=:に、錦旗付を作って、 
それ <あ る ひは 相 結び、 あるひは 相 拮抗して ゐ た。 

(註 I ) これは 大正 九 年 ニ 九 ニ 〇 ¥ ) の 森戶氷 忭に 莳して活踩した來 >>; 帝人の興2 |.'] ム钤とは別阁« 
である。 

滿川龜太郞の一新社は、その行地社脫处聲明沒にもある如く、行地社精神を¥抟する . 11 -: 統派を 
以て 自ら； ^るものでぁって.笠木良明、尚村光次、沼波瓊饽等も關係を洧し、笠木- 1'1 明の柬興聯 
盟は 、いは ゾその行動1^であった。機關紙「ぬ频錄」を發行し、ー新社裘書を編料して -|1|: 界維新 



PMPP—f 1,! け、 

If も ili 。 — S-J KH 一 i 黯 」 —ii 舍 

II 九十 年、 1 新— HI られ— に、— くいつて ゐ る。— 

何——、 我— 0 —II は 

ilf — hup 一 ff t — i—。 f i 

に 生く— 1£ ばなら.^ f ' f めに 永 I つ I な— 開の 上 

1 lot — ^ ^ 

— I . 層——— 足 f y の^^ 都— 熱、—、 悲 

2節 if f |因る模做||ず| 

^ 六|ニ 



第二 章 近代的 的家ホ義への行進 ナ £ 

逍 を 闕步 す。 

1、柬興聯盟は全 1«: 界に散在する被 «! 迫有色民族の正當なる要氺の具现に努ヵす。 

一、 東 M ハ 聯盟は H 木魂の 渾然たる 情誼 的 結合な り、 一切の 空論を 斥けて その 所 a を遂 If する に 

萬 全の 馊 力を 以て 臨む。 . 
東興聯盟は、德川侯ダンス事件、某怪文 »'? 琪件等々に活躍したが、首腦笠木良明が滿洲阀资政 
局長 宵と かに 仕 rr して 滿洲へ 去っ たので、 G 然その 杯 在は 裨らい で 行った。 

なほ、 東 拽聯盟とょく似た名稱に柬沲聯盟といふのがぁる。これは北ー輝派の影博を受けた俠 
客 pf 火 益 市 方 Q 'IJi i を S て大见 十四 年 二-^ 一 五 年) に S した も q でぁっ 
て、 故ら に阔粹 # に 加 はらず、 行 地 社 I 一新 社 h JIC 興 聯盟 等々 と 連絡を とって、 一時は なか 
^-の找行カを示したものでぁる。その綱領ともいふべきものは、次ぎの如く抝， ^1 的なるもので 
ぁった。 

ー、苽海聯盟は私利私描のために1:家 ?: 银する政治と背德亂偷の社 # に對して十仝の贤ヵを以 
て 臨む。 從って 各 a の F 4 的は 常に 大 n 木 判と八千禺 [.>1 胞の公旎正逍に在るべー。 

“、ぃ-^铈 ^ は各：：：：の涵理と人情を紐带として姑介するものな^^從って凡ての協 ^ 決记實む 



等搔 めて 圓滑 自然に 一致 協力すべし。 

一木 聯盟に 統領、—、 等 ■應じ 5 着 設く、 役 聋は本 聯盟の 上篇對 f 
有する と共に 無限の 貴 任を 負 ふ ものな り。 

一本 聯 f 一一 SS 震 S し 人情# <1 ぁ i &—。 義 f f 人情— み— 現代 
社命に#^ し V = に f 義 Q 勇者 任俠 の奶 子た る ことを 信條 とすべし。 

柬海 聯盟の 統領は、 勿論 大杉精 市が 就任した。 

綾川 武 治、 中 谷武世 f § 同— は、 昭和 ニ 年 (一九二 七 年) の 紀元節 三月 十一 U 
一囘— 、同年 秋の 新— (十一月 二士 ニ ロ) に创立 大會を 開いた ものでぁる。 裘‘ 
玉、 t 、 新渴、 ■、靑 森、 1 、茨城、 愛知、 和歌 山、— 方 
11 した。 ぉ 

f 大岔於 55 、寡— f が 決. 管 れ た。 舂は 「我 SSS みの？ — 
等の— 本— る。— 震—— し、— I 。 I 『道』^' 

先づ 油して S『H 本の？ で—。：： かくて 祖 S 心を 心と し、 維新 盡 sl si 

か自 — —If 1111 し、 Mill せし— 
5 節 雷の 深化と SS の昂极 



第二 章 近代的 W 家主 義への 行進 六 六 
とに あらね ぱなら ぬ：：」 とい ひ、 その 綱領は、 左の 如くな つて ゐ る。 一 . 

一、 a 阔の 理想を 恢弘 し、 民族 無锁 の發 M - を 長 * す。 • 

一、 一 君 萬 民の 阈性を 政治 紙 織に 實 現す。 

一、 上下 融和 阔氣 一家の 風を 社 钤制 度に 反映す。 

一、 國民經 濟の 繁榮 を鄕村 ， H •政の 极茶の 上に 促進す。 

ー、有色民族の崛起述動に協ヵし、阀際資源の衡平、人ロ移動自由の原則の上に新 |«: 羝抶.；：；：を 
削 迖す。 

全 ロ本興阈同志僉は、機關紙-‘：=本主義運動」を發行し、特に勞働荠牋挝運動2=本主義化に努 
ヵした。その加盟阒艄は、全日本同志會支部と呼ばず、それ'^別個の名稱を冇した。今その名 
を擧げ ると、 位 大ー志 #、 裏：：： 本 興阔靑 -¥ 聯盟、下越發阈靑年聯盟、弘前旭光聯盟、下价那阈 ^ 
稱神 作興 ^ 、 贸行 社、成田修養<&、大氣社、正氣泠、浓松=本主義勞ぬ同志會、靜岡靑年 ^ 本社、 
名 古 崖：！： 本 思想 硏究# 、大沐 湖阈靑 年 聯盟、：：： 本 金 鵄 菸、和歌山興阈靑年會、见时阈靑年命、熊 
本新 0 本建設同盟等々でぁる。 

全日本興阈同志會には、綾川武治、屮谷武 1 «: のほか、天野辰夫、國本社の太出耕造、职理=本 



社の 哀川 胸 S び滿 川蹇郞 も— として 名を 列した が、 程なく 中 I 世、 天 野 
nilli ん とし—、 そ — 

•西 ^ は、 Hlli 於け— — li は——— 
努力した。 その 努力の 結晶 S 一…！ JI . J ; し 卜 及 ひ 現 S 人間に 北 主 蒙 i 

ン！！ の i 光 iil —織でぁ る。 
f た 1 ir 一/® f 备彼| 彥荐及 ilf 件に ょつ i 

U 後— 三年 九月、 代々 木 山 谷 i 立した のが S なる 士 林—。 

莊 ま f 。 士林 

行動ょ？、 むしろ 蔭 こ 於け る エ 之ち と， 勢力— つた の 活動は 表面的なる 
-、 i ける エ Lf — られ た。 その 綱領は 友の 如し。 I 
一 ス $を卫缂すべき則天日木の ^ 設0 

第二 節 SS ® 化 iw :4 十 義の昂 松 



第二 章 近代的 N 家主 義 への •打 並 六 八 
ィ、一切の奴隸的思想と其れを枳莊とする机織、運動の极絕 
U 、 阔民理 想の 閘明 とその a 仰 的 情熱の 激成 
ハ、 阈民 人權の 確立を 以て 阈民阔 家の 完成 
||、人生の理想に基く社许の扰現 
ホ、 經 濟の阈 家 的 統制に 依る 阔 民 牛： 活の安 定向上 
へ、逍義的對外策の遂行と其の爲めに¥の躍進的光赏 
ニ、 白人種の 隸從 ょり 全 有色 人撖の 解放 

三、 國家 生 ^ 橘の 阈際的 主張 

四、 日本 文明の i * t 界的 宣揚 

また、 その 「主張」 と稱 する ものには、 左の 如く 述べられて •ゐ る。 1—— 
今や日木阔民は對内的にも對外的にも、奴隸解放戰を戰はざるべからざるの秋を迎へた。實 
に見渡す限り、今： 1»: 界を荒掠し全人類を支配するものは人間生存の理趣と其の躍進的活歴史の 
無視 否認 以外の 何物が あるか。 過去蓝 くは 未 來を現 在に 姒 ひんと する 錯誤と 人間なら ぬ 物慾 僞 
理とは普く世界を橫行して今の時に付せざる人間とその牝界とを选り出して ^- る。 —— 比の此 



P の P に HI れ II とし — f? 

io 

同じ 北 一輝 Q 門に 出で、 彼とは 別 s 紐 織を もつ Q は、 馬蠢 
i は、 卽ち彼 1 、土 — より ど 星〜 4 ノ G i 阐 f て ある その— 
いふ。 . - , i 岛 織— た 阈民戰 線 社で ある。 その 创立蕃 に 

疆— 、大衆は i ハ 民— に 起て、— 天 

化の 理義— f として ffr ご？、，. 记 1 て AIVQ 理 f 机 I 

一切 11 と戰 ふ。 求む る 所は iisi 
てす る新大 H 本 SI に t 。 襞 私利の ため ft - 丨 3 

家の 1、 脚 If • f rur せよ 。大衆よ、 頭 1 

の u i 霉 誠——— f I 

f 丨 超越して ■のた め—® 設の 1 1 へ。 ^ 

^ i . 

な t 



笫ニ草 近代的 W 来* 義へ の行迎 七〇 
昭和五年、泡名なる： 1 ンドン條約問題起るや、大阪の淸輝付( 71 : 大阪 0 地社支部)の付長里 ^ 以 
作、 滿川编 太 郞 、高 村 光次 等と 興 民 懇話 # を 姑 成して：！ ン ドン 條約反 對 運動を棬き起した。 

阔民戰線杜は、また文抑活動にもカを注ぎ、その , 阈民戰線小册」は、ム芡理淪家の§ |'| の立 
傅に 充てられた。 H 協に 參加 したが、 その後は gg - としては 沈滞して ゐる。 

次ぎに 大邦社 の 创立者 I4 IH 版 倍は、この陣符には珍らしい廣岛高等師範の敎け川でぁる。彼が 
昭和ニ ¥ ニ九ニ七年)八月、その敎職を捨て、大邦社を組織するや、その門卬數十名が敎坤乃至 
亨窓 ょり 參 加した と 傅 へられる。 その. ¥苦「：：1::輪遍照して乾坤輝耀す。：：吾等の新：！：本 ^ 
設運動は此の取理の上に立つことを全 1«: 界に宣言する。：：時代を谣剡し幾百年の信念 5: ー變す 
べき使命を以て生れたる吾等は我見璐慢伤 >!: の評論者や、鍍金漭流僞而#の通動龙を拒絕する。 
吾等の穴言は货行でぁる。吾噂の主張は货カでぁる。：：」といふ 5: みても分る如く、多分に ^ 敎 
的色彩を权し、「间家改造の原理」の肾がぁる。機關紙「大邦」三猇を川したるも、財政雉のため、 
結 周 その 運動は 萎 縻沈滯 し、 東 興 聯盟と 協力し、 啓 ^ M 動を 通じて ^ 村靑年 に 働き かけ、 0 民 M 
合の 机 織を 企 ^ した。 後、 愛 阈勤分 热の机 織せられ る や、 之に 參加 したが、 幾許 もな く 中 谷武 世 
等と褙突丨、脫黨後は、その農村的地盤を利用して下中彌三郞、長野朗等と村治派同盟を糾織し 



露 f 、 始め 彼 §f I の — 「厨」 sf I かつた が、 

fl ! " グヵく ド 1 こ 九 ニ ' A 年) 三月に、 阅家主 義 思想 農と して 

i ! て— f 、 if 1. 「盟 るし、 

一 f 、 — i 、 i 靡— I き 入れ、 そ 

1 であると いはれ た。 一時、 山川 均との— にょつ て— 2 くと 
あ、— れ—、 ■! ではす つかり S し S が—、 ある SH 木 龍の 主 J な 
^ あ S は 1 SIS 、 Is 代 S に— して—— 

- 昭和 南 四 2外 f 時には 「 g 」 S 刊 し 、— g 主 1 して丨 
關係 I つ I 。 ゐる T と f •ニ 六 ■ょつ て— ら f 、| には 1 

ilf へば、— 

七！ 



笫ニ窣近代的《家卞：義へ <0 行進 七 二 
n 木 主義 派 實行 阒骰 に 逆行した かに # へられた 2で、か、る動向を快適とせざる尚 /;\ 0 , 1 系の ,';' ^ 
長 ^ 久井 能雄は、昭和四半ニ九ニ九年)の始め以來、同門の |«] 志矢部例、神永文三、小栗慶太郎 
等と相計つて機關雜誌「众進」を經營すると同時に、他方、迚阔#の福岛佐太郞、伙地知旄ー、鉍 
深 九ー郞 と共に 念 進 愛 阈黨 と稱 する 阀家社 會主遄 に 立脚す る 新政 黨 を 結成した。 

念進愛國赘の綱領は、迚阔 # のそれに比すれば、や、簡略でぁつた。思ふに、後荠の多辯的な 
るものを排して乂のことでぁらぅか。その全文は、左の如くでぁる。 —— 

一、 天皇 中心 主義の 下に 全日 本 大衆を 忠實に 代表し、 之が 擁護と 仲 長を 期す。 
1、阈際的プロレタリアとしての日本の地位を.：1赀し、阔内脐級對立の掃潘と相俟つて2際的 
大 進出の 敢行を 期す。 

念 進 愛阈狨 は、 執行娄 XI 長に ^ 久 井能 雄、 中央 香 A に伙 地知義 一、 福岛佐太郞等が就仟し、評 
謙 11 として天野辰夫、中芥武世、矢部周、神.水文三、小栗庚太郞等0錚々たる頰振れを並べた。 
これに 引き 結いて、：： 一:簌 は その 綱領の 货 现 のために M 力 働 者 大衆の なかに 机 織を もつ 必要を 感じ- 
その 捷徑 として、 病 綵の妞 阈羚に魁する勞_机八 11 の奪取といふ方法 5: 選んだ。その結见、同尔 
(昭和四年)七月に、念進愛阈勞慟者聯盟が生れた。その綱領は、もとょり母做たる念進愛珣狨の 



一、— — 

之が 摘 f t 期す。 ： f -«^ nrsf 芝 代表し. 

一 hMutiillllf 、 以 i 

一 K plillllli 

一 yuybr き — ff ISII 

努ニ 項— び 「 ii — 

§ 11 — 

S 節— S 化と 21 典の# 



笫11章近代的珣家.王義への行逆 七 四 * 
1、阔家的勞働紕介の闱結播、罷 -1 榷、 [-#1 砬協約横の確立 
一、 八 時間 勞働制 確立 

ー、失業、傷赉、老廢勞働者の生活の阈家保陣 
一、 戢低货 銀 制の 確立 
一、 完全なる 勞働 法の 獲得 

最後の 项 n の 如き、 常時と しては なかく 「念 進 的」 なる 要求で ある。 しかしながら、 その ^ 
動の 败踐がそれに副つてゐたか杏やは別問題である。 

念 進 愛 阔 M 力 脚 齐聯盟 結成の 翌昭和 五 年 ニ 九 三 〇 年) 十 H 、 錦旗 ^ の 遠 藤 友 四 郞と 、愛 分 聯盟 
の 長 澤九 一郎と が、 阈粹匁 0 同盟を組織レて、翌六年五パ、これを ^ , ;|: 念進殮と改稱した。阀粹 
匁撝同盟も尊岱念進黨も、その押踐は餘り振はなかつたやぅである。しかしながら、それに附搜 
せられた n 木 プ ：1レタリァ意識硏究&は、淞千の出版活動を行つたかの如くであつた。 

三 全 國的國 家主 義黨 結成の 企圖 • 

昭和 四 年 (一九二 九 年) 十一 M に = 木 阀民 :#; が 成立した。 この 熬の成 立は、 笊 ー囘齊 通 選 ^ (1 



八 年)——— II 碧 
f ものは、 信 si なる 地方 襄 —i た。 信 州 Ni^l ll lli yv- MU 

H 謂 f —" I 

び、— ニ 年、 關書 後— し; 器； 一。 H た”^ ば" して—— 

る。 その後* 昭和 f 1九ニ| 二月、 明 f . て f のでぁ 
一 吾人は 忠誠.：： f i< を # ぶ。 

一、 吾人は 我 1 大 a に 依つ て t5i を 期す。 

一、 吾人は ボル セヴ ィズム 並に フ アツ シズ ムを排 す。 

I 、 吾人は 社 伶 各附級 各個 人 QS と 1 とを 主 張す。 

一 古人は 货族贫 架の 專洛橫 暴を 許さず。 

f ^ る ptp 他 r—iii た。—— 



第 U 草 近代的 《家中：義へ 0 冇逛 七 六 
ょって左箕團於ヾ资本家—旣成政黨哚に對するの攻增陣を张ると同時にゝ阀家主義遝動に關する 
理 入1的展開をも行ひ、八幡博堂、鈴木善ー等の趑兑をもょく样れて「网家主莪的無砟政馘」結成 
の 機 通の 醸成に 與って 力が あった。 信 州阈民 羰は、找にか、る明徳伶を中心とする右贺大衆 :« 紀 
成の ^ 闹氣 の砟 物であった ので ある。 明德待 そ 2 ものは、 大した 發 M も 遂げず して、 後、 人 H 木 
生 ;^ 黨に合流し、鹽谷慶一郞その人も餘り表时に圯ることもなか 0 たが、“州阀尺 :€ なるー地方 
政 锇ょ 本 阔民蘇 とい ふ 令 阔的 ：= 木 主義 政踩 に# 展した ので ある。 

0 狂 I )この辋颔は、後、左2如く變史せられた。 一 
r -7 v 人は 忠誠 A ヤ M を坊崇 す。 

1、丹人は令 1«: 界2货化を朗す。 

1、丹人は迚阚轔神に對立する惡思想惡制度の抆滅を紐す。 . 

さて、 a 州阔 K - 叛 の スタフは、 _問に « 木主遂陣兑の巨頭、頭山滿、及び ^ 川良平を戴き、執 
行娄 釕 長に 寺 |[| 稻次郞、讲記長に八幡博觉、押記次長に鈴木泠ー、統制娄兑長に西川稅、 '|« 央常 
任寶 に！^ 詰、 沿 光_を並べ、 そ QS れは芡 た f Q 2 った。 その び 政？ 
みると、 次ぎの 如くで ある。 —— 



綱 領 

、 1 は； 2 i 望 SI 精神に 則り 豐 生活の II す。 
政 綱 



1 S 



i 糸 

、す； 贾 Qssf 君民 同 治の 政治的 大本 sf 期す。 
Af 地 q 無制限 的 私 2 對す る f 制 sf 期す。 

一 重要 4,業の岡. ^- 的統ーを期す。 

一階 級 的 制度 机 織— 革し 5 民生 Is 妾 期す- 
i d 制 及 税制の 极本的 改正を 期す。 

~ 取備 Q 撤 . S ! 的#- 理充 押を 期す。 

一 f If 小市民 大衆 Q 生活 檫の擁 f 期す。 



第二 窜近代 的 w ->K -h a へ S 行進 七 八 
r 柬 西 文明を 融八 ：：統ーし、 |1 本文化の 1||: 界的閒顯 11: 布を期す。 

第ニ次荇選總選舉には :|1: 2記長八幡姊堂が ^ 州ょり立炫袖したがカ足らずして破れ、選取戟後に 
は執行娄只長寺 [1| 稻次郞と八幡#記鉍との間に想兑の對立が生じて前荠が脫铼し、統制龙以鉍西 
m 税また 安 1[| 生命,件に關聯して離谘し、祐勢も逍々と不振に陷つた。しかし、この狨2苻 <|-- 部 
からは例の血盟五人組の小沼正、菱沼五郎、川崎長光、黑澤大ニ等が爪た。 

=木阐提热に次いで現はれた [4 本主義取ー政铖糾織5試みは、昭和五年(ー九ーニ0¥)ー百に結 
成せられ た # 阈勤努 黨で ある。 これは、 前に 述べた 上 杉 系の 全 H 木 興 w r..l ; li < # ^ K sf IK ^、 1 ^ )ll 
武治 、中 ハ 合 武 ft 、高 畕門下の沐久井骷雄、矢部周、神永文三、小栗蹬太郎のニグループに、大邦 
社の 0 £康信等が合流して天野^夫(！狂|)の財カを芘礎として糾織せられたものであつて、人川 
周明、北哈吉、鹿子木只 {,| 铮が顧問となり、屮央娄以には赤神良琅、長野朗、水守龜之助等2觔振 
れもみぇてゐた。またその前銜隊としては、深 [|| 政太郞が娄以长たる愛阔無砟靑年同盟を耵した。 
機 關紙は 「勤 M 力 日本」 である。 哗備 時代には 愛一 E 大衆 黨，® 食と 稱 してゐ た (廷ニ)。紿狨後、間 
もな く 上 杉 系と 离甩 系との 間に 軋 櫟を生 じ、 高！： 3 系が 黨 を去 り、 大統社 2 U E 康 a も脫退 した。 
上 杉 系のぅ ちで も、 練 川武 治は その 編輯 局 技たり し =:本新聞との楗れょり羰 5: 上るべく餘儀なく 



き if—f If。 . 

I 

i する f 、 なつた 1 、神 美ム判 ^^^ n-c si— 

i、 if くも — i で — 。 y 、 は、 g: 

f り も、— SI — f 、 I もの、 

勤 1 の 綱— 梅げ て f ぅ 。. fiQ でぁる。— に、 I 

愛阈勤勞萊綱領 

^ppyy ^ I 

描 If 織に极本的—加 へ、雲 

期 If If f 、 — i 、 i— 、 f —I! 

第二® 巩 < s 保 化と 2 來 ss 掛 



笫ニ帘近代的《家キ：義への行進 •八 0 
1、吾羰は资本主義の傀儡たる特榷政黨と阈性を無視せる無亦：政黨とに銳く對立し、之が党服 
5: 期す。 

一、 吾 黛は =本民族の佌界的使命を高調し、人稗平等、资源衡平の原則の上に 1^ 除疋義の確立 
を 期す。 

右の 綱領のぅ ち、 最後の 項に ある 「人 稀 平等、 資源 衡平」 なる 字句は、 後 21 ： 民主 義阐艄 の 綱 
領中 にし ば< 繰り返された K a 丨 ガンで あり、 H 本阈家 主義の 對 外的 動向を 示唆す る ものと し 
て 注意すべき であらぅ。 

( 11 1 )'大野辰夫は、上杉愼吉博十：の弟子であり、火正十四年の滚松榮器银談(=本 5?- 働 «1 合評嫌私指導) 
.に 取し.、相名となった。彼は常時の滇松樂器# |1: 々妊の息であり、彼の机綫した勞跤：：1:志會が 1*| «. を抿っ 
て ^ 談闱 と對 抗 した、 め、 M 衆 器爭謓 2形勢が惡化し、その解決が著しく遲れたといはれる。 

( K ニ) 愛 阐勤务黨は、舫黨常咔は愛阐火栾黨と稱し、上杉、高帛闲系分裂後に愛阑勤勞«と改稱したと 
の記述も兑受けるがゝ本文記述の如き經過の方が正確らしいロなほり本新聞は小川平古が他ょり资本を仰 
いで 綷舒 して ゐた = 刊新聞 であって、 = 本の 阈家 屯義迷動には相常の«献をなした。こ2姐の=1本新聞は 
緒 川武 治が 編輯 W 及、 中 ハ 介 武 世 が 論 說部 4 {、神 永 文 三が 整理部 長と して 愛 3勤勞黨が牛邛ってゐたのであ 
2 が、それが新聞轾费者側の反對を買ったのである。 



四 震 主義 團體の 統一 運動 

I はるぶ 

S 主— らの g には ^ ょ ^^ 部旣丨 成 —、— 政治家たち との— が、 
卽ち = 協で t、 f gn -> i- こべ” 4 へ"- r に s! れた 全日 本霱 f •ハ！—— 

II_lpf I 

ル一 



笫ニ窣 2£ 代0!£家：大袭への行尥 八 二 
莪 师*>1の 念 進 派 分子の 協 M 戰線で ぁった。 その 主吧齐 となった ものは 行 地 社 询 年 部の 狩 野 说 、平 
川九郞、綈竹芡带でぁり、その聲に染まったものは、饵急進愛阔 » :|2沐久井.簡雄、伙地知雅一、 
灼 = 本 阔段 狨の八幡博觉、鈴木#ー、奥戶足西、阈民戰線社の馬場阑谈思、朿興聯盟の ||| 木 *£ 太 
郎等で ぁり、 これらは 何 づれも n 協 結成 後， その 常任 娄 11 となった。赤圮啟の让阀分もー時これ 
に參加したが間もなく恝兑の杆格を生じて離反した。 

|| 協は、敁初のぅちはれ货戰線の取なる連絡機關に過ぎなかったが、亡闷議#抹殺讨衆火分、 
亡阔扁设抹殺谀說分等を開いて運動を進めて行く間に’^協を以て扒常的機關たらしむべしとい 
ふ盘兑が起り、っひにこの葸兑が刖ひられてー個の悅常的跺同戰線||となった。而して機關紙と 
して 「興 阈 新聞」 を發行 した。 この 「％ 阔 新昍」 は、 =胳の艰なる機湖紙から獨立の出版物となって 
興阔 新聞社なる ものが 出現した。 

H 協の 綱領は、 左の 如し 。 i 

一、 我等は 亡 阔議 f ? 政治を 涩滅 し天皂 親政の 實 现 を 期す。 

一、 我等は 痄業大權の確立にょり资木主袭の打倒を期す。 

一、 我 ^ は阈 rt 附紱對 立を 苋服し 阈威の世界的發构を期す。 



協の— は 、 f 一年間の ことで ぁつたが 、その 間に 成# 

|んに行 ひ、 か—— し— 力— し 得た； はいへ、！ く— 放— 

nilif 一 震 f —1 、 i 系、— 

以 む # け rf か に、 i "! i —、 II 霜 

た。 また PP .: ? — 究會 、小 iif If !? 

¢1 と !' ” ヴ r # , 丨ゾげ いて A にび 動的で ぁり、 加 fw ぬの 靑年 部を 益 織して： = 名 

,s 

111 た。 i $1 4t I 

こも 雑多 Mr l Mf '/; 3 家' if 大 — f らー つ— 力した が、 その後*— 以の餘 り 

友、 神武 

杳 —1、 ■ 

5 ,sf pwif もい ふ •へ—— 時代層眷 



八 三 



笫ニ章 近代的 《家 ;»- 義への行進 八 四 
して近代的國民主義_胳として更生せんがために、大阪地方の中小商エ龙者並びに阔粹 |#1 胶を兆 
礎として机織せられたるものである。その提唱者たりしものは、黑龍侍大阪支部長の小：：： (|| 益三で 
あって、 黑龍# 首腦 PM m A 平 もこれ に 資した。 ^ 田の關係ょり阈家主義陣營内の大御所頒山滿も 
その 翮問た る ことを 諾し た。 

か、 る 事情ょり して、 大 n 本生產 常 •ー8結成式は、珍らしくも朮古小以外の地卽ち大阪において轚 
げられ た。 それは、 前述の 如く 昭和 六 年 六月の ことで ある。 結狨後 の生砟 莬は、東夼方时にも茗 
々とその 地步を 擴大 し、 同 ¥ー月、來 )|*; において第一囘大分を開くまでになつた。 

大日本生砟黨の結黨式とそ2笫ー囘大#との間には、九月十八1=に滿洲唞變の起るあり、 |^ 出 
良 平の 苊氣 込み も物壤 く、 彼は 大 H 本 生產黨 を 以て 最後の 御 奉公と して 力を これに 注いだ といは 
れる 。十一 月柬京 における 笫 ー囘大 柃 に參 加した 阐體 は、 黑骷 #、 明徳# ク |2 3 、囘天時報 1.-|: 、 
H 本 阈民寐 、大 n 本靑年 蘇、本地ロ本同盟、大阪同仁#、大阪北濱自治#、大阪印刷職 1: 組<::經 
親#、 大阪市 笛 0動堪親友分、=本光風#、洛北靑年同盟、公德侍、京都市笛0動啾机<;:、十：：神 
道實行 羚、神州護國黨、三木机、興良僉の十八團髖であった。 

大 H 本 生產篼 が 創立 當時に 發表 した 主義 及び 政綱は、 左の 如くで あ 0、 その 主眼と すると ころ 



は、 



i _ 霞」 とそれ に— る 「S 統制— Qf 」 でぁると いふ。 I 

主義 . • 

一， 大 H 本 唐を 以 つて S の經綸 を 行 ふ。 . 

政 綱 ， 

一、 欽 足 憲法 1 ひ、 君民 |致の 善— 徹底せ しむる こと。 

ニ、 農— — に f —1— —、 政 If f f 今 

三 自給自足 經濟立 阈經濟 の 基礎を 確立す る こと 0 

また 访ー囘 人 分には 三十 五ケ 條 ょりなる 政策を 雲した。 . 

—もな く、 卽 —i (一九 三— 一—— の— る 
••，久ョ—愈 愛 置が 加盟し、 そ S も大阪 11 界の 古い 「名士 」 li 
Mil 代 震 問 穿し— 璧郞 一派、 八幡 I 、 鈴— 一等の n 還—、 1 
人— 長 111 一派、 九州 炭坑の 立 野、 佐々 木 一派の 会. 橫醫— 正ぎ 
の 八 大阪 の：^ 露 組 八；； QS 等が ぁつて 斷然 S 落 _ をし 

— II 備 して— I た。 篇纖講 

第 ： IS Is 化と S 家 tsi V.L 

A 五 



Jrs ニ 草 近代的 W 家主* への 行逛 八 六 
的な 1 ： 力 働 机 合を 傘下に 敉め fl たのは、 この 大 日木生茚黨を以て嚆矢とするといって允しからぅ。 
元來 火=木生砟狨の机織におぃて注0:すべき點は、それが最初から中小商エ業荠卽ち '|' 淹附紱 5: 
肖じの机織的弗礎として選んだといふことにあり、 —— 而し てこの 點も 近代的！： 家主 ^ m - たる 
一の 要件では あるが ！ 大衆的な勞働机介をも獲料したといふ取贺は、そゎにもま1て注苡すべ 
き點 といは ねばならない。 

人 ：：：木生淹馘はゝ愛阔念進黨等七の參加を得てノ七の政策を阈家社分主義化した。^^ ^ ^ !: 
九 三 ニ 年) ニ H の 第三 次 ^ 選 總選 _ は その 「光輝 ある 初陣， 一二 月 同 篼. 路明 ,»? ) であった が、 それ 
に 臨む に 常 って 發 表した 政策は 左の 如くであった。 —— 

政 治 

一、 阔尜覜念を缺如せる政治家の极絕 
ニ、金融娣頭政治の打破 
三、金融財間の铬个：蟲、政民阳黛棑架 

R 、 阔贼共 ;^ 萊、仝協、 '::1 流共淹主施羰(仝阈勞尥大衆涨)、社#民主主葙篼(社侍圮衆簏)哄 
減 . 



3 i 、 w w 共存— 政治 S 設 

六、 大 =木義政描に立つ強硬外交祕問(註|) 

七、 滿_ 立 S 键 1 促進、 ■榷 益の S 化 

八、 支那の 誘 場 開 發 

九、 ひ 略 的，：： 人 勢力 S —、 新盤 細. ois 設 

十、 粘 銳なる 阈防機 關の充 扰、 ^ 阈的ボ縮淪棑噼(；狂||) 
經 濟 

ー、亡阀的資木主義綷濟紐織の极木的改廢 
ニ、 生 m 荠立阔 の 阔家 統制 新綷濟 政策 確立 

三、 我利 的 金® 资木家 打倒、 金 械機關 の HIS 

四、 砟業の阈{水木位的統制 

五、 勤 分 阔 K - 大衆の 生活 保 陴 

六、 努傲樯 の 保 陣 、耕作 槽の 確立、 ;.*:- 佔 播の保 障 (往 111 ) 

七、 生活 必耑 ..7. に對. 丁 る 消 费稅撤 後 

笫： 一節 fs 化と 2 来、 3 の 2 



笫ニ京近代的妁家卞：袭への行進 

八、 一切の 大衆 ft 拾 税の輕 減撤较 

九、 生活 必擗品 (瓦 斯 、水逍 、笛 氣) 供給 停止 反對 

社 食 ( ££ 3 
一、 一阔 一家 主義の 徹底 

ニ、 一切の 陪級的 利己主義 排 取、 家族 的货糧 鬆 
三、 不 介 珂 なる 社 伶 的 諸 制度の 撤後 
w、 H 木 的 勞倒組 合法の 確立 

五、 一切の i 對 する 失業、 疾病、 ■保 險 制度 S 立 

六、 誤れる一切の现行带讅調停法の极本的修正 

七、 施療 施設の 撤底 

八、 徴 '指 他 公務 奉仕に ょる 失 業馨並 に s{s 保 降 制度の 確立 

九、 敎 竹の機分均等、迚阈粘神に立脚する阔挝敎 11- の徹底(註五) 

十、 杂敎ゝ敎竹の營利化禁埘 

十一、. | ! 1 主的愛阔宵尔_趄設 



十二、 移民 政策の 確立 

( i ) 本 項を 會 政策」 の 部のに 移せ— 料 ぁリ。 

S 四) 木部 H を 「肚會 制度」 處 し、 S 下を 

に师 入せ る a 料 あリ 0 ~ ' 策」ともの 5 吾を六と七との中間 
(柱 W ) 九— 十一を 「敎 2 : 小敎 」 と 題せ 5 so 。 

右、 の 政策の ほか、— 箱は 總—の 「講」 として 左の！ 丨 ガンを f した。 

一、 S — 生 (旣成 _ • If し-^ I 

> 無 0 •亡 阈 、生 席 立阈。 

一 饵死啞 は 共 糜黨 、日本は 生產葙 。 

一 守れょ 祖阔 、進めょ 滿蒙！ 

一、 金 ■理を 闯家の 手で 丨 
1、2!作農村を直ぐ救へ！ 

一、 寄生 (既成) 黨。 1( 無 5 蘇、 狂慘 (共產) 蘇。 

第二 g S 惊の 深化と 2‘¥-義の 昂； 一一 

八 九 



笫ニ帘近代的《家*義へ2行進 九 c 
ー、 |11! 设めょ=木、守れょ .4: 茚{熱丨 
一、 一一; 一 E 牛 ME! 

1、ドル1パ财阁打ち倒せー • 

1、 布 業は N 民 木 位に！ 

ー、滿鈸經贷は阈民の予で！ 

總選取 に 於け る 生 ^ 稱は成功しなかつた。これは、近代的阀家主焱なるものが米だ |1 本の阔民 
大衆に 爻 け荞れ られず 、阔 民主雜 削 ^ が 取なる 勐 W e 5 」 としてし か现 解せられ ず、 未だ 彼 ^ 
の 間に 枳 を下ろすに玉らなかつたことの說左とみねばな*りぬ。 

總選舉に失敗した生淹裱は、轉じて勞働机<"の糾織に努カした。生砟黨伞下の穷働紺合は前述 

f : i 一郎が S と 芝 S 和轰古 二十 = 后 2 ら 公大 =木_蠢 證益介 S 小 

こ 統一 せられて ゐる s でぁるが、 そ s 主たる 露 机 介は、 火緊筹 紫 机 合、 火阪化 si 
働糾 <"* 火 wil 机 介、 翕 證嚣妾 從業 A 同盟、 火阪 借家人 協饔 、大阪 合 劈 

働糾八 ,, . 大阪製村從業れ向上侍、人阪雜秫淹業分働糾< '\ 俶 ;.1 海八同盟等々でぁつた。 

以 上が、 滿洲 ?lv %l 勃 發 以前に お ける H 本！； 民主 義 'fi 動の 情勢で ぁる。 



第三 章滿 洲事變 による 社 會 的大轉 換 

第一 節滿洲 亊變と 新政 治 勢力の 震 

一 潇洲 事變 前の 國内 情勢 

• « • 

:演 vl i 益に よる f 、 SSISK、 rv トン 條 約に—— と 統帥— 犯 問 S 
力 ni 211 動 s —采に 變 化を 生ぜし める SI した ことは、 旣 に— に 述べた と 
ころで S , ソフレ 1 行に よる 都市 屮鑲 級の 證、 農村の 中小 地-王の— は、 その 及ぼ 
すと ころ、 取に— 中® 級 プロ バ丨 に— ら ない。 でる 減 体の 強行と、 il の頻 

SSI 、 II こ —;— — — 證 —— 民 i — ヶ 

1 でぁる。 1 としては 、金 十一 年、 大正 十二 年、 大正 十五 年と、 三次に K つて 相 ^ 
笫-節 滿州冰 變 - V 新政 治 勢力の 接 .碩 o . 



笫三审 滿州 事* にょる 社# 的大轉 抶 九 ニ 
範阑の ものが 行 はれた。 第 一 次 取 縮に おいては 將校以 下 約 六 海人. の整 理 を兑、 第二次 准 縮には ニ 
獨立守 備隊 、五 幼年 校 その他の 艘止を 見た。 なかんづく 最も 廣汎な りしは 浓 三次萆 縮で あり、 こ 
の時には、第十三師團(高田)、笫十五師阐£橋)、第十七師闻(岡山)、、第十八師阁(久留米)の 
四ヶ師 M が菝止 せられ、 將校 以下 三 萬 四千 人、 馬匹 六 千 頭が 整理を 受ける こと/なった。 この 時 
の内閣は若槻憲政分内閣广陸相は宇垣一成であり、當時の情勢に於いてはそれ^- .|!-- むを得ざる 
理由 ある ことで あつたが、 これは 後年に 至る までい ろ-^ と ^ を 引いた 出來浓 であつ た。 

かくの如く滔々たる祺縮的風潮の橫行に對して、笊人ー般が等しく反撥せざる 5: 得なかったの 
は 誠に 自然の ことで あるが、 昭和 六 年頃と なると、 段 村 恐慌 —— なかんづく東北地方を费った冷 
害饑緙が、特に祺靑年好に刺戟を與へた。このことは、常時滿洲にあった關柬：ホが、その顷主と 
して東北地方出身の兵にょって占められてゐたこと、も深き關聯を有してゐると考へられた。¥ 
靑年好が平生抟觸する典士等は、これ一個の勤勞荠である。從ってこれら勤勞者2{水庭の經濟的 
不安定が 何ら かの 機 分に 眾靑印 肝に傅はり、彼等が銃後の生活問題、社僉.經濟問題に關心 5: 冇 
っに 至った ので ある。 .- 、 

而かも内には數次に及ぶ共砟狨唞件があ5、外には蔣介石の阔民政府にょるいはゅる阈權囘 



I 動 i し、 — If 。 日 <1 、 日 
I めの — し ii 策 —、 iiif に U:: 集中 

二軍 人と 政治 

昭和— 三 一年) 九月 十八 ロの 柳 條溝 事件を— とす—、 日本に 對 し、 蝴 S 
ufqii— した。 f Dili、 1■1 #! の 
木の U 全 id 化は H J®1 期 的で ある といは ねばならぬ。 この I、 一— して 掩 へば 日 

t 、 In i'i した i る。 if 苦へ — i 

ぅ PH 。 三 —— slii— 擊 11 ぁら 

ipg OA lli 及ぼし ii。 f f Is いては 稀々 
? Li 56 r . i > i 、 る fls れ てゐ！ ころは 一 惑 ハス 政治 ニ拘ハラス 唯々 一 
本分 ノ S ヲ 守リ 義ハ f リモ重 ク死ハ S ヨリ モ輕 シト— 」 と 仰せ t た P 



九. 三 



第三 章 滿州ポ 變 にょる社#的大_抶 九 W 
•である。 こ S 説は 2； 民の 政治的 植利に 關 する 諸 規定 中に そ の反映を兑出すことができる。例へば、 
衆讅院讅八選堪法笫七條笫ニ項には「陸海取：水人ニシテ现役中ノ开(未タ入符セサル片及ヒ歸怵 
下士< '|'. ヲ除ク)及戰時 :-!1: 變ニ際シ召染中ノ片ハ選擧權及被選保權ヲ介セズ、共鞛ニ榀入セラレタ 
ル 平生 生徒 (勅令 ヲ 以テ定 ムル开 ヲ除ク )及志願ニョリ ^ 民爪ニ煸入セラレタル溥亦 [.?1 ジ」とあ 
って、 現役： ネ 人は 衆 a 院選舉 描 及び 被 選 撰 桢を もたない。 府縣 # a Il の 選 取 檇 、被 選 哚 tl b ^: 條 
の ^ Hi にょっ て 現役： ホ 人には 禁 1}1 せられてゐる。次ぎに市制笫十ー條站三项、叫村制汸九條巩三 
.項 もまた 「隨 海 祇ノ现 役 ニ 服 スル 者 ハ 町村 ノ公務 ニ參與 スル コト ヲ抖 ス、 邛ノ他ノ與役ニ在ル荠 
ニシテ戰時义ハ ?|}: 變ニ際シ召染セラレタルトキ亦同シ」といって、现役爪人の公过榧 5: 停土し、 
市町村 侍 謫 A たる ことを 禁止して ゐる 。陪審 法 第 十 叫 條笫五 號に ょって 「现 役 ノ呤爪ボ人、沲ボ 
帘人」は「陪審以ノ職務ニ就ヵシムル琪ヲ得ス」：：と規定されてゐるのも、 |.>1 找の硝神に戏く 
のである。また、治安释察法笫五條笫ー號は、「現.役及《集屮ノ豫備後備ノ陸海¥市人」は | 政$ 
上ノ結社ニ加入スルコトヲ得ス」と規记して、.現役帘人の政猓加入を殺禁してゐるのである。 

從って’个までは—现役爪人は政爇に加人せず’また政治逋動には關係しないのが许讪の恨咎 
であった。明治四十三¥ー月に机織せられた /1! 鄕屯人件は、现役ボ人の統制下にあったが、そ 



屋 —i に、 X.— 學る ili. 

た。 tu 4 へ に、——— き、 i — 人 il — 

少將; — ri で—、 iii 證、 I 取 

I, 1-' 11 -I I 1 

% ィ 4 f ヵ幹壤 となつ た。 创 f 々、論" は^^^^^^^^^^^^ 
t たとい はれ、 2如き 綱領— げた。— 丨 f f ム r 力 入 

一 —— if、 I 

一、 敎— 品す— I し 2 て SIS — を 明 r 。 

■ I し—、 そ— i — 間— 



第三章 滿 州事變 にょる 肚舍的 火轉換 九 六 
- る こと、 なした の だとい ふ。 

かく S 如く、 恢弘贫 遲 は、 借 行 社を 據點 とす $人 のみの 政治的 的 動— 示す もの 
なりし とはいへ、 それは 結局、 在 鄕 車人の運動に過ぎなかったものである。 

しかるに、 大正 末期 頃ょり ボ 人と 政治との 關係が 、漸次、 密接 化して 來たや ぅに 考 へられた。 
いはゅる廣義阔防といふ_念の普遍化である。その先飆的喵赏ともいふべきは、前述、大川煳明 
•の 行 地 1 動で あった。 こ S 向は 昭和 五 年® i ? や、 強まっ たと みられた が、 g 和 六 年の 
滿洲 3 後は S 強化し、 A 外 政治に 對 する 蒸の 霄1 大い S — 加へ た？ ある。 

三 神武 會の 創立 

廣義阙防の見地ょりする祺部の阀 |^ 改茁に對する熟总の增大と、民間_砬のこれに對する呼應 
とが 相 侠っ て 5 し S を 結んだ も S 、 神蓉 S 成で ある。 これは 形式的に いへ ば 货交涉 
S 最初 Q 仲介物で あった 行 地 社 S 大的 •：$ ■では— が、 SISS 社® 狄 脫し 
た遙 かに 廣汎な ものであった。 

今、その結成の跡を尋ねてみるに、前に述べた如く行地社は北ー輝及び大川周明の對立に苁く 



重なる 内 S ため H、 大正 十五 年 -I 昭和 is は、 不振 iH あつた。 し t、 彼 S その 間 も 
丹し，： 結成の 主 11 民 交渉と いふ こと 1 れ なかつ た？—。 而 して、 日本— S 内改选 
には 少壯將 校と 行 地 社 同志との 提携に— の ほかに 途 なしと いふ i に 燃ぇて ゐ た？ あ 1 。. 

し 力る に滿 洲雄變 後は、 前述の 如く、 H 本の 朝野には S 主義の S が 脈打つ たゴ この 情 令 
を I した 行 地 社竹腦 部は、 ミに いょく 證的 改造 速 動に 乘り m すべく 決意し、 たまく マ 
和 七 年 (一九 三— 一月の 總 選擧の機1 へ、 1 武夫、 賢 S— 石 原 廣ー郞 、張 
作霖 爆死— 當時 c 關—參 謀に して 常時 滿鐵理 I りし 河 木 大作 大佐 び、 二月」 ー丨 
め 紀元節を ト L (：；： 地 社を S •として 神參 なる 行動 廣を翌 したので ある。 . 

神武 ほは、 石股廣一 郞の 財的產 と、 兹火 川— ず 1係と ょり、 財政の 餘裕— こと、 

蓮 動に f こと、 sssg 中に 比ぶ も 2|_ 版で あり、 紀元 gs 夕— トを 切つ 
た その 出— りは、 まことに 朝日に 香ふ 梅花に も 似て 壯且— つた。 その 霉 式に 當 つて 神 
武會 の 傘下— も QS 地 賢 S か'.— q としては 大 n 本— 黨 Q 一部、 

大部分が t、 そ SI 登 If 號 1 、行 地 社 S 關紙 「H 本」— 5§篇 紙と し 
た。 結辇 々、總 I 戰に乘 じて— 的— を 行 ひ、 行 地 社、— 箱、" 協 そり 也の 靑年ト 

第 s S 州亊變 と 新政 治 勢力の 格 頭 



21 草 滿州蠢 による 肚會的 大轉換 . 5 
子— め、 常時 en 大 H — 敎授永 井 了吉 S 博士、 ジ rTK ト贯_が それに S した。 
また 新聞紙 上に— i 麻審— して、 その 財力 S 迄る 1 はしめ た。 

神§ 結成 ef は、 籠 紙 「 H 本」 上に て 火 川 is いふと ころに よれば、 「ひとへ に 神武 梢 神 

の 發极 によつ て、 8 なる 諡を無 S 譯 し、 S 難を 拔本 的に 打開し 5 曝 興 S 从を价 立 

せんが 爲」 であつ た。 而 して そ S — は、 「政— 非ず、 1 の 力— tMX とする もの 
であり、 他山 Q 石と して レ i フ、 ムッ n 一、 5 ト T に範 をと り、 本 S 範阐を ロシア 
の 右 頃、 •ト ィッの 左傾に 渠 する」 とい ふので あつた。 また、 神武 待の 主義 及び 網領 として 执げ 

られたものは、允の如くである。 

主義 、 

一、 祌武讓 S 神を 宣揚し、 誠忠 1 里に 探 ひて 神聖なる® 體を無 餅に 護持し、 天業を S 
に恢弘 する の 覺悟|確にして先づ有赁族の解放及指導に任じ、更に 1«: 界の道義的統ーに 
向つ て 勇往邁進す。 

$ w (命 

1、 H 本 SS 神* 足 se 木 1び@的理| 阳 明し、 本末 主客— 倒せ— 式的敎 



育 4 «M 春し！—— 111 1。 

一 m 義眷、 1 ! 1— す— 

を 一にし 111 すべき— 111 す。 f 
一 娶民 S 風に f 私利を 主として 民 f 從 とする 資本 主？ た. 
民の 生活を 安定せ しむべき 蠢的 S 机 織 sf 期す。 ^ 

Jtf S 創 — S5f i gi れ — げ 益、 富 in— 總 lif 
敏 Is は — 、 1 g 輔 - 湯 I は片岡 

青年 部長は H 野 月末 廣 、親 部 gf 榮といふり“^;^^^|久、 

| |“|;沒播 | . 
Mllf I 、 

■す f く i 露— i 、 ——+1 

■ i 州 Du の rllf II 碧壤 の後 | 

• 九九 



笫三章滿州琪變にょる社會的大轉換 • 一 00 
た 犬 養 政 友 成立 (昭和 六 年 十二月) の 際に 5 て、 敎竹鑒 部 木部？ り 出で、 陳 相の 
重任についた荒木戍夫中將(常時)の發言は、むしろ犬養竹相のそれょりも重く世間には評捫3 
れゝ諸宵竹中ゝ陸取竹の政策が歧も重大なる指猙カをもつたのであつた。 

四在鄕 軍人 政治 團體の 發生 

か、 る 情勢は、 當然在 鄕祺 人に 刺戟を 與へ た。 在鄕祺 人の 机 織と しては、 從來 、帝 人 >> 
ほかに、 恢弘 S 結成が みられた が、 この頃から I 的に 政治的に—— を H 的と する ^ 

力なる 在 i 人 還が 而かも If で表 た。 そ Q 一は、 藏蔻將 校 明審 であり、 

他は、豫備將校と平野カ三派の1:!本肢民組介との合作たるな逍#であつた0 

明 倫# は、 昭和 七 年 五月 1 0 に陸：水大將出中阈重の名において、「吾人の珩然踩起したる理由」 

なる 聲 叫昝を ^ 草して その 結成 ® 動 2 m - ! 步 を路 み 出さん とした もので あつた。 この 聲 則 : ft _ が 

米 だ 雲され ざる 間に、 かの 五 ニ 五^; 件の 勃發 する あり、 その後を 受けて々 M 、 れ聲明 光を 批 

J に發 表して 明 倫 ，$： 机織奚 下 QS に 呼びかけた q であつ た。 そ S 明 k : Q 8 は大緊 の 
如くであ公た 。 I 



294593 



吾人の 衔然 M 起した る 理由 (聲 明) 

1 E -5- 网 重 

杂 ；！： は 今や £ 外 S 一大 燦 し、 益 恰も W 靡 忘 十字 Kii 猪し 

1 し、 危—と 宛— 卵 S し。 吾人は 此责の 危機— 视 し、 fl 々たる 一 
片の 丹心 抑へ f、 S— として 1 し 許鋪— らして 同胞の— 4 起と— さんと す。 

ぱ S 政 S 学 i 成 政 §眼屮1 あつて NS く、 徒に 政 描 SS 一.“，- て 法 
利 叢 _ ls 心し、 WIS 篤 S しては 1 f 遂く、 2 に W 弊 1 

の因を なし、 或は SQ 禮 f f する M パ ii して 私利 私 f 充た Issf 姑 托し-^ 

贿れ f じ— SU 。 或は 神— る _審餘 として 雜未 MQii を i し 
たる 0 恥 sf III して 介1 言 ssgf 或は W 政 
に參 がする 代 rl -士 Q_SCQT と 化し 政界 腐 敗の 因を なして 榮も碰 みざる 常朽犯 あり。 

2 政 41 £ じて 巧み sisss じて ssf 捋せ美 S る 鹊ゐ 

9 

而 して— は iff や、？ 屮央 地方 の 大小. JMf — ょり i して？ たる 
访 济 州 .囊 と 2 治 勢力の 技 頭 



热三京滿州事變にょる肚甘的大.轉換 一 0 ニ 
黨人 の蓉熱 を充 たし、 或は 之を 霞 •干 涉の乎 段に 供して 其の 治错 安に 對 しては 槪 ね無關 心. 
なるのみならず、茈だしきに至つては榆民地の高紱宵 «1£ 特揷銀行分社の耍部に 5{ るまで悉く满 
人を 以て 之に 代ぇ (下略) 

又我邦財政は逐年典だしく膨肌して阔カとの均衔を失するに拘はらず何 ^ 兑るべき皸理の跡 

なく (下略) . 

今 ロの網边せる我财界を整现せんと欲せば徹底的に行政盤理を斷行すること热扒の念務なる 
に拘 はらず、 却々 請 純の n « 5: 媾 へ 不念 2 ^ 職 *|1- 制を汶けて遛{ *11 狂の歡心を迎へんとするに至 
つては 其 箨狀货 に錄 くの 外な しとす。 

抑 も 我 邦 2 宵制は歷代2 |^ 閣が人の爲めに 15- を設くるの惡弊を踏璣し來りたる結沿、諸订廳 
は必耍 以ト •に 膨大し、 必然 牿理 の餘地 あるに 拘 はらず 之に 一大 斧鉞を 加 ふるの 英斷に 乏しき は 
勿論：..況んや帝都の中央に巍々として屹立する新議院及び新なる講介魃舍の如き華贪なる大 
rl tr I ^ は 我が 阔 访民カと對照して大に權術を失するに拘はらず之に ]1 額の阈兆を投ずるに杏な 
らざるに反し、阈家の浮沈安危に關する阔防に至つては之を不生產的施汶として閑却し、反つ 
て坻備の皖少を絕叫丨ぺ阔瘅の窮乏を衹備の縮少に依つて袖埙せむとするのオ济なる政策を遂 



行し、 之に 加 ふるに 政黨 乃蛋 論に 迎它て S 己 Q 野心を 充 5 んと する 蟹に 於け る 一部 3 
取®! s んは 彼等 政 客と 氣脈を 通じて 少 謂を 摘へ て" 露 戰役以 來我先 衆が sm 天 S 御 偉業を 
奉 承して 苦心 慘擔 辛ぅじて^^し 得た る 我 陸^. に W 氣も なく 大斧鐵 を 加へ て 前後 ニ间に W 一り 約 
八ヶ -cn 闻に相 する 界ヵを 縮 パ ノし尙 之に 懦らず 网務大 ほの 榮 位に 戀 々たるの 私心に 媒使 せら 
れて 財務 S3 理不 SS 求を £す る 2S なくし 5 步墓れ f し裕 なら f 菜 挽 
箱は 年々 削減 S 厄に t •も f f せず 兵器 SQit 放任し 來” たる S め 端な くも 
今囘 の 滿洲及 志 3S 遇し、 我 出 祭 QSIQ 不備 餘は谨 なく 中外に— せらる 

るの 失態を 演じた るが 如き、 其 橫暴 醜狀は 能く •舌の 盡す 所に ぁらざる なり 

所く 弊嘗 出、 腐敗 SS せる 政界 1 に2 て 財政 行政 2 緊縮 整理 S む S し 
淸を待 つと 何等 撰ぶ 所な し。 

n > P 國家 ^- ^ の秋には非常の決斷を必耍とするに拘はらず何れの政府も萊利 ^ ^ の拘 ^- 制时 
する 所と なり 

馘 〇 て 對外關 係を ■みれば 一好 心肝を 寒から しむる も s ぁり。 卽ち歷 代 内 風 Qg 塊た る 軟弱 
退 切 外： 父は 大勢 順應错 協 謂' 干 •魂の 外 何等の 主義 主張 もな く爲 めに 歐 洲大戰 值後の 巴 里 平め 
笫一 節 ^ 州壤變 と 新政 治 勢力の 格 頭 一 i 



第三帘滿州窜變にょ 5 社竹的火轉換 10 四 
# a に 於て 列 阈 環視 の 下に 人秫平 带案の饤徹に慘收して以來、或は靑岛の還附となり、或は九 
ヶ阔條 約の 締結に 依り 滿洲に 於け る特權 の 喪失と なり 或は 倫 敦 分讅に於て屈辱的海 5|£ 協记 -||- 受 
の 結 ^: 拭 ふべ からざる 阔防上 の 一大 缺陷 となり、 延ひて は 統帥 描の 干犯 問題を 惹起し、 將乂今 
囘の滿 洲 3rf 變に際 しては 政府 常 )..1 の錯誤に依り、11らずも阔際聯盟及米_の不常千涉を招來 
し、併も1:際聯盟に於て偶々問題紛糾し其解決闲難を饵ぐるや、饱迄非主张たる笫三荠の千涉 
?: 排除す る q 與氣に 乏しく、 姑息に も 一時 其 窮梭 を脫せ むた め钪餘 の 一策と して聯 m の 滿洲問 
題認識不足を理由に， « ら進んで調杏娄 11 の派逍を提案して反つて粜を後日に胎し、滿洲問題解 
決の前途にー沫の晤影を投じたるが如き、或は乂米2:々務卿のー喝に辟易して錦州攻艰のため 
蹶起交戰中の關朿衹に前代朱昍の敵前返却を強耍して我垡堪の光輝ぁる歷史に千歲拭ふべから 
ざる 瑕埯を 印した る 如き、 上海 派 逍 典に於ても我政府常- « の態度は終始不徹底にして、敵に大 
打艰 を加ふるの觅氣なく、彼に你反噬の餘カを存せしめたる結见蛉戰羚遥に常0魂ルに艰ぬる 
に澳少 を以 ^ するも我が主张たげ徹すること能はずして痛く帝阈の咸信を失啭したるが如き外 
交上の失敗は是亦舉げて数ふるに逭ぁらざるなり。 

前述の如く我邦内外の狀勢を仔細に檢討して深く想を阈^い前途に馳するとき’莉もー片袅 



sf s 、 R 又 wf f ら贪 。忍 S 代に 彼 S む . へ * if S き t 
h 發生 u 。 — 恐怖 時代 傷し 、 f i 雲 — iiluh 

I はしむ？ S 如 1 f I ょ If ん あ s 努の 能くす •へ 
キ ものにすら 2 濟に f 我 政 s 讓 5 落し 仍 SIS # f 岡り 现垢る 句 
民の 神經 本 的 s :! Ef 施す y あら ざれ ぱ到裔 si 辜 明な— す。 

今や 我— 甲 SS 、 或— 衾洲 の— に、 1な 
1 麗多 S 性 — If S — し、 此の 沈 f i ifu — 寺 

人を して 1 を— sst め大に f f する £f Qt 。 

1 に fQf ひ、 辛ぅじて f ISSI 聯 f ISS 1 

め 益 f I して K — 管 許— i ら ず、 滿—慈 仰と も稱す i さ 

uy rolii て 列 if f If iti 「 g 丨 

T 屬 11 靈— 響 ——、 sllf s 

f I 華る sli や。… 金し— し— 11 動 f f 

笫 一 a 滿州寧 變と 新政 治 # 力の 掉頭 ；： 
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第三窣滿州事饔にょ5肚贫的火轉換 10 六 
こと あらむ か、 滿洲 出兵 も、 上海 派兵 も、 往年の 西 伯 利亞 m 典の 泔轍を踏むことなきを保し雔 
し、 -^ 茲に 至れば、 帝 阈の咸 a は 全然 失 ^ し、 创龙米 だ 中なら ずして 大 隨ょり返却するの餘儀 
なきに至り、遂に我趿跄たる天地に閉息して自滅の述命を俟つ外北ハの途なきに至らむも测るべ 
からざる なり。 故に 吾人の 死活問題た る滿蒙 の ^ 後 策に 關して は、® の ^ き 決心に 迤 き、 饱 
まで >*«; 主报む饤徹するの赀悟を必耍とす、然るに肌 *|' 政赘ぁつて阔家なき政黨 | , '1 閣乂は歐米政 
治家のー谭ー笑に喜薆する小心贺友たる政治家外交背噂に向つて斯くの如き決心を期待するは 
全く 木に 緣つて 魚を 求む るの 類と 何等 撰ぶ 所な きを 奈何せ む。 想 ふて 玆に至 れば 吾々 =木阔民 
は宛然喷火山上に起臥するの感なきにあらざるなり。 

吾人は 疼 前の 此ー 大難 以に庹丽し徙らに袖手侉觀するに忍びず稍然蹶起し舒人と發を共にし 
主淡主張を同ぅする天下の志士と結合し協心戣カ以て此雉局を打冏し明治天岱の御偉龙を奉 
承恢弘 して 聖恩の离ーに酬ひ本ると同時に大和民族の進路を開拓し阔利民蝠の增進を阔り以 
て光輝ある君阔の使命を全ぅせんことを期す。冀くば發阔の士泥つて吾人の此舉に參加せられ 
ん枣を 。(昭和 七 年 五 H l rl ) 

右の焭明々發表後、明倫#は、綺いて主義綱領を發表して結成迤動を押し進め、十月十四=には 



坑； 囘懇 i 高く まで？ つけた。 而し S 初 S 明？ り： 年後 sg 和 八 年 音 十六 c ； に 至 
つてい ょく •ル-式 馨 式を 壤 ぐる ことにな つた。 その 間 旗 次の 揮明押 雲 あり、 それにょ つて 
み 4 ば 12 主要 E 的は、 五.： 五 事件の 防 十；、 袋 ボ 人の 政治的 任務の 強調 等で あつて、 議 
待 進 川を 1 し、 合—?、 政 1 打倒—. SS ?/ 01 学 f い ふ 態度で あ 
つた。 その 中心人物は 前述の 遠大 將 S 中 S であ？、 このほかに 1 中將爯 松 雄、 同 輿 平 俊 
栽、！！： ニ子 石 {：: 太郎 、帶中 將裘杏 太郞 、關 西の 1 寒 原 廣 一 g 、 s 尽忠 ニ馨が <: 流し &。 
その「主義綱領」は左の如くであつた。 ！ 

ー皇蜃 ラ 神勅 ヲ素 シテ天 壤無说 ノ我篇 ヲ轉重 シ忠界 愛闲及 献身 奉公 ノ 至誠 ト議旳 
觏 念 トノ 袢 及 徹底 ヲ期ス 

ニ、 旣成政 91 ふ 破シ 1 治 ノ確— S 本位 ノ SV 遂行 ヲ期 ス 
一ニ窶 追從 外交 ヲ棑シ テ c 主ト H 義 トヲ議 トス ル 外交 ヲ斷 行シ以 5 威 篇ノ宣 构 1 ヲ 
闽 A ッ大亞 細亞主 義ノ赏 現ヲ期 ス 

四、 統帥 大榷 ノ發動 並-一廣 的取備 平— ヲ 確保 シ以テ I 的 岡 防ノ 安固 ヲ期ス 

五 银本的 行政 W 政 及 税制 4 理ヲ斷 行シ棠 業ノ振 M ハ 中正 ナル 經濟 政策 ノ 遂行 並 民族 ノ 海外 
第； 節 滿州事 變4 新政 治 勢力の ^ 頭 - Dt 



笫三窣 滿州 氷榮に ょる 社 分 的. ■人 轉換 l o A 
發 展ニ依テ_カノ充议及阀民生活ノ安定ヲ期ス 

明倫分は、例の2:防に關する陸取パンフレットが問超となつた時、その支行述動 5: 1; ふ2ほか、 
機 關説權 、爲明 欝動 には 在 滎人嚣 SSS 動力を 示した。 昭和 十一 年 ニ M の總選 
取には 六 名の 候補者を 立て、 3 -府市 の今井新造ー人の常選を得た。 

この 明 倫 ^ と 刚々相對岭するものが :^ 逍 ^ でぁる。 ^ 逍分は昭和七年以來、隨取 '|' 將，々ヵ森 
藏、 [.> l y.- I ill 豐樹、 R 堪少將 m 澤 ホー郎、同 ^ 永政市 ^ 8布鄕將 *|1- にょつて發 ^ され、間八年ー月 
ニ十：1:、平野ヵ！ニ一派の1::木農挝紕合が提携を決謎して介流 1. 、こ、に昭和八年 ^ =^に仞立 5: み 
たものでぁる。その刨立に常つて發表せられた宂 13 は、左の如くでぁつた。 1 

立 言 

C 統三 千年 Q 光 2 る蹵 を¥ る n 木 錳狀$ ゃ容 ^危機に藍せり。卽ち闲战の 
生活は益々谠 ;'£1 し產龙は停廢1て勤勞大衆は硪死線上に彷掠し、思想は益々惡化1て枨 1, 槲 ^ 
共に 跳梁し、 饽讓 して S & S 畀に 盛と 管、 列強は 名 為 翠和 & りて 布 

2 :の正常なる郴益を抑燃せんとすり此の如くんば ^: 阈の前途爲に昉くゝ吾人の疥忖げく能はざ 
る 所な り。 



报 ふに is に 至れる 由て 來る所 遠し と雖 も、 要するに 明治 以降 欧米の g 人 主 f 附級關 
率 的 i 漸次 諸に i し、 a 木 sf si 神を i して 、 f SQil と 
せず 译奢 私？：：^ 求して 更 §利覉 备み ず、 s § e 繫に兹 して 其 歸趟に 惑 

ひ、 不正 不 S 徒 i 隙 S じて— 利 f ms し、 至誠 愛 S - Hswts 審仲 ぶる の 
餘地な きに 至りた る こと 益し 其 最大 取 因なら ずん ば あらず 0 

赴に 於て. R 吾人 は麗 する に 忍びず、 蒸豐 して 時艺繫 I S 甚 弘 して 聊か S に 

報ず— ん とす。 吾人 话く (中略) 秩序と 寒と 慕 保し ズ§ 神を 舞して iQ 

理智を 涵養し、 gw —货 して 列強 Q 1 H 對抗 し、 gf 菅翌 して 会 思に 穴 布せ ざ 

るべ からず。 S 如くして 初めて 内外の 阈 S 1 し i - の 11 る こき ui 
り 0 

吾人は 以上 QE 的を 1 す ふ 1 に 公明罢 I 心 f 正々 f 2 方 fly ん 
とする ものにして、— 世上 SI — 謀 si # 1 QS は斷 じて 採ら— 所な 
り。 吾人は 帝— 民と し 5 然享 布す る 一切 sf 错し 、吾人と 志高 じくす 暴 W 慨世 
S 士 と共に 精神 一到 何琪か 成ら ざらん の意氣 を 以て 勇往 通 5 ん こ— 期す。 

第一 節 滿州 琪變 i 新政 治 勢力の 裱頭 



笫三窃滿州事變にょる肚會的大轉換 110 
次ぎに、 皇道 僉の 綱領は、 左の 如くで ぁる 。 I 

綱 領 

皇道政治を徹底し以て金甌無缺なる我が國體の精華を發揚するを主眼とす丨 

ー、旣成政黨の積弊を打破し、似て公明なる政治の確立を期す。 

•ニ、 資本主義 經濟 機構を 改馊 し、 阈家 統制 經濟 の實 現を 期す。 

三、 阔民逍 德の 振興を 阈り 、以て 綱紀の 肅 正を 期す。 

四、 軍備を 充搜 し、 以て 阔防の 完備を 期す。 

五、 阈際正義の贷徹を阏り， 1||: 界资源の衡平を期す。 

右の 创立 宣言 中に ぁる 「近時 世上に 頻發せ る 陰謀 暴力 其 他 非合法 手段の 如きは 斲じて 採らざる 
所なり」といふー句は、空逍 # が明倫付の動向とその軌を1つにすることを示すものでぁる。ま 
た、 會の實 際 活動を みる も、 明 倫 ^ とょく 類似し、 S 家 王義運 動が 一時的 退 漸を 示した 昭和 九 年 
に .« 、明倫分、皂道待、及び安達廉鈸の阔尺同盟の三派介同說さへ持ち上がつたほどでぁった。 
この 合同 運動は、 平野 派の 反對 にょつ て 流 產し たが、 このために 合同 派と 非 合同 派との 感情に ヒ 
ビが入り、空道#创立の功勞荠のー人水谷吉義少佐は#を去らねばならなかつた。 



待には = 金 なる 大衆 組織が^; して ゐる 。これは S 8 興な 點でも あり、 また 
その 強味で も ある。 n 木賛 sins 現在 q 大 具) に® して ゐ たも？ — が、 大正 十四 
年に 分離した。 そ If 平野 力 |1 |Q 山 梨 f — 校 人 Q 簡縣に ある。 I 、 &| 紫 
■屁に 對 しても 特殊の 關心 2: 蔵し、 勞嫩委：^待を有してゐた。 

右の ほか、 なほ i 取 人 gf しては •1_ 係に— f 洋 々會と が ある。 介 終 分は、 旅 順 

ns 產生 S り S 者 賢； jg 々將を 中心として 大正 十五 年 一月に 翌 せられし もので あり、 
洋 々待は、 中袞 明を 中心として 大正 士ニ 年分に 結成せられ たも？—。 洋睿は 始めは 取 
なる 海 取 豫備將 一：：： Qrg^l: 的 機 g であっ たが、 3 ンド ン條 約に 憤慨して 對 外® を 叫んで 各方 时 に g 
きかけ るに 至った のであった。 

五國 本社の 活動 

この 時代に S 、 I 平— fs 本社と 霑—: 蒙— び W 維 含 名が、 1 にし 

3- りに 嘹 傅され る こと、 なつた。 

阈 本社の 發 鮮は東古小帝大 |^ の海戶取件で有名なる興國同志會である。興 ^ 同志會は上杉愤吉 
第一 節滿洲 事 變と新 政治 勢力の 接頭 



第三於 ニ； 一州 事 變 にょる ft 货的. 人 傅 # i ニニ 
博士を指缭龙として新人 # に對抗して紕織せられた愛 ^ _筚あって*大正九年の说立に係る。 
翌十年、间 <-? は機關紙「网木」を公刊し、平沿 ^ を顧問に顶いた ^ の4心人物はノ.”耕造とゲ 

A 贺久 治と であっ た。 

しかるに、 關 東大 養 後の 大正 十二 年 ニ 九 二三 年) 十二月、 山 本描稳 S の 略に 力の 不 
神なる 保ノ S 件が 起っ た。 山 木' 2： 閣に 入っ て 法相たり し平贸 は、 S 總 ES た ダに K に 卜 
ったが、 同 琪件に ょって 男の 受けた 衝 Ifr は 一し ほ 火なる ものが あった。 この 1れ1の沈旭て考の 
後、 翌 大正 十三 年に 生れた ものが、 卽ち國 本社で ある。 その 创立 is 如くい って、^ 
がー 個の 敎化阇 髋 たる ことを 明かに して ゐ る。 ！ 

惟 ふに 國家 の隆 a 、 民族の 安榮は 一に 繫りて 阔民姑 神の 作興と 智德の 竝 進と に ^ す。 糾新以 

來 人文 大. SH 間け、 S 益々 進む と？ も、 放蠢 佻の 風は 漸く 發剛 S 氣萏 S 猫 過激 
の 說は溫 AI — 棑 して 世 管 人心 泛 1 の S に sf なりて 獨立 
SQ 氣將に 其の 跡 I たむ とす、 況んや 客 ギ大災 に SSM 多く 毀报 せられ N 力 背し 4 
返す— や、 今にして— 精神 を_振 作し S — くし— sli — 极す 
るに 非ず む ば S 及 民族 Q 前途 亦 終に 知るべからず、 .1 て 先帝 の識を 誦し 恭しく 今上 



の 1を邦んに 蠢 Qf に f ず SS 奚 下に 求め S 锾 に 赴かん と 次し 敢 

ぇて 5 S 心を 布く、 iQ 士 f i ? f れ むこと を。 

同 木 社 S 色は、 そ Qt に tQ 名士を ff 點 にあつ た。 平 1 の 司— 内に, る 地 
位ょり 1 sf して 鈴 木 I 郞 、小山 松吉 、小—、 和 仁#、 抑 川治廣 、山裝 之— の 
司# 關係 多く、 そのほか 5 人と しては— 平八郞 .兀 帥、—、 1 A 桃、— 找 、宇 
坦 一成、 加 藤 1 、大 角岑 生、 荒木 貞 夫、 sf 郞 、小— 昭、 I 次、—、 永 ⑴勞、 
菊 池 武夫、 四—— P——- が t、i では 池 災彬、 1 郎 、そ SI 
埤 山川 健次郞 、十：： 在 由 直、 荒木 1 郞 、後藤 文 夫、 1 郞 、川 M 四郎 、⑴邊 1 、河 W 
烈 等々 e 裳、 11 志 f 列した。 一方、 I® 七十、 赏は 二十 f 稱 せられ I 
一: 木 社 SI は、 機— 「g 本」 (月刊) 及び 「碑 本顏」 の 刊行、 並び if 

り 殊に glslulf f —SI であ u 

—If 、 「1 神— 振作— 昼 動— し、 i 動 ——」 u 

とに あつ 衾 諸方 slf 、 蒸の— go し 平 1 i 登— 5 一大 S 的 名た 
f f 、 IQ .8 SI として— 上つ たので あ T 。 

第！ S 諸 雄？ 新政 治 勢力の— 



25滿州 ^ 變にょ”£食的火轉换 ニ 四 

阈本社はー時は「ロ木フアシズムの總本山」との誤解を受け、2:外の視_を惹いたが、平汛见 
自身は か/' る 誤解を 頗る 迷惑と 感じ、 昭和 七 年 ニ 九 三 ニ 年) 四月 十九 £=に聲明 ,^ 5: 發して、 ||1: 人 
の 蒙を 啓かん とした。 それにい ふ。 —— 「最近世間に喧傳されるフアシズムは外阀の國他に起因 
するものである。我阈には我國獨自の：：的もあり使命もある。この门的使命は衧逍徳を本として 
ゐる。我阀木社はこれに浓礎を尥くもので、外國の阈情に端を發したるフアシズムとは何铧の關 
.係な きもので ある」 と。 

昭和 十ー尔 の ニ * 一六 事件 後、 政界に 大變動 起る や、 當 時、 樞密院 副 讅畏たりし平沿蜞ー郞见 
は樞密 院議 長た る榮 職を 拜し た。 こ、 において か、 平 沼 男は その 地位の 重大に 鑑み、 岡 本社の ^ 
長た るを 齚した のであった が、 越ぇて 六月 四日、 突如と して 固 木 社の 解散が 發表 せられた。 その 
理由は、社俞情勢の變化にょり敎化阒粒としての « 的 5: 逑成したりといふ點にあった。 

なほ阈本社關係の ['«1 砬として修费 !»1 があった。これは明治三十九半ニ九〇六年)ニ月十ー=の 
紀1兀節の仿 ^ に、蓮沼 | ,, ] 三にょ 0 て設立せられしものであって、最初は冇名なる泔啄士川尻稻次 
郎子が 闯長で あった。 大 疋 十二 年 ニ 九 ニ H 年) 田尻博上の逝くや、平汛男がその後を爻けて 1*| 拉 
.に 就任し、 エ垛、鑛山方时の勞働荠の間に勢カがあった。阐 11 はー時十萬と稱せられた。 



—阐 には-ニ： 唐」 な— —。 5、 盟 1! ふべ— — 。それは 

o [n 冬 •ら 3 I* - 5 rv ご 〇 



一、 同胞〒： 人よ S よ、 S て f 梵 、愛 f 人生 SS り、 共 H ?? 総て 3 人 
と 親しめ、 我が 住む 鄉に 一人 爭ふ ものな き 迄に。 

.1、 流汗 擧：. 人よ 起てよ、— て 汗に 歸れ 、汗 f #§—5、 共に f つ、 總 ての 
人と 傲け：^ が：^ む 里に | 人の 忍る 背 もな き 迄に。 

六 金 鷂學院 の 存在 

费 

金 f を 4 社よ义 & し 迄 1 SS した も QPI 。 安岡 蛋は 一— 經て大 
正 十 ー年に帝大 蒙 f 卒龙 した も QPI が、 1 の硏究深く 、— ぁつ i 。 
始め 大川廣 とよく、 大川 sg —に對 して、 高 装！ り“ 神— 的で ぁつち 

力、 る. 队 にお レて n 地 社に おける f が 快— つたのは、 1 の成 行 f する もの— る。 

- ST 秋： 、 後藤 文夫 等 Hf れ 、羿 S 邸 . lis いて 孔子 § 
た。 これ 卽 I : 鬢院. 1 S 傾で—。 大正 十五 年 ニ 九 ニ 六 年)、 節， リ 

糸！ g 滿洲 ■み-新政 治 勢力の 接 ！ g 



第三 贷 滿 州 事 變にょ 5肚# 的大 轉换 一一 六 
太郞、赤池濃導の按助を桫て金截阑内に金鶏や盹を创立し、昭和七苹：九三ニ年)ニパょりこれ 
を 公開した。 それは、 明讓新 S ける 吉 E 松 陰 Q 松 下 W 秀 1 E 來 13 以て 理想と 

する ものであって、 その 趣 3 H は 「梅 .^ の 子弟と 相找 けて 深く .^ 資 の吊 を 修め、 聊か ^ 家の 風 敎に 
溢す 所 あらむ ことを 庶 幾 ふ」 にあり、 その 口 的は、 「懦敎を中心に叱汴ヤ賢の爭を修め：：特に：：： 
本 尺 族 精神 並に ^ 砬と治 逍とを 硏究す る」 にあっ た。 

樹；防深き小石川照町の金鶏璆院において、安叫の講義を聽いたものは、屯人、 11- 逛、财界人、 
雖族等各方而に：丸り、彼の髂溲は頗る.>1かった。この金鶏 -4!: 院の支抄 :^ には、前述 5}? 氏のほか、 
a ll a 條 ». 鯓兑灰右雄、町 [!1 辰次郎、和出彥次郎、迮川美次陸ボ中將、重藤千秋冏少將、枳本博 
大佐、大塚惟粘、次^大次郞等が數へられた。 

金 鶏 ^ 院 の 木 領は粘 神敎 -# に 1) るが、 11: .ー五ポ件にも浩干の關係名を出した。世上は、金鹚 
學院 5: 以てい は ゆる 新 {r 僚の ィデ オ a ギー的 源. r 水と 取沙汰した o rt 務 饩、 以林教、文讯 ^ 等に ^- 
奉 者が 特に 多 かった とい はれる。 . 

なほ神野信ーが削立した [] 本主義穷働組八 || の草分けたる石川自狨机合を主耍分子とする；11木產 
龙勞働仉樂部が金鷄璆院の指绰下にあったのは、興色ある帘赏であった。 



七 國維會 と 所謂 新 官僚の 動き 

金 鶴 學 院と關 聯 して 世人の 注意を ^ いた ものは 岡 維# である。 N 維 付は、 滿洲 5|£ || 後に 疫頭し 
たいは ゆる grIQKn であっ た。 g 和 七 年 (一九 三 ニ 年) 一 十七：：：、 安一: 1 S 支— 爵 
集まって 組織した ものである。 

gfQnr 的と す f ころは、 「％ 衿せ— 力— の— ゆる 1 越し、 罪 —助の 
所謂 地下 百 尺に 禮1耻の吉 朝 抑 S? 連 4、 塁 Q 維新に 潫す る」 とい ふに 
あった。 その 發起 人には、 菜裘夫 中將 、後— 夫、— 文 1 名 もみぇ たが、— S の 
役 n には、 理 f 31 部長 致、 吉⑴ 茂、 近衞文 錄、 大 .M 次郞 、松 本 ゆ、 番坂 S、 潭 fi*、 
$157 •に 橋 木淸之 取 町；：： 辰 次 郞湯潭 三千 见、 從⑴ 亥之助、 安部 十二 袋？：. が あった。 廣⑴ 弘毅、 

後 跋文 夫、 葉 貞夫中 將も_ であっ た 1 ったが、 大罡な n ば f f い ふ SQ ため 
8 の 理 取は！： 部髮 、霧 文 好、 濟井忠 正、 松 本^,、 奔坂 S 、 大这 次郎 、攆 三千 见 とな 
って ゐた 。そして 「_ 維」 とい ふ機關 紙を もっ た。 

阈 維# の 設立 趣 &は左の如く遨かれた。 I 

箔ー節滿洲琪港と新政治勢ヵの接頭 - - a 



笫三窣滿州事變にょる肚會的大轉換 一 一八 
我が國近來の ^ 强外患は非の重大深刻なる殆んど有史以來米付有といふべし。 
明治の僚興すべき阔拔的緊張と躍進との反動に由る猜風は今や容易に改むべからず0 11 つ莳 
代文化の ^. 進速成は政：！“ ^ 濟敎 ^ ^ 百般に破旋綺出し來り、而かも之に處すべき |^ 竹と忠恕と 
の塑的 M 神は 誇、！ 切 慕 的 唯 物的 HQ み 批判し 童ん とし、 私證ん にして S 
衰へ 、货 到る處 陪敍的 反感 抗讲 尖銳 にして 物情 胸々 たるに、 更 に降邦の友銮く破れー阏ぬ 
信義 窀も恃むべからず。經濟恐慌と政治的動搖との 1|*: 界的黑 ^ は方に朝夜を暗沿たら1めつ、 
あり。 今にして 斷然 、在 來闪循 の 風を 排除せ ずん ば 遂に 收拾 すべから ざる 禍亂に 阽 らん。 

不竹等此の情勢を哝視するに忍びず、£::ら惴らずして.1身 5: 挺し、至公血誠の；^を速ね、 
敢て北 產主義 ィンタ ーナシ ヨ ナルの 横行を 按にせ しめず、 排他的 シヨ ーヴィ ニ ズム 2 跋 JS を 没 
にせしめず、 |1 本粘神に依つて ^ 、政敎の維新 5: 阐り、外、 -# 隣の說を修め、以て |-1: ハ個の阈際 
昭和を贺现せんことを期す。 

次ぎに國維伶の綱領は、左の如くである。 —— 

ー、庹く人材を結成し、國維の更張を期す。 . 
1，大に阔家の政敎を興し、產業經濟の發展を明す。 



一 輕 佻 ^ 激なる 思想を 匡し、 日本 粘 神の 世界的 光輝を 期す。 

S 維^: &も 有名に なつた Q は、 昭和 九.^ (一九 =1 四 年) 七月 三 H 、 帝 人 S にょ？ 齋藤 
C 閣が 使れ 窺を 受けて、 岡 ⑴ 內閣が 成へ 溫 2 命：：： r たる 廣 川弘毅 が 外務 大 15、 同 後藤 文ち 
が 卜務大 一：: 一同 藤 井 炎：^ が 大藏大 はとな りし 時で ぁつた。 その後、 偉材 永 ⑴鐵山 少將部 が 後藤， て 
夫— 結んだ f れで め、 is 名は— く ら gs で、 

くた め、 g 和 九 f 一月、 gfQ 解散が 雲せられ た。 

N 維 翕 散 S 、 そ Qpf 思は る、 朝飯 付なる 變 § が 机 織せられ た。 しかし、 これにつ 
いて ¥#評がとかく姐さかつたので、間もなく朝飯 # も解散となつた0 

八 愛 國的學 生 圑體に ついて ’ 

トィ ッ (ナチ K 把握 以前で すら) 7 ランス ぁた 及の 大學 生は、 率ね 右 ■に 学る が、 n 本の. 

JWL は 交： に 看した 力は 強くない。 少なくとも 過去 y おいては 強くな かつた。 

し t < f ，後は 時代 f 押に、， JQ 社爲？ ちに も gls ■が 問拓 されて 行く 

笫 5 潇琪？ 新政 治 勢力の 格 頭 こ 



笫 ニ ^ 滿州琪 鋩にょる壯會的大轉換 ニー 0 
近代に おけ 11 動 SI は、— 帝大 fef れた 興®! 一:# で—。 これ— 
述の 勿く 新人 分 に對抗 し、 時世の 念 進化を 慨 して 結成せられ たもので ある。 その g 接の 動機と な 
りし ものは、 いは ゆる 森戶 事件で ある。 大正 九 年 一月、 裘帝 大經踅 部 機關誌 「經繁 硏究」 创 
刊號 に、 SS 部 助敎授 たりし 森 戶辰见 がク 3 ポ i ン Q 社 怠 想に 關す る硏？ 1 し、 そ 
れが S の M に觸れ 、編 紫大 S 衞 助敎授 と共に 朝鎏亂 罪を 以て 問 はれた。 この 時、 新人 
分 一派 たが、 上 猿.； - H 敎授に 私淑す 衾 生たち は、 斷然森 動を 起した。 
これが 爵同鸯 Q 起原で あり、 常時 可成 純8$: も 入つ てゐ た。 森 CM 没讓刑 に處 せら 
れ •丨 たが この 取 外の 波が 納まつ た 後、 杏 耕选 、竹 S 久治 等の 手に ょつ て、 g ' N 同志 命 
は學闪 w ffDE としては 解消し、 百尺 ^ 頭ー步 $: 進めて社 ^ 的なる ^ 木社となり、 ^ 野 ^< 火 ^ は別に 
全日本興阈同志伶を紺織したのであつた。 

興 S 同志 會 §展 的 解消 後、^. 生 8;1_傾 として 明確な^: 在を： 不 した Q は、 M - i-gE 大 SK 
冻 研究 漂 あつた。 翌は 大正 十二 年 秋で あ？、. 支那 硏究_ 柳菝 敎授 が媒卷 あつた。 
その 创立 大^: が-^ 费 g 文化 MQ 黎： HS 、 それに 引嘉 S て 紫な る 亂 一% を廳 し、 
これが 笫 一次 共 ^: 黨事件 摘發の 1!火ともなつたことは、前に縱橫饥怒部の個听こて述べ，こ讪りで 



班 f 着る、 1 
M II H:” 地 ^ ^^^ 

して 火— 抗 した i -21 1 し 力し 一方 大 i 書—— 墨 1 

1 uwlil'iif 、 11 f る。 f i 

「■ , l :ナく A 木刀 成 公 s 副 ■して ゐ る。 卽ち七 上ト ゴ 主. 运次 
「s - SS? $ ふこと に t I I :、 は 

1 はずん ば 何を 以て 1 m じ—， 管 ^1; °( 人 :|| 本展念表§つ 



笫三帘滿州审變にょる肚會的大轉捎 一二 ニ 
ず や：： 吾人 今 平 窓に * る も 庶幾く は 切磋琢磨 氣節 を砥勵し人格を.2冶し盛んに經綸2人策を消 
岡し盟友相锊って以って他1=の飛躍を期せん」といってゐる。 

七生社の -|1 , £ 接蹦审 ?-1 楞は新人#の找滅にあった。このロ的はー先づ速成せられた。現在この体 
統は 東大 精神科 學硏究 命 あたりに ょって 繼がれ 、藤澤 親 雄な ど阔尜 王 旎陣 ^ の名ぃ-を招ぃて_演 
#、 硏究# 等を 行っ て ゐ る。 

東大には また 行 地 社 系の 「=ノ會」があった。これは先轵にして行地社八なる笠木戍明、絞川 
武治 、中 ハ 介 武 '|«: らにょって指導されてゐたものである。大正十四年に五高 41 光 ^ の六閑潔の人學 
を 得て 俄然 振った が、 その後は 餘り その 活動を 聞かない やぅで ある。 

東大には 右の ほか 現在では 朱 光 伶な どが あって、 硏究# 等を 行っ てゐ る。 

朿大 「：=ノ#」、：：十大「潮の分」をみても分るやぅに、行地社が2^机織の方而に印した足跡は、相. 
常大であった。いま、序にその主なるものを擧げれぱ、先づ京都帝大の铽興學會である。それは 
大 1-: 十四年末、大川門下の江藤苁雄、篠晾褀ら 5: 中心に結成せられたものであって、大川周明、 
笠 木 良 明、 滿川龜 太 郞 、中 野 琥 逸、 n 田康倌らの指導を交々爻けた。後、行地社の分裂の影響 5: 受け 
て、侍 |-^ に大川派、滿川.笠木派の對立を生じて會の 1«1 滿なる發展を阢宵した。血盟阐 311 : 件の朿大 



着、 笠 木— する— f り、 i 件に ょ— 興 if — し t 

1 一又、 2— ti 、 SI — 害 ilii 

言 次ぎ バ i 社 系と しては、 Is 「 f 塗 士— 立に し is 文 雄、 屮岛 
丫一构 .；： m プ— ) 北 1 帝大 の 「许の 分」 (轮 部は _ 北 雄、 设 由 公、"” 4、 私 

見等)、審| 林——、 五 |高 1: || 

雄、 十 起潔ら が 幹部で ぁつた) 等が—。 ：-i 

以— へ墨證 i 」 て— I を ff 蠢囊 3 

C J S “大ぢ 2 益 W 志會 ( g 和四尔 十 一 Mf 3 s は 赤 神 蟲敎授 、石 儿尋ベ 1 木大 1 

羊！ 立に！ 馨、 立 ——— i i |れ 

If 

立 ^ 络 ^ は ^ ^ 郡太等，).、金大 ^ ロ本 ^ 靜 ^ £: 

第 运證 ？ ils if 月 S II 



笫三章 滿州事蠑にょる肚脊的火轉换 • . 二 1 W 
夫、劳卯直利、中ハ介登美夫、疋田敏男等)、國學院の全阀大=本主義同盟(指猙靠松永材敎授)、全 
n 木 ^ 生協 議會 (昭和 七牟 四月 创立、 n 本社# 主義 硏究 所の 別働隊に して 從って 赤松 i 兄.！ r ? lt 久 
井 骷雄、松延繁次、石川準十郞等の指缔下にあった)、！=本新興學生協钤等々があった。これらの 
ぅち、 一高の 瑞穂# は 割合に 健全な 校内 活動を やって ゐる やぅで ある。 

なほ 學協の 綱領は 

一、 戰時的 阈 { ¥ 王 義意識 の 確立。 . 

ニ、丼淹主義的、社#民主主義的、ファシズム的諸グループの粉碎。 

三、 勞 0 靑年 との 戰閊的 同盟。 、 

四、 资本主義：2本の打倒、社#主義1:!本の建設。 • 

五、 反動 敎育の 打倒、. M 主 的 討究の 確立。 

六、 祺祺的 訓練 S 徹底。 

とい ふので あった。 

しかし以上の愛阔學生阑體は、その大部分が璆生大衆を撺得することに失收して、现在では畢 
生 _做 としては、 一部の 例外を 除き、 殆んど 活動を 中止して ゐる狀 態で ある。 ' 



第二 節 血盟 围事件 



一 個人的 テ n の頻發 

滿洲 S によ？ = 本 ets 風潮が 皋 M し 始め S 和— 1— if 、 ！ 後 

滿 11 S 1 I 、 1= 久 1 のい は ゆる 協力 動に よっ 
1 Q 十！ 1 H に—」 された ので ぁつた。 この If ついて— 

! た、 め、 SIIIIB で——、— 吾— の -! 國 

i 箱 的な、 1 SM 盟 的な 的 政略 QII つたと いへ よぅ。， 

の 「 I 」 後、 1 "久 原の 企陶 した 協力 S は 成立せ ずして、 犬雲菩 1 政 
ii — した。 衆 謹の—— 窝閣 ii ¥ そして、 一一 i 

擧カむ はる、 こと、 なつた ので ある。 

ところ d 總着戰 がいよ く 1 に 達した 二月 九日 夜の f 、 I 、 民— の— 



ニ艽 



第三 京 滿州亊 變に ょる It # 的大轉 换 . ニ 一六 
苌として、鸹艰の采配を振ってゐた前藏相井上準之助が、東京第ニ恥民政篼帕補荠たる駒井敢次 
の應 援演說 のた め、 本 鄉 K 駒 込の 駒 木 小學 校へ 乘 0込 んだ 時、 茨械縣 人 小 HH J 1-: なる 靑年の手にせ 
るビストルに倒れたり犯人小沼は ^ 百姓の窮乏をみるに忍びず’その货任背たる前鈸扣を保っ 
た」 と 陳述して ゐた。 

すると、 越えて 三 ：：：：五ロゝ三井合名理 ^ 长一琢一:がノ：：：瑪三沖銀行の迪物内にある介名に入 
らんと すると ころを、 同じく 茨城 縣\の 凌 沿 五郎なる 靑年の ビス トルに 倒れた とい ふ ポ 仲 が 持ち 
上った。 

從來 とても、 1=木の社钤には、政治的暗殺が$:無といふわけではなかった。敢て大久保利通、 
橫井小 楠、 森冇禮 等々 明治 初期の 古き に 遡らず とも、 大正時代に •ホ： っても 外務 将 H 部 政務 w ii の 
暗殺、朝=!平吾にょる安川#次郞の刺殺、巾岡艮ーにょる原敬1=殺ょり、近くは昭和三年三月の 
七生 遜 [#1 れ黑 (|! 保久ニにょる山本宂治代讅士刺殺祺件、昭和五^4-ーパの愛阈社 0 作鄕 ^ 留雄に 
ょる濱 0 雄宰首相の暗殺祺件等があ 0 た。しかしながら、これらの朮件が何づれも散發的、偶發 
的で あるのに 引き 換へ 、今次の 井上 i 阐の牯 殺 取 件は、 時代の 念 進的苏 阀氣と 相俟って、 何と 
なく祺件の背後に何か大きなもの、存在するらしき氣配を仳人に印象づけたのであった。 



ニ 血盟 五 人 男の 存在 

人 小 S 參望郞 とは、 g 和 五 年の rv トン 條約問 露 料の 折、 前这 ベた" 本 1 
f 央實 SEm 次郞 S に t て故鄕 より 決 霞 |して去して來货でぁ？。付し ^1 
その 時、 同じ 決死隊 A となりし 茨 Is 身 SS 長 光、— 大 ニ、— 一人の 黑 —共に 血 
f 、 S 1 黨へ Q 1 的 解— は、 奢は 相携 へて HI へ— し、 S ゆる— 
交 組を 姑 成せる ことが、 寺 出 稻次郞 の ロ 1 た I 。 而し て— 大ニも 叔父に つれら 
れて へ舂 して 出た？ ぁつた。 西 ⑴税も 參对 人と して S せられた。 彳 

§) 小® 11 f によれば、 血 i 命— i 稱次郎 、五 人 S — 者は 鈴 
木 善 一、 この？稱が它 て £:ゴ乂5 た-る K 生れた。 五 人 S 2 小柄 正、 S 八 ニ、；^— • S 

SIIIII ぐつ て— したき ろに よれば、 彼 12 と并上 

靈 ii と、. K ： 袋 sl _ gif 、 デ f 論— 參 、そ 

こ L は 藤 井！：： 海；^ 少 M *^2 淸志海 取 中尉ら q 名 も 線 上に 現 はれた ので ぁつた。 

饰ニ節血乳£!事作 



S 1 京 滿州 淨變 にょ s ifc 舍的大 轉換 一一 f 八 
'こ、 において、 檢察岱 M の 火 活動が 開始され た。 先づ古 内 榮司が 三月 十一 R 拂 1 r 代々 木 上 原 
在の嬸藤成鄕所啊沾家にて逮捕され、またかねて跑(仓の頭山邸に敗れてゐた竹魁：=召は、三3:九 
n その 饵所 を突き土められ、十：：内就綽の報を卯いて：：1:じ日の午前十時私山熟如本間迹ー郎の附添 
ひの 下に 大野 ^ 視總監 2 釕舍に自竹した。そのほか、東朿、货都附帝大相學の同志らが紿いて捕 
はれた。彼淨ー同を取調ぺた結见にょれば、彼％は「我國現下の狀況 5: :::して政治經濟その他の 
機捎いづれも多くの缺陷を布じ政黨财閥並びに特植附紱は相結 ,|6 して私利私慾のみに沒頭し、國 
政を みだり 阔 {永存 立の 大 a を 誤り ;,';- る ものと なして 之が 革 正を 社 ^^ K JC ^^ v ' t iYJ SK fiA ^ WJ -r 
るために非常手段にょり政 :#; 財閥並に特_階級$灼勢カを打倒せんと企岡しひたすらその機作の 
到來するのを待ちつ、ぁつた」(豫难終蛄決定汲にょる)ものでぁつて、卽ち阀家改造の抬心とな 
らんが ために、 井上 =召を主盟、古朽榮司を副 -»-| 令として血盟_を紉成し、政贫、政界、财叫の 
冇カ龙をビストルを以て倒 3 んとしたものでぁる。 • 
以上の 計 捌の 下に、 =召は茨械縣大洗海设東光获の立正_阔堂なる祠宇において、前記の靑半 
を決死隊 1.1 として訓練すると共に、悔：米_(十 |'1 « 中尉#)、降ボ侧(西 |[1 稅$)及び大川周明派と結ん 
.だ。然るに、その後降ボ侧は -0;- り、昭和ヒ年ー”九 |1 !5、井上派及び海ボ側のみにてホ 2: 擧ぐるこ 



.と/' し、 

一二 月 十一：！： 紀 . S 前後を 期し 政界 財界 並に 料 ■階級 i 頭 暗殺を 決行す る こと。 

ニ、 武器は 奉 銃を 使用すべき こと。 

三、 同 S 一 人类蒙 1 S 元 _t て 地 I せ— 部 SI これが— 1 さし 

むる こと。 

等を 決 足した。 

ところ 力 そ €後、 間もなく 上樂 S ために 海 溢 同 淫 出征す る も 3 が綺 出して i 行爲 
に” つる こと 力 不可能と なつた、 め、 一 i 十一"、 f に 井上 派蠢嚣 とが 凝議した 览、 
一海 S と 分離し 一先つ 井上 一派 Q みで 決行し 樂 側は 他 H を 期す る こと。 (これが、 後 こ 九. 

一 五 琪件と なつた。) 

ニ、 井上は 計 S 行 Q 指 1 制 Hf、 他の 同— お い て 1 實？ 審する こと。 

三 a-? 权は機 付を みて | 人が 一 人を 倒す 方法を とる こと。 (いは ゆる 一人 ニ 殺 主義。) 

四、 府に 行動を— こと、 井上 日 科の 活動 不能と なつた 時は 各 内 臨機の— ! る こと。 

等々 を— し、：： 一: 時に— を も— した。 それは 政界、 財界 等 各方. 油の 代表的 人物 二十 徐 
第ニ笳血盟滷事作 r 



第 Is 滿饵喊 にょ 2 •;- : S ニ ニ〇 
名 ?: 選び、 それに ー人づ つ 焓當荠 を 決定した ので あつた。 

仇 盟 _の武器は藤井海朮少佐が滿洲方面(大述市の门滿商伶)ょり入手してー ^1 に卩交したも 
のであった。 藤 井 少代は 佐 ^ 縣 (/-3 淹で古贺中尉の先张である。火正十叫尔に沿ポ诉ゆ校 5: 卒尤し 
昭和四年砹ヶ浦航空隊に入隊、同五年大村海邯航空隊付となり、间六尔火尉に進級、航汔仲艦加 
打 乘紙 を命ぜられ、上海坩變の昤、ニ月六 11 肫茹上空で侦察飛行中.：：：：煺して上沾$鰱妓初の本：ホ 
犧牲漭 となっ た 人で ある。 C 煤の 後* 少佐に 進級した。 海 典 |^1 に王師诗なる涔裴阐體を紕織 |. 、 
後進を 绰い た。 = 召とは 大洗海 岸の 通 阈寺で しば <#って ||| ; 蛉相 ]!(1 1, てゐた仲である。 

三 井上日召の 人物 

この^:は、血盟阑祺忭として當時の (| 本社會を震撼せしめたものであるが、この祺件にょっ 
て、和何こと井上：1:召なる人物、その本拟たる茨城縣大洗海伶の_阈觉、このー |^ に思想的影響 
.を與へまたその幹部に眨れ家を提供した制度爭荠成鄕こと補藤卉太郎及びその私熟たる自治乎館 
.などの存祚が、 1«: 上に嘹傳せられた。 

主盟井と日召は、出中光顯扪が「容貌のい、非乩な坊主だと感心した。：：_阈党で靑苹を染 



1 る rr 坊主頭 だ SS 士と r 感じで、 ft 心醉し 2 て、— を 
1 h —1 だ。 ：.： 劍 fie 使 ひ 1 に對 しては 絕 

* に 4 i 著て S ,—」— 年 f ; Hr — ゐ导、 —しつ 

M : r たき。 ろ 1 る 人物ら し $ た。 多年 支 f 放浪して 來 て、 特務 的 任務に 服して ゐ たこと 

势" に 「 i 神—」！—) とい ふの が—、 こ—!、 少年 時 

^ r ^ ull —分る。 iif 、 その 後は— i 倒した。 

い 、■一——— でぁると 

四 血盟 團事 件の 公判 

血^— i — 八 n 、 S — したが、 1 擎 

HHUliri—、. i 裁判 —? i 判 — 高 — f し 

u 退した ほ f つた。 その—— 一郎 判 ii 判 f 
ね U 後 九十 ニ囘— 井—— 囘 )、 iff 



51 京 滿洲琪 變にょ s it t /- 的 大 « 換 一三 ニ 
昭和 九 年 十一 w 二十 ニ n に 判決が 下った。 それは 左の 如くであった。 —— 



無期懲役 (求刑 死刑) 
懲役 十五 年 (求刑 死刑) 
無期懲役 (求刑 死刑) 
無期懲役 (求刑 死刑) 
懲役十五年(求刑無期) 
同 八 年 (求刑 十五 年) 
六 年 (求刑 十 半) 
六 年 (求刑 



同 

同 

同 

同 

同 

同 



年) 

六 年 (求刑 卜 年) 
，六 年 (求刑 十 年) 
四 年 (求刑 六 年) 
四 年 (求刑 八 年) 
四 年 (求刑 八 年) 



井上 H 昭 
古の榮司 
小 沼 正 
茇泊 五郎 
m . 兀莪隆 
他 袋 正 紙 郞 
久木 III 祐弘 
姒 W 太郎 
田 中 邦 雄 
E 倉 利 之 
M -T- 毅 
森 憲ニ 
黑 澤大ニ 



同 三年 1 I 侪嗨 廣 i 

§) 公判廷では、 森 、—、 S は 「 g でない」 との 雷で、 2、 萬ら か—— された。 

S が— れ — SHt 、 益 屮 f S 彦桑ニ SSSI 、 これが 前 
迷の 如く 索なる 五 • 一 五—? 表 f した。 從？ 血 SS は S — 人的？ 
取 イ で‘ ァ く-^ これ- f,」 切り離して 考 ふること も 間違 ひで ある ほどの 大事 件で あつた ノ 



i = 削 事 作 i 



尕三窣滿洲事變にょる肚會的大轉換 一三 四 

. 第三 節 五 * 五 事件 

一 大事 件の 勃發 

昭和 五 苹 (一九 三〇年) 頭ょり H 本社# に 瀰沒 し來た 0、 稀々の小第件にその銳鋒を，小しつ、ぁ. 
つた 草 新 的. 阈民 主義 的 風波は、 附和七 年 ニ 九 三 ニ 年) 五月 十五 1=に起つた鄯件にょつて、その 
© m - 上に违したといひ得るでぁらぅ。 

この 五 =： 十五 门$件、卽ちいはゅる 31 : _. 五祺件は、 1 ::木社#としては胫初の政治的.思想的背 
景に支 持され たる 火 規模の 行動$件として、1=木上下の震撼したるところでぁつた。琪件經過は 
常時新昍紙上でも詳しく報逍せられ、またこれに關する#も少なくないので、叙述を出來るだけ 
簡眾に する が、 木 取 件 參 加の 諸 勢力は 分 0 て 叫とすることができる。笫ーは、海：小中尉 .'.- 贺淸志、 
间中村 选雄を 指 ^ ^ とする 海裉侧 でぁり、 それには、 古 贺中 尉の ほか、 巾 尉 三 上 ホ、 同 山 ^ 宏、 
少尉村山格之、饨備少尉黑岩勇、少尉伏藤龜域、同大庭春雄、及び大尉林 :|1-: 旄、同塚野逍雄$十 
名が參與してゐた。第ニは、土 *|5* 梅仙生を以て冏める降祺側でぁり、盹仙 4: 後藤映範>中岛忠秋、 



1 產「」 パ— 翁、— 醫 一郎、—、 I — 

ト ：.： fi へで ぁつた 祐 一の桊 侧桌ニ S 取侧 とは 相 备 して f 

^1!' glsl—^ 

レ—、 

l pl l l T l ^^^^ 
il—tp 

111 產 し、 1 iliil〕 g u 

嚴のセ^1^、：水政府|立せしめ、それにょつて$改要強行せんと-;^のむ^。』 

書 i £ ヱ iii i パ i — 十 

H で Muurf — g — 受け、 層 if 一—— 

H ? 一 sf は 佐 I 佐資 市の？ f 、 幼に して 贫 しかつた 3 

LSI — て隻中 f 贏 兵に 会した カ行 q 士で ある。 昭 SS 月少 f な r — 

浓！！；節五こ £ 赛半 



fp 、 F ? 
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si 章滿洲 事® にょる 社 # 的 大轉換 一三 六 
六 平 十二 M 中尉に 進み、： ！時に拔擢されて砬ヶ浈航從隊舉生となったのでぁった。この間に彼は、 
藤并 少佐の 指導に ょり、 現 制度に 對して 批判的 立 51 をと るに 至った、 たま < 口 ンド ン條約 問 ^ 
起る や、 大いに 愤慨せしめらる、ところがぁ0た。藤井饩少佐が井上= « と相結びたる關係上、 
n パー 派と も 聯絡を とり、 また、 c 2 ヶ 浦に近ぃ茨城の愛鄕铯にも近づき橘孝ー郞派とも手を捉り、 
1方柬尕に於ぃては神武會の大川周明派、西 [|| 稅の土林莊ー派とも相迎ずるに至0た。彼は、 «| 
常に 政治的 氺幹 を 右す るら しく、 諸方 面の 人々 と 相 知って ゐ た。 

藤井少佐の死後、古贺中尉はその後 ?;: 5: けて述動の指绰權を扼り、血盟_とは別刺に、昭和七 
年 ニ九三ニ年)ニ月ょり三月にかけていょく事を舉ぐる決心 5: なし、按助者大川周明ょり運動 
资金及び武器を’また頭山秀三’木間遊一郞ょり武器を供與されゝ三月十三^にゝ行動の八做的 
プランを作製したのでぁつた。 

• ニ 五ニ五事件の計劃 

右のブランにょれば、笫ー段の行動として笫ー糾、海朮侧の一ニ上 (:.- 十、山设宏、衬山格之，黑宕 
勇、陣取側の野村三郞、後藤映範、篠股市之助、石關榮、八木春雄が竹相竹邸及び：1:木銀行を、 



第二 机、— 侧の 益淸 司、— 侧_2 坂：— 一郎、 背 勤、 西 川 S * 池 松 S が 牧^: 大以 f 

璧 机、 海 溫2中 村 讓、 _侧0 中 金 秋、 金—、 1 政，」 が 政 友# 本部を、 第 3 、 W 
大— £露、 が 震 銀行— る。 f に.、 签ー snf して、 聖 机が站 

八" して 一— 穿 、 i 蹈へ向 ふ。 他方、 別— として 後藤 S 彥—— 41 :QS 決 € 
I して af り 各_所 を— せしめ 111 。卽 ち、 その内？ いへ ば、 尾久 I 

k には 杏明 汾 及び •：：！ 积澤與 一、 E 端靈 所には 翌 S、 松 S 讓 所には 涪 1 、.^ 
S 误には 矢 吹蕃 ■観 所 水秀 則、 n.n 靈 所には 小. 力 也 梁 黯ハ A て螌 

する。 而 して— 別 H 「 s 者」 とし 55 税—中 1 りに 上げ t とこて、 これに i " 
S 光、 袖川秀 雄、 g | 沼 操、 S 金 宵が 常 KT 

以上の 如 5 as にょり、 I 迄 f 策し、 S 力 £ て收 拾す る Hf ざれば 接— 
持し S いや i を 惹起せ しめ、 i 令を 施行す る S む— に 至らし め、 つ ひに 本 新 政府 
樹立の：：：的を违成せんとするものでぁつた。 

一一 -片 十五：： ISK 時半％?? る 時刻と 決められた。 そ 方針と しては、 
(ご行動にはれ動准を強制使用すること。 

S 1 12 五 こ 五 事 ft - , 



笫三 窣滿洲事變にょる肚會的火轉捵 —!■ 三 八. 

(ニ) 統制は 年長者 これに 當 り絕對 服従の こと • 

(三) 犯 合の 際は 特に 注意して 騷然に 渉らざる 如く、 例へ ば 偶然 知己に 遇した る 如く 裝ふ こと。 

(四) 武器の 授受は 集合 後 適 { JL にこれ をな す こと。 

(五) 武器の 使用法 (略)。 

を定めた。而してその行動は、先づ笫一組は午後四時半に靖阈神社に勢揃ひをなし、打動単に 
分乘して五時ニ十七分、永田町なる酋相宵邸に到着し、犬養老首相の姿を求めた結见、先づ三上. 
中尉が n 木 間食 党に 首相を 锝た 。彼は W ちに 举銃の 引金を 引いた が、 その 前に _衞 巡丧 を狙维し 
. たので 格 發に 終つ. た。 首相は 逸る 一 同を 制して ：=本間應接室に導き「話せば分る」と费幣开を說： 
得せんとせしが、射豫せば琪を仕拟ずるとみた山焊中尉が、「問答無用、餱て！」といひ(註|)、そ 
の聲に應じて、黑岩豫備少尉が左下顎骨部 5: 、續いて一ニ上中尉が右顳願に苹銃卵丸を命中せしめ 
た。 

(拄|)後 || 、海箪俩の供須贺嫫守你本法食5*において ||| 岸中尉が陳述したところにょれば、彼が自動本 
にて 首相 宵 邸へ 念ぐ 途中、 「十： 官候補 生の 一人が、 竹 相は 支那 ゴ D で收が 据つて ゐる か、 り而と |»] つては较せ 
なくなりは しまい かと*/ いたので、 私は 软ひ は® 鉍 a みだから 飛込んだ 勢 ひでやれ と 申しました 0 7+ 々の. 



供れ た じ わ— ic て S 2 に淳 f とでし 

る。 I 「 层 川、 f .」 について は 、 「—HI — てした」 とい！ 
無 S — は 全 i 中でした」 is てゐ气 ニ ことは f に f 、 問 神 

Hi ら f、 f 土し て ff — し、 他の 5 は 1 ' , ?! ク， 
て H 木 銀む に 趣きし 後、 憲兵 除に 自 泣 した。 '承 f I 

I つ i —、 I ょ手遲 ii i u 

ill せしめた 後、 11 した。 者'- 記—-— ひ— 聞 

—if i 

讲：一; 節 ?£ こ £ _和 5/ 
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■第三草滿洲事變にょる社於的大轉找 一 Mo 

记 四机の奥 |:! 秀夫は荠榴彈ニ简を受けしも、七時三十分頃漸く三菱鈒行にその一简を役げて外 
攆 の 一部に 拟偈を 加へ て 逃走し、 ー简 を 友人 宅に 廣した 。 

變 笛所襲艰机は、何づれも機械のー部を短刀、鈥等にて拟傷せし2みにて、 ^ 榴师の威ヵを發 
押せし むる こと 能は ず、 nn 變 宽 所に 趣きた る 小' M 力 也の 如きは 恐怖心の ために 手 榴彈の 役掷す 
ら不可能といふ狀態であった。後に 5[£ 法伶議法廷にて签？路せられしところにょれぱ、淼兵陕へ自 
竹 せし 海： ホ 侧行 動 ^ らは 、常 夜 何づれ も m 燈を 眺めて その m ゆる 時を 行った が、 っいに 一瞬 だに 
も 消燈な く、 失望せ りと いふ ことで あつた。 

三 五 * 五 事件の ィデ ォ 0 ギ丨 

五.ー五.琪件は、人命の犧牲老は犬養符相及び |!| 屮巡夜のニ名に過ぎなかったが、社钤の受け 
た 術 m は 空前の ものであった といへ ょぅ。 

しかし、その行動計剡そのもの、内弈は、拽か社撰であったとの批判が行はれ得るであらぅ。 
た V し、 彼等から いへ ば、 口火 さへ 切れば 後は 他の 力に ょつ て收价 さるべ しと艿 へて ゐた ことで 
あら ラ。 




hnlfi 之‘ 维 W は. 戒 f — I 政府— 5 1 て 

rp I : 一 y l l u^^ 

p l Nf 、 f If 2ま：^ 

ところで ー隳 例？ K 補 生-は、 そこまで— へず、 I に捨？ な 

MS' —1^ — .f 

たとい € iMI — ぁつて、 衆？—— して iif 
ます」 と レつ てゐ るし、— 補—— た、 「私は— する f は f 

邸で— り—」 とい ひ、 「春 fli 」 と——: f 問 Hr 
看です.…」 「上は—— まし 奉り、 軍 ff、i を 犯し、 5 打 摘つ て 
ui — —。 11 します。— f す」 差 1 。また 中 P 

iiiiii ! i 
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第三 京 滿洲事 變 にょる •社# 的 大轉捵 一四 ニ 
(註 I ) 1|1 し、阽眾側でも後菔映範候補生の如きは、戒联令の亦许まで兑透してゐたやうでぁる。 

候補生の 參加珂 (>{ については、求法钤讓法廷において、判士姣が坂元兼一郎に封し、「 '|* 村 '|* £5は海¥の 
みで 決行す ると 將來 阽海來對立となるから阽求の«窃のついた人の參加を轺むと云つたか」と 2|1 間に對し 
坂 元が 「申 5 れたや うでした」 と 答へ てゐる ことにょ つて、 技すべき である。 

なほ五.ー 5.*. 車作符3の行動耍頊には、楛述の如く、「平長者«制絕5; »1 從」とぁリ、陕：米側は、¥铋齐 
たる 海眾側 に ( SH の 指揮を とられた* 」と荞干«憾に思ふ旨を法廷に洩らしてゐた。例へば、莳、屮岛、石 
關らの 如きが さう である。 

右の如く、五.ー五事件の參加者の窓思には、幾分喰ひ違つたところもみられるが、法廷にお 
ける各被许の言動をみれば、從來の右灾述動济ょりはー肝批判的でぁり、釕而 || な人々でぁつた 
ことが 分る。 彼等の 抱く 思想 的 動向、 なかんづく その とれる 手段に ついては 稀々 批評が ぁるで ぁ 
らう。しかし心から、阈家を思ひ、國民を思ふ彼等の玉愦には、打たれぬものはぁるまい。五. 
一五祺 件の 公判 記錄 こそは、 まことに ^ 重な 阔民敎 ' fr の 资料で ぁらう。 

古 贺中 尉は いふ —— 「：：過去における 0 分の見方は不十分でー方に偏してゐたと思ひます。 
但し 一讧して救阈濟民の心においては笨固でぁり、七轉八起して、この思ひは貫く考へてぁりま 



す： 丨 本は 重大 時期に 臨んで 访 ります、 この 秋に 丨 

と0| 着と し、—— て 掌。 -? •、へ 

i 初 i— の—、 

_。 然も これ 言 i した"、— 上に？ 下 
すぐせ た」 とい ひ 、 if 

ならぬ と 考 へて ^ り 史. 。ヒ 痉 -, 餐 . JJf ニ ー if ! 死しても ^ さねば 

大衆— へても 恐れず、 死に f ては 七— れて 

i 「：.. ii 別と し— 言 n ll ' r ytt ます」 まて— 一 上 
I た！ 配 g が 民？ 先立って 範を垂, る ? 1 し 指 

4, rr 〜1 
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第三 35 滿洲車*にょる ||: 料的火轉換 - s 
福にぁる。憎む所はこれに反する邪惡の徒泶でぁる。私は犯した罪を知ってゐるが、鉍持は純ー無 

雜にして一擧唯だ愛阔心に弗くものでぁったことは公筲できま^ J 「現在の n 木は 吾々 の 行 

動の冇無に拘らず今=旣に重耍な轉機に立ってゐる。今こそ新しき：！：木へと進むべき秋でぁる。 

: :願はくば阈民が沉に赀醍して昭和維新の衩を擧げて貫ひたいゝこれ以外に念願はぁりませ/。 
死しては魂魄この#に ^ まつて_阈の鬼となり、门木を守るため今死しても決して惜しむ所はぁ 
り ませ X 。」 「：： 私は 上海 祺變に 出征して 感じました が、 陛下の 茁歲 记叫びっ、靜かに例れて 1/ 
く 無名の 英雄が 一 = 沿た る 上海の 戰況を 刻々 と 輝 やかし*- 勝利へ と ^ いて 行った。 吾ん の 輝 やかし 
き彼痄はこの無名の戰死荠の雄々1い分カで出來るものでぁる。：：」「私は天 : , 2 : 及び=木 3: (,| 
ずる。かの明治維新を前にして橘岍饫が 
吹く 風の n にこ そ 見ぇね 神々 は 

此の 天地に かむ まつります 
と 誦した。 これが 私の 心境です」 といつ てゐ る。 

陸： 水 側の 候補生の 法廷に おける 態度 も 同様に 立派な ものでぁった といへ ょぅ。 後藤 映 範は 、行 
動の理由を說明して「：：笊ーに笟村烛弊は心ぁるもの、心痛の稗でぁり、漁村然0、小中商エ 



1 f?。 殊に 一昨年 秋は 東北 地方は 不作の ため 量は f めて ゐ た。 其の 子采は 
滿洲に 出征して ゐ ます。 出征 兵士に 後顧 S ひ あるは S にと？ f 重大で ある。 這の 中で 
も蠢 は赛が ょく 1 農兵 S 取 Qi で— その 出征 S が 生死の f 立ち ながら、 その 
家族 ヵ娥に 泣き 後 g あるは 全く 危險 である。 此 東北ぬ 民の 救民 問題は 全く 拾て、 如 みられない、 財 
間は 餐1 し i 北 救民を けて 私— f して S。 一方 東 is いたいけ ない 小 
年子 免に s?<:r へず S 校へ 行き、 S は 腐つ S 鈴 f S5 •へて ゐ f いふ 窮で 6 
る。 之を 一：：： 捨で E けば 一日 1 §く| へた？ ある。 之 S には 徙 1 のみを 
揭げて ゐる政 {故 腐 をれ 倒す る 外は ない と 感じた ので ある。」 「丨私 兆が やつた 艰情 、そ； 
私 11 S 識 した 以上、. 自ら s 生命—? 起つ S2I す」 とひ、 石 糊^ „ 
「S1M 民で— が、 農 f HQ 窮は i す 1 S 谭」 と 叫んで—： 1 
S は- 1 村——— 要 (中略) 而し— 北、 北證 代表が 井上 窬に§ ラ 

きた ひ {I された 後、 渐く會 へて、 然も 何 S る 所 もなかつ たと S にこん な 3 では 和 
底— E んと Q 考へ墓 めた：：」、 「：：侦 公 七生 gf 身は 亡んでも 莴 のために 準 f 

つてを り—」 と tl? ゐる 。志 校 ssn 席で ニケ 月 後には— 3 光榮我 つて ゐた 
S3 五 ニ 五 琪作 



第三 章 滿洲枣 瘐 にょる 肚# 的 火 轉換 一 M 六 
と云ふ吉原正己は「私が阈家改造遝動に入った動機は將校となって壯丁 ?: 敎疗するに常り、我が 
阔 1 g 觀念を 確立す る必耍 を 深刻に 感じて 阔 {水 硏究 に沒 頭す るに 至った 結 见だ ：：火市洲に傾例し 
て 丼 硏究 に沒 頭した 結 艰、 初めて 大 m 洲の 『名 もい らぬ 、金 も いらぬ、 名# も いらぬ 人間 ^. 化 末 
に W る荠 はない』 といっ た 言葉の® 味を 知っ たとい ひ、 その 故鄕； W & 村に おける ^ 忖 の 前 狀を聲 
淚共に下る言葉で述べて、测々と人の胸 5: 惹バった。 

五. 一五祺 件の 取 人たち は、！ f 常、 大川周 明、. 權藤成 鄕 、北 一輝、 橘 孝 三 郎 、井上：：： パら の ィ 
デォ 3ギー的影拷を受けた如く对へられてゐるのであるが、法廷における彼等の陳述ょり格すれ 
ば、：：！ 召 及び 橘を 除く 以外の 人々 には、 餘り 大した 敬意を 拂は なかった やぅに 思 はれた。 

彼等のぅち、海笊侧三上中以の意兑は獨特である。彼：！1く「茶命と維新とは间总義である。こ 
れに關 する 支那 及び 英米の や、 こしい ^ 論は 必要がない。：：！ 本 阔船 に卽 し、 n 本人と しての 充分 
なる 檢討を すれば それで 充分 だ。 吾々 の 維新 革命は 天空 親政、 君民 一如の 阈政を 施く ため、 あら 
ゆる 社 侍惡を 淸算 し、 これを 寅 踐の 上に 確立す る ことで ある」 とい ひ、 跑譯的 ファシズム 排嗦 <_ 
を 展開した 後、 「私慾と 權勢に 左右され る 支配者が 上に ある 時は 阈政 は紊れ 、國 氏は ^ 炭の 苦しみ 
を受け、外阙の侮りを受ける。阈家はなか<滅亡するものではないとの氣休め的考へを以て吾 



吾の やる のを 詳な こと 4 へる S 間遠 ひで ある。 惡は飽 < まで 排 しなければ ならぬ。— 直 
f シズ ムは絕 11 令は…. (中略).： •昭和 1 の 第一 步に 入らん ため 擧 

® 一 致 内 漂 立 sis 短時間 S ける 秩序 維 f い尝 けの— し— へ— んで 

といつ てゐ る。 



四 五*1五事件の影響 

: 今 1 は、 犬 if 穿、 いは ゆ— 豐 f の、 生命を — f 

v しまつた。 犬 養橫死 直後、 その 夜半 ニ 時 高 霞 相が 陆時竹相 になつ たが、 翌十 六日 t 、 •ッ f 
總 11 し、 そ QISQ 袋に 關 し、 諸—々— 寺— 公 も、 重 f して^^ W 
奴 牧野 内府 、山 木 1 、淸 M 、 尹 I 、 特に i 般 ii 平 八 祁、— 

W の '® 元 f II した。 課— iiii 下— 蠢衰、 武族敎 

竹 fnM ら が？— し、 諾— し、 讓 1 ぶ 1 が ぁつた。 一方 、 r 

政 友 ill ニ鬆 _1_1111 一 11 き;;。 

力くて E 園 寺 公は 諸方 面の 情 fg 破した 後、 海軍 大將齋 藤— 奏請し、 壤件後 十 

■五 •一 五 ラ . 一四 七 ■ 



笫三章滿洲事羚にょる社會的大轉捵 一 W 八 
名 五 H 二十 六：！！ に 漸く 齊藤内 開が 成立した。 齋藤 Is 開は、 なほ 政 •民 W 4 E の 代表と して 山 本 述雎 W 
(S 相、 民政)、 永 井 柳太郞 (拓 相、 民政)、 三 土忠三 (鐵 fll 、 政 友)、 抱 弘 i ti! 、 政 友 系) 等を むした が、 そ 
の後、岡田、廣£、林、近衞、平沼、阿部の諸 ^ 閣を迎じて政秘代表の葸味も褪れ、勿淪純政黨内 |« は 
ー部の人々 (0> 希望を外に、今2:米だ實现せず、まだ將來もその可能忭がみられない狀態でぁる。 

五.ー五卞件は政蘇内閣に土めを刺すと共に、財阁をして「轉向」をなさしめ、なかんづく池 
田 成 彬 を指缂 者と する 三 井 M 閥の それが 鮮かで ぁつた。 次ぎに ぬ 村民 救 事業が 橙々 と ^ 施せられ 
セ窮乏せる |1 村を救ひ、また取部の政治的進出を迈らに & 調ならしめた。 

衹部では、五.ー五事件疯後の五片十七 « に、先づ陸讯钓が聲明を發して、 

帝 國國内 の 現 狀に 愤激し非常 ^ 段に訴へ今次の不詳車件を *;| き起したるー味に關與せる |^ ¥ 
側人线は在學中の陸 11£ 士宂乎校生徙十ー名にして艰件 || , 1: 後收に全れ來1 1:| 小憲兵隊に， ^ |'1 し戈る $: 
以て H 下邀 兵隊に 收容取 M 中な り。 

と •いひ、 また 海 取 侧で は、 迚 n lt 腦部 #讅を開いた結见、十八0:に至り、その蛀高尨思 5: ^ 足 
し、 同 H 朝、 大角沲 相ょ 0柬鄕元帥にー時間に 1«: つて諒解 5: 求めた。その內容は友の如きもので 

串 

あつた 0 —— 



一 ょ の 如—— し— に對 しては？ ま Is — し、 I 琴 c 
f たも— 論 そ— f 、 _1 持す f 。 ( 

ニ、. f 賜は|_||1| す ——1— す 言。 

五 農民 決死隊と 愛鄕塾 

愛鄕 1111 

d C - C 4 — — — 1、 ———— — とい 9 「て 精 
て— 『 r - は f — (一九 一—、 一— 文 sf 中退した 人間で ぁる。 その後、 f おい 
と ：: yu HI if —1、 そ— 因—— if こ 

4, - 

一四 九 



第三 京 滿 洲 窄變 にょる 社 -# 的 大轉换 ー瓦〇 
じ、橘热如 "0: 中心として靑年の訓練に猛進して行つた。热の設立趣意 ^ には、 1 けさこそかけまザ 
ん 。バィブルの 講 釋 もいた しません が、 もと 私は 神怫 にあつ く歸 依 a 入して ® る 所の 一 出家で あ 
ります0私の能とする處のものは神佛を信じまゐらせた>抓心のありたけを搾げつぅけつ請共に 
生きてゅく琪だけであります。これが私の生活茈調であります。ー切は此张調にょつて整へられ 
なくてはなりません。塾を起し熟生に接するにしても何等變る所とてありません。熟生違もみな 
同胞の如く共に生きてゆく樣にいたさねばなりません。そこで .^ .の ^ 料の下に熟生をして自營せ 
しめるといふしくみにいたす譯であります」といつてゐる。その宗敎的 ^ ひの.- |- いことが窺は4 
るで あらぅ。 

愛鄕熟 は 少年 部と 靑年 部と に 分れ、 少年 部は 大 概 ^ 等小學校卒業程度の平ヵ及び年齡者、期間 
は ニヶ 平^-。 靑年 部は 5- 種 及び 乙 3ニ§れ、 5-掩 は滿 十八 歲以 k- 2 も 2 S 鄕熟 精神に 徹せ 
るものに限り、學ヵの如何を問はない。期_も限定しない。乙稅 -« 、ー身上の理由で愛鄕運動に 
变 入し 3 ぬ ものでは あるが 志を 同じぅ する ものと し、 ^ 閑 期に 入 熟し 短期 ^ 、 六ヶ H 以内) の も 
ので ある。 

愛鄕熟 の敎育 は、 愛鄕 桢神と愛鄕農法といふ理論及び ^ 踐闷方谢の訓練 5: なす。五.ー五项件. 



”1: 二士 二 名 1 。— 、そ ilsf P . S 2 C、 I 
f 机 織し、 縣下 SI に 震—— けた。 そ S 登 十餘、 と 云 はれた。 

力く の 免く 愛梅热 本来の 面 n は、 いは ゆる 「晴 耕； 瘍」 の 理想 鄉た らんと する、 極めて 
の もので t 、 sfi た。— is 村 S 端な— 弊、——^; 

f — あり 他— は 井上 錢 HE 器、 哀 If si , との— t 、 つ ひに 截 
主 橋 孝 一郞 は、 平和的— 釋主 f 4 進 的— 行 iI . M す— たも の である。- 
^ つで 力. ー五评 を 起す W 前、 潘洲阈 入りと 觸れ 込んで 水 戶で 送別 分が 行 はれ、 杨が 激烈な 
る挨 if , 品 後馨 菊裝 ニ郞 S 如きは f なして 叱正した とい ふこと である。 

五 ニ S 件に おける 1 、友の— ニ f に S したと いはれ る。— 

I 1 胞繫 in たか Q 如く 思惟され る W 民 大衆に、 こ S 奢 呼び 起さし 
ダ 忍に H 木の 社 伶的妓 弊の 极本 原因は、 H 本 諸 i 礎 である i を 捨て >_ ない とこ 
ろの 資本主義の 總 本山、 都市 專 制に 依—、 f 以て 示唆す る こと。 • 
一 煙は 3 S 家 的 重大性と 使命を 忘れ、， U 己と. 還と を救濟 する 氣慨 と綺 神—ひ為ら 
ねた 5錢 的 S は- nr 身 2 力を 以て®：： j と祖 g とし 救濟す •へく M すべし。 

第一 £ 五 ニ 五 琪 ft - 



笫三京 滿 汨苹铤にょる肚众的大轉換 一 五 ニ 
一、 德艰 少壯 十； 介と 行動を 兆に せる ことは、；^ 部獨裁 政治 货 1 動 2 表現な りとの、 2只一 
般の誤 解を、. 明瞭に せんた めで ある。 

橘孝三郎は、琪件常：=、琪の成否をみずして滿洲阈へ逃れたが捕へられた。この橘の逃避行に 
っぃては、 1||: 間の一部でも非難があり、橘，门身にも何か思ひ違ひがあってか、公判廷において苦. 
笑して ゐ た。 橘の 人格は、 その r 5^ 中 通 a 」 序に おいて、 _1::现 在 私の 心境は、 ひたすらに 神の 
懷にのみ {!-: み、人類社分の平和を切に祈り、拉村社倚の繁榮を切に切に希って 5: ります。：：」 
といって ゐるの もみても 分る 如く、 栎めて 謙虚な ものである。 しかし、 彼は 公判廷に 於て いは ^ 
る 「公判 馨」 sf 心行て か、 公判 si く 5 れて渐 次 が S ： はれて ゐ た。 

六 五 •一 五 事件の 處理 

帝都を 騒がした 五. ー五祺 件の 带人侧行動者は、 ^: 京憲共隊に自 -?| し、ぬ民決死陕灼はそれぞ 
れ速捕され、除妊後藤頃彥は岛枳縣松江市に走って同地の憲典隊へ自竹し、大川周明、本間懣ー 
郞、頭山秀三らも、それ^^捕へられた。本間邀ー郎(紫山塾主)の如き、ー時は檢艰不可能說さ 
へ 出た ほどであった. が、 同年 九 31:十八=、迆ハ介で速捕せられた。なほ枣件の副帝物としては、翌 



昭义 <r i n 八 n •譲 始め 觀兵式 行 S 際し、 8 ■山 S 一 si 生 g 放 件が 
I、 そ SS 關 2 して、 1 代 理糧次 郞 、沿 震、 11 人が— せられ _ 

五二五 事件の 公判は、 陸、 海、 民間— 各 別に 行 はれた。 先づ陸 取 侧で i、 41 ォ 
I おいて、 判士 長西忖 震—、 判士 中 川 1 尉、 同 川— 1 、 U II5 P 
5 尉 is 步兵 中尉/王— ml 郞 法務へ u、 I 宵 匂 坂 春 平 第一 師 Ilf い ^ 
软 d に、 特別薷 人と して 細見 惟雄 1 、中 村 If 兵 少佐、— 士 中— ほ』 
y の 以て, 八 1 H から 始められた。 その 着、 反— 1 て、 被— に禁 
-f 綱 八， 牛の— が ぁつたが、 九月 十九 n の 判決で、 「I とする も— 電し」 と 
の 砰— 以て— 四— 決 勾留— 十 S! なつた。 大— のた め、 昭和 十一 年な こょ、 

そ 1 が 出 所した。 その 多くは、 大陸へ 進出して 1 、如くで ぁる。 

次ぎに、— 淫麝— 取 法 i において 判士 長— 四郞 大佐、 判士 大和 爲 I 、 同 
尉、 戀勝畫 、主 理_| 宵、 檢 i 塞 鏡 B、 特別鐘人 朝 出 肆 

プ、 沒 水— 中尉、 11 魏 、淸 淑ー郞 ほ— 名と いふ— れ にて 1 乂？ 

と 一" S— 八 年 友 二十 g よ。 公判を I した。 九月 十一 n 山— 接— SIQ 下. 

« nls ?£ • 1 K 打 ャ 



五三 



笫三牮滿洲事變にょる肚會的火褲換 一 五 w 
に 十 1贺淸志に死邢、中村義雄に無期禁銅、三上单、黑沿勇に死刑，山 /^ 宏、忖山格之に無期然銅、 
俅藤龜域、大庭春她、林正藏に禁錮六年、塚野道雄に同三年 5: 求邢するところがぁったが、九；^ 
八 ！=の判決は、六贺淸志が禁銅十 ;-|£ 年、三上中が：！1:十五年、黑«坍が |..1 十三年、 '1* 村袭雄が冏十 
年、 山 ^ 宏が ；！一:十半、 +--]' 山格之が同十年、大庭春塊、林正義が同ニ年( :/1: 年間執行桃橡)、塚野道 
雄が同ー年(ニ年間執行树豫)といふのでぁった。 

般後に、民間侧の公判は、柬京地方裁判所において、神 *1 -裁判丧、八木 [1| 、鉍跸闷陪席判祺、木 
S 檢祺 、招 _ -1; 杉沛武雄その他の陣#を以て艰部側に遲れて、昭和八年九パニ十六ロから開かれ 
た。敁初阼、沲、法、三省#議におい.て刑の觉定にっき協 ^ する豫足でぁったが、反對速動が起 
り、 -'[? 檢寮2獨立を確認して、各別に行はる祺となったのでぁる。民間 0|!| の罪名は、爆藥物収 ^ 
剖 1 反、 殺人 及び 殺人 未擊 々で、 求刑は 橘 雪 郎が無 . i 役、 後藤 m 素 獲 十 蒂 、从 •止 
三が同十ニ年ー矢吹疋吾、橫贝贺喜久雄が1:1:十年、墒五-:1::枝が：：|:八年，火饤明幹が同十¥-小 ^ 
力 也、 春 ma 蕤が 冏七年奥川秀夫、池松武志(豫備の故を以て民間侧に移送)が冏十五ハ牛、高枳深 
與ー、杉浦孝が |.4 七平、拙川秀雄が同十ニ年、照沿操、黑澤金吾が間卜年、川崎长光が無期懲役、 
また 稍 助 者 側と して 火 川 周 明が！： 一: 十五. 年、 頭山秀 三、 本部 憲一郎 が [Ml 十 年でぁった。 昭和 九 年 ニ 



月 三！：： の 判決では、 禁三郞 が 無期—、 大川周 明が— 十五 年、 頭⑴ 1 役 八 年、 本— 5 
が 懲役 卜 年、 後藤 讓 が！：！： ト五 年、 奥 田秀 夫が 同 十二 年、 池松武 志が M 十五 年、 川 崎 長 光が？ 
一 l,v S 三が M 十二 年、 矢 吹 正 吾が 同 七 年、 摄芸久 雄が 同 七 年、 搞五 S が 同 七 屯、 大 r 

明 知力 t , リ i 力 也が；！ 一: 五 年、 S 信義が ニ 年六ヶ 月、 高 根澤與 一が M 三年 六 ヶぺ杉 W 
孝が 同 |ニ 年 六 ヶぺ袖 川— が 同 八 年、 照 1 が M 年、 ml 苦が Mt なり、 後藤 間彥以 
下 布 期 1 G 而 々には、 S ぐ s = n 乃至 § ES 裘 i が ぁつた。 

この 判決に 對 しては 1十： 侧と しては— も t 、 被告 S と— ねたが、 被靠は 刑の 
璧 の 如きは 今更ら 問 ふところに ぁらず として、 一様に 上 評描 を 装し、 第一審で 设 罪した。 > 
かるに辩助荠側においては、前述の如く、大川周明が懲役十五年.邱山秀三が同八年、本間憲ー 
郎 が：：！： 本と S たが、 こ S 一名は 上訴し、 按 ては 大川调 明が 讓七 年、 頭山秀 三が 同 四 
ぅ 木 間边ー £5が间五今となり、上ホ：：審(昭和十年十片ニ十2^)においては、1 ^ 減刑气、.1> 
川 周 明が 讀五 年、 頭山秀 三が 同 三年、 本 間 患 一郎が となつ‘ で。 



第三 章 滿洲事 變にょ K > 肚# 的 火轉換 一 五六 

第 四 節 無 產政黨 の轉向 

I 近代的 國家 主義と 大衆 組織 

近代的 讓主 蒙 動 3 一大 SS 、 それが 大衆 S とい 衾 本部 蹩ょ つて 支持せられ てゐる 

とい ふこと で—。^ JQ ー點 は、 多くの 人々 にょ？ 1 され 勝ちでは— が、 これがなければ 
それは 近代的 H 產 8 動と 稱す t とは 出來 ず、 また そ q 運動 q 蠶性 もな. S 。 近4^ デ モク 
ラシ 丨 SI として 起つ た 近代 齧 1 S 、 大衆 sfs しなければ、— 的 1 保し 
得ない。 ここに 近代的 i _ が往 — gs る 震 主秀 i 制 主？§ つ 5 漂を 有する 
ので ある 艰な る 個人 •集 _乃 至 社會 屁の 利？ 描 力を 中心に 發動 せらる、 取なる 揭栽 政治 乃至 
專制 主義は、 二十世紀 の世與 においては 通用し 難き 京形な ので ある。 

そゎ ; + P 界 2近代的阔家主義運動の歷史を播けば、府ちに ^ 取し打るとこである。先づ近4^ 
的 S ' H -: S 動 ss たる ィ タリ！ フ ァ シズ ムに 於いては、 何ょりも ムッ ソリ m 身が ィタ 
? 社 裏 S れ たる 指络 者の 一人で あり、 そ SI 紙 「アヴ ァン ティ」 の 主 奪 あつたし、 事 



I げた 彼の 下には. ヴイ アンキ、 ロ ツゾ— ニ、 r ノ ツイ ル ロな どの—— 数の 闕士 が馳— 

じた また ポ- ■ランド Q 近代 gg 寧義述 動 S 聽者 であり •す ランド 拉 S 父た る ビル K ツキ 
丨九 帥は ポ丨 ランド 社歲 の 川 身で ある。 ドイツ. ナチ ス においても！ 動を 起した 7 r ダ丨、 
シユ トラ ツサ 丨ら は社會 主義 的 傾向の S 理論家で あつたので ある。 

か i 意味に おいて、 近代的 S 主— 以て ナシ ョナ リズムと ソシア リズムとの 11 

斷ず る士も 出て 來てゐ る。 近代的 S 主證動 II 求めら るれば、 看い？ も. 

敢て大 過は ないで あらぅ。 • 

この 點 5 いて、 日本 SS 51 は 何ぅ？ つた か y.u 本 S いても、 大正— 

笑び 1 孟 いて 猶甚 、行 地 社)、 大正 七 年 SS 之 2 大衆 社 SI. 大正 八 年に おける 

高 S と— n 博士との 八" 作た る經 I 盟 (及び その— 物た 11 )f おいて、— 

の社會 主義と gif e 結合 f とがで 意。 し t、s ら Qst 主 f は、 敢 てい 

ふなら ば 格別に 大した 大衆 的 紐 織を もたない、 いは.、 街頭 的. 分散 的ゾ シア リストに 過ぎない。 

高？ 之と いふ 一個 Q 人格を 中心に 結成 せられた インテリ •ゾ シア リストの 哉に 過ぎな かつた。 

し 力る に 大衆 的 規模 S いて 社 室 義馨 S 民主 繫 を招來 し、" 本 QS 
笫四 節 無 5 黨の轉 向 1,, 



第三 草 滿 洲事變 にょる 肚曾 的大轉 捵 】 五八 
主義運動をして始めて語の適切なる意味における大衆組織を把拟するに至らしめたので £> る。か 
S る 意味に おいても、 滿洲祺 變が n 本の 阔 rt 政治に 及ぼした 影 缚は 、決定的に 弗大な る ものが あ 
つたと いはねば ならぬ。 

いま、 無淹 1* 體と近 代的阔 {水 主義との 結 <=の過程は、それ ?: 四つに分つて艿察するのが便.冗で 
あらぅ。 第一は、 赤松 克縻を 中心として 惹き 起された る無淹 政 篼内れ翼派社钤民衆狨3分裂であ 
り、第ニは、今村等らのいはゆる五人組を先頭とする中間派 4: 阔勞 1:| 大衆黨の |^ 紛であり、扔ーニ 
は、 いは ゆる 中間派、 (贲は 無 帝 •陣營 ft の 右冀 稔 健 派) 勞働机 合 聯合 體たる H 本 勞働机 合總聯 介を 
含む 下 中彌 三郞を 中心とする 阈民社 侍 C M 準備 會の 動きで あり、 笫叫 は、 a 左翼 陣贷内 2 阈窠主 戎 
化 運動で ある。 

ニ 社會 民衆の 分裂 

大衆 的無雍 阍體 ょりす る阈家 主義への 轉向の 第一 人荞 は、 社# 民衆 黨讲記 長 2 赤松 小 兄 膺で あつ 
灰。 

赤松克舞は明治ニ十七年ニ八九四年)山 0 縣徳山町の布。火正八年に東京帝大法學部を卒業し 



爪 七£ 、敎罢 野 作 造 博士が 浪人 ts 富 f 行 ふや、 S 多 
，こ 士 S を if し i 末、 同——:— 三ら と 

I 織した 人— る。 大屋 後 1 蒼」—— つた 

b 後 r 木— 盟に 入り、 大正 十 年——— の大 ストラィキには 大ち 

3 言」 wsg る 4 へられて ゐ る。 文— 長じ、 幾多 ほか、 
nfrp な 

寡 博士の 娘— り- 1 i 4?.、 v « u 人に H 先き の 和く 人間との 評が ぁつた。 

し— sis^f i 重 雲、 |碧て蠢 向 

h 「 f 初は、 最唐 _ とい i でぁ i 、— 三年 (一九二 四 —、— i 

u 、 U 慶」 f S て、— s!llllf I 。 溢 

一 五 九 



笫三 窣 滿洲車變にょる社分的大轉換 一六 ◦ 

日に おいては 左程 珍奇と すべき ものでは なく —— むしろ极めて平凡なる苊兑を述べたものに過ぎ 
ないが、この平凡瓚も、當時の、左鸾ィデオ：1ギー令：盛時代の勞俲述動抹における發_ 11' と1ては、 
弗だ思ひ切つたものであつた。これは、赤松の冇するょきー而たる先娲的大嵴性を示すものとい 
へょぅ0尤も、この赤松克赀のいはゆる「科嘐的；；：本主連」も、煎じ詰めれば、彼のいはゆる「勤 
勞 階級」 卽ち 「小役人、 小 商人、 你§梁 、.： ni 傭人」 等 Q 小市民 好、 いは ゆる 小 ブル ジ ョ 
アジー财に迎礎を蹬く社會民主书^^!過ぎなかつたのである。換言すれぱ、彼の第ー囘轉向は、 
コミニユズムょ0ゾシアル * アモクラシーへ、念進的社#主義から溫和的社绛主義への轉阳であ 
つたので ある。 

ところが、 高！； 2索之にょつて、-十印记らずの間に 1|»: 报 ?: ー周したやぅな、ヵメレオン的 !1 和 ^ 
振り」と評せられた赤松克綠は、鉍く杜分民主主義に土まることが川來ず、ー步ー步と右への步 
みを 續 けて 行つ た。 そして 滿洲 :*15: 變勃發前に、旣に彼流に阀家主雜 5: 把捉して來てゐたのである。 
卽ち 彼は、 その 主張す る 「勤 分 陆級 J に 前記の 如き ^: 義を附 し、 また、 當時； ら彼の 編輯 して ゐ 
: た 社 件 民衆 黨機阅 紙 「民衆 新聞」 笊 六 號社說 において、 =本贫憲2特殊 «? として、後荠が涊骨に 
赉本主義の提灯を持たない事を樓々強調し、「贫憲の阈家的玟心をして资本專制の壯 # 的不正に目 



f 發 1 4 f 一 さ 一六 f f 「— i 心 f I 動」 なる 

— i 」、 —ilf s 。 A ら 一— 彦4^^」ィた 

デ が 近代的 si 渡、—、 ■に— 傾いて 行つ たこ— ことができ るので I 。 

1。 克 U 裏 illi は、 I — IIi ! で 

ラ— の 接觸 S §： 和 六 年 (一九 三 一年) 七月 頃ょ りと もい はれ、— それょ りら 
ゐた とも 池 へられる ので ぁるが、 と § 、赤松、 大 川の 接近の 黧と して、！！ r ト九 U 、 

II 

l J;i# f l u 

•會 .義」 を發 {後— 七 年 六月ょり その 名を 「 S #、 謹」 ii した。 

h _ pl “= H 



笫三窣滿洲事*にょる肚會的火轉換 一六 ニ 
ベから ずと 信ずる。 蓋し 我々 は阈家 社 會 主義 こそは、 近世 社# 主 森の 理論的 及び 實踐的 S の 歸 
結で あり、 ロ 本 民族 共同 ^ 神の 歸結 であると 信ずる からで ある」 いって ゐる 如く、 また 前記 機關 
誌の 改題に ょっても 窺 ひ 打る 如く、 國家社 僉主義 の 理論的 究明に あ 5、 兼ねて、 阀家社 伶 主砘 »lf 
阐 1 §の提携を策するにあ0、相當の資金も擁してゐたこと/て、無產阐體の轉向には、この=本 
社 分 主義 硏究 所は 相 常の 役割を 演じた と考 へられる。 

ロ本社 1¥ 主義硏究所は、その|‘暫记綱領」として左の如きものを褐げた。 I 
一、 我铮 rt H 水を 以て (中略) 人類 社# 生活に 必耍缺 くべ からざる 存在と a じ、 この 認識 前提の 
下に =:本共同社#の(中略) $: 期す。 

ニ、 我等は 日 木 陴來の 天， バ：|制を以て日本國民最適の阈家形態と信じ、ー切の經綸 €: 此の前提 
の 下に 行 はんこと を 期す。 

三、 我等は 日 木 阈家 は a 木 國民の 生活を 保證 する の贵任 ある ものと 信じ、 これに 必要なる 一切 
の 改革を 要求す。 

四、 我等は 生 鹿 手段の 私冇を 茈礎 とする 炎 本 主義の 無政府 經濟 制を 以て (下略)。 

五、 我等は 現：：： 本 阈民 大多数 者 生活の 猫 乏を 救濟 する は 生產 手段の 國有龙 びに 國家 にょる 集中 



^- 言薄經濟の施パィの外なきものと ^ じゝぁらゆる手段を遊して之が议现を对广。 

六 我等は ：：： 木 S 民は 凡て 平等 S 利 及 _ を 布し、 S 何人も 公益に 反して Is^j^ 
ざる 雄を 要求し、 これに 反した る 者は 非 S と 認め 徹底的 排管 期す。 

七—; a 凡 ゆ そ S 生 客 源 H 於いて 砮 人：： を 蓮と せる 平等 S 利 者すべき も 
の 4 じ、 こ 23 交：： 編みて 過分 Q 土地# 源 S 民盎 して— a を 解放すべき こ 

八、 i 右— S— りして、 我が ■_1111 公— の 
過 3JS 占衔 _设 に對 して 要求す。 

九、 — は緊 Q — 依—— sli? 以 .て 許す， へ か fg— め、 全 
有色 民族— n して 一大—— 成し、 以て これ— 的 解放を 期す。 

十、 我等は 右 の I £ つ 新たな Krigi: 5a: sf 世 f て提 SIk れ— f 
期す。 これ 5 對す fs 世界平和 S?— 11 し 期す、 
f 方、 H 本社 1 i 究 所は、. 赤松 1 Q 「S 主？ 社 1 適」 なる パン 7. レ， トを刊 
行した。 これは、 七月 一：：：、 平 大 において 彼の 行つ た 11 めて 上梓した もの 1 、その 
無 难政激 の 轉向 ニ、 三 



siw 滿洲事 變に ょる 肚 fr 的大轉 換 一六 四 
ぅちには、彼の阔家社 # 主義理論が展開せられてゐる。先づ笫ーに、彼は '1 今 0 の许木主義といふ 
制度を 打倒せ ねばならぬ」 と考 へる もので あって、 その 方法論と‘ しては 「ナショナルを 通じて ィ 
ンタナショナルに向ふべきだ」と信ずるのである。 

赤松の 阈家社 侍 主義 理論は、 翌 昭和 七 年 四 2:!に發行せられた「新2比運動の浓調」において 111 ら 
に嚴密に規定せられた。—「マルクス主莪荠には陪級 .£ 識があって ^ 民 .(?: 办がない 1_° 「阼界资个王 
義を打倒すれば、直ちに世界社#主義が货现し、そして人類協調の -||(: 枞 -1' : 和がくると对へるのが 
マルクス主義の 空想的 ィンタ ナショナリズムで ある ご 「社 # 主義は i N 23 :民綷濟を通じて评現 

する。 一 S 勤 努 大衆は、 そ Q 生 S を 確立す るた； G に、 g 结緊に 於いて 社韋； 菅實 現す 

る。 离阅の プロレタリア 丨トが _ 結 する ことが、 解 S 第 一條 件では ない。 一 S プロレタリア 
丨トが 獨 力を もって 自主的に 一阈社 ft 主義を 建設す る ことが、 解放の 第 一條 件で ある。：： 社 # 
主義が その 發 速の第一段陪として、阈民主義的形態をとることは必然といはねぱならぬ。 — 我 
我は 現段階に 於いて 先 づ社舍 主 避の 阈民的 性！：： を 把捉し なければ ならぬ。 プロレタリア ート に蛆 
阈はある。飢阈は我々が生活と文化と述命を共にする浓本的共同骱である。社會主遴は先づ我々 
の m 阈に 贺を 結ぱ ねばならぬ-と。 



で 理由に f 、 赤松の 「國 民' 社會 主義は、 空想的 インタ ナシ ョナ リズムを— して、— 乃 
インタ ナシ m ナリ f に 立脚す る。」 「これを i 的 的に いへ ば、 劣弱 I 族が、 共— 
張つ て 強大！^ SS 的植益 Q 放棄 Q ために ■し、 諸 民 S 素 水 S 贳的 平均 化を 促進 
すろ 指 ■神が、 猱的 インタ ナシ ョナ リズムで ある。」 卽 ち、 それは 「衝 S プこ タリア 丨ト 
の-: r T へ* ものは 姑び、 戰 ふべき ものは 戰ひ 、民族 擘を 通じて、 漂 平和へ 近づかん とす 

る-- 2 で s 1 K 社 SS 舞 じ 5 警れる 如く、 g 露 S ? また 鬆孽 

を迎 じて：. れる。 」 }5 {ら にこ q 「現货 的 インタ ナショナリズム」 を 一好 益 的に いへ ば 、 t 

は 「ア •シアの 被 1 民族 1 1 す— 五 インタ ナ ショ ナル S 一) でなければ— ぬ。 翌 インタ 

ナシ ョナ ルは…. •強大 民族と 弱小 民族と QS を 1 す f の だ。 しかし この 新 インタ ナシ ョナ 

ルの 主動的 地位に 立つ •へ tQ は、 わが 日本 21 、これが ためには 第一 步と して、 先づ— 

in 本 再 倒して、 社# 義 xsf 念がねば— ぬ。：. . n 本 正しき 使命は 、 u 

木 f _ 滿 洲… •皮 埘印度 、フイ リツ ビンまで 引き入れて、 大亞 細亞社 待 主. 揉 ブロ 
ツクを it 設す るに ある。」 

S ) 第一 第： 1 S インタ ナ ショ ナルは、 マルク, <1 的 N 栗 S もの、 思は、 アナ キ スト St 
第 pq 節 無 茚政筅 の轉 Ini . , •、•」 



第三 功 滿洲 事變に ょる社件的大轉換 一六 六 
であると、 赤松は 規定す る。 

しかしながら、 それは、 ^ き 大亞 細亞 主義とは 異なる 〇r 灼き 大亞 細亞 主義は 搾取の ための 大亞 
細亞 主義で あった。 しかし それは 王道 主義では ない。…. ロ 本；^ 族の；；；： くべき 进は、 平：迅主 我に 
立っ大亞細亞主莪の奸现でなければならぬ。それがためには、我々は：；2き文化を介する指導 ^ と 
しての 社 sf 本 S 設し なければ— . 2。 $ 主班 H 木 s 地位 ザ アジア •ィンタ ナ 
シヨ ナルの 指 ^ ^ .的 許 格を 缺 くの みならず、 滿洲阔 を 指導す る ^ 格 さへ ない ので ある」。 

赤松兑.財の阈家社钤主魂は、こ、に王道主義に飛躍する。しかし、それは、滿舯ホ變にょる放接 
的 刺戟を 受けた ことにょ る ものであって、 この 段階に おける 彼の 理論が 阀家社 f - r 主 ^ から 離脫し 
たことを栽味するものではない。卽ち、攢けて彼はいふ。 —— 「：： 社 分 主 森が プ a レ タリア ー 
ト だけの 附級的 ィデ 才 ロギ丨 にと y まる 間は、 民族を 動かす 力と なり 行ない。 社 分 主 J が 現 段附 
に於ける奴族が！！難打開のため常然これを採らねばならぬ、ィデオ：：ギーとしての民族的愤攸 5: 
冇す るに 至っ て、 始めて 全 大衆を 動かす 力と なる の だ。：： 社# 主 蠢動は 愛 S 動で なければ 
ならぬ。 震 的 基調に 立たざる 社會蠢 運動は、 無力なる 少數济 運動に 盥し 、综主 迷 的 族 礎 
に 立たざる 愛阈遝 動は、 現 狀維持 の 反動 連動に 終る。 阑家主義そのものに设高俏値があるのでは 



ない。 阈家 は阈民 の 生活を 擁_ し、 その 文化の 發展を 促進す る もので なければ ならぬ。 若し 國家 
にして阔民の生活を安定せしめず、その文化の發展を吼止するものでぁるならば、その网家は改 
本されなければならぬ。现代の=木阔家は资本主義阈家でぁる0それは财阅诂焱を擁護し-阈民 

大衆 1 に贤 、不— 菜 義文 f 還し、 日本 Q 文化的 i を— くもので 

ぁる。我々は -> や资本主莪改革の必耍に迫られてゐる。资本主遴を支持する # _運動はぁり$な 
い。 なんとな れば资 本 はすで に歷 史的 使命を 終へ て、 g 民 文化に とり冇 1 益の 存在と 
化したからでぁる。愛阔者は社羚主義音でなければならぬ。社會主義者は愛_者でなければなら 
ぬ。」 • 

か、る兑地から、彼れ赤松克馑は、「新國民運動 5: 要望す」る0この新しき速動'卽ち「この新 
しき黨は、财阀と站吒して敖利に沒頭する黨の衣裳 # へではない。マルクス主淡的附級主！こ间 
定 する SS 馨へ でもない。 それは 新 日本 者と して と努 と£備 した 
黨 でなければ なら S。 われく は aj S 味 に 於け る 新し 墨 q 出現を： 遺す る。」 

では、この新しき政鹆の忭饮は：いかなるものか？それは、 

一、 阈 民主 箱の C M たる こと。 

第 W ® 無產 政 ;* の轉向 



si 滿洲 琪變 にょ る肚 分 的 大轉換 こ ハ 八 

ニ、 社命 主義の 黨たる こと。 

三、空想的ィンターナショナルを餿棄して現货的ィンターナショナルに立つこと。 

叫、行動主磁でぁること。 

赤松 * 較の阔家社#主義理論の展開は、大體以上の如くでぁった。 & 初の「陶民主義と社 # 主 
義」 に展： ： 小せられ た 彼の 立場に 對して は、 旣に社 羚 民衆 黨內靑 年分 子のぅ ちには、 相當の 支持者 
が發見され、後の「新阈民述動の恭調」に指示せられた新黨の怍钗は、後述の如く、國家社# ^ 
氓備<&の新黨運動に實踐的に結：： | 1 || しっ、ぁったのでぁる。 

後、 社 會民 衆黨内 の 赤松 派靑 年分 子は、 昭和 六 年 十一月 二十 九 ロに、 赤松の 下に 結成し、 社 民 
黨 前衞 として、 社 ft 靑年 同盟を 糾織 した。 その 創立 大# 宣言は 前述 赤松の 阈家 社 ^ 主戎淪 を 示し 
たもので ぁって、 一 阔 社 伶 主 遴 の段階を經て阈際社侉主義の建設に至る&を述べぺ：：社會民主 
主 袭卽 ち a 會主遂 の 一 切の 公式主義が 無力 化する に 至った 今 こそ、：： N K - 的 兹礎に 立 岬せ る 社 
食 主義 H 本の it 設に 向っ て 菊 進すべき 秋で ぁる：：」 とい ひ、 また、 その 綱領は 「：： 一切の フ 
ァショ運動を紛碎して資本主義打倒の強カなる現賁的戰術を以て阈民的社 # 主義の朵敢なる實踐 
行動に ょり：：」 といっ てゐ る。 そこでは 大噔 且っ 明瞭に 社 民 黨立黧 の芘 準た る 「社 侍 民主 主 渡」 



の— と Is 的 社#' 議 」 の霖 1 公 C てゐ る ？ f 

り fur 、 — i — は、 i して 何 5 は— た i 、 S まで— 
IMI 、 4 —0 て、 ミ in の 中央 f 、 f おい— 簡 1 f 滿洲へ 派— と 
ft 一一 十一 日 そ の寶の 顏 振れを、 片山 竹、 小 池四郞 、岛中 雄 三の f 
” 1 を sf 雲し、 「 I ル ジ ョ ァ描 益の— 終始す ilh は 

■パ— S - に、 ブル ジョア の描益1を以 て— 件に これを 放棄す べしと 云 ふ 

rf 權“ ! "=== 

のた めれ の 1211 1#1移し、更にこの|に立つて滿|於け1支民衆の1 
/ oi- r I す？ とが、 SI — の— 的 解決な り」— じた？ ぁつた。 
A r く. 1 g した— 民衆 黨 は、— たる— し 

需節— の— 一六 九； 



笫三窣滿洲亊變にょる肚食的大轉換 一七 0 
義の 7.- 板を外づすことが出來なかった>從って、日ー « と激化し行く赤松兑牌派の阈家社泠主義 
的 動向に 對 して、 默過し 難き 立場に 追 ひ 詰められた 結 梁、 翌昭和 七 年 ニ 九 三 ニ 年) 一：：：： 十九、 ニ 
十 n の H 4 n 、 笫六 囘大# を 問いて、 この 灌態 に狨斷 を 下す こと、 なった のであった。 

一 H 十九 1 二十：：： の 大分は、 先づ無 產黨合 同の 基準と して、 冇名な る r 三 反 綱領」 なる ものを 
可決した。 それは、 人々 も 知る 如く、 

一、 反 資本主義 

ニ、 反共 鹿 主義 

三、 反フア シズ ム 

といふのであり、赘內社#民主主莪者の主張を容れたものであった。しかるに、大付はそれと 
同時に 赤松 等の 阔家 杜 伶 主義 派の 提出に 係る 「新 運動 方針#」 なる ものを も採榨 した。 それは、 
左の如き |^ 弈のものであって、明かに右の11:反主丧の笫三項とは矛 ;?? するものであ 0 た。 —— 

新 運動 方針 宵 綱要 

一、 n 本の阔 骰 を 律 重す るの 精神を ー屉 明確に する こと 

1、阈家の本質に對する認識に於いて、マルクス主義の搾取的阈{永觀を排し、純正なる統制機 



能を 有 1 として Qwf 肯定 11 確に し、— その 統制 機能 SI 
現を期すること。 

一、 現下 si なる 民族 fs 界狀勢 下に 於いて、 豐的 利—? i し 、 ts 無產 
階級 的 i 利害 Qt 高調し、 5 機械的 劃； 的 gif 企 g する マ ナノ ス 主我 的 農 主 
S 空想 i — る こ— 明かに し、 無 S 級 S 民 的— 確 化した 上で、 f 現 ギリ 
なる 阈際主 遜を 採る こと。 

1 ii 來 f 你能主 f 奉ずる も Q ではな かつた が、 絕對的 f I 主 ssf 對 
立-た 關 係上往 々我 2 運動 方針が 議兹 能 主義で ぁるかの 如き 印象を 一般に 與 へた。 今 
n 我 部は 斯く q 如— 一？ る q 必要 f — に 加 ふ— 現在の S 狀 勢に A 
而 L て i は^: 政策と 相 並んで 一好 S なる審 外 Q , 大衆 行動を 歷す るの 必耍を 認め 
る こと。 

越クて 四， 七— 八丨 が會 K 衆 蘇では 戰線 統一 問題を 議 する ために、 屮央 執行委^^を 招 猫し 

た。 S 分に おいては、 ■社 S 義 的なる 赤松 来 ( I 部— w 、 H 本— 組 八"、 社 寡 年 同 

盟 系) と S 主 f 基礎と する 社 待 民主主義 的なる 汁 山 竹、 吉川末 次郞 、松 關駒襄 (勞 f 
第 w 節 無 m 政 黨の轉 l » J , 



笫三窣滿洲事變にょる社#的火轉換 I 七 ニ ‘ 

合 系) とが 對立 した。 赤松 案の. 2： 容 は、 

我^ •は 現下 S 觀的狀 勢 S み、 本年度 大 S 於て 決定され たる 動 方針 S 神に 枝き、 

卽時解 赘して廣く同志を天下に求めー大新篼の樹立に向つて邁進すべし。 

右 決議す。 

とい ふ Q で S たが、 u れは主 票を 得、 片山 案は 十一 5 、一 § 多數 S て 赤松 派の 勝利 
となつ たので ある。 

しかし、 問題は それで 解決し なかつ た。 それから 約 一週間 後の 四月 十五 门の 中央委 バ付 におい 
て、 W び 戰線 統一 問題が 蒸し返された 。戦線 統一 問題は、 阔家社 伶 主我 的 並， にょる か、 はた ま 
た 三 反主砘 卽ち社#域主主成にょるか(具體的には仓阈大衆黨との合同にょる新社#4王主魂狨 
の結成)を決定するものであるが、その政治的愆雜は、社民黨の指導方針を新し ?> 阔家社#主箱 
にと るか、 はたまた 饵來の 社 倚 民主、 王 義に とる かに あつた。 

PM H 卜 五 n の 中央 娄 れ待においては、赤松派は五十ニ楞、片山(吉川、松岡)案は六十ー票、結 
局九贤の冬數を以て、赤松派が敗北すること、なつた。 

採決に收れた赤松派は、旗こ/1に至つては分裂も止むなしとして、憤然として退提し、社 # 民 



衆羰 ょりの 脫狨を 決 議1、同時に阈家社會主義新{熱樹立の聲明遨を發して、翌十六日に阈家社會 
圭 義新簌 m 備 侍を 机 織した のであった。 

當 時、 阈家社 # 主 雜新簌 叩 備會に 參 加した 陣營 は、 左の 如くで ある 。 I 

日本 農民 組合 平野 力 三、 稻宵稜 人 

遞友 e - rnl 志 ^ 赤松克 拽 、當淸 . 

伟給 生活 者 机 合 小 池 四郞 

社 伶 靑年 同盟 陶山 筘 太郞 、大槻 正 秋 

社# 婦人 同盟 小 池 文 子、 赤松 明 子 

總 1 :一:盟中央伶同分働机合製氷支部：：野：：：榮治 
其 他 馬岛僴、山元盌次郞、背舜英、泷井敬吾 • 

右を みても 分る 如く、 阈家社 份主義者が勞働組介方时に大きく纏まった勢カをもってゐなかっ 
たこと が、 その 弱點と もい へる のであった。 

三 全 國勞農 大衆 黨の 動搖 - 

第 21 節 無 度 政 黨 の 轉昀 



筋 三 章 滿洲 事*! による it # 的 大轉換 一 

社會 民衆 黨 と相對 蚌 して ゐた 今一っ Q 大衆 政黨 たる 备蠢 大衆 S 、 sf 義 SS 
かで いかに 動いて 行った か？ 

全國 大衆 S 立 i 神 if & 初 大正 十 奉 十二月 社 富 衆繁ら I して H 本 麓 f 紐 織し 
S 時に 公 5 られ たが 如く、 右 S 苳 、 J 傾かず、 中 S 、 卽ち 5 は ゆる 「漂 •牌 級 i 
の 正道」— S でぁっ た。 それは、 實 質的には 社 S 主 i とい ひ S が、 さりと て理？ 
して ni 5 ムを 徹底的 yf わけで もな く、 SQ 泥亂— して ゐ たといへ よぅ。 それ 
は 後昭勒 三年 主 月 無產 大衆？ の 他と 合同す る ことにより 重 派を 包容して n 本 大衆？ 
なり、 同 六 年 七月 新勞 1 等 (ほかに 社 il 盟 )との 合同に よっ て 分— 系 友 1 を も收め 
て全阈勞農大衆瓶となるに至ってはます.^ だしくな つ/.、。 

てる 成立 過程を 有する 結 f して、 全 S 力 農 大衆 蘇は、 その 綱 如に 反 1 雜 、反帝 主？ 揭 
げてゐ た。 從？ 、滿洲 S に對 しては 社 民 f り も：^ く 態度を. 造し、 S 後 十 nf た 九 ： IT 
ニ *+ 九=11^、その常任中央寶传は、滞洲囊反對8聲明|出したほどでぁった。 

し 力る に 24 J - SQWS 蒙 £ s て、 立篇 に關 して 藤 部と 彥 ■たる H 
本—— il ) と S に — I じ、 後 芝っ ひに、 そ SN 大 5 おい 1 



大黨 の 支持— 消し、 脫？ るに 至つ た。 この 一派は、 後述す る 如く、 3 社 1 會に— た。 

勞嫩 組合 總聯 <“ 派 Q 脫 て 起つ S 杖は、 同黨 京都府 聯合# 幹部 神 s(lll、 半择 五三、 
山村 £1、 橋 本 寅— 四 名 Q 脫叛 1 。その 脫— 由は、 ニ) 大 產のィデ？ ギ 丨の缺 
如。 (二) S に對 する 認識の 缺 如。 (三) 民族的 解放、 pi に對 する— S 如。 (四) 滿 I 
策の 缺如と •いふ 四 1 た。 しかし、 S、 半 谷ら は、— _時 代から 一部に if 
かつた 人た— けに、 この 脫退 事件は 大した 影 f 與へ なかつ たとい はれる。 

しかるに、 勞大 —ぇ拔 きの 代議士 松 ハ 介與ニ 郞 Q ri 問題に 關 する 意見書」 の發 表は、 黨内 
に 多大の ショ ック— へた。 松 谷 代 S は、 議 uisQ 一 A として 滿洲 見學に 赴き、 滿洲 $ 
態を 親しく SS んで il る— ビ 、年末、 irf へ 右 S— 發 表した の 
である。 その 趣—、 滿 ■益 擁 1 ための 出兵は 斷 じて 帝 i 義戰 S 非ず、 我 I に對 する 
—is 不當な る 1 解す るは 實 に正當 にして、 むしろ 遲き に 失する くら ゐ である。 従 
つて 取 S に 於て、 今 S 出兵を e して 帝 1麗？り として 反對 する が 如きは、 全く M 不 
足に あら ざれば、 正-に 支那 政府の 代 辯で ある」 と— しく キメ つけた もので あつた。 而 して S 
.見 a? の 結論は、 

笫 2 ： 節 無 產政* の 轉向 



笫三章滿洲事變にょる肚件的大镎換 I 七 六 
一、 滿蒙の 墦益は 擁護すべし。 

ニ、滿 ^ の榷益は之を：：勞拗者農民の手に渡せ。 

三 S 現 Ac 久 ■二 C 离を謹 Q 野に 管、 謹 S 益は 彼等 Q 手 S ? 議せ しむべ 

四、 蘇は 此の K & I ガン § に死晶 して 箱？ べし。 

とい ふので あつた。 

右の 松 ハ 介 與ニ郎 代議士の 意見 押は、 大衆 黨内 において 證を 1 した。 除名 運動 も 起つ たが 直 
ちに 抑 ぉせられた。 これには、 下 中 S 郞 、赤松 克饮ら S 外 S 社宣 SQ ヱ 作と、 蘇 内の 
H 1 所 輝 明らの ^ 力に ょる ものと されて ゐる 0 

松 谷 與ニ郞 の 「滿蒙 問題に 關 する$? は、 未 S 被りを 許した。 ところが、 次ぎに 起つ た 
勞働 組合 系 幹部 Q いは ゆる 五 人 SSS 提出は、？ 仙 Q 沸く 如く 銎せ しめた。 そ li 、 
松 ハ 介 登 S 表 Q 翌 g 和七年 (一九 三 ニ 年) 三：！： 十一 r ： に、 大衆 S 塞 支持 腐た る 全 3:1 組 
八：： 同盟の 中央 娄 A 兼 中央 執行 娄 ii の 今 村 等、 藤 岡 文 六、 望月 源 治、 安藝 盛 及び 中央 娄 il «- iu #k 
わ) i 名が 提出した もので あ cn 阈家社 # 主淡的_傾向を多分に盛つた想見 ^ である。そ «0 |^ 落は次 



.ぎの 如くであった。 



意見書 

一、 我 1 、其の 外貌は 共產 主義 的 左 1 義 の—— り、 S 的に— f し 
於いては 麗 f QSISISI ? ゐ た。 從 つて S に I §して、1 

S 本主證 ii—f i 」 め、 雲 iff が" 來 ^ 

常 sgs りを— し、 今次の 如—— 件 S 生す る や、 1 st 休 
一を も SS 下 Q 大衆 ， f 、 俗 S る H 和 見主雙 彷3 しむ— 至つ た。 

一 「先き— ie—f 5 て 1 證 iiif 
41 した— しい。 I 、 II て、— 111 

ajulf 、 11 、ける—— 
力 故に 震— に 於け— 治 的 危機は ない 矣 じて ゐる 。然るに 右方 S は、 如？ 
woy こ—、 た if 
惟 ふに、 •政 1 を f すべき、 謂 的 勢力の 完成に 就て は、 日本 こ 於け る ブロ レ 

i iis -i 



第三 窣 滿洲 本* i にょ 5 肚# 的 .- , ; 轉換 | 七 八 
タリァートの机織勢カの比較的弱勢なる祺货に顧0みる必耍あり、これのみに賴つて決定勺 
勢力を 宠成することは不可能なりと言はざるを得ぬ。若し然らば、阈民の凡ゆる附級 ^ つ， «. 
资本主雜勢ヵを紐 ^ し、主將勢カを{元成する所の货踐的戰略こそ、常面の重耍問題である。 
而して 、その 戰略 の缺如 こそは 我黨 の极 本的缺 陷な りと 云 ふべき である。 

三、 「政權 獲 ^ 」 は大& Q 聲明 を 以て 終は るべき ではない 。資本家 政 權の 不安定 條件 を 現實に 認 
識し、その不安定を益々擗大せしむる爲に、あらゆる機 # に乘じ、大衆的結集カを以て、湖 
民 的に、 阔家的 に 深刻なる 閊爭 を 展開せ しむべき である。 

满は速 かに 遺 Q 形式的 彥を 襞し、® 動 方^; を 根柢ょ 5 菜し 我が 現找に 

卽し、货踐的戰略の上に繫固なる陣 ^ を確立し以て政描獲得のー路を勇往邁進すべきであ 
る。 敢て 中央 執行娄 q 諸君の 猛彷を 促す 所以で ある。 

昭和 七 年 三 W 十一 n 

中央 執行娄 爲 今 村 等 
同 藤 岡 文 六 
同 安藝 盛 



同 望月 源 治 
中央娄 A 岩內 # 作 

令 •_!: 力 ^ 莬 中央 執行 ^ . a # 御中 

右の 五 人 S 轉 2 は、 大— にと つては た。 ■合の 脫退 、乃至は 京都 
府聯 八：： 麄部 e 脫落 tr 大衆 f しては、 むしろ 異分 S 離脫 ともい ひ S で— ぅ。 それは 浩 
A はタハ ？格 の 離反に 過ぎない。 松 ハ 介 代 a 士と て、 日勞 m 创立 以來 の 功勞者 であるとは いへ、 自 
由 法 ffi の 議士から 來 投し來 つた 一 ィンテリで—、 大衆 的 •机 織 的 S はさして 大 ではな 
い。 しかるに、 これらとは §5S 人 組は Hsm 部 麻 生ら— 年— を泛 してきた 同志 
であり、 大衆 的 基礎を 有する =_ 以来 生ぇ抜き Qi 部で ある。 いは.、" 茨— 代の 大名で あ 
る。故に、これらの：2勞秘闘士の阈家社#主袭的轉向は、狨公をして采然たらしめた0 

H - I 人勒の 一！47>に對する取扱ひをなすべく、大衆黨は三月ニ十四23に、第ニ囘中央執行委1^ 0- 
を開いた。當 « の_事內菘は、 

一 蘇 方針 の益化、解釋の確立統ー蠢干の補遣：：公式的共同戰線？土揭し、第ニ、第 
三 ィンタを 否定、 m 本 共 难黨と の 對立 、フ アツ シヨ 反對 •政議 得— 的 f と、 等々 
S 節 無 產政黨 の 轉. M - -r. 



第三 京 滿洲卞 變にょ sw fr 的 大轉換 ー八〇 
に關 する 規定。 ‘ 

ニ、フアッショ粉碎に關する方針押。 

とい ふので あった。 五 人 机の 尨 見 沖に 對する 措 s は、 笫ニ祺 の ファッショ 泠砟 に關 する 方針 ^ 
の 討 a にょって 決定され たのであった が、 結； r 彼 ^ の 阀家社 命 主 渡 的 鞟向は 否 记せら る、 こと 
S なった ので ある。 

こ、に於いて、大衆狨内3阈家社待主菽诞も去就を決する必耍に ?:? (] , 1[ した。彼 ^ は、社分玫衆 
簌 一: 家 社 會主旎 派 赤松 派の 社 民 黨脫退 (四：^ 十五 H ) の 府前 、卽 ち、 四：：：： 十一:： I に、 赤松 派と 共に 
時：： 5 硏究 #なるものを糾織して、公然たる阀家社科 1 述動の笫ー步を踏み出した。それは、「重大 
なる時ぬに直而し、砭も適正なる现狀打開の逍を考究する」ことをロ的とするものであった0そ 
の 發起 人は 阚 {永 社 侍 主 碗を 規準と する 社 民-分 大： «1 羰の尖 銳分 子 の 横斷的 結合で あり、 その 知 振 
•n は 左の 如くであった。 丨丨 
勞農 大衆 黨侧 

大矢将三、藤岡文六、蓮月源治、安钱盛、坂本膝、沿內 # 作、，：1鳥廣近、熊本與市、 1|| 名雜 
鶴、 今 村 等。 



社 會民 衆黨側 . . 

赤松 克® 、小 池四郞 、陶山 I 郞 、霉英 、後 井敬哥 、馬—、 山 i 次郞 、平野 力 三 
從棱 人、 佐 藤 古 熊。 

1013 SI — 

盟 では 如何 H これを 遵し たか？ 全勞 s 、 f 四 is : s ノ f : s 中 f ヒ。 
その 中心 1 は 政— 持 間 題で ぁつて、 M 2 SI は 、— f gl 、_ に拉 しねるこ 
との W 難 性を S して、 先づ 政— 持 c 由— 携げて f SOI ん だ。— 3結$、 ？？ 

提案、— 大衆— 持 取消 案は 六两！ れに對 し、 IM 蠢 派の 從來 通り 大衆 ^ U 

持す へしと 2 案は 七 一^を 得た。 @ ち 、一票 Q 差を 以て 网社派 QS とい ふ 還に 立ち 5 たの 
である。 

と、 において か、 五月 八日、 大— I 、 藤雙六 、塞 盛、 今 村 等、 1 、 

名 is 七 名は 努大 箱を 脫し •その 下の 勢力は 社 is 家 社 if に介铋 する こ 
と、 なつた ので—。 大矢 室、 藤 岡 文 六、 安 3 、山 名 S ら は、 何れ AMt ょり 大阪 
における i — Q ヴ K ff り。 殊 ii 、 I 含 分— も— 分 r 



笫三 35 滿洲市變に±る肚會的火轉換 一八ニ 
して存在したものであった。今村等は长崎、架月源治はは來朿の、それ-^古い岡士であった。 
五 人 机の 一人 沿 ft # 作は、 取 情 あって 黨内 に淺留 する こと、 なった。 

この 時の 國社派 支持 組合は、 

全勞 九州 聯合# (今 村 等 派) 

同 高 知 聯合 侍 (安藝 盛 派) 

同關 Jii 合同 分 働 組合 (望月 源 治、 白鳥 廣近 派) 

同大 阪聯八 M # の 一部 (大矢 将三派 ) 

同 犬阪战 築勞働 机 合 (同 
等々 であった。 

四 日本 國民 社會黨 準備 會の 運動 

次ぎに注：！すべきは、下中彌：11郞を中心とする1::本2:民社#莬準備#の迤動である。. 
中心人物下屮彌三郞は、兵庵縣の產で、始めは神< ;* 市で小學校敎兑をやってゐた。ト* ;;-: して£=: 
本敎 ii 机 介 啓 明# を 指導し、 その 思想 的規叩 は アナ ーキ. ズムに あった とい はれる。 分 働 戰線 の統 



1 r M 動に 熱意を もった が、 大 JH 十一 年 ニ 九 ニニ 年) 九月 三十 H の 今： 闽勞働 紕 合 總聯合 の 创立大 # 
が 決裂す る や、 ハヵ嫩運動に望みを絕ったといはれる。後、 >?? 雖平凡社の社長としてその特異なる 
出版計割を以て布名となった。アナーキズムょり笫ー囘の轉向をなして社#民衆黨に磁し、全無 
淹黨合 同に 努力した が、 #度その誠意が袅切られて合同運勐に拽折するに及び、時流の急激なる 
變轉と 相俟って 漸く 阔家 主義 的觀念 を 抱く に 至り、 滿洲 -1 V 變の庾 後 (註 I )、 卽ち昭 和 六 年 (一九 
三 ー$十ー月ニ十五11:に、ー新社(行地社分裂組)の滿川毺太郞、元行地社：^の杉 ||| « 吾、佐 
々井 一晁、 高 檢. 忠作ら と共に、 經濟 問題 硏究你 を 組織した。 

(註 |)轵 濟 ||:1 題硏究 # 設立のロ附は、昭和六尔四 ^ 說、昭和七¥1=:說等もぁるが、昭和六年十| ;1 ニ 
.十五=が正しい。 

經濟 問題 硏究付 の 綱領は、 

一、：： 經濟統 制 . 

一 、 f •財産の：： 制限 

一、 搾取に ょらざる 後進 阈開發 . 

1 、勞働カの全阈民的動公 

第一: 節 M 產政黨 の 轉向 一八 三 



笫三京滿洲事變にょる肚食的大轉換 一八 〇. . 
といふのであり、最初は「經濟問題」の調査硏究を目的としたが、漸次政黨机織運動の方向に 
踏み出し 來り 、十二月に 「新黨 樹立に 就て 全 同志 諸君に 想 ふ」 とい ふ梭 を發 した。 それは 立满要 
旨 として、 

日本 國家 成立の 本義に 基き 搾取な き 新 社# の 建設を 期す 
とい ふこと を 揚げ、 また 新黨の 性質と しては、 

- 1 、 國 民 主義の 黨たる こと。 

一、 反 資本主義の 黨たる こと。 - 
一、 眾 なる 選擧簇 ならぬ こと。 

の 三點を 主張した。 

これにつ いて、 發起人 下屮彌 三郞の いふと ころに ょれば、 彼等は ムッ ゾリ ーニ 、ヒット ラ—® 
統に對 しては 若干 批判的 態度を 持し、 「ファッショと いふ 流行語で 片附 けられる」 ことに 不滿で あ 
つた (拄 I )。 而 して、 彼等が 新しき 黨の 構成： 嬰 索と して 舉 げたる も 0 は、 左の 如き もので あつ 
た。 —— 

1、無砟黨並に勞働團粒を中樞として、これに加へて差支へないと倍ずる右焚剛拉。 



〜 思想家、 敎授 、役人、 技術 家、 會社與 、臀 師、 1 士 、小 商工 策 者、 一般 网民 大衆。 

3、 地方 小 ^ 民 並に 中小 地主。 

(住 l)#wls 社— 松克廣 も、 その 「新 SKIS， において、 「7 アツ シヨ」 坪 f リ 1 
用に對して憤怒してゐるニ〇六丨||六 ?1 )0 

經濟 問題 硏究 侍は、 新黨 の 政策 要綱を も 表した が、 それょりも、 世に 有名と なつた のま、 メン 
バ丨 の 一 i 藤榮繁 六 年 十 一 月に 公刊した 「無— 出 f へし」— 小册 子で—。 近 I 蔵 
は、 米爲 り Qnl ストで、 井が fi ど、 號 した。 大 F •八 年、 醫 半々 大杉榮 のを 
§ 動 制に 入り、 後、 曉民 共產黨 事件 (大正 士 年)、 取 一次 i 馨件 (大正 主 半) 等に 連 蛾し 
たス 1士 でぁつ た。 そ S 、 孬派 とは 離れ 易 S 1 平晋 として 璧 して ゐ たが、 昭和 六 
年 f り 下中彌 I ニ郞と 近づき、 共に 前鐘濟 問題 硏究诗 S 動— したので—。 

下 中 彌三郞 にょ？ 起され— は、 さ 1 II した 坂 本 1 S 本 S 
組 八- 總聯 八-愛 國勤勞 蘇 n 木 村 治 派 §)、 大衆 黨京 都府 聯合 食の 四人組ら の脫蘇 者が 较 々と 

こ、 に 陣容 Q — た Q で、 ■和— 二十 音に、 H 木踅 111 成す q に. 

第 W 筋 無產政 洗 の幛 向 - VI 



第三 章 滿洲 事® にょる 肚 會的大 轉換 一八 六 

至った。 

( |£ |)=:本村治派とは、昭和六年十一月に、犬出卯、加藤ー夫、風兑章、下巾彌三郎、妊扑朗、茧伏高信、 
高須芳次郎、橘孝三郎、郴藤成卿、土田杏村、汴 [11 光造、武养小路饮旗らの轵钱した » 村的*=:本主義的* 
ァナーキズム的 [*1 «: であ5。そのス 0 丨ガンは、唯物文明の克 |91 、 <!5 村文化の確立、自治社#の贫现等々 
であった。 

0 本阈民社#寐準備食は、黨铵と稱する枳本方針と、これに基く三ヶ條の綱領とを發表し 
た ( |£ |)。 それは、 左の 如き ものである。 —— 

黨 誓 

一、 建阈の 本義に 基き 搾取な き 新 日本の 建設を 期す。 

綱 領 

一、 吾 { M は 行動 的 國垅 運動に ょりて 天 钓 政治の 徹底を 期す。 

ー、吾敖は=木阈内に於ける反資木主義統制經濟の實現を期す。 

一、 吾黨は 人® 平等、 資源 衡平の 原則の 上に 新世界 秩序の 创建を 期す。 

(註|)：ト中淤の押説家近藤榮«は、他の小册子に於いて、闲-氏 *(: 件黨の性質を規记して、左の如くいっ 



て ゐ る。 

(一) n 本 の 仝般的 利益を 代表す る こと。 従って、 新黨は WW 令 般 S 利益に M ' する 利益を 追求す る少 
數分子 (炎 本家、 大地 主、 特褓階 級 等々) を 除いた i ころの 一般 WW 大衆の 黨た 5 こと。 

(一一) ft 曾 卞義的 W 家 統制 轵濟の ft JJi を 打 接の =1 的と する こと。 従って 新黨の 浬 動は 反 * 本 中： 義的 である 
と共に、2じく ;'4 资本主義的であっても、共柬黨の如く机上淪に終始するものでなく、現«に卽して、 
«行对能なる具 «9 的政策をもって逆む。例へぱ私有財雍の問过に關しては、その仝後を叫ばずして、 
ー记の所舡制限を卞张する。 

(三) 以上の：：：： 的 .|::现のため必费な 2. 政治權カの萃捉を先決問題として.取扱ふこと。從って新羝は帘なる 
プ B パガ ソダ祗(倜へば共芾黨の如$)でなく、また职なる選舉黨(例へぱ *1: 件比衆黨の如き)でもなく、 
.n ft 革命的なる N- K 述動の 紺 織た る こと。 

• ニ月ニ卜ー=、=木阔民社#黨準備會は、黨の前衞隊として阈民靑年同盟を結成した。而して 
愛阔勤勞黨2の前衞部隊にして深出政太郎の主宰する愛阈靑年冏盟もそれに合流した。 

右の如く蒞々と阈家主義的新黨の結成に向って邁進せんとしたが、これと*脈相通ずる社#民 
. 衆黨内 の 赤松 派 S 阈家 社# 主義 化工. 作が 漸く 激しくな り、 眾獨結 成を なすょりも、 路すに 跸らく 
時間を 以てし、 刚贪 合流して 強大なる 新黨織 組に 向 ふ 方が 良策な りと して、 社 民黨 の 氣 運 の 品 揭 
笫四 節 無 摩 政 黛の 轉 . M 一八 七 






笫三章 滿洲事 變に ょる it # 的 : A ： 轉換 一八 八 
を 界 守 るた めに、 鑒を總 蒙 後に 延ばす こと、 した。 こ § は、 前述の 如く 神武 5 光 si 
たる發航あり、1=本國 ^ には國家主義的情熱がいゃが上にもトー騰した時代であったのだ。 

五新 黨 結成 綜合 準備 會の 決裂と 日本 國家社 會黨の 結成 

昭和 七 年 二月の 總選擧 は、 滿洲薄 變後妓 初の 總蒙 として 汁 - n された が、 それは 無 SS 派 
の大敗に終った /1: 翼舊劳農黨系ょりはー名の常選 ^ もなく、傻かに社民黨三名、 -5? 大 ^ ニ名、 
合 M 名の 代 S を 得た る Q み 2 った (符 i は 約 一一; 十 i )。 こ Qf 戰£ いて 社 鐘は 
あるひは「ー开萬民社钤主義」を髙唱し、あるひは明治維新の「涨緒奉還」に倣って「財淹奉沒 
論」を主張するなど、大いに時流に步調を合はさんと試み、その帕補 ^- らは政兑發表演說分にお 
レて 滿洲 所 變及ひ 上樂 S 支持を 5 た q であっ たが、 その 折 S 努力， S 狂せ る 
選 梁 民 大衆の 支持を 得る ことができなかった ので ある。 

か、 る狀 勢の 裡 にあ？、 社民黨 赤松 派は、 前に 述べた 如く 四月 十五：！： にいょ く 脫黨を 決行 
し翌十 六日 S {永 社 分 主 设新黨 準備 會を正 式に 結成す るに 至っ たので あった。 而 して、 この 新. 
赘 -^ ;¥5會 は 準備委 ぬとして小池四郞ほか三十四名を選び、更らに常任姿 ^ として、赤松克枒、 



平野 力 三、 陶山鴆 太 郞 、馬 岛僩 、小 池四郎 の 五名を 決定した。 

新しき S 社 分 主義 被 S 莊 準は、 從來 しばく 赤松 1 の 說き來 たった S 社伶產 理論 中に 
见出されるところであるが、この時、更らに正式に發表せられたところに從って記述すれば、左 
の 四ケ條 にあった。 —— 

一、.！： 民の 黨なる こと。 

ニ、 社 會主袭 の 黨なる こと。 . 

三、 空想的 ィンタ ナショナルを 排 して、 現 ^ 的 ィンタ ナショナルに 立つ こと。 

四、 ® 踐的 行動 主我の 黨たる こと。 

かくの 如く、 社 民 系の 阈家 社會 主義 新 萊準備分の御膳立てが揃った時、五月八：：：、大衆黨系の 
阈社派が合流し、こ、にニ無產政黨内の阈社派の捏手がなったことも前述の通りである。 

こ、 において、 下 中 派の n 木 阈足社 會 Em ® 分は、 國家社 分 主義 取 ー政琪 樹立 2 機 •至れり とな 
し、 五：： I ： 十二 H 、 赤松 派に 對 して 八 M r.ii の 提議を なした。 赤松 派は これを 喜び 迎 へて、 刚派の 間に 
新馘結成綜合哗備#が成立し、五月十九：！：に笫一囘準備會を開き、五月ニ十九=を期して姑黨大 
#を開催することに決定した。この1:2、创立すべき新{熱の敖名にっき、兩派の間に ^ ひがあった 
第 四 節 無 痄玫贫 の# 向 一八. P 



第三窣滿洲事變による肚會的火轉抶 ー九0 
が、 とれは 爲 ：：： 木货 となす ことに S が 成立した。 なほ 理論的には、 3 社 重 義新靡 備 
舍 派の 赤松 克 群ら と n 木 S 民 社命讀 の 中 谷武 世ら との 對 立が 典し かつた とい はれる。 

さて、 いよ <打望の結{热式を擧行すべき五月ニ十九门は來たつた。當日、結簌式を前にして 
k 派の 妓後 が g かれた。 しかるに、 こ Q 席上に おいて、 W び さき Q 黨名 その他に 關 して 
攀が 持ち 上つ た。 これを 簡 軍に い へば、 赤松 派は I そ 91 ■成より ？ら？ 如く ー m 
リ w . ^ & ^ m ^ rr て あり：？！： 愛 ^ 勤 勞 { M 系を 含む 下 中 派は ョリ 2:本主義的であ 0 たのである。殊 
に ^' 派の 1- 立を救メへからざる ^ 地に迫ひ込んだのは、役 .^ 削常て問題であつた0こ.0よ|方か 
らいへば 1- らぬ勢カ爭ひらしくもみぇるが、また他方よりいへば， {'| ,」の篼の理論.政策を现耽に 
行は ぅと 思へ ば g 執せ ざ 1 ない 問題で あつ たと もい へよぅ。 それは さて f 、 この" の 1 

では、 赤松 派は 新 S 贤 sff を、 社 民 1 、大衆—、 g 群#— 備 SQ 三 取 位に 
せんとした。 以て 新 S へゲモ - li 把握 せん •装で ある。 これに 對 して、 下 中 派は、 技 商 分 
主義 新肇 備付 系と n 本 S 社 1 侍 系との ニ 車 位に 分けん ことを 主張した。 この 點 につい 
ては第三者からいへば、下中派の方がー應合理的极據をもつかに思はれた。が、兩者互ひに讓 
ら ず、 姑： S 交渉は 決裂と f 、 摄：下 中 派は 證し 、ミに g 派は：^ 後 Q 十； . S において 免 



.全に 袂を 分つ こと、 なつた ので ある。 

こ、 において、 赤松 派の！： 家 社 分 主義 新锇吧 備# は、 決然、 m 獨結视 を斷行 する こと、 な 5、 
代議： 〇： 二百 六十 五名の m 席の 下に、 卽 ：1:、左の如き顺序を以て結宽式 2: 擧行し、綱領、主張、及 
び 役！：：；； を 決定す るに 至った ので ある。 —— 

結 黨式 順序 
1、 羰名 ( H 本 阈家社 會 m o 
ニ、 齋藤 PS 閣に對 する 態度 決定の 件。 

三、 阈民 生活 窮乏 打開に 關 する 件。 

四、 H 滿統制 經濟に 關 する 件。 

五、 綱領、 主張、 規約 決定の 件 • 

綱 領 

1 一君费 S 爲 神に f 霞 S 新 H 本 Q —を 期す。 

主 張 

一 吾黧は阔民遝勤にょり金權支配を廒絕し瘩道政治の徹底を期す。 

笫 四 節 -M 难 政 * の轉 一九 一 



第三 窣滿洲 事® にょる 社 會的 大轉換 • 一 t ニ 

.ニ 吾 黨は 合法的 手段に 依り 資本主義 機構を 打破し、 g 產制經 濟の篇 に 依り 党— の 采 
障を 期す。 

三 i 狨は人種平等资源衡平の原則に遊きァジァ民族の解放を闲す。 

なほ 新 {熱の役：：：：は沱の如く龙まった 。 I 
練 裁 (保留)。 

黛 務長 、赤松 克跻。 . 

常任 中央 執 十 名、 今 村 等、 山 名 _ 、小 池 四郞 、陶山 挺 太郞、 f 源 治、 S 側、 平野 

中央 執行 娄 ii 三十 七 名 (氏名 略す)。 

中央 娄 il 西 十二 名 (氏名 ";} - す)。 

新生 丨本 ^ ,,索.掛 # 蘇は 下屮派との決裂の 11*1 接的拟囚が役 /1 問題でぁったことに鑑みてか、多 
數の役 fl の顏を 並べた のは 「壯 觀」 でぁるとの 下馬評 も ぁった。 

六 新 日本 國民 同盟の 創立 



赤松 派 QS 結成— そに 5 より 準備 會 本部に 引 i げたる 下 中 派は、 同じ 音 二十 九日に、 
一-! 百 名 Q 脫退派 代議 A を 集め、 こ、 に 日本 國民 社會黨 準備^: を 解 g し、 一大 國民的 政 蘇 組織に 遇 
進す る こと/' なつた が、 その 結黨 までの 暫定 組織と して、 新 日本 阈民 同盟を 結成した 。そして 訢 
同盟 Q 盟 誓、 網 si 如く 決定す f 同時に、 別 sf 聲明 f 發 して、 赤松 派に 對 する 態 
度を 明かに し、 且つ 新 同盟 Q 結成 y つ -S て 天下に 訴 へる. きろが ぁつた Q でぁる。 

盟 探 . 

迚國 の 本義に 基き 拽取 なき 新 日本 S 設を誓 ふ 
綱 領 

一 我等は 合法的 國民遝 動に より 金樯 支配を 廢絕し 以て 天皇 政治の 徹底を 期す。 

ニ 我等は 資本主義 機構を 打破し 國家 統制 經濟 の實 現により 阈民 生活の 確保を 期す 0 
三 我等は 人種 平等 資源 衡平の 原則の 上に 新世界 秩序の 创 ¢1 を 期す。 

聲 W , # 

祖國 R 本は 今 文字 通り に 未 著 Q 非常時 涅 I して—。 こ Q 非常時？ 打開して gf 

命を輝ける明2:にまで缧くべく、我等は同志と共に日木阈民社會狨準備會を形成し、更に社會 

第四節無床政黨の轉向 



帘一一:帘滿洲市钥にょる肚柃的火轉換 一九 q 
•民衆銥並に令阈勞 ^ 大衆蘇脫返派の諸够ヵを糾八：：して純乎たる阈 ^ の篼としての阈以ロ木琛の 
結成に 努力し 來つた Q で— が、 不幸に し て これ 等 社 S 主々 繫轉向 派が そ の 心 W に 於いて 
も W— に 於 SI として 從 f 似 1 i を 脫し得 Isil せ、 これ 
等の K 力と 提 S ， 系 Q sf S したる を 以て、 此 Q 柯 似 滞 無靈 的 驢ヵ墓 調 と 
して 新 黨を糾織するの愆1|を今：く斷念し、こ、に「新：：；本阔圮同盟」 ?: 結染して吹く；大1£..^ ^ 
の上と共にこの非常時の阈速を ^ 抬せんとするものでぁる。 

なほ、 新 =木_民冏盟の役：2は、左の如くでぁつた。 —— 

役 员 

本部娄 ：3長、 下 中彌 三郞。 

本部 # 記 長、 佐々 井一 M 。 

中央 常仟委 1::、近藤榮藏、髙山久藏、谘出 0 次郞、森榮|、滿川龜太郎、佐奸好 ^ 、祌 !|< 筘三、 
坂 本 孝 一ニ郞、天野 ^ 夫、屮谷武世、神永文三。 

顧問、楠藤成卿、鹿子木 /\ {,1; 、货志彌次郞、小野武夫。 

相談役、 岛巾雉 ： -0 



ズの ぅち 1“戈；^ は 後に 辭 g し、 坂 本 孝 三郞も 常任を 辭 した。 また 天 野 辰 夫、 中 ハ介武 叱、 
神 永 文— 名は、 愛 g 勤勞— 新 n 本爲 S 1 行を 取消す に— た、 め、 脫退 して 役 n から 
名*' 汗 IV . 愛 S 勤グ ie ： i は その後 Q .；；;： 在が 明.^ でな.^ つたが、 そ Q 主要人物が 後に 神 共 隊取件 
に關 係した、 め、— 違 Qli つた も 如くで—。—、 中 tsc 中、 高山— 
は 分 働 机 <: 總聯 介说來 聯合 S ? あり、 稱⑴藤 次郞 はもと 裘市 ms 治 S 幹部？ しもので 

ある。 

七 最左翼 陣營 ょりの 轉向者 

最ん萬 的 サン デイ カリ ズム の父ジ ョルジ r ソレルが 砮 i 王黨 の 「ア クシ オン •フランセ 
-ス」 運？；^ <: しまた ムツ ソリ上 |Q イタ？ •て シズ ムに 理解 f つたこと S しても 
解る 如く ff 砮 f は、 しばく 反 1 々淡、 反 自由 主 § 一 S おいて 吻合す る もの 
で—。 從 つて 共 f 近代的 wif は、 外觎上 fs 似 相を もち、 その I 
の常| は、 左 S ? そ あれ 一 S 共—、 共— イカ リズムを 抱いて ゐ るので ある。 

か ぷ鞔點 ょり すれば 、— -slif Is 近代的— 主我— への 轉向 者を 
S 節蕖政 洗の § し： 



第三 車 滿洲帘 » にょる肚へ »1 的大傳換 一九 六 
みる ことは、 左 ほど 不思議な 現象では ない。 

最左萁ょりの轉向者は、その陣位ょり最大級の袅切り荠として ^ 倒せられる。人を厲倒するは 
易い。 しかし、 何が 故に か、 る轉向 が 行 はれた かにつ いて 冷靜に 思考す る ことは、 容易で ない。 
彼等は 曾て 心魂を 打ち込んだ 運動に 失敗した が、 多くの ィンテリの 如く 引返すべく 餘りに 大きな 
熱情を もつ。 といつ て、 中間 的なる 社 分 民主主義に 降服す る氣 はしない。 そこで、 感情的 及び 方 
法論 的に 却つ て 最も 多大の 共通 點を もつ 最右 究陣 5 走り去る ので ある。 

设左翼ょりの轉向者として、笫ーに 1«: に傅へられたのは、付て || 木勞慟紺八：：評謅钤の創立以來 
の幹部であり、ロ本共淹黨の轮部の1 « にも列してゐた中村葙明である。彼は、もと大 |^* 苽氣分 
嫩 組合 § し、 鍋 山 親—: び稱 せられた 雄發 る一! 士 であ？。 大正 十一 年 秋 大阪天 王 寺公會 
堂 Q n 本 1 机 <"§合 大當 おける 彼 S 說 は^: 名で t {尤も これは 德雜 8 になる 原 
稿に ょるとい はれた が)。 昭和 三年 ニ 九 二八 年)、 三 • 一 五 祺件に 檢擧せ られ、 敁 中に ある や、 日 
本 :11 ハ布-黨の解黨を耍求するいはゆる解{他派グループに磁した。保釋出獄後、自殺を計つたが、以 
.て その 心中の 苦悶を 祭し 得る であらぅ。 

川獄後、昭和七年ニ九三ニ年)、彼は從來の左箕述動に兑切りをつけ、大阪において勤勞各前 



衡同盟 を 興して、 1=本勤勞働许聞なる機關紙 5: 出した(註| 0 その綱領には —— 

木同盟は天蛊の下离民平等の阈民的協調にょる天岱政治の徹底を期せんがための前衞たらこ 

とを期す。 

といってゐる。彼の思ひ切った轉向拫りが解るではないか。これは、社分民主主義荠の赤松克 
麿ら が 阔家社#主義に轉向した時の社會主義的殘滓の未だ濃 /?- なジしに比して、興味ぁるホ议で 
ぁる。 

(挂|)屮 村 義明は こ の 機 關紙に 「何故に 僕は 1=本共產黨の 3{ 切戎になったか」を迚載して、その心境を 
叶餺 した。 

中村義 明の 勤 勞荠 前銜同 盟は 、その後 餘り 大衆 的に 發展 しなかった やぅで ぁるが、 同じ 昭和 七. 
年十ニ月、彼は岱民窓識振興僉 5: 起した。その後更らに、昭和九年ニ九一.ニ四年)三月、火京にお 
いて 皇魂社 を 创 立し、 機關 紙 ':' M 魂」 を 刊行した。 この 中 村が 昭和 十一 年 ニ w に •十： って、 かの ニ. 
ニ六祺件に關係して檢舉せられた時にはゝ世入は咐っと锊いたのでぁるがゝポ忭に吖接關係のな 
いこと が 判明して、 後釋 放せられ た。 

中村忒明らと |..1 じく評議#幹部でぁ0、日木共席韨に祕してゐた南咨ーも、；2尺主淡に轉向し 
笫 2 ： 節 無 难政黨 の 轉 ， M ー九七 



第三窣滿洲車變にょる肚脅的大轉換 一し，、 

たと 傅 へられた 人間で—。 彼は、 藥劑師 Q 出— あり、 菜襄 的—? ゐた f い 次 
れてゐ たが、 たまく 大正 十！ 一年 秋、 關类贅 に 際し 彼 QI がいは ゆ S 5 件に？ た。 
で、 それ— な？、 痛— S じた。 三 •ー录 件 S 中では 彼も屮 村と M じく 解 1 
§ したが、 i 出—、 g 和 七 年 十一 百に $方泛 おいて、 运 丄遺1 組織して 
闻域 主義 的 H めた とい はれる。 しかし、 彼 is 木泛 ついては、 俄か iii, 
運 SS けて い、 か、 若 千 Q 疑問が ¥$ぅ で 倉。 なほ 袅 S は、— s 「K 的發 
明 」 7. 至 「登」 をな しその 工業化 に邦进 しつ、 ありと 傅 へられて ゐる 。仲々 面， である。 

f 寶 K § 方 1§ では、 芝 日本 農 S :: 中央 香 yf 、 E 透 屮央 S でも あつた 竹 
尾 4 が S 。 彼は 明治 二十 九 年 千 藤に 生れ、 i 外語 S ? 卒策 して 八 年間 もシ ベリ ャへ行 
つて； 將ポや 松 井石 极將 2 可愛がられ、 此 (かも ィン テ； 集び ざる 段：^ 的 風格。 き 
主で—。 大疋 十四 $1 九 I 年) f り社會 運動に 投じ、 努 没满、 1(3 令 農) の 幹部と な 
り： 昭和 九 年 ニ 九 三 〇 年) 河 上 港、 細 迫 兼 光、 小 於 井淨ら が新麗 ？ 興す や、 その 常任 委ハと 
なり 河 十の 下に 篇紙 「露 醤新 g 」 の 親 松と なつた。 同 五 半、 新 S 蘇解逛 動を 
起し、 左 1 動の グ ラシな さに 愛想を つかして、 これ奚 機に 左 1 勘ょり 一切 尹を 引き、 货 



主 連 陣恃 へ轉 じた。 大亞 細亞協 伶の 松 井石 极將堪 を 始め、 橘 本 欣五郞 、行 地 社の 松延繁 次 その他 
と 交渉を もつ たといは れるが 、表立つ た 机 件には 關係 せず、 一時 =蘇通0社を綷符してゐたが、 
後、 典ら 鄕里千 葉縣の 小作農 民の 机 織 運動に 從っ た。 ニ、 三囘總 選级に 立った が、 いっも 悱しい 
處で破 れてゐ る。 昭和 十一 年 ニ 九 三 六 年) 三；：：： より 中 野 正 剛の 火 -;;- # に關係してその冰龙を手俾 
つてゐたが、肌が介はぬとみぇ、十一月頃より^3然關係を絕ったもの、如くある。现在では |:|1 旛 
沼孕拓述動といふ風 || りな運動に荈走してゐる。 

西光捣古といへぱ、令_水平社仞立以來の 71 : 老で、西本願寺の|-搾取 ' に對抗した、冏社内黑衣 
同盟の 主 咄龙 であつ た。 奈 崁のお寺の和你さんであるが頗る熱情淡であ0、 11 っ文ネあって戯曲 
をよ く 物した。 n 本 0 W 糾合、 勞 尨羰等の幹部であったがゝ三^ー五攻件に迚炖しゝ川獄後は大 
n 木 ^ 家 社. 付狨へ 泡つ た。 fi 初は n 木の 阔家社 伶 主義は 第三 ィンタと も 協力すべし など、 いつて 
ゐた 由で あるが、 その後は、 だん <:1:本主義的信念 2: 強めて行った。现在は_社贫の论部とし 
て 働いて ゐる 。純情 的な 人柄で あつて、 個人的には 誰から も惡感 を 抱かれない 好人物で ある。 

共 產黨 支持 各 的 立場より 阔家 主 ^ に 轉 ，问したものに赤松五： 1 , 3 犄があった。赤松兑麼の弟であっ 
て 河 上 喂 門 下で ある。 長らく 兄と 行動を 共に せず 昭和 七 年 二月の 總選擧 には 左 焚を 槪榜 して 大阪 
第 叫節 無难 政黨 の 轉向 一九 九 



第三 章 滿洲 事 ® に ょる肚 # 的大 轉換 ニ0〇 
ょり立候補したが、不運にも一敗地に塗れた。この選取戰には、姉赤松常 -/- も秘かに應按したと. 
いはれ るから、 姉弟の 情は 流石で ある* 

この 赤松 五 百 磨が、 霞 後、 他の 仲間と 紛爭を 惹起し、 っ ひに 左贾と f を 切っ て、 兄 S 家 社 
會黨 へ入琢 した。 後 病を 得て 死んだ が、 彼 も 純な 好 人間であった。 

廣義における左翼陣營からは、このほかに、社 # 自由黨なるものが出現した0これは、昭和七 
年三兰 十六 H 、 主として 新 震 黨支 持で あった；：； 木 1 糾合 總 評議# 關西 地方 S # 系の 靑柿 
善 ー郞飯 石豐 市、 矢勝義 雄、 小 E 孝、 大橘治 房ら が g 家 社會 ，議 に轉， W して 机 織した， < pQ であ 
る。 飯 S 市は、 これょ 5 先き 大正 十五 S 一九二 六 年) 十一 W 成立 Q 香具師 Qg 粹 廣神§ に 
も關係をもったといはれるが、別段表立って活動したゎけではなく、彼の主たる活動舞臺は舊評 
議會及び涛勞農宽で.あった。靑柿も舊評議會の削立者のー人である(彼は後、洱び國家社#主莪ー 
を 捨てた とい はれる)。 

社僉自由欲の綱領及び政策は、左の如くであった 。 I 

綱 領 

我が 黨は 立憲政治の 本義 § ひ、 駕 大衆の 利益と そ Q 伸長の 爲 めに 行動す。 




政 策 
一、 阈民 外交の 確立 
一、 財閥 政治の 打倒 
一、 反動 恐怖 獨裁 政治の 棑擊 
1 、金融 機關の 統制 

一、 阔过虫 活を兆 礎と する ^ 業の 保 趣と 統制 
1、滿お利揹の阈民的確保 
一、 選 擧公资 
一、 役 機々 關の踐 .1}: 

その後、 飯石毁 市、 小 E 孝ら は 石 川 準 十郞の S 主 蒙盟に 入り、 W 本 純一 (朽 純， M 上 分 系) ら 
は 神武 ^ と捉手 したので 3/| ^ 自由贫の ^ 在は稀 ^ となった0ー般的にいつて社 ^ 肖由秘の、人 
々は 前述の 諸轉 向荠 とは 幾分 異なり、 相當の 強 か 者が 多かった。 

このほか、 n 本 共 產 C M M にして、 ■法廷に おいて 阔家 主義への 改宗を 踅つ たもの、 昭和 八 年 (一 
三 九—) 六 WS 野學 、鍋 山— ら Q 一 讓社# 主義への 轉向聲 明％々、 記すべき 1 い 

第 21 節 無 弗 政黨 の轉 .M 



第三 京 滿洲眾 變 にょ s it 會大锌 換 ニ 0 ニ 
が、 こ、 にはた ゾ現赏 に阈家 主 淡 運動に 從瓚 せる もの、 みを、 一齊 したわけ である- 



第 四 章 昂揚ょり 沈滯へ 

第|節_家社會主義運動の退潮 

一 客觀愦 勢の 變化 

滿洲咁 變 •.五 •一 五祺件 等に ょって 念 激に上 向 線 を迪 って 行った；：；‘ の は、“ に. 
述べた 如く、 昭和 七 年 春に 1=木_尜社 # 羰、新；：：本阀民 |«>1 盟 $: -4: 淑せしめ、それに引き箝ぃて多 
く QS ■器を 族生せ しめた。 しかるに、 これら sg は 結成 卽 分裂 q 慌た マし き 過程を 松 
り返し、令-く文字：迎りー人一簌の狀態を示した。その理由となすべきところは、從來の2{水主戎 
陣位 にかけ る 衍 癌た る 削據 的 獨善 主義の 淸算 されない こと、 思想 的に 統一を 缺ける こと ^ 、 運 

動 それ • [) 跆の |^ 部祺情も數へ | , .> るが、主たる理由は ^ 家主雅述動の站拗を介ぐんだ其觊的情勢の 
變北で ある。 . 

これら 0 變化の笟一は、位村匡救屯業の進抄である。五.一丑增件後成立した珩藤.！：閣は、六 
第一® 阈来肚#ホ：義迷勘の退潮 ニ 0三 



笫 M 草 昂揚よ® '沈滞へ 二 OW 
月 一 n より访 一次 臨時 tl #、 八 W 二十 ニ H より m 二次 臨時 讅 會を開气っ時：：^救決遠案しを汕過. 
せしめ、你時經濟恐慌の打锒を妓も大きく受けた農忖、殊に柬北、北海逍等の闪作地方の救濟に 
努カした。柬北地方の「凶作」なるものは、特にこの年に限ったことでもなかったのであるが、 
滿洲壌 變常時 、滿洲 の 野に あった 關來 衹には來北出身の兵多き多門將：ホ噼下の笫ニ師闽があった. 
といふ *!1: 宵と、茨城縣の農民決死隊、血盟阐に0民が多かったこととが相俟って、世の視聽を多 
く 引いた ので ある。 また 昭和 七 ^ 春 以後、 生糸の 侦上 りをみたことも岱忖の不安氣分を拂ふにっ 
》て大いに與ってカがあった。また都 -. 1 / 方而においても、金本位伶止による叫爲特搖落のため、 
輸 m が 旺盛と なり、 また 赤字 公 依に よる！ Tel ィンフレが 起った ことが、 一秫の 變態饺 氣を 生ぜし 
めた。 第二に、 滿洲耶 變に よって 惹起され た 阀除 情勢の 緊張が だんく と 緩和され て 行き、 n 本 
が 聯盟を 脫 - M しても 聯盟は 豫想さ れた經 濟制裁 ?: 行ひ行ず、昭和七年六4十四1::、臨咔讅會は滿 
洲一: 承認 決議を なし、 同年 九 W 十五 ロ、琪變の一週年 5: 前にして1=滿讅记#が交換せられ、また 
em 焦土 外交に 代は るに 廣 E JI -: 常 外交の 贷圾が あって、 日 木を 繞ぐる ^ 際琰境が、や、改#され 
たことが數へ栉るであらぅ。第三に、 5|? 部竹腦荠が自重的に傾いたことである。五.ー五褀件 1££ 
後に、海取侧は前邋の如く朮紀の振肅の保抒と衹人の政治千與排幣といふニ览則を明かにし、段 




軍側においても荒木陝相は「祭堪は：：私 |71 :ハの如く部分的に橫斷的に結成して勝手に動くが如き 
は、 斷じて 許さるべき ものでは ない」 と姹 明して、 4 方而の 法 氣も漸 次、 靜践的 になって 行っ 
たのであった。 第 四に、 從來、 ム 货主義 |#| 體に對 して 比較的 寬で あった 政府 常； 5が、血盟 |« 堪件 
以後、これら右熨主莪阒粒に對して峻嚴なる態度を以て臨むに至ったことである。谘五に、政篼 
及び財四が自肅し、且っ「轉向」 2: 示し、ひたすら念進的阈家主遄的風潮のー過を祈ったことを舉 
げ捋る。第六に、左絜運動の溃滅その他秫々の祺情ょり、右熨_體の財政的闲難が加重し來たっ 
た。 第 七に、 艰人と 民間 阑體 との 關係が 頓みに 稀 碑と なつた ことがある。 

以上の 諸點の ほか、 個人的に いへ ば、 民間 _髖の雄たる神武伶の侍頭大川煳明が、五.一五ホ 
'# の關係のために六 ;| 十八日に檢堞せられ、ために岱の神武#に大動搖 5 : 來たしたのはいふまで 
もな く、 引いて はこの ことが 他の 阔家主 迸 闻體 に大な る 影 嚮 を 與へ たこと を 考ふ べきで あらぅ。 
ポ 個人に 關す るが、 常時に おける 彼れ 大川周 明の 獨自の 立場ょり、 彼の 動きは 運動 全 賭に 大きな 
波紋を 投げ かけた のであった。 その他、 昭和 八 年 七 H の祌 兵隊 取 件に おいて、 酋 腦の 一人 安 m iiji 
之 助 中佐が 松屋 百貨店 支配人 内 藤彥 一なる もの、 役 機 行爲と 若干の 關聯を 冇せ りと 傅 へられた こ 
とは、 阔家 主邊運 動 者に 大きな ショックを 與 へたと いひ 得る であらぅ。 

第一 節 W 家 社 # ホ. 義 運動の 退潮 一一 ◦五 



笫 PH 京 昂 拟 ょり 沈滯 一、 ニ 0 六 
いま、 =本輞家主蓰阑胶がこの设尚潮から^^退潮の途を迆るに至つた經過 5: みて行かぅ。 

ニ 日本 國家社 會黨の 分裂 

昭和 七 年 五 パ ニト九 ロに 結 蘇した 赤松 派の：；； 木 阈{永社分黨《'.常時の社侍的風湖をバックにし 
て、 まことに その， >-{ M 聲明 ;? のいふ如く、その「前淦は洋々として春の如きものあるた货ぇ」しむ 
- るかの 如き S 與 へたが、 昭和 八 年一兰 十二：：： の 第二 囘大 S 後、 赤松 克找對 小 池 N 郎 ，赤松 
小兄忮對平野カ三等の人的並に珂淪的 ^ 部對立を生じ、黨 ^ に動搖を來たした。觔搖の枳本职因は 
赤松克释の思想的 || 化にあつた。卽ち彼は、大川周明の捕はれし後、ィデォロギー的に阔家社#主 
莪 ょり 離れ、 彼のい は ゆる 「全 體主淼 」卽ち=木主莪へ走つたのである。彼の主张するところにょ 
れば、 =本阔民は个體として [-1-1 結せざるべからず、從つて附級鬪乎を主張する阀家社伶王義は誤つ 
てをり そわは 必然的に： = 1-- 主 成へ |—构衆」 せられなければ ならぬ とい ふので ある 〇 こ の 赤松の H 
本' 羅へ が V 式に S 化した のは、 g 和 八 年 (一 九 三 三年 £片 三十 一：：： S 友 S 分 巾央 
娄 ^1 件の席上であつた。この咔、中央龙 1\ ^ は、「分_技赤松氏は最近ロ本主雜 5: ' , ^ 铧し、附級的坫地 
に立つ健全なる勞働糾介すら杏認する」も2であるゐいふ理由の下に、赤松俞長及び ^ , 11 - 石呆幸 



次 郞、 常任 高地 仉喜净 を 除名した のであった。 ここに おいて、 赤松 派は 中央 娄 只派と抗卞するため 
六月 十一 日、 自派 會兑 を 集めて、 別に：！： 本 遞信從 業 A 組合 ?: 結成した のであった。 その 綱領は 
我！： は 日本桢 神に 茈き 汕倍祺業の發违に «- 献すべき阈家的炎任を，：：：资すると北ハに、從龙：：；の 
生活 安定と 社 伶 的 地位の 向上を 期す。 

とい ふので あり、 その 宂言 には、 

旣に我 % : がマルクス主義杏圮の立場に立ち一界萬试の阈民粘神に立脚を觉明する以上、我蜱 
のー切の述動粘神がロ本精神に於てその ^ .2 /5« 理を水むべきは常然でなければならぬ。しかし 
日木桢神は辟紱的利益 5: 求むる部分主淡に非ずして全粒 5: 生かし、令婭の利益と宰榀とた # 展 
せしむる腊動カである。我等は：：：本精神 5: 體料することにょって：：：木民族 $: 統ー的生命|§とし 
て 全 胳 •的に 認識し、 この 認識に 弗いて 一切の 運動 方針を 規记 しなければ ならぬ 0 ::た>プロ 
レ タリア 牌 級の 决活 利益の みを 主張す る ことは 全 ^ 主義の 破 壞であ o 、 =本姑神 (0. , 1.' 濟である。 
.... 我等の 運動が 一部 プロレタリア 附 辍のためのみの述動にあらずして、令體のために仓骱を 
生かすものなるが故に、我％は天地に恥じざる：止々堂々の述動を展開し |'.} るのである。：：门本 
主義は { H 僚 耳 制 主義と 相容れない。 n 木 M 神は 迫 德と 情愛と に 港く 全 ^ 的 胳ヵ 一致を 要求す る。 
箔ー節 《家肚件中；義*動の退潮 ニ 0 七 



第 ra 幸 昂掛ょ B 沈滯へ ニ ◦八 

: : 監将 なる が 故に これに 階級 的に 對立抗 氓 しなければ ならぬ 木 it 的 理由な しと 斷记 す。 

とい ふ 宣言を 發 表した。 これに 對 して遞 友 同 芯# 本部は r 全 5 g 主我とは 修養 阒 一派の，： 倫理 
化 運動に 外ならぬ」 として、 こ/に 刚者 全く 分裂した。 後、 本部 派は m 八 M 維持に 耐ぇ かねて、 十 
月八日、安達謙跋の阔民同盟の *|« 野疋刚 5: 統令と仰ぎ、杉浦武雄 5: 法律财問とした (0 であ 0 た。 
この 分裂に ょって 六月 十五 H 、 赤松は 阈社 黨務 長を 辭任 した。 ここに おいて 阈社铖 は、 六月 二十 
四 n に 中央 執行类 H 會を 開いて この 問題を a したが、 赤松の 辭職 に關 する 決定を 保留した。 他方、 
阈社 {熟 支持の 平野 派の « 本農民紕合は、 |.-1 :::、緊な中央娄：：：伶を問いて京逍分-に加盟すること、 
して、 ^ 社 黨の 支持を 取消した のであった。 

國社萊 本部の 小 池四郞 派は、 潢 の 現 狀を 維持す るた めに、 何とか 妥協の 途を 講ぜざる ベから ず 
と 希っ てゐ たが、 その 願望 も 空しく、 分裂は 不可避と なった。 そこで 七月 二十 三 n 、 令 阈 中央娄 
XI 分を 開く こと/' なった が、 それに 先手を打っ て、 その 前 n 、 赤松 外 十三 名の 中央委 ii は、 「 R 本 
精神の 阈 民的佼 透 化に ょる眞 日本 建設」 に 邁進す ると いふ 3 H の 聲明ぶ を發 して 離 黛した。 二十 三 
n 、 中央娄 it 會は小 池、 山 名、 今 村、 陶山 、山元、 藤 岡、 森 5治)を常任中央執行娄总に新たに任命 
して陣容を立直さんと計ったが、「 :€ 指缂楮神の解釋統一に關する伴」にて混亂に陷り、論議を重 



ねた——— 壬 ニ 票で S 社—— の 敗北と なり、 その 11 る こ— なった。 
ぇて 七月 二十 五 a 脫蠢 は聲明 f 發 したが、 それは、 「彼等は i 萬 民 S 民 精神と いふ 蘇 W 

Hii に t 怠— ii 、 ぁ！ il , li — 

成—: への—— 歸結 とす るものでぁる」 といっ て h 。— I •議 への—、 旣 
同じ 七 パ 二十 五 n 及び 二十 六 H に、 gil 國 社— 生 11 き、 陶 山— 
ilf 新任し、 大規 (花 秋)、 小 池、 f 厚 門 部長に したが、 八 S 一口に その 努 1 
ィ荔 M か 選 Q 专分 裂して からは、 _不嵌と な り、 

II 篇 i ま 一一 羞譬^ 

4 

三 日本 勞® 同盟の 成立と その 分裂 

n 木— 1 下隨 一 の 大 S ! 本 f った。 その— は— の 如く 令 

—內 11 蒙 slit IJ I 、 — i — 

第一 節— i 湯 ニ 〇 九： 彳 



笫 W 章 昂揚ょ 9 沈， へ = 一 〇 
月 四— 五 口の' 中央 娄 i \ 仰に おいて 政菸 支持に 關する 態度を 決定す る こと、 なつた。 この 中央 炎； 2 
會では、闲社派は贺に一票の差を以て敗れたので、つひに脫退すること、なり、同平卜ー月ニ十 
ロに、 11 本勞働同盟といふ阔民主義組合を创立すること/した。その時の陣弈は、關见介间の| 

部、 大阪 聯合 會の 一部、 九州聯 八 M 會の 大部で、 その 組 八：：： q 數ニ萬 五 千と 稱し た。 创立大 抒は穴討 
及び綱領を發表したが、その綱領は、 /<-: の如きものでぁつた。 丨丨 • 

綱 領 

一 我难はー君茁鉍のぶ木忧阈の粘神に迤き勞働階紱の生活を絕對的に保證する搾取なき新阈 • . 
家の紐設を期す。 

ニ 我等は 勞蚴紕 <=が資本主莪打倒の全而的政治閊爭に於ける經濟的部分を焓常す' .=> ことを認 
識し 、これが 完全なる 使命の 遂行を 期す。 

三 我等は 強 调なる阐結と勇敢なる戰術とを以て資木家階紱の彈粑に抗爭せんことを切す 

日本 阈家社 侍 黨 ^ にぉける阈尜社な主遴派と：：：木主遴派との對立がゝ：：：木勞働間盟 ㈧ に影湃を 
及ぼす のは 常 然で ぁる。 昭和 八 半 七月 二十 J £ n の ^ 社 涨分裂 の時には、勞蚴 |''| 盟は脫返派(阈社派) 

に 隨つて 退場した が、 八月 三 n 、 大阪で 開かれた 中央 娄 n 侍に おいて 「 S {承 社 會舨に 關 する 件」 を 



,_t ...本 N •灰； s 宴 支れ 緊派 ( g ち S 社# 主 霞) と H 本 S 社嘉 支持 派 ( S : 本 主 

漬) il ) とに 分裂した。 I は、 共同 聲明？ 發 して、 その— の— かにした から、 
今 こ、 に それを 褐げ る。 —— 

(住 I )2 苦 家肚 食、- S に 非ず して：：： 本土 衣で ある ことを 知れば こ S 立が 分かる で あらぅ。 

聲明遨 

ロ 本 II 中央责 sn 本 S 社霖義 問 f 中心として 忌 何？ SQ 交換 

をな I 分議 懇談の 上 止むな く充 記の 如く 分裂す るに 至れ P 。 . 

合 木 3 家 社 裳 支持 派 今 村 等、 陶山 德太郞 、山 本 龍 助、 光士 ロ 悦心、 S 守 

木！： •，衆 U 持 取證大 矢 S 1、 熊 本與 市、 木多滋 ニ、 山 本惠、 S 廣 近、 尚 根 喜 
四郞 (山 本 委任)、 野 a : rf 松 

<3 意見 保留 派— 盛、 松 S 市、 山 本 辰 次 郞、— 文 六、 矢馨 三郞 
仿し 

1、阔家社倚殮支持派は同盟を脫退し阈社狨に殘り阈家社分赘 5: 守る祺0 
ニ、阈家社 # 黨支拎取消派は阈家社分羰 5: 脫退し闷盟 5: 守る水0 
第一 節 «来社种. | : . 義逆勤の退潮 



第1:京品«ょ9沈滯へ ニー ニ 
三、 苡兑保留龙は沿て態度を決定する祺。 

右 共！！ 聲 明す。 

= 木 3 C V / 働 M 既讯五 囘屮央 查 n # 

右の盘 兌 保 W 派のぅ ち、 藤 岡 久六 はへ ：-村派に、安钱、松 /6 、矢 ;11- は大矢派に沿つた。そこで勞 
働！： 1:盟續留派は你長大矢、主ホ#計 | , 1 ぬ廣近以下の役 11 を傲 ;;': 、#条 !|| 、滋《、京都，北陀、商 
知、火阪等ょ0採つて決定し(尼崎、來州は朱记)、政治方針とーて「陶家社你主忒 5: 骹格に指飨 
桢神 とする 『阔 民の 笕 』 の 樹立を 期す」 こと/し、 ロ木一:灾补 ^ 卞：淼仝阀協讅會を提叭すること、 
門戶を閗放し廣く阈家社分生義を遂奉する：：1:志を求むること、 [.>1 !1,'|[ 屮处每：^&は芥地方に於て" 
の方針の徹底を期すること缂を決定した。 

一方、 勞 働 同盟 ?:: 脫迎 した n 本 主谈派 は、 c Li ^ ^J 2: n -c H*^ ^ -'l-: ?i: ^^b、^ l'Jj lt l \ ^ i 
並に 盟約 •なる ものと 發 表した。 その 聲明押 は、 左の 如くい つて ゐる。 .—— 

=木序 :1 の健仝なる發展と、致命的オ质を接$路せる芥本主淡成龙經營の亡阔砬茚期に 1|'£ 时し 
て 其の 搾取に 蹂躪され つ/' ある ：=本勞锄荠以民の生活描 & 防衞し、次で阀家產眾の發展仲長を 
期す る 姐 ^: 大道は、 ー耵茁 W の阔恐 原理を n て枳本 的に 改革す る 淹棠 大樋樹 立に ょる、 統制 あ 



る 阈{水 ^ 黹經 ^ の大策度現にぁ0と闹く佾じ：：；：：本分働荠以民の阈 ^ 的 ^ 念の下に、陛ドの 

分® 者聲 として M 爾 S 蠶を 期す るた めに 兆 q 不拔 § 審義 となし、；^ 的 木 分を 

盡 す 強力なる = 本 淹業堪 の 編成 大綱を 天下に 聲明 する。：： 

而して、その稃文及び盡約には左の如く述べられてゐる。 

0 文 

ー君茁民の迚阈坫神を雍戴し苑龙大播の確立を我等の本分となす。 

盡 約 

我が沲業取は左記の盟約を嘏守して阔家砟龙朮たる本分を來す。 

一、 砟 1 m は 陛下の 勞働荠 農民た る 本分を ^ し、 祖阀 ロ本と生死を共にすべし。 

1、 砟 m ifc は 分 资問 題に 對 し無逍 迷 旣成机 介 運動 方針を 棑し陛 下の 分 働 荠跤民 として その 生 
活槠を 摊 趣 すべし。 

ー、淹龙 ¥ は=:本粘神を信奉し、相万：に ^ 魂禮節を重んじ帘2規俅 5: 阿く守るべし。 

役^; は 今 村％ 膝！： 文 六、 陶山篤 太郞 、光吉 悅心 、森 登 守、：；！ 井 M 郞 、山 本， 能 介、 合 W 癸 
高木昭男、米村长太郞、末永资吉、寺阳格ー郞等でぁつた。 

第一節闷家社 1? ホ.義運動の退潮 



笊 四 草 品 楊ょり 沈滞へ こー四 

四國民 協會の 設立と 靑年 日本 同盟の 結成 

n 木 阔 {永 社 會 狨 の 生みの親た る 赤松 党 鹰の 一統は 何ぅな つた か？ 彼は、 昭和 八 年 七 U N 社 棟 
ょり 分裂す る や、 更らに 洱轉して、政治秘勐ょり耥神運動、文化迅勐へ轉ずるに玉つた。卽ち汚 
友汴久井能雉と提推して阈民述勐社( |£ |)にょつて11:本靖神荇及運動に從 - 1 1<: してゐたが、八月、 
津久井が神兵隊の行動 5- 不可として批判的態瓜を示したことにょつて生布-贫を除8されるや、彼. 
と 結んで 阈民協 謫食を创立した'その「伽立趣意巧」は、左の如くなつてゐる。 —— 

碏阔 以來未 付冇の重大時 « に當时しながら、しかも浞沌として歸する所なき现下の祖阔日本 
に 於て 、 S も緊な なることは、 H 本 桢神の阈民的浸透化でぁると信じます。行詰れる阔内の改 
造 も、 滿洲 SS 令 •なる 成 f 、 大 1 避の f も、 對英對 米 Is 策斷行 も、 すべて 
n 本 粘# を絕對 接 調と する 阔民的 赀附ょり叫發するのでぁります。 ^ に；；；；木紐神の阔尺的 13 透 
化 こそは、 =木阈民が个後障大なる民族的使命を遂行ずるがための某礎エ作でなけれぱなりま 
せん。 

如 ふまで もな く、： = 本 精神は 2:本民族冏 ^1 の傅統的性锊を柯すると共に時代の進述に伴ふ前 



1 & し 享。 H 木 IQg 民的讓 S 、 篇梢神 SSI に f I しむる と. 

共に？ の 一切 SS 惡を棑 除し、 以て 放：：： 本 民族の 光 2 る 震の 胳 動力と なる もので あ 
I す。 tM 民— して 來た 利己、 _、 蠢 主義、— 蠢 、社# i 々_ の 非 口 本 的な 
思想と こ-^ -rW く nvf 本® 度とは；：： 本^: 神の 轴揚 にょりて 霧散 さるべき 運命に あります。 

われ 等は H 本 精神 8民的_ 化 Q ため S 力 1 す f が SS 公 QSIS し、 驻に 
從來の 政— 係 S 脫 して 駕協言 設立し、 S と共に 献身的 努力— す ことにな りました。 
國民協 伶は 1 st — ん。 1 謖 1 ん 。純 乎 Is 文— 阐雅で 

あります ル i ' の述 動か 何找 か； ^闽 に W 献 する 所 あらしめ たいと 念願す る われ 等の 微 なを 的 ま 
れ 今後. 格別の 作 なと 御 焚 助と を 賜りた く 切に 御 願 ひ 致す 次第であります。 

昼)泛湯肚とは、昭和八年§:=;、：=念|:|から離れた1、沐久并、松延2:::本主 

_ .か、— 3統一 s ために 出し ss 「 s — 動 JS 行 所で ある。 「 wsg 」 は W 後、 

の垛 ps jt i となつ た。 

次ぎに s 益 2 綱領は、 大 甜お の 趣— の la 如き もので あつて、 

我等は：：： 森 神 S 民 的 if 以 5 n 本 工作と f これが 1 のた め 本 仕せ 

笫一節—肚會ホ義運動の湯 



節 四窣 昂揚ょ®' 沈 滯へ ニー 六 

ん ことを 期す。 

となっ てゐ る。 役； I ; は理嗔 长 = 赤松 克麽 、常任 理事 =津久井龍雄(出版部長)、贪川百三(文麩 
部長)、 森淸人 (硏究 部長)、 大木 雄 ニと いふ 顏振れ である。 

阈民協 #は、その後、松岡洋右が政友#を脫蘇し、政黨解消聯盟を組織するや、それに共嗚し 
その「ー阈1 «2 」の運動を支持し、松岡ー黨に接近して行った。 

阀民協分と關聯して注目すべきは、その行動隊たる靑竽：：：木冏盟の結成である。卽ち、協#創 
立の 翌九 ;J 十八 日の滿 洲祺變 紀念 n に、 生產黨 の 一 m 位で あり、 律 久井 g 雄に 率 ひられて ゐた大 
n 本靑尔 同盟と 赤松の 傘下に あった、：：： 本遞“ 從龙 il M 合と が 八：： 流して 作られた ものが それで あ 
る その^ 5^: のい ふところに ょれば 「 ： ： た y fd 念 相 近く 闪綵相 濃 かなる 兩者の 間に 自らなる 合 
同が實現された：：」のであった。役线としては、赤松克馑が顧問となり、津久井能雄が#长、 

伊地知 遂一が 主取と なった。 その 綱領 r 經輪」 並びに 「宣 W J は 左の 如くであった。 

靑年 日本 同盟 網 領 

我等は 个 _靑年の日本精神にょる結盟 $: 通じて新興大日本の迚設々期す 
經 綸 



一、！ 界萬 民の 本 遜に 則り蛊 道 政治の 確立 ?- 期す 
一、 一國 一家の 精神に 基き 皇道 轾濟 の 樹立を 期す 
一、 忠孝 一本 S 大義に 從ひ皇 道敎育 の 徹底を 期す 
一、 八紘一宇の 理想に 基き H 本 W 族の 雄飛を 期す 
宣 哲 

忠誠蛊室を綠び勇烈邦家を護る 
友愛 M Blii と 交り ^ 莪一 ：! 志と 結ぶ 
捣衩上長を敬し無私統制に從ふ 

五新 日本 國民 同盟の 内紛 

昭兩七 ¥ 五 月 二十 九 n に、 阈家社 #敖と對立して机織された下中彌三郞派の新 [1 木网民冏盟も， 
その 行路は、 阈 杜狨同樣、頗るジグザクを栎めた。同盟は結菇後間なく '|* 心人物下巾彌11;郞の離 
篼をみ、财政的にも共だ闲難を加へたが、昭和八尔劈頭、糾織部妊近藤榮跋を屮心とする也夼苻聯 
合 ^ 派の阀家社 # 中：淡派と ^ 記長佐々井 :; 兆を中心とする 1< 部派の ^ 逍主遜派とが理へ|的並びに 
第！® W 家 社 # 主義 遝動の a 潮 * ニし 



第 四 京 昂揚ょ D rt 滯へ •一一 一八 
組織方針上の對立を示した。この乎ひは、ー月七 « の常仃娄：；： # -において決记 5: み、近藤が常任娄. 
员及び机織部長の職を齚すること、な0/宂傳部長坪井專次郞も叼一行動に /|1 た。しかるに、他方. 
において 阈隐勞 呦侍 _ 參加 問題に 關 して 木部 派と H 木 勞働組 介 總聯合 との 間に 對立 を 生じ、 本部 
派は、 劈 働 代表 J 篇 SS 坂 菜 一二 郞に 反對決 ff 文を 突 S けた。 この 時、 坂 本は 新 ロ 
本阔民 同盟の 積 根 的 支持を 表明して 洽 *• つたが、 三月 十四 口 に總 聯合は、 H 木 匁 働 ^ として：：： 本 
の阈策を海外に宣揚するために阈際勞働分謎に參加するのでぁるといふ聲明 .^ を發した。 

兩者の 抗' Tf は、 木部と 府聯 との 亦 務所を 分離した、 め、 却て ます.^ 熾烈と なり、 願問岛 中 雄 
三は こ Q 情 f みて その 任を 辭 した。 木部 派は 後述 謂 打 g 、 SS 達成の 祈願 ■に 熱中し 
府聯 側は 後述： 11木社#主義學盟の純正阔家社#主莪枒 .;« 樹立運動に參割し、っひに七月八ロ、離 
戴 聲明泷 を 發す るに 至つ た。 その 聲明 m l - l の 一節には、 同盟を 批評して —— 「.： 阈民 政萊 を 誇 稱 
する 黛が 唯！ 囘の大 侍、 中央 娄 /1 會の開_なく、莊准ぁる協議分の召集が行はれず、：：(赤松派 
との 分裂の 際— 著さ _ に 驅られ たる 代 寶 傍觀 客の 證に 向けて 架 如と して その 承認 I め 
た四、五の分子に同盟常任執行娄货の名を冠せた所謂本部：2;が過夬に於て獨りその指猙機關に付 
いて ゐる」 一 K 々とい ひ、 また 祈願 速 動に 對 しても、 民衆の 生活苦の 救助に 關し！ ；：； 際 効力 ぁ y や 否 



の點につき、批判的なる兑解を表明してゐる。 

こ、 において、 木部 派は、 七 パ 九 H 、 街府 31 代 S 高き、 八 パ 七 H 、 支部 代表 祈願： 
墨ね 5 S 部 代表 客 f 招集して、 iQi 方針— 立し、 新 役 ハと して 中央 — f 
長 佐々 井一 fe 他の 中 1 1 任した。 十一 sin 、 一： 難 品、— 1 運 

運動は 餘— はず、— E じく 漸次 政 S 動よ ¢1 蓮へ— 轉 して S た。 



第一 節 阈家肚 # 卞： 義 涇動の退捆 
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第二 節 神 兵隊 事件 



事件の 概要 



血盟！ E 祺件 、五 •一 五 ^ 件 以來 、小 テロ 取 件と して、 昭和 七 竿 ニ九三 ニ 年) 八 H 巾 句、 神武 今 
靱 問 ^ ^ 啡士今收諶夫一派の川越挺身陔^^^^政友你總裁鈴木苒三郎喑殺米遂ス：：一:年十ー^トパ '^ 
天行你(诩山秀三.王宰)、獨立靑年社ー派の陰謀啡件>がぁったが、何れも火した邛仲でなく、 |'1: 
人は漸くこの |-1 のテロ帘件の記惊を忘れ上らぅとしてゐた昭和八年七月十 0 、突如として神兵隊 
琪仲 なる ものが 起った。 

この項件の中心人物はゝ大：：：本生痄黨哿半部長の鈴木善 -: 愛 ^ 勋勞從：の天野敁夫’^:じく前 
m 虎 排、 隨 51 £ 中佐安 [ 1 | 銕之助、浒很谘ニ航從！^令侮 4 ': 屮佐山ロ三郎$でぁる。神兵隊は、血盟 !^ 
艰件、五.ー五啡件の人々の志を繼ぎ、阔難を救濟するために起って齋藤 |^ 閣を倒し、带都を授 
SL —ていはゆる昭和維新を斷行せんとしたものでぁる。 

この ,1|- 剡では敁初三千六西名の動 ^ が挽定されたが、访ー次計剠(七 ;3 七=)は齟齬し、第ニ次. 



計 韵 (存 十一：：：) でも 读定の 四 西 名？ ち、 俺 か 百 ニ、！ 二十 名が 動；：；； された に過 ぎな かった。 
その動：1:方法は、阀難打開、2防祈願を名として明治神宵外苑の神许講 ^ 館に站まらぅといふの 
であっ た。 來盟 これを 知っ ■視勞は先蓄打 って 常：：： た g ： ト九 名を 一網 打：^ にして 
f— 作た。 地方からは—. 大阪 、產 、祭， U、 皆、 茨城 q 證縣 の ものが やって 來た。 

この :' if 件は、 これまでの この 秤 S 啡 仲とは與って、神诉隊础問安川屮佐を：迎じて、松屋デバー 
トの元 取締役 C 藤 逢 一、 株 HS 顧 太郞 |站び、琪件の：^料として合計六海ニ千盟外の金 
子を哎肷ったので、「沒落ブルジョァの投桟と結ぶとは不純過ぎる」ものとして、 1||: 入をして木# 
に對 する 誤解を 抱かせ、 S 神 S は 勿論 qu と、 他 も 少なからぬ rf 
與へた 。なかで も大 = 木 生 ^ 赘は 、このために 分裂の 悲述 に ^ ft し、 嘮阔勤 M V / M の 如き、 袷ん ど 
,H 然消滅 に 近い 狀態 に陷 ったので あった。 

神 |:-. (哚琪件が他のテ：1巩件と巽ってゐる笫ニ點は、换漉における取調べの紡坫、本件が破壊の 
み：：： f して ゐた 血湯辦 件、 五 ニ 五艰件 等々 ょり 一 f 進めて 謹 的 方 W まで S に 入れて 
ゐた 、め、 殺人、 放火 豫備 を 適用 ざれず、 刑法 第 七十 八條の 内 i s: 以て 問 f れた ことで ある。 
それは、五.ー五祺件の橘净にも關係あるものとして、ー時は橘の#常上作とぃふ方法まで考へ 
笫ニ節 神 兵隊 琪作 • 一二 ニ 



第 i ： 章筘揚 ょ 9 沈滞へ ニー 一二 
られ たのは、 人の ょく 知る ところで ある。 

神兵隊事件の公判は、そ 2 後紛糾に紛糾を蜇ね、加ふるに祚盟天 5[- 敁夫 40 病氣等ありて六年趑 

しの 今 n 、 未だ 片づか ない 狀態で ある。 

ニ 大日 本 生産 黨へ の打擊 

神 | 7 : ぺ隊祺件にょって、最も谊接且っ深刻なる打帮を鈸ったのは、大0:本生產黨である。生砟黨 
は 前述の 如く、 内 m 良 平 「较後の御奉公」として設立されたものであるが、その肝抒の |'^ 出總裁 
が 昭和 七 年以 來病氣 であった、 めに、 内部の 統制が とれなかった。 生 ^: M 内には 二っの 潮流が あ 
った。 la 、 si とも い ふ •へ赢 IQ 池出弘 、小—、 f ; 能久等 の 本部 i 派で あ 
り、他は、後から來投した仍=:木阈民莬の八幡博堂、鈴木善ー、.饵念進愛阈蘇の坩久井簡雄、訢 
地知丧ー等の靑年新興派である。；冗老派ホ黑酣伶の傅統 5: ,:11 ^ し、靑年派は念進的阔{永改选運動 
を 主張す る。 そして 浓久 井の 大 2:木靑年同盟は、生產萊の靑年分子を中心として軾外靑年 ^ をも 
糾合 せんとして ゐた 。後、 八幡、 鈴 木が 生 m 赘靑半 部を 確立して これと 對立 する こと、 なった。 
そこへ、 また 大 (1 本 ^ 阈靑年 同盟# 長 三 宵 維 a (生 弗 -mm 業 部主琪 ) が 加は って、 E 内は ます ま 



す浞亂 する こと、 なつた ので ある。 

か、 ると ころへ 起つ た Q が、 神 ispt。 こ 5 件には 前 Ei、 鈴 衾：、 影 山疋ム C 
橋詰宗 ：！c 片一: 駿 等が 連拖 して、 裁 q 中 黑が殆 んど鑫 した。 if しては、 こ S 件に 關 
しし 月 一-十四：：： に聲明 及を 發し 態度を 明かに して、 「.兀 ょり 稱 木部 幹部の 與り 知らざる 返に して 
合法 紫た る 本部 2 S に 反す SIS 迄 為し. ： . 窆 SSSJ も Q なり、 . ： • 行 動 Q 
一切は 產尖 S 卽 し：： 霞 <: 法 sfs て そ SIZ 的 S 成 高 Ki といつ たが、— 

f に 勝— — に投 れ蝥 對2 雙惠 し奈弈 1* 三接运 緊 は、 被の 方針姦 視し 

て 分派 的 行動を とつた とい ふ 押-由 Q 下に 除名 處分に 過つ た。 そこで 三 wst : 火 n 如爾靑 年 司 

盟—ひ S 往 し、 そ §、 nisi 、 奉し、 晋的 1 存 ひ、 あるひは 
「 r 滿鬚論 增」 を 刊行し、 ある S 各地に 震 分 高 4 、浮な 美 動を M けて， QK >。 また 泣 
久井 1 は 前述 S 如く 赤松と 机んで 資協 f 伽 立した ので ある。 

こグ神 开 隊 ぼ接の關聯と ?^ 久井三 ^ |44 名の除名といふニつの -^ 情にょつて、大ロ本生 ^ 进 
は その 靑—を 失 ひ、 漸次 雜に 赴いた。 r 財 i 淸に關 す 1 兑」 とか 「金融 財政 統制に ついて ニ 
當 局に！^ す QA 」 な f 雲— 皆して ゐた が、 後 謗 和 神 S に S 蠢が擎 の 關係を 有し 

第二 節 祌兵隊 事 作 



第 2: ¢ 昂揚ょり 沈 滯へ •ここ ド 

il 、 阜 Q 死 (昭和 十二 年七兰 十六 日) が® 11 滞に S らしめ る啬 
となっ た。 しかし、 内 pi 總裁 亡き後を 受けた 娄 14 苌士 2 ||| 益三はょく / 1-: 砟狨の格勢恢没に努カし、 
ニ.ニ六祺仰後、今阈的に展問された阔民主義阑| |!1)!; 統ー项勐に :-1-. 仪 ^: 演じ、その活動にはみるべ 
きものが あった。 

昭和八年ニ九三三半)八：^、五.ー五市件被先減刑運勐ヶ機 ^ とーて也糜铱がー般 ->{.- 焚述動锒 
牲荠のために # 阔锁 -|: 救援#を紺織したのは、右贺阉做の行方としては珍らしき冰業七しこ、注 
铒すべき琪贤であらぅ。 、 



第五 章 運動 再建への 努力 

第一 節國家 主義 圑體の 統一の 企圖 

一 國難 打開 聯合 協議 會 

日本 阈家 主義 阐將 が、 結成 卽分 裂と いふが 如き 填 態を 繰 0返してゐることは阈民主義といふ逍 
前ょり する も 意義な きこと、 して、 漸く 統一への 叫びが 起り 始めた 。卽 ち、 國家主 通 阐體の 分裂 
的紛爭 は、 昭和 八 年 S が 預點 であ =/ その 秋から 統一の 傾向が 強くな り 始めた。 しかし、 そ L 
以前ょり統一的努カがなかつた «0 ではない。昭和七年秋丨冬に起つた諸々の動きがさぅである。 
假 りに これを 第一 期 Q 統一 運動と すれば、 昭和 八 年 秋— 冬 Q それは、 第二 S 統一 運動と いふ こ 
とがで きる であらぅ。 

第二 期 ti おける M 動 Q 分裂-沈滞 Q 原因に 神 兵隊 取 件が 潜んで ゐ— 同じく、 第一 期 q それの 

裡 には 五 ニ 1 件が 潜ん 2 る。 殊に 神武 客 頭 大川周 明 Q 收監 は、 1 Q 如く 鋈的 打？ 
第一 節！ E 家 4 f : 義 w « s « 一 の 企 W ニーー |£ 



笫 五窣 運 動 •冉姥 への 努力 一二 一六 
阈家主 袭 阑5|に與へたのでぁった。\ 

國難 打開 聯合 協 a f ? ( 略 稱 =_協)は、阈家主遜削體統ーの鲮初の試みでぁる。五.ー五祺件の 
反動に ょっ て 萎縮 沈 滯に陷 った 愛阈 陣營に 生氣を 吹き込み、 各 E の 勢 揃 ひを やらぅ とする 意 31 の 
卞 に 方 迸せられ たもので ぁって、 昭和 七 年 M 九 三 ニ 年) 六月 九日、 日本 M 3 家 社 舍敖、 大 n 本 生 痄 
黨、神武舍、勤垡維新同盟(往|)等、阈家社#主雜的傾向をもっ阐胳が集まり、新ロ本阈民同盟 
その他へ も參 加が 勸誘 された。 その 聲明浼 は 「齋藤 内閣は.： - fs 瞞的擧 阈ー 致に 過ぎす：：」 とし 
でこれに反對の態度を明かにし、新滿洲阈郎時承認と阑民生活窮乏打破とをスローガンとした。 
六月十六日、上野に阈民大會を催した。その後、明糖脫稅問題、司法贫赤化問題等にて共同閊乎 
を行ひ、それを通じて阔社戰線の統一にまで進もぅとしたが、十ー月頃ょり漸く機運が盛り上つ 
て來 た。 十二： n ： 六日には 阔社寐 と 對立關 係に ぁった 新 H 本 阑民同 盟 や愛阔 勤 勞黨 も參 加し、 十二 
月 二十 九 n 、 「阈 協」 第一 囘娄 11 分を開いた。娄 {1 會は、當肘の闘爭ス：1丨ガンとして、國民生活 
窮乏 打破、 闷陪聯盟脫退促進、司法宂赤化釓弾運動を決定した。 

(註 I ) 勤 - 1 ;' 雑 新 Essi は、 a 艇界 の* 5«エ學士永并了告(常時：=大敎授)を總 51 、田尻隼人、三浦大 
定を副 嫌现 i して 紈钱 された £ ». で、 「 K 主 的 公融 资本の返上本還を絕叫する |- ものでぁる。» «! 永井丫台 



S 兵— 件 stsgl け、 予 件に おける S 松の 如— 場运 かれた とい はれる。 
昭和 七 年 ニ ns — で、 Is ん ど活？ し。 永 s 、 H 下.- 2 技術 S 」 と S 左— S の S 
|を起 し’. = leI ¥2 て， 35 、 US 5 SS 2 沿 6、 「金 S 濟」— し rs—J 
を 樹立す る ことを = 的と して ゐる らしい。 昭和 九 年 ニ WS に 体る 大森 ー聲、 SIS 政 心 I は、 
その 別® 隊 であ S 。 し かし§ 木 勇が 大正 十五 年に— した fs とは 今： 然 別物で ある。 

■こ グ， 4 から g 難 才^; 聯合 協 謎^: を 中心に それ 以外の 靑年 分子を も糾 八" して、 M じ 統一の H 
V 力ら 大同 饥樂 部なる 別働隊 結成 計 剃が 進められた。 卽 ち、 「祖 g 維新は 靑 年の 手で」 「達 統 
一は 靑年 分子の 統一より」 とい ふ K 口 I ガンの 下に、 十月 十六 日、 大口 I 、 大 H 本靑 —盟、 

神政 會 n 木 S 社 裳、：；； 本社皇 講究 所、 济北靑 年 同盟 等の 靑半 分£逛ま つて、 人 同 
集 部の 組 管みたのでぉる。|人 -5 れ)として大日本靑年同盟よ|ー、影山正‘台、私. 
S よ—、 平⑴ 九郞、 1 文史郞 、川 保—、 大 I 、 _ lf り 1 、菊 池 一 
雄、 勤蠢新 同盟より 大森 5 •济 北靑年 同 f り 中 川裕、 n 本社 得 主— 究所 より 坂 木 八扭、 
その他 無 所 f して 杉 川馨、 S 降秀 、吉元 俊 熊、 藤 W 乂次郞 等？ 六 名を 出した。 結成と 同 
時に 部 U 聲明 導を 震した。 粱 部 QM としては、 時偶々 一 〇 •三 S 件 (日本 業？ 件) 

筘 一節 M 家 2 S 3 統一 S 2 ニニ」， 



笫五窣迅動抖达への努カ こ-一/ 

1 つ SS つたから、 赤 S 件を 捉へ 齋黌相 及び 小山 锘 £ 明々 を 突きつ 
けて ト u法相、齋藤首相、牧野 rt ^f^ 、ー木^s相の辭職を耍求したoまた十ニH九^、靑山命館におい 
て、 五 •一五^ •件に ぇけ る 段 民 決死隊 n では 死した 说水秀 則の W 民 禅を 料旋 した t れは火 "ィ生 

霞、 神武 伶、 S1 採、 新" 本® 裔盟 、勤皇 維新 M、n 本 S 社 兹 、大 = 木军盟 s 法 
社 S 年—、 神 S 辜 年—、 1 、拓大 魂の#、 帝 火七蠢 § 朱—、 n 
の 命、 g 士分、— 待、 = 木 (以上 犬！！： 仇樂部 加盟—)、 n 本—#、 .IW 年聯 
盟、 S 靑年： 聯盟 §成爯 、久し 嵌りに て廣 S る胳 S 線が 歷 せられた のて ぁ) た 
「S 協」 及び 大 2 俱 SQi は 人— 立つ たが、 間もなく 沈滞 返 へ f 益 的の 人 
的 不和に 偶んだ。 そのぅち、 昭和 八 年 七^' の 神 兵隊 雄 件に ょつ て、^ ■堅 分子を 失 ひ、 自然 滅亡の 
狀態 となつ てし まつた。 

ニ 團體 擁護 聯合 會の 組織 _ 

S 蠢 is ニ e 統一 1 は、 辕 擁議容 で—。 こ SS 1 つた ものは 切 
.法 贫 赤化 事件で—。 これは、 昭和 七 平 十” のい は ゆる 赤仿ギ ャング 雄 件 及び それに 紐く 一 〇• 




三〇事 件と 關聯 して 暴 辟され た 判眾シ ンバ琪 件で ある。 結 ^ の 機緣 は、 同¥ 二月 ニ n 、 n it ハ 介 
松オ樓 で E かれた 滿洲 武官 次長 H 藤 忠歡迎 $あ？、 そ Q 散# 後、 政敎社 Q 五 W 木汉 三の 
ィニ シア チ 丨ゲに f 、 司法官 赤化 艰 件を i として 統 i 動を 行 ふ f 協議した ので ある。 间 
月 七日、 第二次 待を f 、 , 社、 明徳#、 1 待、 愛 SS 盟 、政敎 社、 大統 社 、 li 
社、國防協分、昭和：2蓉、|命、歸§が相站まつた。結いて±ー月十三=1、第三次羚を 
開き、 S に德擁 ■、 n 木 姑 神 sfH 枝と する 篇擁議 合 分が 成立した ので ある。 この 
昨の 常務 姿 ハは 五 .C 木 我；：、 入. ば柯 紐、 小山 内大 六、 奶藤理 助、 齋罄 夫、 松 浦 市十郞 、驛 
慶 - c ル •リー悦藤穿雄次鈴木功漸甩榮太郞、 , 1 < ¥ 川時治郞、小山 ( 1 | 创抱、佐藤慶次郞、 ^ 
R ^-. n ゎ幼ール、 ^ 藤 右 衞 門、馬場園蓰馬、深漯源造、金子カ三、千々波敬太郎、荒牧退助、+ 
CE 薛 、 f ? 、 下 I 夫、 川 忖抵 治、 佐 藤 天 風、 川 中 七 I 、 纪 政治、 林— . S 知^. 
平 5'/- 鍅舟等である。人的にいへぱ入江栩矩、增出ー悦が屮心となり、闯 &3 としては、左記の八十 
餘 が 抱 含され て ゐた。 

阈 髂擁護聯合付加盟阐體乂順汴不同) 

政教 社、 SS 聯盟、 愛 §1 民 同 客、 維蓉 、敬神 i 聯盟、— 付、 SI 聯盟 

访 ！節阀家 + :義阑 « の较ーのか间 ニニ乜 



笫五章 * 動 押 建へ S 努力 二三 ◦ 

汗山茈、大和民勞#、廣，：2興_;:1:志會、愛阔社、柬亞聯盟逋會、朿亞社、，：：：王社、風 ^ 供榮部、 
明徳#、 大 H 木 經阈聯 盟、 ®! ’ 理 H 本社 1 興阈社 、立邀 革新 靑年拎 、囘天 時報 社、 大統杜 、大日. 
本 奉公！ r 昭和：： I 志 分、 仍邦社 、對外 同志钤 大 ：=木愛阔遜闯、大：：：木阀士狨、 21: =:贫、昭和 
義塾、 勤王 聯盟、 大乘伶 、神州 阈 W 、 民力 振興#、 殉阔 fr 、 坫阔 <&、 大化伶 、愛 阔洵年 I ..1 盟、 

地 湧 U 木 社、 大 11 木 護阈靑 年 贫、 帝國 新報 社、 大本 分、 大義 社、 大 亜 細亞圾 族#、 大 II 本 進 興 
m 樂 部、 =木新即社、勤王#、國士同盟絝、内外觅始仉樂部、大！：：木守阈會、大正赤心_、全 
ロ本興阈同志#、聖1=本平分、立遨本讨黨、 ^ 統抒、大ロ本生迮努、興國莪 # 、東洋共存僉、 

新 日 木 扭設同 盟 、宰榀 社、 大輝會 、愛阙 新聞社、 大風 侍、 大 n 木 N 輝 行、 關來玄 洋社 、愛阈 法 
育 聯盟、 原理 2:本取、厘共社、大日本古神道货行_、興阔=木社、愛阔爭生聯盟、大日木殉阈會、 
鶴嗚荊 、大日 木 仅樂部、旋風社、藥進熟、帝阔擁護侍、碑托戰線社、洗心壯、冏志 [«.1 盟、大=: 
本阈守 僉 、阈家 主義 東亞 聯盟。 

三 自治 農民 協議 會の 活動 . 

自治農民協雄會は主として農村關係のみの運動で«ぁるが、一種の骹線統ー運動とみられょぅ。 



昭和 六 年末に、. 下 巾 彌三郞 、長 野朗 、口田 康信 、责 光造、 村井弘 ，古 裳 一 (無政府主義 的 
傾向 あり) が 相 集まって 0 本 村 治 聯盟を 結成した。 その 指導 精神は 捕 藤 成 鄕の 0 本 肖 治 主 避で あ 
ったこれか昭利七年ー月に擴大して農本聯盟となった。しかるに農本聯盟は、念進的政治速め 
派と ^': 設的 經濟運 勤 派と に 分れ、 前者は、 同年 四月 中句、 長 野 朗を 中心とし、 妊 野 縣 H 本 農民 協 
待の 和 益 雄、 解放 戰線社 盟主 宮邊信 一郎 (元 無政府 主審)、 愛 S 主 摘 孝 三郞 、全^^ 机 介 
新 潟 聯合 會の 稻村隆 一等を 集めて 自治 農民— 會を紘 成した。 一棟の 協 间戦 §であり、毗|、 
愛鄕熟 - *15: 人 ^ 生 等と も 若干の 聯絡が あったと みられる 。協議 # の a 動と しては、 梠 ib. 卜齋麥 
內 閣の笫 二次 臨時 讅會 《 集に 際し、 

1、農尜负侦三ヶ年間据盥、 

ニ、 肥料 資金 反當 一肫 袖 助、 

三、 滿 a 移住 费五离 闽 補助、 

とい ふ 請願— を やった。— Q 自足 自給を 明へ、 1Q 自— 选、 I にょる. H 铃織 等、 
あたかも ガ VT1Q 如くで あった。 階級 的 農民 運 f び i 社會 主_艰も その ー醤？ 
る。 そ SI を 傅 へられず 。その 網領 及び 政策は、 左の 如くで あった。 — 

笫 一節 siEJesl の 企 明 • 



饰五草 既劬押 迚へ S 努力 ll _r ;u 

rT- lll Mi- 、 A : fll ivl - ^ v ? 、 ^ ,';i f« N f..J &-$:、^N fl ; 、^ .. , !i :'. , :- 3 i , fi ^ i % 、 ii -i:i ';i!: 、 rl :!-: ^: 、 a ^ fJl ^^、 
明德 1? 、々：：：本綷 ^ 聯盟、 |1:1 ハ理：：：木社、與阔 ;|'|: 、立迮 ' , |': 奸 .!1 : , |-- 介、：3心、昤 ^ | >|: 、人統 ^: 、人= 
本 /.: 中 公： E、^ ^ l [..1 . I l: ^ 、 1 , ': :^ *iii: 、 t;%ZI: .tl; f ?- - A : ::: ^ ^ :2 .r^ !' l ;1 、 A : = .J- lMb -:> -n /L u ^、 ll l , i lll 
衣 m 、 抑. ト：£ 1 !;/. 、 人 乘 命、： t 州！： 刚 、尺 ハ 报與 f ?- 、 殉 N ,< l - :、 ^ l :, v-?- 、々 fi: r ?- 、 ^ s .! r / l - h 1 J ! , !i 、 
i 1 !l i'/J H ^ ' !i ; A- 、 i ! ^^N r!f , r - v:;i- .;、^^^ ti< /iil: 、々 ^ r?- 、 A; ; 4v: v-!: 、 A- ,y n.i , i] '!;> lv'- k r?- 、々 i ! . 1 ' iff ; IM 
m 樂部、 1 :木 /' 1 : ^-| $|: 、勒に分、阈士问 1 ;[£ み、 |^ 外迟始仉樂郜、人：；；41守 ^ ( : '?- 、人 | 1 -: 亦心 |' : /! 、令 
n 木 M 闷 ：！ ,^ 4--、 ^ :::木や ( : 7- 、立逬木尺议：、 ^ 統け、人=木 / 1 -: 心览、§: 1'4 :デげ、也泎 :||: パ {/ 1 '?- 、 
新 n 木 迚 ;:< ;!以、幸： )|!| : . , 1 社、人烀#、愛2:新卯社、大風 ^ 、大リ ^ 2评作、關 .1|- 水玄汴 ^: 、 # 2決 
-.|1 ) - 1 !4 |说、 »!;1 / , |! ::: ^ -|': 、犯 ;!1: ハ社、大=木 |- :;神逍 -1 ! 1 : ;;;:州、典2::::木社、令 ^ 4 , |-: 聯盟*大 || 本殉阀け、 
鶴 ||!'.- 1卯、々：：：木仉樂部、旋風 ;]'|: 、藥進熟、夼阈摊ぶ分、州找砘線 ;:.|: :、洗心 >| , |:- *11ぷ !..1 1'7. 、々= 
本 ^ 守羚、 阔ぷ主莪柬 ';;1 聯 1!!4 。 

三 自治 農民 協議 會の 活動 

自治殷民協 ^ 命は主として 0 村關係のみの速動ではぁるが _: 秫の砘線統ー述劭とみられょ〇。 




昭和 六 年末に、 下 中 S 郎 、露 胡-:: E 器、 ホ E 光造、 兄 希、 十 •(裳 府 .HI 
k . レ あり' が； ろて 村 治 聯盟を 結成した。 そ Q 指 染 精神は 描歧 i 為 であ 
つた。 これが 嚣本ー 大して ff と 芝た。 しか 1 志 没、 黛 - S 治 響 
派と iisi とに 分れ、 剪は、！： 年 ザ屮切、 餘 f 中心 t 、 i ^ lns 益 

ssw 雄、 解 錢線益 主. MH 郞 (：. 儿無簋 ' H .: 裳)、 蠢塗擎 ：： 郎、 糾 <= 

•'^ぴ5;分2|^降ー5*备めて自治£^嗓答を站戍した。；纯の说；^拽線恐であ.リ、盘叫、 
愛 ^ m - - r -^!;'' ^. 等と も 名 ザの 聯絡が あつたと みられる。 ^ ^ ^ の述勐としては、奶和七 , |-- 齡路 
內閣の第：次臨時 ^ 分召犯に際し、 

， ^ {永れ似：ニヶ华問据迟、 

ニ、 肥料 許 金 反 常 一 N 袖 助、 

11:、滿2柊代砰 /1: 茁間補助、 

とい ふ證 瑟$ つた。 ぬ 村の 自足 s 給を "„ r へ、^: 油 8 S 題、：^ にょる， yr 織 淡、 

あたかも fvTIQ 如くで S た。 1 if 2 5 微 であ 
る。 その後 i * 傅 へられず。 その 綱領 及び 政策は、 ん の 如くで あらた。 — 

節 ； S N 家 U — 2 統一の 企 g . i 一 



笫五章 浬 動 •冉建 への 努力 . 一一 三 u 

綱 • 領 

一 政治的には 我が 社稷 砬統公 同 自治を 確立す。 

ニ 經濟的 には 我が 共存 共濟の 览則にょり鹿を木として衣食往物资の充足に努む。' 

三 敎 竹は人の忭能を陶冶するを以て目的とす。 
四外交は彼我協和の主旨を重んじ有無疏通を以て |-1 的とす。 

政 策 

一 E 給 自足を 货行し位利經濟ょり厚生經濟ょり彤生經濟に遽る其ため现狀に於て谀行し得る 
ー切の，：：紛手段を取る。又共存 7 /; 濟の股理にょり砟龙組<;:を改遗し、且つその發展を阖る。 
ニ 農民 生活 保 證の ため 自治 町村の 食糚貯 藏を陶 り 其 供給 權を 確立す。 

三 村 内に 思 住せざる 荠の 土地 所冇掖 A 沒耕 を 棑祀し 地主の 作付 雜務 を 促成す。 

四 農家 负检の 枳本整 理 を 遂行す。 

五 農家 致 搀 Q 輕滅を 岡る。 

六 代表 選出の 弊風を 戒肪 し， H 治 結束を 以て 公民 權の仲 長を 阏 る。 
七滿洲移民を鹿民の手にょつて實現するためー切の準備調査をなす* 




四 日本 國家 社會 主義 全國 協議 會 

こ si は、 統一 1 S あつたが •.そ q 蟹は 分裂 的 傾向を 多分 S 蔵して ゐ た。 

= 木 W {許 皇繫 网讓# 叢？ 煙、 石川^-十 郞 Qci 本 H 為 <$:、 囊 32 る。 n 本 

5 私、 囊 1Q 前身は、 前述 q 如く、 gr 和 六 年 九 パ、 一心 川 、冰久 井 (ぬ S)、 赤松 ( 社民繫 )、 
松延 (行 地 社 系) にょつ て竖 された！：： 本社 富 義硏究 所で ある。 これが、 f く S 社命議 
理論の確立と、阔家主遂阐體の述絡.統ーとを；：；：的とするものであつた。昭和七 ^ (〗 4 三ニ年) 
四： r 十八：：：：：： 本：^ _ 硏究 所が 中心と？、 f に 突して n 木造 社 富 蒙盟な 
るもの ?: 创立した。その綱領は、 

1 本 乎 盟は阈 ^ 社 # 主義の理論及び方法を ^= 術的に硏究し、1:;;之 5: 令 ^ 足に徹底せしめんこ 
と を 期 す。 

ニ 木 ^ 巧は國{水 »-| -$:主雜を ?? ^ し或は之に竹反するー切の思想を棑 ^ せん 2: と ?: 闲す0 
三、 本 乎盟は S 社# 主義の 墨— 的と する 諸 1 を 支持し 横 力 之を f せんこと を 期す。 
とい ふ Q であるが、 そ Q 役：^ Qi れを みれば、 それが 統一— を H 指して ゐ fQ であ るこ 
第一 節 w¥- 義 W S 統一のへ S 



余 五 草 浬 動： 舟 姐への 努力 1 1 三 W 
とを 知 り抖 るで あらぅ。 卽ち 顧 間と して 网民社 分狨準備#(後の新ロ本阈民同盟)の下 '|« 彌三郞、 
社 民脫退 派 (後の 阀社锇 )の岛中雄三、神武會の大川周明あり。幹艰長としては、闲民社伶寐準備 
益 問の 林 癸未 夫 あり。 常任 S として、 2民社 .# 蘇系の佐々井ー宛、近藤榮藏、矢部周、社玛 
脫退 派の 赤松 党 犄 、小 池 四 郞 、平野 力 三、 大衆 狨脫处 紕 (同 じく 後の阈 杜狨) の 山 名 碗 鶴、 大 n 木 
生 痄铖のホ久井龍雄、神武#の松延繁次、狩野说、ロ木社分主淡硏究所の石川準十郞、五十以隆 
が あると いふ、 ある 人の 表現に 從へぱ 「E 木 ^ {水 社 # 主 淡 ^ の オ ー ル •スタ ー •キャスト」 であ 
った③そして -^ 務局は’主祺石川哨十郞以下今里勝^^藪木正透ゝ⑴代耕三ゝ別府梭介ゝ五十鼠 
降を 以て 構成した。 . 

かくして、堂々たる協同戰線が成立したのであったが、冏年十月頃ょり¥くも |^ 紛が生じた。そ. 
の 原因は = 木 _{永主義運動の浓本的底流ともいふべき「純正ロ木主義」と「科乎的阈家社#主義」と 
の對立である。「純正日本主莪」派は、阈家社伶主莪はマルクス主義の修正であり、 « 正の阔家主. 
義に非 ずと いふ (註 I)。 また 「科 學的國 家 社# 主義」 派は、 彼等の いは ゆる r 純正：：： 本 主義」 とは、 結 
局 反動的 阈家主 遜に ほかなら ずと いふので ある。 大 =木生產狨機關紙「改造戰線」(七平十一片猇) 
の 如き、 「大 Inl w 結 號」 と 銘打って 兩派の 調停に 努め 「科 ^ 的には 阔. 家 社 伶 主義と 稱 し、 粘 神 的に 




は 日本 主旎 と稱す 」と苦吟を！ホしたが、内紛はもとょり治まらなか 0 た0 

(住 一) この 對 立の 3,1 的难 礎を 知る には、 gw 件 パンフ レッ ト 第一 g : 「2 家肚 會_ を排？ 」 (昭和 九 
■5 rll ” S 食 出版部 刊行) をみ るの が 便利で あ s 。 S 卯 之 助、 五來 欣边 '杉柰 次郎、 K 川 S 、 綠川 
武： T 下| ぺ北 哈吉、 4 .:川布村が齡してゐる。 

兩 S 2 的 •人的 翌货 てし も 念つ た Qp、 SS 和 七 年 十二 2:!=、 n 本社 伶 主飞 
研究所 sn 本 主 着 f 改組 •益し、 造 社 ザ麗 S みを 以て 新たに ns {今 
會 主 蒙 f - 組織した。 そ Q 改組舂 には 「純正：：： 木 主義」 を 指して 「反動 の 役 削を 艰し たる ロ 
本 主義」 といつ てゐ る。 

ぉ S は、 涵林蒙 夫 •大 川廣 、下 中 彌三郞 、洽 ■、中央 常 任寶近藤 霞、 平野 力 
三、五十嵐隆、松木悟朗、石川增十郞、別府峻介、矢部周、高橋忠作、坂木八郞といつた連屮で、 
赤松 克赠、 變井蜃 、松 延繁次 等は 5% s つた。 

その後 昭和 八 年 六 i 、 S 社 宴 2 おい て裘 Qn 本義 派と n 本 iQ 造 社 i 
義派との獨立が銳尖化し、分裂不可避とみゅるや、學盟は、思想阐||ょり 1 : 1 1 踐述動に乘り爪すべ 
く 決意 し、.： £1 十九！：：、 純畏 1 藭 i 關し 樊荠？ m くこと— 表して、 

笫一節 N 家主 義阑趙 の 統一の 企 阏 = 



0 .$ 運動： $达へ の 努力 ーー = 六 
阀 / iii m 木部 小 池 派に 挑戰 した。 紐いて 七：：：； 五 11:、擴大去 >1 # 5: 問き、 

:、現ドの阀 ^- 社#主義戦綵の狀勢に鑑み、從來の恐想闹||の域を出で、遝動王體確立のため、 

枝 栎的に 努力すべき 祺、 

ニ、 特別 * < (| #を設けてこれに令：槠を賦與し、以て现ドの緊 .^. 情勢に適常に#處すべき事、 5: 
決记し、遞友同志伶、=木ハヵ働间盟内の阔社派の糾< || に努カした。この顷學盟 '|' 央常任去 11 
^ が發した-阔家社 # 主確戰線の令同志に极す」なるァビールは、常時の國杜陣 ^ の内情をょく 
傅へ てゐ る。 

昭和八年(ー九三三年)八片ニ十六；：；、學盟は、阈家社#簌 5: 脫返した：；；本勞働2盟中の阈尜社 
會主範 派 及び 新 n 木 阈 以问 盟を脫 赴した東‘ ),1 苻聯八1 ^ を集め、也 ;;( において ^ {水社 # 主義關來 
協議 怜鑫 成した。 これ SS て 十 H 七：：：、 製 装、 議大 g 地方 逢會 、十 H 八 n 、 同 gg ： 地 
方 協 誌 侍が な り 、っひ に 十 =： 十五 日に n 木 阈家社 许主忒仝國協燄侍が成立し ^ その货曾は门木 
主義に 對 する 批判を 以て 充た され、 これを 指して 「旣成 拖カの ：： 便衣隊」 といつ てゐる 〇 役 U 
は、 中央 常任 娄 ii 長石 川哗 十郞 、顧問 大矢竹 三、 中央 常任 娄 /I 近 藤 榮跋 、 ，H ^ 廣近 、北 里 降： 一、 
熊本與 一、 矢 尾 勝、 水 原 友次郞 、中央 委 ！2齋肱武彌、別府峻介、小林 {.! 吾、萩原戊一、近藤隆夫、 



小 出 孝 長、 捽川 正、 吉川莪 男、 本 ⑴滋 ニ、 岡 五郎、 野 越 正 一、 井上 勝、 浦 部節郞 、古 m 武 、中 村 
松 太 郞、 大石彥 造、 有 律 美 佐 夫、 松 m 阈ー 、美 杂岛 愛一 他 十九 名と いふ 大ィン 7 レでぁった 。井 
上 勝、 小 田 孝 等と いふ 汚 匁 農 {胁 支持 派の 來投に 注 E すべきで ぁる。 

n 本 國家 主遂令 阈協議 命は、 その 結束なる や、 十二； u 五 口の 常任 委 il # において、 昭和 九 年 ニ 
月 十一 ロの 紀：兀 茹を卜して新篼を結成する&を決史し气そして協議僉をば：：：本國家社许葳準備 
#1 改組した。 

五愛國 運動 一致 協議 會 

五*1五也件後の蒌縮を救ふために、阈维打問聯介協谪 ^ 及び大同供樂部等の統ー運動が行は 
れたことは、前述の如くでぁるが、このニっの述動は間もなく沈滯した。その間、部分的には九州の 
大 0 本護阈取の述動や、 ^ 州岱民1の介同述勡#がぁったが、何づれも規模狹小、天下の形勢 
を 動かす に 足らなかった。 阔发社 分主忒_體の分裂過程は昭和八年(ー九三三年) ]3: 頃を以て顶上 
に 達し、 その 秋 頃ょり 漸く 統一への 楼述が 漲ぎ って 來たと 前にい ったが、 それにっ いては、 七月. 
卞旬 © ょリ沲帘_及び陸取侧の五.ー五犋件被告の裁判が開始され、民間侧の裁判またそれに箝 
佑 一節 3:{水 . 1 - 義阐 «5 の統ーの< }!: 阚 = 三 七 



笫五幸迷動再达への努ヵ ニ三八 
いて 開かれて、 1«: 人は 今更ら の 如く 五 •一 五 事件を 想起し、 殊に 被吿 等の 財 間 •政 m 等への 批判 
が 五 •一 五祺件 發生 の极本 览 因に ついて 考 へしめ ると ころが あり、 あれ や これ やで、 ^ W 主 淡 的 
風潮が 品 まつて 來た垠 實を 指摘せ ねばならぬ。 

か、 る 空氣を 受けて、 秋 頃ょり 神武 ^ 、 n 木 阔家社 # 黨、勤杂維新同盟が 1!|: 話役となつて、昭 
和維新阈民會？1 ^ 備侍を作つた。十ー=::始めょり名古屋、岐摩、福岡、京都、大阪、橫请、消 [|| 
等に地方阔民大羚がもたれ、十ニ月十1::には内政改要求今阀民大倚が開かれた。その翌十1 |1 、 
昭和維新阈民#讅哗備#において、勤 :*;4 維新同盟の永井總理が：1を切り、愛阀運動ー致協谪 ^ の ^ 
遊を提案した。これに對して、阈艄擁護聯介伶の金子カ三が賛成した。その [| 的とするところは 
「 E !!-: 阈民# 讅 5: 汶 -{2 し、 # 阈 一 致を 饮現する」にある。その机織案の大綱は、耵正町村阀民命 ^ 丨 
U ? JI -: •郡阔 民# a —眞正 市阀 民# 謎—罚旧縣阀民會讅丨罚正地方阈民伶漓！戍 |1£ 令阈阀尺付纗とい 
ふこと になる 。 lit 話 人と して、 柬京 =狩野敏、金2炱輔、松延緊次(以上神武侍)、陶山捣太郞、 
小 池四郞 、今 村 等 (以上 阀家社 伶 狨)、 永 井了吉 (勤， ^ 維新同盟)、金子ヵー -.. (阈脱擁_聯介#)、五 
十 ) it 治 孝、 井田 三郞 、中部 = 高 橘 菩三 、柬北 =火久保正俊，毛利ヵ之助、 *|' 阈=寺 ||| 格ー郞、大 
山俊她 、北陸 = 逸見 爲 奶 、 s = 窝木 純一、 山 本 龍 介， 錄 EC 純、 丸 州 =商 次#、 木木 榮が 擧げ 




られ た。 何し 阈骼 擁護 聯介件 は、 愛一: 運動 一致 協 讅侍が阈家社會 21 義的色彩痪蜞なりとして、っ 
ひに加盟を背んじなかった(註| 0 

( sl ) w « 摊沒聪 八 Z # は、 甚だ 頑 强 であって、 昭和 十二 年 一 =;、《母木遞相の甩カ2舒案の時も、他の愛《 
fiq « •か ー齊に これを 支持せ しに 拘はら ず、 r 锚カ 2 |? 案は议業を «« 迫する」とぃふ |1 由でそれに反时した0 



第一 節 阐家卞袭蝴雅 の 袜ーの 企 阙 = 三 九 



第五 窣 運動 w i£ への 努力 ニ四 0 

第二 節 民間 國家 主義 團結 の沈滯 と 
: 政治の 底流 

一 大日 本 國家社 會黨の 成立 

昭和 八 年 ニ 九 三 三年) 七月の 神 典 隊 祺件以來、不振に陷つた |1 本阔家主義1は、秋れら冬へ 

かけて、 役 活 •統一 運動、 愛 阔述動 一致 協讁侍の如き机織を發生せしめたが、そ 0 彷動も餘 

りみるべきものなく、述動全體は沈滯を重ねて行つた。政界推進カ方时においても、昭和九半ー 
月、陸相のバトンは荒木饩夫中將ょり林銑十郎大將に引繼がれ、裉部の靜觀的態度はー砰強化さ 
れたと 世間では 觀念 した 。しかしながら、 陸： 小 パンフレット 問題 (昭和 九 年 九月)、 在 滿搀褙 改革 
問題(同)等の經過に徴すれば、眾の联義阈防的兑解が決して弱まつてゐたのではない$とが了解 
された。 

先づ、民間阈家主蕤 [#1 結の離合染散の跡をみると、それは、次ぎの如きものでぁる> 

昭和 八 年末に 成立した 石 川 準 十郞派 の 一::本阈家社僉黏哗備分はゝニ：：：十ー：：：の結铖を：：指しず 



進む こと、 なった が、 その 设初か ら内紛 $:■ 起した。 それは 新黨の 總務 長に 近 藤榮藏 、财務 部長に 
五十 lil 隆を 推す 一派 (勞働 间盟の 山 本 常 絡 派) と總務 長に 石川哗 十郞を 推さん とする 一派 ( m 機 
關紙「進め」の福田狂ニ派)との對立でぁる。そのためにニ月十！：3の結涨式は沌れたが、同：：；の 
常任 娄 员分におい -«_ 、近藤が「進め」支持取消し 5: 提案し可決されるや、こ、に «4 龙の公然たる閟 
爭が問始され、近藤は「资览ブ：1丨ヵー」扱ひにされた。その結粜、近藤、五十以は ^ 備會 5: 脫 
退すること、なり、石川も「進め」推蓝の设任をとって脫退した。 

, 備 # は齋藤 武彌 5: 臨時 娄 ^ 長として :« 態を收拾しょぅとしたが、^本劳働同盟 0!!| は松谷與次 
郞を推薦しょ|ヮとする運動を始めた。松谷は.「滿 ^ 問題に關する愆見 ^ 」以來、大衆狨に安 ^ せ 
ず、 愛一: 主義 阐游 の 組織 も 思は しくな く、 っ ひに (5 S 民 同盟へ 走っ てゐ たので ぁったが、 分 
働 同盟 一派は 彼に 着：：！ し、 松谷與 次郞鳥 ぎだすべく 工作を 開始した ので ぁる。 

こ、において勞働冏盟派と學盟派とは完全に分裂し、後者は昭和九¥ニ九三四年ご#六门、 
妒 備會 を脫會 し、 學盟を ば大 E 本阈家 社 會 主義 協 侍と 改組した。 そして 三月 十 H 、 突如と して穷 
傲同恐派の先手を打って大日本阈家社會黨を创立したのでぁる。その結麻寬言には「永くして尊 
き 歷史を 持っ：： 2 本阈家 社# 主義は、 幾度 か 反動 及び 赤色の 嵐に 見舞は れっ，， 、而も 毅然として その 
第二 節 K laJ w 家主 義闹體 の 沈 滯と政 治の 底 泳 ニ 四 一 



第五 章 a 動 柙 达へ の； t 力 • 二 四 ニ 
光輝 ある 旌 旗を 死守す る ことが m 来た。：： 阈家社 # 主義は 今や 唯一の 恐るべき 未来を 持っ 力と 
して全旣成勢カを枳底から科威すると北ハに、不可解の悦物として赤色反動共を畏怖せしめっ、あ 
る。：：茲に我等同志相寄り『大：=本阔家社分锇』を創設す。その數少く、そのカや佝ほ小なりと 
雖も、そ 0 :#阈愛民の粘神は宇内を粑す。：：」といつてゐる。 

大日 本阈家 社 # m は、 阈社派 唯一の 「理論家」 石 川 -^ 十 郞を首 腦に 仰ぐ だけあって、 その 理論的 
主張は阔家主義阐將中、最も整備してゐるといへるであらぅ。またその幹部も比較的純眞な人々 
が多いやぅである。そこで、同黨の綱領.政策は、ロ本における阈家社羚主莪の理淪水_を知る 
上に參漪となると思はれるので、烦を觖はず充に揭げて © く。 —— 
m 誓 

光輝 ある 迚阈の 木 蕤に 基き、 君民 一如 搾取な き 新 R 本の 建設を 期す。 

綱 領 

一 我等は我國古來の天帛制を以て我阔敁適至丨：の阀家體制と倌じ、これが絕對的遒奉の下に 
我が阈家及び阈民の一大歷史的更生を期す。 • 

ニ 我等は 現行 资本 主義の 無政府 經濟糾 織を 以て 現下の 我が ^ {承 及び 國民 生活を 危ぅす る 最大 



なる ものと 認め、 公然の 阈民 述 動に 依り これが 改羧を 期す。 

11! 我等は 現下 S が！： 民 生活 Q 救 SSS る 集中 的 計 ■濟 £ y 依る q 外な きもの 
と a じ、 合法的 方法に 依り これが 達成を 期す 0 

四 我等は 凡ゆる！： 民は その 生 在の E 然的莊 礎た る 土地 及び 資源に 於いて 平等の 樯 利を冇 する 
ものとぐじ 我が ^ 民の生存に必耍なる土地及び资源を公然世與の過常占有國民に向つて如 
求す。 

五 § はア •シア 遠 及び 有 SS 解放を 以て^; 人類 S ふ 我が g 民の 與 へられた る 使命 
なりと 信じ、 ー大姥族運動に依りこれが實現を期す。 

政 策 
政 治 

一天 & 政治を 發揚 せし むべき 政治 紐 織の 改范 。ニ 资本 家 本位 S 法令の 改妓 。三繼 法の 
撤底的 改造。 

財 政 

四 勤 S 民— 減。 五— 稅 、相 辩稅 ，所得税、 资 1 等々 の 高 率 累進課税。 

第 i K 間 sslws— と 政治 ニ 2 



第五 窣® 動. 件 达への 努力 . IJm 四 
六 生活 必擗品 に 於け る 消 费稅の 撤餿。 

金 融 

七大金融機關の阈资又は公營。八取 *;| 所の廢土。九信用組八 |1 の助長と小ロ金融搀關の诈及。 
十支拂 不能 借金に 對す る：：。 十一 利+の限父と岛利贷の嚴沏。 

產 業 

十二 重要 弗 •業 機 關の阔 有 並 HI ® 。 十一 一! 海外 K 姑の 阈资乂 は 2： 家 統制。 十四 保險龙 の 阈资乂 
は 公營。 

勞 働 

十五 生活 貨銀 並に 作 給の 保 證 。十六 勞働 時間 制の 確立。 十七 國家に 依る 失業 背 並に 抆 W 者 
の 生活 保證。 

農村、 都市 

十八 土地の阈布。十九耕作權の確立。ニ十主要農產物の偾格統制と米穀の阔家管理。ニ十 
1 肥料の！ ^營。ニ十ニ協同机合制度の助長。ニ十三公當住宅の普及と貧民笳の撤去。 

敎 育 



二十 四敎 W に 於け る機會 均等と 公 费敎行 の 徹底* 二十 五 敎 i \ の 嚴選と 優遇。 二十 六阈家 箝 
神の 涵養。 二十 七 邪 敎の 撲滅。 • 

社 伶 

二十 八 § 制 §止 と 雲 金製 S 施 ニー 十九 黑の釋 。三十 鬂 1 び 阐防犧 

牦荠家 族に 對 する 阈家の 保護。 三十 一 社伶的羌別觀念及び弟：別待遇3徹底的打破。 

ffi . 事 

1ニ十ニ阀民传典制の徹底と阔防の充过。三十三艰備均等榷の確立。 

阈 際 

三十 四，：：： 主 的 外交の 確立。 三十 五® 細亞 弱小爲 自治 Q 確認と その 保護。 三士 ハ g 民經濟 
.の 確立に 必要なる 海外 資源 利用 描の 確保* 三十 七 束洋 平和を 嫌 保すべき® 細 亜 聯盟の 結成。 

5 木 S 社命 寐の 役爲 は、 鐘が 石 川 準 十郞 。中央— 1は、 I 少佐で 一時は マルクス 
主義にも細ハ味をも 0 たといはれ戟時經濟の硏究で知られる齋藤商轮。机織郃長齋藤 '|/1 幹、覚俾部 
長 勝 ハ 介 n 友、 资金部 鉍 { « 川千之助、機關紙部長別府峻介、調资部長鸫野祺太郞、办記長相良政行、 
常任办記關俊ニ、顧問金子忠吉となつてゐる。 

谘ニ節民 |»1 ^ 家主義剛 «5 3沈滞4政治の 1« 泷 ニ四五 



第五 章 述 動 押 达への 努力 • rl M 六 
同 i 熱は、 結 黨の 始めは 大衆 的 进礎 を殆ん どもたなかった が、 結 黨以來 の 熱心な 努力の 結 思、 昭. 
和九ギ十ニ月ニ：=に、大1::本勞働組合協議會といふ勞働紕合の聯合粒を結成せしめることに成功 
した。その加盟机八"は、你士スレート從業：：：組合、關柬新聞努働机八"、小石川资錄奔兆助分、；3 
本遞倍 同盟、 大 H 木 映讲人 同盟 (東束、 北 U 木 勞農聯盟(高岡)、中央勞働聯盟(名み厘)、龃川總 
<"2 一:勞 慟糾 <"( 旭川)、 奈 K 柄 エ 机 介、 奈. u iL H M 合 (奈炱 )、 大阪 一般 勞働組 合、 西 大阪借 來人組 
合ゝ城柬支部勞働娄公會へ大阪べ内動車從龙以机八：/女給同盟へ廣-:^でぁる-。 

ニ 勤勞 日本 黨の 結成 

石川派に先手を打たれた1=木阀.冢社伶赘學備伶の殘留派(日木穷働间盟派)は、松ハ介與次郎 5: 摊 
して、 昭和 九^ -党 ニ •十九：：： Q 天長節に 勤 君 本 1 結獎 $ げた。 そ の 喜は、 「金 ■政治 Q 
妖这今や：1:に密にして天地暗し。：：無產黨は依然として痴人の夢。2家主我諸 |« &5 の多くも亦、 
觀念的誤謬に低迷するの狀態たるを如何せん。：：我铮_家社#主義を信奉する同志相份り、眯 
然起って愛阈のー{ ;** を成ず。念願するところは、庖ちに阈民的なる范新勢カの結集を讪じて、昭 
和維新に參與し：：」云々といってゐる。その役 ^ として、總理松ハ介與次郞、篼務泛近藤榮跋以 



下 由鳥廣近、齋藤武彌、瀧川末ー、山本甯嘉等がぁり、馬岛僴、贺川鬯彥、山崎今朝娣、古野周- 
三、 岛 中 雄 三 ^ も 名を 列ね た。 その 網 領は 左の 如し。 ！ 

網 領 

一 我が 菟は阈胶の木義に莊き金橄政治の介在を棑除し对民一如理想阔家の赏現を期す。 

ニ 我が 黨は行詰れる资本主義機構を合理的に改廢し阈民生活の改#を期す。 

三 我が 採は 愛 阈粘 神に 弗く 國民逍 徳を 振興し 以て 社 會惡 の * 服を 期す。 

四 我が 寐 は 世界平和の 浓礎に 立ち 人 稀の 平等を 期す。 

五 我が 狨は社會改造の枳本原理として_家社#主ほを倍奉す。 

勤 努 n 本览の 中心 勢力は 前述の 如く 日本 勞働冏 呀 でぁった が、 この 心臟 部に 異變が 起った。 そ 
れ は、？： 外の 情勢に 鑑み、 ：：：本の勞働者階級の間に統ー的機運が起って來たからでぁる。 

この 統一 戰線の 機運は、 阈家主 義を 奉ずる 劳働同 盟の 大衆に も 及んだ。 それには 、阈家 主義 阒 
悶 の 餘5 にも M 々たる 分裂 騷ぎが 、彼等 大衆に； $考破 の 機 會 5 : 供した こと も珩干 乎 体って ゐるで 
ぁらぅ。 そこで、 昭和 九 年 六月、 大阪に 開かれた 勞働 同盟 笫ニ 囘大# は、 

一、 阈家 無視の 共產 主義を 棑 する こと。 

笫ニ節 民間 K 家主 義阐體 の 沈 滯と 政治の 底流 ニ W 七 



第五 窣 運動、冉达へ 0 努カ = 四 八 
ニ、 資本主義の 稂木的 改革を 目的と する こと • 

三、 天 京と 民族の 絕對 性を 承認す る こと。 

f 條件 として 勞働 組合 戰線の 統一を 行 ふこと に大 1 が 決まつ た。 しかるに、 その 苕 的方坊 
として、 

一、 總同盟 との 合同說 、 

ニ、 關 西側 は 總间盟 へ、 關東側 は 今- 阈穷働 へ、 

三、 全 的 八 n 同 完成まで 延期、 

•• « . 

のーニ說ぁ り、 いろく 粉 f かもした が、 結ぺ 十一月 二日の 中央 弃待 において、 關 西側は 
總 fn s . tn 關 也 侧は令 阔分 働と 分 同じ、 將來總 同盟と 全勞 との 合同に 溢 力す る こと、 決定し、 十一 
月ニロには大阪侧、同十ー 0 には關東侧が.それ^,合同を實行した。 

こ、 £5 て' 雰 H 本 _留 派は、— 與次郞 、近 藤榮藏 f 中心として 蕊 f 計 P 、 

朿 tt 北 ^ 滋 yi xr 都、 和歌 山の 諸 地方 聯八 n 1¥ 及び 大阪聯 八；； # の 一部は、 「分裂 絕對 反對」 とい 
i 口 ~ ガン Q 下に 相 結 犯す る こと、 t 、 十 一 月 十四 H 、 大 2 變合同 露 組 翕 務 所に 分 

& 多 Q 墓を 個し 、 n 木翥還 中央 速 言 設 S して、 絜 = 本黨 SP 、 3 比會 主. 



f 守 t と、 なつた。 常 E 發 せられた 聲明 禅は 左の 如くで ぁるが、 I 同盟の 脫涅 よつ て、. 
蓉 = 金 § し 4 Q 勢力を _ し 、昭和 十一 年 二月 q 總饔 S . ける 璧综 與次郞 の 落選 

は、 この 打 难を 倍加した ものと いへ よぅ。 _ 

聲明窬 . 

R 家 社 ft 主. 成の 大旗を 高く 揭げて 立つ 我阔に 於け る 唯一の 令 阈勞働 机 介 聯八 M ^ 、 U 本 勞働 同盟 
は 大阪に 於け る 一部と 裘に 於け る 一部と S 近 他 農と <:@ る 故を 以て 解 5 られ たる か 
の如くに傅へらる、も、右は全く祺實に反する誤媒にして勞働同盟それ^の健在に可導變る 
ところな く、 その外 地方 机 織は 依然として H 常 脚 卞と飢 織の 擴大 強化に 蜞 2なく、ー路所期ゎ 
n 的に 向つ て 邁進し つ、 ぁる ことを 玆に 改めて ^ 明す。 

昭和 九 年 十一月 十四日 

n 本 勞働 同盟 中央 連絡 娄 

三靑年 日本 同盟の 分裂 

赤松—" 決久 井讓 Sn ンビ による S 響は、 松 浮 右と 相 紐び、 その 政— 消 聯盟に U . 

浓ニ節 民問«家十：義 |#1 «. 2沈滯と政治の底流 ニ,- し 



第五 草 * {一； 4建へ の 努力 ニ 五 ◦ 

働してゐたが、幾許もなく眹會の行動隊たる靑年日本同盟に ^ 紛が起った。この内紛の /5< 因は、 
結成以來の對立たる汚 ^ 社洗系と铒大日本靑年同盟系との抗箏でぁる。その結粜昭和九¥(ー九 
三四 年) 五月、 ^ ^ 社 寐系の 菊 池 一雄、 沿 井 淸-小 黑將永 等が 脫退 して 別に 正 氣仅樂 部を 作る に 
至った。 

同盟主祺仅地知雜一は、その 5*( を负って、引退したが、その影 ?¥ 下にぁる橫濱支部が价地知沒 
歸 M 動を 起した。 侪 地知義 一と # 長沐久 井能 雄とは 昔から 切っても 切れぬ 因緣が ぁるので、 彼は 
分裂 资悟の 上で、 依 地 知の 役 歸を 認めた。 菜た せる かな、 反 伏 地 知 派の 常任 中央 蚤：；；； 竹 本 倍 一一 
派はこれに憤漑して七月ニ十七日、同盟を脫退し、八月七日、椎新會を結成した。決裂の際、双方と 
もに聲明卉を發して、 7 /: ひの非を發き立てた。竹本派にょれば、「同盟，2:の腐敗分子侪地知：：は 
その重なる非行の代偾としてー切の社#的生命を墘はれて然るべき栎惡漢でぁる」し、堆久井派に 
ょれば、 反對 派が 「.： •伢地 知 氏の 私行を 誇大に 剔抉 中傷し、 反對 阐砬は 勿論、 ^ 察にまで 鼓 送し、 
伏 地 知 氏は もちろん、 靑年 ra 本 同盟 全體の 名# を 故意に 毀拫す る 行 爲に出 でた るが 如き、 その 惡 
辣非 n 本 主雜的 なる x X X x と 雖も爲 すを 博る ところで ぁる」 とい ふ。 

維新#の{几言には、結成の趣32を述べてかぅぃってゐる。 —— 



: : いまや 昭和の 3 £ 難 至る に 及び 身を 挺して 之に 赴かむ とする の 志の、 ^ くも 邦家の 前途に 
心を 寄す る 者 2胸奥深く燃ゆるを見る。卽ち宠に無名にして微カ乍ら思を同じぅする我等同志 
盟約して 以て 「維新 會 」と稱す。稱呼の由來する處、我铧の志の存する處ーに現下の非常難 « をぃ兄 
服して ^ 阔=本の世界的使命を達成すべく先づ阈 |^ 改选のために微カ 5: 竭さむとするにあり。 
::砬 近 「2{來改造」の旗幟を褐げて阐體を成すもの多しとするも名贲作はざるもの少なから 
ず、 或は 外阔流 儀の 革命に 做は むと する もの、 或は. 财敗陪紱の御用を努めて革新的氣魄に缺く 
る もの 成は 數名の 幹部の 致 名利 Li の 手段に 供せ ら るもひ 等々、 不幸に して 我等の 安んじて 丼 同 
し 得べき 「眞 の 日本主義阒 ^ 」は幾許もない。 

維新 付は 竹 本 al を 中央 娄 兑長、市原譯を$記長とし、綱領を左の如く记めた。 —— 
我阔は=1本精神の宣拗 $: 通じて笫ニ維新の贲現を期す。 

靑 华 口木：！ 1:盟では、この分裂にょりて更らに勢カ 5: 小さくしたが、九月十六日、笫ニ囘全阈大 
件を開いて亡阈華府條約の卽時馊棄、農村危機打開、反動的自由主義封埘を「集中的活動；1::梏」と 
決定し、 虮織を變贾して#長沐久井能雄を顧問に、鶴岛三郞を寐務長に、价地知忒一を前衛隊长 
にし、靑平好の活動を 0 由にすること、した。 

笛 ニ 節 民 問 2来キ：義阚骹3沈滯4政ね2底泷 ニ 五一 



第五 窣® 動 再建への 努力 こ 五一 一 

四 昭和 神聖 會の 出現 

時 « 重火にも拘はらず、民間阈{永主義阐脓は徙らに分立して、久しくその勢カを統ーする能は 
ざる狀態にあつた。この時、突然、大本敎の出ロ王仁三郎がこの方面に名乘りを上げて來た0出 
ロは 自己の 豐 從なる資金を利圯して愛阈阇體の統ーを計り、これを地盤として、0己の政治的野 
心を 速成 せんとした ので ある。 

この出 (| の陰謀は、昭和九年七月ニ十ニ11:の九段帘人#館における昭和神聖铃の結成となつて 
現はれた。この時、 /1 , , ロの正 {?5 を知らざる多くの名士がこれに列席し、國家主義諸 [« 將また昭和 
神聖 伶に 協力 せんとした。 而 して、 當 ；：： 削 立せられ た 昭和 神聖 會に は、 其 公爵が 總裁 (仉し 後に 
取消す)、出ロ王仁三郞が統管、内出炱平が副統 1? となり、こ、に大本敎と生茚赘とのコンビがみ 
られたのであつた。在鄕芾人の阒體明倫#、皇道僉、靑年^本同盟、神武分も連絡があり、 « 和 
神聖 命は、 當 =:左の如き槃明详及び寅胃を發した。 —— 

聲 明‘ 

方今阈際狀勢愈々紛糾し、空阈！：：本の前途に重大なる危機を ^ み、阈內の不安(中略)克报さる 



、時ぁるを見ず。 - 

惟 ふに 是れ 神聖なる 天地の 大道 (中略) を 忘失して 外來 文物 制度に 位 毒せられ たるに 依る。 然る 
に 未だ M に 觉醍 する 者 尠な く滔 々として 闇黑 不安の 流れに 狼狽す るの み。 
吾人は久しく靜觀して赀悟するぁり、今や天の時は漫然傍觀するを許さず、憂國の至情は此處 
に敢然身命を挺して(中略)政治に經濟に外交に敎育にー切を究明し(中略)神州日木の美し阈を 
將來せむと誠心奉公を 1? ひ、茲に昭和神窄僉を创り以て祁：=的违成に邁進せむとす。 

昭和 九 年 七月 

昭和 神聖 分 代表 出口 王 仁三郞 

宣 言 

大 n 木な 阈の 天業 未だ 途にぁ りて S 外 稀な の 不安に f 7 す。 笼に潑 應に堪 へざる なり。 惟 ふに 是 
れ天地の大道、蛊逍の大精神を忘却せるに依る。 

玆に於て天祖の神 # 、列聖の锂詔を奉鉞し、大遴名文を明かに西般の艰家を究明して、 -|«: 逍人 
心を正し、至誠尜公神州臣民たる天賦の使命を遂行し以て聖璁に應ぇ奉らむこと 5: 踅ふ。 

右 宣言す。 

笫 ニ K K 問 W 家 屯 義 w«s 沈滯と 政治 S 成 泷 ニ 五三 



笫：九窣 運動 押 雄への 努力 11 五 W 
昭和 九 年 七月 二十 三 H 昭和 神聖 # 

結成な つた 昭和 神聖# は、 その 靑年 部隊 昭和 靑年侍 を 弗 礎と して、 大阪、 朿 都 その他に 支部を 
設けると共に、他方、前述阈家主義諸阐體と手を握つて海ポ問題有志懇談伶の結成に努ヵし、ある 
ひは、阀家改造斷行に關する請願運動を捲き起して、長野、诂山、石川等の ^ 村 |#1 腊を動；：：；した。 
何に しろ 大木 敎の资 金を バックと せる だけに、 その 政治的 將來は 相 常 注 E すべき ものが あつたが、 
突如、 昭和 十 年 十二月 八日、 束 都、 東京、 松 江 その他に おいて 大本 敎に對 する 手入れが 疾風 迅 ft ? 
的に 行 はれ、 王 仁！ 二郞 以下 C 大本 敎幹 部は、 昭和 十一 年！ 一! 月 十一 ニ n 、 I 終結して 治安維持法 及 
ぴ不敬罪を以て起訴せられ、それと同時に昭和神架侍は、他の大本敎所阽諸阁牴と丼に解散を命 
ぜられたのであつた。砬後に昭和神斐泠の主莪、及び綱箾 5: 揭げて 12 く。 I 
主 義 

本# は 神聖なる 神 ^ H 本の 大道、 益 逍に 則り、 萬 世 一系の 聖天子 の 天業を 翼賛し 奉り、 m 域の 
精神を 遵奉し、 ^ 阈 の 大使 命と^ 阔民天 賦の 使命 達成 ?: 期す。 

綱 領 

1 皇道の 本流に 基き 祭政一致の 確立を 期す。 



一 天祖の 神勅 並に 架 詔を 奉 載し、 神 阈 H 本の 大使 命 遂行を 期す • 

一 离邦無比の阈腊を阐明し、蛊逍經濟、益道外交の確立を期す。 

一 si 逍を阔 敎と a 帟 し、 阈 民敎育 、指導 精神の 確立を 期す。 

一 1^ 防の充找と農村の隆昌を岡り、阈本の戒礎確立を期す。 

一 神聖空道を宣布發拽し、人類愛善の實踐を期す。 

五 維新 懇話 曾に 現 はれた る 統一への 動き 

理論的にみれば杨めて常然のことでぁりながら、しかも贺 ^ 的にいへば、その 1« 現が进だ闲難 
でぁつ た S 主譜 S 統一 述 動は、 昭和 九 年に 一つの 造 S た。 それは、. 大亞 細亞 協會 幹部 
としての 下 中彌三 郎 の荠「維新を語る」の出版が動機となつて作られた維妍懇話#でぁる。もとょ 
り一個の茶話许程度のものに過ぎなかつたが、分裂の为汁を十分に味つてきた人々の祺まりだけ 
に方法さへ兌しきを得ればロ木愛阈闻婭統ーへの飛石たる役割を果たす可能性が十分にぁつた。 

その 經過 をみ るに、 昭和 九 年 五 片、 右、 下 中彌三 郞の 「維新を 語る」 が 出版され る や、 その 記念の た 
めの愛阔阐體幹部懇親件が六月十五：=にもたれた。常=染まつた頰振れは、下中彌 — ー郎、屮芥武世 
•第ニ節民 |:!) 岗来伞義阐 «? 2沈滯と政治の底泷 ニ 五 五 



第艽瑱 迷 勘押达 への 努力 ニ 五六 

<大 '.",- 細 ' 1 , !> 協#)、小栗慶太郞(阔民思想硏究所)、滿川龜太郞(新：：：木阔民2盟)、岛中雄三(.：？逍绔)、 
赤松苋释(闕讨協件)、小池四郞、陶山篤太郞(愛阔政治同盟)、狩野诫、松延繁次、金内良輔(神 
武 s 、 ylt 久井能 雉 (靑年 =木：1:盟)、商山久跋(總聯<::)、エ藤莪告(明倫會)等でぁつたが、當夜、 
との<5:介を ^ 常的機關として、情報交換及び赏際運動提携促進にヵめること、なつた。そして # 
ひ名を維新懇話倚と名づけたのでぁる。 

維新怒話钤の活動は、當分のぅち「懇話」の範阐を出でなかつたやぅだが、帝人事件にょつ 
て齋嗨 . r 閣が齚 職す る や、 七月 ニ：^ 同 侍は 左の 中 介せをして元老重ほその他に巾违した。 —— 
中 合せ 

1 (略) 

1. 政筑财阀の愧儡たる |'^ 閻の出现 2: 許さず'* 

一 • 後繼. |^ 閣の奕請は |^ 網迫せる阈试生活 5: 1£救し、外眼前に边れる阙際危機を突砘し桫べき 
•少壯有«の人材 |^1 閣たる褀を嬰す。 

維新懇諸 # の「屮合せ」にも拘はらず、岡川€:閣が成立するや、七月四ロ、岡 111 ^ 閣反對の「中 
人"せ」を.なし、またポ縮條約問題と以村問題とに關しても、懇話含の「中含せ」をなすと共に、小 



委員と して、 前者には 赤松、 岛 中、 金內 、中 谷、 小 池、 後者には 小 栗、 松延 、狩 野， 津久 井、 陶 
山の各五名を選んで具髖案の作製とその « 行とに當らしめた。 

六 陸軍 パンフレット その他 

以上の如く、表面に浮ぶ民間國家主義團腌の不振に對比して、軍部はいかなる狀態にあったか？ 
. S は ゆる 民間 愛國 團骼の 不振の 大きな 原因の 一っは •五 •一 五 事件 以来、 軍部が 坞間の 愛阈 |« 雅 
と 力めて 關係 を 稀薄 せんとした ことに あつたと いはれ る。 

かくの 如く、 軍部は 民間 愛國 團體 とは 關係 を溥 くした が、 廣義國 防の 見地に 基く 革新の 原動力 
としての 存在は 依然鼕 萁なる ものが あった。 八 年 九月に おける 廣 田弘毅の外相就任にょって、€: 
m 焦土 外交は 清算せられ た。 そして 廣 III の 協和 外交が 始まった ので ある。 それから 八 年 秋の 五 相 
# 議と なり、 この 五 相# 議の 運用は、 國 P 4 の空氣 の領靜 に 寄與 すると ころが 少なくな かった。 我 
等の在任中斷じて敕爭なしと廣田が大見得を切ったのも、その頃である。裉部及び愛阑凼腌の憂 
慮したい は ゆる 一九 三 五、 六 年の 危機は、 安全に 乘 切られ、 軍縮 會議 に對 しても 妥協 的なる 如き 
络氣が看取せられた。そこで嘎阈阒體は、 311 紬條約菝棄の猛運動を行った。この運動は九年(ー 
第二 節 民間闺家主義》«の沈滯と致治の庳泷 1.1.五七 



笫五章 * 動. 冉 tt への 努力 二 五八 
九三四年)十ニ弓.の馊棄實行の時まで枝き、四分五裂の狀態にあ 0 た民間愛$團胺にょき « 動2= 
檫を與 へたので あった。 

その 次ぎに 擧ぐ ■べきは、 昭和 九 年 九月の 滿鐵 改組にから む在滿 機構改革 問題で ある。 取 部 案、 
外務省 案、 拓務将 案の 三者 對 立し、： 也 部 案が 通り、 拓務肖 案が 蹂躏 された/' め、 關柬舫 拜 ri - の 反 
對運動まで惹起した。これは、¥部の咸カを如 « に示した出來事であった。 

次ぎに 取 部の 威 ^ を 示した 弗 件は、 昭和 九 年 ニ 九 三 四 年) 十月 始め ( |:| 附は十；：：)、陸诹省新聞班 
から「阈防の木我と其強化の提唱」なる五十頁足らずの小册+が發行.配布せられた件である。 
それは鈴木 .« 1大佐(現少將)が谋いたともいひ、淸水宣明少佐(現在大佐)が書いたともいはれる 
ので あるが、 「木 篇は 『躍進の：：： 本と 列強の 重 椹』 の 姉妹 篇と して、 W 防の 本義を 明かに し、 其 強 
化を 提唱し 以て 非常時； g に 對す る® 悟を 促さん が 打め 配布す る ものである」 とのこと であっ た。 
內容は 「一、 阈防觀 念の 讥檢討 ニ 、 g 防 力 構成の 要素 三、 現下の 阈際情 勢と 我が 阈防 四、 ^ 防 國 
策 強化の 提吧五 、阈民 の赀 悟」 の 五部に 分れ、 先づ耵 名な 「たたか ひは 创造の 父、 文化の 母で ある。」 
との 句から 始まり、 取 部の 阈內政治に對する稂枨的意兑の表明として、各方面で大いに問題とさ 
れた。それは、「阈民が阈際競卞の调 :|; として、自己を沒却し針阙の爲め餚鬪せんが爲めには、其 



生活の安定を必耍とし、兵 -.|: をして後顧の1 # ひなく戰場に立たしめんが爲めには、敍後に不安あ 
らしめ ては ならぬ。 玆に阈 防と 一般 阀 策との 不可分の 關係 を見るのである」ニ =- 1( )とする。卽 
ち阈民をして阈家主義精神をもたしめるには「闪民生活の安定 5: _るを耍し、就屮、勸勞民の生 
活保摩 、農 山 漁村の 疲弊の 救濟は M も重耍 なる 政策で ある」 ニ grs とい ふので ある。 「岡 民生 沽 
の安定」については、「阔民のー部のみが經濟上の利益特に不勞所抖を享冇し、阈域の大部が嗜炭 
の苦しみを筲め、延ては陪級的對立を生ずるが如きこと」は阈防上、汾過できぬ(三ー《)0その 
ためには「速にな阔の理想货現に適應する如き經濟機構の樹立に邁進する祺が琪ましい」(三1 11 )。 

農山漁村の窈迫の原调は、「大半は都市と尨打との對立に歸納せられる」(三：11 11 0 かくて现經 
濟機 構は、 「阔家 的全體 觀」 ：： ょりす れぱ、 「1、 ： 必ずしも 阈家阈 民 仝 般の 利益と 一致し ない 
ことがある。 2、 ： 階級 對立觀 念を 醚成 する堪 が ある。 3、常の偏在を來し、阈找大衆の饺2:、 
失業、 中小 產業者 0 民 等の 凋落を 来し、 g 民 生活の 安定 ?: 庶幾し 得ない 憾みが ある。 气 ： H 水 
豫算に甚しき制限を受け、阈防上絕對に必耍とする施設すら之を實現し得ざる狀態に在る」(2;1 
丨 315。 . 

そこで「現經濟機構の變改足正の方策」として、 

讲ニ節 民間 蝴家主義阚體の沈滯と玫治の底泷 = 五 九 
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-、雄阈の想理に基き、道義的經濟觀念に立岬し、國家の發展と阈民全拟3慶蝠を增進するこ 



2、 阈民 全部の 活動を 促進し、 勤劳 に應 ずる 所撙を 得しめ、 阈民 大衆の 生活 安定を 搿らす もの 
なること。 

3、 資源開發、產業拫興、貿易の促進、阈防施設の充備に遣憾なからしむる如く、金融の諸制 
度 並に 產業の 運營を 改善す る こと。 

4、 H 家の 要求に 反せざる 限り、 個人の 創意と 企業 慾と を滿 足せし め、 益々 勤労 心を 振興せ し 
むる こと。 

5、 公租公課を 沉 に 公正なら しむる 如く稅 制の 移 •理。 . 

の 五 項目を 擧げて ゐる (四 ニ H )。 これは、 大 1=木社#黨本部の聲明書(昭和九平十月五 « )にょれ 
ば、 「你 抽象的 大方 針に 止まる と 雖も 我が 國家社 會主義 の 方針 以外の 何物で もない」 ので ぁるが、 
廣田 外相の 就任 以來 —— 殊に 林 陸相の 就任 以来、 枰氣に構へてゐた財 (^ 、旣成政黨、言淪界は大 
いに 兔い た。 これは、 結； iT 「今 直ちに 萁行に 移す 稂 P はない」 とい ふ 軍部の 說明で 納得す る こと 
、なった が、 一時の 騷ぎは 大した ものでぁった。 




この 陸 笊 バンフ レット、 I いは ゆる 「陵 パン」 に對 して、 阈家 主義 阐將 が滿晔 の 支持を なした Q 
はいふまでもなぃ"卽ち、愛阈；迪動ー致協讅#、大：1:木阔家社 # 菟、明倫 # 哗々械*と赞意を表明し 
た (〇し北 ^ ^ の「甜國」はこれに反對した。|愛网新間」「ロ本新 110 」もこれに批判的でぁった)。 

常時、 社 會大 衆莬 # 記 長 麻 生久 は、 寐機關 紙 「社# 大衆 新 M 」 第 六十 四 號 (十月 二十 八 n 發 行) に 
おいて、これを支抒して、左の如くいった。 —— 

::今囘の祺部の改革的態度は五.ー五琪件當時の如き班部のー部と*所謂愛阈阐潞のー部 
との通謀に依る陰謀的非介法性のものではなくして、飽迄合法性のものでぁる：： 1! に今囘の 
軍部の 改本的 態度は 前囘の 如き 非 民衆的な 獨栽的 態度で なくして ノ… 民主的 態度で ぁる。： 
.•今 囘の これは 科 學的 態度に 發展し 率 商に 许本 主義 的 機構を 廢棄 して 社# 主義 的なら しむる こ 
とを主張してゐる：：この點が此パンフレットの最重耍點でぁって资本主義的諸勢カがこのバ 
ンフレ ットに 依って 深刻なる 衝银を 受けた 所以で ぁる：： 我々 は滿洲 赛變 、五 •一 五 推 件 以來 
當 時の ファ ァ ショ 的 反動 勢力と 戰ひ っ、 も ^:本の阔情ょり觀察し：：：本の笊隊の木饮ょり推理し 
てファツショの不可能性を確信し、同時に 0 本の堪隊がその本質に從って總て今囘のパンフレ 
ットに盛られ龙思想に迄發展し來るべきを確伦したのでぁった。而して我等の兑透しは誤らな， 
第二 節 民 問 W 家主 義 阐體の沈滯と政治の成汝 ニ 六 一 



第五 ^ 運動押建への努カ ニ 六 ニ 
かった。：： n 木の 阔情に於ては資本主義打倒の社#改革に於て祺隊と無淹階級の介理的結合 
を 必然なら しめて ゐ る。 1::的を速するには此の必然を激成して行く以外に逍はない。而して今 
囘のバンフレツトは公然としてその道を開いた。取なる：也服を着てるが故に之を恐る、は自由 
民權時代の處妥でぁる。介廣が我等の味方ならぱブルジョァ政敖财叫悉く我等の味方でなけれ 
ばならない。狨 ^ 諸开は、この開かれた道を疋視しこのパンフレットを仲介として硏究#を開 
き：： この パンフレットの €:#に從って反资本主莪劈カの擴大強化に努カして狨の蹒大強化 5: 
圖るべ し。 

なほこの 顷の 珉 部關 係の 出來 事と としては、 昭和 九 年 十一月 二十 n に、 隍： ホ ^ ょり、 左の 如 
き 發表が ぁった。 —— 

隨： 卓 常 局 談 (昭和 十 2 : || 午 後 五 呤 牛 發表) 

昨年十ー月中旬在京靑年將校及び士官候補生若干名が不辟の企阖をなしぁるやの疑ひぁりし. 
を以て、嚴正調査のため祺法會議において關係莕を収調べたり。その結來にょればこれ等將校 
及び 士 rv 候補生は 豫て ょり 我阈の 現 狀は痤 阔の 理想に 遠ざかり' 柄弊山稂し陶宋の前途级應すべ 
きものぁるを以て速かにこれを刷新改善して我阈體の輝姿を顯现せざるべからずとの艿へを懷 



き、 これに 關し談 合 連絡を なした る こと あ 0。然れども不 〇 の行動に川づるの企阅に關しては 
徹底的に取調べたるもその琪實認むべき證據十分ならず、珉法#議においては木件を不起訴處 
分に 付したり。 然ると ころ これ ^ 靑年將 校 及び 士首候 袖 生の 言動に おいて 笊 紀上適 常なら ざる 
ものぁりたるに因りそれ-^適應の處 {5 を講じた办。 ， 



第二 節 坨間阈家卞-葙阑體の沈滯と》泔の底泷 一一 六！ 一! 



第六章ー . ニ六事件を中心として 

.第一 節 ニ •ニ 六 事件 前の怙 勢 

一 機 開 說排擊 と國 體明徵 運動 

闻家 中-我 靡が 管 大 にして 叫んで 來 たいは ゆる 一九 三 •九 •六^. QSQ 5 年た る 三 五 年 (昭 
和十尔 ) は來 た。 しかし 懸念され た阈際 的 危機は 来な—。 問題の が f 縮 條約 は、 一九 三 四 
年 (昭和 九 年) 十二 =： を 以て 鐵炅 たが、 無制限 S 齧 f 起らず、 s じく 一九 一一： 四 年で 效 力. 

發 1 した SS 脫；^ 格別 態 も恭 起？、 むしろ，, ッパ^^は 一九 三；^ 年 三月の 
ナ ザ ス . ドィッの _ s 備宣言 、一九 三 四^ _云 の ^ 境紛乎 に發端 し 一九 三 五？ Ms 發 した 
伊 • エ戰求尊々のために、極東問題どころではなかつたのでぁる。 • 

翻つ て 事情を みるに、 ■の 値ト V 、 米怕騰 救棄 の 進抄 、餘⑴ 及び 取需 ィン 
フレ 等に ょつ て、 とも 允、 一 時 切迫せ る經 濟的危 f 大いに 緩和せられ た。 

笫 一節 二 •一一 六 事 作 前 S 勢 I ニ 、 Id 



第 六 章 二 こ 一六 事件を 中心として ニ 六 六 
しかしながら、この頃注总すべき祺象がニつぁつた。ーは、天 -^. |說棑，刖頌及びそれに引 
續く阈 1 时明徴運動でぁり、ニは、永 |1| 绒山暗殺事件でぁる。 

昭和 十 年 ニ ：^、笫六十七讅 1¥ における阀{永、王淡代通士 ?1: 藤源九郞少將(奈良縣選川)の钗問を午 
ッヵヶとして、天结機關！^排喂述動の藜は切つて落された。ニ月ニ十五1::、议族院における突濃部 
達吉博 - Jr s 辯 明は、 a 場に おいて こそ 人々 の 傾聽を ：打 つたが、 この 逆襲 的 辯 明が 俄然 院外 3 : 水部 及 
び阈家 主 雜 _擗を刺戟した。このために、芡濃部博 :|; は讅 1-1 その他ー切の公職を齚し、その菁讲は 
發資 を 禁 .1!-. : せられ、 一時は 起訴まで 傳 へられ、 つ ひには 小 ㈩ 某 にょる ピストルの 袈哦 まで 受けた。 
軍部は 擧 つて美濃部乎說に反對し、政府に边つて柯一ー：阈脱明徴に關する揮明 ?: 發せしめ、それは 
つ ひに 重 火なる 政治問題 化した。 5 TC 部の；：： 指す ところは、 ^ 濃 部咚 '1: と！： 一平 説 系統と： = される 
法制《長 7!- 金森德次郞、樞密院議長ー木荈徳郎贝の货任 5: 問はんとするものでぁった。柯々の經梂 
の 後、 結； ？、金森法制局長宵は齚職し、ー木樞相またニ.ニ六祺件 5: 機として辭仟したので、讯 
部の n 的は 谠栎 において 逹 成せられ た。 また 敎平 刷新 娄 il fr sr 設け、 多くの 機 關說璆 龙を辭 任せ 
しめ、 大璆の 11 淼 €:祥に改訂を命じ、換 ^ 說は刑祺上の犯罪とせられたのでぁる。 

この 機 關說棑 嘴— 阈體 明徴 述動は、その及ぶところ諸方に波肫 5: 捲き起した。政友#内にも久职 



房之助ー派のいはゆる明微派を生じて、岡 |1| 内閣倒壞運動を行はしめた。讅伶においても三圬ニ 
十 H 、 衆議院では 「阔體 に關 する 決議」 を、 货族院 では つ政敎刷新杻議案」を可決した。 

阈家主 滴 ^ g •が、 この 問題に 對して 泥 起した のは 间 ょ5の ことで ある。 卽ち、 三月 八日、 頭 山滿、 
菊 池 武夫、 四 王 天 中 將 、五百木 • ^ -- 、莴生能久ゝ沿⑴愛之助ゝ入江稗矩ゝ橋木徹馬等を屮心とす 
る 機關說 撲滅 同盟が 結成され、 同 十九 日、 機關說 找滅有 志 大分を 開倘して、左の如き宂 3 及び決 
議を可決し、これを泞相、，2:相、降、海；1相、文相冷々に訪問.手交し、四月には觅らに機關說拔 
滅同盟 世話人# 議 を 開いて、 司法 省 及び 檢稹 W に 陳情した。 —— . 

機關說 撲滅 有志 大會宣 言 

上に 茁 111 : 一系の 天垡 を鉞き萬民その治を仰ぎて無谠なるは足れ我阈體なり。天 ';!: 機關說は西洋 
の 以主思想を以て我が神搜なる欽定憲法を |«1 解し阔||の木淡を拟亂するものにして «' 逆不逍斷 
じて許すべからず。此の邪說を： ]1£- さずして何の阈民粘神の作興ぞや。吾人は驻に阔肢の木峩を 
明徴に し 億兆 一心 锌つて 此の 兇 逆なる 邪説の 找械 5: 期す。 

決 議 

一、 政府は 天帛！ 說の發 表を 卽時禁 JK すべし。 

• 第一 節 ニニ 一六 事 作 前 S 勢 ニ 六 七 



第 六 章 二 •二 六 事件を 中心として 一一 六 L 
ニ 政府は 美 濃 部達士 ：：及び其の一派をー切の公職ょり夫らしめ自決を促すべし。 

一方が ー戰線 S 时た る®^ 讓 聯合 會も 、三月 六日には 「兜 逆 思想の 秘討と g 本 Q 防護」 な. 
る バンこ ットを 刊行し、— 靑 山# 館に 總會を f など、 n ? s に 行っ た。 

かくて、 新 E 本阈民 同盟、 大日 本 生 謹、 愛 g 政治 1、 闕民 協#、 昭和 神 民 唐 
國股 は 在 鄕 ボ 人な かんづく その 机 織た る 明 倫 會 、桌进 # と 手を 組んで 大いに 海 闘を なし、 充 
1护ぉ.協；1! ^ , ] が強カに展|1せられた。それに關して注意すべきは、地方愛阈 ^ 體の活潑なる 
& 動で ある。 九 北 州、 近 幾、 中部 地方 等に おける 各 g ぬは、 中央 以上の 緊密な 協同 S を 布いて、 
演說# 、阈 民大# 導に 大いに 活躍した ものであった。 • 

機 g 說棑還 動 — 篇 明徴 速 動と 前後して 暴力 g 狩りが 行 はれた。 「街の 紳士」 一千 七 W 餘名 
が ^ 取せ ら„た このため 惡質の 31 動ブ&丨ヵーが檢擧せられたが、これは純正愛阈刚拉及び 
一般 輿論 2 共 S ん JAJ ろで— っ。 これに 關聯 する 重； S 件は、 大阪 2粹4< 衆 1_ 川 
良 一が 暴力 S 狩りに ひっ か、？ 收容 せられ、 直ちに 轉 向を 表明して 、 W 粹 大衆 箱の 解散を 上申 
した ことで あつた。 

何は とも あゎ 機關 說棑臀 運動は、 g 家 主義の 威力が 平說 の 領域まで 及んだ とい ふ 意味に おい 



•て 記錄 さるべき ものである (注 I )。 

(BI) 參考の ため 八月 五 n 政府 # 明に 對する 明 倫 # の聲明 酋 、及び 十一月 二十 H 、 f » « 俩の內 閣打倒 W 
民大會の宣貢、‘決謀を左に揭げる。 —— 

明 傖脊聲 明 ， 

::將來此の政府顰明の货较を舉ぐるため政府の斷乎たる具饅策卽ち司法及び行政郴の發動並に阈體明徽 
に關する闺氏敎育の徹此的刷新を觀ない限りは政麻の折角の顰明も亦一械の赉餅に等しく從來機關說に挤 
まれる ■梅を 一掃す ることは到底萤み難いと倍じ苒人は引斑き联笊政府を監親し楗カ阑體明徴の徹底を期 
さねば ならぬ。 若し 夫れ 從來 の 本義を 愆る邪 說を 主張し、 武は著 香を 刊行せ る 者に 封して は 其 閲睇 地 
位の如何を問はず界教なく司法及び行政處分に付すべきであつて徒らに其人の身分4-+:银の年=;の先後に 
提はれ て 取 拾す ベ &限 りの もので ない。 

2 :閣 打倒 阐 K 大 # 宣言 

岡田現内閲は天枭椒關龙に躅し.冉度灭下に聲明を發せり。然もその评明は 7+ 笮 {?. 下の耍荥に添はざる所多 
く、涵めて « 柔不斷にして該說信奉者への處分と雖も何等施す處なく到底《體明徴を期し得ず。如斯内閣 
の 存在は 我 金 ra 無缺の 皇統の 玢 被を 枝し 奉 P 延て は臬 《:2本の無窮の發展を阢寄するものと確！5す。故に 
吾人は 現 内 開の 無贵 任と 無能と を糾彈 し 以て 卽時辂 辭疏 を耍望 せんと 茲に MI W 大會を 開 他し 再 等が 璁意を 
明示す。 

第一 節 二 • 11 六 車 件 前の 情勢 二 六 九 



第 六 章 一一 •ニ 六 事件を 中心として • ーーセ〇 

決 謀 

現朽則は ^ « 明©逹成に關し何等其の誠意を布せず如斯は將に我が闺«を破壤せんとするものにして其の 
罪た る や 厲死に 價す。政麻は宂しく郛を闕下に乞ひ卽時總辭職をなすぺし0 

ニ 永 田 事件 

林 陸相の 就任 以来、： 永 部內の 統制 的 傾向が 漸次 強ま P、 その 空氣 が靜觀 的に 傾いた ことは ^ 述 
の 如くで ある。 

か、 るぅ ちに、 昭和 十 年 七；： n 十五 n、 敎育總 監 5? 崎 弗 三 郞大將 の交迭 をみ た。 しかるに、 その 
直後の 八月 十三 H、 永 E 鐵山暗 殺祺 件なる ものが 起った。 

永出銥山中將(常時少將)け、常時陸讯«軍務局長の耍職にあり、士钌校、陸大の成結拔群で、と 
に角陸 .¥ 隨ーの材幹を謳はれてゐた。ょく林陸相を支持してその肅：小エ作に協カしたと傅へらる 
、のであったが、.それがはしなくもー部の誤解を招き、殊に讽崎大將の交迭と關聯してこの誤解 
が 深かった。 犯人 相澤一 一： 郞中佐 も、 か 、る誤解を抱いたー人であ 0 て、彼は趵峙大將交迭を敢へ 
てした 主動 者は 永 川少將にありと認め、しば<同少將に辭職を強請したがきかれなかったのを 



憤つて、事を起したものと傅へられる。相澤中佐は豫審介に對して「近^*く、政黨、財閥が脔敗 
し 或. る 勢力と 結んで は 私利、 私慾の 爲に 動く ものが 多くな り、 様々 の 罪惡史 を 記錄 する 情況を 現 
出す るに 至り、 各方 而 で 維新 斷行 の聲が 叫ばれ、 私 もこの 感を 深く して 屉つた のであります。 殊 
■に 私は 軍人と して (屮略 ) 取を 私兵 化せん とする ものが 段々 出て 来た 點には 炎 心から 慨歎を 禁じ 得 
なくなつ たもので あります 一とい つて ゐるが 、これを みると、 彼の ィデ オロギ ー、 その 傾向が わ 
かるで あらぅ。 

昭和 十一 年 一 3： 二十 八日ょり 開かれた 永 旧事 件の 公判は、 いろ <の意味において世間の注視 
を惹いた。裁判长たる佐藤正三郞少將(笫ー旅140、特別辯護人たる滿井佐吉中佐(陸大敎宮)の 
處跦 及び 辯 論、 更らに 林 銑 十郞 大將 (事件 常時の 陸相)、 橋 本 虎之助 中將 (问陸 51 £ 次首)、前敎竹總 
監 irt 崎 弗 三 郞大將 始め 種々 の證人 喚問が 巾 請され た その 巾 請に 關す る滿 井中 佐の 理由に、 弗 だ 注 
意すべき ものが あつたので ある。 

先づ證人灼崎大將の喚問が許可せられたが、その訊問はニこー六祺件の前=まで紛糾した。 

永 m 革 件 勃 發後 は、 いは ゆる 政界 上 好 部に 秫 々な 異變を 生じた。 機關說 が 犯罪を 構成す る もの 
士の斷定の下されたのも、帘件勃發後の九月十八日のことであり、美濃部博士の處分が決定し货 
第一 節 ニ こ 一六 事件 前の 怙勢 ーーセー 



第 六 章 一一 •二 六 事件を 中心として 11 七 二 
族 院議 負を 剝 奪され たの も 同じ 頃で ある。 そして 牧野 內 大臣、 金 森 法制局 長 首の 異動が あったの 
も 永 田 事件の 豫審 調 ^ 發表 後の ことであった。 

三 神武 會の 解散と 中核 組織 論 •大衆 的組羧 論の 對 立. 

國體 明徴 運動の 強力なる M 開に も拘 はらず、 阈家主 義陣營 の スランプは 急速に 脫 却し 得な かっ 
た。 それは、 前述の 如く、 主として 民間 愛國 團體 と眾 部との 關係が 往年の 如く 緊密に 行かなかった 
ことに 芘 くものと された 。勿論、 陸 取 バンフ レット 支持 運動、 阈做 明徴 運動 等は、 裉部の 容れ ると こ 
ろではあったが、大骱において、軍部は民間運動に對しては消栎的*自肅的態度をとったのであ 
った。 されば ニ •ニ 六祺件 前の 阈家主 義 M iJS の頹 勢は、 昭和 九 年の それょ 0 も 一好 正しかった の 
である。 

この 時代に おける 民間 阔家 主義 阒體頹 勢の トップを 切っ たものは、 昭和 十 年 ニ 九 三 五 年) 二月 
十一 日に おける 神武 會の 解散で ある。 

神武 會 は ' 前に も 述べた 如く、 昭和 七 年 ニ 月 十一 日に、 大川周 明を 會頭 として 組織され た 愛國 
阐 體であ P 、 對 軍部 關 係、 資金關 係、 人的 關係 において、 この種 愛 域團 §5 中の 隨 一と 數 へられた 




ものであった。 成立 平々、 五 •一 五 事件が 起り、 それに 連. M した 侍 頭 火 川调 明が 六月 中 切 收監 され 
.る や、 俄かに その 勢が 衰 へたが、 しかし、 なほ 阔家主通_微中の指掙的地位は欠はなかったので 
ある。 

しかるに 昭和 九 年 十； パ、 大 川# 頭が 保 釋とな る や、 51 中に おいて 深く 肖み ると ころ あつた 欠 
川 周 明は、 昭和 十 年 二月 十一 2:の神武倚令阈代表荠#讁において、その解散を{儿したのである。 

神武#解散にっぃて、會如大川はいふ I 「花は問き花は落っ。 ^ ^ ともに任運法阑である。 
いま神武會は梅花の如く啶き、梅花の如く散る。哚くべくして哚き、散るべくして散る。十：：語に 
E く、 梅は 霜 霄 の 先、 花は 射 風雨の 後と。 神武 科の 解散は 卽ち ft * 花燎亂 の 春に 先 鹛する もので あ 
る」 (神武 # 機 期 紙 「 11 本」 ニ JJ 一：：！ 號) と。 ニ： r 卜 一 n の 解散に 當 つて、 神武 # は 悲壯な 解散の 辭を發 
表したが、それは當時の：1:本の阔家主義阑體の遊かれてゐる地位 $: ょく表はしてゐるので、友に 
その； 文を 揭げ る。 —— 

神武 命 解散の 辭 

. 昭和 七 年 ニ け、全阔の同志と共に我が神武分を結成して玆に三閱年、ー顧して長望すればそ 

の間_時の如く、又十年の長きを资ぇしめる。滿洲泔變勃發後の澎湃たる=本_祌の敁尚潮時 
笫ー節 二 •一一 六 事件 前の 情勢 ニセ三 



第 六聿 11ニー六本件を中心-して ~ーセ « 

に 神して、 我が 神武 分は 昭和 維新 國民 運動の 醭酵耍 素と して 誕生し、 その 志す 所の 大綱を 全 pa 
民に 明かに した。： 趣來滿 洲國の 創建と 承認、 阔際 聯盟の 脫退を 饮現 し、 自主的 外交を 確立し、 
今や軍備平等榷の主張を |«: 界に明微ならしめむとしつ、ぁる。 

昭和 維新 外交 エ作の某礎漸く成り東亞全荩の平和 '5: 保持して布色民族 $: 桎梏ょり解放し、皇 
道を 1»: 稞に宣布するの實カは備はらむとして饵る0見ょ、世界列阈の政治的、經濟的報议の重限 
を突破して躍進しつ/>ぁる ^ :阈の雄姿を。儒佛莊三敎を吸收して更に西洋文明を敁：ぬ度に '>|1 嚼 
し、今やマルクス、レーニン主義を克服して、空國が東西文化調介の敁高峥に立たんとしつ、 
ぁる。 此の 蘇なる 世界史 的 使命を 貧擔 する u 木 民族の 生命力は 無限 § 展段陪 を 分 高す る。 
維新外交の基礎成れるは實にこの大龙の一半を達成したるもの、此の點に關し大川周明先生を 
合 頭に 推戴せ る 我が 神武 侍は 昭和 史上に 不朽の 足跡を 印す る ものと a ずる。 

ぷ 葉の 背後に 悲 ■り、 輝 かしき 神说會 の 首途 にぁつ て 五 ニ 五 取 件は 我等の 嘉を奪 
ひ太つた。爾來長かりしニ年耵餘、全國 |«1 志の發何ぞ深かりし、而も我等はー切の批判 5: 超越 
して 飽迄 SS 利 S 信した。 奏 q 加護 低® する 2_盟の 銎？ し 會頭釋 放 
<D 脚 爭に對 しては 玆に 改めて 深き 感謝と 敬意と を 捧げる。 



命 頭の 保 釋 圯所を機として我が神武待は闪外の情勢に深刻なる省察を加ふべき秋に際#し 
た。 端的 S はむ と 欲する 所 Q ものは 滿洲_ 、五 •一 五壤件 後 的興衡 Q 間に、 WS 造 Q 
大事を 遂行し 得 ざ 已 日本 g 民は 退 5 して 三思す， へ 尊 言、 凡て QS 維新！ は 顏を洗 

つて 出直すべき である。 

n. 疋れ糾 新 運 勐 §牲 者に 對 する 我等 の炎務である。而かも我が神武 # は大川 # 邱の思想的旨 
導を 中、，； 一として^! 成せられ、 大川 先生を 以て 究 SQ 大男 老 り 為 J が 故に、 分 如の 拘 
束せられ！ ：$ る 今 口、 潔く 花と 散 c / 又 8 Q 如鳥查 來を 期したい。 

昭和 七 年 九 3:十五日、大川會頭自ら宜する所の「吾等の志」ー篇に明瞭なる通り我が紳武 ^ は 
維穿國 W 運動の 酸鮮 •要素に して 斷 じて 政贫 にあらず、 一城 一 廊に立 額り て 政灌承 抱？ 丨 H 參を 
描く ものでは ない。 我等の 志は 無私 無欲 維新豐 の 捨石 となり、 興 矢た るに 在る。 斯— 故に 
吾等の /|1 所進返は自由無凝である。要すれば形をなし要せざれば散ず。是れ悉く時允に據る諦 
觀的 敗北に あらず。 やがて 突琪 への 後方 機動で ある。 

X X 

笫一節 二 •一一 六 事件 前 の嘴 勢 二し } d 



策六取 ニ こ 一六 事 忭を屮 心と して ニ 七 六 
滿洲 一: の 健全なる 發违 は： = 滿支の 三阔 の綷濟 聯繫、 rfu して 支那の 和平を 必姒從 件と する* 滿 
洲帘變、五.ー五琪件以來、阔 |^ 政狨、財四の橫暴專邱少しく緩怠を兑るが如きも、今：=の如 
き 彌縫 政策を 以てして は阈民 生活難の 諸問題は 少しも 拔本的 に 解決せられ ない。 彩 勃た る W 族 
の生命カは不岱に抑椹されて «- る。こ、に禍心を藏する。大嵐はー年後に來るや將又三¥後に 
來るや、唯神之を知るのみ。 

非常時は 默々 として 加速度 的に 深刻化す ると も斷 じて 解消せ ず。 nil 前の 走 馬 谠的 现枭 に 幻惑 
して右顧友眄するは勇者の苹ではない。我等ー：：：.艿盟 5: 契りて昭和維新阔民述動を發起せる龙 
離合 犯 散に 仍って 志を 二三に する ものに 非ざる ホ ハ 4 : T ふ。： ^外何れにせょ取ー改锆阔策に維斯 
阈 足 運動に 結集し 料る の：：！ 迄， 我 阔は 不退 轉に沈 浒 する。 而 して 不斷の 魂の 鍛 鍊は無肜 ^- 肜の 
連携を濃かにするでぁらぅ。玆に我が神武你は人なる矜持と抱れを以て解散を天下に{ >!- ;:!:1する。 
全 阔 の 同 ^ 幸に 加餐 dm せょ。 

神武分の解散後、靜岡、福井、京都等の地方的勢カは、それ<^地方行地社とな0、行地社精 
# を奉じて他 | 1 5 : 期すること、なった。 

神武伶の解散を機として、 11 木の阔家主義吨兑内に、いはゆる中核糾織論と大衆的糾織八1との 



對立が 表 g に H て來 た。 これは、 - fC くは _社け義對：= 乎 謹 QS となへ 後に t ： 饔主疾 
と 非 a # 主義、 大衆 的 維新 政狨卽 時 結 吠 八 一と# 政 m 主 a と s 対立と なった 阔家主峩 ㈧ 部の坫癌的 
ニ大底 流の 對立で ある。 いま 中核 机 織 論と 大衆 的 机 織 論との 理淪的 极據 をみるに、祌武#の大川 
周明の糾織淼は、五.ー五艰件でもみられるゃぅに、精銳主遂-中核紕織主昶である。 '|' 核的机 
織 論は 五 • 一五水件以來、祌 .17-. (隊咁件その他の ^ 件の經過をみてもゎかるや,っに、说祚までのと 
ころ失敗の速枝である。テ&リ.スムの如き、ー昨的.押 1«: 的效见はあっても結；5 ^ ^ 改新の大雅 
は速成せらるべくもなぃ。殊に現在の如き|的情勢2下において阀|选|の起死|を計 
り、 これを 文 -/- 讪 0阀 ^ 述勤にまで ^ めるには、 ^ 命：進出の他に途なしといふのが大衆内町織命 
であって、丁度大正十ニ、三年頃 /|-: 究陣 ^ |^ に起ったリべッ化迤動の如きものである。 

神 A -/r の 傳統 を阀 *-)- し、その中核的机織 ^ を摊護するものは、北斗供架部である。これは神武 
办 解散 尚 後、？ l rt 進出 論の 梭頭に m 慨 し、 四片、涔神武你靑年冇志 5 : 中心として汜氣仉樂部、噯 
阈政治 同盟の 靑 ¥ ゼ志铮 5: 糾介し.て結成 3 れた靑年分 -/- の協同戰線體であり、 ^ 逍本戎2硏究把 
捤、維新戰略の硏究、碑際情勢、對外岱化方針の硏宂、今-阐靑年有志の連絡等を運動方針とする 
ものであり、榊职文次郎、藪本正戎、菊池ー夫等を幹部とするものである。北斗仇樂部の趣意涔 
第一 節 ニ •二 六 事件 前の 愔勢 ニ七七 



第 六 章 II こ 一六 事件を 中心として ーーセ八 
は、中核派の理為的基难を端的に明示するものであるが、それは左の如くいつてゐる。 —— 

. 北斗仉樂部趣意？1 

阈民谠乏の聲港に滿ち、維新斷行の叫び數年に垂んとするも、愛阈述動の陣兑はー沐の寂岌 
を湛へ、今やその出府しを必姒、不可避とする情勢に直面するに到つた。卽ち滿洲#變值後の 
國民的興游の界阐氣の裡に、その飛躍的仲展を期待された所謂愛阀阒微は、維斩の辂動たらん 
とした 五 • 1五祺件前後の歷史的瞬間に憋照するに由なく、或は不在の幻想を逍ふて他カ化し、 
或は半解の1=本精神に捕へられて觀念主选の泥沼に陷り、或は不淨の黃甴 5: 求めて金融ファッ 
ショの爪門に移行し、或は支配陪紱の觸下に |^ 應して個人的地位の確立に奔命せんとする傾向 
ー部に顯龙にして、令阈の純眞なる靑牢1:1:志の隱忍苦鬪にも不拘.变阈述勐は，个や從來の述動 
炫式に 深刻なる 省察を 加 ふべき の 秋に 際 侍する に 至つ た。 

我等はか、る现狀のむ解は先づ令阔靑年同志の強カなる結介、黹起に俟たねばならぬと共に、 
來るべき維新阀民運動の飛躍的發展段階に照應し、その推進の主動的役割を演じ付るものは所 
fi 前衛 的中 核 組織を 措いて 他な しと 倍ず る ものである。 

北 斗 仉樂 部は、 斯る組 織の 出現を 確 a しつ 、ーの過渡的形態としてその今-阔的連絡を促進す 



.ベく 生れた ものである。 全 阈 同憂の 士の參 加、 胳カを 希 ふ 次第で ある。 

なほ、北斗值樂部には、「選舉批判」なるものがある。併せ揭げて彼等の響主義批判淪を知る ^ 
考資 料と したい。 

北斗仅樂部の選舉批判 
一、 a # 主義の 本質と 謎 侍 進出の 可否 

吾等は議絝制度そのものを否認するのではなく、むしろ欽定憲法の精神に則つてゅく壤 |: 絕 

對に正しいと信ずるが、今日の讅#は本來の精神から逸脫し、貢收、因緣情货等、利播と千 

涉 にょつ て デッち あげられ たもので、 i な政權 SS である。 かくした ものは 一部 特權 

階級財間旣成政黨人の私利私欲である。 一 

我等は 眞正 QS 再© する ことは K 政 S - 般的 改革、 遺 維新と 切り離して 部分的 § 現し 

S ものでは ない。 從？ 議诗選 擧に對 する 我等の 方針は 當然に S 改造の 敬 略と 關聯 して 

考へね ばなら ぬ。 

一、 愛阔團 體の議 # 進出に 對 する 可否に ついて 

審主 f 馨 進出とは ■! ベ S ない。 議堇 S は 響 sf 占め t とに ょつ 

第一 節 II •= 六 事件 前の 情勢 




笫六 3S ニ •ニ 六 事 作を 中心として 二 S 

て議# 行動を中心として阈家改迆を計ら〇とする主義で、其の根本的思想は0由主淡、域主 
々義で ある。 之は その 意 圖の 如何に 不拘 必然的に 現 狀維持 に m する。 a 分 進 m は 必ずしも さ 
ぅでは ない。 今 H の議 #の反阀||.的反動的本钗 5:- 黎露し全而的改造 5: _する爲のー戰術^' 
段と して 之を 利用せ んと する 場合 も ある。 

しかし乍ら今11:の讅 # 進爪はーにその主||的條仲(議# 33 爭のー讥した方針、統制ある紺織 
が無い 0 に正常に正しく闘はれても結局水乃ぴ取が木乃^になるは必然だ。第ニに今ぃの諮 
# に 對 して ^ 民が 關 心を 冇し ない。 阔民の 琥乏 は ^ ロの議拎の如 1''1 ともする能はざる所であ 
る。かくの如き時に於ける讅侍進出は意識の如何に不拘老朽した今 1| .の議命政治にー沫の息 
吹を與へ、國民の打倒議命政治の正しい愆識を外し、昭和維新に對する熱总を失はしめ各と 
云 ふ 反動的 役割を 與 へる。 

中核的机織論派に靥するものには、北斗俱樂部のほかに、維新付、核心社( |£ ー)がある。彼等 
は讁會進出淪を以て、 「公武 介胶 的 微溫 化」 への 移行、 「金 楠 ファッショへ」 の 轉化な りと して ゐ 
る。彼等とても ^ # 岡乎の必要を否记するものではなく、「議#主義」と「 ^ 泠進 !1', 」とを區別す 
る。 卽ち 右の 「選 艰 批判」 にい ふ 如く、 「个 □ の讅拎の反阈胳的反動的如微を签辟し令时的改造を 



推進する爲のーの戰術として」の利用愤攸を認める。しかし、それには丨主骱的 -^ 件」を必要とする。 
卽ち中核的机織だといふのでぁって、左贷の讅办八1ょり乎ぶところが少なくないといへょぅ。 

( |£ 1 ご了ニ六唭忭に死刑となった趑川逄助 ^: 兀阽士牛じは舡心遒玛幹部でぁ^^核心肚の的人でぁる。 

ぶ待進川淪を主张するも3は、赤松ぃ兄奸の阈民協#を始め、政狨惝消聯盟、大=本 1^ :¥社付敖、 
勤 ^ ;： :本赘 、新 n 木 ^ w l . i ] 盟 、明 倫 ^ 、 ^: 逍#等でぁる。この方甜においても先如に立っものは赤 
松 ^: 牌でぁって、 彼の 傘下に ぁる！； 民 協 ^ (及び 靑. 牛 n ^ l ..1 lla . ) ft , 5 g - lc iHC ? f ? i!li isJ!l ip :* K M a!I 
へ轉向したのでぁったが、下中等の維新懇活命に參加してから抖轉して政治逋動へ向ひ、昭和十 
年 秋の 府縣# 選 取 及び 十一 年 春の 總選秘 ?: 11 指して議分進 ||\ を計ること、なった。そこで昭和十 
年 三：！：： 十 n 、 仝 阔 代表者， 戌議を開催して、1:说協你を政治阑砬に改机し、同咔に靑年 [| 木一:1:盟を- 
も ^ 民靑年隊とすること、した。疋生せる新碑 1^ 協分の綱領は左の如くでぁる。 —— 

一、 強力 ^ 策 内閣の 樹立。 

ニ、公益を进調.とす，？阔家統制經濟の確立。 . 

三、 新世界 平和 秩 げ创扑を！：的とする大亞細 * 1 , :1 主蓰の強：；；：。 

四、 祇備の宠全充过。 

第一 節 ご •ニ 六 車 件 前 S 怙努 11 八 一 




第六窣 ニ こ 一六 事件を 中心として 一一 八 一一 

五、 日 木 主義 阈 民 文化の 創造 及び 宣揚。 

闽民協 含 中で も 殊に 京都 支部が 最も 遘抒 進出に 熱心で あ？、 「全 八" 法愛國 派の 政治的 竹 勢力 結 
成の ^ 務。 » 本主義運動の議分進出を企阖し政 ;..1 の批判 ^- ょり政 ^ の檐常 -^ になれー.-といふ旎 
同戰線のァビールを同傾向の阈家主義阐體へ送った。 

いはゅる遘 # 進出論を主張する受阈阐體の幹部たちは、阈民協會の赤松克婼といひ、愛网议治 
同盟の 小 池四郞 とい ひ、 また 勤！： 力 木 S 松 ハ介與 次郞 とい ひ' 何れも I 淹政蘇 内に あっても、 比 
較 ^ 得 主義 的 色彩の 強かった 人々 である ことが、； g ： 微的で あると いへ ばいへ るで あらぅ。 

議备 進出 に轉 向し S 等は、 昭和 十 年 秋 QW 雰藿 と、 昭和 十一 年存2豐總 環と に 姐 
んだ。何れも失敗であった。府縣#選墩の方は、椹道#十ー名、明倫分五名、愛阔政治同盟三名、 
新 n 本 5,^ト1 生疋 黨 衝 穷 民衆 M 盟各ニ 名 八" 計 三十 四 名の 立候補 济 あり ★七 海 九 千 八十 八 
票を 得て 當選 # ± 1 一名と いふ 不振で あった。 また g 和 十一 年卷 の總選 取に おいては、 赤松 克 靡は 
北海道に 戰野を 選んだ が 不運に して 落選し、 小 池四郞 (福 岡笫三 腌)、松ハ介與次郎(柬京笫六码)等 
は对って議席を失ひ、その他阈{永主義茗はー般に不成较であった。た \ ,, 平野カ三(山梨)、七>吉 
(新 渴 )、 紗川武 治 (埼 ：土 ) 等が 常 選した のが 興 常の 好 成靖と みられ to 



この時期における阈家主雜阐微の頹勢を語るものとして、新 « 本同盟の内紛及び大：：1本 ^ 家社 
命- 敖の |^1 訌がある。前者は昭和十年五月！5ょ0佐々井ー晁、神出典三系對高橋忠作、野本蕤雄系 
が對 立した ものであって、 商 橋 H 野 本 派は 九 H に 新 日 木阈 民问盟 革 正 侍を 糾 織し、 滿川龜 人 郞は 
m 慨して 脫沿 した。 また 大 n 本 ^ {永 社 分 涨の内 |1 は、四：1;:頃ょり寐方針に關して關西黨務- « と本 
部 派と が 對立 し、 七月に 妥協 成った 稹件で ある。 この 兩内紛 に關 する 炎 料 文献 も 手許に 存在す る 
が 詳細は 剌愛 しょ ラ。 

四 事件 直前に おける 愛 國團體 の 勢力 

ニニー六琪件直前における日本の阈家主義阁腌の數はゝ吾七の知り得る趿りでも：一一打五十餘も 
あった。その祯類は、あるひは政煎あり、勞俲組合あり、敎化阒艏あり、畢生團體あり、硏究 |«| 
腌あ CN 、新 間雜誌 社 あ P 、 俱 樂部あ CN 、 在鄕 垠人團 &5 ありと>った捸子であって、 11 っその轮部 
が數阁婭に跨がってゐた。個々の围體の成总は、少數の冇カ圃體を除くほか、大 &5 において少數 
である。 ある 右 贾 論客は 大體 一阇髓 百 人 以下と みてい 、といっ てゐ るが、 公平に みて その 程度の 
圑骼が 多い らしく 思 はれる。 勿論 各 阇骼 の聲明 办などは大きく呼號してゐるが、例へぱ昭和十乍 
第一 節 ニ •ニ 六 事件 前の 情勢 ニ /\ 三 



第六章 ニこ1六事件を中心と !, て ニ 八 W 
九：！：： 二十 一 n の 新：：： 本 阔以同 盟革 |1: # の檄をみる.と、新 1'1 本阔 1^ 间盟の命；^を三苽と媿してゐる4 
しかし馊數がそこまでぁるか何ぅかは客觀的にみても問題でぁつた。 

愛阔政治阐腊がロ本主義派と阈家社侍主義派とに分れてゐた如く、愛陶的勞働机介も、ロ本主 
義的 = 勞资 協調 主述 的な ものと、 ^ 家 社 會主遴 的 = 階 紙调 -Jf 的な も Q とに 分れて ゐた 。前荠 の尤 
物は、 神 野 信 一の 机 織した H 本 席 龙勞 働俱樂 部でぁって、 石川岛 造船所の 自银机 合 ( r ? u w 、 3 i 
八三入)が中心となって浈 ^ 船榘のエ愛會(ニ、五五八人)、橫濱船枭のエ ^ ^ (ニ、ー四六人)等、 
十八机介を集めて昭和八华五；！：：に設立されたものでぁる。その勢ヵはニ〇、ニ八ニ人と稱せられ 
てゐる (註 I)。 d 本 布 業勞働 m 梁 部 式 2 協調 机 介は ^ 木 家の 協力 ?;: 得、 一般 殳陶 の 頹勢を K 
EI にかけ てます <發展の兆がぁった。その主なる巩龙は愛 ^ 機献納旭勐、：；；本勞働祭(四り三；；； 
神武天岱祭常=:)等でぁる。また [««1 俱樂部が昭和八年十ニ2;:十四：：：に發表し /-: |-令3;痄龙勞嫩付 
護 芯に 關 する 吐爱」 は、 フランス s 爲經穿 ff 件」 (c. E. N.) にも 似た 机 織 人 綱を 有 

し、 職能 主 遜 思想 = マ ルポ ラ チズ ム思想 の 表 はれと して、 近代 阈家主 途的 迚 設 机 織の 提. •小と して 
注£:すべきものでぁると艿へられる。荒木良夫、後藤文夫 ^ も關係をもち、また前述の如く安岡 
正 ^ の 金 鶏 ^ 院の 指導を も 受けて ゐ た 。 n 木 席 龙穷 働仉樂 部 及び その 巾 心た る、 石 川岛 n 姒 m 介 



め 網 領は 左の 如くに なつて ゐ る。 —— 

H 本 產 m 勞働俱 樂部綱 領 

一 我埤は自己の木分を蛊して公茈なる穷資關係を確立し以て茚龙银阈の货を堆げんことを期 
す。 

ニ 我等は迚阈の木莪に茶き ^ 道：：：木の完成を期す。 

三 我 噂は H 木 粘 神に 則り 和衷 協力 以て 識 兑の開戗德操の正養に芡め枇界文化に货献せんこと 
を 期す。 . 

Gil 組合 網 領 

一 木机は砍阔の楮神を镎重し進んで社會問題の解決を期す。 

ニ 本 組合は 京 阔勞働 荠の 人格の 向上と 技術 の進步とを計り以て茆艾の發违を期す。 
三木組介は組介 /\ 相亙の福利を增進せしめ勞働條件の維持改存を ,:|* り社#典补共芡の 1 , 1 5 綣を 
擧けんことを期す。 

(註|)=本產笼勞働仉樂部の勢ヵについては、别に十六 «1 合、1八、六七八名の数屮もぁった。 

日本 ;'$: 戈勞働饥架部以外の愛 ^ 的勞働机介の屮で砬も大きいのは、：！：といっても |1 木|:ヵ働組合 
访一 節 二 こ 一六 事件の 情勢 ニ£ 



第 六 窣 二 •ニ 六 亊 件を 中心として 二八 六 
總聯合でぁつた。これは機械淹龙、重エ龙に枳を張つてゐるといふ意味において注 [| すべき組合 
でぁる。從來その態度はとかく浮動的でぁつたが、昭和十年四月、坂本孝三郞の死後、岛山久藏 
が# 長と なるや、 ロ本主義への轉向を宣言し、九月、決定的に：1:木勞慟机合侍讅を脫退して阈家 
主義 的 態度を 鮮明に した。 加盟 組合 數四 十一、 組合 a ニ 七、 一二 六 人、 新： = 本 阈民 同盟を支持丄 
て來 た。 十一月、 名 古 屋に 於け る轉 向後 肢初の 大命では 左の 如き 綱領を 決定した。 ！ 

一 我等は迚國の本義に基き和衷協同蛊逍ロ本の究成を促し、以て闼家淹龙の發展を期す。 

ニ 我等は公1なる勞資關係を確立し勞働齐の向上を31り、進んで經濟制度2革新 5: 期す。 

三 我等は 業に 勵み智 を擠 き德を 樹て 、自将 以て 人類 文化に W 献せん ことを 期す。 

次ぎに N 家 主義 政治 阒體と 直接の 支持關 係は ない が、 海 取 努働紺 介聯盟が加钯糾介七’組合 ^ 
三 九、 八 一 〇 人を 擁しつ、 勞働 M 合 主峩 を棄 て、 國家主 義へ轉 向した ことは、 火き な 意味を もつ と 
いはねばならぬ。その他、日木茚業祺(愛阈政治同既支持)は組合數十七、組合总ニ、九叫六名と號 
し、 ！1:木勞働 [.-1 盟は十組钤ー、ニニ〇人(もと勤勞=:木锇支特。昭和十年三月、勤勞：：：本狨と絕緣し 
「再建」した。その#只孜數は少ない。)、大日本勞働紕<::協議钤(大日木阀家社羚 ;¥; 支持)は十九組 
合、 二、 八 三 五 人 (實は 五 〇〇 人く らゐ との 說も ぁる . 日本海仂紕介ょり脫退した新：：：本悔 ^ 組合 



< ££ |) が 十一 支部 四、 七 〇〇名、大日本生糜歎支持の^取勞働組合(大阪造冉廠)が七五〇名、愛 
K 政治 同盟 支持の 全 阐 俸給 者 協# が 五 〇〇 « となって ゐた。 

•(柱 I )新 ^? 本海 ^ 紐合は、昭和十年に创立せられたもので ^ る。卽ち、：：：本 * 大の穷 « |11 八：：たる：：：本海：5 
111 合では、 昭和 八 年 岌頃ょ D « l 合 位 濱 1|1 闵太郎と扭級部公赤略议«との問に對立を生じ、これがゃがて本 
部淤對反本部派の對立に玄で發展した。反本部淤は海以 *1 八2革 |1-: ::|;既を «1 钗して對抗したが、昭和十ド1 
乃、ー先づ妥協が成立す-0かにみぇた。しかるに、妥協は破れ、 |»1 年五=:、革.止派は脫处して新；；；本海 |1 扭 

ふ 陣较と なった。 問もなく «1 八3としてロ本屯義に轉 |.-! 、十ー年3!=:、愛闺勞榭机八 || 仝2:想詁僉に加 !« 、！：1:年 
末、 赤 崎 錤间、新龙政治部鉍が咔 « 協浅會に加奴した。 

しかるに冏十ー年末、卉通船《退糙で常制度問題に關聯して新铒轵<; || 2接近が打はれ、 & : 1?: 火阪》信鞀 
長、 しの 幹 旋にょ 9昭 和 十二 半 三 =： 十三：：；、； 5 钳八 tJ to iH ^ ^ n ii li o fr c rr ftl fl - s ^ i ' i MII lil ^ iJr ^ m mJS 
部长は介 [''] 派の先缂となったが、冰咕期 |::) 、新龙政治部長、 & 育出 »4 部 ^ 松 |1| ^ 小、來京支部 -^ 挟 ||:) |.4 ー、 
撗湞支 部 ^ 一 : is !!/ ニ、 t £ 舱支部 公 松. 水 八の 六 名を 含む 八：：：！： 反 對 派 十二 名は 新钮介 s 八：： 2 ： 決 定委 25 分に晈し、 
•除名せられ た。 従つ て 十二 年 三 =?以後の新 |! 本祀以 «1 八 || の勢カは、それ以前と (1 變動があるわけである。 

次ぎに農民阐髋としては蛊道泠の：：：木農民組合、吉 |1| 賢ー等の益阈農民同盟等がある。後者の 
組合れ 數は 不明 だが、 左程 大きな ものでは あるまい と 思 はれた。 

第一 節 ニ こ！ 六 事件の 怙勢 二八 七 



第 六 ^ ニニ 一六 事件を 中心として 二八 八 
この他、昭和十年前卞には、贞馏從業员組合(ニ、〇〇0人)を擁する柬笛 |^ の ,1 *;?: 妗と噔阈同忠 
會とが合流して來莆愛阈同盟を机織し、右組合を科かしつ、ぁつた。また港矜從！パ机介ょり中 
•部 港矜勞 働 組合が 脫退 して、 總 |<>1 盟 ーノ' ^ 合同勞_紕合と共にロ本主淡に轉.间し、ロ木匁働紕合全 
P 謎' 5： 中盟方 _ S 2 逞常吉 が轉 . H して 大 = 木 忠孝 當 S " 备 織した。 一般に 中部 地方 
では、 昭和 十 年末 Q 灰三地方 «0 私鐵印議、卽ち豐川绒道、豐橋電氣軌迅、政來寺绒沿、-#突 1|1: 鐵、三 ^ 
練 f m . 、 lll u 铖逍噂 の ストラィキに みられる 如く、 監竹 ri * が 愛阔 主義 的 立場ょ り勞働 机 合の 机 織' 
旣存机 < || の 阔家 主義 化 等に 關與 して 世人の 注意を 惹い た。 

昭和 十 年末には gl 義 IQ 額 勢を f 返さん がた めに、 n 木、 i 努働紕 介哦線 統一の 企 S 
がな された。 そ S 令と S た S 關 S 八 客で—。 これは W 議备 にした 八 H 二十 六 
=に阔家主雜戰線の統ー 5: :=指して作られたものでぁつて、豫備 |^ ボ少將忖井淸規、常 ||^ の間忐 
社大等講師野村重以、兑國段尺同 ?1 の吉川燹ーが斡旋して結成されたのでぁつた。パー回の懇談 
にょ づて阔 |"| 政治經枬問題の戰線統ー問題等を討讅した。その主なる參加者は、前述三名のほか、 
降ボ少將杉村勇次郞、海取少佐金子忠吉、出3大社敎副總監千家镎吐.立 |1| 蝌如大逍重次、大日 



光萬吉 、日本 産業 軍 今 村 等、 S 本能 介、— 嬰 六、 總聯 f , 井 響、 末 中 勘三郞 、新 日本海 
蜃合赤 崎寅吉 、同那 蠢一ニ 郞、 E 松 E ?、 新：！： 本 1 大阪支 SCT 長 S 剛毅、 口木 帝 
業 協同 團 理事 靜久 吾、 同 幹 器 E 神 ヵ奶、 济北靑 年 i 中川裕 等で ぁった (往 I )。 . 

( 81 |)右のぅち、藤陶文六、手岛剛毅らは、八=: # に慊らず、反八月 # 派と結んで、後、五；^;:;衆部を 
粗钱 したので ぁった。 

九月ニ十九111、總聯合が組合僉讅を脫退するや、愛阔勞働間盟統ーの機述昂まり、この八8 ^ 
G 斡旋に ょって、 先づ 大阪に おいて 愛阈勞 働 組合 會議 第一 回 準備# が 開かれた。 總聯合 、新 n 本 
海員組合、 大日 木 勞働 組合 協議#、 1=木勞働同盟、 « 本產業取、蛊阔 £| 民組介等六§が集ま 0 
た。 中部 地方では、 十月 五日、 中部 勞働 聯盟の、 王 催に ょって 總聯介 を 中心に、 名 古屋に 祐 ー回懇 
談會を 催し、 十一 月十四日、總聯合、中部勞働聯盟、中部港涔勞働組合、大日本忠孝勞働紐へ门、 
:::本革新勞撤組合 ^ が染まって、日 --1': ^ 我勞勘 [« ||中部地方協議 »- を創立した。 

最後に、 1 地方では、 十 H 廿六 口、 總聯 <: •達— 染部共 同提ぎ 下 S ー囘 懇談 分が 
開かれ、 總 聯合 、 n 本蠢勞 倒仇樂 部、- 木勞倒 SC 協議 會 、來震 篇盟 、汽取 會社從 3 
組合 帝 ！ S 木材 エ ^ 沽泠、 大東 京大 エ組合、新ロ本海：！；組八1等の代表片四十七名が染まって捣讅 
第一 節 ニ •ニ 六 事件の 情勢 ニへ た 



第 六 章 二 •二 六 事件を 中心として II 力 C 

し、, 雲 机 合 統一 促進 關東 地方 懇話 會を 創立し、® 的に 連 格 It なつた。 そして 
三 地方 懇談 Q 後、 S 和 十一 年 一月、 大阪 において 愛阔勞 倒 組合 分議を 結成ず る® ひにまで なつた 
が、 更ら 51 ねた 結果、 三月 十 音、 東京 £ い 5 i § 組合— if 創立す る ことに 
決定した？ ぁつた。 (しかし これは 後述 6 如く、 ニニ 一六 事件 後の 戒厳令の ため 延期せられ た) 



第二 節 ニ •ニ 六 事件の 經緯 

I 事件の 勃發 

永 田 事件 そ Q 他に ょつ て、 世人は W となく 不— れつ/'、 世は 昭和 十一 年 ( II 六 年) に 
入つ た 劈頭 謎^: は 解散せられ、 二月に 總選 取が 施行せられ た。 この 選擧戰 は、 现狀維 打 勢力 
5 ホ 新勢ブ の '.响 勢力 盛-， 我の バ a メ- 夕-として 注 村され たので あつたが、 姑 架は 旣成政 被 
の 大勝 S 塗 翁 ms 敗北に 終つ た、 なかで も 無產政 蘇の 躍進は 相 常の もので、 社大 蘇の 十八 
名を 筆頭に、 全部で 二十 四 名の 當 選を みた。 

一方に おいて、 第一 師 一が HIS 來 、笤 「三十 年 振り」 で滿洲 へ— If れ るこ と 
、なつた w た 一月 二十 八日から 開かれた 永 S 件の 犯人 W 澤三郞 中佐の 公判は、 爲莊 ，ニ郞 
大將の證人出廷を中心として意外の紛糾を來たした。 

ところへ、 ニ •ニ 六窜 件は 起つ た。 

ニニ— 件は、 子 li 件 以上の 重大— る。 事件 の經 過に ついては Jf 四 H 午後 
第 ニ節 ニ こ 一六 事件の 經输 



第 六 車 ニ こ 一六 事件を 中心として ニ 力 一- 

一 常 分に 鋈§ 部 12 し VS せられた も 2が、 比較的 簡 にし 5 領苦 てゐ る。 それ 
に ょれば、 「ニ H ニ 土ハ阜 朝 近衛 步兵 1 聯隊、 步兵 第一 聯隊、 步兵 第三 聯隊、 1 重® 兵 第 七 
•聯隊等に © したる將兵約千四百數十名は、(中略)不法出動を敢てし、(中略)先つ竹ぉ竹邸铲，膝 

s 大證 邸、 1 敎 1 邸、 牧 1内 大 i 舍 (湯 1 M 旅館) 、樂袋 •眷 邸 、 S 
大藏大 私邸？ 難し、 SW 大 E 、 憲敎 S ? ■し、 樂侍從 長、 S 大契 1 

fs しめ (高 橘 大藏大 i 同 ns)、 次いで 此 等叛亂 取は、 窬 附近に 位© して、 
その内 外の 交通を 議 する に 至つ た。 その H 的と すると ころは 趣釋 にょれば、-^ 外 重 人 危機の 
瞭、(中略)大谈を正し阀做を擁護開顯せんとするにぁつた、琪件起るや東夼咎備 >.-] 令宫は麻に # );1 
部隊を 指 輝して 治安 任じ！ m 牛 後一 二 時 浓ー師 管 S1 を 下命 f れるこ t なつた。 
この間、甲府、佐食、高崎、字都咨等ょりー部 «0 部隊に上京を命ぜられ：：翌廿七日には東 -|:.* 小布 
の 一部に 戒跟令 3施行を令せられること、なり、新に戒厳司令部編成せられ ^ 5:* ^^ 1.-- ^ 丫 ^ 
椎 >|' 將は戒嚴 〇1 令它に補せられ(中略)、帝都治安の恢復に常る带となつた。(中略)廿八0に至り 
(中略)遂に強行解決を決意せらる、の土むなきに至つた次第でぁる。(中略)斯くてニ十九门朝 
先づ麴町码永田町附近の住民に避難を命じ、市内の交通を停止し、叛亂艰に對しては強行泔決2 



に 出る と S 、 他面 1 に S 順 i? 與 へて 飛 s. If f §e ビラ 等を- 
撤 布し 反 竹— むる fHS た 所、 下士 1 は漸— 順し 來 fQS じ、 同日 午後 殆ん I 
順す 乙に 夫々 武 製を 解除して 兵释 に 隔離 收容 される 取と なつた。 又、 叛乳 軍の 幹部 中、 
野 リ 四 C5 は S しそ Q 他 Q 大部は、 衛諸欝 に收容 せられ S 兵火 裏 ふること なく、 叛 1 
帘の领史を兑たわけである。」 

叛亂ポ S 加した 下 主 ns 鍵は、 If 六 n 午後 七 時 S 養 令 部 震に ょれば、 「舞 步毛 
第 I ニ 聯隊 五十 數 名、 歩— 一 聯隊 四 打數十 名、 步 1 12 十 名、 野戰 重砲 第 七 聯隊 十數 
名」 とい ふこと で I、 幹部は、 二月 二十 九 si 表に ょれば、 「 陸— ⑴淸貞 、同 1 师 
三、 同 野中 四郞、 21： 中 S 中 1 明、 RI く 同—、 同 坂 井®、 獲 砲兵 中锫 I -ュ 
下步兵 少尉 七 名で ある。 

■-パ-:-丨戒殿司令 ^ 發表谘十號にょれば、「今次祺件に關聯し北ー歸、西旧税、屮村連明、— 
吃 雄 久银” 竹也 配 井宰％ 百 五十 名は 束裘益 及 許麗 に繁 並に 檢 屯せられ 取調 巾な り」 
I るが、：^ 間侧 は、 極 i 數 Q 例外を 除き、 器 前には 何 取 も 知— れ なかつ たやぅ で—。 
とのことは 九.ー五 31{ 件と全く異なる特微といひ ^ るであらぅ(|狂 |)0 
第 i 亍 11 六— の— 



節 六 章 ニ •ニ 六 填 件を 中心 として 1|九2; 

(註 I ) 明 偷 軒捃敛 ||| 中阀 1|1 大將は叛 «, 勃發の蒗ニ十七：：：午後、九段偕行社に甲 »»' 、％略、荒木闲¥事參 
議贫と#兑した。これは准件 |!1 —における玫即沒闲 |*1 «? 5唯ーの動$ともいふべきも3であるが、むしろ随 
軍 大將 として s fr 動と みるべき であらぅ。 

ニ 事件 發 生の 理由 

何故に かくも未付打の大 ^ 件が起つたのでぁるか？ 

これにつ いて. 昭和 十一 年 七 2?七日、陸帘ょり發表せられた本茁件の判決现由尨は、左の如く 
語つ てゐ る。 —— 

村中孝次、磯部淺一、得川淸れ、安藤輝三、栗原安秀、對馬勝雄、屮橋茈明は夙に 1 >|: 相の頹 
廢 人心の 輕兆 を慨 し、 阔家の 前途に 薆心を % ぇぁりしが就中昭和五年のロンドン條約問题*昭 
和六年の滿洲叩變などを契機とするー部識荠の， |'|: 的垃見、 ¥ 内に起れる滿洲取變3枳本的解 
決耍踅 の 機 速な どに 刺戟せられ (中略)、 當に阔 玫生活の作興、闷防祇備の充竹、阀民生活の安定 
など方に阈遝のー大飛躍的進展を策せざるべからずの秋に當阎しぁるものとなし時艱の兑服打 
開に 多大の 熱 葱を 抱 持す るに 至れ P 。 



なほこ Q 間辑 f 從窜し 兵 S 身上を 通じ 農 山 漁村 S 乏 、小 商— 21 得して. 
深く これらに 同情し、 就中 一死 S 共に g 防 S 一線に 芝 •へ 真 志？ に 1 f 
のと 思惟せ り。 

::かくて前記の奔はこの非常時局に處し(中略)内治、外交共に萎糜して振«ず政芘は贫利 
に隨 し：： 財 間 また 利愁 として ー 特に rv トン 條約 成立 SIS いて 靡播 •十 犯の 

所 21 斷 じ、 かく Q 如 ssi 、 董、 1 、還、—、 温な—— 級が S 

の 本義 S り大播 sf 輕ん ずる Q 致— 所な りと なし 一 S 民た る， へき 身 本然の S 
I 現せん がた め 速 かに これら 所——— 打倒して— sffsf と 
を 痛感す るに 至れり。 

しかして そグ念 進^! 激 性が 國 取 I 般將志 堅！^ 中正なる 思想と 相容れ ざり しに 由り 思想 傾向 
f 步兵 大尉 大藏榮 一、 问— 、同大 親好 1 と—— じ、 天— 下等 
K 一 牌た るべき S 内に い S ゆる 同志 親 念を 以て 橫斷的 围 結を 敢 てし、 I こ ょり 前記 
の 弃 2 大部は 北 g ； 次 g 及び 西 ⑴稅と Qg | 係 交渉を 深め、 そ q 思想に 共嗚 する に 至 り しが， 寺 こ 北 
輝 次郞著 「口 木 改造 法案 大綱」 12 思想 SS いて— に 我が sf 相 もの 
第二 節 二 •一一 六 事件の 結 緯 



笫六章 ニ •一一 六 事件を 中心として こ九六 . 

あるに 拘 はらず その 雄勁なる 文章 等に 眩惑せられ ために 素朴 純忠 に發 せる 硏究 思索 も 漸次 獨斷. 
偏狭と な 〇 不知 不 S 間に F : 邪 Q 辨別 S り gf 1 する 望 甘。 

しかしてこの間生起したる昭和七半血盟團祺件おょび五.ー五祺件において深く同薆者 ^ (0 
镢起に 刺激せられ 益々 阔家率 新の 決意を 同め (中略) 危險思 想を 抱 蔵す るに 至れり。 

かくて 昭和 八 年頃ょり 一般 同志 間の 聯絡を 計り または 相： 立伶合を重ね秘々意兑の交换をなす 
と共に 不 §君頒布等各雰 措 SS じ SQ 釋に努 むる Q 外 I 部 Qsf ては 堪隊敎 
育に 常り そ Q 獨斷的 思想 信念 Q 下に 下士 S 袋 新 的 思想を 注入して そ SS 努めたり (中 
略) 更に 天齒 關說 if て 起れ る 爵明徵 問題 Q 進 f 共に そ slif なり 時价も 
敎 太丨欲 ^ の更迭あるやこれに關するー部の言を；斗にし輕々なる推斷の下にー途に統 ^ 榷千^,の 
苹 VI ありと なし 大いに 憤激せるが偶々相澤中佐の永田中將殺害赛件に伶し深くこの舉に感動激 
發せら る、 所 あり (巾 略) 一部 重臣は、 (中略) 國法を 超越す る# 在な 0と臆 斷し >法的に之がげ 
倒を 企 11 すと も 到底 邦の 2:的を達し捋ざるにょり * しく阙法を超越し取のー部を偫用し府接行 
動を 以て 之 等に 天 f 加へ— •へ か— しか I Q 行動は 現下 非常時に 孛る 舉 なり 
と辟じ见に之を契機として國砬の明徴、阔防の充贺、國民生活の安定を庶幾し祇上奸部を推進 



していはゆる昭承維新の奴现を撕さしめること 5: 企圖せるものなり。(下略) 

三叛 亂將 校の ィデ ォ a ギー 

陸衹竹發表にょる右の判決理由荖のー部拨用にょり、ニニー六事件關係將校が>かなる過程に 
ょ つて 相 結び 祺を 起す に 至つ たか、 略々 推察せられ るで あらぅ。 しかし、 これ だけでは 五 •一 五 
事件、 血盟 S 件と、 そ Q ィデ ォ a ギ 1 が 全然 同一で あるか 否かは 明瞭で ない。 しかも、 この 點 
は ニ * ー六$件の本質を知る上に頗る重要視すべきものである。 

ニ •ニ 六 事 常 後 Q 思想を 知る 上に 參考 となる 稀少な 資料 Q 一は、 雜誌 「 n 本 評論」 昭和 士 
年 三 爿猇 所載 「靑 年將 校に 物を 訊く」 とい ふ 一文で ある。 これにょ れば 、いは ゆる 「靑 ■¥ 將 校」 
とは、 「取 陕内 にあつ て、 下士官、 兵士たち と 苦樂を 共に して ゐる 中隊長 以下の 若き 大尉、 中尉、 
>少尉にょつて占められてゐる。決して芾部の中央部にあつて華やかに世間的な在を認められてゐ 
る もので ない」 ので ある。 また 靑年將 校の 考へ は、 左 ^ と 同じでは ないかと いふ 質問に 對して は. 
「 ^ 搬觀念から /1 , 發してゐるといふー點で、磁石の «'| 極ぼど違ふだらぅ」ともいつてゐる0また彼 
等は支配階紱の内容をぱ「例へば政黛であり、財谰であり、艰明であり、史_である」とし、い 
第二 節 二 こ 一六 事件の 轻捃 ニ - fti t : 



第 六 章 二 こ 一六 事件を 中心として 二 九 八 
は ゆる 新 官僚に 對 しても、 ffl 當 手酷し い 批判を して ゐ る。 

S ち 彼等は いふ 「官僚は 長年 政 黨の應 迫 下に あったので、 こ Q 時と ばかり、 堪部控 頭の 
力を 逆用して ゐる Q だ。..： 此 Q 新 SQ 立場と いふ も Q は、 假に 維新を 例と すると、 公武 八 ：； g 
派 だ ■..パ R 僚が 宥板 にして ゐ る、 ^ 勢力に もよ い 新 勢力に もよ かれと いふ 存在は :^ /?? である。 

: 家改迅 など 思 ひも 寄らない。 むしろ 明治の 常 初に おける 背 僚 階級と その 華やか さに 對する 
思家に過ぎない ..：運動を實践するに當 0 ても、自らそのカもないので父><に賴らぅとしたの 
だ」 と。 

次ぎに、 裂 i も、 彼等の 批判を 免れ 得ない。 I 「取 純に襄 と 靑年將 校と を 結びっける 
ことは迷怒至搔である。右筲と云つても、日木精神を ^ り物にして、寄生虫的存在が多いと达ま 
れる だから 旣成の 右贸阐 腌 とい ふ ものは、 革新 ^ 動の 中心には なって ゐない 現 狀 だ。：： 右 ^ 
小兒 S ど Q で 例は、 i によく ある 近黌が 酒に 5 5 為を前§ いて 深刻な 額を し 
てゐ る。 それに 魅力を 感じる やぅな もの だ。 最近 QS 右 赞 運動な どで よく 發兄 される やぅに、 
阈？ 改造す ると 稱 して ゐる ものが、；： 一夜 待 介な どに S 入して、；^? 抱いて KSSS 下に 醉 
ひしれ て ゐる實 情で ある。 それで 何の 改造が S るか、？ として 撤 いて ゐる资 や 露片 こ" 



しわけがない。 で、 谘一に 彼等には 眞劎さ がない。 改造の 捨石に なる 信念がない。 だから 改造 だ 
改造だと云つてゐながら、ひとりでゐると淋しくなる。同志が集まつては濟を作み、女を抱き焦 
燥的寂寥を龉魔化さぅとしてゐるのだ：：」と。 

戢後に神兵隊琪件にっいて聞かれて「ぁれは、ファッショだ。！=木の1;傾觀念を錯读した歐化 
思想である。その改造の方法に、阔家に摱亂を起して戒骽令 5: 敷かぅとした如き思想は以つての 
外のことだと思ふ。況んや其の资金を作る找に株式の投機業者と結托したり、义は關係荠がさぅ 
した金で遊興してゐたなどに到つては、むしろ苦笑を禁じ得ない」といつてゐる。 

四占據 部隊 中央部の 動靜 

事 仲 巾、 叛取 中央部は いかなる 動きを 示して ゐた か？ いまこれ を、 前述 陸： 水 竹 發表 判決 理由 
書に ょつ て 窺 ふこと にす る。 

昭和 維新 斷行折 術 

11 ニ 廿 六：：： 東 束 方而の 襲嚷を 終へ たる 部隊は 豫め計 割せ ると ころに 基き 竹 相 宂 邸、 陸相 

竹邸、隨祇教及び释視廳 2: 占位し麴町棹西南都地码ー帶の交通を制限し、以て赉出淸贞、村屮 

第二® 二 •= 六 事件の 轾蟑 ニカ夂 



第 0 l | •ニ 六 亊 件を 中心として 三 

孝 次 機 蓮 56漀首腦 部に 對 する 折衝 工作を 支援せ り。 

1 许川淸 以、 村 中 孝 次、 I 淺 一ら は 丹 i 忠 Q 指揮す る_矣 にニ兰 十六 n 午前 五 
時 1 奈川矣 將 yl し、 香 m 淸戍は 一 同を 代表し—— (5 ) • を— と 

共に 各所 _の狀況を 說 明した る 後 維新 斷 行の ため# fi し、 Is 森、 次 

官^ 一, 卜少將 滿井步 兵 中佐を 招致して 冰態收 拾に 善處 せられた き S 請せ り。 

(住 I) こ sirj 、 村 中 ssf f ,, で f 、 二十 六 nls に老 して そ S — を 
耍 求した もので あ so 

この間 MHI 十 時 ごろ— 淺 一は R1S いて、 折 柄# は—— f 
對し 奉統を 以て 射 @ し 同人に 箭を致 はしめ た D。 

次いで 彼らは 折柄來 邸した る 山 下少將 ょ— 部 竹腦部 において 起案した る 薄 文 S 聞け 說 
示せられ たる もこれ に 服 亡 ず 0 

访 i 戦時 囂 q 下命 せらる，， や、 成 5 く これら 部 賢 流血 slg 依り— 
せしめむ とする 1 q 方針 t 同 二十 六 n 夕ょり 步兵 第一 聯 S 小 藤 大佐の 指 押下て 
入らし めら，， 次で ヒー 十七 Hnr 朝 戒厳令 中 一部 施行 f し 後も晋 と 3 方針 2下£ 狀態 



を持賴せしめられたるが、幹部は之 5: 以てー般の情勢好轉せりと判斷し益々其所信を深め、そ 
の 企 園を 斷 行 推進せ むと志す に 至れり。 

12 同 =:廿七日朝村中孝次は滿井中佐等の勸#にょり陸坩将參謀木部8執務の便宄を顧墘し 
同地を解放し、寧ろこの際各所辍部隊に引揚ぐべき旨同志に提讅せるが、一同の容る、所とな 
らず、結局贫相官邸及び新讅祺堂附近に部隊を集結することにー決したるを以て村中孝次、香 
^淸戍は、戒嚴司令部に到り司令宂秃椎中將、參謀長安并少將等に對し贓起の趣意並に帘上秘 
部に對する耍望を述べ部隊の配備を縮少する件を說明し’現沒備狀態を钾らく是認せられたく 
(中略) とカ說 し、 次で ft 中 孝 次、 磯部 淺 一等は (中略) 赉⑴ 淸貞 、栗 原 安秀、 亡 野中 四郞等 と 協 
3 し、 同： =午後四時頃陸相 15* 邸において一部朮浓參議{:;:と命見し(中略)耍請する所ぁりしが 
却て先づ小藤大佐の命に從ひ现位迸 5: 撤去するの必耍を說示せられ、ー應は之 5: 諒解せるも撤 
去 意思を 確定す るに 至らず、 而し て此％ 部隊は 小 藤 大佐の 指揮に 基き 同夜ょり it 相、 蔵相、 鐵 
.相、 農相、文相、各 15* 邸、料理店幸樂及び山王ホテルに宿營せり。 

遂に 抗戰と 決意' • 

13 二月 廿八 日朝 村 中 孝 次、 卉 Ml 淸 は 近衛 步兵 第三 聯隊 長ょり 中 橋 甚明に 對する 聯隊 命 
第二 節 ニ こ 一六 事件の 縛 緯 三 〇一 



第 六 章 ニ こ 一六 事件を 中心として 三 0 二 
令と して、 

戒嚴 司令 {K は 勅命を 奉じ 占據 部隊を して 速に 步兵笫 一 聯隊 兵 ^ 附近に 染結 せしめら るるに 
ょり間中尉はその指揮下にぁる部陕を率ゐ小藤大佐の指揮に入り行動すべき 
旨の電話通述ぁりたるを承知し(中略)、偶々小藤大佐は戒嚴司令宵に對し下されたるト2據部隊 
を 速 かに 原 所思に 役 歸せ しむべき 31の勅命に菡く笊ー師團命令を受領し、(中略)これと前後し 
て忖中孝次’杏⑴淸戊ゝ對思勝雄 ^ は牛前十時頃第ー師阐司令部に到り師阄長及び參謀铋に對 
し 勅命の 下 令な き やぅ 斡旋 方を 陳情し 陸相 {r 邸に 歸來せ るに、 山 下 少將來 邸し これ 等 符腦者 に 
對し勅命に莊く行動の找施近きこと確找なるを以て善處すべき旨通達する所ぁり、ょつて竹惝 
s<s の 結 见 自決の 決心を なし、 偶々 霜に 來 れる師 豐及 び 小 藤 大佐に 對 しても 阵下 S 
命令に 服從 すべき 3 t-l ^ ひたる も (中略)、 筘ー線 $: 指押しぁりたる背も情況の不明に基闪1成は 
流言に惑はされ心境ー變し、(巾略) |..1 :^廿八ロ夕ょり首相官邸、新 ^ 唭堂、陸取竹、山王ホテ 
ル等に位蹬して戰翊增備をなすに至れり。 

抵抗 斷念と 野中 四郞の 自決 . 

14 斯くて戒嘏司令{::杏椎中將は小藤大佐に對し、これ等部隊の指撣描を解除しー般位阑部 



除に 對し廿 九日 朝を 期し 一齊に 占 據地蔣 の 掃蕩を 下 令す るに 至りし が、 叛亂幹 部の 人 部は 卄九 
ロ¥朝ラデオ放送並に撤布せられたるビラ等にょり勅命に基く行動の旣に開始せらゎたるを確 
認し&包圍部隊の逐次近迫せるを目擊し抵抗を斷念して下士官兵に對し屯當に歸逞を命じ、先 
に歸營 せる 數十 名を 併せて 同：： 2 午後 ニ 時 頃までに 下士官兵の 全部秘 順す るに 至れり、 爾後 山 本 
又を 除き 幹部 全 只陸相{::邸に染合、その多くは自決を決意したるもー部の者はその時機に非ざ 
,るを主張し、遂に亡野中四郞を除<外ー同自決を斷念し、同ロ夕何れも東朿衞戍刑務所に強制 
收容 せられ、 山 木 又は その 宗敎心 ょり 同：： 3 午後 •ごろ 逃れて 身延 山に 向 ひしが 三：^ 四 R ii i 兵 
隊に 自首せ り。 

五 鎭壓の 過程 

この 未曾有の 琪件に 對して 、陸 班 當局 はいかなる ^ 挺を 以て 臨んだ か？ ー步 誤ら ば 垫祇 相 梁 
の不祥事を生じ、且つ全帝都は浞亂の巷と化する危險がぁる。幸ひにして當局の措蹬宄しきを得 
たため、 ロ 本は 空前の 不祥事から 逃れる こと、 なつた。 この 當- もの措置の經過をひとへに當 ^ # 
表の資料をして語らしめてみょぅ。 —— 

第二 節 一一 •ニ 六 亊忭の 锊緯 三 0 三 
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笫六章 ニ •一一 六 事件を 中心として 三 0 四 

叛齓 勃發の 當 « 、岡田首相の卽死が傳へられたので、念遽參内した各閣僚は閣議の結染、後藤 
£ 相を して 總理大 S 臨時 代理を 兼任せ しめ、 緒いて 同夜總 辭職を 決定。 陸 坻は 治安 維持の ため 戰 
時！ 令を 施行す る こと、 なり、 同 n 午後 七 時 東京 昝備司 令 部ょり 左の 發表が あつた。 

二月 二十 六日 午後 七 時 東京 昝備 司令部 發表 
一、 本 n 午後 三時 笊 ー師阀 W 下诚時 答 備を下 令せ らる 

ニ、 戰時释 備の ロ的は典カを以て重耍物仲を矜備し併はせてー般の治安を維持するにあり 
11 ;、 目下 治安は 維持せられ あるを 以て 一般 市民は 安堵して その 業に 從事せ らるべ し 
廿六日午後十時東京沒備司令宂の發表 • 

吿 諭 

今般 第一 師管に 1 §時释備を下令せらる、本職はこ、に大命を奉じ眾隊のー部を所要方 |&1 に出 
動せ しめたり、 今囘の 出動は 帝都の 治安を 維持し 緊要なる 物件を 擁護す る r 4 的に 出づる ものな 
り、¥隊出動の目的以上の如し、本職は宂民互に相戒め讅言を惧み秩序の維持に協カせられん 
ととを 希望す 

昭和 十一 年 ニ H 二十 六日 



東京替備司令它 香 椎浩平 

他 省の 發 表。 —— . 

1 1 十六 日 午後 八 時 四十 五分 海 取 省發表 

一 第一 梅隊 ^ ニ緩 ^ は各也％^湾及び大阪灣替備のため囘航 $: 命ぜられ、それ^^ニ十七日 
入港の 豫定 

一 r •讓 8 備戰隊 は 東束釋 f 命ぜられ 二十 六：！； 午後 芝 浦に 到着せ り 
1 一士 ハ 日 午後 九 時 十五 分， s ： 務朽發 表 

先に 陸 第 劣より 發表 せられた る 事件に 關 しては 帝都 及び 全國 各地 方と も 一般 治安は 維持 せら I 
人心は 動！ t £ なく 平靜な り 

ニ 十七 日 午前 零時 半 内務省 發表 

その後 各地より 來着せ る 情報に よれば 各地 方と も 何等 事故な く 平穏な り、帝都に於ては讲皱、 
憲兵、 替察相 協力して 治安の 維持に 當りつ /.ぁり、ー般に平铠なり、 . 

次いで 二十 七日 午前 三時 半、 東京 市 全部に ー且 り戒嚴 令を 布く 旨 公表せられ、 戒 嚴 令 第 九 條及び 
第 十四 條 適 5」 る、 こと/'?、 戒嚴 司令部は 九 段 取 人，^ 館、 戒嚴 司令 s : g ^ 京 普備司 
第二 節 111 六 事件の 終 緯 . =5£ 




第 六 章 ニ こ 一六 事件を 中心として „ 一 0 プ 

_ 令 宵香椎浩平中將、戒嚴參謀長は東京替備參謀長安井藤治少將の兼補となつた。 

.二十 七日 午前 八 時 十五 分發表 戒厳 司令官 吿說 

今朝 昭和 十一 年勒 令？ S び？ 九號 (二月 二十 七日 官報 公布) を 以て S 2 .■に 戒龄 
令 中 一部 施行を 命ぜら る。 是 蓋し 前 吿驗に 示せる 如く 帝都 附近 全般の 治安を 維持し 緊急なる 物 
件を 掩護す ると 共に 赤 系 分 ssf 未然に i する 的 に 出づ 。普 本 @は 大命を 奉じ 
兵カを以て戒嚴地境を普備し地方行政事務及び司法事務の軍祺關係ぁるものを管掌せんとず 
地境 SB 民克 くそ Q 理を辨 へ 協力 一致 深く 言動を 愼み 本職を 信 倚し 以て 戒厳 Q 施行を して 遺 城 
...たからし めんこと を 期すべし。 

■昭和 十一 年 ニ： n： 二十 七 n 

戒嚴 司令官 香 椎浩平 

:ニ十七 0 戒嚴司令宮部發表第ー號 

一、 戒嚴 司令官 隸下 Q 部隊は 近衞 S 並に 第一 師團？ 時 在京 部隊 3外 咋 二十 六日 上京を 命ぜ 
られ たる 近在 部隊 Q 一 部に して これ 等の 部隊は 旣に昨 二十 六日 夜半 着 京せ り。 

ニ、目下東京市5:は平辟にしてその後變化なし。 



1 1十七 0 戒嚴司令部發表第ニ號 

二十 七日 — f り s 總監 及び s 司令 宵 ■事に 關係 ある 警察 事務に 關し 左の 如く 命 
ぜらる 

一、 集合 及び 時勢に 妨害 ありと 認 むる 新聞 雑誌、 廣吿 等の 停止 
ニ、 銃砲 弾 築 共 器の 貴 K 及び 授受 禁 土 

三、 交通は 停止せ ず 

四、 昝戒配備を嚴にす 

.二十 七日 牛 後 九 時半、 ラ デォに ょる 戒厳 司令部の 發表 

目下 東 };- 7=中において種々流言が行はれ御心配の向もあるやぅでありますが戒嚴司令【目は必耍 
の眾？ もつ て璧に 替備し 帝都の 治安は 確實に 維持 せられて 居ります から 徒らに 風說に 迷は 
されぬ やぅ 御注意 下さい。 

1 1 十八 日 午後 十 時半 戒厳 司令部 發表 第三 猇 

一一 昨：！： ニ 土 ハ：！！ 早朝 騷摄を 起した る數百 名 Q 部隊は S 下；^ 町區永 田 町 附近に 位置し ある も 
之に對しては戒嚴司令官に於て適應の措置を講じつ、あり • 
第二 節 ニ •ニ 六 事件の 耗嫜 



第 六 章 二 •一一 六 事件を 中心として 三 0 八 
1ー、前項部陕以外の戒贱司令官隸下の珉隊は陛下の大命を奉じて行動しつ、ぁりて祇紀鞔 :|£ 
士氣亦 旺盛な り . 

三、東竹小市€:も麴町區永田町附近の小部分以外は平靜なり、又其他の全阈各地は何等の變化な 
く平穩 なり 

ニ十九日には、平和的處理方法つかず、つひに斷乎武カ鎭辦が決定せられた 。 I 
ニ十九 0 午前六時ニ十分發表戒賍司令部吿躱第ニ號 
本職は 更に 戒嚴令 第 十四 條全 部を 適用し 斷乎南 部麴町 區附 近に 於て 騷搂を 起した る 叛徒の 鎭壓 
を期す、然れどもその地域は狹小にして波及大ならざるべきを豫想するを以て{2:民ー股は前吿 
諭に 示す 兵力 出動の 目的を兖く理解し特に平靜なるを耍す 
昭和十ー年ニ月ニ十九ロ 

戒嚴司令官 香 椎浩平 

ニ 十九 日 午前 六 時 二十 五分 戒嚴 司令部 發表 

二月 二十 六日 朝 蹶起せ る 部隊に 對 しては 各々 その 固有の 所 囁に復歸することを各上首ょりぁら 
•.ゆる手段を盡し誠意を以て枓三科四說論したるも彼等は遂にこれを聽き入る〜に至らず。 



そ も f 題 部？ 對 する f S ため 時 mQ _ s : # 敢て し 所以 Q もの § しこ _ 谢 
雁 S ため 謹 f I 於て は 流血 SIf I 幸で る 情 勢| 來| 
ては そ sf 域 ss<t 葛 を 始| ■邸 S び 奉 f 0、 air こ は 卜 
S 公游 S — り、 で I 導く ことは 杨カ これ— 避せ f •へ か— るの みならず、 
汽垂 に相？ が 如 1 霧 神 上 誠 isf f しに 因る t 、 焭ど も— 
= SI せしめて、 し tl—Qf f は拘 に— 違へ—— 以て 上. 
莢2 上® 篇 •じ— f 撤し 各々 Is ? ベ— 令 f I したる 所、 HL . 
ill f 1¢， $ 旣 i — る 、—」 ff 
解決を i L # せり ォに關 し 不幸 兵火を 交 ふる 場合に 於ても その 範阐 は趙 町 區 水田 町 附近の 
一 V 地域に f 5 2 以て； 般 i は 徒ら 11 1 ことな そ 
の思所に安定せんことを希贺す 
一十 九 n 午前 七 時 十分 戒厳 司令部 發表 

萬 一流 彈 ある や も 知れず 戰闘 M 附近の 市民は 次の 楼御注 意 下さい。 

一醤 のす る 方向に 對 して 讅 物を 利 W し 難を 避ける 事 

f 1 V- 9. • I 1 « ^ r h •• I . 
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笫六窣 二 こ 一六 事件を 中心として 3 ; o 
ニ、なるべく低い處を利用する事 . 

三、 屋內で は 銃聲 のす る反對 側に ゐる帮 

四、 立退區域市電三宅坂から赤坂見付、溜池、虎ノ門，樱出門、咎視豳前、三宅坂の結び線 
は戰鬪區域になるから立退きの琪、この踔域 |^ には阈 # 讅事堂、设ヶ關離 *«* 、阳院窝邸、外 
務资、 释 視廳 、府立 一中 等が ある 

五、 立 退き 隨意两 域半跋 n 前 昝視總 監 官舍か ら辨慶 橋を 繫ぐ 外廓を 行き 黑 IT 1 侯 邸から 大分 商. 
龙 、链南 坂 上、 虎ノ門を 繞る商 域 

六、 その外廓は交通停土區域(以上地域は戒嚴司令部ょり地阖にょる發表) 
本ニ十九1=麴町區南部附近において多少の危險が起るかも知れぬがその他の地域 |^ は危險 
の處なしと判斷される市民は戒龄令下の朮域に信賴し沈着冷靜ょく句令部の指導に服し特 
に 左の 注意を 嚴守せ ょ 

一、 別に 示す 時機まで 外出を 見合せ 自宅に 在つ て 特に 火災 豫防に 注意せ ょ 
ニ、 特別に 命令の あつた 地域の 外 避難して はならぬ 

ーー一、適時疋確な情報や指示を「ラデォ」その他にょ0惮達するを以て流言蜚語に迷はず常に 



之 等に 注意せ よ 
昭和十ー ^ ニ月ニ十九！：： 

戒嚴司 令 它 香 椎 告 平 

二十 九日 午前 八 時 十分 成嚴 司 ベ p 部發表 

震を 命ぜら 4 たる— sf — し— QI 1 し— んで した。 震— 
ぜられ たる 地 S 外の 方々 も 落着いて 思て 下さい。 何等 心配ありません。 

(現 介の 地位を 動くな) 事によると 敍砲聲 が 聞ぇ るか も 知れません が 現在 十分 手配が して あり 
ますから 決して f ん。 ISV 1 G 地位を 艺§£ て 下さ 5。 S 外に 出る 
と 流弾が 飛ん 1 も 知れ— ん から 却？ 危險？ 。填— q 中 SS や大 ISQ 

1 SS ぇて 來る 方向 q 反— に K に S て 5 下さい。 笤火 SSI ひます。 

戎嚴 司令部 當局談 

二十 六 ni 以來 部隊—? 永 S 附近に 占據 f 一 部 靑年將 校は S 命令が 下つ たの 
にも 拘 はらず これに 服從 81 つた。 これ 等 靑年將 2對し ては f 間に 互り • 
陸艰 S , 戒嚴 司令官、 師阐 長、 聯 ■其 他 陸軍 首腦 者同份 等より _ を 問は ず 熱誠— 
第二 節 二 こ 1 六 事件 Q § = ニ, 



第 六 幸 二 •ニ 六 事 作を 中心として 三 一二 
所® に 復歸 する槐 說得 したが、 一應 これに 聽從 する が 如き 形勢を 示した る こと も 數囘に 及んだ 
が 忽ち 前言を 馘 す 等の こと あり 遂に 奉 勅命 令に 叛旗を 銶 してし まった のは、 かへ すがへ す も 填 
憾に堪 へない。 併し 彼 ^ に 串ゐ られて ゐる 兵士 等は 何も 知らぬ ものが 多い のは 勿論であって 唯 
將校の 命令の まに <これに率ゐられて出て行ったものが大部分であって彼等を叛徙と兑るこ 
とは 誠に 忍び 得ない ものが あるので 今日に 至る まで それ 等の 兵に 對 しては 上官 卽ち師 阗長 聯隊 
長な どょり 順逆の 理を說 き說得 大いに 努め 場所に 依て は 一典に 對 しても 馬を 降りて 說くな ど搔 
力 努力した ものである。 又 可な り 各所に 散在 もして ゐる ので 昨夜 來顚 逆の 理を 明かに した 說得 
# ビラ等を撒布し义今朝來は飛行機を以てこれを撒布してゐる(往|)。その他廣齿氣球の利用 
(往ニ)電話の利用等凡ゅる手段を講じてをりこれがため咋夜ょり今曉にかけ下士酋以下百數名 
の歸順者があったが牛前九時頃更に山王ホテル附近に於て約百五十名、赤坂兑付附近において 
約 二十 名、 午前 九 時 二十 分顷 には 赤 坂 溜池 方而に おいて 約 百 二十 名の 歸 №1 者が あった。 この 分 
で 行け ぼ 今後と も續 々 歸順を兑るものと思はれる。幸ひにして只今迄まだ兵火を交ふるに至っ 
て 居らぬ。 

(註 I ) 飛行 梅から 撒かれた ビラは、 左の 如き 内容の、 ので ある 。 I 



下士官兵- l - fl -. H グ 

一、 今 カラ 一 K モ遲ク ナイ カラ »: 塚へ ^ レ 
ニ、 抵抗 スル 者 ハ 仝 部 逆賊 デ アルカラ 射殺 スル 
三、 オ前迮 ノ父母兄弟ハ网賊トナルノデ锊泣イテオルゾ 

戒联司令部 

( § 1) この アド バル 丨ン は、 塊 ひ 分館 屋上から 揚げられ、 左の 大文字が S た 0 

勅命 下る、 軍旗に 手 向 ふな 

午前 十 時 五十 分嚴戒 司令部 發表 

ー坑 一師團 方} 一に 於いては 叛亂 堪に對 し® 車を 派遗 して 兵士 說以 Q ビラを 撒布せ り 
ニ、 飛行機を 以てする 兵士 說 得の ビラの 撒布は 依然 繼續 しつ、 あり 

三、 今朝 ilf れ S した— QM は證 Is 出に 伴 S 愛び If して 逐 
次 保護に 任ぜし めつ/' あり 

四、 幸 ひに して 唯今に 至る まで 丘 ハ 火を 交へ をらず 

この 门符 名なる 「兵に 告 ぐ」 の說 論が 發 せられた 。この 震を こめた 名文は、 これを 放送す 
る アナ ウン T も淚 、聞く も Q も黨 であつ た。 こ Q 「兵 S ぐ-は、 取 件の 和平 解決に 偉大な 
第二 節 二 ニ i ff -- s 緯 三 一三 



第 六 章 二 •二 六 事件を 中心として 三 一四 
力が あつたと いはれ て ゐる 。その 全 内容 左の 如し。 —— 

兵に 吿ぐ 

遂に 勅命が 發せ られ たので ある、 旣に 天皇陛下の 御 命令が 發せ られ たので ある、 お前 達は 
上宂の命を正しいものと信じて絕對服從をして誠心誠意活動して來たのであらうが旣に天皇 
陛下の 御 命令に よって お前 達は 待 原隊に 復歸せ よと 仰せられた ので ある， 此上 お前 违が飽 迄 も 
抵抗したならば其は勅命に反抗すること、なり逆賊とならなければならない、正しいことをし 
て 居る と 信じて ゐたの に それが 間違っ て 居っ たと 知っ たなら ば 徒らに 今迄の 行懸り や 葙理上 か 
ら何時 まで も 反抗的 態度を 取って 天皇陛下に 背 き啭り 逆賊と しての 汚名を 永久に 受ける やう 
な ことがあつ ては ならない、 今からで も 決して 遲く はない から 直に 抵抗を やめて 取 旗の 下に 後 
歸 する やうに せよ、 さう したなら 今迄の 罪 も 許される ので ある、 お前 達の 父兄は 勿論の こと 网 
民 仝 饱 も それを 心から 祈って 居る ので ある、 速に 現 * の 位 ©を 捨て、 歸っ て來い 

戒嚴司 令 , ft 香 椎浩平 

午前 十 時 十分 戒嚴 司令部 發表 

1、午前十時稍前、參謀本部附近に於て機關銃を有する下士贫以下約三十名歸順しました 



更に各方而に於て歸順の徴候があります 
ニ、幸にしてたゾ今に至るまで兵火を交へない 
戒狼 司令部 發表 

午前十ー時五十分首相官邸及び山王ホテルにある極く小部隊を除き叛亂部隊の下士酋典の殆ん 
ど 今： 部は 大なる 抵抗を なさず して 歸順 したる を 以て 間もなく 叛亂 の鎭靜 を 兄る に 至るべし 
戒嚴 WJ 令 部發表 

叛亂 部隊は 午後 ニ 時 頃を 以て その 全部の 歸 頓を 終り こ、 に 全く 鎭定 を 見る に 至れり 
右は、 二十 九日 午後 三時 頃 ラ デォを 以て 放送せられ た。 

二十 九：：： 午後 三時 二十 分戒嚴 司令部 發表 

ー、避難された方々は只今ょり憲兵、辤察官の指示を受け自宅にお歸り下さい 
ニ、 瑗 狀 線の 交通 制限は 牛 後 四時 十分 以後 解除し ます 

以上の 如き 經 過を 以て、 二月 二十 六日ょり 四 日間に 百：り帝都の空を掩ってゐた咭雲は審れ渡っ 
たのであった。 

第一 一節 11 ニ 一六 事件の 銪緯 . 三 一 五 



第* js 章 ニ こ 一六 市 件を 中心として 三 一』、 

第三 節 ニ •ニ 六 事件の 處置 

一 直接 關係 者の 處分 

吾が 國空然 Q 大不詳 g たる ニ •ニ 六堪件 q 處匿 は、 先づ 二月 二十 八 口、 叛亂將 校 十五 名の 本疗 
罷免に 始まる。 次ぎに 同 二十 九日には 免官の 追加が あり、 合計 二十 名の 將 校に對 して 位 返上、 勦 
等 功 級 記 S 奪が あった。 都 變鮮決 後、 二十 九 H 川. 接 相は 聲明奚 して 陳謝の f 表した • lit 
月 一 = ヶ後 w 時證 司令部 雲に ょれば、 「一、 叛 SQ 將校 中、 野中 四郞 es 決し、 爾餘 の 大部 

分 :.1( に ^' 8に參加しありたる忖屮孝次、礎部淺！及び ^ 川 # 助は衛戍刑務所に牧界せられたり、 

ニ 歸順 せる 下士官 以下は それ' <-- Jr: (管に 牧 《 介せられ あ り」 と あった が、 三 H w H'f^ .ix K rJC ^ 
諾が設 S せられた。 右 Q ラ ち、.^ S 加 §1 二月 十八：： に襄羞 はり、 + 九 U 午後专 二十 分^; 
軍将 發表に ょれば、 「奴 亂祺 に參 加した る 兵 千 三百 六十 名は 各々 所 ® 部隊に 留 S し眾法 會議檢 祭 ^ 
において 取 計 中な りしが、 昨 十八 n： 一應 QS を 了り 千 一二 5 十數 名は 靈を 解除せられ たり。」 
而 して、 留 f 解除 せられた 兵は、 その後 何れも 無罪と なった ので あった。 



I 方、 叛 IL 將 校ら の 取調は、 七：！：： 上旬に 終り、 七 五日、 判決 言 渡が ぁり、 七日 處刑 及び その 
理由 書が 陸軍省ょり 發表 せられた。 それに ょれば、 「 K 接祺 件に 參 加した る將校 一名、 元將校 二十 
名 (內ニ 名は W 件 S 自決 死亡す) 见 S 直 名、 下士 甘 ニ 名、 元 准士官 八十 九 名、 兵 千 三 1 十 
八 名、 常人 十名屮 起訴せられ たる^: は將校 一名、 元將校 十八 名、 下士官 ニ 名、 元 准士背 七十 一 一 一 名 
.兵 十九 名、 常人 十 名」 となっ てゐ る。 公判は、 永 m 祺件の 如く 公開には 到らなかった。 言 渡は、 左 
Q 如しで ある。 
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第三 節 — •ニ 六 事件の 處 ® 
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同 安 
元 陸 堪步兵 中尉 栗 

同 竹 
同 對 



W 

藤 

原 

馬 

三 一七 



淸 

輝 

安 

繼 

勝 



贞 

三 

秀 

夫 

m 



第 六 京 二 •二 六 事件を 中心として 
宛 刑 (同 ) 

死刑 (同 ) 

死刑 (同 ) 

死刑 (同 ) 

死刑 (同 ) 

死刑 (同 ) • 
死刑 ( ra ) 

死刑 (同 ) 



常 



人 



死刑 (首魁) 

死刑 (首魁) 

死刑 (謀議 參與 又は 衆 群 指揮) 
死刑 (同 ) 

元將校 



同 

同 

同 

元陣堪 砲兵 中尉 
元 陵 軍 工兵 少尉 
元陸裉砲兵少尉 
元 陸軍 歩兵 少尉 
间 



三 一八 

中 橋 基 

丹生忠 
坂 井 
田 中 
中 岛莞 
安 田 
高 橘 太 
林 八 



村 

磯 

水 



中. 

部 

上 



孝 

淺 

善 

源 



明 

誠 

直 

勝 

爾 

優 

郞 

郞 

次 

一 

助 



無期 禁錮 (謀 a 參與 又は 群衆 指揮) 
無期 禁錮 ( 同 ) 



元 陸軍 歩兵 少尉 



元准士官、元下士宫 



元陸軍步兵取曹 
同 伍長 



鈴 木金 次郞 
淸原康 平 
池 田 俊彥 

字 治 野 時參 
長 瀬 一 
渡 邊淸作 
大江昭 雄 
尾 島 健次郞 
蛭 田 正 夫 
靑木銀 次 
小 原 竹 次郞 

三 一九 



笫六窣 ニ •ニ 六 事件を 中心として 

禁錮 五 年 
禁錮 四 年 
禁錮 三年 

譲 三年 

禁錮 三年 

禁錮 ニ 年 

禁錮 ニ 年 (三年 間 執行獬 豫) 

禁錮 一年 六月 (三年 問 執行 猪 嫌) 

兵 

禁錮ニ年(三年間執行狨豫) 

禁錮 ニ 年 (三年 間 執行 猪豫) 



pi 

同 

同 

同 



同 



伍長 
W 長 
特務酋長 
軍曹 
伍長 

M 



同 特務 曹長 



W 長 



啤 m 步兵 上缂兵 
冏 一等兵 



三 ニ 〇 

北 島 弘 
立 石 利三郞 
齋藤 一郎 
前 田仲吉 
林 武 
永2 0 
ほか 三 名 
桑 原 雄 三郞 
ほか 十四 名 
堀 宗 一 
ぼか 十一 名 

中 岛與兵 
坪 井 敬 



治衛 



上等兵 倉 友音吉 



禁銅 一年 六月 (一一 年間 執行 1} 同 

常 人 • 

禁錮 十五 年 宵 m *、 中岛淸 治、 黑 m 昶 、錦 引 正 三、 黒 淨鶴ー 
禁銅十 年 山 本 又 
右の 死刑 十七 名 Q 中、 十五 名 (村 中 孝 次、 錄部淺 一— く) は 七月 十一 百に 死刑を 執行せられ、 
當 日乍後六時、陣軍竹ょりその旨發表がぁつた。 

ニ 副次的 關係 者の 處分 

しかし、以上を以て1 7 ニ六事件關係者の處分塞つたゎけではない。七月ニ十ー日には、左 
記の 六 名に 對し 追加 處 分が ぁ P 、 同 三十 一口 午後 九 時 i 省から そ QI 表せら，^。 

罪名 及び 處罰 
一、 反亂者 を 利す 

•所® 步兵 第一 聯隊 步兵 大尉 山 ロー 太郞 

無期 禁鋇 

二 こ 一六 事件 の產 H 一一 一 



笫六窣 二 こ 一六 市 件を 中心として H 二 二 

所恩步 兵 第三 聯隊 歩兵 中尉 柳 下 良 ニ 

禁銅四 年 

ニ、司令宂堪隊を率ゐ故なく配思の地を離る 

所 ® 步兵 第三 聯隊 步兵 中尉 斩 井 fi 

禁鈉六 年 
三、 叛亂 豫備 

所® 步兵第 六 聯隊 一等 主計 鈴 木 五郞 

禁錮 六 年 

所® ??. 橋 陸軍 步兵敎 導 ^ 校步兵 中尉 井上辰雄 
所：® 歩兵 第 十八 聯隊 步兵 中尉 镟 (1) 淑去 

各禁銅 四 年 

その後、 (Til 年 十一月 十九 n MI 取 當： 5 談にょ 0 「起評 屮の參 謀 本部 附陸ボ大尉 ||1 屮彌は十月"1~八 
日 正午 ごろ 自屯 において 自決」 せる 旨 發表が あった。 . 
また、 士百 十四 H 、 B 眾省 は、 久原！ 3 之 助に 關 する 處分に っ き 左の 如く 發表 した。 



fjli lls て S て 久 11 •ニ 0 件關 II 助 sf 以て— こ 
財し fio し fs 靈十 分な—、 ょ？ 本 人を 不起訴 處分 として 別に 犯人— の 
嫌疑を もつ 5 麓 判所檢 SS 件を— する こと ゝ せり 丨グ 

力 Qi — にょり 久 f 之 取は赉 地方裁判所 檢事 域に 移送され、 取調の 繁龜川 S 衣 
蓝 の罪條 明か— f 附 せられ たが、 公判 Q —、 昭和 十— 音 六 H 、— となつ た。 

ニ •ニ 六# 關 係の 康は そ— f、 事件 靈年卽 ち n 

判決 t 、 翠 合、 そ Q — 蕃 表 雲せられ た。 丨 ブノの i 

取 人關係 



禁錮 三年 
禁銅五 年 
禁錮 四 年 
禁鈉四 年 
禁錮 三年 
禁鋇 一年 六月 

W 三 節 二 こ|六亊件の處置 



陣堪步 典 中佐 
同 大尉 



同 

同 

同 

同 



大尉 

大尉 

中尉 

中尉 



滿井 
菅波 
大藏 
末 松 
志 村 
志钕 

三 二三 



佐 吉 
三 郞 
榮 一 
太 平 

孝 人 



死 

m 


死 

刑 

魁 


+ 

五 

分 

m 

眾 

省 

i 

0 

發 

表 

せ 

ら 

れ 

た 

I 

I 


同 

昭 

和 

十 

i 

八 

月 

十 

四 

B 

% 

左 

記 

四 

名 

に 

對 

し 

第 

四 

次 

の 

判 

ik 

し 

あ 

•) 

\ 

そ 

の 

匕 

同 

午 

後 

ハ 

時 

四 


林 

m 

同 


m 

m 

同 


參 

禁 

銅 

年 

I 

ii 

m 

m 

四 

£ 


/ 

禁 

¥ 

m 

行 

m 

m 

四 

£ 


禁 

保! 

年 

n 


禁 

錮 

¥ 


禁 

m 


禁 

m 


常 

人 

關 

係 


m 

m 

五 

年 


笫 

谷 

• 

1 

件 

を 

屮 

心 

と 

し 

て 




























豫 

備 

少 

將 




西 


北 




松 


宵 


佐 


加 


宵 


町 


¢3 


越 




齋 


- 


田 


輝 




m 


本 


藤 


藤 


本 


m 


井 


付 

捨 

次 




B 


■=? 




次 




T\ 


誠 


正 


•春 


jm 


赛 










税 


郞 




吾 






海 


之 


跋 


幸 


郞 




m 





無期 禁銅 (謀議 參與) まリ W 也 
林 1 ! 年 (仍 未決 勾留 n 数 ニ 百 J £ 十 M 算入 i 般 S 務に從 取) 中 橋 R 夫 
なほ 八 W 十九 = 午前 十一 時 五十 分渠— 表に ょれば、 村 中 孝 次、— 淺 一、 北 輝 次 市、 西 M 
S 四 名は 死刑を 執行せられ た。 

1 助— て 問 f ら 4 て， QSSI 大將 tr g 和 十二 年 九 H 二十 昔、 1 不十分 
の故を以て無罪の旨、_将ょり發表がぁつた。 

三廣田 內閣の 成立 難と 事件に 闢聯 する 肅軍 人事 

事件 领足 Q 日、— 川— 之大將 は、 聲 明— 表して 「こ SIQ 下 SS 5 內 ょり— 
有の 叛亂を 惹起して 軍秩を f 、 深く. _ を愧 まし f たる Q みならず、 寒 $ し 遂に 戒厳の 

布吿を f 篇 S 外 S し 著しく i 及び 環 QS 茜し、 昭 S 代 拭 ふ •へから ざ 

る 汚辱を 貼す slli 痛恨 S へ f 所に して、 St 本— gift's 
の 掩 めて 重大なる 嘉感 しぁ CN 。 丨 堪5 件を 蠢 して 一刻 も：；；. く治審 造し、 装を 確定 
する i くも i なからん こ— 期したり。 ... ： 斯 くして 治安 S 立 漸く 兆の 踅 就— る t 
第二 節. 二 •一一 六 事件 の處® 三ニ ?£ 



第 六 章 ニ •ニ 六 事件を 中心として 一； _ |六， 

の，〕 兀全な る 恢復と 肅裉 とには 今後な ぼ 幾多の 努力に 待たざる ベから ず •堪は 本 事件を 契機と して- 
更始 一新 眞に闻 結 鞏固なる 阈祺の 餺價を充實し以て畏き叙慮に酬ひ奉り阔家一:民の倌倚に副はん 
ことを期す」といつた。 

三月 五日、 後繼内 閣机 織の 大命は 外相 廣 IJi 弘毅に 下った。 川 島 陸相は 後任 陸相 七して 寺 内 爲ー 
大將を 推した が、 新 C 閣の 對時炕 觀及び 閣僚の 顏振れ にっき 軍部に 不滿 あり、 一時、 危く廣 MJ 内 
閣は 流雍に 終らん とした。 新 内閣に 對 する 取の 要望は、 六 =:の寺 |^ 大將談にある如く、「 |^ 外に觅 
り馎に時弊の枳木的刷新ゝ阔防充贺等稂極的強カ政策を遂行せんとするの氣魄とその實行カとを 
有する ことが 絕對 に必耍 であっ て、 依然として 自由主義 的 色彩を 帶び 現狀維 持 乂は 消極 政策に 依 
り妥協返兕を帘とする如きものであってはならない」といふ點にあった。また閗僚にっいては同 
じく 寺 2 :大 將談に ょれば、 「一、 吉 出茂氏を外相に起用せんとすることー、.下村宏氏に人閣を交涉 
した こと 一/川 崎 卓 吉氏の 如き 黨 人を 内相に 据 免 ん とする こと 一、 小 /?: 法相の 留任 一、 中 ^ 知 久 
平氏の 入閣」 の 諸 點 にあり、 結局、 吉 昍、 小 原、 下 村の 入閣を 取 止め、 川 崎の 椅 - T - 變史 にょっ て 
九日、 漸く 廣 III 内 開は 成立した ので あった。 

ー方、陴軍は、舉げて未卄布の不詳事仲に對する資任を痛感し、三月六门、林銑十郞大將、砷 



|三郞 大將 、阿部 信 行大將 、荒木 貞夫 大將 s 四 軍 1 議宜が 待命、 精いて 十 n 、 I 役と なつ 
た。 班の _ たる 關裘 司令 {U 南 次 郞大將 も、 f 六 n 引蠢 職し、 二十 f 侍從益 長 本 皮繁 
大 將も更 f な つ り 、第 七 師 g 擊佐美 屋^. 將 f Q 後任と なつた。 

次ぎに 四 f ニ 日戒嚴司令 *«* 香椎浩平も取件の資任をと 0 て、 ^ 越 111 ー中將と交迭(謹|)。七 
月 十日には 叛 § x 任 者と して、 兼ねて 待命 中の： 兀束京 努 備 诏令宂香椎中將、元第ー師 |« 1 
中 將九近 衞師團 長 橘 本 虎之助 中將 、元惠 兵 司令官 岩佐祿 郞中將 、元豐 橘 SS 長 中 井 武三少 
將 、元步 ニ 旅阐長 エ藤義 雄少將 、元 近 步ニ黧 長大 岛陸太 郞少將 、元 野 豐砲三 旅 長石 川 保道少 
將 、元 一歩 放 長 佐 藤 正 三 郞少將 、元步 一 聯隊 長小蠢 大佐、 一兀步 三 糊 隊長 造 谷 三郞 大佐、 元野戰 
重砲 七聯 1 羿 SMS 大佐、 元近步 §隊_ 山 光蔵 大佐が 篇 役に 欠せられ、 步ー 大隊 
•長 北鄕 格郞少 件、 步三 大隊 長 本 江 政 一 少佐、 同 野淨敏 少佐、 近步三 大隊 長 置克已 少佐、 野 重 七 
大隊 長 下 遠 太郞 少佐、 步三 大隊 ■集 院器 少佐が 各 中佐に 進級と 同時に 待命と なつた。 

(註 I )戒联令は七=;十八日ょ5解除となつた0 

ォ のげ 接 幹 者の 處 分の 後、 寺內 請は、 八月 j 日、 廣 仇なる 大異 動を 發 令した。 世に 肅填人 
7 ||: と稱せられるものであ 0 て、移動者は苽に三千餘名に上つた。 

5 節 II こ 一六 事件 Q — —ヒ 



第ナ取 一 一 • 1 1六雄件を «»* 心として 三ニ \ 

この 肅堪 人事 SS て、 I 敎 ss . f 受け S 義 I 大將が 病氣 ssf つて 杉 山 
元 中將 が— へ— 師 |建 川 美 次 中 巧— I 小裂郞 S 、 I 本— 後 
夫-;: •將 (5 し大將 S 級) 等 Q 惜しむべき 諸將星 が 退役と なつた。 

敁 接の 叢 人事では ない が、 昭和 十一 年 四月 二十 二日、 造兵 I 忖東彥 中将が、 濟着件 
にて 待命、 七月 八 Hi — 續 いて 同蠢 任 技師 西 山 文 推が 收 f 件 れ たの も、 一， 
柿の 0 といへ るで ぁ— 逢、 永 還 S — 月 七 n 死刑 Q 判 1 、六月 三十 
ハ 上 1111 i— ら ■も、 i、 I として— る， へき. 

最後に、— と關聯 して、 昭和 十一 年 五月 十八 nss いて、 i 取大思 制—: 史 し、 大 
苗には— 大中將 、次 5 は 獲 中少將 sst した 1 S られ 、八 H1 一十 音には 在® 
軍人 S 公的 機關化 sf れ .越 5 昭和 十— S 1 十二 ns 、 取人遼 S 見發 1 つ 
キ」 所涵長 監督 S 長 宵、 所鬆長 等の 許可を 要する 皆 制定せられ た。 

力く ヴ 々く 一. •ニナ 银 件の 跡 仕 末と して 堪が肅 正を 念ぎ つ、 ぁつた 反面、 文贫侧 に』。 (て も、 
择脱| 小 栗 一雄 以下 S 任 f と共に、 1 長 一 1 S 辭任 を 見、 一 f 十 



三日、 樞府 副議長 平 沼蜞 一郎 男の# 格が 行 はれた。 また ニニ 一六 事件に 倒れた 齋藤内 大 e の 後任 
は 宵 内 大 ほ湯淺众平、宵内大 {5 の後任は駐英大使松平倌雄と決定した。 

ニ •ニ 六 事件は、 財閥に も 非常なる ショックを 與へた 。全 產聯 はいち 平く 轉向 態度を 明かに し. 
たし、 諸 財閥 も その 轉向 工作を 念いだ ことは、 世人の 記惊に 新たなる ところで あら ラ。 



谘三茆 二 •ニ 六 車汴 の 鬼 U 2 H 二 札 



第 七 章 ニ * 一六 事件 後の 國家 主義 陣營. 

第一 節 統一 運動の ニ 潮流 

一 事件 直後の 彈壓 

ニ •ニ 六 雄 件— S 主 議_2 いは ゆる 「裘 取件」 は、 S 主馥符 に 異常な る 1 を與. 
へた。 と！！： 時に、 政府の 阔家 主袭に 對 する 態度は、 空前の 峻烈 さで あり、 諸阇 IJ 5 には 大楚的 手 人 
が 行は.；； また 戒厳令 Q 施行に ょり 一切の 集 分が 禁止せられ た* これが ために 闲 家 義 闻肪 は、 
手も足も , , [ , なかつた。後述、全愛_ |« ^ 統ー聯盟が、五月ニ十九11:の宜11: || において、「所謂 >|( 朿 -*«: 
件ノ勃 發以來 愛 ^ 述動 ノ陣營 ハ 寂 トシ テ 聲ナク 四 邊亦戰 キテ應 フル 者 ナシ」 といつ て ゐるが 、 
S は崔そ Qf であつ た Q 2 る。 事件に 對する 批判 Q 如 f 、 判決 Q あつた f の感 
想が 發表さ れた ぐら ゐで あり (例へ ば雜誌 「維新」 八；！：； 號參照 )、 これにつ いては、 彼等は ー齊に 沈. 
默を餘 儀な くされた ので ある • 

笫一節 統一 運動の ニ 潮流 11 



第 七 章 二 •ニ 六 事件の W 家中： 義陣 ff 三 三 一一 
ニ •ニ 六 取 件に ょって 過去の 運動に 對 する； $竹 、將來 の 方針に 對 する 三胳 S: 餘儀な くせられ な 
阈家主義陣资においては、述動方針としては、大胳において、龊念的念進的なる非合法主義を排 
するの風が強まった。また從來の阈家主遜陣營の极本的缺陷が各_猾の削據主进にぁり、將來、 
阈家主进邋勐が延びるには、何 5: 措いても愛阔戰線の統一が必耍でぁると践念せらる、に至った。 

しかしながら、 以上の 如き 決 論に 立ち至った 阈家主 雜陣资 も、 その 方法論に 至っては 、矢張り 
窓 兑の 分る/を 如何と もし 得なかった。 第一 點 、非 介 法的 念 進 主義を 棑す るに っいても、 その 間口 
ら絞急の左ぁり、それは、この陣符の诹統的對立たる3分主義對非讅付主義(讅分利用主雜をも 
含 む) の 對峙 となった。 この 對立 は、 笊 ニ 點たる 統一 運動の 方法論に も 反映し、 fs fr . 王 遜 派は 、 a 
分 進出に 便{且なる犁ー的愛阀政狨の結成を念ぎ、そのために设も手取平き方法たる旣存愛阈1跄 
の拙速的介同を先づ茁ーに企_する。しかるに非議分主義派は、肫の戰線統：には浓礎糾織たる 
火衆的勞働背農民阐跎の赏ヵ的結染を不可避的前提條件とし、そのためには新たに分殷大衆の把 
捤に笫 一の 努力を 傾注す る。 而して 、か、 る勞戊 大衆 机 織の 固き 結成な りたる 上、 これを 栽 礎と 
して 新鮮 潑剌 たる 新 K 家 主義 政 黛を 生み出さん とする ものでぁった ( BI )。 

(注|)この點にっぃて、三六俱樂部(後に咔3描謀曾に發展)の機關紙「三六2^」(明和十1¥六=: 5* > 



は、 常時の 「 1¢ 間 愛阀運 動 J を 左の 如く 分けて ゐ s 。 —— 

第|種從來全闲に分敎せる愛3:諸 |«| 體を糾八：：して、1の轵織内に仅祚せしめ、之を以て «[£ にー大愛 ||<| 
政黨を樹立せんとする運動 

第 ||種終3の=:的は11:ーなるも、夫れが 15 には、先づ左の條件を具備すぺ<、各ロ5:界を整傾せんと 
する » 励 

( A 旣成政 笼に代るべ$愛阈政黨は旣成政尨の如く、众カと郴カと利涔怙贫とに侬って糾介された 
阐 骹 であって はならない。 典！ |成分子は、恰も努倒飢介内に於けるが如く、+:荔に祕<各 £1 の 
據众に依って «1 織3れて、0治の訓練を鸫たものでなければならない。 

B =本主義に透徹し、利軎に依ってキ：義を枉げざる純數なる人士が、前條件を充たすべく、仝闽 
民 内、 各敁 、各方 面に 中 矩 となって 各部に C ： 活力 ある % 礎 組織を 先づ 完成せ しめねば ならない。 

( c ) 此基礎 «1 綠完成の範阐が大なれば大なる |?. 、乂其本0が堪確なれぱ限確なる稃、之れ等の轵織 
の 上に 出来 上る 愛 W 政策は 立派な ものと なる であらぅ。 卽ち從 来の 如く 先づ政 m を 作 D て 然る 
後に命カを以て、其擴大を訃るの策は、新政黨をして從來の如く、終に众描下に悔收せしむる 
結果に陷るべきことを豫め诩く認識し砼かなければならない。 

現在にぁっては、前荠の傾向を代表するものは政治革新協議#丨=木本新黨でぁり、後背の代 
表者は愛阈勞働 £| 民同志#—時局協議舍でぁる。而して、後荠に近く身 2: -(2 きっ/も咐派の聯 5? 

笫ー節 統一 a 動の ニ 潮流 111 三 三 



第 七 章 二 •ニ 六 事件の W 家主 義师舒 三 三 W 
妥協に 苦心せ るが 橋 本 欣五郞 大佐の 大日 本靑年 黨であ P 、 これらと 別個の 存在を 主張し、 殊に $ 
局 協議 ^ を 以て 「ファッショの 陰謀」 なりと して 深く 排擊 しつ、 あるの が、 關西の 大和 聯盟で あ 
る。 

今ょり 以上の 各 ^ 體 の 結成 及び 對立の 跡を 尋ねん とする ので あるが、 fit 度い ふ 如く、 阈 民主 淡 
阐肪の離合染散は弗だ複雜であつて、個々の阒髋が具體的に何づれの系統に泌するかを確记する 
ことは弗だ闲難であり、時に同一阁體が主義の相反する兩派に所船した0、また同ー_骱の幹部 
が 議鈐主 涟派 を靑印 本 新 分子が 非議 倚 主 適派を支持するといふ如くー見矛质する如き现象を呈す 
ることがあるので、外見ょりの觀察は、ある程度の不徹底をば免れないといはねぱならぬ0 

ニ 二月 會の 統一 運動 

ニこー六帘件の跡を受けた$家主義戰線統ーの访！聲は、先づニパ羚にょつて舉げられた。ニ 
月伶とは、ニ.ニ六茁件 11 , 1: 後の三：^上旬に、勤穷门本狨の松谷與次 £![5 -、愛阔政治1:盟の小池四郞 
S 協 分の 赤松 克 腔、： 兀 神武 募 ■部位の 松延繁 次、 大 ；；： 木 N {水 社 分 蘇の 石 川？ 郞、 SS 
P け 力 三、 大亞 細亞 協 ^ の岛屮雄三に、 >1- ^ 酡介、山尤鉋次郞らの個人が加はつて結成せられた 



も Q であっ て、 先 fG 協 i より 進ん si 碧 政 1音| ん とす るるであった。 
その 极本的 立 f 響 進 川 論 丨 卽ち_ 主義で ある。 それは、 ニ. ニ 六# q 術蜞 による こと 
は 勿論で あるが、 S 的には ニ： eg 總選擧 における 愛 g 農 - Q 敗蝴 、社大 §8 的 進出に 刺钱 

された も？—。 ニ畧 e - s -< t は苫 は、 「旣成 QS 諶 f 淸產 合す f 共に、 N 民の あ 

ら ゅる陪 秘に分散せる革新的諸勢カを集結して、速かにー倘強カなる阈民邋動の主婭を結成する 
とと」 と S てゐ る。 が、 そ Q 主たる S は、 この 客は せ Q 前段、 卽ち 主として 既成 愛 M 譯 
の 勢力の 糾合 •統一に あつたの である。 

和つ れにせ よ、 ニ =!绔は、ニニー六祺件收後の戰線铳ーへの先頭 5: 切つたもの <!: して注目すべ 
き 動きであった。 

二月 命の 愛 g 戰線 統一 QH 枝 そのものは 正し かった， じいへ る •しかしながら、 その 方法論に お 
いて 廣く闻 .，永 主遂 讕體の赞同を得る能はず：ー時その參加を喷傳せられた中野疋剛の來方 ^ も 

參加 1 :5、 器 f I 様。 1 震 i でも 多く if f I 、 最初 

の壬 ^ 游の意闼に反して そのエ作は成功するに至らなかつたやぅにみぇた。た \* 、從來の愛國 
靑 年團將 Q 政治的— 促進 8 立っ.^ 思へ たが、 これら 靑年 分子 の 間に も. 二月 SS する 
第一 節 袜ー— の ニ 潮 泳 =- --L 



笫七京 111 六 褀忭 の闲来主義陴符 三三ナ 
如き 議^: 進出 中心の 新政黨 結成を 喜ばざる 風が あった • 

中野王别は、ニニー六琪件谊後の三月に、柬方付の洱糾織にょって旗拗げした人物である。明 
治十九年蝠岡縣に生れ、平ぐから民政黨 1^ の靑年鬪士として嗚ってゐた。もし彼にして.今少し 
若き ジ H ネレ 1 シ m ン に® して ゐた とすれば、 社大繁 たりへ 來 たるべき 人間で あったかと 把は 
1 る。 ー稱 獨特の 熱 辯を ^ し、 笨者な ど 一 商 時代には 彼の 演說を 苒んで 聞いた ものである。 供 和 
六？ ニ 月、 か Q 協力 E 動に ょり sf と 共 S 述蠢を 擁し。 毖？ 脫 して、 W 民 同 
盟を S 織した。 始めは 黑 S 制服なん かを 着けて 大いに 7 ァ 振— 1 して ゐ たやぅ であ 
る。 ところが 後に、 M 民 同盟 も 行き 詰っ たので、 彼は これを 脫し 灰方怜 にょっ て 新たむ る' 步を 
姑みだすこと、なった。東方钤叢卉第ー輯なる彼の荞「阅家改造計割網領」にょれば、「柬方#は笨 
荠(中野)が筲て柬方時論を出せし時、之を中心として汶けられたる ^ 合である"」柬方時淪は、人 
^五年ニ九ー六^^の刨刊に係る故ゝ東方會そのもの〜歷史は相常に -^ いものといはねばならぬ。 
•的し.て「爾來摊々として.ー脈を傳へし東方舍を -|'> 興して俜盟友と新知己とを合す。これが今日の 
東方 侍であって、 木砬は 一個の 文化 及び 時勢 硏究 の闽體 である。：： 柬方 侍は 何處 まで も 文化 團 
始であって、政治及び社作述動に關與しない。文武货民中の志を有する龙、相侖して .11-: 莪廉恥の 



1 も Q で ある。」 故に もし 政治 iQ 必— 起れ ぱ他 S 織に よるべし， 3 ち 「类 命の 硏 
究は 四方 S 散して、 順次に 天下 q 共 嗚を得 ば、 或适客 と 別個 S 民 運動 S 踅 るべき 來 
方改迭同盟を糾織するかも知れぬ。」と。 

しかしながら、 1 の 東— は、 1 SI (囊 S ける 5 坌、 旣 成— と i 
なる 1 榜 して—‘ が、 中 f 剛そ の 人 Q — 的 雲に 拘— ず、 矢 張 4 sf し 
ての— は、 その— において 旣成 政黨に 近い ものと いはねば 1 と 思 はれる。 1 .極 
めて 活潑な 政 黨で あつて、 大 石大赛 、農 馨 Q ヴ K J ; ss 容 し、 大衆 g 織に？ 張るべく 
苦心して 1 。中 野 Egli - if 嚣 して f I した り 、、あ 5 は社大 e 
との 合同— し 言、— ひは 院內 i として SI — 消した へ f 苦心を して ゐ—ぅ 
であるが。 その 邊 に、 政？ しての 東方 命の 倘 みが 存 する ので ある。 

中野正剛は、曾て阈民同盟時代、社命阈民主旄(ソシアル.ナショナリズム)なるものを吧へた。及 
命阈 民主 袭に は、 彼の 著 「轉換 R 本の 動向」 によれば、 「廣く 人類 社 會を對 f し、 之に 奉仕し、 
f — し、—— し、 之— 制する S — 以てせん と— であつ て、 S は揪界 
票の 構成に 至つ て、 その 理想を 實 現し 得る ので ある。：： ソシ アル •ナシ ョナ リズム よ、 5 
第一 節 狭 一 運動の ニ 拥泷 ？，, こ 



第七章ニ *' 1六事件の婢家主義陣管 三 三 八 
1ト.ゾーシアリズムとは趣を異にする。我阈は特殊の歷史と特殊の環境に卽し、統制せられたる 
國民主義をもつて、聰明に澗達に有效に、阈際社會に働きかけねばならぬ。阀家社僉主袭にょり 
兼爾 たる 一小岛 國 を 箱庭 的に 統制しても、 日本の前途は開拓されない。社會阔民主義は阔家社分 
主義ょりは 遙かに 多く 阈際 に關 心し、 遙かに 极 強く 阈民 主義に 立脚す る ものである。 阈家 S : 端 礎 
とする社食主義ではなく、社#を對象とする阑民主袭である」と。 

:東方 # は、最初、ニ月拎に參加するかに傅へられた。しかし、ニ月#の性質と柬方會の内情と 
往、これを评現せしめなかつた。八月上旬、拉试闻甜_統ー座談會を企阒したが、所 © 農民阐 {.» (土 
佐農民總組合、山形縣遇賜撝民同盟)のほか、參加游をみなか 0 た。 

三 全 愛國 團體統 I 聯盟の 成立 

東朿のニ月侉に對して、大阪方面においては、五月仇樂部(往|)なるものが生れた。これは、 
前年(昭和十年)八月に生れた協同戰線尥八月侍 |^ の不平派たる愛阑政治同盟の藤岡文六、新日 
本阈民 同盟の 平. a 剛毅 等が 反 八月# 派た る 大日 本生產 葙 の吉 ru 益吉 、兵 谢縣愛 阈社の忖出龍成ら 
と 結んで m 織せられ たもので あ®'、 從つて 八月 會とは 反對の 立場に ある ものである。 五 片俱樂 部 



結成の 尚 的は、— の 統一に ょり 一大— 政—— むべ しとい ふので あ 1 卽 

ち 五月 十九 日、 蓮 四—— I 層 if 、 I み、 新 id 

組合 等々 が糾 合せら れて创 立せられ たも Q である。 

(往 I ) 單に五 =: 舍と けんで ゐる もの も あるが、 五” W 樂 部の 方が 疋 しい。 

f — 部が I せられ 1 日、 音 二十 合に、 こ 芸总樂 部— 心と して、— 地 

方—— 蠢馨 111 、— iif 、 II 双 

を— した。 そして—— のために、 ミ？ れらの 還は、 「全 S 還ち 
聯盟，！ なる 新 勒織を 設立す る ことなつ た 0 

令 愛 1 1?? ロ I 、 「1_ 對抗 、これを— 日本—,— 
U れ—: s n 本 i 重 糾合を 組織す る こと、 なつた。 「廣 WS 檢 討に f # - こおい 
5 一 特別— で I 一 1 りし f 裏む る— 廣—の 他 i ff f 
P し 一# ロ 綱領、 及び ニつ— 文 (第一— 11 し、 第二— I する) を 

W 卜 1 幹部 t て、— 毅 、藤— . — 純一、 村 量、— 六、— 三の 

第一 節 統一— の ニ 潮泷 一一： ヾ 



馆 七琪ニ丄1六亊件の2家主義陣费 三 N 0 

宣 言 • 

夺紀 一一 千 f 丸十-! ハ S 月 ニ 土 ハ n 、 所？ i 東® 件 4 透 来、 si ノ馨ハ 寂 トシ テ聲 
ナク四 邊亦戰 キテ應 フル 片ナシ 、時 當ニ初 S ニ 近幾ノ 同志 相 含シ天 5 资ノ大 施 ヲ繫 シテ大 
伶 ヲ擧行 シ左 ノ如ク 宣言 ス 

说ノ 中二 大命 ヲ拜受 v SE 内閣 ハ S ニ 哥時 5 拾 收シ發 5 •シ本 リ鬆 セル 镇ヲ革 

新 シテ tt 兆 安土 ノ 決意 アリ ト宇 rt - 聲明セ シモ 未 ダ 何 ^ , a s 紐 ノ觀ル ヘキ モノ 無 キハ前 途誠ニ 趣 
礅ニ堪へザルモノアリゝ此間ニ乘ジ外ゝ阔際愦勢ハロヲ追フテ投雜化シ ^ ニ財叫へ它你へ政蓺、 
自由主義者ノ聯合策ハ勢カヲ盛返サント狂奔ス、 -*;1 阔ノ ^ ;ダコレヲ强フ 

今夕 玆二同 志# 合 シ愛 _陣營ノ現狀ヲ靜ヵニ_ミテーニ将ス、今吾等ハ陳然起チテ大淡ノモトニ 
結介シ維新勢カヲ集結シ史ニ全阈ニ檄シテ全而的聯介朮ノ結成ヲナス 
斯 クシ テ 吾 ^ ハ救阈 濟尺 ノ大？ 资赞 スル 大施ヲ 死守 セン コト ヲ敢テ S 5 ' 
昭和十ー年五月ニ+九£= 

全愛阔 _ »?? 統一 聯盟 

主遂綱 領 



一、 吾 1 還— 以て 金11 し — slf SISI む— 
す 

! 、吾等は 自由、— 、資本主義 等 Q 亡阈的 思想を 抹し 然して 大日 本義に f 統制 
現 を阅り碑民生店の確立を期す 

1 ss.sf f 期し 廣證防 Q 見地 S 脚し 以て 蛋ー 1 f 期す 
一 4 i 以上 三 畀 を趙し 昭和 維新の 大議 S 一 Hi か f ん？ 期す 爲 小異を 捨て 

、大 P につき 一大 愛 W 政满 合同に 向つ て 勇往 遇 進 せん 事を 期す 
決議 (民、} fv 義 || 關 スル) 

—ノ木 I 一繁 民ノ 1 遂行 ノ爲メ ニ社寬 f 9— ハ 斷ジテ 許ス可 力， ズ— 
ハ 51 ノ打で 共- 1 之レヲ f 、4 滅ヲ期 シー 切ノ I - 一 於 テ 
I 敢ナ sf 期 k ' 

全愛阈剛婭統一聯盟 

決 a (新政 菸ニ關 スル) 

吾等 ハ 綱 親 g 明- 1 f 來ル 六月 二十 S 行ノ 聯盟 大分 ヲ 契機 トシ テ 愈々 維新 政灌備 分大玲 
第 i M - S 動 SI 1 潮 油 ， i . 



笫七窣 二 こ 一六 事件の W 家主 義陣營 
- I マデ發 展 ス可キ モト ス . 



H 四 一一 

仝 愛 统一聯 18 ! 
幹 -If 






四 維新 政黨 準備 會の 結成 



この 五 K の 火^: Q 後、 全愛阈 s ys 統一 聯盟は、 六月 二十日、 「統一 聯盟 加盟 並に 全阔 n 本 主. 
蕤各阐 妝及個人」を招集して、「統ー聯盟大件」並に「維新政狨準備泠」の結成大侍を問催した。 
集まる もの、 大 rl 本 生 m 蕪 關西本 部、 新 日本 阔民同盟近畿地方協謎你、愛阔政治同盟、阔民險件、 
蛊道# 、阔 艄 擁 _聯 合 ft 等々 の關西 、中部 地方 各 支部、 その他 多數の 阔 民主袭 的 政治 •經濟 •思想 
ffl 粒が ぁつた。 例に ょつ て、 綱領、 宣 R を 可決す ると 共に、 常任 委 找として、手. « 刚毅、藤岡文 
六、 宵 木 純一、 村 m 村 治、 藤 原 俊 雄の 五名が 推 傯せられた。綱領は、前揭統一述動のそれと大同 
小異で ぁる。 —— 

維新 政 谦艰 備付 綱領 

1、吾等は合法的阈民述動に依り阔骼政治に竹反する金權政治を倒滅し挞逍政治の確立を期す？ 



一、 吾等は 資本主義、 社# 民主主義、 共產 主義 並に ファ ッシ ズム を排维 し 大日 本 主袭に 依る 一 
君萬民經濟糾織の確立を期す丨 

一、 吾等は 皇道に 依る 阔民信 念の 統一 を激 成し 以て a 道の 世# 宣布を 期す。 

一 吾等は 以上の 一二 綱領を 速 かに 货現 せむ ことの 熱意を 以て 結合し 絲& 絕對 、生命 卞 空の 信念 
に 基く 一大 維新 政黨 の 結成を 期す • 

次ぎに、維新政蘇準備 ^ の究言は、左の如くでぁつた。 

宜 言 

廣 E 內 g 成立 せられて S 半歲 、そ Q 施設 方針を 閱す るに 何ら 經輪 Q 片鱗？ 繫 能は ざるの 
みならず、 然か 4Q 餚以來 高調 § し來れ S 政 1SS は U ハ；^. 一片 Q 空文た らんと し 
つ、 ぁるは 洵に 慨噢 に堪 へず、 惟 ふに 昭和 維新の 大業は 一々 現下 特欉階 級 偏重の 傅統的 社# 機 
構を 改 軍し 以て 蠢 政治 QS を 期す るに 非 ずん ぱ斷 じて そ QH 的 S 成し 得 ざ fQ と 云 ふ 
べし。 然るに 今や 寮 閣に 一人の 有能の 士ぁ るな く、 加 ふるに 外阔際 情勢は 日を 迫 ふて 複 唯し、 

内 財 間、 政 黛、 官僚 等の 的 自由主義者の 一群は その 陣營を 醜く も 死守 せんと 狂奔し つ、 ぁ 
るの 現狀 なり。 

第一 節袜 l at ? 一潮泷 三 BT 5 



笫七章 二 •二 六 事件の 全 鸦 i -: 義陣符 三 四 S 
斯 くの 如くん ば 空 N 不動の N 朵 たる 大陸 政策の 遂行と _民生活の安 51£ とは來したて何に依拟し 
て、その成艰を求めんとするや、想ひをこ、に到れば暗雲臭々轉た兹心に祺ぇざるものぁ0。 
斯の秋に當り吾が愛阈諸1體たるもの、责任や赏に重、 11 大と云はざるを桫ず。我等志 5: 同ぅ 
する もの 姒らく己を空しぅして戰線の#榀成を遂げその撊大強化を閾り、切くも我等の企_ $: 
阢止せんとするものは何にものと雖も斷乎これを棑维し以て昭和維新の具現に勇往邁進せんと 
す* . 

斯 くして 黎明、 亞細亞 の 曉鍺は 我等の 手に ょつ て淸 く岛ら かに 打ち 嗚ら さる、 ならん •我等は 
皇紀 ニ 千 五 百 九十 六 年の 今月 今日、 我阔未 付 冇の超 非常時 《 に 際し M 史的 意 淡 ぁる 維新 政黨準 
備 #を幣く結成したる所以な0。 

敢て 天下に 寬言す 

維新 政 蘇 準備# 全阔大 # 

かくして、 一大 愛 g 政 蘇の 結成を； □的とする廣汎なる協同戰線體が結站せられたのでぁつたが、 
同耶備矜は、關西の阔民主遜農民 »| 體等の大衆阐體を包含する例の八パ ?¥ と對立してゐたので、大 
衆 的 •糾織 的 茶 礎は や、 靱弱 たる かに みられた。 しかしながら、 ニ •ニ 六 水 件 後の 萎縮せ る阔家 



主 碧 農 iilll ! は 、 f if p 、 I 、 大 

SF d 一九二—) の關类 1 にょつ て H 本の I が— し 切つ た 時、 その I の 

4 一 聲 力— S いて 擧 げられ た 1 Qt 一にす る も？ いはねば ならない。 

五 その他の 圓 主義者の 動き . 

一-一 墨 f f 一！ S 為 契 i — ける 例の 

H ,. : > f 以て、 齋藤 隆夫_ 11 し、—、 1 學部 河合榮 次郞 
フ r ショ 批 S に— して 河合攻 if も 始めた。 河 合敎授 は、 昭和 十一— の— 

願：^ を廣 r ： 竹 扪に提 /Is する ことな どが あつた 0 

次ぎに、 1 SS ては、 いは 11 動に？ る 八# の S & が 5 た。 1 
承大 ？ S *ねてょ り W 家 主義 派敎授 と、 然ら ざる 敎授 とが 對 立して 紛带 し、 そのため 
笫 一節統一連動のニ潮泷 
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第 七 章 一一 •= 六 事件の 阐家主義呻營 = !* ブ 
のチャべル罐詰め事件さへ惹起し、憲兵司令官の出馬さへみる騷ぎでぁつたが、昭和十ー年五月 
九日、 八月 # ょり 湯淺 同志 社總 長に 對し て、 

ー、同志社大擊部に於けるマルキシスト敎授(林要、田畑忍、具岛兼三郞)阔 &5 明徴論文拒否事 
件の责任者(松山誠)を馘首すること。 

一、 貴下は 今 囘の 不祥事 件の 寅 任を 負 ひて 同志 社總長 兼大學 長の 職を 辭 する こと。 
なる決謙文を手交し、そのため林要敎授は辭職し、後、湯淺總長またその職を去った。蓝し、 
國 賄 明徴 運動 上に 起った 小 波瀾で ぁる。 




第二 節 愛國勞 働 圈體の 統一 運訪 

一 愛 國勞働 組合 全國 懇話 會 結成 運動の 再出 發 

さきに- 八月 命 Q 料旋 によ？ 總 聯合、 讓努 當樂部 等を 中心とする 愛霉働 机 合衾 

怒 SQS が— れ、 f 十五 S 透な りし そ 2成§ が、 ニ •ニ 六 器 e ために 迄 
期せられ たことは 旣に 述べた ところで ある (註 1)0 

(註 I ) 本进 、第 六 京 第一 節 末 段 參照。 

これは & 民主 蠢派 Q n 木 勞證容 議 に對抗 する N 民 裏 組容 義 と もい ふべ きもので. 

あつて その；^ 成は 諸方 g より 注 月せられ てゐ たもので ある。 それは、 三 六仇樂 部の 言に よれば、 
統一 戰 線のぅ ちの 第二 種、 卽ち 大衆 結成 第一 主 f 学る f る。 「卽 ち、 5 にして S 、 
1 S れ る 一大 愛 S — 樹立を 八齒 する 代りに、 先づ、 1老間 の愛與 f 降く、 深く 、 a 
つ 廣く相 S せしめ、 力— 完全なる 机 織たら しめんと する」 ものである。 こ SI 、 「一？ 
於て は、 我が 阈游の 本義に 戾れる 民主 主 i 想 並に 社會主 淡 思想 S 物 論で t 、 利囊 念？ 
第二 節 愛 EIS?i =-2 



笫七窣 ニ •ニ 六 褀忭 5阔家十.義师符 三 1'4 八 
を以て阔 |^ を分裂せしめ冷酷なる陪紱岡氓の#と化せんとするもの) 5: 以て近顷大に勢カ化しつ 
、ある社尺赘の竹钕たる歐米式の社办主莪的勞働述動に對抗して、蹶起せる=本主旄( 11|: 林に比 
類な 3- 和谇なる家族阈家の木然の姿に：：：：醍め、同胞卄肉間の總ての問題は、 1^ 近に則したる溫き 
道 族に 装き て 解決し、 上御ー人の下に离民ー骱化の理想を货現せんとするもの)的分働述動で 
ある。：： 资本主 淡 も、 社命 主莪も 共に 唯物論 上の 物質的 抗 f 壬遂な 0と矜做し、共に之を棑喂 
し、而してヵあるオに向つては、弱い龙いぢめは、立阈の道淼に反すと嚴に戒め、弱荞に向つて 
は、分を分つて勤勉カ行 5: 主とすべく訓し、扪丼に逍戎的にー阶となり、相和し、相扶けて、以 
て 砟龙報 一: に 勵み、 ft に 以 31 扶焚の ^ を擧ぐるを || 杈とするものである。卽ち他人冏士の利 ^ 
の站刚たろ諸外2:の1:家に於ては、到底想像だにもなしれざる：=本獨特の勞働述動である。：： 
勞働界に於ける ^ 朌明徴舐動であるご而してこの述動はゝコ奴にそれが社^の下好に於てノ^:咬に 
物锊的に苦闘しつ、ある勞俲名， {'| 身 «0 , ['1 然的大述動であるだけに、夫れだけ 1;4 ぐましく |1 つ膛は 
しき 迅動 现 象で ある」 ので ある。 

か 、る意淡を有する愛阔勞働組八！：全阔懇 ^ ^ は、ニ.ニ六啡件の餘 ^ も漸く納まりたる昭和十 
ー年四2:十九：：：、火帘において結成火 < : ? を開催した。參加阁體は、0本势働机介總聯介(約三茁)、 



尚— _1 (約 云)、 新 门本海れ組 合 (約 九 千)、 SIM (約 五 千)、 H 本議 f 

机 八— 地 SSI 千)、 杳木 lm < li 旱查 、一— 浇 f —1 (約 

一一 下) 露— 贷 (約 ニ 千 六 百)、 n 本海ト ：1$ 約！ ニ 千)、— 愛 (約 一千 1 )、 
中 If 働 組 介 (約 | 千)、 I 木材— 1 硏究 件、— 木材— 今— 花 紐— 
で 1 )、 加入者 總數約 十 i とい はれた。 老成 f 下の 集 命の こと、 て 

十 名に 製し 21 QI 5 十八 名)。 

(- 狂 I ) 愛：^? ん一懇棼成立 後、 「2: 本 sj ^ s<s 屮部 地方 繼 w 」 t ! 「愛 N 穷 2$3 S 

m - i —' —sli 

十五网於となつた。 

* 話务 結成 大命は、 審、 s を 決定し、 11 案を 可決した •これは、 前述の ロ 
本震 蕩粱部 S 表し S 猜 と：！！： じ も？ S て、 いは ゆる n ルポ U 5 g する 分 

fl 主義の 机 織 プランで ぁる。 大分は また、 怒 常 sfi したが、 1 
れ は、 嫌 聯介 S 山久蔵 、■勞 働仉樂 部の 两 山 仁 —、 i の 矢 ヶ— 馬、 新 11 
机 合 S 新 se、 ft li Q 矢 暴 i 、 中部 の 山崎爲 、三 3 机 V , 4 

亦 ： i 愛§22統1| . 



笫七窣 ニこ1六事件の2家主義陣營 • 三 五 0 
め 露 久保賢 治、 大 0 本勞働紙合協讅今の大橋治房の八名でぁつた。結成大#の宣官左の如 *4 1 
宣 言 

H 本主雜 勞働邋 動の 全 阔的結 成は， 久しき 以前ょり 今： 阈の 愛阑勞 働 背の 等しく 要望し 期待せ 
る所でぁつたが、今やその大同團結の氣速は熟し、玆に愛阈勞働机合懇諸食として、令 ^ 的に 
結成する遝びとなつた。 

從來、 日木に於ける勞働運動は餘りに：：：本民族の獨自性を沒却してゐた。明治維新以來物饯 
文明の 盲 2:的輸入は經濟、政治、外交その他ー切に亘る分野に於て、馱米逍隨主菽を生み出し、 
同陆に勞働速動それ自身も歐米模倣主義に©してゐた。资本主莪の發速と共に共產主義、社# 
民主々 義等の 思想は 輸入され、 徒らに 階級 の激發 を のみこれ 郴と して 來 た。 n ^ Q 阈民性 、 
民族性を無視せる之等の勞働遝動が、今ロ、日本國民の前にー切の ^ 賴と大衆性を放变するに 
至つ たのは もとょり 常 然の歸 結と 言は ねばならぬ。 • 

滿洲 m 變以 來、 n 本の 世界に， M o ての 獨自的 發展 は、 一切の 非國家 的 思想排 噪の上に立っヤ、 
日本 精神の 昂揚を 來た した。 政治、 外交、 經濟 その他 文化 一切に 亘る再 批判の もとに、 自由 主 
选嗦滅の叫びは、令阔找の !«1 に澎湃として湧き起るに至った。 



I 、 議 —— 、 ■— I 」、 —i— 

の 突 は 全： 麗業勞 働 者の 間に 品 然として 楼 頭す るに 至つ た。 

EIII1 、 iff f I 

15 則— 本 SI f する slf 、 全費馨 S しく— し 
Qut anli 、 發 i — け—。 sli り、— 義 — 

の f 資と言 $ II ず、 一般 國民 生活を— し、 それ 1 

難を 惹起して 、 slf f る。 …ィ ，羹 
一方、 對 外的には 滿洲 8 裏 f して、 願 置 QI 、 華當 約の 破棄、 SI? 

裂に ょる、 此报 列強に 對 する 外交 上 Q 立場は、 極度に 尖銳 化して 居る。 ? 

|篇に 低迷せ る 暗雲、 H 本の 發 展を W 止せん とする、 英米— の包谢陣、 H 本を— く 
一切 S 際 環境は 悉く 憲に して | 觸卽發 の 危機を 酿 成して ゐ る。 ' 

誠に、 ロ 本 i は 今や 乾坤 一 嫌の 一大 危機に 直面して ゐ ると 1 ねばならぬ。 今 ft 
民は— の統： Q 上に 立つ て、—; f な？ こ— SSI せねば ならぬ 秋に 際 

2 s SJ V/ S の 枕 i :,i 



第 七 京 二 こ 一六 事件の W 家 卡 義陣费 三 五 ニ 
# して ゐ る。 

吾等は 茲 に！：： 本 主 a 勞働述 動の 仝 阔的 統一の 前提と して、 愛 g 勞働組 合 全 阈懇諸 拎 を 結成す 
るに 際し、 祖肉 日本の危念に殉ぜんとして蹶然爾起するものでぁる。 

吾等は、 范龙勞 働 者と して、 產業 報！： の 至誠を 以つ て、 阔家鹿 業の 全面的 發展 に參 加す ると- 
共に、ー方、共產主義、社#挝主々族を哦滅し、更らに進んで、资本主雜の軍齊1:做明徴徹 
底のためー大阔民運動を展開せん祺を锌ふものでぁる。 

右 宣言す。 

次ぎに、 懇話 侍の 要綱は、 左の 一二 條に 分れて ゐ る。 —— 

要 綱 

一 我等は H 本 精神に 則り產 業 人の 結束を 促し m 業報阀 の 扰を级げ以つて蛊阈=本の興隆 ?;: 期 

す 

一 我等は 產業 人た る 使命に 徹し、 公正なる 生 帟 關 係を 確立し、 以つ て勞慟 贪の生活向上を期 

す 

一 我等は 合理的 方法を 以つて 資本主義 經濟 制度を 茶 新し以 つて 人類 文化の 發 M に •典 献せん 



こと ?: 期す 

愛 づ、 SI 拜 し、— 昭 し、 S に— て 

も S - 二心 後代雰 g ち 思て 明治 普へ 靡す る 等、 その 蓋は 從來 备變" 大命に 

では昆 みられな かつた 様子で あると、 愛闲 gg 機關 紙に 報吿 されて ゐ る。 

ニ 懇話 會の 組辙及 ひ 活動 

想— は、 結成 iH 、 卽ち 四兰十 H に— に 笫ー囘 If ? f 、 「霉 2 久しく 1 

せる 乂-蠢 ills — 一— した。 f ————き更 

IK 令 综| と 提携し 初志の 達成を 期す にある、 曾 本 _ には——— じくして 未 ご 
相- 丨味知 QSg も ある q だ從 つて 今後-君 3 QM 神に 依つ て その 裔 墙に 分め 
斯くて この _ 的—— つて——— 成し— 民の 下に 蛆 S 

%1し 111 1。！ 1 1 
H rr—i 勞ニ査 —sf f f f 。 I ! 

.木* 神 S る— sff 焉 看の！ S ? ん 卓 f ので—」 と SI 

第 g ISES.II . 墓 



笫七章ー一こー穴事件の抝家主義陣舒 三 五 四 

更らに そ Q 翌ニ 十一 n、 「篇 明徴に 關す暴 請@」 を、 鐘§ 、陸海 罢 Jg、 SSQ 四 相 
官邸に 手交した。 その内 容は左 の 如くで ある。 —— 

要請 書 

組閣 以來 、货大 R 閣下が 國肪 •明徵 徹底 ノ 爲メ、 H 夜御邊 カニ對 シ深ク 感謝 シテ W リ マス。 吾等、 
愛阀勞働泝ト致シマシテモ、之ノ礙阈以來ノ非常時局ニ際シ、默視スル喵能ハズ、茲ニ蹶然 «| 起 
シテ、去ル四片十九11!ニ、愛阈勞働組合全阈懇話#ヲ結成致シマシタ。就ィテハ、左ノ三項目 
ノ 決議-一 對シ 

.. 贵大 fs 關下ガ 、卽時 禆行アラン琪ヲ耍請スル次第デアリマス。 

決 議 

一、 阈腊 明徴 ノ徹底 ヲ期 スル 事 

1、反阔將的思想ノ一掃並ニ反 ^ 粒的阒粒ノ卽時解散ヲ命ズルコト 

一 亡 闕的メ ー デ ー ヲ絕對 ニ 禁止 スル コト 以上 
昭和 十一 年 四月 ニ 十一：:! 

愛阔勞 働 組 介 令 阈懇 話會 



懇話<&の机織は、地域的には、關東、巾部、近畿の三地方娄れ ^ を設け、また ^ 部的には政ム1:专 
ii # を 設 迢してー大懸案たる全阈的愛阈政满紹成問題 5: 協議すること、なつた0そのぅち、關朿 
地方娄 il 4: は、 六 Mlu 、 阈 1 ()1/ 明徴問題徹底のため、先づメーデー禁止耍請のデモを行ふことを 
決定し、：！ 一 : R n 牛 前 九 時半、 新橋 驊に染 合して、 廣 m 首相 並びに 陸 •海 .内三相に禁土迆請艿を 
提出した (内 落は、 廣 E 首相 宛ての ものと、 三相 典 通の ものと 二通で ある)。 越ぇて M 半 九 Hi 
n 、 陵 取 常： 5 が肅 艰に作ふ措遊といふ总味と、獍ねて阔防強化といふ兑地ょり、陸祇關係 - 1 : 廠從运 
员の勞働組合脫伶を命ずるや、懇話分は取部常；5の拮 (3 5: ー應諒としつ、も、ー個の. *>/ 拗 |*| 悶と 

いふ立埸ょり左の如き盘思表：小をなした。 

要請 甚 

此度隳 S が樂矣 防 強化 期す る S そ S 認 Q 1 力た る 兵器 ■ に當 る 各 
工廠に 於 s If 續け來 〇 し、 eg 姿鍫 i 翥指 Is — 41 湓的團 

將たる宵業勞働机合加入の全從業 ^ に對して脫 # 5: 命ぜられたるは、祖 ^ :;;本が常时しつ、あ 
5 滿 MI 2 深刻化 並に 北支 問勞 f 益 還 的 諸 情勢 q 蜜 化を I する i に 1 

の 處 篮であり、 ^ ^ の前途を受ふる我等の农心ょり欣快とする處ではあるが、 ^ のボ ^ ー致、 
笫ニ節 愛 «务《 » 1 3 袜ー浬動 



第 七 章 ニ こ 一六 事 作 SW 家 ホ： 義 陣 管 三 五六 
阔體 明徴を 念願し 純正 日 木 主 a 精神に 立！； して、 淹龙 の發展 、勤労 火 衆の 生活 防衞運 動を 續け 
つ、ある愛阔勞働組合への加入をも驵止せんとするが如き結见を捎來せんか、それこそ饨に愛 
國匁働大衆の熱誠なる愛1:的迅動をも阢迸するの傾向に陷るが故に、陸淘艰常3に於かれては 
愤重に考 !« され、各エ廠は勿淪、指定全祺說品エ場に對して愛阔勞働紕合加入を認められる可 
く 善 處さ れん 琪を耍 請す。 

昭和 十一 年 九月 

脅阈分働組介今-闪懇活伶第三囘常任金 1\ 分 

陸海 軍 大臣 宛 

同 1=、右常任娄总贫は、當時問題とな 0 てゐた電ヵ阈贷問頌についても、右の如き聲明咨を發 
した。 —— 

• m 力 _ 營に關 する 萚明書 

莆ヵ民 冇 闪符 案は、 阈民生活上最も大なる關係を冇する電ヵ琳業を統制し、皂國の砟業興隆 
に 一歩を 進める ものと して、 愛國勞 働 紙 介 全 阈懇話 命 常任 娄 f \ # は、 其の 實現を 希望す る もの 
である。 



卞々 電 プ民 布阀 ^ 光は 5 ^ の闻防理想を具现せる苑 3 政策たるには未だ邦だ遠く、阈家 ^ 
本 主義への 動 ， M S : 示す ところの ものでは ぁる. が 無秩序、 不 統制なる 現經濟 機構の 改新に 一石を 
投 ずる ものと しての 意義を 認め、 電力 並に 令電氣 蓮の 供給 價 格の 引下げ、 從業バ の 身分 保障 
並に 生 S 向上、 進んで は N 民 Q _ を 防 £、 改^: し、 震 q 興隨發 S 献 せしめ S 防の 
充过に 資し 更 S んで 將來に 於る 1 電力 S の證 化を 1 し、 S 1 下 S 勢に3 
らし 過渡的 政策と し S 持し w 現を 期す る 所以で ぁる。 

古 聲明す 

昭和十一年九月十ー |3 

r •マ' 

rr 愛阈勞 働 組合 全阈 懇話 會第 三囘 常任 娄 及贫： 
愛國勞働紕合全同葱話會の第ー囘今：阔大命は、同昭和十ー年九月ニ十七ロ、來京において開催 
せられた。火钤は、(ー)退職積立金法改正に關する件。(ニ)港搿勞働方保_法制定に關する件。 
(三)電ヵ阈營に關する件。(四)愛1:新政黨樹立促進に關する件。(五)人 ^ 戰線紛碎の件。(六)行 
動 方針遨 等々 を 審議した。 その 行動方針 ^ に 表 はれた 懇話 會の行 動は、 「耍 綱 及 剂立 { jt n に迤き 、 
皇阈の繁榮につとめ，更に1::本主邊勞俲紕介の大同團結と机織の擴大」を主迆仟務とするもの ^ 
第二 節 愛 3 £ 勞働 W の 統一 運動 三 五 七 



笫七窣 ニ •ニ 六 事件の 阈家卡義陣锌 三艽八 
ぁるが、 その 具胳的 ^ 容は、(ィ)愛阈勞働机介の戰線統一及び糾織の擴大。(ロ)失 ;1 問題の對策. 
の樹立。(ハ)沿職枝立金法、健氓保險法、エ場法、勞働济災寄扶助法、臨時 « 储制嗖の改廢及_ 
情に卽する社，け政策、勞働立法の促進。(ニ)1::木茚業勞働诗讅の設立の促進。(ホ)=木淹龙の沖 
長と 阈際問題。(へ)政治問題への對策とそれへの協カの六項：=でぁつた。また、失業對策のため 
に、 阈 rt 鐵迅の 電力、 H 動 职の稂 極 阈 產、 2内土木泔龙の完成、阈防の完璧等の只脫的なる- 0 枨 
策を 提唱せ るは、 ホ •虛 な壯語 に 滿足せ ざる 饮抨 的なる 處が 窺ぇて、 流石に 勞働机 八：： なりと 思は し 
むるものがぁつた。第ー囘全阀大件の贫言 /: の如し。 —— 

:.i tr 

愛阈勞 働 机 <= 全 阐成話 伶は 上る 四： H： 十九 n、 東京に 於て 結成 式 ?- 舉 行した。 

常時 帝都は なほ 戒厳令 下に ぁりて、 結成 宣稃式 のみの 舉行な りし も參 加各阁 1 一の 熱烈なる 支. 
抟に 依つ て 次笫に 發展を 遂げて 今 n に 至つ た。 

繭 來各 秫の行動议踐を通じて我等は「ロ本主義努働巡動」の繫饮なる地钗を確保した。 

從來、 ロ木に於ける政治ゝ經濟ゝ外交その他ー切に：儿る分野に於いて歐米沿隨-王旄を生み出 
し、 從つて 勞 _運動それ自體も共砟主雜、社拎民主々淡の思想的影 ?¥ を受けて歐米校倣主莪に 



喷して焐たことはさきに指摘した通りである。 

然る にこれ 冷 SS 主義者、 社命 民主々 族 者 乃至 一部の 自由、 編者は 相 提携し、 ■人民. 
is 成を 策し、 益々？ なる 反 想 Qi に 奸奔 し？ ある？—。 

觀 よ！ これ 等の 社會民 1 思は、 社 含 民主々— f 共に、 姓 近、 隳 部内に 於け る 
分 働 組 <- 力 1 M 々雜陣 ¢5 よ 主つ た 雄 §E して、 取 純な K>g 結播 の 揉 S りと 稱し 憲法 
f 振り 磨して 大衆 I 動し 11 し、 斯くて 裝 S へ Q 拍 f 加へ て f s である。 

我等は、 かくの 如き 一切 靠_ 的 思想 Q 棑續 Q 上に 起？ H 本 精神 S 投に つとめ、 以て 
n す 全 勞傲 者を 日本 主義に 再編成を する ことが 必耍 である。 

又 政府は 「 I 秋 立 金 法」 を 制定した？ あるが、 なほ 幾多の 改正— f あり、 吾等 
は そ 11 f 1£ 求す る q み— ず、 i てんで n 含 isji 
の 1 と；^ せて H 本の 床 - S 公正なる 經？ 通じ そ の靈 仲 S ため 產龙篇 v& a sf 要 
望す る ものである。 

今や、：：： 木， r 外の 情勢は、 いよく 切边 せる 情勢を 示して 居 5 、吾等 SM 力 雲 S しき， 了. 
動は 延. S SS 繁榮 S 接關 連す る 所 甚大 f と 同時に 認 f から 缺く .へからざる 緊急 $ 

第二 節 愛 KSSS : 1 



笫七窃ニこ|六事件 «0 闺家ホ：義陣眘 三 六 0 

である。 

玆に n 本 主義 勞働 組合の 大同 g 結に 版 然として 邁進す る ものである。 

吾等は 亦 政治問題の 新たなる 方向が 我 阈現 下必织 の 問題に して 等來の 反 3£砬 的 諸政 耦に 依つ 
ては 斷じて 枭 阈の發 M と國 民生 活の安 定と を招來し ^ るものにあらざる邛を知0、我等は熱意 
を もつ て 強力に して 淸新な る 政治 勢力の 結成に 協力す るで あらぅ 。かくて、 愛 阈勞勘 組 八 "全阈 
懇話# は、 共 鹿 主義 社 會 民主々 義其の 他の 一切の 非 阈家的 行動の 絶滅を 期して、 全；；： 木へ 日本 
主義 勞慟述 動の 大道を 打ち立てなくて はならない。 

右 背 •言す。 . 

愛阔勞働机合全 ^ 想話旮は、八月舍の肝入りにょ 0 て發足したものであるから、維新政(然準備 
伶とは 對立關 係に あ り、後者のー爲(新：：：本阈试阈盟の手岛剛毅)の如きは、耶備侍の結成當 
1=、愛阈勞働組合懇話# 5: 指して、これを阀の1::本主義勞働逝動に非らずといつたと傳へられ 
る ほどで あつた。 . 

三 政黨 問題に 關 する 內部對 立 



しかしながら、懇話伶の内部においても、政赘問題については、なほ令：部的に愆兑の一致をみ. 

1 袤つ た。—、 1 g は、 糾翕 I Qf 1 立 sf はこれ S む 

る も そグ 政；^ 5:1® 見の 細部に 關し ては 瓦 ひに 對立を 免る.、 こと 能は ず、 殊に 一 一大 屮心 谢胳. こ 

る：：： 木 益繁薦 合と n 本讓 供樂 f と q 間に S が 典し かつた。 槪 怒に みて、 愛 劈® 紐 八" 

全阀懇話 ^ は、維新政黨叩備付に比して、ョリ ;| : - 政治的でぁつたが、そのぅちでも.史らに非政治リ 
なる分子门本苑龙勞働仏樂部の西山レ三郞は、ームにおいて、门木農民紕合の平野ヵ三、大门木 

S； 家社霖 Q 石 川 準 十郎 、梦 TS 樂部 Q 廣^; s、 n 木 文化 潑 q 松 菜ら 靠に 別に 全 一 

俱幣部なるものを糾織した。また懇話 ^ 《の大门水.勞働饥合胳議泠(大：：：本阀社茲系)にぁつては、 
四 =： •に 關 攻 地方の ロ木遞む间盟及び大：；：木映迸人 |.'1 脱が脫退して门本淹龙勞俲伋樂部に加盟した 
故主と して 關西 派ょり なる 殘留 勢力は、 木部を 大阪に 移し、 十一 H 十五 ^、總聯合に <> 流した。ま 
た！！： じく 講 命の 加 ign 本 雲 M も 九月、 怒 話窝 の 愛综醤 益 蓉に 合流した ので 
ぁつた。 他方に おいて、 懇話 待 關西派 (新 n 木 海 n 机 介、 總聯 <:: 大阪聯 <: 公、 た：：： 矣證 八：： 協 
議分)は、八=!ニ十五ロ、空_農民冏盟と兆に關西空阔勞農協迹#を机織し、见らにその後、愛 
Klilt 中心 戰餞 「1_」 が 成立す る や、 そ Qf 的頌に f ' 

第二 節 愛 M 癸 働 S の 杖 1$動 = た ニ 



笫 s IZH ハ 事件の i ホ義综 三 六 ニ 
ざる 懇話# S 靑年 分子は、 3 霞 協審 と共に 大和 聯盟— 成して 對 1 、—# f 
の もの/'： z ： 部の 移動 もまた 褀雜 を 枨め たのでぁった。 



第三 節勞 農協 議會 運動 

I 愛國 農民 戰線 統一の 提唱 

八 パ 件の 斡旋ょり 愛阔勞働 組 八 M 令 阔懇話 會の結成となつたことは前節に述べた通りでぁるが、 
妓初八片你；2意阐は、愛阔分働紕八 |1 の統ーと併行して、愛阀殷 ^ 組< || の戰線統ーを計り、その明 
荠の上に立つて、.大衆的茈礎冏き窀饮なる愛肉政级を組織せんとするにぁつたのでぁる。 

か、るー般カ針の上に立つて、八パ會の中心人物たる益1:0民同盟の吉 ||| 燹ーは、努慟組合の 
結成をみた莳後の五 )1 、 : ( :!: 阈農民阁恐の全阈的統ーに乘り川した。この呼びかけに應じて先づ機 
遝の動いたのは中部|關灰地方でぁつて、平くも名古屋農民組合同盟、常山縣勤勞農民 |.'1 盟、新 
潟 ^: 1 :砹 民 聯盟 及び 維新 靑年 供樂部 冷が 活潑な る 動きを みせ 始め、 同じ 五 パに、 これらの 諸！ ESg の 
連名を以て、「愛阔派.農民戟線統ーの提吧」をなした。その提哨文は頗る長文のものでぁるが、そ 
の耍約を示せば、 「愛 N M 動は 今 ：=ー大飛躍的戰列を整備すべき歷史的時期にぁる。愛；1運動は 
今=:迄大衆的弗礎の重點を如何なる；1民好におく可きかを考究することなく、之等に對して :* 诚 
笫三節 勞尥 協議 會速動 三 六 三 



節 七草 亍二六 事件 SSS 尝 一二，、 4 
だに せ f 丨ハ 1 的に— 的 II 校け て來— に 重大缺陷 が あつた。 滿洲— 以来、 嗚. 
H 靜 めて ゐ Is ? ト は謹雲|に| 出し：： SI 笈 1 に— を 立て 

f なら 5 s Isli^ する 火^; i ではなく して、 地下 盡的 大衆 
得 Qf へき— 的 組織— 后す る— 的— の St。 ：‘f:— が 
マル キス； 指 1 碧は、 公知の— にして、 全 S 舞— S 51 
を裝へる 優秀なる I —合の各— に游 入し、 農— 猱に 村、 1 に 5 て 細胞 
if、 然し 表 still めて ゐ る？、 全 SS 如 1 ? :… 

— l_f i … 11 蠢 — I II 。 … •ロ 

本——— ■$111<1 は、 靈 民|1 は f 

た f e が 倉。：： 今日に 於て 全_| I 者が 小異を すてぶ 結し、 以 5 SI 

11 ょ 〇 經 た論吉 養成、 全#— 動の 大管 押し 進むべき— ' 5 — 

U V 愛ト 者グ 使命と 信ずる 以上の 如き 巧への もとに、 我々 は 全 愛 讀農歲 線の 統一の ため 
の協 —sf _す | S で ある」 とい ふ e であつ た： i 趣—、— 地方では、 提 

唱地3 關 i 奢 六 月 二十 < s 、 Gf - IA 貴 Mf If #1 1 た。 而 し' 



セ これには 大 H 木 ^ 1!殷民 |* 、茨城の愛鄕^:治聯盟、川ゴ |!1 の愛1;勞働農过同志.&、新潟の ^ 3 
農民 聯盟、 愛知の. MW 農民 組合、.：： E 山の 勤 勞 貶民 问盟 、下葉の. « 阈農民自治聯盟、柬古小の興阈自 
治會、長野の信州鄕芾同志會、神奈川の農都ー_舍、及び山形、群馬、大阪の京阔農民间盟等でぁ 
つた。 當 H は、 格別に 方針 等を 決定す る ことなく、 各地の 情勢 報吿と 「 ^ 阈内外の非常時 ;.0 に鑑 
みて 愛阈遝 動の 大衆 的 茈礎 勢力と して 全 _各地の阔體的農域團艄並に同志諸兄の協ヵ 5: 促し、そ 
の 大 集結に 努める こと」 とい ふ 「巾 合せ」 をな すに 止まつ た。 

ニ 關西 皇國勞 農協 議會の 成立 

關來地方にー步先んぜられたる本！兀の關西地方においては、亩 |!| 賢ー辯 ^ 士 «9 益阈 1 , 5 民同盟が 
中心となつて努ヵの結果、七月五：；；に £1: 阈殷民阐體關西地方準備會が結成せられ、大阪、兵瘅、 
奈良.和歌山、ぬ取の蛊阔農民同盟、溢 ^ ^ 農政治1:盟*符山勤勞農民同盟、愛知 ^ 農糾介 ^ が 
參 加し、 「皇 W 内外の 非常時 局に 鑑み、 阔砬的 沒域阐婭の今-阈的統ーのために先づ我噂各 |#] 诹は茲 
に 單ー机 織と して 合同し、 進んで S' 農阇粒 結成 關 朮咿 備 絝と協ヵして速かに全阔的大集結に努め 
政治的に 發 展せしむる琪」といふ「巾<;:せ」がなされた。 

轶三節 汸 a 協議 贪 S 動 = 六 五 




第 七 京 ニ こ ニ ハ 事件の 崗家卞義陣脊 三 六 六 
かく 關柬 、關 P 調を 揃へ、 いょ <八月には阈{永主莪大衆述動のー贺たる.以§粒の仝11的 
,結成を行ふべくエ作が進められたのであった。しかるに、間もな<關 ^ 準備 # と關两準擗 ^ との 
間に 意見の 針 立が 生じて、 全阈的 統一の 雄阏 はこ、 に 挫折した 3而して關柬侧(新渴、從山、愛 
知、 山形、 山 梨) の 各！！ 的は、 七 片 に 共同 聲明汲 を發 して 愛阔勞 農 间 芯佟 に 八 "流し、その貶民部 
を 形成した-そして 翌八片 、愛 同 農民 部は、 左の 如き 網 領を決 记 したので あった。 I 
綱 領 

一、 我等は SS 袋 的 ■立 $の 大 精神に 則り •令！； 民の 聯 八： 姑 來を 計り 以て 錯明徵 S 現 
を 期す。 

1 、 我 實山漁 MQ 生活 ii とは. Ms 興禁 長晶す 1 火器た るに f 適切 S 

なる—? SS 賛 5 Q 湯 1 現すべく I し以 5 ヵ增進 5 献 t ことを 
•期す。 

r 我 s は 反 N1 想た る共產 主義、 主 主 f — し、 資本 主 f 根本的に 革新し 以て 
皇道の 本義に 某 WC- 阈 {水 機構の 一新に 協力 邁進 せんこと を 期す。 

關東侧 と袂を 分つ た 垡農關西側においては、その獨自の運動方針に遇進する £ とにした0卽ち 




- 先 づ八パ 十五 ：=に £;!: 2:以拔同盟全阈代表荠#讅を開いて「 , :*: 阈骰民阐淤統ーに關する件」坆び「關 
西 地方 勞 農協 ff fr に 關 する 件 しを 可決して、 統一 速 動の 方針 大綱を 決定し、 皱ねて の匁以協同の 
尜志を饮現すべく、前にー言した如く、勞働阒||侧の新：：：本海0机 1> 、總聯介大阪府聯介 # 、人 
n 本 勞働 «1 合協泠 ^ 、愛阈勞働組介懇話羚の關西派と币を拟り、八月ニ十五门、關西. ;';!: 阔勞農協 ^ 
羚 なる 協同！ ^線婭の結成に成功した。常；：：議せられた問題は、(ー) 0 ^ 戰線統ー、(ニ)人 ^ 砘哚 
粉碎、(三)努働拽線統；、(四)維新政械樹立、等でぁつて、役バとしては、議长に新门木沲 |\ 組八： 
の 赤 崎 i 、 — tsQ 吉 E 資 ー及猛 聯 <:?井§、 if 大 ：= 本 1 Q 大橋 S を 
選んだ。 當：！：發表せられた宂言は、政萊萬能的：；；木主義に對する批判を含むものでぁるが、その 
•今：5:徉は 4-: の如くでぁる。丨| 

關西 |** :1-: 碑努農協議絝宣言 

比類なき=本阔悶の抒嚴に内覺せる勞俲者段民は、我が接阔の粑史に竹みて今や未忡吖の阈过 
精神の品构期に迺遇せるを機緣として、自らの負ふ歷史的使命を認識するに至れり=歷史的使 
命とは. 1 ''/ ぞや、昭和御維新货赞の使命でぁる。资本主義の制度にょつて陪級分化を遂げたる_ 
民のニ人陣兑を资木主義の革新にょつてー元化し、以てー大阔尺的史生を期するにぁる。 -> :;1 
第！ー：節努4^議 # » 動 三 六 七 



第 七 章 二 こ 一六 事件の W 家中： 義 陣脊 三 六 八 
•愛 阈勞働 組合 全阈 懇話 會 近畿 地方娄 a #、 n 1: 阔農民 _ «5 にょって 關西空 阔勞働 協議 科を 姑せ る 
所以の もの、 また 實に n 本勞働 者、 農民の 歴史的 自覺 に戏 くと ころで ある。 由來 我が ^ N は肇國 
の古ょりやむことなき生命發展を遂げて今：=に至ったものである。思ひを茲に致して.以阈の现 
狀を觀、现段階の政治的、經濟的客觀情勢を分柝するとき、资木主義制度は旣に全 |61 的に體系 
化せる 政治 勢力と して M 4 x € の 上に 臨む に 至った。 敁 V N 民 は 個々 の經濟 的 欲求す らも ^ 木' 王 遂 
の 革新と いふ 政治的 0 !標に進むことなくして到违することを桫ない兑透し 5: 抟つに .41 つた。斯 
くの如くして資木主旄制度は階紱闘讲を助長し岱阔阈體の饽嚴を祷ふところとなった。而して 
我铧が屯阈の現狀が資本主義にょって進路を叽まれるものを ^ 设するとき帛阀發肘の生淹ヵの 
屮樞 を形成し、幾千年來岱邋扶贾の基礎努カを繼辩し來った愛阀勞働荠農民の埚へ雒きところ 
である。 

斯る時 歴史的 使命を 持っ 木 協議# が 結成せられ たので ある。 かくて 昭和 御 維新 焚赞の 主 船と し 
て 來る べき 維新 政 m の 姑 成を 促進すべき 仟務 をもっものである。從って本協讅付の机織成=2た 
る 匁 働 阗肪、 阇 1 i は 机 織の擴 大 強化と 戰線 統一を 當而の 任務と し、 一圃 一 m 一 机 介 の 基礎 
，をっ くり、 卩的を異にする旣成勞働1砬、殷民阑體に對しては其の轉向、分解、併合、淨化 5: 



以て臨み、未組織勞锄齐殷民を組織化し、，：；；；阔勞働荠、 £5 民の正しき思想統ーを ^ 成すること 
にょつ て、 亡 g 人键 fl し 進んで 蔻 維持 S 奢 排 し、 不純なる 政 sf 注 ネる 
ととにょつて常に紕ぎ勢カを後退せしめつ/一ある政治ブローヵー的存在を斷乎として紛辟し、 
強力に して隸 なる 御囊 Q 仿礎 H 作を 遂行す る ことにょり、、 關西 S 霞 協議， 2 使命に 一 
路邁進 せんこと を 期す。 

かくて 八；^ の統一 S ? 一は、 部分的な S をし か 結ばな かつた？ ある §;。 . 

(註 ": 1!?: , ;1 ^ 穷 ^ 饩裘 -»7 の怍質を知るための參考として、そのホ 1» カたる : , ;1 阈 |!5 «: ::1:盟3前5?人=:ト 

五！：： の 令 I 代表者 鑫 (大 3 五十 夹 部； a 五十八 名、 兵 W 十七 支部 三十 七 名、 蜜 五 支部 十一 名、 霊 ニ 支 

部三名、 .6 :取四支部一名、岛极一名、東京ー名、合計：2ニ 7« 名)にょつて改正せられた «( 領及び役 « を-山し 
て茂く0 —— . 

綱 0 

i 、 われら 2 萬 K 共に SS 礎た し、：： 本 Jg 神；^ ぐ爲 村 共！^ の 達を 期す。 

一 われらはー切の能カを統合し生柬カの紐織的發展を网り裙耍の遗樓なき充足を期す。 

一 われらは M 本软神 と转濟 の微 鹿的計 21 化にょ”、暗級岡 ^ な$ « 村の « 现を如す。 

, われらは十：地制度を改疲して肚稷を漀備し ^ 村を凡ての和占灸本の支配ょ0免れしめんことを沏す- 
第三 s v ? ft 協 ^ S 動 = な也 



第 七 章 二 こ 一六 事 作 sw ac f ai PH tf 三 七 0 
1、われらは » 業の ^ 營化協同紐合の欲底化を期す。 

1 、われらは 生活の 確保 發 M のた め 必要なる 一切の 轵濟 的、 文化的 嫌 件の 具備を 期す。 

1、 われらは 都 會屮 心の 諸 制度を 改廢 して 都市 逸 村の 均衡を 阕り® 村 文化の 高揚を 期す。 

1、 われらは 玷詨 動 力た る 某 本 fejg fls ( —— 鹿 段同盟)_の完成と共に特に將來農村の»荷者たる靑 
年 W 成の 重大 任務を 自* す。 

一. われらは « を窃 き勞 働を筇 び 相互 徹底の 粘 神を 以て 轚<相結ぴ捣難に跗え此の綱領の寅現を期す。 
な《、 *. 農2:»には前衢»として泉阑艇民同 !!!?. 義勇隊の »1 «があ9、ィタ='丨*フアシスト黨の如く義 
奥 隊十誠 を 有して ゐ る。 



第四節_家、王義责 ¥ 分子の統ー運動 

於 

I 統一 運動の ィ二シ アチ ーヴ 

ニ •こ 六 事件 後 奴 藤の 如く 格き 起れ る 博 家 主義 戰線統 5 動に 對し 、最も 純 W 且 S 感に反 
應を 起した のは、 靑年 分子で ぁる。 1 主義 陣 I 宿命と もい ふべき 刻據主 f 對し ては、 かね 
.てょり— 靑年 分子 S に不滿 Q 色が S つた Q で— が、 鍵た— 隳 それぐ q 方向 
において 統一 戰線 Q 結成に？？ や、 ミに 各派 Q 韋分 も SSQ 統一 蓮の 機運 
しそ S ー步 として 各派 靑 年分 統一 還を 先づ行 ふ •へしと いふ 聲が 、勃然として 起？ き 
を 助成た ので ぁる。 

k 都 地力には かねてょり.^ き 傳統を 祝し 中 川裕を 中心とする 济北靑 年 同盟が 頑張？ ゐ たが、 
これ か 中核と な？ 愛闕靑 年纽動 統一の ために、 興 g 靑年 同盟、 西陣 靑年 M 等と 語らつ て、 
純正 日本 主 義10共認$ 審を姑 成して ゐ た， 純正とは、 益し 運動に 對 する 靑 年の 氣 持ちを 

表明せ る もので—。 六县、 關西に_關1 一の— 熟し 維新 政黨 準備 命の 成立が 近づかん 
笫 s 2家 主義 青年 分子 の抹| 湯 一 C 一 



第 七草 ニ •二 六 事件の W 家主 義陣脊 三 七 ニ 
.とする や、 靑年 分子 も 奪 起して 同 H 十三 日、 維新 運動を 苻效に 行 ふためには 小異を 粲 て/' 大： 一 に 
就く の必耍 を 痛感し、 今後の 運動を 展開す るた めに、 純正 日 木 主 遜靑年 思想 圈 將 統一 促進の 提唱 
を 全阈の 愛阔靑 年 團 55 に飛檄すべしといふ結<調に到迖した。その後、その具體的エ作を進め、七 
月 十日には この 提吧を 全阔間 志に 送り、 越えて 翌八 ：^ニ十三 0 には _.' :小都に令_の愛阔脔年分. 1- を 

結集して純正1::本主遴靑半遝動令_協_涔給成準備僉を開催するまで0運びとな 0 たの.でぁる。 

% 

ニ關 東側の 動き 

か、 る 機運に 呼應 して、 關東で は、 九 4顷ょりいち„十く關|地方の靑年分子の結染を計ること 
、なり、新：1:木阈圮同盟錦旗靑年隊、愛阔政治同盟維新靑¥陕、大ロ本生芘篼靑年部の|ニ阒 &3[ の靑 
年分子が純正維新共同靑¥除の結成を決定した。その結成增備分は、翌十片ニ十四=に執行はれ、 
右三 靑年 阇將の ほかに、 庇 心逍 垛、又新クラブ、維新從、 11 木痄龙取、！=木阔民眾 ^ の爷志が參加 
した。 また 正式 參加 をな さず 傍聴した ものには 阈民協分、大アジァ靑年_盟、政贫解消聯盟、 ^ 
道#等がぁつた。 

この！：： の m 備分で は、 「我 華は， M 阔内 外の ^ 觀狀勢 七 維新 運動 戦士の 使命， に 鑑み、 一切の 情 W と 



I 越し、 S 的靑年 大衆 11 す— 新麗 統一へ Qi として 『純— 
隊』 S ぁ 成に 遇 進 せん 事を 期す」 とい ふ 「中 合せ」 がな され、 その 常任 準備营 として、 新 n 

SWM 蟲馨隊 21木_、 S 政治 M 維醤 SQ 佐； 焱 、大 U 本溱 黨靑 年 部の 

影 山 K 治 S ほか、 の大森 5- 又 新 クラブの 小黑將 永、 維新 你の 牧野 晴 雄、 n 本 簾 取 
の 松ド彥 .一、 ns 祭 egl . M ハ 郞ら八 £镬れ た？ あつた， I 京都 派 
.日本 主義 靑年 遲協釋 にも 欣然 參加 する ことを 決史 した。 な 2 8 年 統一 f は 中、 い i ぬ 

I た—" 本 1 、爱 XI 、 大 i 黨 が— 政肇 f の屮 心湓 で— こ- 

とから みても 當然 で— 如く、 維 铒政铱 1 代表を 派遣 f を も 決議した。 しかし、 通 
靑 - cr 隊 系備畲 式 成 i - 年 ニ：！：；) は、 維新 政聚韓 q 政 黨拙籍 If 蒸 淀す るゎナ 

ではなく、 こ e 點に ついては、 靑 —,M 立 f り、 や， 批判的で あり、. この 1 に 大きく 
激成 されて 行つ て、— 和 十二 年 四月の 總 i における 棄權 1 にまで 發 M し、 史に間 年 六 4 こ 
至つ て：：： も— 結成の ために 政治 軍 新 協 f が 解消す る や、 純正 維新 共同 軍 除は、 その 
A 罚的矛 /?? に 耐ぇ 得ず して 解散す るに 至つ たので ある。 

力、 る點 ょりみれ は 純正 維新 共同 靑年 陵の 傾向は、 前述 分類 第 一範 ほ たる _ 主義に 1 し 
浓 s M ¥: 義彝 年分 子 si . し, ニ 




第 七 章 二 ニ 一六 事件の 闺家主 義陣營 三 七 2 : 

て 第二の 範墙に 移行した とい ふこと がで きる でぁらぅ • 

三 全國的 結成なる 

右は後の話でぁるが、かくの如く、關朿侧の支持も得られたので、古小都の純正！=本主雜阐时共 
同閫 ^ 協議拎を中心とする純正£=本主義運動令阔胳議泠_備侍は、ぃょ<换记の如く昭和十一 
$ー月三1=、明治節の佳節をトして京都にその正式結成大會を開 1{1| した。集まるもの全阈八十 
三團 肪、百代讅バ。殆んど全_の阔家主義冇ヵ靑年團骼が參染した。大會では全 ^ 協議付設立趣 
意遵、宂言、規約が決議せられた。これにょつてみれば、この全阈協議#の=的は「純 |1{ =:本主 
義靑年 運動の 全阔的 統一」 及び 「維新 黧赞 のため純 ]1-: :=本主義靑半の稂棂的共：：1運勐を |'5 す」こと 
(規約 第二 條及び 第一 ニ 條) でぁつ た。 また、 各地に 靑年の 修練 場と して 塾を 設 逍し、人格識兑の向 
上に 務める ことが 決 ^ された のは、 其 だ 注 12:すべき祺實でぁつた。加盟只相互の修練、人的結合 
5: E 的と して 各地に 硏究分 、討論#、 座談# 等を 常時 開催す る こと も 決定せられ た。 

純正日本主義靑年運動全阈協議许は始め特に本部を {3 かず、京都を以て連絡帘務所となしたが、 
後、柬尕の疽心逍場に本部が挝かれた。昭和十ニ年四月の嫌選壤に、純正維新共同靑年隊と共に 



蒙 描准靈 ？ 起し、- W 紙 投票 f 張した こと S、 後 S. へる 如くで ぁる。 

結成 當 =決定せられた全_協議會の役 « は、(北海道)林貞四郞、(東北)入 11: 五郞、(猢龙)大奄 
ー聲 西鄉 隆秀、 エ藤定雄、影山正治、(東海)西村暢天、(中部)三浦延治、(北陸)太出幸ー、& 
木 治 一、 (近畿) 中川裕 、德 ㈩惣 一郞、 田岛勝武、(中阈)橫出佐輔、(四_)泉昍武、(九州)木本榮. 
田 中靜 、四 宵 九洲 男、 (滿洲 ) 橋 本 重 雄の 十九 名でぁった。 

なほ、 純正 B 本 主, 年 蓮 全 動向を 如實に 知る ため、 そ § 立 趣意 f 宜言 とを. 
左に 揭げる • —— 

純正 日本 主義 靑年 運動 全 阈 協讅儈 設立趣意書 

歷史は 繰 CS 返し、 而も 人間 社， jc は 刻一刻、 向上へ 創造へ と 向？ 絕 ぇざる 進展を 續 ける。 然し 
其處 には 常に 自己の 特榷を 守護 ぜんとす る現狀 維持 派と 傅に 正しき 人間の 欲求を 具現 せんとす 
る 革新派と S 絕 —る抗 ^ •が展 fsfQ 人々 が 新し 3 時代へ Q 人柱と して 社 直義 S 
梟牲 S じて；；；： く。 世 S 今や こ Q 現狀霖 派と 社會 幕と Q ニ 大潮 流 Q 抗^. 帟に 狂騰し 
てゐ る。 現 社命 機構の 根樞 をな す 資本主義 諸 制度は 其の 包蔵す る 内的 矛盾の 結果、. 今や 行詰り 
の 極に 達し、 斷末的 狂奔を 餘儀な くせ しめられて ゐる • 

第 四 節 sf 義資 年分 子の 統一 運® 



策— ニ こ！ 六 寧 件 S . S : 黯營 三 七六. 

闽§ 濟の 極度の 逼 边 も：： 畢竞、 … . 現狀 維持 派 f . .单祈派との新饵勢ヵの ^ 關に外なら 
ない。 外來 思想に 触 f れ た：： 日本が 此 S 中から 括然 沒交涉 たり 得ょぅ 茜がない。 

蠢 日本 丨 との 抗 f 餘儀 なくせ しめられ 、 K 抗 S 矛盾を 現出 せんとして ゐ る。 

二^' 市^-以後 極#. に 緊迫した 情！^ に對 して — _ 己 防 備えた。 而も 加えて、 歐 洲動亂 
ヴ . v ' r をな V る 人民 戰線 g 餘波 は麼 g 23 本に も M 触し、 亡 _ 的 一連を も糾介 整備して、 こ L 
又 人 W 1 S ! を；！！： 指して 亡國 的— Q 散布に 餘 念がない • 

f の 必然に 逆行す る…. この ニ 大敵 s 總攻 fR 前に 按 えて 「還 防衛、— 背 布」 の 旗 3 

く かざす H 本蠢浮 が 安閑た ゐょ— がない。 n 本主陳 5 S 備 、為 的 統一に 依る 

I 的 力 Q— が 叫ばれる、 これ— el た 0。 「小 f 捨で裔 S け」 こ Q<MI は 農 
村から、 都 分から、 §23 本人の 魂から 迸り 出る。 

H 本 主證蘇 、農民 S 者、 學生諸 i が I 路 、大同へ 丨 統一へ と— しつ、 ぁ— は 「祖 
Ki 」 S め 欣快に 堪えない。 而も f が敎 示し、 卷が f 如く、 維新 義§ 一線. 
に 立つ 者は、 常に 「靑 年」 たらねば ならない。 

靑年の 結集！ 



:: F 本義 S 唯一 Q 武器は 卽 ち一點 Q 私心な き 純正 靑 2 一大 趙に 俊たねば なら ヒ ハ。 
我 章- M の E :— 涵 s 士 1 ひて 此處に 「純正 日本 主 響 年 •1 全阐協 謎#」 

を 削 ;^ し、 日卞 

SI ? 核と して 、 f K し奏 年— 総 針 盤たら しむる Qf f S て、 純… 
靑年 f g 的 統一を 期し、— g に 人® S 1 ぞ て、 S 2 I 的 結 > 、自 aj 
修練に 務め' 或は、 一大 Hi " 動を— して 大衆— 發 し、 友 請 勢力との— な— 一 
の 下に、 nil して、 一大 I 的麗 §5 しめ、 以て 御 1 さ 
ん事を 期す。 

全阈純正日本主義靑年諸公！ 

我等は 1 心的 大同 S ょり 雄飛して 5 靑 11 業— _ す 

べき 大使 命 遂行に 挺身桊 仕 せんとす。 

我等の 微攻鑫せ られ 、絕大 なる 協力 S あらん $ を。 

立 言 

歐洲に 於け る スも 褽 Q 思想 的 S 尖銳 化に 起 学 桑 二次 伙界 5 の 危機、 及び f 柬洋に 
f せしめん とす 11 諸 slf 而 して— 農 Q 1 す 1 とが— 
S 節 ws : s 年分 子の？— し 



第 七 章 一一 こ 一六 事件の W 家主 義陣舒 三七 /\ 

して、 皇阈 日本を 繞る阈 際 還 境は、 今や 深刻 その 枨に達 ぜんとして ゐる 。•しかも： T IC は、 歴史. 

の必嬰に逆行し、阈腊の眞義と阈民の生活とを犧牲に供しつ、、所謂金融支配の蛀後的形態と 

しての老廢矛侨機構を、(巾略)維拎せんと狂粦を續けつ、ぁるの現状でぁる。詗ふところの庶 

政 一新とは 幕府 當局の 尊皇 維新 論に 等しき 矛盾に 充てる 彼等の 斷末饿 的 呻吟の 姹で ぁる。 彼等 

は、费國日本をしてこの脆弱なる老馊機構を内に抱いて以て未背布の危局の前に立たしめんと. 

してゐる。噫かくて如何にして阈命を無窮に彌榮へしめ、何處に祖業を恢弘せしむべきぞ* 

二月 事件 以來 、久しく 内 将と 沈潜と を 重ねた る 我等が 陣營 内に、 その 神 整備 —— 令阈的統ーに. 
ょる 全面的なる 新興 維新 勢力の 糾織結 集の 叫 ぱる 、は、 正に 歷史的 必然性に 媒づく 之が 解答で 
ぁる。聽けー農村から、都會から澎湃として泼り起りつ/'ぁる「我執を去づ.て大同につけ」 
との絕叫を。これこそ大地を搖り動かし、全日本の鐵魂から迸り山づる天來の雄叫びでぁる。 
愛阈の赤誠に燃ゅる維新搽、農民屉、穷働運動、學生團體等々*8凡ゅる分野は、この天來の聲 
の ^ きの ま、 に、 ー路、大同へ、統一へと笼進しつ>ぁる。而してそれら各分野の逋動を綜合- 
すべき中心運動、核心婭として、これに統ー的なるィデオ0ギーを與へ、*その方向を決定し、 
躍進カを添加するものは實に純孤なる靑年脖の慟きでなければならぬ。 



靑年の 結集 丨 . 

靑年の 結集！ 

まこと SMH 本 I ふ も S、 かくして 統一 づけ、 S 化された iig—、 維 

我等は この 必要性と 、その 重大性と を 深く f 全 謂 憂 S の士 t もに、 鼓に 「純 ： f 
木 主, 年 速 動 全 g 協議？ を 創設した。 我等 装に よく 日本 主 i 動 S 核た るに 愧ぢ ざる 
ベく、 K しく 純な ——行— を 以て、 觀念的 大同より 血脈 的— へ g 大飛 f 試み、 供に 
濃 かに 赤誠を 波打たして、 天業 恢弘 の宏8 货 の 大使 命に 挺身 奉仕 せんとす る。 

个、 輝かしき m 陣 の 門出に 常って 敢て滿 天下に 宜 す。. 



笫 PH 節 W 家中： 義靑年 分子 sttja 動 



第 七 章 I 一 こ 1六車件の2来+:義 »: 菁 . 1 , ;{ 0 

第五 節 三 六俱樂 部を 中心と •する 運動 

一 小 林 順 一郎 大佐と 三 六 俱樂部 

n 木の 阔際 聯盟 脫沿及 び 海： 承々 縮 條約 餿棄に ょ 〇/ 一九 三 五 丨六 年に ロ木を中心とする阈際危 
搜が 起るべし とは、 一九 三 ニ— 三年 頃ょ P 八 茶し くい はれた ところで あつて、 殊に n 本の ^ 家主 
義陣營 において この 危機が 高調せられ たことは、 周知の 姐く である 。この 一九 三 1 C — 六 年の 危機 
打破のため一九三三年(昭和八年)十月十五11:、退役陸祇砲兵大佐小林順ー郞を中心として三六俱 
樂部が 机 織せられ た • 

小 林 順 一郎 大佐は、 ^ 取 士 打學校第十三期生であ 0 て、妞川美次中將と同期である〇公くフラ 
ンスに ア タッシ H として 駐在し、 フランス *,? 人を 怒つ て 歸阈した。咁情あつて迟役し、退役後は 
フランス特殊鋼のバテントを啊つと傳へられ、そのために货易 # 社を經 ^ して ;^ 5: なしたといは 
れてゐ る。 經濟 問題に 對 する斫 究深 く、 it て經濟 「綱領」を發表したことがあつた0また「自衞」と 
いふ雜誌を發行してゐたこともあつた。阈家主連述動に ^ てる深き關心を啊し、その豐你なる资 



金と，ボ部に友人多きことのために、彼の運動は頗る夼カであつた0 
三 六供樂 部は、 小 林 順 一 郞 大佐が 中心と なり、 一九 三 五丄ハ 年の 危證 破の ために 昭和 八 年 ニ 
九 三 三年) 九月 十五 H に 設立され た 阐跑であつて、三六なる名稱は、か、る市情に某く。司ポー 
九 三 三年 十二 2： ょり 「1 936 j なる 月刊雑誌を 刊行して 「 ^;?: ^ の商 1|5| する非常重大時局突破の爲め、 
々樂 剖：3:;?; :// の私兑の發表と其他 « 阔の士の意兑中、同 ^ の參 ^ となるべき記 -^ とを料錄」し、 
龙ねて 「三 六情 報」 なる 供樂 部機關 紙を 發 行 した。 後者は、 後に •城 刊され たが、 前 ^ は 一九 三 七 
ギマ ょ— G 」 i たた。 通し 、一九 三 六 年 QIS ? も、 S には 幾多 S 難關は 
横た はり、 「言— は 徒に 自由主義、 1 々我、 功利、 議 かを— はして 益々 人心を I 」 と 
してゐるので .' 此の »; « を打解し、少なくも紀-兀ニ千六百年迄には昭和維新を成就し、明朗日本 
の姿を顯现せん」ことを期ずるためであつた(註| 0 

i )「2 iJ には 「次代 丁： 作— K 料」 の徬 姐が ある。 以て その 性質を 祭 知し 得る であらぅ 。 

三 樂部は 最初 主として 在 鄕 取入を中心として ^ 成せられたものであるが、その後、.般 
常人の 愛 S 荠 をも網躲すること〜なつた^^そして昭和十年ゝ阔猫明徵問題に踩起して岡阳内閣に边 
づた り、 艰 < v . v : r #. 鄕 5 J £ 人團等 に 強硬 意見を 開陳したり などして 、世の 視聽 を惹いた3またニ.ニ 
第 : /» » 三六俱衆部を中心とする運動 三 \ | 



笫七章 二 こ 一六 事件 SW 家主 義 wff 三 八 ニ 
六 事件には 種々 デマを 飛ばされた が (拄一)、 これは全く祺實無枳であって、同仇樂部は、そのた 
めに 迷惑を 感じ、 し ぱ<その機關紙を迎じて釋明したのであった。 

(往| )地方支部員將校のためニ.ニ六事件に關する_|ュースを送った =, 六愔報編輯主任*兑降治が、出 
版 法 運 反に ょ 9 罰金刑を科せられた事 ^ はあった。 

三六供樂部は、理琪として陸辑大將大井成.兀男、陸取屮將菊池武夫男、同淺出玟逸扔、間刚角 
三郞、同ニ子石宵太郞、同等々ヵ森藏、同四王天延孝、閛少將松江豐謅、同松本勇平、海堪少將 
南鄕次 郞 (註 I )、 陸軍砲兵大佐小林順ー郞らの在鄕堪人を始め、元公使堀ロ九离ー、货&院議：=井 
田 盤楠扔 、同 渡邊汀 兄、 同 井上 淸純男 、宵 下# 亩、志贺芭方、佐伯正悌、有馬成甫、古兑降治等 
を頂き、堂々たる陣容であ 0 た。俱樂部の_的とするところは、いはゅる笫ニ秫{非政黨的)統一 
運動で あり， 「庶政 一新の 爲め 、民間の ^ 備に 努力し、 且っ 民間に 於け る惡锊 の 動 搖を避 くる」 に 
あり、 そのために 會 ii の 活動は 頗る 活潑 であった が、 しかし、 それば 供樂部 ii 個人の 活動で あっ 
て、 俱樂部 そのもの、 围腌的 行動は あり 得ない とされた 。益し、 「三 六 供 樂部 は堪 に：！ 志 間の 相互 
硏究 、聯絡 協同の 仅樂部 に 過ぎず、 從って 統制 ある 一の 阐體で はない。 各々 獨 0 の 立場を 保留し 
での談合であっ.て、ーの意見を以て他を束縛することを許さぬものである。從って外部に對し、俱 



樂部 として sg 的 行動な ず。 各部 Sts 任に 於て、— の 所® 
する 他 團踅に 於て 自己 Q 所 f み S 5 sf と 5 ふ 立て前 Q も？—」 が 故で あ 
る •尤も、 「飽く迄も 私心— 越した I 劍 なる 硏究 i は、 f は i 間の SQ 一致を 招 
来し 各 同 SSS 1 に •於け る—— は、 外部ょ ば恰— 統制 下に 
活動し 1 、如く 感ず？ とは I もない ことで—。 !_- ¥1、 三 六— 部は、 結成 者の 
主觀& S にお い て は 旣 成政黨 Qsj Q 政治 孱 とは 全く 其 本？ 異にし、 益の 如何なる 
爱 E 團 g とも 形式的に 對立關 係に あり 得 可から ざる もの」 なので ある。 § 一) 

(柱 一) 私 名なる 海の— 故南鄕 海軍 少佐 SK 父で あ P 、 及 近、 衆 1 長に なつた 人で ある。 

(！ 狂 — ) 三 六 俱衆 部の 「猓 明」 では、 A 己を 規定して かぅ もい つて ゐ る。 

三 2 樂 部は、 SS 俩人 SS 存在なら ず。 其に 犧牲 奉公を 相符 ひたる ssfs — なり。 

(ィ)日，しの53に他を利用することなし0 

( D ) 自己本位の 硏究 をな す* ji なし。 

(ハ) a 己本 位の 行動を なすこ 4. なし。 

0 こ 私利を H * E とし 「§ s ぎを な 利に S ん S に、 左右に し、 2 產 S 藍を なす 
第五® 三 六 俱樂 部を 中心とす る « 動 三 \ = 



笫七章ニこ一六事忭の ^ 来生義陣營 三 八 四 
ことなし。 

(ホ) 純 a なる 问志 s 全 < 無條件の出資以外は受けず乂使刖せず。 

1 二 六 仉 樂 部は、 かくの 如く、 阈家主雜荠の一単なる社交阐體の如く自已規记をなされてゐるが、 
その 货汉においては、冇カなる行動阇腊として、殊に愛阈陣资の統ー沌動のために讶献してゐる 
の である。 

三六仇樂部は、後、昭和十三年ニ九三八年)元1=を以て改組されて、瑞穗仉樂部となった。瑞 
穂 俱樂部 規約 第二 條に は、 「本仉 樂部の H 的は 阔體の 木 旎を 益々 明徴に し 之に ^ き 時局に 處すべ き 
重要 對策を 攻究し 非の 货現を 期す るに 在る J と 記る されて ゐ る。 而 して、 それは、 か、 る 「 E 的 
を 速せ んが 《め、相集まれる私心なき！1志の仉樂部」(大井成.兀)であり、「政治阐體でも何でも 
なく、 仉樂部 il に 對して 闯胶としての拘朿はー切柞在せず」..：「本佴樂部を恰かもー般政治幽 
將其他の諸_骼と對立し或は之と比舄すべきもの、如く穷ふることは大なる誤りである」のであ 
る。 その 中心 N fel は 「 M 體の本 旎を阐 明して 迚 N の 大理想 を究成 し、 皇 運を 找贸」 する にあり、 
「我々は所謂右灾でもなく乂固ょり左焚でもないのでありまして、阈做明徴の大莪の下に大業を修 
理阀戍 する に當 りまして、 時弊は 何で あるか、 行は るべ くして 行は れずに 浅って ゐる ものは 何で 



あるかを 能く 詮議して 肇阈の 精神に 基き 我々 の 考 へを 定め、 行動を なしっ、 ある ものであります 0 
: :されば我々はー部の人が故意に誤解しっ、ある如く、決して異端者でもなくまた危險思想の 
持主で もない ので あ 0 ます。 我々 は阈腌 の 本義に 甚き 行動す る 以上 矯激なる 思想、 或は 外阈 式の 
ファ ッシ "等と ならん と 欲しても なること が 出来ない のであります。.： •蒞し 不法 行爲を 以て 我 
々の理想を度現せんとするならば、それは我々の自殺に等しいものであることは、我々饥樂部4 
同志が 锜 さぅ 考へて 居る ことであります 。我々 は 三 六 俱樂 部の 時代から この 大方 針の 下に 發言も 
致し 行動 も 致して 參 りました が、 世間の 一部には 典 だしい 誤解 も ありました。 彼の ニ •ニ 六 ^ 卞 
Q 際に 於け るが 如きは、 (5. 略) 我々 の 夢想 だに しなかった 誤解で あ D ました。 我々 は當 時の 情勢 
に鑑み左様の窜件が起っては大變であるから、搔カ未然に之を防止し、速かに內外の難局を打開 

して 一 R 糸く 非常^; 策 Qis し、 神の 指 獲 理？ に嚣 一致 S — げ ねばな 

らぬと 努力して 來た のであります。：： 若し その 時、 當 局が 假令 全部で なくと も 一部分で も 我々 

の 精神を 了解し 以て 琪に當 ったなら ば、 ニ •ニ 六^ 一件は 完全に 防止し 得た も Q と考 へます。 

繰返し 申します が、 我々 は§ 復興、 尊皇 精神に f 行動して f ものでありまして、 今 n— 
で 云 ふ 様な 何々 主義 等から 我々 の 1 c 動を 律して ゐる ものでは あ P ません。 強 ひて 言 ふなら ぱ我々 
第五 節 三 六俱樂 部を 中心とする 運動 = \ E 



第 六 穿 ニ*ニ >'; 事件後の阐家 +. 義陣符 三 八 六 
は阔跎主雜とでも云ふのに當るのではないかと考へますが、決してー黨.|派を作るものではなく 
日本阔民に呰く呼び掛けて居るのであります。」(货00」昭和十三年三=號) 

「從つて、本俱樂部に於て攻究せんとする處は阈腌の枳木主は勿論のこ士 11 つ取祺、政治、外交、 
經濟资源等凡ゅる場面に 11: り切も皇阔の消長に關係ありと認むべき取項は如何に些細の市井艰 
件たり とも 之を 問題」 とする もので あり、 「昭和 十 年春 11- 族院で其戰端を開かれた菊池男も井 ||1 ^ 
も、井上男も悉く本仍樂部の常任理艰であることは、旣に何人も知ること」(瑞毬仉榮部の誕生」 —— 
「2600」、 昭和 十三 年 IH 號) である。 

右の 如く、 三 六 場 f 議 i 部と i せられた が、 批 間では 矢 f 三 六 i 部 乃至 •「三 六 
系」 なる ft 葉を m ひて ゐる やぅで ある。 

ニ 愛 國勞働 農民 同志 會の 結成と その 發展 

かくの 如き 三 六 伹樂部が、ーつにはその现想擷现のために、ーつには自己の大衆的基礎を啊た 
んがために机織したものが、愛阈勞働擬民同志#である。 . 

始め愛阔劳働总民同志會は、昭和八年ニ九三三年)十ニ月十七日に、埼玉縣川 » 市において剧 



,: v セら れ た。 ses 松 本 畢结少 S 記 情 S—Qf 史 にょれば 逐一)、 川 U 市 こ i 
倘人經 1 i が 四、 吾 軒 ぁり、 そ の從| 1 間へ、 一 f 一 S ょ—. S ® J が 
^ 入した。 そのために 同市の II に激 11 、悲慘 を S たのみなら ず、 そ 1 
释 は.— 川口 市 のみなら す、 關类地 SSS ん として、 その is . If 手 

(el ) 「2300」、 £? 和 十三 年 六 月 *o 

當 時は If 、 そ S 相には 精神_ 木貞夫 中 將が据 つて ゐ た。— 锘 は、 「この 靑 
^ に 痛く 心.— ま」 し、 1 改善 のために、— を 川口 市 i した。— 裔中 f 、 
歹プ— して」 各 工場に， ，木精 神を 鼓吹した が、 偶々、— f 會 川口 聯— 分— つ 
た 5 主 H 兵 中尉 名— 客 代 造が 大いに 1 の 所說 に 共鳴し、 一方、 鬆—の 「トレ 
でぁつ た 阿部 己與午 (現 SN 1 I 務 f ) も 「棘 然として 其 非なる ことを f 」、 こ、 こ 
兩 人—、，. として、 各 i — び 1 f — し 、 S に 日本 II 理 とする 「I ー胳 
の f J を f り J げ广 これが现在の愛國農働農民 ^ 志 # の發端でぁる0 
11 SSS 創立 大會 には、— 锫 1 •1 い I 與 した。 li 、 

第五 節 illss を 中心とす K>i 



笫六章 ニ こ 一六 事件 後の W 家主 義陣符 三 八 八 
「 此旗の 下に 全 阈に 日本 主義 的な 勞働貶 民の 同志 會を發 M せしめょ」 とい ふに ぁった とい ふ。 敁初 
黑木中佐が會長となり、後、小林順ー郞退役陸 5{£ 砲兵大佐がこれを繼ぎ、枝いて昭和十ー年(ー 
九 三 六 年) 二月、 現在の 松 木 勇 平 少將 が# 長と なった。 

ニ •ニ 六 事件 後の 沈 滯せる 愛 阔陣管 の 扳作の ために、 關柬 及び 關西 において、 愛國凼 ri の 統 •- 
運 動が 起っ た。 この 機運を 捉 へ、 愛阈勞 働殷民 |*>1 志#、卽ち略稱「愛 | 1 «1 」は、昭和十.ー尔十月四门、 
川ロ市において更生笫ー囘大會を開いて、新たなる運動に乘0だすこと、なった。當^可決せら 
れた 「全 國に ：且る純正11:本主義阐胳の戰線統ーに關する決議」は、卽ち統ー問題に對する愛 |''3 の 
意氣 込みを 示す ものでぁる* 愛 同は、 その 前後に 結成せられ た 橋 本 欣五郞 火 佐の 大 H 本靑半 m ほ 
どの精銳主義はとらなかったが、笫ー糚の統ー運動、卽ち拙速的戰線統ー主选を棑し、入衆 |41 蛇 
をか 0' <' いと幣めて行く方針をとった。その豐 « なる资金を以てする統ーへの努カはその效见な 
かな か 侮り 難く、 さきに 記した 如く、 先づ. ^. 阔_阒體結成關柬地方準備侍が愛冏に合併せられ 
た。 愛 同は また、 統一 戰線成 就の 見地ょり、 # 阈勞働 組合 全國 懇話 會に 加盟した が、 愛 同の 最初 
の 窓 向と しては 空 農 金 阈協議 ft と 愛勞全 阔協 a # とを 各々 勞農の 統一 骹と し、 これを 基礎と して 
4 勞農戰線の統ーを計り、愛同がその中心たらんとの豫定でぁ 0 たと傳へられるが、*爲の方は 



關 西側 I し、 愛 S : 黑雰 の 方 も、 近藤榮 fe 主宰す る 日 木— 同盟が、 九月 二十 六 H そ 
の 第二 囘—含 おいて 愛 同へ § 同を— し 益した がし かし 怒 SQ 他 SIQ もの 
は愛间に加はらず、淹龙勞働俱樂部、總聯合、朿電愛阈間盟などは拽綵統|促進協 3 # 5: 机钱 
しまた懇諮 # ^ 西仴は前述の如く關四れ齒と共に關西以成穷没協議分を結戍し、懇话淨を卜 
に 入れん とする 愛！！： の ^ 初の 意 阑は 3\ l Jli しな かつた とみら れた 0 

しかしながら、 そ S 後 も、 賴 々 S 農 及び 努働 組合 q 來投が あった。 昭和 十一 部 秋には 滋贺、 

三重 等 si 動 S 加盟が あり、 枝いて 同年 末には、 来方 件 代議士 大石大 の 統率す る土篮 民® 
組 <=( ニ离七 千) の 參加が あった。 

三 愛 同と 日本 産業 軍との 合同 

かぐる 合 MIS 1 、 f 腎 すべ f S 、 今 Q 指 竿に f く：：： 本 主義— 
內に料 S 其を § て來た n 菜 讓と愛 同と 3 介 同で ある。 こ は 思 十二 年 ニ 

九 三七年)十一月ニ十ー：=の愛；：|全阈大 ^ を機として開かれた0 <> 巧大 ^ ま、 

ー、愛同の強化を通じて愛阔戰線の統一へ！ 

筘 五節 三六俱樂部を-中心とする迷勘 = 、t 



笫六章 ニ •二 六 事件 後 SW 家主 義陣符 三九 0 
1、蛊道經濟を以て戰時髓制を確立せょ！ 

一、 擬裝 舉阔 一致 •人民 戰線の 打倒！ 

一、 銃後を 守る W 民の 生活 安定！ 

一、， M 民戰線 統一の 先 驅愛同 •產業 取 介 同 姑 成 茁歲！ 

といふ合问ス0丨ガンを揭げ、新役 1\ を決定すると北ハに、新 # 冏の「 ^4 使 '. 及び「本 « 」を規 
定し 、「綱領」 を W 確認した。 仉し 「信 條」 は饵曼 [..1 の それと 全然 問 一で あり、 役 n も その 主要なる 
顏振れ は、 愛 |.«1 とほゾ同ーであつて、たゾ ^| 本芘龙ボの新加盟にょつて、今村带その他の新顏が 
增したのみである。今その2容を記せば、「借條」及び「木苡」は、 —— 

信 條 

一、 我等 ハー 君 萬 民 ノ 大家族 主袭ニ 拖キ 逍義 阑家ノ种珙ヲ期ス 

一、 我等 ハ 物 , it 的 對立抗 乎 ノ禍 枳ヲ 一掃 シ以テ 帝龙 大橄 ノ 確立 ヲ期ス . 

本 質 

愛 2 ;勞働農民同志會ハ日本主義ヲ 51 ! 踐スル經濟人ノ阐防ナリ 
となつ てを 5、 次ぎに、 「綱領は、 左の 如くに なつて ゐ る。 —— 



r 我れ 等が 玆に勞 働 者 及び 農民と 名 づ くるは、 知識 勞脚者 、筋肉 勞慟者 、農 ^ ： 凡ゆる 勤 ^ 
者を 抱 括す。 

ニ、 我れ 綠 の 思想、 我れ 等の 動向、 我れ 等 Q 勤怠は 我が 帝⑷ の 興亡 安危を 友 右す る？ 力— 
ものなる の琪 货を前提とし、我れ等は之れに關する重大なる货任を自 ^ す0 
1ニ、杏_は 1||: 界に全く比類なきー釕离民の精神的大家族なり。 

我れ 等は 此 の諸 の大精 神に 輕 へり、 爲に於ける總ての物 ^ 的封立抗 ^ を績し、進ん 
で 結 朿闹き 阜：道：：：木の货現を期す。 

W 、 我れ ^ は皇进 果の大確に則り、神を敬ひ、人を愛し、 ^ 遂、 ^ ?重んじ、勤勉カ行、 
ロに進み、日に新に卒先して他に比類なき美しき社侍を说實化し、ル光をして八紱 5: 被は 
しめん ことを 期す。 

總ての 利害 問題は、 此 ^ 道：=本の大精神 5: 、使ふものも、使はる、ものも、相 7/: ひに理解 
する 所に、 常に 一致 解決 點 あるべき ことを 確信す" 

五、 我れ等は愛阔の至誠を捧げて「哉：：：木を強化し、護阔の中幣たらんことを期す。 

六、 我れ 等は、 我が 阈 跄 と 全く 相 容れ ざる マルクス主義の 徹底的 克服を 期す® 

第五 節 三 六 俱榮 部を 中心とする 運動 三 九 一 
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第 六 草 二 こ 一六 事 忭後 S N 求 主義 «•: 管 三 九 一一 
七、我れ等は、非常時！！：本の光輝ぁる打開の爲に、最もヵぁる結束の許に、適正なる阈 |^ 革新 
の 中心 勢力た らんこと を 期す。 

この 「愛 同の 信奉す る 主義」 について、 松本會 長は いふ。 ！ 「愛同は純奵なる：：一本主義を指 
導精神として店ります*日本主義は一胶主義でぁります*日本阈をー大家奴と箝做して1::本人た 
る 者の 凡ては 呰と もに 働ら き、 ともに 樂し み、 一 君の 下 萬 民 おの <分 に應 じて 阈に盡 し 相： A に 
助け合 ひ、 さぅ して 生活に 安ん ずべき だとす る 主義でぁります。」 また 愛 同は 「何を 常而のロ的と 
する か」 について 同じく いふ • —— 「此非常重大時に當り極めて必要な琪は、擧國ー致、全阈民 



の粘神的統ーと努カの集中をもたらすべく奔走することが最も大切であります。而して之を害す 
るものは反阈腊的團婭でありますが故に、常而の大：：：的は斯かる非日本的思想、感情、機構及運 
動を 阔内 から ー敁 する こと、 卽ち國 S 階級 岡 C 十の 禍枳 を爲 すと ころの 功利主義、 民主主義、 社 會 
主雜を奉ずる阁 &5 を斷乎として解散せしめ、純正なる：1:本主義のみを以て速かに全阈民を結來せ 
しめる ことなので あります、 以上は 綱領に 明かに 示して ゐま す。 又信條 はこれ を 總括的 に 示した 
ものであります。 信條 Q 第二 產業大 楠の 確立を 期す と 云 ふこと があります。 物質的 對 立抗爭 は假 
令 道義 的に 解決せられ たと しても 生活の 爲め には 物質は 極めて 必要であります。 此解 決を 如何に 



する かは 痄龙 大權の 確立な しには 不可能であります。 例へ ば ー胶產 業 不振と なりたる 場合に 炎 本 
主は 段々 分 倒 者を 解 鹿して 其 生话を 脅かす が 如き、 或は 努 傲の 諸 條 件に 對 し、® 然 たる 大灌を 確 
立す るが 如き 事で ありま して、 此確 立に ょり 资本 主も勞 働 者 も 安心して 砟業に 除 力し 得せし むる 
如くす る ことが 極めて 緊要であります •此の 點は是 非 共 其 e 的吝 徹する やぅに したいと 念願す 
る處で あります」 (a 一 ) と。 

(住|) 以上、 松本舍 SI は、 昭和 十三 年 ニ 九 三 八 年) 一一万 ニ：：： の戌 嚣樂部 弟 iM 吟 W 對策 攻究 
# 席上に おいて 述べられた i c. ろで ある。 

愛同新役只の顏捩れは左の如くであつた* I 

額問结 中 將菊池 武夫、 S 川 美 次、 同等々 ヵ蠢 、樂 少將械 松練濟 、降 艰少將 裳、 
陣取 大佐 小 林 順 一郎。 

相談役 步兵 少佐 牧野 直 三、 松 本 德明 、大 石大。 

羚長陸裉少將松本勇平。 

總務娄 H 長 兼 農民 部長 中澤辨 次 郞丨 

娄貞 政治 部長 兼敎育 出版部 長 今村铧 、勞働 部長 兼！！ 夜 部長 近 藤榮藏 、机 織 部 松 龙婦人 部 ま 
第五 節 三 六俱 衆部を中心とする運動 = *ti Hf 



笫六窣 二 •ニ 六 事 作 後 SW 求 主義 陣符 三 九 51 
阿部已與平、靑年部提兼法饼部長今里勝雄、その他山木酣介、光古悅心、沿 |^ 勇平、矢甩苺 
三郞、佐々木武雄、柄滯利滿、大野元次郎、毛利カ之助、萩拟戊ー、小 |!] 4、 |<| 中正剛、森 
登守、末永既吉、背忠正。 

右のぅち、踽問植松海堆少將は、この陣當における新顏であるが、これは人も知る如く、さき 
に上海祺變において勇名 5: 淼かした陸戰隊指捭你「杭松海堪昨邯大佐」である。 

愛 N 4 勞拗殷 W 1: 志 會と 2:本產業瑀との合同大你は*左の如き介！1:聲明^: $: 發して、天下にその 
態度を明かにすると共に、また愛：1大#としての{ -'1- >-! をも發表した。その與脓的内容は /.-: の如く 
である。 —— 

合同 聲明書 

愛阈勞働農民同志 # と « 木砟業璀とは、日本主淡勞0運動砘線統ーの筇留に桄ぇて、妓に惹 
義ある合同の完成を见たし、新たなる愛阔勞働以民同志伶を糾織した。 

唯 •絕 fi なる 日本 主 淡を 奉ずる 一切の：：： 本 主義 陣営は、 常 然 統一 強化に 向って 遇 進すべき で 
ある。 從って 兩阑胳 の 合 M は 聊か も 他：：： 本 主遂 _ &3 との對立柿強を窓味せず、戰線統一理想饨 
現の 一過 程と して 勞 段大衆の希留と歡喜を以て迎へられ、=1本主義勞農ー砬糾合の . 11 -: しき發展 



への 方向を 示す 輝し き歷 史的 合同で あると M く c ? ずる も？ ある。 - 
ロ 本 主 雅爲 s :^ は S §<3 SQ 構成では ない。 S 梢 神的歸 一 q 上に、 不新 g 内部 
強化を 通じて 生成 發展を 遂げ、 以て、 力強く 維新に 奏し 洛 るべき である。 

斯る 意味に 於て、 吾 1 : 同 も！ 面に 於て は 今や SU 本が 要求す る 桃 神的證 一致、 思想 

動总 への 3 的參 加で ある。 霉 1 SI と、— SQ 決 f は此 合；^ に 依り 嚴た 

る 統制 下に 一好の 力と なつて 發捭す るで あらぅ。 

右 聲明す 

昭和 十二 年 十一月 二十 一 n 

n 本庙業 琨 
愛 阈勞働 0 民 同志 分 

宣 言 

昭和 八 年 本命 創立 以來 の 祀發は 遺憾ながら 事货 として 現 はれ 遂に 今囘 Q ボ 變 となつ た。 3 
は今や乾坤一挪の場而に臨んでゐる。 

支那 8 恃 むは；：^- 自己 Q 力では ない。 彼等 q 恃 むは莽 景 たる 列 g が 何れ 共同して n 本に 加 

第五 節 三 六 俱 * 部を 中心とする a ® 三 九 i 
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第 六 章 ニ 11 六 事件 後の 國家主 義陣 ff 三 九 六 
へ來 るべき 形 •迫の 力で ある。 支那は 其 御蔭に 依て 最後の 勝利を 今- 3 ： ほ 信じて抵抗を箝けてゐ 
る。是埤列阀も亦各々自己の到益を中心として支那の期待に 1? かざる如く梢備と策謀と ?: 繼辩 
しつ、あることは阈際聯盟並に九阈條約阈许議の贺況に照しても極めて明甴であろ。 

九阈 st 謎に 於て は英 、米、 佛 、露は 遂に 日本と 正而 衝突した。 今や 彼等は 「现 下の 情勢に 處 
して！=木に對し如何なる共同の行動 5: とるべきかを考慮せねばならぬ」と宣言し凹き捨てなら 
ぬ成嚇を開始した。 

空阈として此際退かんか、是れ將に亡2:である、進まんか、是$列^と缢八=に依りては將に 
ー戰を辭せざるの覺悟がなければならぬ。 ^ 阈は今や將に此容易ならざる垛灿に臨んでゐるの 
である。 ^ 阔民 は此 冰货を率直大财に認識自资し悲壯の決心を以て此大決戤の準備に全カを傾 
倒せねばならない。戰噴に到らしめずして列2の咸嚇を斥け得るものは獨り此準備の威カある 
のみで ある。 

此準備 なくして 行 ふ總 ての 杭 a は殆ん ど 顧みられ 得 ない ものた る ことを 忘れて はならない。 
又 準備 さへ あれば 如何なる 大戰も 如何なる 長期 戰も何 等 怖る/' に 足らない。 

要するに 勞働者 及び 農民と して、 將た亦 一般 勤 勞者 として、 現下の 時 W に 處 すべき 第一の 要 



酷 は 各々 自己の 持 場に 在りて、 異常なる 決 窓を 以て 此 N 尖 的 大哗 備に 到る處 協力す る ことで あ 
る。 吾等は 此贵務 を c « すると 同時に、 爲政 者に 對 しては、 此 戰時體 制の 完成、 阑 rt 徹底 強化 
の爲の斷乎たる施說を敢行すべきことを：嬰溲する。 

咋$ 月の 大# に 於て、 吾等は 旣 に此祺 を 極めて 熱心に 要望した。 然るに 未だ 其 施設 革新の 
鍺にも入ることを得ずして本茁變に突入したることを頗る遺憾とする。 

而して其革新耍拟は數年以來吾等の屉々窟言し來れる所のものであつて、敢て茲に押 ^ の迆 
はない。 併しながら 此際特 に 緊急なる ことは、 現 經濟機 構の 枳本 を 改めて、 苟も N 内に な 在す 
る 全 ^ 民の 所有 經濟 力、 資源、 設備の 一切を、 制限 ある M 政の 制 肘ょり 離 脫せ しめて、 闷采 と 
して其最大陂度の能率を發摊せしめ得べき我阈獨特の純正日本主遂經濟機構を確立すること、 
玆にマ ルクス 主 ^ に 感染せ る 勞農組合を速に唸土して之を极絕せしめ、阈 |^ 動搖の禍极を一敁 
する ことで ある。 

又戰 時阈 |^ に於て、一大家族阈家内の同胞として、共に欣び、共に苦しむの精神 5: 繫持せず 
して 依然として 弱肉強食に 甘んじ、 或は 出征 朮 人の勞 苦を 顧みず して 戰時 成金を 夢み、 或は 自 
己の利益の爲に阔家の利益を無視するが如き者は、吾等は之を非阔民として待遇する。 

第五 節 三六俱樂部を中心とする運動 三 九 七 




第 六 幸 二 こ 一六 事件 後 の阐家主 袭 陣 營 三 九 八 
吾 ^ は义政府が此際饺も徹底せる手段を以て速に戰時不足品對策を定め、其配給の公汜、並 
に 物！ E 騰货防 止に 關して は 頗る 斷乎 たる 方法を 採用し、 同時に 之に 關 して 全阈 民. に、 璽 人なる 
逍義的 胳カ 義務を 自覺 ft 撙せ しむる ことを 迆 望す。 

今囘 = 獨伢 防共 協 {疋 の 締結は、 と 絶對に 梠容れざる共產主義棑啭の « に保大のカを添 
へたる もので あつて、 吾等の 衷心ょり 慶贺に 堪 へざる 所の ものである。 併しながら 本 胳记を 'ft 
事攻守51:盟と同ー視して、之に信倚し、前述來の自主的阈防を忽にするが如きことは、搔めて 
危險 である。 吾铧は 防共 聖業 に對 する 獨、 伢： 1阈の協カを感謝すると共に、现時 « に對する緊 
張は 之が 爲に 聊か も 弛まし むる ことなく、 全 阔純忠 の 士と 相携 へて 奥 敢に 怊 脚す ると N 時に、 
力強く 要路 ?: 鞭 鞑 して、 終に 未 甘 有の 大難關 を 突破して、 光輝 ある 飛躍 n 木の 大 ® 姿を 中外に 
宂拗せずんば土まざるの決意を冇す。 

右宜 言す。 

昭和 十二 $ 一 月 二十 一 U 

愛阈勞働瓞民同志會全阐大會 



四 愛 國勞慟 農民 同志 會の 勢力 

以上の 111 れ る,— — 同 fQ 勢力は、 昭和 十三 年 (一九 三 八％) 1 
の數 字に ょれば 全 g 十七 縣 、命： q 八 离と 號 せられ、 また、 東京 城 北 SS 作 指 竿の 穷嚣將 
約三十の加入も俾へられてゐた0その分勢の旺んなる、昭和十ニ年十ー月の大會の代謎 /1 の額 
振 4は払 >|- 分 -1< の叙述にょれぱ、「エ場主あり、资本家あり、勞 ^ 著あり、地主あり、靑年代表 
あり、婦人代表」あり、それら各社僉好が「滿場 5: 柙め搔めてなごやかな光景 5: 呈し？？あつた。 
その 加盟 圈 |?3 は 左の 如くで あると 發表せ られ てゐた 。 —— 

長蚧縣聯合諍(勞働糾八：：七、殷民紐介ニ) 

覦 岡 縣聯合 #( 勞働五 支部) 

山 1-1 愛鄕聯盟(匁働) 

德岛縣 聯介# (勞 拗糾介 三) 

土 佐 戊 民總 糾合 . • 

萬 知 支部 (勞働 組合) 

第五 節 三 六 « « 部を 中心とする 運動 む 






g,-.- n- 



g ： 六 草 ニこ一六事忭後の阐家ホ：義陣6 
神 戶勞慟 一:!: 盟 
播州 一般 產業勞 働 組合 
和歌 山勞 俲荠 Ini 盟 
大阪府 聯合 會 (勞働 紙 八：： 五) 

愛 同 京都 支部 (愛 阈 公正 食) 

京都勞 俲 支部 
京都 支部 (搿產 货坻) 

更進合 同 匁 働 机 合 

溢！ 2勤勞民衆同盟 • 

興 農 自助 會 

愛知 皇國 農民 組合！！ 一:盟 
岐阜 皇阈農 民 聯盟 
1 ニ 重 支部 

三重 愛國 農民 聯 通 



Ill 梨 愛 阈農拢聯盟 
神奈川 聯合 备 (勞拗 机 合 三) 

•W III 勤 勞戊民 同盟 
新 渑京阔 盌 民 聯盟 
柬 北 ANK 民 聯盟 
茨城 M 聯 ia 
前 橋 支部 
川 r 4 支部 
本 所 支部 

非公式 加盟 ' . 

械 北勞働 協和 聯盟 
山陰 聯合 倚 ( a 民) 

旭川穷 和 命 . 

昭 沿 十二 年 一'::: 木に いは ゆる 證 鐘る や、 器は 川 S 六 莒鬆盂 の ために 起ち. 

^ /• gs 三六供 « 部を中心とする » 動 PH ン一 



济六章 二 二 ;:- 事 作 SES. iE 陣營 S11 
これを以て「軍に阔民生活の安定並に經濟阈防上、殊に说下の非常時舄に照丨て許すべからざる 
ことで あるの みならず、 阔跄思 想 擁護 上ょり しても 斷じて 矜 過すべからざる 重大問題」 なりと し 
て、政府に善處方を陳情した。蓝し愛阈1體としてー寸風變0な述動であった。 

第 六 節 大日 本靑 年黨の 生誕 

I 橋本欣 五郎 大佐の 出馬 

ニこー六琪件の#後處©として、寺内漭：陸相の手にょってー聯の肅 .11-: 人咁興動が行はれたこ 
とは旣に述べた通り。ある。同年八月ー日には、その最後のものとして三千名に 1«: る隙祇大異動 
があった。この肅朮異動にょって秘川美次 *|* 捧、小畑锒四郞中將が豫備仪へ榀入され、平野助九 
郞少將 が 待命と なり、 柳 川 平 助 中將が 參謀木 部附に 轉袖 せられた。 

この 時、 わが 描 本 欣五郞 砲兵 大佐 も 待命と なった。 彼は 隨 十： ^ 二十 二期 生に して 陵 大 m の 俊秀 
であり、 3シァには苌く滯在してょくそのポ情に通じてゐた。「槪欣，|の受稱を以て呼ばれる彼の 
名は、稱々の機行に、吾々の耳に親しかったものである。常時三岛野戰重砲共聯隊長たりしこの 



HHMrlt 。!，！！ — 

た^ 、 裏— 1 

撟本 大佐の 挨拶 狀 ， 

1 殘暑裘 酷し 4 審下 f .Ms S 御 I Q 段— Q f 奉存松 

拉て 小生 従—— 人と して 心血を— の— に 傾注し 宏 の^^^^^^^^^^^^^ 

I 大雲 f 麼| 蒙— 一十 liluutp 

M 4 II にして 1111 f —wi 

雑ぎ 雜 L て統— 一 if —if i 給。 

一般 if 脫 出し 直 If 習！ に i I し？ 
PN プ の1姿齒な く 1 すべぐ si —5 すに あら ざれば 此の$を け 
f 和 民 sf 的 使— 遂？ る Is 不可 1 仕^,, 丨 
S 節. KH 本 W 年 黛の 3 

四 0 三 




笫 S ニニ— 作 後 SSS 8 W.CP 
而 して 之が 具現 Q ためには 吾人は 忠誠 一本 和衔 協力 難泛 § て-^ 誠 4 公す るの 決您 

最も 必要と 存 候。 

神々 も 1 ぁれ 此意 B 4 C - に 於て 小生 現 役を 出る と 雖も 一 = の偷 安を 許さず S 忠誠 S な S 

民の 戰 線に 伍し 11 し 還 el に S 致す 11 由っ 5 に— 人 御— 旁 
々小生 n 下 QS を篇し viss 友 放 御協力 S 3 H 唯々 溢 涊小生 舞す る 1 は 方の'. 
如し 此方 針に 據り 邁進すべき 決心に 御 m 候へ ば 御 參片御 .;:; 钱に奉 供 崎 敬 ， M 

. 橘 木 欣五郞 

槪木大佐の挨搜狀は、その次ぎに「飛耀的大：：：本阔家||制」と题し-ー ぢ神が飛躍ー一經 
濟 的飛耀 三、 外 政 的 1 N 、 I 的 飛躍 五、 政治的 飛躍」 の 各 SSI — して ゐ 
る。 その 0 は その後 泡ち に 「播木 欣五郞 3 ご 丨丨 「飛 耀的大 U 木 SS 大綱」 と稱 する •ハ 
ン フこト として 天下 H 公表せられ た。 而 して それは、 そ Sts 式芸 ける 大 H 木靑年 S 
Ic fi rl 中に 採り 入れられた のでぁった。 

右の挨拶狀に示された方針を具跄化すべく橋本大 14: は嵇楸的に新菸樹立に進んだ。阀家主義阐 
时は 前々 ょり 我く 期 S し梳本 大佐の 新稱計 割？ と、 て、 これを 中心として、 愛 N 戰線の 一大 




阐結 を 計るべし と 待望した。 

ニ 橋 欣黨の 精銳 主義 

しかるに 橋木大佐の新孩は嚴密なる桢銳主谈をとり、旣成愛 ^ 刚 {« に對して批判^, 05 .〇£ 態 ^ 
を 以て， J ん だので あつた。 これには、 主として 愛 _ 政治 MQ 陶山 S 郎が參 割し、 行 地心の 松 

延繁次 や、 蠢 1 器 Q— 博 末 sl®s た。 かくして、 千髮ハ 介の 明治 
神符 附近 s 故 横 e 千 if S して 木部老 し、— 結成 工作 S めて 行？？ ある。 

結狨式は十月十七= -?- 朝、神筲祭の作節を卜して明治_宵において行はれた。赘 1\ 笟かに八 
名淨 ハ：： 2 數 力 らいへ ば、 一九 一九.^ 一月、 ミ，, ン ヘンに おける ナチ ス S 給 成に も 比すべき 淋 
しさで あつた。 患し それは、 愛議線 統一 1 の 稀 類別の 第二 稀に 学る 尤なる もので あつたと 
いへ ょぅ。 そ Q 所期す 1 ころは、 旣 SN 廣の 未だ f 入れ S 處女 §ょし 0» ロした 
優秀靑 年分 X 求め、 これを 中核と むて 識陣§ 統一を 諮 せんとす るに ある。 その 志 や 雄れ 
つ大 であるが、 それには 5 ewf 作 ひ、—、 こ £5 いて 「相 —r れ I 」 旣成 S 

露 •の 中には 懷らず感 ずる 向— あり、 橋 本 大佐 K 陣に 愛篇線 の Is 战敗 しを 期待した 人 
访六節火=1$牢黨 60 生褢 



第 六 章 ニ こ 一六 事件 後の B ： 家主 義 陣苷 四 ◦六 
々は 少なからず 失望した とも 傳 へられて ゐ る。 

三 大日 本 靑年黨 の 綱領 

結截常：11決定せられた「大日木靑年搽直言」は、さきに公表せられた「橋本欣五郞宂1 « 」 一 - , 
「飛躍的 大 11 木阈家體制大綱」と内容を同じくするものでぁる。今これを友に紹介する。 —— 

大 ：：：本靑年筑宣言 

世界ハ今ャ、啡物的自由主義制度ノ行詰リニョリ、玆ニー大；史新ヲ必婴トスル歷史的轉換期-| 
直而セリ。然ル _ 世界各阔ハ、何レモ饵阀家生活姿態ョリ未グ完全ニ更生シ得ズ、其焚カ相扪 
仲シ嶄 然他ニ 光 被 スル 二足 ル體 制ヲ有 スル 阈家無 シ。 

此時代ニ於テー步ヲ先ンジ、優秀ナル阈家體制ヲ確立スルモノハ、正ニ 1 «: 界ニ光裨スルヲ得べ 
シ 0 

惟フニ八紘；字ノ顯現ヲ阈是トスル我國ハ、卽時其木然ノ發揮ニ依リ、阈民ノ全能カヲ舉ゲ 
天2_ーシ泰リ、物心ー如ノ飛躍的 ^ 家跎制ヲ確立シ、光輝.アル世界ノ道義的指铅者タルヲ. 
耍 ス。 



此 意義- 1 於 テ * •ノ 祈骹制 ヲ提 唱ス * 

I 、 精神的 飛躍 

我 謂 ノ麄ハ 無上 絕對 - 1 的— ノ I ナル コト 5 民-一— 徹底 セ シムル ト 共-一、 本 3 
制 f レバ、 11 ノ議的 統一 ヲナ— ベ 午— — 仰 的 fw 、 且ツ現 唯 物的 Q 
由 主 雲 構 ノ下ニ _シ ツ 、アル 我 民族 ノ 純正 明朗 一一 シテ 不偏 中 麻 •叙智 内 •琴 •仁義 i 

い—— 進— 態—、 益々 之 i , 策;;、 精神 W 
化 ノ tr 樞 トス。 

ニ、 具 將 的 飛躍 

利囊 —ョ — i 源、— 技術 ii トシ、 1 ヲ馨 

i ? 勞 力、—? 限 リノ i タ — II 大 限-一—、 極 
度 ニ 向上 七 r ルヲ第 5 トシ、 飛躍的 1 ヲ 敢行 ス。 

分 カノ 能率 ヲ 最大限 ニ發揮 スル爲、 近代 科學ヲ 極度 ニ 利用 ス。 

1ノ資| 力 技術- 1 m リ生產 セラ ル、 愤値質 香 其' 準備 菩タラ シメ、 阈 If 
馆六節 大日 本 背 年 黨の£ 四 2 ‘ 彳 








第六窣 ー 7 ニ六事作筏の2家， .-1 : . 義陣管 四 〇 八 
— 交易的惯値ヲ冇セシム" 

貿钻ハ_家之ヲ管理シ、原則上國家的必要範阗ニ制限ス_ 

三、 外 政 的 飛躍 

我 版 岡 内 ニ 於 テ ハ 緊密 ナル冇 機的體 制ノ下 ニ、 各 民族 ノ特質 ヲ發揮 セ シメ ツ 、制 吸 的 向 治ヲ行 
ハ シメ ツ 、、全 髋 的 ニ 民族 文化 / 向上 ヲ圖リ 、空 化 ノ 赞髖化ヲ行フ。 
此方式ヲ以テ逐次世界ニ及ボス。 

四、 軍備 的 飛躍 

本 體制ノ W 行 ニ 對シ 、主義 ヲ異 ニス ル 諸 阔家妨 害ヲ S ス場合 、隨 時之ヲ 克服 シ得 ルノ絕 對的堪 
備ヲ 完成 ス。 . 

祇備ノ主體ハ無敵空取トシ、軍ノ航空機タルノ觀念ヨリ脫却シ、阔家阈民ノ航空機タル.ノ觀念 

ニ 至 ラ シムル コト、 恰モ古 來我阈 民ノ n 本 刀 ニ 對スル a 賴ト同 様 ナラ シム。 

五、 政治的 飛躍 

政治 ハ 本 阈家擗 制 ノ 完成 ニ 全能力 ヲ集 中シ 、何等 ノ徒勞 ナカラ シムル 爲 、之ヲ 完全 ニ 信奉 スル 
全 版 岡 ノ 同志 ヲ以テ 其 指導 二 常 リ 



天皇 二 赍ヲ受 ク。 . 

右の. K 言を 「橋 本 欣五郞 究 言」 は說 明して：：： く、 「唯 物的 自由 主 渡 的 汚 阈家機 樽は、 . l '4 ,JS {}5 制 
維持の爲にニつの培费索を必要不可能とす。民族的搾取、階級的搾取之なり。」歐洲大戰は、この不 
/?? と 罪惡 とに 判決を 下した が、 その 結果 「帝阀主袭的支配搾肷ょり脫逸せんとする純正以族主義 
の 勃興、 資本主義 的 阈家 機構に 反逆 せんとす る 無 布 •階級 3 饵機礴 ょりの 脫離並 に 饵 1«: #支配阀家 
間に於ける對立抗氓との激化を來せるのみ」でぁつた。英米佛の不安は勿論のこと、「自由主进を 
脫却 せんとす る ナチ ス、ファッショは*阔カを集巾結朿して阈民的_結を鞏闻ならしめつ、ぁる 
も、 其 期す る 所は、 供へ 難き 外 服に， « 己を防 »? し反撥せんとするに過ぎず、何等明门に光明 5: 切 
行 し 得る ものな く、 唯 宵1:的猪突 5: 琪とするのみ、而して亦、ゾヴヱート.ロシァや旣に陪紱的 
第一 ニ ィンタ*' ナシ™ ナルの 理念を 離れ、 寧ろ S 社命 塞 的 eg 結來 、自己 防衞を 主と する に 至 
る。」：： 卽ち 「英米 佛竦は 沈み 行く 夕陽、 旣に晋 rl の 勢威な く、 ナチ ス 、ファッショは 芥铭に 懸 
る弦月、徙らに銳く、蘇聯は柠の明堪、光茫長しと雖も殘夜を照すのみ0」これらは「何れも太陽 
:=木の晓光に浴して，初めて蘇生しけべし。」か/る行き詰り崩壊する洱世界秩げを「統ーし、 -|«: 
银佚げ を： 冉 迚する所以のもの、货に世界笫ニの開跔に非ずして何ぞや」でぁる。 

ys 六 節大 ：= 本 靑年黨 の 生* W 0 九 





笫六章ニこ1六事件後の2家キ：義陣脊 ral 〇 
大 R 本 靑 年 黨 は、 「阔段 牛： 命を 維持 開 展せ しむる 爲に は、 丼 精神的 中心 確乎 不動た るを 要す」 4 
なし、 Hi して 我 大和民族の 精神的 中心は 天岱にして萬*不易なり」と信ずる。また「經濟は天孩 
の 世界的 光 被 具現の 物質的 基礎」 であ り、 敖の「經濟的飛躍骯制は、卽ち天垡歸ー經濟」であ 
る。 然るに 現下の 經濟 にて は、 個人的 S 由 主義 經濟橫 行して 「典 だしきは 一: 家を 以て 個人の 利益 
追求の與に供する不逞の徒罙を生ずるに至る。」：：「ー方に於て迕木主義の土場を主張するもの 
に 社 付 主 液 あり。 牛： 鹿 手段の 阔苻社 # 化を 主張す る點に 於て 资本主 遂に 勝る も、 其枳本 粘 神た る 
や、 唯 物 主 淡 個人 主袭 の變形たる階級闐氓主进にして、徒に人類社诗 5: 防級_爭の禍亂に導入せ 
んとす る もの」 である。 「我 竦大 H 木 人の 理想は、 前ニ齐 と 全く 異なる 世界 觀に川 傲す。 我等は 我 
國 粒 の 本然た る 八紘 一字 四海同胞の 理想に 茶き、 個人 主遴的 资利機構を .11-. 場し、令體キ-戎的阈家 
綷濟を樹立し、阔家生活の完成と -|«: 界文化迚設に货献せんこと 5: 期す」ものである。特徴的なる 
は、火=本靑年狨の民族政策である。元來、靑年蓀は「分解の過程にある世界阔家舱制を、飛躍 
的大 ！=木阔家时制にょり搏編成し、各民族各阔民悉く其特钗を發揮せしめつ、逍袭本然の狻現た 
る大 ロ本阈家に歸ー朝宗せしむる」ことを「外政の枳本方針」となすものであるが、それは「道 
義に 立脚せ る 搾取な き 新世界 阈家 ifa 制の 建設を 企 阖 する」 ためで ある、 か/' る 見地ょり、 日本 版 



圖內の各民族は、制限的自治を許される。「各々充分其特質を發 ^ せしめつ、、；史に大ロ木國家に' 
統ーせしむ。自治を行はしむると同時に是を制限する：：各民族は可能の範阐 |^ に於て自ム0せし 
むるも、其裉唞外交の如きは阈{袁之を掌り、义統治の主捕荠は 天皇にして、各圮族は相協カ相 
自治して 為 的 S 主檑 Q 統治 下に 立つ。：： 自治は 蠢に 非ず。 ょ矣— 統一に 向 ひて、 自 
己を練濟し充贲し行くこと/なり。：：而して各民族は .1|: ハ文化の向上に於て前後優劣なく、所謂 
機命均等の原則に立ち、全體的に民族文化を向上し得べし。：：これ 5: みて、他の帝阔主義下の 
諸 民族 も 2:本に來り投ずることを庶幾すべく、「外政のは諦が空化の货體化に在る所以」である0 
「我 外 政が、 霜 QI 佳ょり、 爲 人類を して 悉く if f しむ in 的丰る 民族的 
ィンタ ーナショナルとなすもの、赏に道義的絲帶を以て分解乖離の |||: 界各民族を |*> 榀成せん <*: す 
るの謂なり」と。 

次ぎに、 「大 = 本 芾備 は、 皇道を 世界に 宣布す る 神威」 である。 卽ち r 八紘を 一宇と n し* 地球 
上ょり 3{|、 民 — f S し 、 f I 平和 S 來 XS に、 天— S 下、 天， f し 
て淑鍊せられたるもの、之赏に我裉備」である。而して、無敵识備妞汶に航狢機を主要視する所 
以はニ )廣迷阔防の見地、(11)緒戰戰勝の見地、(三)戰卞形式變化の麼史的兑地、(四)飛行機發 
笫六 筋大 H 本 询半黨 の 生誕 W 1 1 



第 六 草 ニ •ニ 六 事件 後の » 家生義陣舒 四 一二 
违の 兑 地ょり 然るので ある。 

设 後に、 政治は、 「天皇に 集中 歸ー せる 全 阀カを以て阈家を統制速符する阈家活動」であつて、 
「其發動は八紘ー宇、逍義立阔の瘩謨となり、全阔以は大御心を微して此の天龙を贺饮し本るを 
以て 政治 行 爲の 本分」 とする ものである。 「我 政治の 极木精 神は 祭政一致、 政敎介 一にして、 巍々 
たる大理想を » 指し天地の化育に參ぜんとする偉大なる文化迚設沽動」である。而して、 「政治 
の大權は天皇に在り。政權の發動は枵天意に則り、斑民之を冤货 -?- 。天にニ门な今如く、政治 
に ニ淦 なし。 大御心 に 奉行す る 所以は、 唯一 絕對 にして 無二、 彼此 扪對の 境地を 超越す。 故に 我 
阔家にニつの政治意思なく、ニつの政治 (« 體あるべからず。喂阈ー致、唯ー满あるのみ。」 

こ、 に 於て か大 ：=木靑年黨の主張する政煎の本苡が明かにされる。 —— 

「政稱は设も深く政治の木粒を明悟し、公平無私殉忠ボ誠の同志の机織する中核的指沿间體にし 
て’ ^ ^ は肢則上全部黨：^たるべきも’常に屮核指 ^ 部の指 ^ を抖てゝ其仟務を ^ し桫べきもの. 
とす。ー阔ー敖の正に -||«: 界的規模に於て確立せしむべき所以なり」と。故に「ニ大政莬の封立、 
多数決 主我に 浓 く 自由主義 政治は 兜し く 之を 棑 すべき もの」 である。 

然らば、か、る政狨の敖 11 は、いかなる性苡をもつか？ 



「一一: ' Ms :::; は、 為 制を 8 し、. 芝 献身 准 仕す る 驚 S て 構成す， へし。 其 民 
族の如何、社件階級の如何を問ふべからず。八紘ー宇の大御心に照せば、 1||: 界の全民族は總て之 
天皇の 赤子な り。 然るが 故に 我® 理想に 祭り 分 ふ ^ 、 卽ち大 rj 本の ^ i 神に 设醍 し、 其| 
信准しゝ本阔家婭制の找现に献身尜化する者ゝ之ー陶一狨の黨以たる权資格荞な^^而して如何 
に火ロ本阔民たりと雖もゝ以上の如キ‘-设悟を冇せざるのは敖 ^ たるの迕格なし。，， 

ー阈 ー ^ の政治荈货はゝいかなる方法において ^ 現せらる/か人 — 「一一 ^ 一 蘇 vc fii せ ば、 焚 
赞方法の :;/ 案卽ち政策案の討議決定は黨内に於て行ひ、北へ饮施に常0ては ^ 黨以て其指 ^ を& 
<2し、仟務を遂行すべし。斯くて、此銥は、黨 5: 擧げて , ; , : ^ の實现に協カ |, 、 ^ 赞の 1 ; 1 1 を溢し、我 
大口 本 天空に 對し奉 り、 忠誠 以て 貨任 を受 くる もの」 なので ある。 

大 H 木 靑年 熟の 容 11- 、及び綱領の货際は以上の如くである。なほこれを数桁するものとして、 
靑半 满にはつ本則し及びコ黨只守則しと稱するものが史められたの左の如し。 —— 

本 則 

第一條本鞔ハ大2!木靑年黨ト稱シ本部ヲ大：：：本來六小ニ忍ク 
第ニ條本黨ハ贷業恢弘ニョリ道義 -|«: 界ヲ战設スルヲ以テ [! 的トス 

第六節 火 n 本 靑年黨の /|-: 誕 W 一三 



笫六京 二 こ 一六 事件 後の W 家 主義 Hi ff 四 一四 
第一 1!條本踩ハ稱ノ12:的 1¥ 现ニ献身糸公スル同志ヲ以テ組縊ス 
第 R 條木 E ハ 統領 コレ ヲ統轄 ス 
第五 條本戢 ハ E 務 執行 / タメ 別 — 細則 ヲ定ム 
黨 ft 守 則 

ー、羰兑ハ宣言、主張ノ贲現||挺身シ、他ヲシテ同化セシムべシ 
ニ、 寐3?ハ忠節、禮儀、武輿、倍義、質索ヲ&トシ阔民ノ儀表タルべシ 

m 员 の入羰 貨皙 式は、 總て統 領 又は 統領 代理者の 下に 神前に おいて 行 はれる こと、 なって ゐ る* 
結成咔における靑年铖の役 ^ は、統領が橋木欣五郞、鄯記槎が松延繁次、總務部设が陶山掎太 
郞 、調 夜 部 主任が 西 本喬 、庶務 部 主任が 藤本 正義、 机 織 部 主任が 大川兼 一でぁった。 (現在は 松 
延、陶山等は返き、來間恭、雨谷菊夫等が中心となってゐる。〕 • 



第七節時局協議會の結成 

一 維新 制度 硏究會 の 創立と 愛國 政治 同盟の 解散 

小 林 順一郞 is 篇 答 及 S 本 欣五郞 2大11: 木靑 1 Q 1 一大 結成 為て、 n 本の 國 
家主義戰線も統一のニ大據點を忖たゎけであるがゝ各阇骱の利密の錯綜せる—また各围體の歷 
史、原則の相異せる、統一遝動はなか<闲難であつた3 

か、 るぅ ちに あつて、 n 本 主義 思想を 確立し、 以て n 木 主義 陣§ 統一に 原則 高へ るた めに、 
維新運動の逍淡的活動、自由主箱政治形態杏记をス3丨ガンとする維新制度硏究 # なるものが洁 
成せられ た。 これは、 そ S 起 人 QS れ 及び 精神に £ て、 SQ 二月 贫 ■ともみら るべ 
く n 本的釋 制度の 確立を H 指した ものである ことが 分る。 卽ち H 本議 研究所の 松永材 、闺 
民 協 侍の 赤松產 、その他 木 卷之、 前 川—、 汴 久井骷 雄、 S 銷 戌、— 人ら が— 人と なつ 
て昭承 i 年士 一:：: lllns 立 式 墓 行した も？ ある。 n 本囊 硏究 所、 S 緣 、人 H 本 
生 產黨、 1 W 究協會 、惟神 館、 新 日 木货 M 、 取 心— 等、— 地方の W 1 濃の 



^ 0 ニ11六車忭後の《家卞：義陣箐 Ml 六 

代表 六千餘 名が 参加した。 そのな かには、 人 森 5、 s 能 介、 食⑴ 1 娘の 顏も みられた。 

常日決宛せられた役员は、娄找長には松永材が就任し、常任委灯に赤松克歧、木岛完之がなり 
幹 ^ には 米 持 格 夫、 森 木 耕が、 それ^-就任した。 維新 制度 硏究 所は、 演說 择、 バンフ レット 等 
を 重なる M 動 手段と なし、 自由主義 政治 形態 杏 ^ 、 輸入 的 政黨政 治 絕滅、 n 本 的 a# 制度 淡の ス 
ローガンの下に汸勐を行ひ、十ニ月中切には ^ 都の各所に政狨政治喂滅演說侍 $: 開催した。 
維新制度硏究#發會式の決3は、左の如し。 —— • 

決 議 

庶政ー新の共本的 11 つ先決的 |^ 容は國髋原理を明徴して自由主雜政治形態を改革するにぁる。 
現在の個人主袭に立脚したる朋黨的政槠爭奪の政治形態が我がー阀ー家の逍旎的全體屯莪と本 
钗的に竹馳し其の結见政治を荼谛し逍旎を破壊し、阈運の進展に大なる障灯をなし來つた$は 
明 | , 1 でぁる。彼等政铖政治{索は邀法擁護に名を藉0故总に浚法政治卽政狨政治な0と公斷して 
阈以を欺瞞し功利的亡阔的政治形態を維持すべく狂奔しつ.>ぁるが、我が帝阈遨法の牯神は .& 
W 獨， H の a # 制度の 確立と その 機能の 逸 揮を 嬰 求し、 斷じて 輸入 的 a# 中心 政治と 相 界れ ざる 
ものと 眯 ；^する。今や |4 外の時局念益々沿 ?1: 小=ぐる時、我$ |>>1 志は茲に立クて自由主淡政治形態 



絶滅の ため 一大 思 ii し、 政 lisfs し、 一方 器を して SQ 使命に 迄 
み 1 S の 下 庶政 一新に— せ しむべく— し、 他方 爲に 正しき 11 へ、 純正な 為 
f 1 し、 以て 維新— 促進に 一 sf 1?—。 我等 1 >協_ 一 
切の 派 i 情を 淸算 し、 強 •正なる 統一 力— て 飽くまで 初志 I に 1せんこと| ふ。 

以上の 如く、 いろくと 錯雑、——— じ、 全 日本の S 、 囊— は、 統一への— 
迪 りつ、 あつ K この 證を 捕へ て大 Mg 結せられ たもの が、 次ぎに 银げる 時 W 議會 である。 
これは、 緊密なる 一政— はなく、 緩やかなる 協議 關で は— が、 興味の 中心は、 斤を 川發 
點として生み出さるべき新政 :^ にあつたわけである。 

でる 統一 sf 前にして、 昭和 十一 年 十一月— 日、 小 池 0# f する S 政 沿 S 
は 解散した。 g 和 七 年 fQ 赤松 派の 「日 1 t この 結成 以来、 赤松 一統の 離脫 、 S 
1 Q —、 八月 SIf I 、 殊に 十一 年 二月の 簾 f S て 小 池四郞 が— 
して 以枣悲 fs てゐ たも QJ つたが、 九べ 幹部の 有力 S 山— 郞が火 n 本 1 
結成に 參 劃し、 n 本 if た M を 去つ たので、 つ ひに 支へ 切れず、 一つに i 新黨結 炎への 機 
f 助長 すべく、 ミに— 的 解消— げる こと, なつた ので ある。 その— i、「f 
笫七節 時 S 協— の 結成 ？ ，， 



第 七窣 ニニ 一六 事件の 2家 主義 陣费 四 一八 
黨結成の機を促進せしめんとする發展的なる目的を以つて我が愛國政治同盟は玆に決然その机織 
.を 解 將 し 一致、 その 大 H 的の 達成に 邁進すべく 以 つ て 宣言す」 と 悲痛なる 決意を 述べて ゐ る。 

ニ 時局 協議 會 成る 

ニ •ニ 六 m 件肮 後より 品 撝 し來れ る阔家 中： 莪戰線 の 統一 機運は、 十 M 下旬より 漸く その 具 ^ 的 
.巨步 を 進められる に 至つ た。 卽ち 三六俱 樂 部の 小 林 順 一郎が 中心と なり、 それに 淡 交# の 江 藤 源 
九郞 、大日 本 靑华黨 の 橋 本 欣五郞 、大日 本生產 m の 吉 田 益 三、 総 聯分の 高山 久藏、 N firc 擁 _聯八= 
會の入江毺矩らが，迆滯せる愛阔陣營の氣蓮を打開して、大同團結を柙現すべく、より<協議を 
進めた ので ぁる 。その 結果、 十二月 十五 ロ、旣成阈家主義阗妝幹部の主耍なるものを殆んど網羅 
する 時： £協謎#なる聯絡機關が蛄成されたのでぁる。その構成は個人加盟でぁつて、_腊の. 9 由 
は保障してゐるが、赏質的にーの聯合腊でぁることは否み難い。結成に際し、釾聞記者に對し卞 
交せられ た 說明 畓 によれば、 時 21 協議 钤(時胳)は「现下の念迫せる. »,!: 阔内外に對處する爲に：：各 
释、 各部 n に 於け る 全 日木主義遝動の連絡、協調並に強化を：：：的」とするものでぁつて、その特 
,異とするところは、「從來の革新述動者宵腦荠のみの連絡提携に依て生れたものではなく、：：現 



狀 打開 £ 心す 桑 内 111 S りて 期せず して翌 した もので あつて 
片打 S 一 裔 民— QSS 間 ef 連緊 協 f H 的と した—」 である。 そ St 

Mir — 王— 動— 於て は—— 一致し— の i て、 到底 一時— 的 政 

て S — 合 f 不 f 、 1$ の當 f 、 N 1 徴 にし、 祭、 没 

• r S タ交 S 他 各般 S りて 其 根 f る思 想 上 sf 居し、 

H でな——。—….— f —i If II ^ 

11 と 1 」も ので ある。」 「從？ 今後の 動向と しては ？ 李 
1 義、 ■1 的— I 力— 富 的に 向つ 51 こ 

J し 力し をら-姐く Qfu 木 主歷 動を 右 還 動と 呼び、 其 する 所を ァッ シご 

imiiiiiiiii 

みざる も ？あ つ 5 f るも 甚し f ?1」 と。 

右 11 と 同時に 「入 會 案，： 狀」 な f のが 雲せられ た。 それは、 時 協の！ ところ 
以上 55 表明した もので あ—、 その！：： 數 S 來、 SS 彥が各 
1 至誠 i 、 f 、 sf し、— 人——、 

第し 節 S 蠢 1 四 一九 ， 丨 




第七窃 ニこー六市忭の哨汆丰義吨符 SM O 
转に尠 なからず 御 努力 相 成 陆候に 拘はら ず、 太 W ト： 情勢の 推移は 必ら ずし も 想の 如く 相 成らざる 
もの 冇之 、非常時は 愈々 深刻を 加へ つ/' ぁる. 6 :::の介様は逭に蹙處に堪へざる戗と令介姊-之亿 
は諸拽の顷因可冇之と存候へ共、ー.には各»、各部門、各地方の御努ヵが儿時機、ル動向¥に於 
て必ら ずし も 相 協！！ せず して 全局に 及ぼす 效 % 十分なら ざり しに 由る もの 尠な からざる 儀と .^ # 
候目下の情勢は & 早斯かる饤榇に放©し得べき場合には無之と確信能在0、殊に 1«: 界に比餌な 
きー大家族阈{水内の阔民として蛊運扶熨の爲に各々私心を去り、小異 ?: 捨て、大 |.'1 に就き、 7/: に 
短を補ひて和樂協同しゝ阈錐打開に邁進の活模範を-小すべき：：一本主義者相互間に於ては此除ー敁 
大義に向て連絡協同の货を祺げ候様致度と被存候右の如き理由に苁き過般來 |.>1 强の人々扣犯り 
何とかして 各 好、 各部 門、 各地 方の 苻ヵな る 各位 間に 於け る 相互の 御 迚 絡、 御焱合 の機關 を 設けて 
.ばと e 議相起 力 候 技の 次第に 御座 候 勿 <一 之は 眾 なる 迚絡 、談合の 機 關に哬 之、 之 忙依り各阒將 
或は 各 紐 介 成は 個人 各位の 獨自の 御行 動を 聊かな りと も 制 肘すべき 性 苡の ものに ては 無 之、 却つ 
て之が爲に各蝴髋或は各組合或は俩人各位の各々獨0の御立慯に於ける御努ヵが全《上ー敁效见 
的なるを得ることを22的と致すものに外ならす姣乂此：：：的達成の爲には木機關内に於て會 11 相 
方間の連絡垠務に遺憾なかちしむると 1..1 時に各位の御所兑御交換の機#を勉めて妪々作る必耍有 



之 之 S 后 S 霞 & けて 重；^ 問 ■に S る 各位 g 御參 f S して 十分 S 一 A 啓 2 
實 I げ 、益 話人 に 於て 時局に 處 すべき— S — 案—、— 乞て— を相蝴 
oi 盤に 於て寶 q 一致を 求む る 如く 致す备 效的 かと 思考 震 様 Q 次楚御 1 勿論 
£ 如嘉 味に 於て、 別 isf 規約 S に、— S 達 . f f I に 川 f 、 下— が 
令く 個人 吳 格に 於て 不村を 顧みず 世話人. として 對て犬 sf 採る ことに 相浩唆 次涅御 ぉ； 
候 何 1 に 御—‘— て 御 入 gf I 此 1 んで 御案.？， 候」 とい ふので ぁ ^ J [ 
た。 また、 そ 湾 狀 J は、 S として 承 諸せ しものと して、 「 I 一條—、 五 1 三、 奥— 
S 楠、 i 井上 淸 純、 掘 ロ 九 第一、 大山 卯 次郞、 1滿太 郞 ，雄 川 美 次、 I 、 S.Hh 
葛 牛： 能久 、伯— 原義 光、 小 林 省三郞 、安藤 紀 三郞、 11 武夫、 子 I 室 S 光」 (ィニ 順) 
らの諸 名士— げ、 i 人と して、 r 入— 矩 、橘 本欣 五郎、— 部—、 渡— 一一 、 责益ーー 一、 

負— 山—、 I 圭 一郎、 + 林 順 ー郞、 sf 郞、 1 」 (ィロ ハ®? 名の— 8 てゐ 

15 S て 雲 fi _ s 約は、 時 協 每 的— 免して 「時局 協審は 速 か 

に， 政治— 立し— せる 時： j に對處 する 爲め各 f 部 〔に 於け る 全 H 本 主 蒙 動 S 絡、 益 
第 七 節咔 fel 桷魏 * の 結成 丨ヘ， 



第 七 章 一一 こ 一六 事件の S 家 屯 義陣 ff W ニ fl 
調 並に 強化を 以て E 的と す」 とし (第 一條)、 このために # U は、 「此 主要 = 的 達成の 爲 めに 常に}. 
異を 捨て、 大同に 就き ：2本主義の美德たる和衷協间の粘神を發揮するものとす」§ニ8となし 
てゐ る。 執行 機關は 「世話人 # 」 であり (第三 條)、 lit 話 人は 「一、 調 夜 部を 設けて 各 秫原案 の 作. 
成、 ニ、 vtr il 總分 の決議を现實化せしむる爲めの一切の邡務、三、各涔 ]^ 間の連終」を掌ること、 
なつて ゐ る。 

かくの如く、時局協_#は、發起者の言にょれば「豫てょ0問題であった所の：！：木 --11 丧運動間 
の全面的の常設速絡機關」である、而してこの日木主義述動とは同じ首にょれぱ、「とりも值さず 
國將 明徴 運動で ある。」 「元來 日本 主義と いふ ことは、 我が 阔獨特 なる 阔體逍 淡に 律す る、 王 淡と い 
ふこと であつ て、 我が 阈は一 君 萬 民、 一大 家族 阈家 たる ことを 的確に 窓 識 して、 ft に 家族 的 溫愛 
の 情を 以て、 同胞 相： A 間の 關係を 律 するとい ふことの 活模範 をみ づから 示す に 非ず んば = 本 虫 浅 
運動 者と いふ ことは 出来ない 害で ある。 獨# 排他、！： 2 に 對 立を 繁生せ しむる とい ふこと で斷 じ- 
てあつて はならない。」 「個人主義 、功利主^: (は)：： 問 胞 を 悉く 他人 扱 ひとな し、 冷たき 樯利 
義務關係の範阗で自己中心にのみ琪を考へるといふのである。斯くの如き反1: |?5 的思想を九千萬. 
同狍ょり親切に取^去り盡さんとする速動がロ木主義運動の大切なるー而であるのではあるまい. 



力」 然るに - H 本 主義 運動に 盡カ を ^ 榜しつ〜ある多くの人士中に此也を敗みずし杨めて偏夾 
に 小異を 捨て、、 溫かく 大同に 就く ことを (中略) 拒 ばむ とい ふが 如き ^ であつ たなら ば、 其祺自 
牌が 典 だ 非 n 本 的で あつて •斯 かる 人々 は (3 J しく n 本 主義と いふ S を 取 除かる ぶ 嬰が あらぅ 
と汜はれる。然るに從來笫三者ょり觀る時、：：：本主義速動荠相：九間の刷係には斯かる矛质が典だ 
妙くな く， 夫れ が 今迄 此 大切な 1 動の 龛 5 なからず 支 穿來 して ゐた譯 で —。」 g ち、 r 數 
年以來全阔各秄に :€ りて蛛起.し來れる日本主義運動が、各部面に於て、 ^ 々行主的にヵある行動 
をな し來 つたことは 誠に；^ 構 Q?i — が、 なが 多少 獨善 的に 流れて、 排他 相 なきに 
非ず、之が爲に入泽案内狀にもある如くに、各部，各方 |6| の努ヵが >& 時機、 « 動向に於て相協調 
せ ざり しこと？ なりし Q みならず、.^ として 努力 相殺の 現 f 呈 して、 全渴に 所期の 遼を 
擧げ得ざりしことは何人も逍憾とする所であつた。斯かる >(1 様では結 /4 打開の原猶カたる昭和維 
新を： 蠢 を 失$斷行0 火勢を 造る ことは 到璧 む. へからず 。然るに 篇 S は愈ナ S を吿げ 
て來たといふ货に已むに已まれぬ.情勢となつた譯である。此の情勢の理解とー般氣 ^ の阎熟とが 
終に个同の時 ^ 協議 # の結成といふ慶 ^ すべき ^ 贸を生み出したといふ譯である」と。 

との 時： m ^- の 廣範阳 に 亙れる ことは、 その 發起者 の 一人が、 「同協議 # の客 11 、 1«: 話人、並 
焙七笳時1!協議曾の結成 



笫七窣 二 こ 一六 事件の S 家主 袭陣 ff W 11 H 
に：：侍乃の顏振れを觀ても !1: (. |^ の詭れかを通じて、全 ^ 各 » 、各部門の：：：木主義老(穷、農方 
面も含めたる)の大部分は本協謎會の連絡内にー先づ人ったこと、なるのであって今：1:の時；5に 
及ぼす 影 ?? の 頗る 重大なる もの あるは 言 ふ 迄 もない ことで ある」 と自 a してゐ るのを みても 分る 
であらぅ。 

か、 る谠汎 なる 顏振れ を 網羅し、 =:木主義運動統一エ作に|大進展を招來すべき抱れ 5: もった 
時 協 ば、 十二 H 二十！ n 、 箔 ー囘會 >1 總分を開き、世話人のほか各派百四十名の#只が顏を揃へ、 
客 ^ ー條饨孝公、井出盤楠、井上淸純、菊池武夫の各男、逑川美次陣芾屮將、小林朽三郎沲垠中 
摔 らも 集まり、 小 林 順 一郎 大佐、 吉出益 三、 橋 本 欣五郞 大佐が 主人役と なって 活躍した。 第一 囘 
命 ^ 總#は、「全而的闷民述動の笟ー1:::楞は敁も速かに旣成政黛を淸算して政界の最大禍枳をー掃 
することである」として、左記嬰旨の如き聲明カを發した。 —— 

聲 明 

. ^: 1: |^ 外の情勢は洵に徉姑ならざるものがある。特に蛊國を中心とする ^ 迫せる阔際情勢に 
•對 し、 一 朝 其 舉 措を 誤らん か、 阔遝の 前途は、 實に测 り 知るべからざる ものが ある。 之が 打開 
5: n 指して 深く - it ハ 禍因に 遡り、# 常の 決 栽を 以て 拔本 塞源の 措 ® を 講ぜねば ならぬ 時機に 際 ^ 



した。： すら も旣に f S が—? ある。 Z 

妒 々卜に 义 _s 化な くして、 如何にして 齧なる 外交は ありれ ょぅ ぞ。 S 今" の 如き 一般 

情 够：^ S 闪 も染ふ へき！！ 事情に 极 ざす も q が 頗る 多い q である。 卽ち拔 木 _ 源 的處趙 も 

闕 E 水 f 明微 にし、 阈.— 動 S 本た る网 2 政治の S を 以て 浓ー羣 とすべき— 

たない。 眷 すれば U 本 主 f 透您 しめ、. S 政治 5? る ことが、 總て Q 先決 問® であ 

る。 S なくして 對外問 S 光輝 童 解決は 到 i 幾す る ことが mf 。 I ば：：： 本 主 f ょ 
何ぞ や。 . 

邛 くも, S として、 一切—?— 扶贺に 終始す るは n 本— る。— 榮 達、 放 
ぴ享 ^ ->1 の啡内身を以て行動究極の目的とするものは功可主義である。 
si : 國 111 確に 認識し、 道 f 相愛と S て—、 I 力と なし、 

I 的 飛 S1 力は 一に：：： 本 主 f 胚胎する。 故に 某 主 f 功— の™ には 1 は 進な 
い、 抑々 政策には 1妥協を許ずも、；免邪順逆には妥協の片学ら容る、べきものではない。 

天， tfl Q £一4 は 全部が H 本 主義者で なければ ならぬ ことは 必然の 道理で ある。 
箔七節5崖艺結成 



第 七 窣 二 •ニ 六 事件の 5 E 家主 義陣眘 四 ニ 六 

憲法 發布 せられて ょ P 旣に 五十 年に 垂ん として ゐる 。憲法は 天空 統治の 大道で あり、 同時 
に皇運赏赞に參する以逍の軌範であり、肇阔本然の « 本主義を顯捣せる^のなるに拘らず、之 
に 格遵 すべき 政治 運用 機 關の 現狀は 何事ぞ 。 

帝阈 讅會は立法豫弈等を通じて宏謨を贾賛すべき機蹦として、话道躬行の神架なる殿堂であ 
る。卽ち陪級利宵の代表機關でもなく、政權爭奪の堉揚でもない、：：然るに現在我_の讁行 
を觀るに、其職務運用の母胎をなせる旣成諸政黨、勿渝無雍羰を含めたる此導の諸狨は悉く过. 
主主義の主張に其發生の機株を冇しゝ：：赴等政镓が過太の门木に殃したる艰过を見來れぱ、 
歷々 として 其 然る 所以を 指點 する ことが 出來 る。 

功利主義に 依りて 結成した る 政 黛は眾に讅會の占領に卄んぜず、更に進んで行政、司法等の 
諸 機 關にも 侵入して 惡 政の 淵源と なる。：： 

::彼等が政黛政治と誇稱する内容は同胞相剋でありゝ憲政常道と大呼する货質は政橄箏奪 
の 妥協 條件を FM 規せん とする 詐謀に 外ならぬ。 丼 精神は 正に it 憲で あり、 口木 主葙の 蹂躪で あ- 
る' 

n 本 主義 こそは、 斯くて 憲政 確立の 速 動で あらねば ならぬ。 斯くて 一切 政治の 深化と 向上の- 



發鮮 素で なければ なら g •全 的 不安 一掃 触； ニ Q 极 Jg は 此别動 以外には 斷じ てない。 

過去 數年來 篇 して、 i 此上な fs、 _遣る 蹵 1 く q 人々 が、 秋 箱の 

國法 まて I して 自ら 非 <: 法 Q 死 S 赴きた る悲壯 S 议で ある。 此 S を 何と 觀て 然るべきで 

ある 力馨は 悉く 功利' 議的繁 Q 產 S して 法 高る S がな かつた のだ。 明かに 旣成软 
黨は 功利 主 詰 政 S-K 支柱と して、 彼 3 S 大 Ei した ことは 人 I?t ころで あ 
らぅ。 然 t 若し 1Q 現 狀が今 ns に ft ば、 此 深刻 苛烈な 論客は 永久に 解消し 
伟 いもので ある ことは 自明の理では あるまい か。 何が 故に 解消し 得ない か 〇 H 本 主 連は 到底 功 
利 主義の 前に 屈服す る ことが 出來な いからで ある。 

若搜 (犬 養？ 倒？、 齋藤 S 成立して、 3 來今 ns 政局 推移の 籙各 細に 點资 すれ 
ば意識 ^- か將又無意識的かは別として’尠なくともロ本主義と功利主義とを ^ 協せしめんと 
する か、 乃至は 其間§ 協點を 見出さん とする 政治で あつた。 然し i 不可能を 可能と なさん 
とし、火と水との妥協を策する徒勞に過ぎなか 0 た0阔體の明徴は斯かる老痴なる情 :11 ; ょり生， 
まる、 も SS 斷じ てない。" 木 主義が 功利 主 f 掃？？ とに ょりて、 n 本主雅 S する. 

獨自の 絡 # 機能の 全的發 動と なり、 同じく 行政 司法の 機能と 相 待ちて、 阔 體 と腌合 する 政治の 
笫七節 時！！ 協議 曾の 結成 " J - fc 



第 七草 II •ニ 六 事件の 阐家卞致陣舒 四ニ八 
更生、 阔策の 遂行が 生まれ、 初めて 難局は 打開され、 阚民生活の安定も茲に求むることができ 
るので ある。 .... 

蛊阈が 今や 數ヶ N の 武力と 經濟 力との 位 攻に對 抗 し* 形勢の 危急 、 11 に 夕を 测 0行 ざる もの 
が ある、 此際 、根 阔 一致は 何物と も特ぇ 難い 生命 的 條件で ある。 だが、 形式の 舉阔 一致は 益々 
阈 M 不安の 浪 ^ を商め、阈民理想の品捞を阻み、難關突破の前途に却つて咭2を投ずるに過ぎ 
ぬ。眞货の蜞阀ー致こそは、功利主_刚體のー切を淸算して、=:本主義に媒く安屯勢ヵの結成 
の上に初めて其全貌を現はし得るものであることは明々，：；々の祺理である。 

時13協議拎は竹に此阔家鎭謎の安记勢ヵ築成の：1的の上に立っ。從って旣成政双の淸算 5: 耍 
求す るは 常 然 であるが、 齊 しく 至尊の 赤子た る 個々 の 政 m fl が、 本來の = 木 主流に ^ 醍し來 た 
るならば、处れ乂溫き手を仲べて歡迎するに決して杏なるものではない。 

時 ：5協議 # は全侍：：：：悉く如上の信念に余_忠良の阈民を動兑し、堪逍政治の確立、純芷護邀 
遝動を || がけて直往し、诹然ー如の盛道日本を究成し、悠久なる盘基を振張し、以て ^ 難打開 
に 向つ て 邁進 せんこと を 期す る。 之が 爲め汸 一着 V •十と して gft 充 1 T 強化の 至大 ^ ^ たる 個人、 
民主、唯物、功利思想の上に立っ旣成諸勢ヵ淸笕の网的を姣も速に達成し、以て络逍=本に歸 



一せ しめんと する ものである。 

時 M 協議 # 第一 囘 f? i1 總 f? 

右 第一 囘會 ii 總會で は、 萬 生 能久が 頭 山滿翁 の •「方今 邦家の 危念は 梁 卵ょり 弗し く、 朝野 宵 民 
憂惧 措く 能は ざる 所 (中略)、 今や • © 阈の諸 士相謀 り 時局 協 讅會を 設け、 阈腊を 明徴に し、 協力 一 
致界國の爲めに報效する所あらんとす。冀くば辩勛努カあらんことを」といふ熱恝に燃ゆる聲明 
寡を 代讀 した。 

時局協審は、そ0後，年の漱も押し詰りたる士ー月ニ十八日に、「時展崖 # ^ 務黏要網」 
なるものを發表し、そのーにおいて「時局協讅 # の本过」を規定し、「時 « 協 ^ 伶は全阔に兒り、 
各 好、 各部 門の：：： 木 主 8 動 相互 間に、 此 (軍に おける 步 、麻、 空 等の 諸 兵科の それの 如き ー 
格を 着け、 相 吾 ii 局 的 協調 內に行 はれ、 全日 本 主義— が 各崙に 於け る從來 の •ハル チ 
ザ ン的 M 動 形態ょ o 脫 却して、 結 见的に 觀て M 制 ある 有力なる 一 大阀民 述動たらしめんことをロ 
的とするものである。從つて時；5協讅會の本找は飽く迄も此缺くべからざる常設連絡搜關でぁり、 
同時に常 ?2 機關であることを忘れてはならぬ」といつた。これは、時眹の非阆定性、湖人阼を強 
調することにょつて、なぼ孤疑逡巡せる阔家主義團髋の加盟を改めて慫慂するためであつた。次 
第七節時蝸協蹺會の結成 




第しな 1 T ニ 六 事 作の z 家 + •義陴 符 W 三 0 
*き に その ニに おいて 「連絡 機 關 としての 活動」 を敍 し、 三に おいては r 換議機 關 としての 活勳」 
を述べてゐる。後者は主として調迕部の仕祺であ 0 て、それは、政治娄货#、綷濟委：3;柃、汴 ^ 
阈防菜 il #、 思想 娄 H ft 、 運動 方針 硏 究娄 il # の 五娄 /1 #に分れてゐる。時協の 1«: 話人の知振れ 
は、前述の如くであるが、この時.找際の祺務撩仟首が宛められ、帘務陆の市務主仟に豫偷降衹 
中佐 吉見隆 治が、 また 調丧 部啡務 , E 任に 豫備陸 垠大佐佐栈绒馬がなった。後荞は柃て |!# 朮2偉材 
として 名の あつた 人で ある。 

調査部の迅動方針硏究许は、平速翌十ニ年ニ九三七年て1:ょり沾動 5 : 開始した。それには、 
世 話 人の ほかに、 今 村 等， 今 井武吉 、新妻 徳爵 、狩 野 欲-金子 力 三、 吉川令 三、 八幡 渖堂 、山 崎 
常吉、近藤榮藏、寺出稻次郞、手岛剛毅、赤松克钗、赤尾敏、西鄕隆秀、佐野守邊、佐膝晓次郞、 
佐々井ー晁、薩摩雄次、佐藤正吾、三武錠史、柴山滿、陶山捣太郞、鈴木矜ーなどとぃふ |^ 家主 
義陣營 の 若き 人々 が 殆んど ォール •スタ！ キャストで 委 A として 顏を 並べた。 一月 十二 口には、 
「3!本主義述動に對する時 « 協謎钤の活動耍領」なるものが決定せられた。それは、「极本职則は時 
簡協議钤會務計劃耍網に依るも、之が具 «2 策として取敢ぇず」その话動方策を定めたものであっ 
V 、 その. 2： 牦は 大略 左の 如くであった。 —— 



⑴各方面の運動の現況を速かに掌握し/…資料を機を失せず提供すること。 

⑵ H 本 主義 器 •或は 組合 或は 有力^:— 間 Q 協力 一致 SI ん で 努力す る こと。 

⑶ 各方 面の 述動織 、— 時機、 遲方 法が、 完全な 1 調に 行 はれ、 筑—ょ り— 
ときは全く唯一のー大國民速動たるの觀ぁらしむる迄に努カ幹旋すること。 

3. 只 運動 通 動 時機、 運動 方法 Q 選定が、.；： '道 維新 達成 S に、 現在 q 時泛 照し、 大 
周 上 最も 效果 的なる 案に、 全般 £ j せし むる ； j とに 努力す る こと。 

(5) 本# の 本質は 飽く迄も：： 日本 主義 今： 陣營の 常設 連絡 協議 機關 たるの 本 锊を閛明にし、以 
て 荷く も H 本 主 1 動の 全 f 眼中に f て 之との 連 格 協. 調 内に 於て 茲に括 動 せんとす る 
分子は悉く本協謎 ^ の連絡網 ^ のものとならざるべからざる如くしゝ斯ぐして日私主雜令电 
當の 迅速なる 強化 擴大螽 る こと。 卽ち 本分 q 本 定 Q 色彩を 附 して、 n 本 主義 漂 •内 
の對立圑髖の1たる如きことに本命を .^ せしむることを嚴に愤しみ、以て本 ^ をして晖に；^ 
本主漩 陣當 の遝 動棕八 ：： 機關 たらしむ る ことに 努力す る こと。 

g Hrf 项 的 達成 §に 協 讅化は原則として自ら速動の本賊たることを避け、以て協謎^ 
背の運動と一部の：：：木主筘阑游或は紕合の運動とが相對立することぁるが如き缢合が決して 



笫七* ニ •ニ 六 事件の W 家， - I 1 ， 義陣營 四 三 ニ 
生ぜざる 如く 注意す る こと • 

此の嚴たる限蜾 |^ に於てのみ協議分は必耍ある缢合に、全局の運動強化の目的を以て、演說 
# 、その他の迤動をなすことを料るものとすること。仉、その行動は掙めて愼重を弗すること。 
右の活動を「嬰機を失せずに展開する爲」に、地方連絡以を作り、爪來れぱ地1命を汶遥 
する ことが 必要と された。 また 「調査 部委 及 # 一般： 要領 # 」 中の 一項と して、 「日本 主 淡 協 ^ 機 關 
と 功利主義 或は 自由 主涟 協議 機關 との 极木 扪異の 點を 相互に 認識し、 H 木 主 施 協議 機關の 好 範例 
を 貽す 用意 ある こと」 とい ふ ^ 祺が 可決せられ た。 

かくの如く、時局協議倚は、.闻家主義 [* 腌間の名十：を殆んど網羅し、ロ本主雜運動統ーのため 
に 絕大な る 働きを なす ものと 世人に 期待され、 また その 期待には 枳捣 ある もの、 如くであった。 
しかるに、 運動の 進む に 從ひ 、時 協 内の 各 阑髋の 述動 方針の 相違 や 幹部 間の 感情的 對立 等の 障 砑 
ゐ ため、 昭和 十二 年に 入りて ょり 時日の 經過 する に 伴 ひ、 漸く その 活動が 不隨的 となっ て 來たの . 
である。 . 

三 時 協 反對派 「大和 聯盟」 の 結成 



小 林 順 一郎の 三 六仍樂 部を 中心とする a : 十 義醫 Q 大 S 結た る 時：： 5協_ が篾 せられん 
とする や、 それに 對 して 有力なる 反對— が 起っ た。 それは、 關西 . M 阔穷— と、 1 
机 介 全 阔懇話 付の 靑年. 分子と である。 前者には、 その 關 也侧糾介を小林大佐の愛 [..] に奪はれたる 
ィキサツがあり、後者はその純理論ょり、時協の趑阐する大 |*«1 阁結麻に紕みしれなかったのであ 
る。 彼等は 時胳 成立 以前ょり、 これを 以て 「フ ァッ ショ 獨裁政 1 立 S 謀」 なりと して 攻 保して 
ゐ たが、 S まや 「公武 茲鉻」 そ Q 他 sa - ガンを 以て、 時 ：5協_ 反 SM ? 起した の 
である。 協審 は、 その 機關紙 5 :民戰 線」 を 以て 盛んに 時 協の 「反動 性 」 S 嚷 し、 そ 
のために、一たん昨協に參加を期忭せられた耵カ齐も、參加を紹跗し、反時胳述動に加拾史しと 
する 勢 ひを 示した のであった。 

卓 •阔勞農協謎#派の時協反對の枳據は何處にあるか？それはー言にしていへば、いはゆるフ 
アッシ "的 旣成阐 粒と 大衆 的 S ： 民 革新 阑微と いふ 本質 の興れ る阐婭 を 合同 せんとす る 時 協は、 不 
可能を 強 ひる ものである。 而かも 時 協の 成立 過程を みるに、 それは 栎秘の ぅちに 少數の 齐が 饿 動 
しその方法において大衆性を缺いてゐる。なかんづく、時局協議 # は、「次期政植」への -^ 備エ乍 
の 色彩が 兆 S 厚で ある。 從 って、 日 木 主義 大衆運動の 正常 的發 M を 庶幾す る ものは、 か、 る： 
第七節 »? « 捣謀 ^ の結成 W M 1 三 



弟七窣 H こ一 六 事件 の蝴家主莪陣管 四 三 四 
..陰謀に K 對せ ねばならぬ とい ふので ある。 卽ち 彼等は、 時 協を 以て、 「反動的」 なる 「公武 介 ^ 
論」 であると なすので ある •卽 ち、 「爲 民戰 線」 にょれば 「：：ニニー六事件以後の戟線統ー述動 
は、 前期 鸨 1.| 本主義時代に於ける浪人型と大衆型の色別と问じく、いちゴるしく、統一されて行 
く陣旮を色別した、それは何であったか？ 11 的にいへば：：公武介骽派と革新派 i 
派に 色 別せ しめて 行く 動向であった。：： 彼等は 皇道 政治を ロに し、 * 逍化 を ' , a ふ、 それにょ っ 
て日本主雜陣營を自己の支配下に統ーせんとするのである。それは明かに徳川幕府のとれる公武 
合！ g と 軌 を 一にす る、 见たせ るかな 今次の 大介 rn1 < l の 梭頭で ある。 全：：： 木 主葙陣 菸 を 打って 一丸 
となさん とする 工作は 時 12協讅今- 5: 構成せんとする娄 /1 の '1* のー部わ人违にょって行はれた、そ 
れは秘密裡に運ばれ、獨裁的規約を以って大合同を敢行しょぅとしてゐる。之こそ明かに、昭和 
の 公武 合 體を Tt 踐化 そぅとする 姣初の 大きな 計 劃で ある。：： 誤れる 獨# 的 獨裁 は、 明らかに 大 
衆 運動を、 大衆の 意思を、 所 謂盘民の意志を無視する熄のものである。天下り的統ーにょって總 
てを處理して行こぅとする市は、大衆的運動家の承認し難い處である。明らかに成立過稈を見て 
も：： 人的 構成を 見ても、 それが 如何に 『大衆 速 動の 危機 』 であるか V わかる ので ある。 常仟理 
本、 理事：： は大骼 M 型の H 本 主義者で あり、 或は 世に 兎角の 評 ある 人達が 混じて ゐる 、か、 る 



人的 構遽 ¥み 5 けで も：： 凝 S 民蠢 q 上に 立っ て. • M し 2 も S でな X がわ か 
る 妓に壤 げら^, た 人述 は：：： 本 主遂 の ビンから キリ 迄で ある。 この 龙大 なる 時 W 協 謎 時の 結 
成の 麽 史的 S は 何處 H あったか？ 勿論 それは：： 公武 益 S 進 的 S 化に— Q だ」 と。 

力く Q - s 蟲 由ょ 焱 ：？ に M す k 5 M 還 SESST 、 篇< ぬ； §： 派 q 今 井茫 ；：、 末 中 勘 三 

郞新说 M 合 Q 松 S 平らは、 ょりく 協 S 重 feM 、 S に 時篇 成と！： 一： じ 主 月 十 u 
k に大阪 において 大和 聯盟なる 反對派 Q 大同 國 結を 敢行した ので ある。 當 "集まっ たものに は、 
勞働机 合 f しは、 今 井武吉 、末—、 大播治 房、 1 、山 本能 介、 三 1 平 •坂 木淸三 
郞 、棚 S 徳らが あり、 S 糾合 派と しては 吉 E 賢；、 西 光 萬 古、 高 八十 一、 米： T 常、 寺 J 
一 夠井菊 松ら が あった。 崖 大社 敎 副總監 千家 尊纽も 山 席して 司 分した。 結局、 時 W 讓 S 
f - のた ダに 大 扃 聯 既 を虮 織す る こと、 なり、 「 I 、 廣く 同 志を 求め、 天業贾 饺の政 治 的 行動 主體々 

成§ め 器3木義£ き、 貴 大衆 Q 篕踅 g して そ§ 動を 靡す $ 。ニ、 その 必奶 

上 31 務 ,^ 及び若千の世 |?; 人を蓝く雄」といふ〖巾合せ< 5: なし、その -|«: 話人として千家尊祕(大 
針敎 ) TWE 賢 一 ( 阜 1 民 SMr 井® (總 聯合) Q 三 名 暴げ、 灰 q 如き 聯屢— 決定して 
天下に 發 表した のであった。 I 



第 七 ^ ニこ一六車忭の阈家卞義师眘 四 三 六 
大和 聯盟 趣 33 . 

蛊 S が 常 面せる 深刻 非常時なる 時 財に 照 應 して、 笟に阈扼木義の削构を必娈とすること今日の 
如く切找なるは、まさしく史上稀れ | 7 ; 觀るところである。我 ^ : , 2: 民は、等しく非の享けたる總 
てを舉げ、千歲ー遇の觉悟を以て、聖ポマッリコトに奉仕せねばならぬ。卽ち -«;!: 阔 :«11: 民屯砟の 
理想过现の爲に、个こそその惟新なる赤子思想と氺還思想にょる御維鈕焚资述動を、 ^?: 民大衆 
の货生彷に卽し、大衆的規模に於て政治的に展開すべく努めねばならぬ。玆に我$は钮く同蛰 
同志の 加盟を 希み、 以て ^ 龙笕赞 の 微攻を 致さん とする ものである。 

思 ふに 大和 聯盟は、 多 ^ ならん とした 時： S 協！！ 侍 反 對の 茁 一 锘で あった。 而 して、 それは、 時 
協の ^ った 幾多の 反 ^ の 前 啃 をな す ものであった ので ある。 

なほ 昭和 十一 年末の 大祺件 としては、 十一 =:ニ十五 [1 に=獨防共協{此の發表があ0た。社大涨 
始め 無痄秘 阒體は、これに批判的態度 5: とったが、 # _主遜陣贷は哄ってこれに锊总を表した。 
そのー例として、時協の井^盤楠の「新時代を解した1=獨協圮の ^ 1|」(=2600:,昭和十ニ年ー3: 
猇)を喂げ付るであらぅ。 



第 八 章 支那 事變以 前の 統一 運動 
第ー節政局の跡搖 

一 庶政 一新の 要求 

昭和 十二 印 (一九 三 七 年) に 入り I n 本 Qsil は、 大 いて、 这篇？ 
中心として 進む， へく みられた。 勿； i 、 そ Q 時協运 しては、 關西3 大和 聯 fs 他 名 力なる 反 
對 其が あるには あつたが、 一般的 に みて、 時 協が 全 1 Q 中心た る •へく 期这ら れてゐ たので あ 
る。 

一方 政 S 何ぅ か？ ニ •ニ 六 後を 受けて 成立した 廣 sg は •越 ー新£ へ、 
生活安定を包含するいはゅる廣遂阔防論 $: 高調した。仉し、その饮行について阈家主莪胬の意に 
麻たぬ 點多 く廣 閣の 誠. 怒を 疑 ふの 聲 がしば^^-梁げ られ た。 ニ .1 ー六扣 ルに ょつ て T ザに 抝 
ニに 強力— 地位 I めた 镨寺⑴ 5 大將 は、 一方 S いて樂 人 f 敢行す る— に、 十一 

". 1 節政 « の動 «- 5 •三し 



笫八章支那亊變以前2狭ー運動 R 三 八 
年 八月、 その ー應の 結末を みる や、 九 片ニ十ー0:永野海相を誘ひ、 ^ 海祇丼冏案として行政改革> 
阈民生活安记、對滿阀策確立の11! ^ 容を冇する庶政一新を政呀に嬰求したのでぁつた。 

廣 ||1 |^ 閣は、右ほ悔朮共同の耍水を受けて大いに術嚷を感じ、いはゅる四扪#謎及び五相鋒ユ 
を汶けて、庶政ー新につき遂するところがぁつた。右の共：1.案の末甩には、「謎分制度」の改茁 
に 關 し、 「_述の進敁ならびに議侍の現狀に鑑み、ぷ院法及び選擧法を改疋し淺件を刷新す」との 
條項がぁつたが、その具體的.1莽に關し、陸祇 0||| の葸見として、 

ー、 |:1 木の遂拎を现在の英阔流の謎院 |^ 閣制から離脫せしめ、米阈におけるが如く立法、行政、 
司法 三 捕 分立 主 袭を確 立し、 讅 # に多數を占める政黨が政府 5: 組織するが如せ、政级内閣制 
を ?? 定 する。 

ー、政狨法とも稱すべ 3- 法汴を立案し議伶における政黨の行動範阗を規走する。 

一、 現 相の 政附對 a 料の 如き 對 立抗卞 を迚前 とした 制度を 改め、 相： A 協力の H 木精 神に 咿據す 
る、 從つ て ^ 會には 政府 弾劾の 如き 決議を なす 槿限を 持たせぬ。 

1、货族院の機能を改變し、經濟參謀本部を設置し之を衆議院に附 '52 する。 
といふ說が流布され、また、選舉法を改正して家径(戶主)乃至は兵役誔務終了泝にのみ選琳揃 



を與ふべしとの意兑さへ抱懷されてゐるといふ說が立つた。 

これは 議 诗 {1.-| 度の 极本 を否定するものとして、政黨及び政府を痛く探かした。そこで、寺 |^ . 
陸 相は、 十一月 六：：： の 閣議に おいて、 陸相の 所 a は、 

一、 M 觀 f 明徴に し 我 sgisf 1 し、 _ sf 縮小 J が f 觀念 は 
毛頭な し。 

一 憲法に 從ひ謎 食 の權限 を明確適疋にし民意を正しく暢達する議會たらしめることを希 ^ す 
るに 外ならぬ。 

ー、政治に關する窓見に就ては陸海眾大臣を通じてのみ發言する從來の违前に何％變化なし。 

! 、 桂 間 傅 へられる 議 會改 市に 關 する_3嘉 なる ものは S は關 知せ ず。 

とい ふに ぁりと 釋 明し •また、 S 散 命 後 も 左 •の 如き 「陸 相談」 を 1 したので ぁつた 。 I 
一、 我 饞の 本 if 飽くまで 帝 i 法— 發揮 する 如く 我獨 S 立 I 治— に 1 
する こと。 

ニ、 帝— 法 所定 QIQ 榷贴に I し、 その 運 5を適疋な らしむ る こと。 

三、 正しく 民 窓を 暢達し 公正なる 輿論と 阈民の 初 能を 十分阈 政 に 反映せ しめる こと。 

第ー » 政局の動 « • PM 二- *3 
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笫 4 i 以 s 統一— Es 

しかるに政黨側は、未だこれらの釋明に滿足せず、さきに設立されし議院制度調丧會總#に寺 
|^ 陸相の出席.說明を要求し、陸 5|? またこれを拒絕し、ー時は闲荠對立して、竹相はその措砬に 
闲備 t たが、 結局、 「懇談 會」 の 形式を とって 陸相 出席し、右の閣 ^ における釋明と！1§1の釋明 
を行ひ、 11 っ紛讅の種となりし言說を發表せし垠務；3只に對し、「適岱の處 12 」 5: とれる旨を言明 
して、 祺態 は收 拾され たので あった。 

一方、 廣 田 |^ 閣は、降海兩相ょり耍求された行政機構改革案 5: .作製することを边られたが、そ 
の 原案に 關 して、 陸 取の 支持す る 調赍局 案 卽ち總 務院案 と、 四 相 命 ^ 及び 法制 W 案、 卽ち總 務贼 
案と が對 立して、 廣 出首相をしてその裁斷に闳惑せしめた。前者の巾心點は、總務院の主宰荠を 
無 任 所大 ほたらしめ、また閣内に人琪 « 乃负豫苋：^ 5: 設け、以て各竹の ^ 令-なる統制をなさんと 
企 ^ する にあった。 

この行政機播改革問題は、庶政一新に對する廣 ||| ^ 閣の誠意を試すものとして期恃されてゐた 
のであるが、昭和十ニ年ー月ニ十ー=:、休伶明けの笫七十讅#において、政友羚代讅士濱 ||1 ^ 松 
と寺内陵相とが渡り合って、前其の有名なる「界剌腹せょ」の 1|- 辭が，あり、政 « と政府(艰部)と 
の正餌衝突が行はれた。 



そ もく 第 七十 I 四十 S 「类 I 」、 nil 5 る 5 s Q I . 

化 賴$ ■木通 相の 意氣 込む 電力 阔營 案の 提示^; が あって、 政 S 對政 W 意識が 彌が 上に も 姑：^ し 
て ゐたの であった。 

取 部は、 かねて. A i_Q 態度 SA って ゐ なかっ た q であっ たが、 晶 H 露、 热川議 
51 :& 塞て、 これを 不快と なし、 S 锘は 譲に S て 解散 <|を_ した。 S は 取敢ぇ 
ず 二十 一：：！ に' 二十 二日ょ り ニ =1間の抒#を葵請したが、ニ十ニ：；；の閣議において、寺4#.;;:依 
然として 解散 S 張して 止まず、 永 野 海 SS が あったが、 姑 W 廣以 H 相は 牛 後 辭表怎 
呈した のであった。 

ニ 宇垣 内閣の 流産 

廣： H 內 SSSSH 、 卽ち 一月 二十 gin 牛 後 八 時 w 十分、 s.rgs 大命は 宇： 5: 1 成大 
將に下った。兼ねて總理たるの念願を冇してゐたと俾へられる宇坷大.將は、その褚ぶ 5: 见たすべ 
く政界及び財界の待留を挖って絍 ^ に若 ^ せんとした。しかるに*宇 ]11 -大.將は適常の ^ ^| ,^^ 
f 行る 能は ず、 大臂身 5 參 f 井出 I ら siQ 努力 も 効な く、 死 iHS 、 二十 五 

第一節政 « の動 * W 3 M 



第 八 章 支那 事®! 以前 S 統一® 動 四 四 ニ 
日朝、宇坷火將は大命を拜辭するの止むなきに至つた(註|)。この間の :1? 情は米だ 111: 人の記谠に 
生々 しいと ころで あらぅ。 

(註 I )中坩大將は、火命拜辭と共に阽璀大將を辭することを決窓して、左の如$猓明を發表した 。 I 
闲璀の火將は豫後佛となつてもその地位を踔ぅしてゐる屮は、この年になつても革の前線に立つて三ボ 
の指掸をせねぱならぬ。しかるに紐湘萧手以來の0分に對する陳本の態度を兑るにこの狀捶では三取の 
指揮は到成出來ぬから辭表を挞出した次笫でぁる。 

三 林 內閣の 成立と 國家 主義 團體の 支持 

宇杻大將に紙閣の大命下るや、阔家主遴阐體は舉つてこれに反對した。なかんづく愛吋、維新 
共同 靑年隊 嘹の 反對述 動が 1を栎めた。降艰の反對ぃょ{熾烈を加へ來たり、宇沉 |'^1 閣の影 
ます^^洩くなるや、時局協議 # の硓川美次中將らは、商接宇垣大將を訪問して、机閣斷念を忠 
吿した りした。 二十 九：：： 夜、 後繼 |^ 閣机織の大命は、全右芻陣资の待袅する林銑十郎大將に下つ 
た(註|)。林2閣は、陸相に板垣征四郞中將を、海相に末次信正大將を得んとしたが、成功せず、 
林 |^ 55もぁはや流產せんとしたが、結 « 、陸海軍の推鹿する中村孝太郎中將、米内光政中將の兩 




相を以て落着した。このために、机閣參謀長として5:閣办記首長たるぺかりし十河信ニは林内閣 
ょり去つた。また政搽に對しては、「雉黨」を條件とせるため、民政踩の永井柳太郞、政友#の中鳥. 
知 久 平は 得られず、 た >ひとり昭和#の山崎违之輔の入閣をみたのみであつた。かくて林内閽は 
辛じて成立したが、政黨侧とは疋面から對立すること、なつたのであつた。 

(註 I ) 三十： =、 陕本 では 左の 「常 3談」を發表して、政*に辂る 1«: の跦解を解かん4した* —— 
今：：：陕璀の政治に關して希甲-してゐるところは寺 ^ 阽相の談話にある如く 

一、 我 の 丰義に 本 づき あくまで 帝 N 5S 法の 神 粒を 發树 する 如く 我 《«特の »; 遵政治發速に邁進す 2> . 
こ と 

_ 、帝叫进法所记の梁甘の椹限に侪術しその迷炤を適正ならしむること 
三、庀しく民意を搜逑し公正なる興論4«比の *1| =能を十分闲政に反陕せしむること：： 

林！： 閣はこ の藏扪 に ^ 城 曾ん 郞を迎 へ 得た ことにょ つて 一沬 の 人氣を 得た が、 成立 以來、 「 F 1 
本獨特の立憲政治」を楞榜し、「祭ー致」のスローガンの下に、しきりに神文的聲明を發した。ま 
た 同 S は與 放なる も S を 全然 もたな かつた。 そこで S 主義 § においては、 その 大多 數が旣 
成政黨に代るべき林 [^ 閣の與滿た.る意氣を示し、林内閣を全幅的に支抟.鞭链したのであつた。 

林 |^ 閣は、その机閣參謀長として十河信ニを迎へてゐたの 5: みても判る如く、大陸系の人べと 
第一 節 政 M の 動 * 四 2 ; = 



第八章支那事昶以前の統ー運動 四 M l '4 
の it 係が 深かった。 また [1 木主袭陣營としては、林 |^ 閣に期待する處頗る大なるものあり、 |.-1 .?! 
閣の下に愛阔魄線の統ーを完成し*几っ維新政篼 «0 設立を計らんと期待したのであった。 

しかるに、盱腎の中心的協同戰線體たる時 « 協議會 (0 |^ 部においては、依然として構成各阐 §3 の 
方針の對立、各 |« 體幹部間の感情の齟齬等のために究全なる |.-1 ー步調をとるには至らなかったの 
である。 この 不一致の 中心 點は謫 倚 主義 及び 大衆 主義に 關 する总 兑の對 立であった とみら れ る。 
この對立は林内閣にょる讅#の解散、それに辩く總選蜞にょって激化したのであった。 

林 ^ 閣の下に神開された笫七十讅你は、谠 !11 内閣辭職及び宇执 |^ 閣流庇の絰絳に賴みて |^ 竹を 
強要せられた政贫侧の自制にょって、傾るっキ」の不乎際ながら、先づ<無水に乘切るべくみぇ 
た。しかるに、三片十六 0 に突如として以政兩蘇は、勝予搔まる「衆謙院選噢法中改正法案」を 
上程し、 114 合改蕻、連陁規定の緩和、笫三背遝動範阳の擴大、琪前述勐の緩和、繰上常選の廢土％ 
を企阔した。これは政狨が喉元過ぎての熱さ忘れとして上下の非雞を浴びたが、政狨は恬として 
顧みず、 その 来 制 策と して 垠 機 保護 法案 以下 政府 提出の m 要 諸 法案の 審 講引延しの戰術に川たの 
であっ た。 こ、 において 政府は 三； ^三十ー1=、政狨に誠盘なきものとして政辣设 |?|1 、？|付政治廊 
正の ため、 斷乎 として 議會を 解散した。 いは ゆる 「懲 1 ?-解散」これである(拄1)。政锇としては、 



最後の土埤場における妥協を豫想してゐたのでぁるが、この「燉顶解散」 5: 喰つて呆然たる苻寂で 

ぁった。 

( SI ) 政府 發表の 解散 理 出 にい ふ。 —— 

「：： 沿 近 譏 曾に 於け る 狀況は M めて 誠 益を 缺 き、. 史に阈 防、 WK .4: 活の安 定 に 半： 大の M 保 ぁる m : 变法 
案 の並行 を S 、 5 な •勢 S ? し 金して 选 に 5 な SS を S し 立 5 谣益 S を效せ 
るやを疑はしむるのである。淡秭刷新の念務を哨へられる逭に故なしとせず、卽ちこの際2民の公 1 £ なる 
捉心に诉へ处非を天下に [!!] ひ、ょつてもつて帝2憲政の本袭を剁说するの哜梯たらしむると共にこの時期 
において、 SW の 钯货なる政治的行费の確立を期待し 云々 と。 









四四 六 



第二 節 1 ;懲解 散と 議會派 •反 議锊 派の 抗爭 



議會派 の 結束と 日本 政治 革新 協議 會 



阔家主莪陣營においては、各阒砬閒の軋櫟のために、折角成立せる時《協讅#がその能率を發 
撣 1. 抖ざることは前に述べた通りである。時協の非活動性は、かくの如くその |^ 部對立に主因を 
布することは勿淪であるが、一には、それがルーズなる迚絡.協謠機關たる點にも脱因してゐた。 
そこで、か、る時協の傾向.木苡に慊らざる派は、咔協から緙脫し、強カなる政治的共间鬪带を 
展開し、 その 則 氓 過程に ょって 一 火 強力 愛 阈政狨 を 結成すべし とい ふ ^- へを 抱き 始めた。 

か、 る 政治 派 •謎# 進出 派は、 昭和 十二 年 一 H 末、 卽ち廣 ;!| |^ 閣_九坟の顷ょり铬々協議を始め 
た。 それは、 其 體的に いへ ば 時 協 れの政治派たる江藤源九郞の淡交伶、赤松兑牌の阔尺協#、小 
池 四郞 の鹆愛 阈政治 同盟、 入江 秫矩ら の阔體 擁護 聯盟、 高山 久藏の 總聯介 、橋 本 欣五郞 の大 H 本 
靑年 筑等々の啊志であった。彼铧は、林 |^ 閣の「祭政一致」主袭を滿腔の熱意を以て歡迎し林 ^ 
閣の 日本 主義 化に 全力を 傾倒した 小 林 順 :.: 郞大 佐の 愛 M の 動， M にさへ も不滿 であった。 



林内 開は 二月 ニ：：： に 成立した が、 新， 2： 閣は 議會に 臨む 坪備 整は ざるた め、 二月 十：：： まで 休 2 
繼續を要求した。しかるに、か、る長期の休科を弈認することは ^ 命が自らをを ^ くする所以で 
あるとして’各派交涉會はこれを拒絕せしためゝ政府は川孢してニ片十”まで七门間の停會を炎 

請し «1 らにその間の ^ 待 5: 以てするも對議 ^ 策の整はざるため、また^ J- 1 (1 ょり 十四日 ま 

で四 |'1 間の洱停會を秦請したのであった。 • 

かく、 ^ 命と 林内 閣とは 最初ょり 氣 拙き 對 立狀斿 を綺けた。种開後の ^ 你は前記の如く猫の如 
く溫 順な— く 林. rg に ■した is へ、 そ q 間 何となく 不悉 tsi 事み、 I 不 
可 避の 形勢は、 相 < /.*. に 濃 ^ であった ので ある。 

^、る榑述を ^- 取した陆協 ^ の議會進爪派はゝか^る時期に政治的足踏み狀態を續くるは不利 
且っ無意義なりとし、時あたかも東京市#選.咏を前にして、ニ月ニ十四：；；、っひに !| 木主 5£1 政治 
革新 協議 伶と いふ、 維新 政 贫 確立を H 的と する 政治的 協 M 線 ^ を 結成した ので ある。 

政治 革新 協議 ^ に參 加した る _髋は前述の如く淡交付、阔民協命、 ^ 愛阔政治同 ^ 、阈骽擁謹 
聯合#、 總聯合 •大 ：=木靑年黨等々であって、その虮織は時協の如く個人加盟であり-阑髋如盟 

を 避けた のであった。 その 主張は 大體 において 赤松 派の 理論に 從 o たものと 推测 された。 

笫ニ節旳懲解酞と議#派*反議食派の抗爭 四 四 七 




第 八审支 那事搂 以前の 統一 運動 四 四 八 
政 革 主 ® 

1 、 旣成政 m を 打倒し U 本 獨自の 立 避 政治の 確立を 期す。 

一、 ^ 本 主莪的 經濟機 構を 改革して N 家 統制 經濟 機褙 を確立し、以て阈策の遂行並に阀民大衆 
の 生活 安定を 期す。 

ー、民婉解放並に资源衡平の览則に弗き新 1||: 界平和秩序の创迚を期す。 

ー、外交网策の遂行に必耍なる祺備の充过完備 5: 期す。 

ー、ー切の反阈胶的思想の_滅を期す。 

か〜る裨にゝ朿夼市命選琪は三月十六：：：に行はれゝ政革系は讅會進出の小^調べとして多数の 
候補者を 立てた が 慘敗に 終った。 これにょ って、 ルー. ス •なる 聯 八 ：體の非能率性を脓驗した政革は、 
ます <笨闹 な. る 維新 政 羰結成の必迆を痛感して、 11 ハ馆その方 [.*] に努カを傾注する決总を间めた 
のでぁった。 

ニ 反議曾 派の 奮起と 純正 維新 共同 靑年隊 の 運動 

しかるに小林大佐の愛 |.»1 及び杏出益三の生產黨を中心とする時局協議侍の主流派は、か、る讁 




僉進 出に 反對し •純正 維新 共同 育年隊 、雄 Ml 命、 維新 # 等が C れに 合流して、 反 a & 4 遝勳を 
起した のであった。 

か、る反議會派のぅちで、ー段1::立った存在は、靑年 & の動きであった。さきに昭和卜1年十月 
ニ十四日に、新日本阈民同盟錦旗靑年隊.饵 # 阈政治同盟維新靑年隊、大日本生產狨靑年部が梠 
集って純正維新共同靑年隊準備钤を結成し、越ぇて十ー3:ニ：：：、純正：：：本主義靑年述動全阔協遠# 
成立す る や、 その 一 構成分子と して 加盟した ことは、 旣に 述べた ところで ある。 彼等は 新 ロ本飪 
n 紐 合と 共に 郵船# 社 不敬 問題 釓 彈 運動を 展開し、 また 宇！ 5:朽閣反對運動には..愛冏らと丼に於 
も：！： 镫 ましく 彷 動した。 しかるに 昭和 十一 年末 頃ょり、 阈家 主義 陣资 H における 議待派 •反 a # 
減の 抗审渐 く 熾烈と な 5、 その 矛盾が 表面化 せんとす る や、 共同 靑年隊 哗 備 # は、 不， H 由 千 茁な 
る傘備會形態を脫して本格的なる運動を行ふため、休 # 明けのー月ニ十日の常任準備姿 1\ ^ にお 
いて正式結成の準腌を了し宇坑内閣流產し林内閣の成立せし後のニ月十ー日、紀尤 05 の佳節を 
トして 、いょ <正式結成火#を開偶するの 1 ひとなったのである。 

純正維新共同靑年隊正式結成大#には、各阒賭の靑年ニ百名内外が參加し、尊皂絕對、生命杂 
遼、維新戰線の純化統ーをスローガンとし、靑年を結集することにょって維新運動の中核的糾織 
節 ニ 節 《»解肢と議_逋*反議 # 派の抗少 四 四 九 



第 八窃 支那 事變以 前の 統一 運動 四 五 0 
たらん との 抱負に 燃ぇた のでぁった。 當 日、靑年隊の隊锭及び網領が決定せられたが、その ^ 容 
は、 か/る 靑年 運動に 相應 はしく、 明快 純 乎た る ものでぁった。 —— 

隊 誓 

我等は 取 人に 賜りし 勅諭の 御 聖旨を 以て 信條 となし 皇道 維新 箕赞の 毐に 生死 せんこと を 蜇 ふ。 
また、 その 綱領は、 

: 修理 固成の 神勅を 奉 粒し 皇道 維新鸾 賛の爲 左記 諸 項の 貫徹を 期す。 

• 一、 一切の 反 s 9 a 思想の 殲滅 
一、 資本主義 政治經 濟機構 の 打破 
1、維新速動の純化統ー 
といふので £) つた。 

正式結成なった純正維新共同靑年隊は、中央常任娄妗として、鈴木#1、片岡駿、奥戶足百、 
影 山 正 治、 關极喜 四 郞， ^ 井爲雄、深渾源迭、森山悟郞、三木亮孝、水ロ德義、今瀬资裕、會田 
甚作 、楫 屋總一 、小黑 將 永、 火 川 兼 一、 井上 阈之助 ，火 槻 疋 秋、 佐々 木武 雄、 松下彥 一、 松 丸 松 
五郞の 二十 名 ?: 舉げ た。 共同 靑年隊 は、 その 成立 當初の 事情が 語る が 如く、 舊 愛 阈 政治 同盟、 新 



n 本 s 民 同盟 證新藍 派を 露と し、 鍵 政褰潭 y も 代表 派 管 決定した ほどで あつた。 

しかるに、 靑 年の 敏感 さは、 時日の 經 過に 作？ S 利用 主 f — ィコ ット 主義に 轉 匕く 
正式 結成 S に 4T 時 協 3非_ 派と 跫 、反 赤松 政、 反 小 池 派の 先頭に 立つ たので あつた。 

三總 選擧戰 における 議會派 •反 議會派 の 對立 

1 ! 十 一日、 林 益が_| 散す る や、 _ 進出 派 Q 政治 革新 達 含 十 着の 候 袖 者を 
立て、 大 々妒 に 議席の 獲得に 邁進し その他の N 家 主義 Mg にあ つても、 例へ ば ⑴中澤 一一の 立笼 
養 正 會は土 ハ 名§袭 を 立て、 そ g 他 介 計して、 全 1遘 ょりは 四十繁 に 上 Is 音 
補荠を 出した。 

林 内閣は、® S 5 しては SSCN を以 S み、 肅 KiQ 2 に 「自 s IMr 時 S 
ォ pr 」 「L んの認 識 躍進 日本」 「滅私奉公、 政治の 甚調」 なる 三 K a 丨ガン を 阈民に 表示した。 

政治 本 新 協 響は— 林 内閣 Q 與黨を 以て 任じて ゐた？ あるが、 總叢に f 輩對 策と し 
V 左の 項 H を揭げ 、大 々的に 選蠢に 突進した？ あつた。 — 

天臬 政治の 徹底 

5 節 S 解敎 と？ 派 •反蓉 派の 抗争 - ra-E - 



笫八京支耶爭*以前の«1 » 黜 W 五 = . 

W 體明徴 の 徹底 化 

Ml 家 統制 經濟の 確立に ょる 平 戰時經 濟肪 制の 實施 
大陸 經綸の 積極 政策 遂行 • 
m 阈 闻砬 を 軌範と する 議院 制度の 改革 
行政 機構の 改革 及饮育 制度の 改革 
酱療制 度の 改革 及 救贫制 度の 徹底 

徹底的負偾粮理の斷げ並當 |&1 の骰定的應念對策としての強制取立ー時停止を緊念勅令を以て公 
布す る こと 

財政 立直し 前提 方策と して S 偵 並 地方 僙の 利子を 年利 二分に 改訂す る こと 

髙度粜進的财產課稅其他社传政策的課稅2制记 

重要 芘本康 梁 及 大規模 重要 產龙の 阔營並 阈家管 理の斷 行 

金融阈资の斷行並に货幣制度の根本的改正 

阔家統 制 企 割に 依る 工業の 地方 分布 並 農 山 漁村の 工業化 

太 隨移民 の 大規模 計 劃の 遂行 



阔 家總 動员 計剡の 完成 ， 

一方、 政 革 反對 派に おいても また 臼 熱 的選舉 反對運 動を 展開した。愛阔労働農民！1:忐#の牛洱 
る 時 協では、 政黨 排维述 動を 起し、 大 c ： 本 生砟 m また 選擧排 绺の聲明を發した。殊に靑年分子の) 
反對運動读じく、純正：1:本主遂靑年速動今-阑協議#及びその中心分子たる純正維新共同靑年除は、 
選 味 權本 没運動及び白紙役蕻述動の名の下に、全阈的に總選輋ボィコッ_ト運動を行つた。その# 
骶的政策の一例として、左に純疋1=本主義靑年運勵全阑胳$の時局對策をみる。 —— 

一、 政治 對策 
ー、旣成政狨の解砬を：嬰求すること 

ニ、民主蒴逍勢カの存纘する限り幾度でも謎會を解散せしむる .21 と 

三、 今次議侍解散の理由を明瞭にし、それを強調せしむる -2: と 

四、 新政满述動の徹底的找滅を期すること 

ニ、 啓蒙運動 

一、 n 本 主选 的 ^ 民 啓蒙 述動を 栗敢に 展開す る こと 
ニ _ :::木主淡は現パ議 ^ に進出せざることを明瞭にすること 

弟 ニ 節 旳憨 解 敎と鷂 钤派*反讖样《2抗乎 WKI 11 
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三、 右の 理由に ょり 讅絝進出をなさゾると间時に’現行議钤制哎に於ては大政輔焚を完ぅし得. 
ない 闯民的 贵 務を 恐馏し 選 舉權を 謹んで 奉 i 3 する 事 及び その 粘 神に 甚く 對選舉 行動を 執る こ 
と 

以上の如きニ陣资に對立したま\日本の阀家主旄勢カは*四月三十=の總選舉に吆んだので 
ぁった。 H 4 者の 抗乎激 烈を搔 め、 全 愛阈戰 線は、 異常の 促 亂を來 たした。 昭和 十 年 二月の 神武 f ¥ 
解散以來、阈{永、王義陣營の底を流れてゐた議 # 迪出派と議分反對派との對立.抗氓は、この昭和 
十ニ年四月の總選擧において、っひにその殽頂點に违したのでぁる。 

總選舉 の 結果は， 林内 閣の慘 敗でぁった。 解散の 意義が 不徹底な りした め 大都# 地の 棄播甚 し 
かった が ( SI )、 民政 羝西 七十 九 名、 政 友# 百 七十 五名、 社大 m 三十 六 名と いふ 敬 字で、 その他 
中立を含む林闪閣反對派は四西餘名に上り、林2閣支持派は昭和伶(唯.ーの與涨)の十八名.阈民' 
同盟の 十 一 名 その他を 合して 俺 かに 四十 餘 名、 愛 阔主義 陣營 一方の 雄 東方 ^ も 十一 名を 得た が、 
これは林 ^ 閣に反對を抒榜してゐたのでぁる。 

(s I ) * 權牢は 仝 S 平均 二割 六 分 五 M (前 N は 二割 一分 三 M ) で 五分 餘 S % 加。 六 大都市の 平均 * 褓率は 
三割九分ニ阐(前罔三割一分九厘)で七分餘の％加。その设も典しきは大阪の五割1分五埘(前叫は2:割1 



分)ー割祈加。《京三剜九分ー《、京都四割ー分四照。袋低は名古尾のニ割九分 /\ 阐0 
狹義の阈家主義陣资では、政革のぅち淡交會の江藤源九郞(种選、奈良、最高點)、鄕 1{1 同忐#の 
中职謹ニ(科選、技野三庹、笫三位)、网民協僉赤松克媸(新、北海逍四庹、最高點)、山崎常吉(新、 
愛知 一區 、最下位)、 涔愛 政の 小 池 四郞 (元、 福 岡 四 嵌、 最下位)、 椎 M 辨匡 ( W 、 仉し 後に 中立、 愛 
知！ 區) 、及び 良 道# の 平野 力 三 ( W 、 山 梨、 二位)、 明 倫侖の 今 井新 造 ( W 、 山 梨、 fi 下位)、 立邀養 JH 
會の m 中 耕 (新、 長 野 四 區 、最下位)、 長 野 農村 更生 聯盟の 小山 亮 (洱、 長 野 ニ區 )、 卽ち 、政 革 五名、 
元政革ー名、その他四名、合計十名の當選荠 5: 屮した。東方會の中野正剛、.大石大、その他中立 
(後に民政)の北吟吉等々も廣袭の_家主義陣资に数ふべきでぁらぅ。 

狹義の阔家'干-義阁體ょり十名の常選者を出したことは、前囘の僅か五名に比して成功といはね 
ばなるまい。獲得票數の如きも政革のみにて十萬三百ニ十票(十三名).、養.正妗は五馮三千四百ニ 
十ニ票(十六名)、その他十ニ萬五千六百九十ー票、合計ニ十七萬九千四百三十三票を收め褂た。 
山 梨縣が 平野 力 三、 今 井新 造の ニ 名、 また 愛知 一區が 椎尾辨 匡、 山峙常 吉のニ 名の 常 選 ^ を 出し. 
たことは、特記するに足る。しかしながら社大 :« がー擧にして三十六名を獲得し、敁高點が比較 
的多かつたのに對し、國家主義陣營に.おいては最高點者が赤松、江藤のニ名、最下位常選が四名 
笫ニ節旳 » 解敎と讓#淤*反課脅派の抗爭 四 五 五 



笫八萆 支那 窜變以 前の 統一 運動 四 五六 
を 数へ、 a 下位を 以て 落選せ しものは、 政 革の 六 名を 始め、 養 正の 十 名、 その他の 四 名 介 計 二十 
名、立候袖者の約半數を占めてゐるのは、國家主義運動が未だ大衆の間に理解せられざることを 
物語る % 象と して、 注意すべき であった 。落選 ^ のぅち、 布 名なる ものは 政 革の 涑久 井龍 雄 (神 
祭 川 一一 Ei )、 同 陶山捣 太 郎 (同 ニ區) 、同 今 村 等 (较峙 ー蔣) 、莽 正# の 田中渾ニ(群馬ー码)、岱道. 
會の稻 常 稜人 (福 岡 三區) 、皇阈 農民 同盟の 吉 出賢ー(兵庳ー庹、徂しー筠ー千九. ^ 八十ー贾を獲 
得す)、同淸原ー降(西光蔥古、奈良、八千三十八票)、神洲連行待の萤月源次(靜岡ー區)、滋妓勤 
匁 民衆 同盟の 梅 ^ 次 作 (滋？ T 一 萬 一千 四 西 十一 ニ 槊にて 次點) 等々 であっ た。 殊に 梅澤 は、 次點と 
いふ 措し むべき 成綺で あった。 • 

阈 {永 主義 陣资の 選擧成 辂は 、右の 如くで あった。 社大 E の 進 m は、 十一 年 二月の 總選舉 にも ま 
して、 愛 s 阒體の 反 社 會主菝 闘爭 熱を 強く 刺戟した といへ ょぅ。 

一方、 林！： 閣は 、以上の 如き 慘敗 を 喫して 流石に 呆然た る ものが あった。 そして、 林 首相 以下 諸 
相の 展次の 強硬 聲明 や、 閣 P 4 強硬派の 進言 や、 また® 家主 義諸團 粒の W 解散 要求 運動 等々 に拘は 
らず 、五月 H 十一 ロ、 突然 總辭職 を 決行す るの 土むな きに 至っ た 。この 林 ^ 閣の 突如た る崩垅 
i . 嫌 選擧 における ^ 部的抗爭と相俟って、阔家主義陣资の戰線統ー、維新大政簏結成の機運纪 



殺ぐこと姐る大なるものがあった。林.2:閣の與涨 5: 以て任じ、林 |^ 開の1::本主遜化にょって愛闼 
陣菸の 強化 •# 興を 企鬨 し、 讅# と 林 F 4 閣の 正面衝突を a 越して、 政 蘇 棑哦述 動を 展開して ゐ たも 
のは、こ、にその計割の挫折を郸たざるを柃ざる羽111:となったのである。 

林 |^ 閣の瓦埭炒=:本の阈家主義陣營にとっていかに大打帮であったかは、辭職の翌六月ー：：：に 
愛阈勞働煶民 |..1 志分がその機關紙「愛國勞働農民新昍」猇外において、「林内閣終ぼ1;民を裏切 
る」 との 表題を 揭 げてゐ るのを みても 分る であらぅ。 この 媿外 は、 「三十 一 n - r - 後に 於る 突如た る 
林 |^1 閣の辭職は、如何に首相の聲明が突辭腌句を羅列するとも、：：その醜惡たるや心ある阔 
民の：： を 禁じ 得ない ところで ある。 旣成 政黨 勢力と 正而術 突を 演 fn し、 昭和 維新を して その 本 
舞袭に 人ら しめた 點に 於いて 兎に も舛に も 非常時 的 意義を 示した にも 拘はら ず、 突如 その 歴史的 
意義を自から抹殺してゝ慌たゾしく返却した林首相は ：•： 水く 記惊 されなければ ならぬ」 と愤激 
し、 「退却の 唯一の 理由は、 『苟も 阈 c の 相剋を 許すべき ときで ない』 とい ふこと であるが、 現狀 
維： s 派と の『相剋 >- なき國家革新が在り得るや ?? やは小擧生徒にも凡そ明確に答へられる問題であ 
る」とキメっけ、「何れにせょ、阈民はー林内閣の敗退を以て歷史の後退たらしめては斷じてなら 
ぬ」 といって ゐる 。なほ、 この 拢外 は、 「維新 勢力の 結集に 邁進せ ょ！」 と 叫び、 r 政府 それ 自脰の 
第ニ節旳啟解骹と議會淤. ^ 議锌淤の抗氓 四 五 七 
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日本 主義 化を 以て 當面の 爲1とし來たつた 11 木主義運動2全陣钤は此際總镢起を以ズ林 |^ 閣の'半 
怯なる 退却が 殘し た戰 線の 缺處 を卽時 に 補 埙し昭 和 維新の 戰線 を 先づ. 7 C 備せ しめねば ならぬ。 今 
こそが戰線統ー大同阒結の絕好の機 # だ。『時協』を軤定的集合地として竹に強ヵなるー大維新勞 
力の 結成にまで 邁進せ ょ！」 と 述べて ゐる。 

次ぎに聲明は、來たるべき 1^ 閣の性質について希望を述べ、「安協内閣の出现にょつて , -: 公武合 
體』 派 (現狀 維持 派) の 逆锻 強化の 危險は 多分に ぁる。 この 危險 を苋服する爲に吾々阔尺は林 ^1 閣 
の如きに多少とも信賴をかけた誤謬を科び犯すことなく媒正維新勢カの結染を唯ーの门的として 

一路 邁進の 決意を 同め るべき でぁる。 一切の 革新 勢力の 大同 團結 これの みが！： 民の 對時 w 策 

でぁる」となし、「阈民の耍璜は依然として左の如くでぁる。而してこれを承認しその贺现に向ク 

て努カせぬ内閣には飽くまでも吾々は反對し、それを打倒せずんば止まぬでぁらぅ」といつて， 

左の 諸スロ ー ガンを 揭げ てゐ る。 

一、 一切の 非阈體 的 政 m 勢力の 打倒！ 

一、 日本 主義 政府の m 現 要望！ 

一、 阔砬 明徴 政策の 迓施 に據 る阈民 生活の 安定！ 



一、 廣義國 防の 充實！ 

一、 金榷獨 裁 政治の 排 m ! 

なほ、愛同では、同じ六=:ー：：：、左の如き聲明龙を發表して、自己の態度を天下に閛明すると- 
こ ろが あつた。 —— 

聲 明 

H 本 主 箱 陣當は 林 内閣の 敗退を して 阔家 革新 氣運の 後退たら しめては 斷じて ならぬ。 瓒ろ此 
の 機に 當っ て陣營 の 統一 強化を 敢行し 以て 政府の 日本主義化に全カを傾注すべきである。 

由 來ロ本 主 雜運 動は 左 贺と對 立して 阔家を 分裂に 镡かん とする ものである かの 如く 傅 へられ 
るが、 之は 誤謬 も 其 だしき ものであって 2:木主義こそが « の擧阔一致の枳本精神であり、その 
通動を通じてのみ阀の擧阔ー致は贸现され得る.のである。然るに從來の擧阔ー致は齋 |1# 内閣に 
於て岡田内閣に於て將亦廣川闪閣に於て旣に充分立證せられたる通り1::本阈髀8大義名分に據 
らず非阈骰的分子を無羌肘的に取入れた謂ゅる公武介體擬裝舉阔一致なるが故に當然もろくも 
崩壤 したので ある。 斯る 擬裝與 -$ー致は幾囘繰り返さる、も結艰は同ーであって時局を备々浞 
沌せしめ阈際危機を愈々深めるまでゾある。それ故に饵に時局を收拾しぅる蜞阔一致は阔體明 
笫ニ節旳翥解敎と讖妗淤*反鸚#派の抗爭 四 五 九 
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徴 S 大邊 名分に 確乎と して 立ち その 妨码 たる 非 國體的 要求の 排除を 不斷に 敢行す る もので なけ 
れ ばなら ぬ。 OQ 1 明徴 運動を 以て擧 阈 一致を 孝る 分裂 抗帝 で— とする 如きは 嗤 ふべき 
誤解でぁ 0 て來るべき政时はそれが如何なる構成でぁらぅとも以上の « 货を明碲に把れしー觸 
卽發の危機を眞の擧阔ー致を以て乘切る決意と能カとを具ふ3ものでなくてはならぬ。而して 
全 R 本 主義 陣營 は此際 直ちに 小？ 棄 て 大同に 期し 以 S 衾 S 盅に 協力す ると 共に 絕ぇ 
ずそれを捆韃して昭和維新の達成をー日も ¥ く速かならしめねばならぬ。 

右聲 明す • 

昭和 十二 年 六月 一 日 

, 愛國勞 働 農民 同志 會 



第三 節 近衞內 fa の 出現 

一 近衞 內閣の 本質と 國家 主義 團體の 態度 

枯2:閣に對する阚家主義 (#| 體の態度は、以上述べた如くである。しからば、その後繼 !^ 閣に對 
十る 彼等の 態度は 何ぅ であった か？ 

近衞内 開は 齋藤内 閣以來 日本に 街 出した 中間 的 勢力 2 :閣の ある趑 味に おける 最後の ものである 
とい はれた。 か、 る說の 常 否は いま 論ずべき 限りで ない が、 近衞 |^ 閣がか、るものとして各方面 
の 期待を 抒つ てゐる ことは 爭ふ ベから ざる 事 : W である。 それは 現在 ロ 本 政治の 「推進 勢力」 たる 眾 
部の支持を得、阈家主莪阐骼またそれに支援 5: 惜しまなかったのであった。 

しかしながら、 近 衞灼閣 の 成立 常 初に おいては、 林内 開に 對 する 彼等の 期待が 大で あった だけ 
に —— またその敗退に對する失留；が深かった>けに、近銜岗閣の出現に對しては、必ずしも好意 
的ではなかった。卽ち，阔家主葙《體、なかんづく非議 # 派は、近衞政槠を以て彼等のいはゅる 
「公武合體」的 ^ 閣となし、これに對し，冷淡なる批判的態度を以て臨んだのである。 

第三 節 近衞內 Na s 出現 四 六 一 
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いま 左に、 近衞 h 閣に對 する 阈家 主義 陣營 ：2:の兩派の態度を知るべく、非議會派たる咔鹓瞄鑫 
.合の 愛阔勞 働 農民 同志# 及び 大日 木 生 砟狨、 並に その 反對戴 たる 議 # 派、 政治 革新 協 鐽羚 所® の 
新日本阔民同盟の聲明ガその他の文洩の馊際について考察するでぁらぅ。 

ニ 非議 會派の 態度 

先づ愛阈勞農同志侍は、その六月五日の「指令」において、「：：その後の組閣エ作を靜視するに 
及んで益々見透しの正しか 0 たことが立證された」ことを誇り、「要するに近衞 |^ 閣は林内閣に對 
する反作5として生れたものでぁる點に疑ふ餘地はない」とし、「林 1^1 閣は非常時3の必然に導か 
れて徐 々に 吾等の 主張に 近づき 来たり、：： 或る 程度の 改萆 をな さねば ならぬ 立場に 迪りつ いた」 
とい ひ、 林内 閣後返 の 後を 受けた 近衞内 閣は 、「公 自身が 如何に 苹新の 味方で ぁらぅ とも、：： 
その 反動 性は：： 客觀的 琪贺 の 上に 決定され てゐ る」 と斷 じ、 「『左 贫 ，|と；2榇『右黧』として危險 
親され る 吾々 ロ 本 主義者 陣當は 一應背 れ投を喰つた」と述べ、「この現贺を前にし、吾々は何を爲 
きねば ならぬ か？」 と 前提して、 左の 諸 項目を 舉 示して ゐ る。 —— 

一、 情勢の 變化 に拘ら ず、 愛 同の 大方 針には 何 ^ 縫： 史の 必要 絕對に なし •卽 ち勞働 荠農 民 勤 勞 



大衆の 敎 化を 通じて 日本 主義 輿論の 喚起を 阑ると 同時に 政府の：：： 本 主義 化に 益々 邁進す る こ 

io 

1 1、その手段として旣に展開されっ/<ある訪問運動を果敢に繼續すると共に、林 |^ 閣0場合に 
於け ると 同楼 、政府に 對し _讨の至常なる要望を傅達し、その達成の爲め鞭储の勞を惜まぬ 
こと** 

近衞 |^ 閣は前5:閣ょりー好「公武全粒」色を囘避すること过山來ないのである。また閣内に 
は 首相は じめ 一、 二軍 新 的 主張を 全然 袖に する ことの 出来ない 立場の 者が ゐる 。この 現 狀推 
持 派に とっての 弱點に 巧みに 執拗に 喰 ひ 下る ことが 當面新 内閣に 對 する 吾々 の ® 術で あらね 
ばなら ぬ。 小兒 病的 反對遝 動は 策を 得た もので ない。 

兰 、近衞 h 閣出現 は 日本 主義 陣營の 統一 強化を いょ <急務 ならしめ た。 今囘 吾々 がー パィ 喰 
はされ た 形に なった のも實 は 強力な 統一的 活動が なされて ゐない からであって、 若しも 現 狀 
を續 けるならば 將來 とも 好機を 常に 逸せねば ならぬ であらぅ。 愛 同は 獨自の 机 織沽動 を 進め 
る間にも絕へず全2:木主義陣營の統一強化 5 : 主とすべきである。 • 
「政革」を中心として政羰を造らむとする試みがあったことは事實であるが、愛同は |-| 本主 
笫三節近谿内叫の出现 四 六 三 



笫八章支那亊變以前の統一涇動 w 
義陣符！：部の對立的傾向を強化するが如き組織カ針には斷然反對であつて飽くまでも大同阁 
結を要求する。然しながら大同團結は容易でなく、その眞の實現は所謂上部エ作に任かせて 
置いた のでは ダメで 、不斷 に 各地 方に 於け る實踐 上の 協力を 通じての み 可能と される ところ 
であるが 故に、 愛同 支部は それ^の 地方に 於け る斯る 協力の 媒的 中心 たるべく 努めねば 
ならぬ。 

四、 物 1? 中心 1 とする 一般 S 狀 勢には 何等 S 化は なく、 SHS 沿は S 一 
W 形勢の 惡化 を來 たす ものと 1 せねば ならぬ。 此際愛 間 地方 支部は 益々 旗 劍に火 衆の 生活 
問題を取上げそれが非内0的、功利的立場に於て社分民主主衣述動にょつて取上げられる危 
險を阢 止す ると 共に、 大衆の •要望の 正しき 達成に 努力すべき である。 地方 選 取 戟は Ar f 了 
した。 これから 更に 「 0 常 闘 平」 の 秋で ある。 

同志 諸君の 健 岡を 祈る！ 

昭和 十二 年 六月 五日 

愛阔勞 働 ^ 民 同志 # 

愛间 では、 軍に！： 1 0 「指令」を發せしことに滿足せず、更に進んで租極 ^ , - に左の4き「 -^- 請1—」 



を、 近衞 rr 相に 向っ て提 m したので あった。 —— 

. 嬰 請 書 

1、政府は阔||.明徴 2: 本遜とし、過去秕政の ^ 任者たる旣成政黨分子をして政治の樞機に參與 
せしめざる 琪。 

ニ、政府は阈民生活の安定並に經濟阈防確立の爲め主耍物惯を統制し物價不足の場合に於ても 
偾 格を 騰货せ しめざる 爲め 页効的政策を赏行すること。若し物资不足を機として物悄を釣上 
げ暴利を貪る如き者は阔賊として重刑に處する琪。询政府は物资を供給する杻枨的淹！政策 
を確立する褀。 . 

三、 政府は農村を速かに页生せしむる贳効的農村政策を樹立し度ちにその课行に柊る#。 

四、 政府は度に勞働龙の生活を保證し 11 っ阈家の生產勞カを充贳するに役立0勞働政策を议施 
すると共に、物愤騰货に依って激發さる、勞働讲議に善處すべく公正なる態度を以って分资 
m 題の 解決に 常る 事。 

五、 政府は 獨占 的經濟 の铋牲 とな {っ、ある中小商エ業者の保護を徹底せしむる琪。 

•六、 政府は 結： 5に於て现資本主義經濟機構が我が网锻の木遂に悖るところあることを確認し、 
笫三節近拖杓開の出現 . 四 六 五 



笫八 章— 識 以前の 統一 § 四 六 六 
日本 主義 經濟 制度の 確立に 向って 邁進す る 第。 

七、 政府は 共 1 義 、社會 主義、 民主主義、 自由主義 等 一 切の 反 國硝的 思想に 立脚す る ® f 
解散せしめ且っそれらの運動を禁止すべく現行治安維持法を改革する琪。 

'、政 呀は非阔粒的分子の阔政に界啄することを得ざらしむべく速かに現行選艰法を徹底的に 
改正する帟。 

九、 政府は 學校敎 肯を改审し、阈民思想の健全化を動行する壤。 

+、 政府は 说嬰的 外交を 一掃し、 直に 東亞の 平和を 確保すべく 強硬 不動® 態度を 似て 國際 政局 
に 對處 する 事。 

時：！！ 重大 Q 際 内閣 諸 大 S 下 Q 德勵を 感謝す ると 共に 右 十 ヶ條を 勤 S 民 Q 絕對的 S と 
して 御 承認 ぁらむ ことを 懇請 候 也。 

昭和 十二 年 六月 五日 

愛阈勞 働 農民 同志 會會長 陸 堪少將 松 本 勇 平 

闪 閣總理 大臣 公爵 近衛 文瞠 閣下 
次ぎに、 生產黨 の 對近衞 内閣 態度は、 左の 如くで ぁる 。 I . 



新 内閣に 對する 我黨の 態度 

近衛 内閣は 成立した が、 政 sf り 各-名 人 盟 しめたる S に 於て、；；； T— 
内閣ょ D すら ー步 後退の 現狀維 持 的 木 ^ を 露呈した。 

近衡 公が 多少 杧 て も 一般 世間ょ り 期待され たる 所以は、 公 f に 時勢— 器 I に 
非らず して、 單 1 f して 亦大 f して 未駿 なり しが 故で あつた。 然るに 今、 その 組閣 
I に •人的 S 廣出林 S に 器た 匕 人物 及び— 公が 踅— したる 少數の 人 
物を 加へ たる 純然たる 現狀 維持 勢力 Q 介 作で あつて、 蕃 勢力— 全に 除外した S 耆國ー 

斯 かる 以てし 5、 2 外 I 宗 新は 到底 期待し 難— 以て、 我 1 の 精神 I 
々鮮明に して 獨 -aIQ 沾 動を 行 はんとす f の である。 

昭和 主 年 六 W 四日 大 H 本 生 ■本部 

三 議會派 の 態度 

次き に 近衞 S に對 •する _派® 度を 示す 例 t て、 n 本 政治 ■協 雲 q 中 S 體 たる 

n 六 七 



& 八 草— S 以前 S 統一— 四 六 八 

新 日本 阔民 同盟の 聲明書 を みる こと、 する。 

新 日本 阈民 同盟の 踩明 
新 内閣に 對 する 阔民の 嬰 望 

現下 ^ 阔 |^ 外の時局は益々重大性 5: 加へ阈 ^ 對立祀剋は恰かも維新前夜を思はしむるもので 
あり、 此秋 に當 り、 近 銜文麽 公 組閣の 大命を 拜し 「凡ゆる 對立 相剋を 排除せ ん こと」 を焭 W し 
て 組閣に 着手す。 現下 對立相 SS 21 を 一掃せ ざる 吸り 必至の ものにして 之が 解消 
は S る 人的 配 如き 彌縫的 1 にょ？ 斷 じて 解消 さるべ 兮」に 非ず。 

惟 ふに 時； 5 Q 非常 读篇、 翌盈繫 § は 一 S つ V > 年來 蠢 する 

所を lit — す— 2、 これ 現下 非常時 S — 性 4 is 明示す ると 
ころ、然らばその阔玫的要望や如何。卽ち阳前新 |^ 閣の大任を拜する荠、こ、に留意する所あ 
つて 夥 くも 左記 諸 項を 必 m 條件 とすべき 也。 

第一 新内閣の使命 

1、 ■々體 の 本 登 具現す る 所の 擧覆 政治の 徹底、 卽ち爲 明徴を 徹底せ しむる 《閣 
たらざる 可から ず。 



一從 つて 日本 民族 當 til の 大使 命た 1 _理想戍達のための大陸經綸を遂行し閃改造|了 
せざる 可らず。 

第二 閣僚 銓衡に 關 する 必姒條 仲 

一： 使命を 架す へ*.- 新：？： gs 位は、 至誠 虛忠 Q 士に して S ? なる 時： 5 認識を 有する 眞 
の 人材たら ざる 可らず。 

一旣 咏 政黨を 代表す K ? 政！^:: SQ 人閣 は、 第一 二 Q 條件を 認識 ••する 者に 非ざる 肌^^ 絕す べし，， ， 

一、 結 域 前 蔵相の (中略) 留任を 許さず。 

第三 施政方針の 三大 flu E 並に 重要 政策 
三大眼 目 

一、 天空 政治の 偷底 卽ち阈體明徴の具體的遂行* 

ニ、 阈家 統制經 濟を軌 範と する 準 戰時經 濟骹 制の 確立。 

三、 大 陸經營の積極政策遂行に必要なる阈防の充實完備。 

重 嬰 政策 

一、 帝 5 f 軌範 とする 議院 制度 2 改审 、行政 機關 の 改东 及び 敎晶 度の 改 率， 

第三 節 近 窬 rt w s 出现 R 六し 



第 八 章 支那 事 # 以前の 統一®® . 0 七〇 
一、 胬捩 阈營 並に 公營 制度の 確立 及び 救貧 制度の 徹底。 

一、 勞傲 者、 S. 小市民 救濟 及び 母子 保護 等に 關 する 徹底的 社會 政策 制 皮の 確立。 

1、 徹底的 負 偵 整理の 斷行 並に 當面の W 宛 的 應念對 策と して 愤樯の 強制 取 立 一時 f > 止 等を 緊急 
勅令を以て布吿すること。 

ー、財政战庾し前提方策として阈依並に地方偵の利子を年利ニ分に改訂すること。及び岛度累 
進 的 財 產課稅 其 他社# 政策 的 課税の 制定。 

一、 物 m 騰 货 に 作 ふ 暴利 取締 政 m の 徹底。 

一、 重 嬰 基本 產業及 び 大規模 重要 生產龙 の 阔當並 阈家管 理の斷 行。 

一、 金融 阈 位の 斷行並 に 貨幣制度の 枳本的 改革。 

一、 阔 家 統制 企 剷に ょる エ龙 の 地方 分布 並に 農 山 漁村の 工業化。 

一、 大陸 移住の 大規模 計 劃の 遂行。 

一、 s 家 嫌 動 及 計 劃の 完成。 

右聲 明す。 

昭和 十二 印 六月 ニ： 2 . 新 日本 ！^ 民 同盟 



第 四 節 時 協對政 革の 對 立の 公然 化 

一 對立の 激化と 橋 本 派の 調停 

これょり先き、總選舉に五名の代議士を得た政治革新協谨 # においては、永年の^:; 5: 達して意- 
氣揚れ る 赤松 S 新 代 S と . y 證九郞 と％-^ 心と？、 日本產軍ー^證織をハょく具雅 
化すること/'なつた。しかるに時局協議會を中心とする諸阐雅は、猛烈にこれに反對して政黨排 
苹 .1 觔の 強化に ょる 戰線統 一を 策 せんとした。 而 して、 政 革 對時協 の對 立抗爭 は渐次 その 深刻 性 
を增 大し來 たり、 阈家 主義 戰線の 將來 のた め： ® ふべき 事態を 招來せ んと した。 

そこで 双方に ま 地位に— 大 H 木靑年 S 統 S 本欣 五郞大 f •ひ 顧問 辩 S 中將は 痛く 
これを 憂慮し 、 S 主義 饕 Q 大 S 結 8 ため、 政 革 派 Q 佐 井 一晃 及び 時 協 派 Q 前 E 说 雄ら を 
語つ て 調 還 動に 乘り H さぅ とした。 政蓀 からは 高山 久藏 及び 赤松 克 牌が その 相談に 乘つ た。 
橘す 欣 30;の解決腹案は11:本、王義各派勢カを結集したものを基礎とし、これに東方伶、网民同盟 
及び 政 •民 •社大 ょり q 「轉向 分子」 を 加へ、 時 協 系 も そ Qi 性を？、 こ の 新 m 結 1 動に へ ロ 
第 沔節時曲對政革の對立&公然化 g-bl 



第 八 章 支那 車 變以前 の 抗ー運 動 四 七 II 
流し、 战川美 次 中將を 簾 首と する m 一 維新 政黨を 創立す るに あった やぅで ある。 

この橋本欣五郞の妥協案に對しては、時協2:に難色があった。彼等は政 ;€ 紛碎の索志 5: 斷じて- 
飜さかったのである。加ふるに、か、る新政黨の成功には、林€:閣の支拨、從って同 ^ 閣の存總 
を 必要 條件 としたので あった。 

ニ 全日 本 維新 團體 協同 聖戦 政 黨排擊 同盟の 結成 

しかるに、 五月 下旬には、 林内 閣の存 在は、 頗る その 影が 薄くな った。 五 W 二十四日、 昭和 分 
を 解散した 望月 圭介が 林 首相に 「涔慮 」を促し、酋相も漸く辭職にっいて艿へ始めたニ十八日、咔 
協の反讅#派たる愛阈勞働農民：1:志#、純正椎新共同靑年隊、椎新會、大：3本生帝狨、迚阈#、 
日本 精神 硏究所 等々 は、 政羝排 褙 ..5: 指淨方針とする協同戰線粒の結柬を計るため、夺：=本維新阐 
體協 同聖戰 政黨 排擊同 盟 を 組織した ので ある。 その 贫首及び決讅は /1-: の如くであって、跑接政革 
を對衆としてゐないが、その結成服1:は打倒政革にあり、こ、に時協の非3#主莪と、政革の議 
會進出 主義とは、 依然と I しかも眞正而ょり對時するに至ったのである。 

宜 言 



蠢政 fsy — 義的旣 I に 亡 1 とす—— は、 單に存 
4 113 みならず、 天壤繼 濟 し、 S 思想 上 及び 踅—忐 大累を 
彳 も〃 て斷乎 これ 說滅 を敢 (2 ずん ば祖 S 將來 SMS へず、；^ に 吾等は 

贷的羅 崙 fs 5 f 羿磊 111 界を— し‘ 

難を 突破して 所期：：： 的 S 成せん こ— 天地神明に 辞 ふ ものである。 

決 議 

一反 篇 •的 旣成政 M に 亡 _ 的 赤色 M ? 鍫 大衆、 H 本 無 震) の 解消を 期 十。 

ニ、 3 政治 道を： 審 する 自由 主® 想の 撲滅を 期す。 

三、 西 作— s S 中心 主 f 棑し 天業 ■ s s _ e 確？ 期す。 

以上の 如く、— と 時 協と の 對 立が 公然たる 形態を とつた 矢—、 その f 三十 一 2 全愛网 
陣 r T プ广る 林 S - R 辭 職した？ ある。 政 本と 時 協と の 對立 にも 拘 はらず“ の對立 
の 故に こそ、 橘 本 大佐、 越 川中將 、江 藤 少蔣ら は、 取 一政 I 成の 希望 f 、 六月 一口には 

第二 按.— 係 el 代 S — 川中將 が— して SIS 、 II それらの 代 

? を 45 しめんと 1 して ゐ た？ あつた。 そ Q 當— 前にして 音 三十 一 n に叮 K 林 
第 S 時 協 SJ S- 立 S 公然 化 



笫八章 支那 事* 以前の 統一 a 勧 P 5 -L B. 

內閣の 返却で ある。 

.こ、において、時協側の|と相俟つて、橋本欣五郞大佐、建川美次中將の尻中調停にょる阈 
家 S 全陣 にょる 大 維新 1 S 成は i に歸 し、 橋 本 大佐、 社 川中將 S 者は 手 
を 引き、 新— 動を 斷 念して 大 n 本靑 年義自 s I に 邁進す る こと、 なつた ので—。 

一力、 大 H 木 靑年蒹 と共に 政治 革新 協議 ft ょり 敬遠され たる 大日 本 生 產黨 は、 六 W ニ B 、 總務妗 
を 開いて 、 S 樹立 運動に 對 する 態度を 協議し、 「維新 勢力の 一 K 化® ため S - EQ 方針を 以て 積 
極の こ 活動す る」 ことに 決定し、 「現在 進涉 中の 統一 運動は 幾多の 缺陷 を ^ するとは 云へ 十の もの 
が五つになり或は三つになる結果、運動途中のー步前進であると認め、これが缺阽„疋正と大同の 
促進協カに努カし、黨獨自の方針を以て進む」(生產 ;« 本部 ^ 記局ニユース)こと、したのであつ 
た。 

三靑年 層の 批判 

以上の如き經過をとつて、時協の頑強なる非議會主義は、政革のロ論見を紛碎するに至つたの 
である。 し. A しながら、 この 時 協の 非議 會 主義を すら 手緩る しとな す ものが あつた。 それは、 練 



正 維新 兆 同 靑年隊 に 結集せ る靑 年分 子で ある。 彼等は、 時 協を 以て、 公武 合 g 的に して、 維新 s 
動を 分裂 _ せ しむる ものな— いふ 強硬なる 聲 明を 發 して、 時 協 そのものに 對し三 矢を 報 ひ 
た。 これは、 思想 的に SS 大和 1 ( 時 協反對 派) の 影？ 受け 1 とみる ことが？ 
るで あらぅ。 それは、— 韙 に、 時 協 S 幹部 派と 靑年 派と ssrt ? ある。 しかれ ど 
もこの 純 S る 純： A 維新 共！！： 靑起そ 部に も 矛盾 相繫 あつた。 それは、 主として 
構成 各 靑年隊 QiQ 動向との 撞着で ある。 表面の 華やかな だけに、 靑年隊 の ^ 部對立 も 甚だし 
く、 六月 十一 H 、 政 S 新 1 立 決定に よ？、 そ S 發點& した、 めに、 つ ひに 六月 二十 一 
日、 S 1 估 、 S 陣位内 QS 、 近 衞內閣 による I 狀勢 S 化 f の 理由の 下に •、聲 
明を 發 して、 突如 解散した Q であつ た。 これによ つて、 關类 面® i 陣 1 者— ひ、 一 
抹 の 寂寥を 加へ る こと/' S た Q である。 



第 叫 節 時 協對政 革の 對立の 公然 化 



笫八窣 支那 事 變 以前の 統一 運動 E 七 六 

第五 節 日本 革新 黨の 成立 

| 政 革の 解消と 新黨 結成の 成功 

時ぬ 協議 會の 非議 會 主義の 固執と、 林' 2： 間の 倒壊との ために、 建 川義 次、 橋 木 欣五郞 らの調 停 
運動拽 折した とみる や、 議會進 出 派た る 政治 軍 新 協議 會で は、 淡 交 許、 ^ 过協分、新ロ本阈民同 
盟、灼愛_政治同盟などの政治阐骱、ロ本勞働紕合總聯合、新1::本沲：：：；紕<::などの勞働團體が、 
いょ <その索志の貫徹のために、新戢を結成して廣く天下に訴へること、なつた。而じて、そ- 
の 前提と して、 一應 、「靑 年篼及 び 生 產黨を 除く」 政 革を 解散して 新 狨運動を八腊化すること、し、 
近衞内 開 成立 (六 行四日) |« 後の六片十10、政本擴大娄れ待を開いてその發展的解消を敢行した 

ので ある (！ 狂 I )。 

(註 l ) c の 政 革の 新黨 樹立 決定の ため、 前述の 如く、 純正 維新 共！ £贵年»はその内部ネ © を*發$れて 
解散し、また、總聯合では、舊火卩本勞働 |(1 合協！1會( || 闲肚黨系)の連中が脫退した。 

政萆は、解散を決定すると同時に、新羰結成のために、淡交會の汴藤源九郎、阈民協會の赤松 



•； ■兄 麼以 ，丨の 世話人を-, 疋め 藤が：. .ての 委点 長に 就任した、 そして、 江 藤 代 議 士 始め 世話人の 努力 
Q 結 来、 六 S 1 十 m 、 數十 1 る 新 1 織 準備 組織し、 St ! 七月 八日 QS 會に 
おいて 月 十八 n を 期して 日本 革新 {熱なる 新 蘇を 樹立す る ことが、 疋式に 決定せられ たので あ 
る。 

ニ 結成 大會 の擧行 

3 £觉常：1:には、全阔の加盟及び支持 {« 體の代讅貞四 ?1 三十名が集まり.鹆政革所炤の代 ^ ヒ丄 
藤 源九郞 、赤 •松彥 、小 池四郞 、山 崎 常 2 g ： 名 S を 並べた (似し 缳 1 中瑟ニ 代議 
T は不參 加)。 結黨 K 口 ーガン として 場内に 揭げ られ たのは、 「天皇 政治 徹底」、 「卽 時戰 時阙家 體 
制の 確立へ」、 「資本主義 打破」、 ^暴戾なる支那 5 pt 間 5: 膺懲せょ」、「 rl 本革新黨結成萬歲，毒であ 
った 時 あたかも 北支 S 溝橋琪 件の 突發 した 翌门 のこと であっ たから、 令 一場 内には 暴 支 啊懲の 
意氣 溢れ、 準備 I 長— f 郞少將 sf も、 「年來 吾人 S へて 來た 非常時 態は" 前に 在 
る 支那との 紛步を 何人が 單 なる 紛^. と 見る であらぅ、 吾等 S 起 邁進すべき 秋で ある」 と？ 
.であった。 

第 . : /£. 節=:本革新黨の成立 gbt 



弟 八窣支 那車變 以前の 統一 a 動 四 七 八 

讅事は、解消阒胶代表として、新0本阈民同盟の佐々井ー晁、阐民協會の赤松克胱、的愛阈政 
治同盟の小池四郞、愛阈革新聯盟の仍藤信司の挨拶に始ま0 , 支持關係團將代表として總聯合の 
高山久跋、愛阈從業良總脚盟の露久保賢治、皂阈農民自治聯盟の石橋彌らの挨拶がぁり、按いて 
三木亮孝の結踩宂言朗讀がぁつた。それは、 —— 

結 黨 宣言 

久しき 待望の 日が 遂に 來た 。全日 本 主義 陣资の 精 銳を 網雜 して 我 S 最初の 強力なる 日本 主義 大 
衆政黨 =:本革新黨は玆に生誕したのでぁる。革新日本の夜明けは疋に斯の黨の生誕と共に始ま 
ることを我等は強く天下に宂言する。 

今や北支の風雲は愈々險惡の度を濃くしつ、ぁるが、北支の問妞は全支の問題でぁり、全支の 
問題は之を繞る歐米列強就中英阈とソ聯とに係はる最も深き問題でぁる。北支屯變の發展は竟 
.に對英米對ソの關係を念边化する琪なしとせずゝ亦態は頗る重大なりと言はねばならぬの而も 
國民多年の耍望たる阈内維新の大業は未だ其の緒にも就かず、大衆の貧苦窮乏は日と共に深か 
らんと する の狀に 在る。 此の 秋に おいて 政 楠の 街に 常る 近衛 内閣は 纔か に舉阔 一致の 尖 名に 隙 
れ其の 存在を 保持す るを 以て 能事 畢る となし、 政 m 財 制、 自由主義 言論の 庇 _ の 下に 辛ぅじて 



眼前の 時 ¢1 S 產 。蠢 S 淫狹 _ 防に— し、— SI1 に 
窮迫し、 對 S 機 Q 深化 y 比例して S 裝 Q 心情は 漸く i 条 fQ 捕虜 たらん として ゐ 
る。 斯 くして— 運動の 分野は 空しく 非 sg 社 會主證 蘇 S 棚に f れつ、—。 

R 本 軍 新 蘇は 斯 かる E： 木 Q 現狀を 打開し 強 粒なる 國 民速 動 の 席 力に ょりて 速 かに 内外の 审 新を 
断行 せんとす fQ、 墨を 葉す る こ 4 為しと？ 假而非 愛 SS 反動 S3 せず、 
勤 s E 胞を 8 す t と 最も 深し と雖も 俗流 無粲 の 非 s_ に與 せず、 飽ま でも 純正な 
る 日本 主義に 立脚して 梭 威の 世# 的發 fgs 光 被と を 期せん とする ものである。 

思 ふに 满洲 嗔 變 穿 發して H 本 主義 運動の な 激なる 接頭を 兑 てょり 今” に 至る まで 時" にして 幾 
許なら ずと 雖 も® 動 Q 議 5多6_ 背 肋 折 あり、® して S すれば 感慨 S 無限なる 
ものが ある。 今次の 北 11 _ 以来の、 我が 大陸 讓 2總| を— も の である 
力 之に 呼應 する 維 貧 運動の 總決算 もまた 必然 こ、 に 敢行せられ ざるを 得ない。 之を 行 ふ 
ものは 誰 ぞ卽ち 我が 日本 革新 蘇で ある。 此の 黨の伞 下に 集まる もの 孰れ も 純 忠精銳 の 傑士の 

み、 多 年 £ る舉 Q 醤蠢 レく gs g 沸す る敢死 q 決意き 以て S 大 S 陣 を 張る。 

_夫下何祺か成らざるを薆へん、天下何物か從はざるを惧れん。 

第五節=本革新黨の成立 « 



.第八章支那琪變以前の統ー運動 四 八 0 
全 阈 ；1:發の士ょ、擧つて我が |1 本萆釾狨の旗下に來り投ぜょ！ 

昭和 卜 ニ 年 七 パ 十八 日 

といふのであつて、時協ー派を「似 ||1] 非愛阑邋動の反動忭」といふ言辭を以て示唆してゐる。 
右貨言可決後、赤松克縻の說明になる綱領が可決された。その内弈は、左の如くであつて、さ 
きの 政 革の それと 大同小異で ある。 —— 

綱 領 

國體の 木 袭に莊 き眞 口 本の 顯現を 期す 

一、 個人主義 及 社 待 主義の 政治 形態を 排し H 木 濁 自の立 憲政 治の 確立を 期す。 

1、资本、王遂經濟機槁を改革し1:{承公益並に阈民生活安定を：1:的とする國家計劃經濟 «0 樹立を 
期す。 • 

ー、民枚協和及资源衡平を原則とする新世界秩序の创迚を期す- 
r N 家 保全 並に k 策 遂行に 必要なる， ボ備の 充评宪 備を 期す。 

一、 n 本 精神を 昂揚し 雄大 剛健なる 阈民 文化の 振興を 期す。 

その他‘黨則並に本部財政に關する件(神 |11 负三)、政策決足の件(佐々井ー晁)、對支問題に關 



する 件 (津 1 )、 I 時— 動に 關— 健— 遠 is 件 5§ーーー)、 

に對 する 態 Is 七十 SISS 小 池四郞 )、 戰時 N—3 立に f #、 物 $ 
膝對策 確立に 關 する 件？ 井一 i を 可決し、 また 緊急動議と して 九州の 菊 池 奥から 北支— 
慰問の 件が あつた。— に奎十 年 11 神戶聯 <1 乞て 川 §1 スト ラィ 
キに 活躍し、 後 ある 不測の S にょ— 一線— 久留弘 三が 司— として 大いに— して ゐ 
たこと が E を惹 いた。 

.黨則 5 5 ては、 格別 1 ど の こと もない。 支部は 二十 名 以上と 規定 せら 兌。— はんの 
十 項で ある。 —— 

十 大政 策 

一、 日本 獨目の 立憲政治 並に 行政 機構の 確立 

英 SQ 個人主義 的 裹 1 び 社 富 1 政—— 排し _ t て 大政 IQ 
審議 櫬關 ならしめ 政權爭 奪な き 全 1 義 政治—— 立す る こと.… 

二、 常時 戰時 1 §5 化を基本とする辦家計劃講の確立 

三、 日滿箝 業經濟 一粒 化の 確立 

第五 節 日本 布新 黨の 成立 3 乂- 



笫八窃支那亊變以前3統一浬動 四 パ n 

四、 國家財 政 並に 地方 財政の 拔本的 立直し 方策の 確立 

五、 國防の充實並に國家總動员計割の完成 

六、 皇道を 基調と する 世界政策の 確立 

白色 民族 s 豐 琶、 8 S く 世界 秩序 し、 有色 民？ 解放し® 和と 資源 
衡平を某調とする新しき世界平和肢制を樹立すること。：： 

七、 « 本主義敎竹制度並に敎育方法の確立 

八、 H 本 主義 阈 民 文化の W 建 創造 

九、 阈民體 位 向上の ための 諸方 策の 決 记 
十、 阈民の 窮乏 匡救 方策の 確立 

小作 地の阑 啊 にょる 耕作 權の 確立。 肥料 及 重要 農具の 阈營 。勞働 者の 蛀低 生活 基準の 確保。 
勤勞阔 民 ft 搀の 租 1 減* 中小 商工業 丼 並に 農 山 漁村 民に 對 する 無播保 低利金融の 塊 大。 
徹底的 負偾整 理の斷 行 等。 

.北支 皇軍 慰問 S 緊念 動議に おいては、 - 

暴戾 支那 激 Q ため = 塞 it せらる る'^ 軍將士 に對 し、 我等 感激 感謝に 堪ぇず 我等 舉國 



一致 統後の 守りた らん - 

七月 十八 日 日本^ -新黨 紐 成大會 
なる 策 文を 送り、 獻金 六十 六 g 七十 三錢を 得た。 また 對支 問題に つい C.H —_ 



決 



0 



蔣介石 政 植は以 S 夷 Q 傅統的 方針に 立ち 多年に I 旦り W 民 大衆に 抗 S 識を 植ぇつ けた 結來， 
今— _たる抗 1 り、 これ 岳し 我— i のた め斷乎 これに— し 
且つ 對支 派兵 Q 已む 1 : つた。 惟 ふ 兵 ft まで も H 支 親# 集 ふ もの— が 、 I 
民 1 f — にこ,^ — 下に 1 高？— ずん ば、 1 H 產 
奔 Qfl とは 不可能で—。—? の— 支— 打倒して— 
尼し— 洋—に 立ち 歸ら しむる ことは 民 Q § で ぁる。 我等 は對支 派 SR 的を 1 
£ 成す るまで S 1 致 支按の 熱烈なる 阔民 1 を 展開し なければ ならぬ。 

と ダ 汄議 文を 可決し、 拽時興 家 g 制 卽時翌 、物愤 暴騰 對策 確立に ついても、 

政府は 時 S 推移に f 癸 S 時 戰時 一 f Q 1 S 立 t へし • @ に— 5 物 I 
騰對 策を 講ずべ し 

第五 節 £2 本木 新黨の 成立 
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笫八窣支那亊變以前の統ー運動 W 八 B 
i い ふ 決議文を 決定した。 

三 日本 革新 黨の 内容 

n 本 革新 蘇に 參 加した る Sg は、 同 稼の 雲に ょれば、 「一、 解消 參加 嵩」 が 前述の 如く、 「ィ、 
.新：：：本阈民同盟 ロ、 國民協 待 ハ 、 M 愛阈 政治 同盟 ニ、 愛阈 革新 聯盟」 の 四 阐體で あり、 「ニ、 
支撐 並に 關係團 體」 は、 (農) ^ 阈農民 自治 聯盟、 (商工) U 本 中小 商工 聯盟、 (勞) H 本 勞慟机 介 總 
聯合、 東 電愛阈 同盟、 中部 港 縛勞働 組合、 愛阔 從龙 以机 合總 聯盟、 新 日本海 A M 合、 全 肉 製水從 
業員組合、郵船00〇俱樂部、日本產1報產#、胞愛#、勞働向上#、水道エ進#、紙困 .:1: 從業 
ii 机 合、 木舞 業 組合、 =： 木 織物 従業 A M < '\ ( 商工) 東京 武道 具 机 合、 (勞 )日本淹業報阑聯盟、愛 
阈 木材 同志 會 、帝 國 木材 硏究 # 等々 であり、 愛蝴勞 働 机 合 懇談 # の 構成分子の 多 < を收 めて ゐる 
ととが 分る ので ある。 

結黨式に決定せられた本部役只は、 

總務娄 負 長江 藤 源九郞 (但し 後に 病 氣齚 任) 

黨務長 赤松 克營 . 



嫌務 f 佐々 井 一晃、 小 池四郞 、山— 吉 、高山—、 雄久井 1、 石 I 、 神 出兵 三、 赤 
崎 寅藏 

政策 質 長 佐々 井 一晁 主任 •西 本喬 

產業 勞慟娄 員 長 高山 久藏 主任 松下彥 一 

農村娄 il 長石 橋彌 主任 會田甚 作 

商エ寶長小池四郞主任蒙勝次郞 

財務 委貞 長江 藤 源九郞 主任 中岛览 治郎 

敎學 文化 娄 .0 長倉田百三 主任 稻垣称 

議 0 #會長小池四郞 主任侍出祁作 

選取對 策委§ 神 田 兵 三 主任 石 塚 幸次郞 . 

國民 保健 委員 長久 留弘三 主任 伢 藤 a 司 • 

戴 務 《 主事 久留弘 三 

組織 部長 大槻疋 秋機關 紙 部長 西 本 ^ ^ 傳部 S 樂钟 
靑年部 畏三 木亮孝 庶務 部苌 半 谷 玉 三 

第五 節 日本 革新 寡の 成立. 



第 八 章 支那 事 變以 前の 徒 一 運動 四 八 六 
であり、 そのほか 中央 委 H として、 

本部 十 名、 東京 三十 七 名、 北海道 十一 名、 宵 械ニ 名、 新 潟 五名、 群 思 一名、 長 野 三 名、 千 葉 九. 
名、 埼玉ニ 名、 山 梨 五名、 神奈川 十二 名、 愛知 四 名、 岐阜 ニ 名、 三重 三 名、 奈 良ー名、朿都一 
名、大阪十名、兵谢七名、山 0 ニ名、高知！名、榀岡五名、石川ー名、福岛一名、合計丙三十 
五名、 

が舉 げられ た。 また 機關 紙と しては 「日本革新新 [ 1 « 」をもつた。 

正式 結 黨な つた 日本 革新 黨 は、 先づ 三府 二十 八縣に 1= 0 て、 支部 及び 支部 聯合# を 机 織す るプ 
ランを立て、また、東京における運動の第ー聲を七月ニ十1!=.:::比公谷#堂に擧げたのであつ 
た。 

かくて、 1=本阈家主義阒體の約半ばを網羅して、議#進出主莪 2: 奉ずる維新政羰、ロ本革新搽 
は、.. その 獨自 の闘爭を展開すべく、船川したのであつた。 



第九章—乂那事變と愛國運動 

第一 節 事變に ょる 激動 

• • 

一 蘆溝橋 事件の 突發 

日本の S 主義 しく 袋へ てゐ S 際 の 危機は、 全く® 外の 方面に 勃發 した。 それは、 
國內的 には 一九 三 六 年) 昭和 十一 年) 二月の ニ •ニ 六 * 件で あり、 對外的 には、 一九 三 七 年 (昭 • «! 
十ニ年)七 >3 七11:の浼溝橋艰件を契機とする支那枣變の勃發である。 

蘆溝橋 祺件 は、 七： ^七日夜、吾が支那駐屯軍の豐合駐屯部隞が、北平西南約三里の邀溝橋附近 
において 夜間 3 中、 同地 駐屯 Q 蓋 元 Q 第二 十九 二十 八師 (S 安 師長) S する 支那 堪か 
ら射擊 を 受け S こと S 墨す る。 日本は、 较初周 地 解決 主 して 和平 方 i 發 見に 努 
めた が、 そ Q 努力 効を 奏せず、 つひに 七 r •二十 七 £n、 交渉は 2 に i して、 北支は i に 包ま 

れ 、つい P、 八月 九日、 上海 虹播 飛行 提 附近 S いて、 大山 機 關大鬆 殺 事件 起る や、 戟火 中支 
第一 節 事 變 にょ .る 谢動 



第 九 章 支那 亊輟 4SW 迷 動 W 八 八 
に 飛び、 っ ひに 全面的 日 支 街 突と なった ものである。 

現在の R 支率變 が、 單に通 溝 橋 事件の みに ょって 起った もので ない ことは、 絮說を 嬰し ない。 
それは、 阈 民 政府 成立 そのこと に逮き 因を 冇し 、近くは 一九 三 六 年末の 西 安 事件、. 及び これに 發 
端す る阈共 合作と、 それに 莊く抗 n 政策の 極端 化と にある。 從っ て、 問® を n 支兩阔 に 限る も そ. 
の 因って 來 たると ころた る や 深く 且つ 大で ある。 況ん や、 支那の 背飫に ある ィギリス、 ソ聯 、フ 
ランス、アメリヵ等々の諸2:の存在に眼 5 : 遣る時、吾々は、問題の重大性及び廣汎性に異常の覺 
悟を耍請されるのである。 

ニ國家 主義 團體の 奮起 

支那祺變が阔家主義團 .§5 に多大の刺戟を與へたことは、いふを俟たない。取變の：=的達成のた 
めには、政治的にも經濟的にも、また社#的.文化的にも、必然に近代的网家主莪への移行を招 
来せずに は 措かない。 それは、 好む と 好まざる とに 拘はら ず、 n 本の 當面 する 落 觀的 必然性で あ 
る。 これは、 他 酣ょりいへば國家主菝 »| «5 の现想實現の秋であり、この機にして起たずんば、1: 
家主遴者たることを誇稱する意義と面目とが存しないといはねばならぬ。 



流 溝 橋 取 件 起る や、 證 主 確各阐 股は、 直ちに 签支柙 f 露 蠢 及び 叢の I •激 勘の 述纺 
1 し’ それぐ 請— して その— 1 E た。 sn 本 f は、 粦 I に 防 
贫式— 行した こと、 て、 その 結璧言 にもぎ‘ (當 時は 未だ ざぎ の 段階で あつたの だ) 
に 言及し、 北支 問 f 全 支 I で f 、 — i は M 繁 列強 — なかんづく 對英ゾ 問題で あ 
り、 北支— QI は將來 S いて 對英ソ 關21 を招來 する 可能性 t として i しの 王し 
きこ— 示し、 轉じ VJ 、 S 維新 斷行 C 必 f 說い たも Q であつ た。 また 鳘§ つて 江 藤委 _ 
長の |に與 へた 辭 S いても、 「北產 1 として H 本は f 英米 1 —して 
迫られて くる。 又 S 内 S ては 現狀 維持 派 S 力な 1 Q 下 i しみ f てゐ る。 生長 せんとす 
る 新 日本、 そな— m 力 —. iief f ね— どと s ふ— 1 ベて-- 

る 0 

越ぇて 七月 一-十四日. 汀 藤 貧 長は 北支へ 視察に 赴き、 二十 九 ロ、 天 雄ょり、 政府、 P 海軍 衫 
當局及 I に •兵力 急爵 請の— を發 したりして、 大いに 1 を 示した。 また —しても、 

Is 情に f、 八月 十四 n、 左の 如き 「對支 政策— 則」 11 表して、 S に對す 
る莸の 方針を 明確に したので あつた。 I 

第一 節 事© にょる 激動 J 



第九窣支那事變と愛闲運動 四ヵ〇 
對支 認識の 极本 的確 立 —— 蔣政搐 を 打倒して 正しき 親日 政樯へ ！ 

戰時財 政經濟 政策の 斷行 —— 資本主義制度を改革して戰時阈家體制へ！ 

時 局に對する陴民の態度 I 出征 兵士 家族 支援、 阈民精 神の 品 拗 

右の三原則に 0 いては、それ<只體的なる說明が與へられてをり、殊に、沆ニ項及び第三項 
にっいては洋钿なる對策が指示されてゐる。革新羰は、また、同時に、「_内思想戰」に關する指 
令を 發表 し、 その 岡 ふべき 對象 として、 左の 「阑 砬 及び 言 淪機關 」 の 名を 具 體的に 擧げて 挑戰し 
たのは、 特徵的 でぁった。 —— 

ー、日木無產黨及び之を支持するー切の勞農阐腊 

ニ、社钤大衆赘及び之を支持するー切の勞牋阐體(特にロ木海“机合) 

三、 ズ><><><、><><其他自由主義的色彩を布する首淪機關 

四、 共産主義、 社 # 民主々 遴 、自由 主莪の 思想 傾向を ^ する 人民戰 線 評論家 (大 森雜 太郎 、猜 
俱 堆南雄、山川均、戶坂潤、ス乂><、鈴木茂三郞等) 

このほか、革新黧は，九月三十 « には、「民族的大事龙遂 '}/ に常りー切の反_舱思想を殲滅」す 
る ためこ、 ¥ 民 精神 總動 m に關 する 聲明沒 墨し、 一方、 赤松 蘇2を 上海 SK 務 部へ 



送った。 

日本 革新 赘のほか、時局協議會の中蘩團將たる愛阔勞働農民同志 # は、七 >3 十三日に對支聲明 
?發 して その 對 .}£ 強硬 政策を 發 表し、 また 大 H 本靑 年¥ 、八月 一：；：、 黨に對 して 進蓦を 
提出して、 一、 卽時動 A 出兵 應戰す •へし。 ニ、 gs 動 贫讓 1 惠 ■施， へす しとの 要請 
を表示し、芨阔勞働紕合全闼葱話會も、七月十六日(註|)左の聲明 ^ -決_及ぴ巾合せ 5: 決定す 
ると ころが あつた。 —— 

聲明書 

暴慢なる支那は1!:に兇瀑の度を加へ、遂に北支壤變は益々重大化するに至った。 

されば 企 阈 拢のー致協カを熱萤されっ、ぁる時、愛阔勞働紕合今-闷懇話侍は擧阈ー致の精神に 
基き、 As 威力を 内外に 發 揚 し、 以て 來洋 .氷 遠の 策を 樹立す ると 共 S 民 思想の 統一に 準搜 
する革新政策の迕現を要望し、 

次の 如く 決 淺す ， 

決 議 

一、 共 庵主 淡 者、 社會 大衆 黨 等の 一切の 反阈體 思想の 殲滅を 期す 

笫ー節 事 變に ょる 谢動 四 ㈨ ー 



第 九 草 支那 事 ® i 愛 w is 動 W 九 ニ 
1、祺變を利用する暴利行爲の棑除 

一、 各 出征 糾合 及 に對し 後顧の 憂 ひなから しむる やぅ、 政府、 勞资共 に 協力す る こと 
申合せ 

右を 各 机 合に 指令して 萁行を 期す 
昭和 十二 年 七月 

愛阔勞 働 机 合 全 g 懇話 侍 

(往 I) この 庳明害 を 決定した 第 七 囘常 任委 fl 食には、 新 = 本 海 ft «l 八：： 新绽德 森、 璁韉八 2 山髙 久藏 、锊川 
利*:、 東 匍 愛 阈冏盟 矢ヶ畤 靜 馬、 大 谷津峥 一郎、 n 本步 業勞働 俱衆部 大久保 秀治ら が 集まった。 

次ぎに 大 ：=本生產黨も、七月十七日に、左の如き聲明畨を發表した。 —— 

日 支 問題に 第三 阈の 干渉を 許さず 

支那の暴戾に對し、我國が擧國ー致、赀を決して起っに至るや、從來支那 00 抗 « 方針を、ソ 
聯と共に背後ょり支持煽動し來った英阈は、俄然干涉の鋒銘を現はして米佛を誘ひ、我阔の決 
定的對支行動を阢土す可く .' 0 ンドンを始め % 變現地、東京、ニユーョーク、パリ等に於て種 
々の 形式を 以て 策動し つ/' ある もの/' 如し。 



英 N の 所期す る 所は、 其の 尨大なる 對 支 投资と 其 S 掌中に 在る 支那 金融 機關 及び 之れ を 中心 
とする 諸 多の 自 S 槿益 擁護の ため、 n 本の 對支 W 懲を 極力 中止せ しめむ とする にぁら む も、 英 
阈が 斯く自 _權益の竦貴のみを知つて、之を擁護せむが爲には支那四值民衆の尨の鯧祉を省み 
ず、却つて我 ^ が阔民政府竹燉に依つて支那四值の民生を救はむとする生命的重大天職を遂行 
せむとするを敢へて妨害ずるは-天人共に許さ ^ る功利主義ゝ利己主義にしてゝ東洋平和の攪 
5 i 行爲な り。 

英國にして言ふが如く支那及び來作の和平を .« に希求するとせば、党しく東洋禍亂の根源除 
去に 向？ 協力せ ざる 可から ず。— 支那 阐民 政府 S 邦に 對 する 理不盡 なる 挑戰 態度の 是正 
及び 斯かる 方針に 拍 坩をかけつ、ぁる背後勢カの支那撤退、換言せば英阈自身及び米ム路等 ^ 
人 帝 阈主義 列強の 卽咔 東洋 引 揚げ こそ、 朿洋平 和、 日 支 問題 极本 解決の 第一 必祯 前提なる こと 
を 悟 徹し、 速 かに 英 阈肖身善處するを耍す。 

然も 英阈 の老猞 なる、 E 國の みを 以てして は 我阈の 決 趑の 動かす 可から ざるを 知悉せ るを 以 
て、 不法に も 名を 九ヶ 阈條 約に 藉 り、 米佛露 等を も 之れ に 引 入れて 共同 干渉を 試みむ と咭 躍し 
つ、 ぁる もの、 如し。 此の 英阔の 奇怪 不 ^ なるゼスチユアとボ威エ作に怫れて我民族意忠を寸 
第ー節率變にょる ^: 動 ST ftl 三 



第 九窣 支那 事 變 i 愛 w j $ 動 W 九 21 
# にても動搖せしむる如き分：十の我朝野にー人も現はれざらむ事を望むと共に、我等は我政府 
の對外 態度 如何に 拘ら ず、 一位 阈民の 名に 於て 斷然英 _或は爾餘の第三阔の策謀を峻枳、扮碎， 
壤退す 可き ことを # ふ。 

我對支行動は、我生命的耍件及び柬亞全局の安记が支那のニ十年の棑：1:敎脊の結艰、科か5 
れたるに對する常然の自銜楠發動に外ならず。之れに對して好意を以てせると恶意を以て爲さ 
る、 とを 問は ず、 笛 三阔 が不常 なる 千 涉容喙 を 爲す祺 は 第二の 三阈 干渉、 笫ニの 聯盟 千 渉に し 
て、 全世界 一丸となって 我れ に 迫る とも 我等 日 木 阈民 の斷 じて 許界 し ^ ざる 所な り。 

我等は 友邦 英一 :を 始め、 米 露佛の 列強が、 我阈の 正常なる 對 支自衞 行動は、 獨り rl 本の 利益 
たるのみならず、支那四 {£ 民衆の指導を，誤る阈过政府の打倒を|!1じて支那阀家を救ひ、延いて 
東洋 平和の 並-底たら しめむ とする 淡 俠行爲 にして 結 W 歐米各 阈共 同の 利益なる を 確認せ む ポを 
.要望して 止まざる 次第な り。 

敢 へて 中外に 聲 明す。 

昭和十ニ年七月十七：！： 

. 大日 本 生產狨 本部 



以 J の 諸 濃の ほか、 明 倫 序、 遺 何等 も、 それぐ 擦 明曾發 表し、 签 SS 態 f 明 ハ 
f た 力を っした S 、 議 g 腐々 の 動きとは 別に、 各派 Q 協廣釐 動 Q 鐘が 起つ た。 こ 
れ は、 8 Q 件？、 N.M 證 gQ よ？ 立つ 原則から みて IQ ことでは きが、 S ®、 
三 六 供 樂部系 i、 f 淸贺 、小 林 1 .策 將 、大 H 本靑年 S 1 I 大佐 
爱阔 社の 2 i ； E 愛之助ら が發起 人となり、 「暴 支 s 、 1 打 15 致—.; が 起された。 そして 
七 WTycIys 起 人 が 贾れ、 そ Q 坑ー步 として、 七兰 十四 H に s § s 人命を 問 催 
する ことに 話が 疋 まつた。 その！：： 的は、 それを 皮切りと して、 全賣 的な 證 動を M 開 せんとす 
るに ぁつた。 

七兰十 glrrs、 如く S 問 i 志 $が問 穴、 各派 g 代審が 出席して、 盛 人な 

名經 過を みた。 而 して、 當 ns 如き 決議が 滿 ¥ 致を 以て 可決せられ たので ぁつた。 —丨 

決 議 

一 吾人は 帝！： 政府を して 离 難を 排し 支那 現 政 描に 對し斷 乎 徹底せ る 們懲を 加へ しめ、 苟 くも 
我れ に 反抗的 行動を 敢て する 一. 切の 鍋 极 を 支那 全土より 一 ^ し 以て 速 かに U 支 W4 _ 民衆の ^ 
薄、 東亞 安定の 栽 礎を 翌し 世界の 恒久 平和を 顯 現せん こ— 期ず。 

第一 節 事理に よる 浓動 M fti i 



笫九章 支 * 事 變と愛 W 運動 W 九 六 
1ー、吾人は笫三阈の容喙が支那當局をして、以夷制夷の依存心を增長せしめ益々今次の事態 
を 惡化 紛糾せ しむる ものた る ことを 認め、 H 支紛平 に關 し斷 じて 其 介入を 許さ V らむ祺 を 
期す。 

昭和 十二 年 七 M 二十 四 = 

對支 問題 布 志大會 

また 時 協 系の 各 削 骹は 、これとは 別に 北支 事 變對策 怒 談會を 作 P 、 七月 十六 日に、 その 娄 ii た 
る 愛 2 :の小林順ー郎大佐、同佐藤鐵馬、薩摩雄次、，：：井爲雄らは、在京阈家 1= 遴 |«| 婭各派を網羅 
する 暴 支 膺懲 阔民大 fr を 開く こと、 した。 この 大钤に は、 その 前妖氣 として 各所に 演說侍 が 開か 
れたが 、いょ <九=^ニ » 、ー條饮孝公を議長とし、黑齟#の莴生能久、阈骰擁_聯合涔の入江 
稀矩、愛阈社の钉出愛之助を司待者として、货に盛大極まりなき各派聯合の漆支啊懲蝴民大#が 
芝公園において開催された。當日、可決せられし究言及び決谨は、 /£ の如くでぁる。 —— 

宣 言 

支那の 狂暴 线饵は 愈々， ：5で、愈々甚だしく、其の罪天人共に許さ ^ る所なり。 

今や 皇軍は 之に 對して 斷乎膺 懲を 加へ つ、 ぁ 5。而して瓚繫りて柬亞全局の安危に存す、祺ら 



. e < 不動、 不 —— i —ill からず。 

u -- A —— 證 — i 、 畲 sf —ill 

II 上 掃し 、 f 

iiiiii a 
. 決 m 

.■ 一 ^ rllli— し 、屋不 I i 41 

ニ 吾人は 打： の 禍源た る南苋 政府を 打倒し 共淹 f • ユ^^^^^^^^ 
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dl ! g — が、 111 
1 關 しては、 斷 じて 典 介入を 許—。 通 - H の事时 兵み：：： 
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.第 九 章 支 ills と si 

昭和十ニ卬九 « ニ= 

暴支竹慫阈民大# 

三 思想 戰の强 調と 人民戦線 打倒 期成同盟の 活動 

支那 S の 進展と 共に、 いは ゆる 全龄 戰に關 する 爲 の- S が 深くな つて 行つ た 今 •，とは 
いふまで もな く、 S 戰 、政治 戰 、經 S、 I 戰を雙 "せる 戰 f 窓 味す る。 これらの 攀 の 
諸 形態 S ぅち、 そ s 何れに おいて 失敗す る も、 それは 終 V 的 勝 和の 確保を W 難なら"" する もグ- 
ある。 

思 謹は、 對以 的— 戰と 、對 外的 思想 戰 とに 分けて 考 へる ことが で—。 而 して S 裏 阐 
結 S に 留意す ベ 1 、こ sswis 後に おける § 思想の 作 化 問題で ある。 

R 的— 戰 5 いては、 S 勃 發以來 、政府 も豐 精神 iM— を 起し 5 爲祌 1 

聯既を 作り、 講演に、 ラデォ に、 出版に も、 純々 S を 拂 つて ゐ る。 S 主義 S 將も大 なには 
この 政府 S に 沿？、 S 的 思— es とし て el— 識 して ゐ る？—。 

S 主義 誤の界 する 最戰 s 主臂 s' WS 社會 _、 共產 8 、及び— 義 であ 



I 竭 ii は、 一 齊_ して、 屋—向 I した。 しかし、 
unr はこれ を 以て；- 篇當」 矣 做し、— 自由主義 1 H して、 人民 
遝 動と 斷じ 、飽くまで その 打倒を 追求せ ずには 止まない ので ぁつち 丨 

l l xp 

f こそ 一—— の I において—— 行す 於， 

す——。 i 1— 開始 

そこで、 狳 達 侍では、 战川美 次 中將の 提案 S いて、 、 / 
if 、 ， 1411 sf 写 i ,.'A ^^ 期成 

—II 唐 if れた。 i は 、^ 

黨卽時 解散— n: 本— 蘇 1 、 1 機關靡 I 丫 ガンが 高 11、 

I 山疋 治、 諸 g 赤 I 、 —g 鈴— 一、 Is 神 出—、— 合の 高山 久^、 ^ 蘇 

&：; 節 事 # による 揪動 
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笫九窃 支那 事 一} と 愛 W 述動 五 ◦0 
の 建 川 美 次、 愛 同の 小 林 順 一郎ら が 出演した。# は、 「社 大 n 本 無 產卽時 解散 要請#」 及び 「阈際 
勞働會 議脫退 に 關 する 要請 書」 を 決議し、 これを 政府に 提出した。 



第二 節無產 M 體の轉 向 

I 轉向の 客觀的 必然性 

支那 m 變は、 日踩 戰爭以 上の 大戰爭 であり、 その H 的 貫徹の ためには、 全阈 民の 文字通り 一 g 
に 結束せ る 支拨を 必要と する。 從 0 て、 從來の 階級 闘 氓 的立圾 に 立脚せ る 各種 無產阐 腌が 到底 以 
前 通りの 阚 rt 相剋 的 存花 を續 けて 行く ことの 不叮 能なる はいふを 俟たな い。 

さきに 滿洲ポ 變が 日本 阈* 2 の 社 ft 情勢に 及ぼした 影響の 一っと して •吾人は 無產阑 粒の 轉 向を.. 
皋げた。同祺變にょって！1:本阈內の政治的.社侉的空氣はー變した。しかし、それは社會を全而 
的に 動かす ことが 出來 ず、 事 變前に 比して 微溫 的な りとは いへ、 各種 無產阐 膪 (政莬 及び 勞農紕 
合を 含む) は、 依然として 階級 的對立 的 原則に 依據 して ゐた ので ある。 

しかるに、 昭和 ± 1 年 七 W に 勃發 した 支那 寧 變は 、到底 か、 る 悠長なる 態度を 認容す る ことを 許 
さなかっ た。 かくて 客觀的 情勢に 迫ら 轉 向を れ て無淹 團粒は 徹底的 轉 向を する に 至った ので ある。 

蒗ニ 節 無 ^ w « の 轉 rnj 五 〇1 



第 九 章 支那 事變と 愛 W 運動 五 〇 二 

ニ 社 大黨の 急轉向 

無產阁體の轉向中、铰も 1|»: の注意を惹ぃたのは社侍大衆簌のそれである。 1.;1 狨 |^ には以前ょり 
田所輝明—猫井苡ー郞—麻生久のー線を饤く阔策派が存在してゐたが.この派は、支那取變後、 
ます <その 活動力を 增大 し、 敖 内の 懕倒的 支配 勢力と なつた。 その 結 栗、 表面化した ものが、 
昭和士ー年十ー月十五日の笫六囘大钤における轉向の公式表示である。常=:全1;ょり ^ ま0た三 
百五十ー名の代議 11 のぅちには、中央の情勢に暗ぐ、突如たる方向轉挽の货1 13 に對して、阆ちに 
逋應し 得ざる 人々 も あつたかに 傅 へられた が、 この 大# にょつ て、 こ、 に { > c 企に 社 大 览は、敁廣義 
における 社 # 主義の 黨ょ 01 ； 家主 義の黨 に 變议 したので ある。 この 社 大 E の 變質 は、 n 木 今後の 
國家主義述動にとつて重大なる關係をもつものであり、また阔{永主義の木钗に關する硏究上、多 
くの問題を選んでゐるのであるが、問題が餘りに生々しく今庇ちに平急なる決八|を下すのは恙し 
控 へる こと、 して、 た ピ、 本大會 にょつ て 決定せられ た ス 口 ーガン、新網領、政，策變史、及び宣 
言を 揭げる こと、 したい (註 I )。 

(注 I )肚大 簏の薄 昀に對してはゝ右贾阐體は一卉にこれをっ換裝轉内しとして攻挈したヲこれに關する大 



= 本— S 統領 代 S 川羡中 sia 前に 2 たと U ろで t。 *た矣 黨東裘 SS5I 
長 .S 川 末 次 s、 isf 求して 「肚大 5S 成 ESS」 1 表した §.,p あつた。 

針 大黨密 ハ囘大 艺會 S 揭 げられ 5 T ガンは、 左の 如くで あ？、 それが 旣 i 前の 大 
會ス了 •力 r 色？ 異にして ゐる u とを 人々 は 知 〇, 得 るで あら巧 

スロ丨 ガン 

眞の 擧阈 一致 達成の 爲め に！ 

戰時社 # 政策の货現 

國 民經濟 の 計 劃 化 • 

舉常 _•: 致！ 勤 勞報阈 

次ぎに 新たに 採撺せ られた 綱領は 左の 如ぐ である.. I 
新 綱領 

一、 我 蘇は 麇 Q 本義に fH 本阈民 Q 進步發 達を， 以て 人類 文化の 向上を 期す。 

一 5 黨 は勤勞 大衆を 代表して 資本主義を 改范し 以て 產龙の 計 割 化と 國 民生 沾 の _ を 期す。 
政策の 變： si は、 左の 諸點で ある。 I 

第二 節 2§ の轉 2 



第 九 章 支. 那車* と 愛 N il 動 五 0 W 

一般 政策 中 (三) の ィ、 口、 ハを 削除し 左記を 追加す* 

ィ ，廣義 國防の 徹底 • 

ロ、通商、移民、資源利用の自由 

最後に 問題と なった 轉向宜 言は、 左の 如き 内容の ものである。 

宣 .言 

軍阈の 秋酣に して、 阈を あげて 殉忠 の嵇 神に 燃 ゆるの 時、 我が 寐第六 囘令阔 大命の 開かれた 填. 
は、誠に重大なる意義ありと信ずる。我等また 4* 公の志を新にし、外は垡取將兵の武勳に酬い、 
內は 銃後 阈 民の 請託に 答 へんと す。 

今次日支帘變の緣由並に經過に就ては、茲に絮說するの煩を避く。然れども我部はこの :18: 變を 
通じて H 本 s 民が 更に 大なる 躍進を とげ 名 實 共に 掙龙 民族の 盟 竹 として 人類 文化の， M J : に 資せ 
んこ とを 希って 止まず。 これ 衷心ょり 祺阈 一致に 參加 する 所以で ある。 

惟ふに、國家興亡の關頭に於て、常に和衷協カの精神を發揚するは、 0 本阔民の货き傳統にし 
て ' 二 千年の 文化は ょくこの 粘 神の 把持す ると ころで ある。 而 して、 その 由っ て 來る 原因を 尋ね 
るに、 衆と 共に 焱へ 衆と 共に 喜ぶ 姐 g 精神の 表 はれで ある。 これを 支那 興亡 異變の 跡と 對 比す 



る 時. 民 f II 置——— £_ llf I . 

ない— i し、 我が S 使命 愈々 f を 加 ふる も g 、 か、 つて こ S にぁり と 確信す 

る。 我が ¥餘怎 苦 s、f S られて sif チ虐 つた。 然し— S 揭 ぐる 

高遠の 理想ょり すれば 今日の 狀 態は 朱 ぎない。 S 畀く孬 の へ、 

季 議完黃 着」 •货涛 stKle 、〃しろ 今 S 装 昼 - rsG : 戒、 

擧黨ー 穿 も黨遲 sk まことな からしむ る ば、 今 5 後に 於け る我念 任務で— V 。 
S が こ、 品領 高 t 、 1 化」、 S 炎と— て S — ん とする 所以 も 

今や 大政 sf 、 gf 指堪 する は、 我 含 叫びに ぁらず して發 S 務 となつ た。 各 網々 
民 大衆 1 き、 S 外交の fl 、 ひとり 我が S 獨 f る。 f の 眼は 等 我 
の S : び がれて ゐる 。我等の S また 自ら 新なる を 要する。 

拉說的 言 淪の 轉埴 W ! 

正 なる 璀國！ 致の 達成 丨 . 

銃後阔 民 生活の 安定！ 

第二 節 無 成 w fs ss 五 「こ 



節 九窣支 那琪變 と 愛 2 E 運動 艽0 六 
資本主義の 改革！ 

こ、に重ねて決意と抱负とを披瀝し、以て時代の重炎に任ずるの用意を中外に官：明する。 
昭和十ニ华十ー月十五！= 社 倚 大衆 锇 谘六囘 令 •阈大 # 

• ニ 勞働 團體の 動向 

次ぎに社大秘の某礎をなす勞働紺介及び 0 民虮介は如何？、先づ 13 本勞働總1:盟と令阀 |»1 盟と' 
の合同にょる全！1:本勞拗總同盟は、喵變勃發後の十：^十七：：：の年次大件において、「遠く時艱の 
前途を 見 m めつ、 刻下の 念 務に應 ずべき 大乘的 なる 勞働 M 動の 恥 印」を 左の 如く 「 v < 明」 した。 

ー、我等は今次琪變中の勞资紛 -> を擧げて平和と正淡の手段に訴へて解決し，進んで令 1 龙に 
互り同盟罷龙の絕滅を期す。 

ニ、我等は銃後生砟カの蝌進と席業平和を確保するために、宵民共冏にょる非常時砟艾協カ娄 
fl f-r Q 卽時設 S を 期す。 

1ニ、我$は現下及び將來を贯く勞_阔策として、勞働荠阐結榷の法認並に砟業及び勞働の統制 

の卽時找現を期す。 



かくの 如く， 全日 本 勞働總 ：一:盟は’その支扑政狨ょりー步：：十く’時堝に鑑みて轉向を表示しと 
ので あったが、 轉向 Q 限度に 關し 5 、翌 なほ 社大 fs 調が、 必ずしも 完全に 一致せ ず、 
昭和 十四 年芨の 分裂 も その 遠因は こ、 にあった ので ある。 

全 =本勞働總同盟及び日本海乃組合を中心とし、日木における机織勞働荞の約八割を占める 0 
本勞働 机 介钤 ^ では、浓變莳後の特別？1 # に、 /.-: の如き、砟業報公の迚議を提出したのであっ 
た。 — 

戰時肪 制 下に 於け る淹業 平和 促進に 關する 建議 

報 公 S 神 H 從ひ IS 1 報 公 ssf 戰時1 下に 於け る 淹龙 平和 
を 確保す S とは 刻下 S 務な 5 と？、 政 W は 速に 戰時 1 SMJVMy 期す る爲 左の 
方策を 講ぜられむ ことを 望む 

一、 政府 指猙の 下に 產業 平和娄 只會 を 組織し 務枨 的に 產龙 平和を 阒るこ と 
ニ 勞働紛 謎 ^ 傲 ^ 議寒 に 因办て淹龙平和を寄することなからしむる爲政财は /1;1 闪となるべ. 
き 祺象の 艾除に 努 むる こと 

三、 勞慟報 公を ^ 持す る勞働 阐體 をして 稜栎 的に 戰時阔 策の 遂行に 參剡せ しむる の 途を拓 くこ) 
笫ニ節 無 弗 S 體 S 轉向 EDt 



第 九 章 支那 事 # と 愛 W * 動 五 o 八 
と 

右逑謎 す 

n 本 ^ 働 机 合會議 の 一組 織單位 たる 同 ^ 繕# 奈川 地方 協議 # においても、 七月 二十 三日の 關東 
地方 調停 骨# 讅に、左の如き意見甚を出した 。 I 
勞倒审議防止に關する意見ぶ 

0 綱 

分 §1 停 法を 改正し、 一般 ■にも 強制 調 f 行 ひ、 調 f 和解に ょ？、 解決し 得 ざ 

る 取 件に 限 <= '之に 敁終的 裁 斷を 下し、 以て 勞费の 利己的 闘 爭 を 終熄せ しむる ため、 夫々 勞働く 31 > 

業、 消费 三？ 代表す る 陪審丹を 參 加せ しむる 鹿 _ 働 裁判所を 新設す る 也。 

次ぎに 針大 (熬派有カ農民團粒たる全農卽ち今-阈農民組合は、人民戰線檢擧事件に若千の關係 

者を S し -^ が、 か、 る 事態に 鑑み、 昭和 十二 年 十二月 二十 九 ロに、 左の 如き 轉 向の 聲明 書を 發表 
した 0 — 

聲昉書 • 
我等は 過去の 運勵 方針を 科檢澈 |1> 小 你 M 合 M を 放棄して 錢後 農業 生 赤 •力め 满充と 農民 ^ 



法 安 宛 の爲 めに、 勤 勞農民 全 腌の 運 動に； $ 出發 せんとす。 

其の 访一步 とし S 怒 本義 反篇產 、反 人民 戰 線の 立 f 明確 f 社 許 大衆 麄 
.を支持し黨支持の全農民 (« 蹈との統ーを許0/進んで產業組合、農食その他大衆的 ^ 民^^ 
とも提携し、拽時戰後の 0 龙阈策の確立に稂搔的協カをなさんとするものでぁる。 

三 左翼 派 勞農 團體の 轉向 

いは ゆる 社 # 民主主義 m 船の 轉向 表明は、 大體以 上の 如くで ぁる。 從來 ょり ^ 家主 a 的 原則の 
.上に 立つ てゐ た：：： 本 主 if び 8 的遼 思 が 下 S ける S 一致、 3 の絕 
滅を磨 したのは 固ょり でぁる。 ではん 双 派の 無淹諶 は 何ぅ か V . 

いは ^ る合法ス货政 ^ として立つてゐた；2本無席稱は、人民戰線檢；^にょつて解散を命ぜら1 
たので、 轉向も 何も 問？ ならな かつた が、 こ Q 系統に 学る S 遨は續 々と 筒を 聲 明して、 
政府の § 政策に 協力す る こと‘ つた。 そ？ ちの義 な f 2 拾 S ぐれば、 先づ H 本 交 
迎總聯盟及びその中樞阐腌たる東 3;1 交迎勞働机八；；でぁる。この附闻體は、八月ニ十ニ日、交總常1 
要§ にて 三 反 主義 康 協力 方針へ 轉 向し 、 r 棄に 協力し 團體 協約を 結び、 以て 紛 2 S 少化 

笫ニ節 無 m EK の轉向 



笫九章 支那 事變 i 愛 N 運動 五 10 
を期す」こと、し、越ぇて十爿十 〇 の東交大#において、來交並に交總の轉換が疋式化せられた0 
而して、その速動方針は、带讅にっいて左の如くいってゐる。 —— 

從來 や/' とも すれば 陷 5易 く 誤解され 勝ちでぁった 11 噃激發主義的倾向を.兑服淸兑し、產龙 
協力 S 指 S 下 £<:: 本 來 の繁 なる 任務に 就かん 1 かにし、 慕 次 Q 如复 g 的 活動 

をな す ものでぁる。 <ー 
一、 淹業 協力、 市電 更生の 贸踐 

::淹業協ヵの赉跷は市罨更生の重要なる要素でぁるが、今日他交通機關の發迷と尨大なる 
祭で 經 1 に 在る 市 S 根本的 更生 §§淀 も 反省を 求め、 從來の 如 高 蛾 的 關系こ 
於いて、 はなく 協力 Q-^ に 立っ て 更生に 努力す る。, J Q® Q 一方 法と して 今 爲侧の 説® 
せる 市 1 生審 _ を充實 せしめ 從業 U 代表を 參加 せしめん？ 求める。 

ニ、 勞働條 件の 維持 改善、 阐 11 協約の 締結 

… .我々 は先づ 今：：： es 條件 & 低 q も s として 維持し、 徐* にこれ を改择 向上せ 丨 むる 
爲に 姐す る。 こ S 介 生計 S 動の 調丧 、雷 重 1 市、 大工 場、 進んで は 諸 外闲の 進歩 
的勞働條件の調丧等を參对とし八：：理的なる改 # を主張し、っとめて紛 ^ 議の ^ 態を發生せし 



め 1 的の 述 成を 期す。 こ との 間に 廣 協約を 魏 する 方針を 採る。 

右の 如く、 裘交劈 g 机 八： は、 裏 S に轉 S 第一 步を路 み 川した？ ぁったが、 越ぇて 
昭和十 5£ 年ニ月ニ十五 « に科度轉向聲明を發して、その態度を更らに明確にした0次ぎに七片九 

= 本 父は 裘 s 、 S 谷、 商 H 省、 證 竹、 蔻 摩 SSSQS を 叩' その 意兑 

に從っ て _八 || としての束交の解消は取 ||-. -めるがこの點は今£2なほ ^ 抒してゐる、決意を新たにし 
て努 S 報 Mii 適 進す る ことを 鋈 した。 而 して、 八：^ 二十 七 は市薰 •業報 WS 粒 成 式が 九 
段の取人絝跺において壤げられた。このことはガゾリン簡約といふ阔策の線に沿つて、市電利用 
者の 激增 した 折から、：：： 木と しては 重大な 現象で ぁらぅ。 

衆 交と fs 年 盗 留 猱神怎 じ來 たった — 市從資 5: も、 S 十一 sf ニ：：：、 
方向轉 換 5: 斷行 した。 

なほ交迎勞働荠跺係としてはゝ昭和十一ニ年六^: ^ :::にゝ大阪市宽愛 ^ 间志伶が -^: 阈勤勞间盟に 
加入した琪 ^ が银げらる、でぁらぅ。 

yr: v ノ が立 . に 立って ゐた 位托 紺 合に っいてい ふと、 例へ ば 北 ； ^ 木段段糾〈：：は、人民戰線述動被檢 
擧 者を 出した、 め、 昭和 十— 十九 H 、 迄 再 動 綱 f 雲して 、 f S,M 態 f 明か 

筋 ニ 節 無 m m 體 の 轉向 K. 1 1 
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运 した。 —— 

一、 北：！： 本 段 民 組合は わが 阈體觀 念を 茶 調と し 阈情 に卽 したる 上下 協和の 日本 体統の 精神を 以 
てその行動とする 
一、. M 民 自重、 共存 共 榮の 徹底 
、一、 勤 分に ょる 生齑擴 充と合 理的生 庵 並に 分配 
1、#常時爲村政策の徹底と完全なる社伶立法の制定 
. I 、 合理 合法の 遵守と 渐進的 改新の 遂 1/ 

.一、 反阈 {水 主義 思想の 撲滅 (共 產主袭 マルクス 主義 思想 並に 念 進 的 破壊 行動 棑擊) 
1、阈家非常時局に稂搔的協カし、 11 つ阈民精神總動只の強化を阖る 
1、璀備の整備と英ソの東洋 ^ 略の防 1}: と抗 |4 蔣政榷の打倒 

嚴密なる意味における左贺國體ではないが、關柬水平社が昭和十三年三月ニ十三 0 に、群馬縣 
.太 田 町に おいて 解散 式を斷 行した の も、 時局に 鑑みての ことで ある。 

四 無産 團體轉 向の 貲續 



右に 述 へた 露 麇 Q 轉向 は、 昭和 十三 年、 ニ 年に 入つ てょり、 落 S ” 方；^ においてょ 
痒 業報 國 聯盟の 給 成と なり、 また 農民 組合 方面に おいては 廣村報 篇盟の 組織と なつた。 こ、 に 
おいて か、 霞 認 S 向は そ S 高 Q 机 織 is 達した とい ひ 得る で— ぅ。—、 これら 
£ 體 の 轉向 は、 取 f 葉 Q 上 Q も S はなく、 H 常 § 際 行動を 通じて 立？ られ たので ぁ 
る。 それにつ いては、 献金 そ e 他 QI # 活動に おい 1 せられる が、 な かんづ 4 しき 
は ISQ 激減で—。 卽 ち、 支那 議勃發 以前、 f すれば 昭和 十二 年 六—、 件数 一 
千 四百 五十 五 件參加 人：：： 十八 萬 一千 五 H 二十 一人に 上つ た擎 が、 同年 主 月には 件 數四卜 四 
件 (前年 同期 百 二十 六 件)、 參加人 S 千 二十 一人 (前年 同期 五 千 三百 五十 三人) となつ た。 誠 S 
くべき 滅少 振りと いはなければ ならぬ。 

な 11 非 につ •いては、 S 主 1 尬間 にも I が 分れ、 日本 蠢 11 は徹 
鹿— 勞資 協調 .1 § ち if これに 反し 愛：：^ 如きは— 義を f Is 
商爭手段としての努働 ^ ^ の妥常性を ^ めてゐるのでぁる。 



弟 ニ ® 無 虎 阀體 2 轉 
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第三 節 大日 本 靑年黨 における 變動 

I 大日 本 産業 勞働團 の 結成 

ロ本における阈乂主袭_骹のニ大潮流たる時局胳讅付と：3本革新赘との間にぁつて"獨自的存 
在を 續け てきた 橋 木 欣五 郞の大 H 本靑年 狨では、啡變後の八3:ニ十ニ：=に、その支持阁骱として， 
大 n 本 席 業勞働 閹 を机織した。これは、飪濟方面における黨の汸動の基礎となるものでぁつて、 
萊 rt の勞働 者 A び 技術者を 結成した ものでぁる。 分 働 者の みの 机 織た る 軍なる 勞俲組 合とは 異な 
り、技術者をも (3 恬したる點に特色を夼し、ィタリー流の被使用者のコルポラッィォーネの如き 
ものでぁる。淹龙勞働團自身では「陛下の勞働者技術者たる£1:本淹龙人としての強烈な ^ 念の下 
に 結合 紙 織す る」 といつ てゐ る。 その 机 織の 基礎は、 神 奈川縣 下の H 本 砟龙 m の 一部と (註 I) 名 
古屋の 中部 勞働聯 S 2 とで ぁる。 役 it は、 橋 木 欣 五 郞 大佐が 阐 長、 陶山捣 太 郞が理 事 長、 卬滕长 光 
が主事となつてゐる。：2阐の組縊的特徴は、隘镒主遂をとらずして、住焐主義をとり、「地域別組 
縊的方針をとつて愛 ^ 分働泝の綜合的地域的結合を計るしとなしてゐることにぁるロ冏阒の信條 



及び 戟時 行動 綱領 左の 如し。 

我等の 信條 

•、我等は 天皇を 中心に 奉戴す る I 大家族 阈家 の臬 民な ¢0 

.1、 我等は 天 SI 者た る 本分に 基き： n 本 豪の 飛躍的 興隆を 計る ものにして 貨銀 
に 非ず。 

一 我等は 我が 蠢界ょ P 利 S ? 排し企 S 從賣 3 一 黯樂に |馨 妄 施す。 

戰時 行動 綱領 
I 、 露 S 赤誠 S 本？ 引 づれ。 

一、 出征 應召 兵家 族に 實收 賃銀 全額 支給。 

一、 軍需工場 從龙 A の戰 時手當 支給。 

1、愛阈勞働者の解 6? 禁止。 

一、 團貞の 戰時組 織 化 及 訓練。 

1 、 軍需工業の 收 用法に ょる 阈營卽 行 • 

一、 重耍產 業の 阈家統 制 及阈營 。 

第三 節 大日 本 W 年黨 における 變動 E - a 



第 九 章 支那 事：！； .と 愛 W* 動 五一 六 

1、資源阈營及販赍の阔家統制 

(註 I ) H 本產業 軍の 主力は、 旣述の 如く 愛 阈勞働 e 比 问志會 へ 介 泷し た。 

ニ 統領 橋本欣 五郎 大佐の 應召 出征 

かくの 如く、 產業 方面に おける 活動の 足場を 得て 飛躍 せんとす る大 =： 木 靑年敖 は、 その 秋、 統領 
橋本欣五郞砲兵大佐の應召出征をみること、なつたのでぁる。大佐は勇躍人陸へ渡り、兼ねて现役 
時代に 鍛ぇ上げた 野戰 重砲 兵阐の 指揮官と しての 腕を 振つ た。 現地に おける 粒 驗に より、 徹底的 
反英 主義者と なつたら しいが、 しかも 阔 S 問題に 對 する 關心は 忘れな かつた。 その 一例と して 吾 
吾は 雑誌 「火 陸」 昭和 十三 年 八月 號に 、橋 本欣 五郞舍 談記 をみ る ことができる。 それによ ると、 橋 
本 大佐は 相變らず常るべからざる：兀氣でぁつて、訪問記者の阈民精神總動只の話を昍き、「さぅや 
たらに 役人 ばかり 增 やして、 いつたい どぅす る氣 だ。 侯は 以前 一# 嫌 ひなのは だつ たが、 今 
1#嫌だと思ふのは宵僚で，ぁる。{::伧ほど嫌な奴はない。偉さぅな顏をして、彼等は結局何もし 
ない。 事實 何もで きないの だ。」：： 「結： 5 支那は、 日英 ソ三阈 で 分割す る ことになると 僕は 思 ふ 
「撲は 速戰 速決 主義で、 長期 應戰に は 反 對だ よ。 君モ ハメットの 『右手に 剣、 ん 



手に コ ーラン』といふのを知つてるだらぅ。あれは何も劍とコーラン <»: を |4| 手にもって進むとい 
ふ 意味では な SQ だ。 S 刻で 打ち Q めして おいて、 相手 S ったと いったら、 こんどは n 丨 ラ. 
ン を 示 すんだ ょ。」：： 「究 掬 班 もい、、 しかし その 前に まづ 相手を 徹底的に 參ら せる 必要が ある。 
特に 支那 人には それが 大罢」 とい？ ゐ る。 以て、 大 梁！^ 年篇篇 本 欣五郞 大佐の 支那 取 
變觀を 察知し 得る であらぅ。 

三 留守 部隊の 發展 

橋 木 統領 留守中は、 同 1 問 紐 川 美 次 中 將が額 代？ なって、 靑年菅 S る こと、 なった。 
中將は 靑年黨 1 的 並びに 質的 發 S 企 g し、 f に對 し、 「..： n 本が へ if S に 起ち 上. 
ヵった：！^:を象に违成しょぅとすれば、 ^ 内の政治と經濟8制度を靑年蘇が平尜主張してきた 
様に 改？ る Qsi —。 H 木 Misf 41 が 桃？— 方向 H 向は ざ— 得な 
いそれ 力 人 = 本 QBS も 適切で ある。：： 故に ( S 主張を なるたけ 多く QS に！^ へて 出 民 
るた け 多く € s と 同志を f と 銮務 で—。 そして 靑年 蘇が 速やかに 大勢 力と な P 本 新 勢. 
力の 社 石と なること を 期す る。：：」 4 ベて ゐ る。 十月 十七 H 神 慕、 1 一週 年 Qn に坑 | 
2 1® 大 E 本 資年黨 における 雷 i ヒ 



笫九章支渾車變と愛阙運動 五一 八 

囘大# t 開いた が、 その 時、 左の 如き 新しき 黨 政策が 決 走せられ た。 一 . 

政 策 

敎 育 

ー、琪逍帖神の徹底的涵養ニ、無政府主袭、社分主莪、唯物的自由主義思想及び邪敎の揉滅. 

三、 敎育制 度の 機# 均 ^ 化と 公 # 敎 W の擴充 徹底 四、 敎職 ii vse ^t 2 向上と 優遇 五、 封建的 
賤视觀念と民族的偏見の打破 

政 治 

一、 元老 制：： ニ、 華族 制度：： 三、 天窃 政治に 卽應せ しむべき 2 :閣制 度 及び 行政 機構の 
改革 四、 選擧 法の 改正 ィ、 大選舉 闽ロ、有攒荞¥齡の低下ハ、選擧公位と選保肅正の 
徹底 五、 贵挨院 の 改革 六、 反阔 1 ? 政稱 の 解散 ^ び 政 #; 法の 制定 七、* 本家 本位の ^ 法令 

撤钱 . 

財政 • 

一、 相 铕稅 所得税 竦の 商 率 累進課税 一一、 綜合 財淹稅 の 剖 設三 、生活必需品の m 戏稅撤 敉 

四、 奔侈品の高率課税五、鐵道運货、郵便料金及び阔资專資品の侦下げ 六、 地方 獨立稅 の 



廢止 七、 阈偵 利子の •： 文 拂射豫 
金 融 

一、 金： 一機 關の_ ニ、 小口 金議關 の酱及 三、 支拂 不能 倍舍對 する 螯 令の 製 四、 
取引所 法の 改正 五、 高利 貸の 嚴沏 
產 業 

r 生產 Q 飛躍的 增大 ニ、 重 il iH 業、 S 、 肥料、 七 メント 、砂 柳、 紙、 妨 
績 、燃料、 ビ丨ル S 三、 1 S 家 統制 S 、 保險— び 信託業の— 五、 公益 企業 S 
營乂 は公營 六、® 常 制 脱法の 制记 七、 蠢に對 する 近代 科 S 應⑴讓 八、 物仍 統制 法 
の创設九、水產業の保_統制 
勞 働 

一 タ 使 者の 敎 W 養成 ニ 生活貨銀並に給料の保證三、 |^ {豕分挖にょる失龙保險制度の確 

立 四、 健康 保 險法め 改正 五. •勞働 時間の 制限 法制记 六、 飯場 制度の 馊止 七、 穷 K 1 M 1> 
法の 制定 

農 村 

笫三節大日本背年黨における變勧 



第 九窣 支那 事 ® と 愛 W * 動 五一 J 〇 
一、 耕作 權の 確立と 小作 法の 制定 ニ、 農業 拫递保 險の 創設 三、 開墾、 荒蕪地 處理 強制 法の 
制定 四、農村都市施設の均衡化六、農拔の阈營的移伐七、農村の阈家管理にょるエ業化 
社 合 . 

一、 恩給 制の 改正 ニ、 養老年金 制 寒 婦孤兒 尔金 制の 確立 三、 胬故の 阔 猗 乂は公 岱 四、 阔 
民 健康 保險組 合法の 制记 五、 公傷 者 並に 家族に 對 する阔 {水の 保護 六、 特殊 疾病の 強制 胬报 
法 制定 
外 交 

一、 八紘 一字の 畠 道 外交 確立 ニ、弱少民族の解放と其の皇化三、亞細亞同盟3結成四、 
外交祇備のー將化 

東 備 ‘ 

一、 阈民苻 典 制度の 徹底 ニ、 廣義國 防 三、 無敵 空辑の 珑設四 、ボ人 及 傷瘐 ボ人边族の行. 
遇改# ィ 、入營 、戰 傷 死、 廢疾兵 士の待 遇改# 並に 其の 家族 及び is 族 生活の 阔 W 保 證 ロ、 
除隊 共の 職業 保 ■證 

右の政策中でも、なかんづく床：龙に關する諸祺：1::が、戰咔||制の進行と共に、渐次评说せら ^1 



?ぁブ ことは、 注意すべき である。 なほ， 右 第一 囘 大食 £ ける 大日 本靑年 (SI は ニ 千卞 
百 五十一 名。 入黨 志願者は 51 名。— §11 跑九千 七 百 名。 支部は 五。 赤誠 分 削 八。 
赤誠團一。地方地區連絡泰務所三十七と發表せられた。 



第三 節 大日 本 W 年 黛に おける 變 1(1 
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第 四 節電 カ國家 管理 案の 登場と 
. 國家 主義 團體の 態度 

! 管理 案の 意義 

昭和十三年となり、革變第ニ年の新年を迎へるや、第七十三讅#は、馆ヵ阔家膂现問題を讁す 
る こと/' なった。 これは、 1«: 間 周知の 如く、 さきの 廣 ||! 内開の糨忡木遞相時代より發案されてき 
たもので あったが、 廣 E 内閣は、 この 大問 題を 解決し f > ずして 倒れた。 近 銜^: 閣 は、 長期 應戰と 
いふ 立場より する も、 統制 經濟の 強化を 強要せられ てゐる ことは、 いふまで もない。 また 一っに 
は、 政治問題と して 傾 母 木遞相 時代よりの 懸案た る 木 問題を 何とか 片をっ ける 必要に 當而 して ゐ 
たので ある。 

電力 阈營 問題は、 國防 整備の 必要 上、 「曾 (S 低廉」 なる 電力を 供給す ると いふ ことよりも、 統制 
經濟の 強化 I 卽ち 重要 產業の 阀有 化と いふ ョリ 廣汎な る點 よりして、 重大視すべき 間 題で 4 る P 



換言すれば、 それは 今後 起る こと あるべき 一聯の 重要 諮 苑龙の 阈权化 Q 第； 步とい ふ 點 に、 铒担. 
の 重要性が 存す るので ある。 

ニ 國民 大會の 開催 

近 衞内敗 3 永 井 柳 太 郞當 の電沒 審理 案は、 羅柰 ょ。 すれば、 確かに 一 S 却で あつ 

た。 s _ i は 、 S てこ GS 非難した 。(代し、 「帝 W 新報」 の 如く— 廣も あつ 
たこれ は、 同社 S 特殊なる 地位に 基く ので ある。) しかるに 、この 一步後 沿せ る 永 井 案に 對 して 

すら、 電力 資木窬 け— 1 動は 荽 f も Q % t 、 案 S 命は 必ずしも 樂 

觀を 許— かつた。 こ、 £5 て か、 i 主 1 は、 S て— 行つ た。 
二月 二十 七：：： には， ロ 本— 蕃年 S 三十 名が 午後 五 時ょり ビラ 十 各方 面に f し、 ま 
た'^ 名ヴ樂 擊険ヵ 同 孜靑 "分館に おいて 催された 政 •民 合 E 院外 阐 大^: に 出向いた。 一方、 三， 

十七 品には n 去繁 代議士 そ Q 他 各派 2道ヵ_ 成 代 sg 黯 せる 「常 力 g 春 理案期 
成 同 达會」 が、：：： 比 谷 公# 堂 S 說？ 問き、 後 これを 「H 民 大#」 に蠻 して、 本 新 萊所瑟 
代議士 山 崎 常 古、 赤松 克 野ら が. 鈴 木 正 吾、 古 植 i. 椎 M 辨！ HI、 小山 発、 i 齊ー 
弟 s IS 力 2SSS 項と S 家 iwsi 五 二三 
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議士と 共に 熱 辯を 振った。 二月 二十 七：：： の ビラ 及び 三月 十七 日の 決 a 文の 要綱は、 左， の 如くで ぁ 
る。 —— 

一、！： 家 總動 A 法に 2 ¢ て 全阈 M の 永久 武裝 は诚 るー 
一、 戰咿の 勝利と 阈民 生活の 安定は 總動及 法に ょりて 確立す！ 

一、 ' 1 ^ 阔飛躍の國民的大行進！ 

この 鐵蹄 下に 現狀 維持 派を 蹴散らせ！ 

昭和十三年ニ月ニ十七1= 

日本 革新赘 靑年 有志 

決議文 

我等 阈際 情勢の 重大 危機に 鑑み 闼防の 完璧と 阈域 生活 安定 の茶礎たぞ馄ヵ阔家管理の卽時斷行 
を 期す。 

昭和 十三 年 三月 十七 日 

電カ國旮斷行阈民大會 



三 各 愛 國團體 の 支持 

次ぎに、 こ S 力 案に 關 する 3 、義諸 阐體 個々 の 態 f 何— たか？ 5 まこれ を 為 

的に 知—® に、 これら 諸 is 表せる 文獻を 盔揭げ る。 れら の文獻 は、 電力 雲 ♦ 

運動の 理 泛 嚣禀す 資料と いふ •へ SQ である。 さきに 指示し 8¢. 木 案に 對す る爵奚 

組 八" 全 1 SG 聲明 2 昭和 十一 年 九月 十 一 S 表) を 併せ？ ば、 M 味 f に 深* ものが あ 
るで あらぅ。 — 

愛阔勞働鹿民同志會の聲明 

m 力 管理 案に 對 する 我等の 所信と 態度 

不平な く 功 踏して 總 てを 捧げょ！ 

戰時國 力 QiasQ 統制 iQ づ 趣を 異？ f の が—。— の 難涅 i し 
た S 民は 今や 戰時 i 強化の 爲 めに、 凡— 方 一向に 於て、 此戰時 統制に 應 ずるの 用意が なく 
ては ならぬ I 否眾に消極的に之に應ずるのではなく、各々が積栎的に七茇制下こ、り、其統 
制 強化に 協力す る S 悟 あるべき である。 之が 爲 には 各部に 於け る 利害 問題の 取扱は 自然 猫 ニ 
第 四® 保 力 2 者 K 案の 登場 と S { si 5 i 五一 一 五 



笫九章支那事*と愛2運動 五 ニ 六 
義的 となり、 令 般的 rl 的 達成 の爲め 00 局部の锇牲は各々其局部にぁる者が、袭勇尜公の粘#を 
以て 進んで 欣諾 する の 慨が なくて はならぬ。 勿淪其 際に 於け る義搽 Qn 掎は戍 し 得る 限り 令 阈 
民に平竦公正ならしむることに努むべきも现贸の問題としては夫れは程度問題以上たることは 
出来ない。 特に 姑 一線に 忠死 する 勇士 及び 其 家族の ft 擔する 義務の 大きさには 阈 rt に 於て 之に 
比爾すべき多くのものはないのでぁる。 

耍するに義務れ檐の不公平に對し、各自が不平を言ひ始めたならば阈内は却て浞亂せん。結 
局に 於て 統制 強化の 爲めに は、 全國 民は 恰も 斯か る笟 一線 勇士の 如く 他を 顧みる ことなく、 常 
に 5 Z ら持つ 所の 總ての ものを 何等の 不平な く a 述扶諷 を 念願して 全 粒 E 的の ために 奥 躍して 捧 
ぐるの心構へを枭阀九千萬の同胞全部が把持することが戰時胶制強化の枳本某礎要件でぁる。 
朝野の ^ 力 者は 此際 みづ から 之が 先頭に 立ち、 全阈 民に 其活 模範を 示す ことにして m きたい、 

. 是れが 吾# c 第 一 の 願望で ぁる。 

令 ^ 觀に立 つて 國家 理想に 邁進せ ょ . 

戰時布 形 無形の 今： 阈ヵ 統制 強化の 扰现に 方り ては 特 に 令 ^ 親に 立脚して 各部 門の 利 寄は 常に 
之に 從 ® せし むる ことにしなければ ならぬ。 例へ ば 一つの 經濟 問題 統制 法 可否の 論 ^ を 過度に 



激化せ しめて 政界 全般の 統制を 破壤 せんとす るが 如— とは 禁物で ある。 斯 かる H は 其 部門 
に關 して ☆何に 相 S 理由 あり とす るも、 § 恰も | 兵科 S が 其 兵科 的 S に W 執して 放 

前に 於 551 制— 1 化せし むる のと 同類で t 。 此 1 器 下の 零 

としては# S むべき ことで— 信ずる。 現 秦 一線に 於て 全 取の 將士は 作 戰指绍の 可否 
如何に 拘らず 欣然と して 悉く 進んで 其 統制 下に 身命を 捽げ てゐ るでは ないか。 

_ 内 問題は 之れ S に 成らず とも 各自 の 心掛けと しては 之を 理想と して 邁進した いもので あ 
る。 殊に 況や斯 か 1 に 於て 一部 統制 問題の 可否 SS 表面 美辭 S しても 议 は— 其 
或は S # 鳥 Q 利嚣 f 出發？ して ゐ fQ であつ たと した t ば 而も# 人々 が⑷ 1 

範 たるべき 髮 、釋气 I ? 君 力 S . K 5 あつた 乞た— ば、 SS 兵に 痛 

歎 措く 能は ざる ものが あらぅ。 

南の 質、—— S 人、 V : 之れ— 通 JIQ 大部が 此 非常 重大 時局— しても 
斯 くの 如く 洽も {：： 已に 不利タ > 統制 或は 自已 Q 不合理と 信ずる 統制を S 的 見地ょり して 
欣諾 の 心 構が な s とするならば 浮 由々 しき 大琪と 謂はなくて はなるまい。 

反畨 すべし 此 Is ffll なき 利害 闘带 

第 S 说 力 S 家 S 案の 2 と Z 家 主義 SS 度 五一 一七 



第 九 章 支 * 事 變と愛 w i¥ 動 五 二八 
現下電ヵ资现問題を繞る業界耍人の言動並に之れと利宵相通ずる財界、政界耍人.の言動は. 
まさに此薆ふべき狀態を呈し議淪の乾く帑なき電龙經资の技術的問題の淪带に全般を沒頭せし 
めて 大局 觀 を 失し 斯かる « 部の利害問題を以て敵前に於て大政箏をも釀さんとしつ、ぁる打炫 
は、到底吾等の兑§に忍びざるものがぁる。過去幾十年の間思想的に阈を過らしめ、尚 |^ に於 
ける幾多悲しむべき琪變の禍枳たりし.兀钯的思想を找導は此際に臨んでも尙ぼ踗而もなく忠坍 
なる全阈民の前に展開しつ、ぁるかの如き感にれたれざるをれない。吾等は決して艰 5: 好むも. 
のではない。然れども斯かる重大時局に直酣して斯かる冇栈は到底默視する譯には行かぬ。依 
つて先づ禮を盡して斯かる人々に衷心ょりの反省を求め相共に戰時全戌民の動以と其統制強化 
に協カを懇願する。 

『{ 11 僚獨善』を応に業者の自已の掩着を兑ょ 

戰時 の阔内 統制 強化の 實現 の爲 には、 詔 命を 奉じて 政務 施行を 搀當 する 政府の 斷乎た る處理 
を 前提と しなければ ならぬ。 從つ て戰時 政府は 多少の 無理の ことで も斷乎 押し通し 得る 位に 強 
力の ものなる ベく 又 全 阈民 は斯く 強力なら しむる ことに 協力すべき であらり と 信ずる。 

卽ち宜 僚獨 善を 排す るの ロ赏の 許に 政府の 此 強力なる 出動と 其 統制を 排す るは 弗# しき 自已 



矛盾で ある。 

抑々 過去に 於け る SQ 弊は、 軍なる 制度の 弊では ない。、 王と して 贫袁 人の 養成を 典 だし 
く誤つた結粜である。依つて此際に於ては立史任用令を改正して、首僚人の本钗 5 : 十分こ足疋 
する ことは 頗 S 務な るも、 之を 理由と して 2 強力なる 統制を § せんとす. るが 如 5 明に 
無政府思想に通ずる1のがないではない。戒心を耍する。 

思 ひ 切つ て處斲 し戰 時體 制に 邁進すべし 

吾等は社#虫義 ^ の如く經濟統制卽ち 7!* 公 ^ の如き聯想を有するものではない、又經濟本新 
卽 宂公资の 41 きことを为へてゐるものでもない。吾等が維新を叫ぶは政治、經濟、敎竹、外交 
等扎總てのものの指 .^ 精神を、 -^ 阈游の木进に悉く立脚せしめ、制度の如き形の問題は仝く之 
に從 © せしめて其范新を耍望するのである。功利主莪、自由主_觀念をもつて政治を /.-: 打し、 
これを腐敗せ1め來れる過上の|切を淸算せしめんとするものである0 

赛人 、贤 人、 繁人 、墓 等々 が 悉く. 3 犯 Q 本義に n 醒め 過去 Q 功利的 唯 2 的指络 

精神ょ 八十 度轉换 して：^ に虛心 粗懷に 相 協力して 推に 《3¢ 常に ■;! 益を^! ずるなら ば、 

贫、 公民—々 11 て、 i 相補 ひ i なく S 扶 S 爲に協 進し 2 に 到る で— ぅ。 相 
S 節® 力 SS 案の 2 と 製 ホ： 義 gss 五 ニ 九 



笫 九 章 支* ^ 资 tsM iE s 五三 〇 
共に私心なきが故に寂兑の相違はありとするも貴重なる胳カを破るが如き私的闘芈はなきに至 
るで あらう。 併しながら 斯かる ことは 現在に 於て は、 眾なる理想：：：檩であつて腐敗其楸に速し 
たる過去の怡ヵ下に於て念速に现下の非常時局を打開せんとするためには過渡的に思ひ切つた 
.る 處斷も 相 常に 必要で あらう。 

殊に四十位汕を超過する大资カを摊し偉大のカを以て最も神粑なるべき益逍政治に携はる各 
を 全面的に 3|: りで0然铽敗せしめ來れる设大なる禍枳のーた〇し馄カ龙は事業そのものの技術 
的 ^ 麽を離れても此際其過上の货仟荠ょり取上げてこのおそるべき禍极をー掃し政界肅正の许 
となす の必耍 が あらう。 吾人と してヶ ：=に及んで過去の贵任者の >1- ひ譯、或は改心に.斗 5: かす 
ためには 彼等の 0 れた る逍義 的罪惡 が 年；：：： 的に も乂木 钗 的に も餘 りに も 多大に 過ぎる。 

殊に 況 んや阔 M 生活と 殷 ：：十分つ艰の川來なくなつた笛ヵ業の如き公共的大エ業は本饩的にも 
公 ;|| ハ化すべきであつて、他のー般辨龙の如く政府の取なる監料下に於ける民 ^ に放设するとい 
ふが 如き 第は 必ずしも ti - fi - 出 來な いものが あるので ある。 

凡ゆる 妥協 棑 m 政府案 絕對支 持 

前項の理由に依り吾缂はヶ囘政府の現案になれる電ヵ饺理案には必ずしも同意してゐるもの 



ではない。褀ろ其不徹底を货むるものでぁる。併しながら前述來の大局的兑地に立つて、之れ 
に對する反對淪荠の過般來の功利的言動を更に重大視してゐるものでぁる。彼埯がへ -/ "、肉 1-1 
の 威力を 信じて 第二義 的 G 理由を かざして 敢然 政府と 戰ふと 到 1 i 語し ぁるが 如きは 斷じ 
そ許さるべきことでなく吾等の特に愤懣に耐ぇざる處でぁる。斯くぁる以上吾$は重大職设ぁ 
•る现戰時政府に向つて其嚴たるべき植域保持の爲に一寸たりとも退却せざることを耍帮する。 
斯かる 場合に 於け る 中央 權カの 咸嚴失 噔の影背する所は内外北ハに實に弗大なるものがぁること 
を 忘れて はならぬ。 此 葸味に於て吾铮は蛟 |.| 十現政府案の妥協的修正を許さず、絕對に之 $: 支持 
せんとす る ものでぁる。 

右聲 明す る 

昭和 十三 年 二月 

愛 M4 勞働 K i4 r.1 .ci-; f? 

• 大 n 本 生 產黨の 「電力 案に 對 する 態度」 

多年 懸案の 電力 統制 案は 賴母 木遞相 以來 幾多の 迂余肋折を綷て遂に現内閣に依り个次坑七十 
111 讅會に提案さる/'に至つたのでぁる。抑々電ヵ阈宋宵理の間題は準戰時做制確立上不可缺の 
笫 H 節谣カ N 家 拧 J 1 案の な 場と 阑來義阑 體の逋 度 K 三 一 



笫 九 « 支那 事變と 愛 阈運 動 五三 二 

問題にして支那帘變發生以前旣に決记解決すべきでぁつた。 

^ るに今丨に至るまてこれヵ解決を見る能はざりし所以のものはーつに電カ財 ^ の功利勺^_ 

■的 反？ 押し切り 得 f し釋 NgQ — 萬 哉糊璧 f 利證 錯係の爨 に 依る 

ものと 斷ぜ ざるを 得ない。. 

吾人は 現 内 盟反對 と i ； 要 種 ys 案 sf 發 1 する 袋に 對 しては； 應 の 敬 

f 表する に ft ?| いが そ Q 8 に對 しては 娶 之— fl ない ので ぁ 
る。 卽讓 Q 'ft 容 を？ 1 : 法案、— S 社 法案、 ml — 改正 法— 
議す るに、 そ S 則は 依然 民 sff 、 何 S 新 的 政策 喜 有せ f 骨拔 S 案な— 

斷ぜ ざるを 付ない。 

劳し 腐に 現内閣が 反對、 相® 基 悟の 上で 革新 政策の 斷 行を S するならば 何故に 萬 障を 样 
して 明確 f 积本的 革新 方 f 提 m し、 且つ これ荽 徹 S 全 S く— りし や。 

本 f 旣に鏡 常 初ょり 電力 讓— Q —吧 し NgQ 木 f f rgs 露』" 『皇 

冇阔资.<|』=を強調敌請し來つたのでぁる<= 

V- 辕 Q 絜 ょりして 特 S 力 問題 Q 如 5 斷 じて 位 利 QS として 私有 化さる. へきでは k 



此の 意味に 於て 吾人は 皇道 經濟確 立の 根. 木 條件 としては 金榷 奉還を：：： 的と し、 m 力に 關 して 
はぁく迄阔有阈资の原則に立脚せる沉統制の观現に向つて铽進し來つたのでぁる。 

又 水力の 開 發祺龙 は！： 家 席 業の 動 源に して 阔ヵの 興亡を 方 右す る重耍 なる 基 力で ぁる。 故に 
一條 2 河川と 雖も雨 设と地勢とを荠啟しこれを阈家產龙に活用せねばならぬのでぁる。 

然る 一 伶に 社 § 利、 一 M 部 S 利？ して これを 許可 利用せ しめ、 SSS 力を 职：斷せら 
れ M 用 力を ^ しく 減殺す る ^ れぁ P とせば ^ .;; 永の 重大なる 拫 失と 言は なければ ならぬ 0 

水ヵは天與のものにして：一ヵの動源なれぱ民間の自由に委せず阈冇阈營の主旨を以て開拓す 
べき ものでぁる。 

幸 ひ， ^!: 阔は水ヵに忠まる、天赋の阔家なれば電ヵを阈家產業に活用し阔述の發展と人類の幸 
輻に议獻せしむべきでぁる。 

蒞し夫れ現>?:閣が之をしも货現しれずとするならぱ、木黨は維新本行の聖使命遂行の上に於 
て 重大なる 決意を しなければ ならない ものと 思考す る。 

更に 范ヵ财脒の諸公にして茗し利已私益にのみ跼跗して & 阈の大局をも咨みずゝ敢て非違を. 

第 N 節 ^ 力 W .: 水 符押 案の 發場 と3£家卡義阑體3捶度 五三 三 



访九車 支那 事 變 と愛肉迷動 五三押 
1 T かむ とする に 於て は、 神威 照々 必ずや ® N 同胞の 徹底的 釓师 の楞的 となる でぁらぅ、 而して . 
阔民たるもの宄しく政府案の足らざるを補ひー尨至誠奉公の信念を以て進むべきでぁる。 

5:外正に重大、阔内維新の緊念なるの秋*ー切の利害私情を超越し、億兆ー心萬讨戮ヵ以て 
革新の 大逍に 精進せ むこと を。 

右敢て 滿 天下に 聲 明す。 

昭和 十三 年 二月 I B . 

大 n 本生產 務 

日本 革新 m の 「聲明 尨 し 

近代戰の科學的進步は、阈防の根本方針として、平戰時ー牀化計剡の下に阈家の全ヵを设も. 
符効 且つ綜合的に統制發揮せしむることを耍求して已まない0從つて阈家總動；：；；計割の遂行こ 
そは、 年來 一 n の 遲滯を 許さ \* るものがぁつたのでぁる。然るに歷代.2;閣の無能無 ^ 任なる、遂 
に今=1 ^ で之が馊現に努カしなかつたことは眞に怠慢といはざる 5: 行ない。 

幸に して、 g ? 内閣は、 今期 _5 i を _ せんとして ゐ る。 今 之 §綱直 るに、 S " 的 取 
ー根據法として、宽に耍諫を虚したものでぁる。惟ふに全阈民中ー人として反對ぁるべきでな 



然るに旣成政治勢カ乃至財界方面にあっては、自利我慾に念なる、旣に政府に向って之が不 
提出を耍 ^ し、或は骨拔的修疋を希琪してゐると 11« く、何たる非阈民的心 ^ ぞ！ 

今や、 支那祺 變 は、 英ソを 竹 後 勢力と して 長期 抗 F 1 を 決意せ る蔣 政槠と 其 ^ 5 IC M の 討 滅 を 期 
して戰ひ拔かねぱならない秋が來た0更に帘變後の經綸に逍憾なきを期すべきのみならず、今 
後の 複雑なる 我が N ■係 S み、 一 n も 速 かに 戰時 sg 制 Q 翌惠務 とする 今；：；， 何の 
論議の餘地あらんや、政府は究しく牟间たる決总を以て絕對無修 11{ 通過を期すべ 3- である。 

木 案の 成否 如何は、 K に 年来 阔民の翹望已まざる阈家本新に對する礎石の成るか成らざるか 
の 分水嶺を なす ものである。 故に 全阈 民は 保って 之が 反對 勢力の 紛碎に 常らねば ならない。 我 d 
が黨別 一 同は、 あらゆる 一切 Q 手段を 虛 して 本案 成立に 協力 せんこ— 期す る も？ ある。 
右聲 明す 

昭和 十三 年 二月 八日 

日本 革新 E 

日本 革新 黨の 「聲明 書」 ニ 

第 W 節邐ヵ 尚 家铊 J 1 案の 發 場と W 家主 義 w « ft の您度 艽三五 



第 九窣支 那事一 {と 愛 被 運動 五三 六 

第 七十 i 塁會— 案 S 一 つ SIS 管 1 他が 11 にょ 4 力 
會社を 利し、 S 2 ■を 大— しめ、 且出 ■格 Q 不 1 膨れ 為來 せし むる に至 りた 
るは 電プ K 策 Q 將來に 多大 Q 暗 影を 投じた る も q と認 む。 政 所 又 度々 不退 轉を闯 民に 聲明 せる 
に 科らず 此 QS 根本的 修误同 S んと する は 吾人 Q 了解に 苦しむ 處 である。 我 蘇は 此怒 
極力 政府 原案を 支持して 政府 S 装を 促が さんと す るも？ ある。 

昭和十三年三月七：：： 

n 木 革新 E 本部 

n 木 革新 簌の「耍請宵」 

S 々期 將に盡 £ と する §1 發院に 於け る 電力 S 案 sf 量に、 私利に 走り 网 
益を 忘れ 5 俗論 倒す る處 と？、 殊に 公器 ( la I ) q 態度た る や 特に 許し 難き も q 
1 W せ— を 得ず。 もし 假りに 公§ の 強いて 主張す る 所に 從ひ配 f も 包含せ しむる 
とすれば' 客 社の 資本金は 俊に 三十 数值に 上るべき は 明. 2 なり。 之 令く 難— 強いる もの、 
名を 案 S 修 ； ij SCN て？ 4 力 S ? _ り 去らん とす 泵劣極 IK たらずん ば あら 
ず、 況や觀 s _ 理 する も 何等 新 益を 利す K > 所以 sf は 勿論、 蔭：^ 衆と 接する 亊 



業を阈家管理するの得策ならざるは言を俟たざる所、苟も货&院讁：3;たる者の篤と熟知するに 
も拘 はらず 強いて 之を 強調 せんとす るは 是が非でも 本案を 禅り去らんとする道カ龙者の情む 
べき 意 21 を 努めて 代 辯せ んが爲 めに 外なら ず。 

政府は 兌し く 木 案 提出の 本意に 鑑み、 斷乎 彼 ^ を 胙懲 する の 毅然た る 決意を なすべき ものな 

ち 

敢て耍 請す。 

昭和 十三 年 三月 二十四日 

日 木 革新 E 

(住 I ) 公正 舍に は、 蓋 S 對立 EJE た sss 部 (I 六俱榮 部) の 幹部が 存在す。 

勤王 維新 靑年陕 の 「聲 明®」 

今や：：：本が東亞の安圮勢カとして、その祟高なる民族的歷史的使命を遂行すべく、之れに反 

職 義し來 公 歷變對 し、 蘧的に SQ 斧® 加へ、 更に 背後に f て 不斷运 東 Q 和 

平を攒亂し 0 、ぁる英.ソニ大勢カを支那全土ょり軀逐祕蕩し、以て東洋恆久平和を確保し、 
進んで 蠢ア ジア iQ 1 f して 明 I 恣蠢 S 迄ん として i ⑷に陷 り、 

绗 P 4 節锹カ 3 C 家 饬 II 案の® 場 と«家ホ義阑 » の態度 五三 L 



笫九草 支 那琪變 と愛阈 a 動 五三 八 
未竹啊の對外危局に常时せる秋、阈 |^ 諸機楮の极本的¥新にょる綜合阈カの充贺強化と、無敵 
_防の確立とは、焦頭爛額の念務にして、これが ^ 现と杏とは、帛阀の安危を左右し、アジア 
の興廢を決すべき重大問題と謂はねばならぬ。 

菠き に、 庶政 一新を 楞榜 -UT る廣 fll 内閣が、 •取 氣泔龙 の 木質 的 使命と、 その 阈家的 重要性に 鑑 
み、之れが过現を企阖せる『電カ阈家管理法案』ほ、今次稹變2發生に作ひ、倍々その急務性 
を確信され、現 ^ 閣は、戰咔綷濟擗制確立の阔尜的耍請に應じ、种び之れを今期議分に提川す 
るに 至つ た。 

該法案の如き苹新政策の货現は、當而せる對外危 ^ を克服し、 ';1: 阔木然の !||: 界的使命を達成 
する 爲め に必嬰 なる 阔内 整備の 斷行を 髂明せ る 現， 2:閣が飽く迄その！！的の打徹に努カすべきも 
ので あり、 之れ に對 する 銃後 阈民の 全 副 的 支 ^ こそは、 酷寒の 大陸に、 野戰攻 城 柄 戰カ閊 しつ 
、ある. Mm 將士の 勞 苦に 報 ひ、 梓き 殉國 S 英 ® に應 ふべき 所以に して (中略)、. M m - 綷濟樹 立の 
見地ょ 0すれ ば 典 だしき 很 庭を冇 する：： 彌絰笕 なりと 雖 も、 維新綷 濟腊制 の 全 的確 立への 過. 
渡 的 任務と して、 全 阈强 M の士の 卽時 これが . K fJA に 協力 適 進すべき 課題で ある。 (中略) 

今や 大 君 の 大御梭 威の 下、 蛊 芾の步武は敵竹都を攻略し、謬妥不迓なる反噬をなし來りたる> 



支那取閥並に現政樯は、邊境に通逃肿息し、防共親3、新興支那生誕の黎明を錳ち得たりと雖 
も、これらの背後にぁりて東洋の平和を蹂蹒し、箔ニのスべィン化 5: 策謀せる英.ゾ，：：赤ニ大 
帝 _主義 の 極 束 ^ 略 政策の 鋩 鋒は、 これが 傀儡た る蔣 政樯を № 0 て 長期 抗戰の 妥阅に m でしめ 
東亞 禍亂の ：： 儿呢 やぅ やく その 相貌を、 t 路 川し 來 らんと する 時、 これら： 咖勢カの澉手を粉碎して四 
億民生の康褀を保持し、支那をして本然の姿に復歸せしめ 0 支共存の實を取げ、.以逍文化 ?: 叫 
海に光被せしめんとする人類史未曾哬の轉拽期にして、しかもアジアの述命粜卵の前夜に耽谢 
し、(中略)靑年の熱血を沸騰し阔難克服に死を賭して莳往敢進せんとするものでぁる。 

右 聲 明す 

昭和 十三 年 一月 二十 八 H 

中央 靑年 仉樂部 
勤皇 _ 新 靑年隊 



第 押節黹カ阈家符理案の登場と闷家主義阑雅の理度 五三九 



第 九 章 支那 車 變と愛 W 運 勘 • 五四0 

第五 節 日本 革新 黨の その後の 活動 

. 一黨 組織の 整備 

昭兩 T -ニ 年 七月に 結成した n 本 最大の 愛蝴 r 政黨 ' たる 。木本新寐は、その後、若々と通勤を. 
進め" >九 月には 「戰時 公益 統制 Q 第一 步」 として 「生命 保險§ 化の 斷 0」 基？、 次い 
で. 十月 十 ss、 nil 與 へる— 狀」— 表して、 社大 (I 大衆に 訴 ふるところが 
ぁつた。 また、 組織 活動 も 着 J 進み、 同年 十一月 三 n には 革新 蘇の 「中央 部隊」 としての 「東 
京 支部 聯 八：： 伶」 の 結成 大铃 が擧 げらる/に 至つ .た。 火 分は 「一、 戰時賊 家 膝 制卽车 身 立。 一、 蔣 
政秘打 伊、 支那：^ 解放。 一、 暴 _ゾ 勢力 艰滅 。一、 銳後 a 本 魂總動 M」Q ス T ガンを 揭げ、 
「戰時 蓮 方針」、 「§1 遺」 等 ネ四 件5_惠 了し、 ft て、# f ⑴ I、 副 伶 
長 小 笠原靜 雄、 栗 山 力、 浪記_ 本 耕、 幹 i 祐 知、 贯利吉 、新妻 德為 、三 木 蒙ら 十六 名、 
sn 野：： 榮 治ら！ 一一 十六 f. 益した。 管て 昭和 十 f ニ" 十二" には— 舄容が 組織せ 
られ、 副聯容 長 (聯容 i 席) を_貞 次、 f f 1 



木民三郞とし、その他の專門部長をも決定して陣容を移-砘した* 

ニ フィ 矽 ッビ ンへの メッセ— チ 

革新 狨はまた、支那に、.江藤源九郎娄以畏を始め、赤松克勝、西本喬等々を派遣して垡祺慰 
問、特務部の應援等々に努むるところがぁつたが、昭和十ニ年十ニ月ニ十七2:には、總務姿以小 
池 四郞 代議士を 阔民 使節の 资格に おいて フィ ッ リピンに 派遣し、 /.-: の 如き メッセ ーデを 比岛大 統 
鋇及び比岛阈民に送るところがぁつた。 —— . . 
メッセ ーデ (註 I ) 

親愛なる比岛の獨立の將來に關し、我：1:本は異常の好意ぁる關心を以つて常に幸多かれと祈 
つ てゐる ものでぁります。 日本は 今 聖戰 (註 11 )を戰ひつ、ぁります。諸君は今次の支那 - 1 15: 變を 
そ 0 對痄から正視して、共產主義を银滅せんとする：：：本、東洋冇也民族の卄までしやぶらぅと 
する，：：： 魔英 2を、はち切れる程.の贺ヵを以て土依の外に寄り切らぅとする(註三)颯爽たる日本 
に我が冰の如く聲援と拍手とを送るべきを、吾々は期けしてゐました。處が :1{: . 1-( は誠に意外で 
•す。諸君の苻ヵな新聞の多くは、斯ぅした大局的な雄大なる意阖を汲取る艰を忘れ、反つて：：： 
笛五節ロ本革新黨のその後の活動 五叫ー 



笫九 京支 那亊變 i 愛 動 五 W 一一 
.本が 後進 支那 s?f Q 直て？、 今 Q 支那の® 命 S ては 明. 茲 S 命な り 
aj して、 = 本 S 北後繁 祈り、 戎は X が 支那に # S へ S 点 力 的に も繫 的に も：：： 本 
は常分支那以外にカを用ゐる餘カがないだらぅから门本の比 ^ 攻略は少くもニ十年は先きに 
延び. たと して 思に 喜んだり して i す。, JQ 羿 は將來 とも 逝 命を 共に す， 5 器 獨立刚 民 
族の 間柄と して 誠に 不可解 千 乾な 推で— り、 亦 悲しむべき 斯 でも —ます。 

日本は世界の共產化 5: 人類の不幸なりと確 {.? してゐます0アジアの资源と文化とを來洋民 & 
の 協 プ にょって，； £發發展せしめ從來の如く灼色人植の职使する水牛たるに -||- んじてゐた ^ 大の 
屈辱を拭ふ爲めに(註四)、 =本はカを以って立上っ.たのです。 11 にか、る聖戰の先頭に立って 
策と なり、 議 f な fQ は 1 )、 一 赁 人：！ と 近代 S 力を 整備した 我；；： 本を 措いて 
ない と ^ く a じます。 支那が この— を輕蔑 し 執拗に 棑幣 したれば こそ、 今 囘の啡 變が起 った 
のです。 .1|: ハ處に何の ^ 略、何の帝阈主義がありませぅ。この ^ 念に双向ふものは洋の來两を問 
はず、 その 何 g たるの 別な く、 全力を 壤げて 打ち 辟いて 行く には H 本は 斷 じて 嚣 する もので 
はありません。 

昍く處にょるとマニラの民主主義同盟(註六)は"本を « 略阈なりとして、之れ 5: 排撰すべし 



と決讅されたさぅです。その裉は論ずるに餘りに小なる問題ですが、諸界に心から勸毋したぃ 
のはデモクラシーの神檢討です。デモクヲシーは斷じて以國の如き後逸以族の新興發昶{违七) 
に 役立つ 厫现 ではありません。 = 本は 旣に デモ クラシ ー を 撝槳 しました (註 八)。 倘人や 陪 級の 
利益を 捨て去って、 先 づ全！ 1 の 力を 強化し っ/あります。 

吾々の信念を理解して顶く爲めには兩泝沢接の接觸以外にはありません。吾々は進ん -€- 货阈 
を訪問しませぅ。そして乂諸封の降樹たる來朝を心から歡迎致します。來って親しく雜荇なし 
■に吾々の 14: 窓 5: 骱得して顶き度く敢て閣下並に諸計に齿ぐる所以です。 

昭和 十二 年 十一月 二十 四：：： 

= 本 革新 涨 

(SI ) To the President and *d eople of the Iwhilp *o ine 131§{18と姐するこのメッセ|デの英 4; テ 
クス トが、 n 本本 新 新聞 (昭和 十三 年 一：：：： 一：：！) 號に發 表されて ゐる 。それに ょれば、 英文と 邦文とは 必ず 
しも 一致して ゐな いところ が ある やぅで ある C 
( ££ ニ ) a hioly war 

( 注 三 )… .forcing Breat Britain to g <- e up sr cr past evil practices of exploitin 9q orienta 
lyelloiv races. •• • 

笫艽 節=本革新：滅のその後の活動 五 四 三 



笫九窣支那琪切と愛阈運動 彳 

I) こ、 は告 Believing I the reices and civilizatf 

^ o- 0,3 .s.-? r .^3 ? ono^s- 

(e 五 ) こ、 も、 ^ に To undertake this B- OJy war:: となつ てゐ る。 

( f£ 六 ) The Democratic League of Msila 

e 七)： yuor coly wh£ has to —e new iial progresss I expansions. … 

(- 八) 51 もは 英文には 缺如 。こ、 と 次ぎの 一 句と に 常 I は ニニ in 震 50 5 f 

mdmdual or class mtest and to —e to strength the power of the whole となつ てゐ气 

三國民總動員法案に對する態度 

11 QS 民總動 i 案に 對 しては、 sli は、 I 、 — sf 示した •。ロ 
本 1 、いふまで もな くその 例外で なかつ たのみで なぐ、 進んで— 案に 對 する I の理淪 
的 根據を Is に 示した ので ぁつた。 卽ち私 新—、 勢 QIS 動れ 法の — 發動 1 耍 
として t と說き 「政 涅議會 に 於て、 S 盘 案は 卽 H ■する が、 错は今 直に この S に 
適片 せず といつ たか Hln 法、 靈 統制馨 に 代る 部分は 旣に繼 賴 的に 1 错 されて ゐる 



ので ある。 だが、 これ だけでは 叙 上 S 際淸 S 1 し S 切なる 措 fs めら れ f .々 ，H 
より 之が 準備に か、 る ことが 絕對 必要で ある。 物的 動 よ、 人的 動：：？ にせよ、 gs 動： c 計 
香の 實 施は、 そら 戰带 だ、 そら 車變 J 騎ぎ かけてから 施行 得る もので なく、 十分 論丧と 项備 
の 下に 徐ろに f す •へ IQ で 急。 それ故に、 總 1 にして 誤 f 含む 李れば、 それは 
平時と戰带を一:兀的に取扱 ^ ずしてニ元的に取极つたといふ處にあろ/-といひ、「總動 /1 の&,/が 
必然に維新を促進する」所以を說いて、「：：されば、好むと好まざるとに拘はらず、總動“計劃 
の 卽時 施行は 現代 文化の 無上 命令で あ 0、阈際情勢も亦その促進を耍求してやまないのである。 
然るに、幸ひなるかな總動只法の施行は、间時に闲家維新の促進となるのである。こ、に永年翹 

望さ れた夜 明が 來る 。管 驁 SQ 施 S 齧 的 运、 物的 及び 人的 證 sg ® 整と なつ 

で生產 及び 配給 機構の 全 的 統制 並に 擴充 、人間 能力の 適 能 採 W 並に その 養成が 開始され ると 共 
に消概 的には 社 待 病弊の 变 除が 行 はれずに は ゐられ ない — (中略) かくして 初めて！ ■生きた 
る 政治』 を 布く ことが 出來 るので ある。 蠢 A 法 本来の 精神は、 飛躍的 _ 議 制の 確立に ある C 
しかも、 こ Qg 制 確立の 義 HS 、 窮 S 民 G 救濟 より 着手され ねばならぬ。 こ、 に S 維 奴 
の要諦が苻するを覺ぇる」と述べてゐる。 

第五 節 打本革新黨のその後の活動 E qi 



笫九 ¢ 1 事*! と 愛 W 運動 五 四 六 

四新黨 運動への 體勢 

第 七十 ll : f も 終は り， 震く 春 ともなつ たので、 四月 十 R 、 日本 革新 蘇に おいては •舒公 
畲堂 に擴大 q 央寶诗 高いて、 重大 時； 5 に對處 する 運動 方針を 議 する こと、 なつた。 中心 問題 
の 一つは-取 新 的 一 大政 治 勢力の 結成」— 卽ち新 黨 問題で あつた。 _ より參 集す る 中央 寶百 
三十 名、. sf 長の 「 吿辭」 、久 留弘 三の 一般 活動 報吿 、大璧 秋の 紐 織報吿 、神 mi の 選 取 
報 ：：：： I 黛 治郞 Q 會計報 s 々 QS 4: よりなる 本部 報吿 、小 池四郞 Q 議脅 報齿 、佐々 井一 域の 
時 as 情勢 報 § 々が あつた 後、 赤松 克 S 說明 によ？ 「當 S 通 動 方針」 の 件 S し、 んの如 
き 内容の ものを 可決した。 —— 

當面の遝動方針書 

今や S は 未曾有 2 大 時局に 墨し、 外に 對 しては 大陸 政策を 遂行し、 S あつて は S 
1: 面 的に 改革すべき— に 迫られて ゐ る。 大陸 政策に 於て は、 皇軍 Q 忠勇 果敢なる 行動 
によりて 抗 H 容共 政權は 2 そ S 命を 縮められつ 、 f といへ ども、 今後 S 設 H 作に 至つ 
.ては 極めて 多難なる 前途を 思は しむる ものが ある。 思 ふに 對外 政策と 對 《政策とは 外 •油？ は 



ニつなれども拔質的には一つである。卽ち強大なる阈カと高度の文化とを冇する阚灾體制を以 
てするにあらざれば、到底徹底したる對外政策を遂行するは闲難なるが故に、ー切の阈策は第 
一次 的 段階と して 阈 |^ 改造ょり出發せざるべからざるは論を俟たぬ。而して阔 |^ の現勢を見る 
に、 現狀 維持 派と 革新派と Q ニ 大勢 力は 依然として 對 *# 狀 態を 繼枝 し、 政情は 浞沌 たる ものが 
ある。 若し このま、 の 政治的 贫 闲狀墟 を 以て 推移せ んか 、阈家 の 前途 誠に 深 ® に 堪 へざる もの 
がある。斯くの如き阈家の現狀に當面して、革新を志す我等の第一に要望する所のものは、阈 
家 革新の 推進力と しての！ 大政 治 勢力の 結成で ある (往 1 )。 この 新 勢力の 出現に ょり、 促 沌た 
る 現狀 を打開し、立憲的過程を通じて阈{水粒制を自由主義ょり全體主義へ移行せしめ ^ ること 
を確信する。今や新勢カの出現は時代の必至的要求となつて現はれつ.>あるが、我導は此の耍 
求 ^ 現の ため 稜搔的 促進述 動に 努力す ると 共に 此の 新 勢力の 進步 性と 健 令 性と を 確保す るた め 
有らゆる 精神的 用意を 有しなければ ならぬ。 茲に 於て 我等は 貴 任の 重大なる を 痛感す る。 我等 
は J a 然と 他動 的に 新 勢力の 出現を 待望すべき でな く、 むしろ 最も 正しき ものが ^ れ R つ 最も 
正しく それが 發展 すべく 大なる 役割を 演じなければ ならぬ。 この 觀點に 立ち 我等は 次の 方針を 
含面に於いて採るべきことの妥常なるを認むる。 
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